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腐敗 学 序説 : な ぜ 今 腐敗 学 か ? 
鞭 田 雅晴 
は じ め に 

今日 全 世 界 規模 で 猫 衝 を 極め る 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (COVID-19) に 象徴 され る ウイ ルス が 人 類 
に 対す る 自然 界 か ら の 脅威 と すれ ば 、 人 間 社 会 界 の 脅威 は われ われ 自身 の 神 に ある 。 苦 攻 、 強 欲 、 娠 
如 の 悪し き 心 で ある 。 こ ご これら に 誘わ れ た 行為 は 則 に 反する も の と し て イイ 道徳 と 謗 られ 、 犯 罪 と し て 断 
罪 さ れる 。 なぜなら 、 身 体 、 生 命 、 財 産 に 害 を な す の み な ら ず 、 公 共 秩 序 を 率 乱す る も の と し て 人 間 
社会 へ の 脅威 と お る か ら で あ り 、 ウ イル ス 同 様 に 変異 を 繰り 返し 、 さ ま ざ ま だ 発現 形態 に より 有史 以 
来 わ れ わ れ を 脅かし 続け て いる 。 

権力 を 盾 に 私 的 利害 を 追求 する 腐敗 は その 典型 的 事象 で は ある が 、 濱 職 行為 と し て の 法令 違反 が 問 
われ る も の の 、 従 来 その 討 究 は 当該 個人 の 倫理 性 の レベ ル に 辿 め られ て きた 。 し か し な が ら 、 上 述 し 
た よう な 腐敗 が 公 お 問題 性 の 広 表 か ら す れ ば 、 社 会 現象 と し て ヨリ 大 き な 地 平 か ら 把 捉 さ れる べき で 
は ある まい か 。 ま さ し く ナイ (Joseph Samuel Nye jr) が 「 腐 敗 は 道徳 主義 者 の 手 の み に 委ね て お く 
に は あま り に 重大 な 事象 」 と 説く 通り 、「 腐 敗 の 政治 的 、 経 済 的 効果 を 取り 扱わ な い の は 研究 の 片手 
落ち 」 (西原 1976) と いう べき だ か ら で あ る 。 

腐敗 現象 を 学 の 対象 と する 腐敗 研究 、 す な わ ち , 腐敗 学 は 依然 と し て 未 形成 で ある 。 と いう の も 、 
伝統 的 に 、 腐 敗 と は 、 上 述 の 通り 、 単 な る 個人 の 道徳 倫理 の 問題 レベ ル に 周 め ら れ 、 と り わ け 国 外 の 
現象 を 対象 と する 腐敗 問題 の 研究 と は し ば し ば 対象 国 の 内 政 へ の 干渉 に 陥り か ね な い リ スキ ー な も の 
と 見 敬 さ れ 、 半 ば 敬遠 忌避 され て きた か ら で あ る 。1990 年 代 以降 、 グ ロー バリ ゼー ショ ン の 進展 を 受 
け て 、 発 展 途上 国 の 国家 運営 の 非 能 率 あ る い は 旧 社 会 主義 国 の 脆弱 な 政治 構造 が 露呈 され る に つれ 、 
国際 社会 に は 「 ヴ グッ ド ・ ガ バナ ンス 」 構 築 支 援 と いう 観点 か ら 汚 職 ・ 腐 敗 問 題 に 対す る 取り 組み 機運 
が 本 格 化 し た 。 殊 に 、 企 業 活動 の グロ ー バ ル 化 ・ ボ ー ダ ー レ ス 化 の 進展 の より 、 腐 敗 、 と り わ け 外 国 
公務 員 に 対す る 贈 賭 の 禁止 に 関す る 多国 間 協 約 の 試み も 始ま っ た 。 個 別 の 腐敗 事案 に 関す る 案件 研 
究 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク も いく つか 行わ れる よう に は な っ た も の の 、 多 領域 に 渉 る 錯 雑 な 複合 現象 と し 
て の 腐敗 汚職 に 関す る 総合 的 な 学術 的 検討 は 依然 不 十 分 で ある 。 対象 視 野 を 現代 中 国 に 限定 し て も 、 
個 案 研 究 は ある も の の 、 腐 敗 現象 の 総体 を 旭 上 に 載せ た 本 格 的 な 研究 作業 は ほぼ 皆無 と いっ て よい 。 

し か し な が ら 、 腐 敗 ほ ど 、 今 日 の 中 国 の 政治 、 経 済 、 社 会 シス テム の 直面 する 課題 を 端的 に さ し 示 
す 現 象 は な い 。 高 い 経済 成長 の 達成 と 腐敗 現象 の 回 延 の 同時 存在 と いう 事態 は 、 伝 統 的 な 開発 経済 学 
の 知見 に 対抗 する か の よう に も 見 える 。 ま た 、 中 国 現 政権 が 展開 する 岳 発 と 規律 の 強化 を と する 反 
腐敗 キャ ヤン ペー ン は 清廉 な 政治 を 求め る ひと びと の 欲求 に 呼応 し た ポ ピ ュ リ ス ト 的 政治 手法 と も 目 さ 
れる と 同時 に 堪 烈 な 権力 同省 、 す な わ ち , 権力 層 内 部 の 再編 成 過 程 こ と いう 色彩 も 色 濃 い 。 そ れ ら の 背 
景 に は 、1970 年 代 未 以来 の 改革 開放 政策 の 推進 過程 に お ける 政治 権力 と 市 場 譜 カ と の 錯 雑 な 関係 形 
成 を 見 出す こと も で きる 。 

本 稿 は 、 こ うし た 情況 を 背景 に 、 文 字 通り 多 領域 に 渉 る 錯 雑 な 複合 現象 と し て の 腐敗 を 対象 と する 
総合 的 な 学術 的 検討 を 「 腐 敗 学 」 (Co7zxpfozo/ogy) と し て 今日 再 定 立 す べく 、 そ の ある べき と ころ 
を 素描 する こと と し た い 。 体 系 知 ・ 総 合 知 た る べく 、 腐 敗 学 と は 、 ど の よう な 構造 の も の で ある べき 
な の か 、 ま た 、 腐 敗 学 が 討 究 すべ き 和 命題 と は どの よう な も の が ある の か 、 そ し て 、 そ れ を 行う た め の 
アプ ロー チ に は どの よう が 手法 が 存在 し て いる の か 、 従 来 行わ れ て きた 個別 事案 を 核 と する 先行 研究 
を 簡便 に レビ ュー し つつ 、 腐 敗 学 の 基本 設計 を デザ イン し て みた い 。 ご の 意味 で 、 バ ラド ックス に 満 


九 7s/7777 


ち た 中 国 腐敗 現象 を 対象 に 据え た 本 報告 書 は 、 こ の 腐敗 学 基 本 デザ イン に 基づく 中 国 へ の 適用 で あ 
り 、 ぐ 中 国 > 腐敗 学 と 称す る こと と し た い 。 


1 . 腐敗 学 の 基本 構造 

先述 の 通り 、 錯 雑 な 背景 と 大 き な 広 和 柔 を 持つ 腐敗 現象 を 個別 案件 の 事案 研究 の レベ ル を 超え 、 総 合 
的 且つ 体系 的 に 把握 し よう と する 腐敗 学 (Coz7zpfioo7ogy) が 今日 要請 され て いる 。 腐 敗 学 と は どの 
よう な も の で ある べき な の か 、「 腐 敗 を 科学 する 」 と いう 腐敗 学 の 基本 設計 を デザ イン する 際 、 そ の 
起点 と も な る べき 最も 根源 的 な 問い が 以下 の よう に 存在 する 。 


(1 ) 腐敗 学 の 根本 命 呈 

すなわち , それ は 、 ひ と は な ぜ 腐 敗 す る の か 、 な ぜ 腐 敗 現象 は 発生 する の か と いう 問い で あり 、 腐 
敗 し た 悪し き 邪 な 心 を 持つ 人 間 の み が 自 ら 腐 取 に 手 を 染め る の か 、 そ れ と も 善き サマ リア 人 と て 悪し 
き 環 境 に 身 を 描く な ら ば その 人 性 と は 別に 腐敗 に 勤 し ひ こと と な る の か と いう 問い に 分 か た れる 。 前 
者 に 着目 する な ら ば 、 個 人 の 倫理 こそ が 問題 と され 、 個 人 レベ ル の 道徳 の 引 緩 、 規 範 の 失効 と いう 内 
的 プロ セス が 粗 上 に 載せ られ る ご こと と な る が 、 そ の 過程 に お ける な ら わ し ノノ 習俗 と し て 内 在 化 さ れ た 
伝統 ・ 文 化 を も 検討 し な けれ ば 、 従 来 の 腐敗 観 を 超え る こと は で き な い 。 な ぜ ば な ら 、 わ れ わ れ の 目指 
す 腐 敗 学 と は 、 腐 敗 当 事 者 の 性 格 、 腐 敗 に 至る 心理 プロ セス 等 腐敗 者 の 内 的 決定 要因 を も 討 究 対象 と 
する こと の みな ら ず 、 後 者 の 立場 を も 備え た も の で ある べき だ か ら で あ る 。 従 っ て 、 腐 敗 学 に あっ て 
は 、 次 項 以 下 で 述べ る よう な さま ざま な 政治 経済 社会 要因 の あり よう が 腐敗 行為 と いう 社会 現象 の 動 
向 に どこ まで 影響 を 与え 、 且 つ 逆 に 腐敗 現象 の 動向 が 社会 領域 に どの よう な 影響 を 与え る こと と な る 
の か を 討 究 する こと を 課題 と する 。 


(2 ) 腐敗 学 の 層 次 

上 述 の 通り 、 わ れ わ れ が 構想 する 腐 図 1 腐敗 学 の 層 次 
敗 学 と は 、 上 述 の 内 的 心理 論 と 外 的 環 
境 論 の 両者 を 具備 し た も の で な けれ ば 


な ら な い 。 腐敗 は な せ 起 、 最 広義 : 腐敗 防止 ノ 反 腐敗 / 謙 政 

はら な い 。 腐 取 は な ぜ 起 きる の か 、 そ 玉 、 証 抽 所 所 

の 原因 を 明らか に する こと で 、 ウ イル ーー 

ス 同 様 に 人 類 社会 に 危 書 を 与え る 大 敗 に 

を ご どの よう に 根絶 すべ きか 、 そ の 方 途 狭義 : 府 到 者 の 性 格 、 腐 敗 に 至る 
Ni ト 決定 的 要因 と 腐敗 の 発現 ( 罪 竹 

科学 と し て の 腐敗 学 は 別掲 図 1 の よう 最 狭義 : 府 敗 原因 の 科学 的 解明 

な さま ざま な レベ ル か らら 構成 され る も 

の と な る 。 


腐敗 発生 、 狙 狐 ン 難 延 の 原因 を 科学 的 に 解明 し よう と する の が 最 狭義 の 腐敗 学 で あり 、 腐 敗 学 の 第 
一 義 的 な 意義 で ある 。 そ の 上 で 、 ど の よう な 腐敗 行為 が 行わ れ て いる の か 、 腐 敗 罪 種 を 確認 し 、 そ れ 
と 腐敗 者 の 性 格 あ る い は 腐敗 行為 の 実行 に 至る 決定 的 要因 と の 関連 を 問う の が 次 の レベ ル の 狭義 腐敗 
学 で ある 。 更に 、 個 別 の 腐敗 レベ ル を 超 克 し 、 社 会 現象 と し て の 腐敗 に 関す る 政治 経済 社会 的 分 析 を 
行う も の が 広義 腐敗 学 と な る が 、 こ れ に 腐敗 の 捜査 、 摘 発 、 告 発 、 腐 敗者 処遇 ある い は 反 腐 敗 、 す な 
わ ち , 腐敗 撲滅 、 腐 敗 防止 の た め の 諸 方 策 の 検討 を も 加え た も の が 最 広義 の 腐敗 学 と な る 。 
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単なる 発生 因 の 解明 の みな ら ず 、 そ れ を 踏ま えた 処方 箋 の 提示 を も 目指 す の が 腐敗 学 で あり 、 こ ご 
の 実践 性 こそ 腐敗 学 の 重要 な 意義 で ある 。 


(3 ) 腐敗 の 構成 要件 
われ われ の 目指 すべ き 腐 敗 学 の 対象 と し て の 腐敗 現象 は 、 さ ま ざ ま だ 発生 要因 を 錯 雑 に 禅 に 学 み 、 
いく つか の 重奏 する 形態 特性 を 備え て いる 。 従 っ て 、 先 ず は さま ざま な 背景 と 形態 の 各個 別 事案 を 起 
点 と する こと が 腐敗 現象 の 全体 像 に 迫る 唯一 の 方 法 で ある が 、 そ の 最初 の ステ ッ プ と し て 、 各 個別 腐 
敗 案件 を 取り 扱う 際 に は 、 以 下 に 掲げ る よう な 腐敗 の 詳細 事情 を いわ ば 「 腐 敗 の 構成 要件 」 (5W) 
と し て 、 各 事案 の 実相 を 常に 明らか に し て お く こ と が 必須 の 前 提 作 業 と な る 。 


③① Who 誰が ?: 

これ は 腐敗 行為 を 行う 主体 を 確定 し よう と する も の で 、 誰 が 腐敗 を 行う の か 、 官 僚 あ る い は 政治 家 
等 の 公職 者 な の か ? どの よう な 職務 権限 の 、 ど の よう な ポス ト の 人 間 な の か ? また 、 腐 敗 の 主体 と な 
る の は 単なる 腐 必 し た 個人 な の か 、 そ れ と も ある 種 の 集団 的 背景 を 備え た 組織 的 主体 と 看 仙 し 得る の 
か ? ある い は そう し た 公職 者 に 働き か け 、 腐 敗 を 行 お うと する 民間 人 こそ が 腐敗 行為 の 主体 な の か 、 
を 確定 し て お か ね ば な ら な い 。 
② Towhom 誰 に 対し て : 

ご れ は 腐敗 行為 を 行う 主体 が 腐 敗 を 行 お うと する 客体 を 確定 し よう と する も の で 、 誰 に 対し て 腐敗 
行為 を 行う の か 、 公 職 者 に 対応 する 民間 人 、 民 間 業 者 、 ビ ジネス マン ? それ と も 公職 者 自身 の 同僚 ? 
ある い は 同 組織 内 の 目 上 の 上 級 者 、 目 下 の 部 下 ? な の か を 確定 する 必要 が ある 。 上 記 ① と の 関連 で 
は 、 誰 が 腐敗 行為 の イニ シ エ ー タ ー と な り 、 働 きか ける こと で 客体 と し て の ② を 腐敗 の 参与 者 プ パ ー 

トナ ー と し て 巻き 込む の か 、 で ある 。 あ る い は その 主 客 関 係 が 逆転 する こと も あり 、 更 に は それ が 不 
分 明 な まで に 両者 が 一 体 化し 、 ま さ に 腐敗 の 共同 行為 が 成立 する 事態 も 想定 され る 。 
③ On what 何 に 関し て : 

これ は 腐敗 者 が 腐敗 対象 の ② に 対し て 行う 腐敗 行為 の 内 実 で ある 。 具 体 的 に は 、 既 存 の 規定 内 容 、 
権限 範囲 、 意 思 決 定 事項 等 に つき 、 こ れ に どの よう に 働き か け 、 ど の よう に その 次 意 的 溢 用 を 行 お う 
と する の か 、 意 思 決 定 等 に 関わ る 職務 情報 の 隠蔽 、 改 置 あ る い は 意図 的 な 漏洩 も これ に 含め られ る 。 
④ For what 何 の た め に : 

何 を 目的 と する 腐敗 な の か 、 腐 敗 案件 を 検討 する 際 に は 明らか に され ね ば な ら な い 重 要 事 項 で あ 
る 。 直 接 的 な 金銭 等 経済 的 利害 を 目的 と する も の な の か 、 あ る い は 一 時 的 な 便宜 を 図る こと で 、 尾 来 
的 且つ 長期 的 な 私 益 、 私 利 の 獲得 を 企図 し た も の な の か 、 は た また 好意 愛情 等 の 情感 獲得 ある い は 
美酒 女 色 の 享楽 目的 な の か ? 腐敗 を 公権力 の 溢 用 と いう 視点 か ら 捉え 返す と 、 直 接 的 な 経済 的 利害 を 
目的 と する 前 者 は 単なる 経済 型 腐敗 に 過ぎ な いこ と に な る が 、 腐敗 現象 は 必ず し も これ の み に 限 定 さ 
れる も の で は な い 。 
⑤ Do what 何 を する : 

上 記 4 要件 を 明らか に し た 上 で 具体 的 な 腐敗 行為 の 内 容 を 確定 し て お か ね ば な ら な い 。 各 要件 に よ 
り 、 贈 収 賭 、 強 要 (extortion) 、 私 物化 横領 、 ネ ボテ ィ ズ ム 、 漏 洩 、 改 罰 等 具体 的 な 腐敗 行為 の 罪 
種 を 区 分 確定 する こと で ある 。 

以上 まとめ る な ら ば 、 誰 が 誰 に 対し て 、 ど の よう が な 違反 に より 、 ど の よう な 行為 を 行なっ つて 、 何 を 
得 よ うと し て いる の か .…. こ れ ら が 腐敗 事案 検討 に 際 し て 「 腐 敗 の 構成 要件 」 と し て 明らか に すべ き 事 


ml 
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柄 で ある 。 こ れ な くし て は 、 腐 敗 行為 の 頻度 ある い は 腐敗 行為 の 規模 、 腐 敗 行為 の リス ク 等 次 の 検討 
項目 に 進む お こと は で き な い か ら で あ る 。 


(4) 腐敗 測量 定義 

③① ど の よう に 腐敗 を 定義 むせ する か 

だ が 、 ご ここ に お いて も 、 更 に 大 きく 立ち は だ か る 根源 的 な 問題 が 残さ れ て いる 。 本 稿 に お いて 、 ご 
れ ま で 腐敗 事案 、 腐 敗 案 件 等 々 と "腐敗 "7 を いわ ば 未定 義 の まま 用 いて 来 た が 、 そ の 腐敗 を どの よう に 
定義 し 、 そ の 上 で その 数 量 的 動向 変化 を 如何 に 観察 する か と いう 定義 測量 問題 が 践 され た まま で あ 
っ た 。 本 報告 書 に お いて は 、 最 も 一 般 的 な 定義 と し て 国際 的 に 最も 通用 し て いる 「 公 権力 に よる 私 的 
利益 の 追求 」 (Wo7/Z Bk, 7997) を 採用 する こと と する 。 だ が 、 そ の 際 に も いく つか の 留意 が 不可 欠 
で ある 。 

第 一 に 、 上 述 前 段 の 「 公 権力 」 と いう 点 は 、 よ り 大 き な 広 通 か ら 捉 え 返 さ ね ば な ら な い 。 と いう の 
も 、 賭 貼 、 キ ッ ク バ ッ ク 、 口 銭 等 の 私 企業 間 の "不適 切な "支払 い は 、 そ の 主体 客体 が 公権力 の 当 事 
者 、 す な わ ち , 政府 、 国 家 等 の 公職 者 お よび 政治 家 で は な いと し て 、 腐 敗 研 究 の 対象 外 と され る ケー 
ス も 散見 され る ( 過 勇 2016) 。 だ が 、 こ れ は 腐敗 現象 の 全体 像 を 見 誤る こと に も 繋が りか ね な い 。 
公私 部 門 之 間 的 合 謀 ?" と いっ た 中 国政 治 社会 に 特徴 的 な 「 公 と 私 の 不 分 明 性 」 ( 公 婦 2020) か ら す 
れ ば 、 企 業 等 各 組 織 に お いて 制度 的 に 規定 され た 権限 の 沙 用 と いう 点 で 、 私 企業 間 の 不正 取引 行為 も 
腐敗 現象 の 一 環 と 捉え られ ね ば な ら な い 。 な ぜ ば なら 、 取 引 に 際 し て 企業 A が 企業 B に 対し て 賭 略 そ 
の 他 を 支払 い 、 あ る い は 不当 な キッ ク バ ッ ク 、 口 銭 (手数 料 、 コ ミッ ショ ン ) を 約 す る こと で ある ビ 
ジネス 取引 を 成功 禅 に 獲得 し た と し て 、 そ れ は あく まで 企業 A に お ける ビジ ネス 取引 コス ト 、 会 計上 
の 取り 扱い と し て 負 理 し 得る と の 捉え 方 も あり 得る 。 そ の 意味 で は 「 公 権力 の 溢 用 ] と は 無 緑 で ある 
が ゆえ に いわ ゆる 腐敗 か ら は 除外 すべ き と の 理解 で ある 。 だ が 、 結 果 的 に は 、 正 当 な その 他 市 場 参加 
者 を 排除 し 、 腐 敗 相当 分 の 価格 上 昇 を 招来 する と いう 点 で は 昌 葛 市 場 メ カニ ズム の 全 き 運行 を 歪め る 
と いう 同様 の 帰結 を も た ら す こと と な る 。 従 っ て 、 ご ここ で は 「 公 権力 」 と は 、 国 家 に よる 法律 の みな 
ら ず 、 各 組織 内 に お いて 規定 され た 制度 に よっ て 駆 与 、 獲 得 さ れ た 決定 、 執 行 等 に 関わ る 権限 と 広く 
捉え る こと と し よう 。 

また 、 後 段 の 「 私 的 利益 の 追求 」 と いう 点 も 、 留 意 が 必要 で ある 。 上 述 の 「 腐 敗 の 構成 要件 」 で も 
触れ た 通り 、 手 許 の 権力 を 次 意 的 に 用 いる 権力 沙 用 は 腐 取 の 必要 条件 で は あっ て も 、 必 ず し も その す 
べ て が 私 利 、 私 益 の 獲得 を 目的 と する 経済 型 腐敗 と は 限ら な いか ら で あ る 。 日 本 で は 、 刑 法 第 25 章 
「 汚 職 の 罪 」 で 収 財 罪 (197 条 ) 、 贈 賭 罪 (198 条 ) が 規定 され 、 こ れ と は 別に 公務 員 職 権 沙 用 を 193 
条 で 定め て お り 、 同 様 に 中 国 も 偶 汚 犯罪 、 周 周 犯罪 と し て 刑法 第 8 章 で 前 者 を 定め て いる 。 従 っ て 、 
「 権 力 の 溢 用 に よる 私 的 利益 の 追求 」 と いう 経済 型 腐敗 を 最 狭義 の 腐敗 と する な ら ば 、 生 命 、 身 体 、 
権利 等 を 避 損 する 権力 犯罪 と も 称す べき 権力 溢 用 を 含め 、 権 力 沙 用 全般 を 最 広義 の 腐敗 と 捉え る こと 
が 必要 で あり 、 そ れ を 通じ て 腐敗 の 全体 像 に 迫る こと も 期待 され る (第 5 草 は 、 こ ご こう し た 立場 か ら 、 
経済 型 腐敗 以外 の 腐敗 を 「 法 紀 型 腐敗 | と 捉え 、 そ の 推移 を 詳細 に 検討 し て いる ) 。 


② 腐 敗 を どの よう に 計測 する か 

ご うし て 定義 され た 「 腐 敗 」 の 規模 、 構 造 、 時 系 列 的 変化 等 を 検討 する た め に は 、 腐 敗 現象 その も 
の を 計測 し 、 そ の 数 量 を 可視 化 、 デ ー タ と し て 取り 扱う こと を 可能 と する ステ ッ プ が 求め られ る 。 そ 
の 方 法 は 、 客 観 的 数 量 に よる も の と 主観 的 な 認知 レベ ル と い ラ 二 者 に 大 別 さ れる 。 
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前 者 の 客観 数 量 法 は 、 司 法 部 門 、 検 圭 部 門 その 他 が 腐敗 事案 と し て 把 捉 し た も の に 代表 され 、 岳 発 
件 数 、 人 数 、 腐 敗 金 額 等 の デー タ が ここ か ら 得 られ る 。 中 国事 例 で 言え ば 、 公 安部 、 司 法 部 、 監 察 部 
等 の 公刊 資料 の ほか 、 中 国 裁判 文書 網 、 中 国 審判 法律 応用 サポ ー トシ ステ ム 、 人 民 検 察 院 案件 情報 公 
開 網 等 か ら 腐 敗 情況 を 客観 的 数 値 と し て 捉え る こと が で きる 。 ま た 、 企 業 デ ー タ か ら は 、 企 業 会 計上 
の “招待 費 " (!、 喝 、 送 礼 、 娯 楽 、 会 員 本 、 差 旅費 ) 等 の いわ ゆる 接待 費 支払 い 額 を 企業 腐敗 の 代理 
指標 と 看 人 散 す こと も で きる 。 更に 、 レ ント ノ 租 金 流出 量 (outflow of rents) を 資源 所 有 者 の 機会 費用 を 
超え る 超過 利得 と し て 計測 する こと も 可能 で あろ う 。 

だ が 、 腐 敗 案件 の 捜査 、 摘 発 、 立 件 に 際 し て の 盗 意 性 が 不可 避 と すれ ば 、 ご これ ら 数 量 デ ー タ の 「 客 
観 性 」 を 担保 する こと は お むつ かしい 。 例 えば 、 中 国 で は 「 厳 打 」 と 呼ば れる 腐敗 摘発 キャ ン ペ ー ン が 
中 央 か ら の 政治 指令 と し て 展開 され る 中 に あっ て は 、 そ うし た 政治 動向 を 装 度 し た 司法 当局 は 捜査 、 
摘発 に 平時 以上 に ヨリ 懸命 と な る で あろ う 。 そ うな れ ば 、 観 察 さ れる 摘発 件 数 、 人 数 等 の 増減 も 当局 
意図 ある い は 政治 動向 の 積極 化 な いし 消極 化 を 反映 し た も の に 過ぎ な いこ と と な り 、「 腐 敗 」 の 増減 
を 客観 的 に 示す も の と は 言い 難い 。 

こ ご れ に 対す る も の と し て 、 主 観 評 価 に よる 腐敗 度 の 測定 法 が ある 。 ひ と びと の 腐敗 現象 に 対す る 主 
観 的 な 認知 度 を 指数 化し た も の で 、 ビ ジネス マン 、 法 務 ノ 行政 関係 者 ら 専門 家 へ の イン タビ ユー に 基 
づく 国際 NGO、 ト ラン スペ アレ ン シ ー・ イ ンタ ー ナ ショ ナル (77zspg7e7cy fe77497o77、「 透 明 国 
際 」) の 腐敗 認知 度 指数 CP7 (Cor7zp7oz Pe7cepf7o77s 77dex) が 最も 代表 的 な 認知 指数 で 、 最 も 清廉 な 
状態 を 意味 する 100 か ら 、 最 も 腐敗 し て いる こと を 示す 0 まで の 範囲 で 採点 され 、1995 年 以来 毎年 公 
開 さ れ て いる 。 ご の 他 7CRG (77e77z7io7g7 Co777y R7sk Gide、 PRS G7oz の ) 、p7 (Brsess 
7fe77777o777、 Eco7o7775 り 0 ある い は 世界 銀行 の 「 世 界 ガ バナ ンス 指標 (Worldwide Governance 
Indicators : WGI)」 「 汚 職 の 抑制 」 Control of Corraption 項目 が ある 。 検察 、 裁 判 所 等 に よる いわ 
5 上 述 の 通り 次 意 性 が 箱 わ れる こと か ら す れ ば 、 現 実に ビジ ネス 、 取 引 実 務 等 を 通 

、 腐 敗 現場 に 直面 し 、 こ れ を 知 寺 す る ビジ ネス マン 等 関係 者 の 経験 、 認 識 の 持つ 意味 は 大 きい 。 加 
えて 、 ご うし た 国 ・ 地 域 別 の 時 系 列 の 指標 化 デ ー タ か ら 、 一 国内 の 横向 き の 経年 変化 お よび 縦 向き の 
国 別 比 較 デ ー タ 、 パ ター ン が 比較 可能 と な る 点 は 高く 評価 され る 。 

人 1 性 科 9 0 


漠 ま も の SS RS 0 社会 環境 に よる イ の ピュ ー 対 象 者 の 訂 
敗 認知 の 変質 (75, 2077)、(Goz/, 2077、 腐 敗 現実 と の 秒 離 、 予 測 能 力 不 足 (OIken 2009) を 訴え る 
も の に 至る まで 主観 評価 の 應 意 性 は 否定 し 難い 。 中 国事 例 で は 、 ミ クロ 環境 下 の プ チ 腐 敗 に 注目 する 
朱 ら が いわ ゆる 「 小 道 消 息 」 の 持つ 主流 メデ ィ ア 以上 の 腐敗 認知 効果 を 指摘 し て いる (Zhu et al., 
2013)。 


か くし て 、 ご これ ら の 腐敗 の 対象 設定 と いう 助走 準備 段階 を 経て 、 腐 敗 学 が 挑む べき 基本 命題 が 浮上 
する こと と な る 。 


2 . 腐 敗 研究 の 本 命 

(1) 経済 発展 へ の 正 ノ 逆 機能 : 

腐敗 研究 が 先ず 討 究 すべ き 第 一 の 命題 は 、 腐 敗 が 経済 発展 を 促進 する 潤滑 剤 的 な 正 機能 を 持つ も の 
な の か 、 そ れ と も 成長 を 阻 介する 逆 機能 を 持つ の か と いう 点 で ある 。 次 節 で 述べ る 中 国 腐敗 の パラ ド 
ックス に も 関連 する も の で 、 そ の 解明 に 直結 する 命題 で ある 。 
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引用 文献 率 引 の デー タベース 、SSCI (Soczz7 5czeces C77g77o7 7ggx) か ら 、2009-2013 年 期 を 対象 に 
?corruption"、"bribe" を キー ワー ド と し て 検索 抽出 し た 腐敗 関連 の 社会 科学 分 野 の 論文 526 和 念 を レビ 
ユー し た 肖 漢 宇 と 公 女 (香港 城市 大 学 公共 政策 学 系 ) に よれ ば 、 伝 統 的 に は 、 腐 敗 の 経済 発展 に 対す 
る 逆 機能 を 指摘 する も の (Aiqt 2009: Bentzen 2012) が 多い と いう 。81 力 国 を 対象 と する 調査 結果 か 
ら 、 腐 敗 に よる 投資 、 人 的 資本 、 政 治安 定 へ の 負 効 果 が 報告 され て お り (ogse er 7., 2077) 、 ア フ 
リカ 事例 か ら は 企業 の 生産 性 に 強い 負 影響 Zzz, 2073) 、 ロ ー カ ル 金 融 市 場 の 阻 但 (ze7 er al., 
2009) が ある こと が 報告 され て いる 。 

一 方 、 正 機能 の 主張 も 多く 存在 し て お り 、 し ば し ば 「 ア ジア ・ パ ラド ックス 」 と も 称 さ れる 。 一 部 
の 権威 主義 国家 で は 腐敗 が 存在 し て も 経済 成長 は 可能 で あり 、 そ れ ど ころ か 、 腐 敗 が 効率 性 の 源 に す 
ら な り 得 る と いう も の で ある 。 略 奪 型 腐敗 と 開発 型 腐敗 と いう 概念 区 分 を 行ない 、 後 者 の 有する 経済 
成長 へ の 正 機能 を 指摘 し た ウィ ー ド マン (Andrew Wedeman) の 研究 は よく 知ら れ て いる が 、 ご の 
ほか 、 処 光 浩 (Kwangho Jung) と 朴 龍 (Long Piao) は 、 国 有 お よび 民間 企業 約 2500 社 に 関す る デ 
ー タ ベー ス (2003 年 て 2017 年 ) を 利用 し 、 ご この 二 つ の 企業 タイ プ に お ける 腐敗 と マク ロ 経 済 パ フォ 
ー マ ン ス の 関係 を 検討 し 、 腐 敗 に よっ て 国有 企業 の 財務 パフ ォ ー マ ンス は 民間 企業 以上 に 大 きく 向上 
し た こと を 報告 し て いる 。 

これら 中 国事 例 を 筆頭 に 、 イ ンド ネシア の 事例 か ら は 、 腐 敗 と 工業 生産 性 と の 間 の 正 相関 (7z7 g 
万 z7ofeg, 2070) の ほか 、 ベ トナ ム 事 例 の 私 営 企業 に 対す る 逆 機能 と 国営 企業 に 対す る 正 機能 と いう 
相違 (Nezyez @ Vg7z , 2072)、 そ し て 金融 発展 レベ ル と の 代替 性 (Wzze Yoz, 2072) が 指摘 さ 
れ て いる 。 

ご れ ら の 相反 する 先行 研究 結果 を 鳥 敗 す る な ら ば 、 腐 敗 と 経済 成長 と の 関係 を 単純 な 正 機能 ある い 
は 逆 機能 と し て 線型 に 捉え る の は 必ず し も 適切 で は な いこ と に な る 。 寧ろ 、 各 国 ・ 地 域 に お ける 制度 
環境 、 ガ バナ ンス 水準 その 他 要 因 に よる 非 線 型 モデ ル (Afeoz @ We 嫌 , 2070) と し て 把握 すべ きも の 
と も 思わ れる 。 ア ジア 腐敗 研究 の 先導 者 、 香 港 城市 大 学 の 公 婦 も や も フォー マル 制度 と イン フォ ー マ ル 制 
度 の 間隙 を 縫う 関係 網 の 存在 と 市 場 化 ノ 自由 競 争 の 帰結 を 結び つけ て お り ( 公 尋 2020) 、 そ の 立場 
は 非 線 型 モデ ル と 言え る 。 

翻っ つて 、 レ ヴィ = スト ロー ス ら の 社会 人 類 学 等 の 成果 が われ われ に 示す 事実 と は , 市 場 機構 以外 の 
調整 メカ ニズム の 存在 で ある 。 そ れ ら を 単線 的 な 近代 合理 主義 の み に 依 拠 し て 「 前 近代 ]」 ある い は 

「 非 合理 性 」 の 名 を 冠 し て 、 腐 敗 行為 を 排除 し て 行く の は 騎 條 と の 誹 り も 免れ 難い の か も 知れ な い 。 
われ われ が 「 伝 統 」 と 一 般 的 に 呼ぶ よう な 非 市 場 的 、 共 同体 的 調整 メカ ニズム が , * 市 場 経 済 が 特異 
に 成立 し た 時 代 ?/ に 過ぎ な い 現 代 社 会 に も 色濃く 残存 し て いる こと か ら す れ ば 、 腐 敗 と は 市 場 、 計 画 
と 並ぶ 第 三 の 人 資源 配分 原理 な の で は ある まい か と の 思い も 捨て 難い 。 

荒 する に 、 経 済 成長 を 通じ た 経済 的 リ り ベ ラリ ズム の 浸透 に より 腐敗 が 減少 する も の と 期待 する の 
か 、 そ れ と も 企業 の 自律 性 獲得 に より 、 取 引 コ スト 面 か ら の 競争 力 強 化 を 目的 と する 腐敗 行為 が 増大 
する こと と な る の か ? 逆 に 、 経 済 発展 が 結果 と し て 腐敗 に も た ら す 機能 に こそ 注目 すべ き で は ある ま 
いか 。 


( 2) 社会 的 不 公正 
ご の 命題 は 、 腐 敗 の 昔 延 は ある べき 社会 的 公正 に 危害 を 与え る こと と な り 、 結 果 的 に 所 得 の 両極 分 
化 を も た ら す の か と いう 点 に 関わ る 。 確 か に 、 腐 敗 が 猫 狼 を 極め る 情況 に あっ て は 、 社 会 的 低層 者 に 
は せい ぜ い の と ごころ 小さ な プチ 腐敗 の チャ ンス し か な い の に 対し 、 上 位 者 は 途 胃 も な い 巨 額 の 腐敗 機 
会 に 恵まれ る で あろ うこ と か ら す れ ば 、 結 果 と し て 腐敗 は 社会 的 分 極 化 傾向 を 一 層 推 し 進め る こと も 
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予想 され る 。 ま た 、 所 得 分 配 面 に お ける 富 格差 は 、 偶 窮 者 ほど 腐敗 の コス ト は 大 きい (zz み 
7zsz/o, 2072) 。 例 えば 、 米 国 の 州 警察 等 の 交通 違反 切符 の 取り 扱い に お いて 、 富 裕 層 に 対し て は 単 
な る 警告 程度 で 済ま され る の に 対し 、 偶 守 層 に 対し て は し ば し ば 賭 周 が 要求 され る と いう 事例 報告 

(Peg ef g7., 2070) も ある が 、 こ れ は 「 腐 敗 の 構成 要件 」 に お ける 腐敗 主体 、 交 通 警 官 に お ける 対象 
選択 の 不 公 正 で ある 。 

所 得 格差 に 象徴 され る 社会 的 不 公正 か ら の 脱却 ルー ト と し て 期待 され る の が 、 子 女 へ の 教育 機会 の 
騙 与 と いう チャ ン ネ ル で は ある が 、 し ば し ば それ は 現世 代 に お ける 格差 が 次 世代 の 格差 へ と 拡大 再生 
産 する 過程 と も な っ て いる 。 フ ォ ー マ ル が 学校 教育 の ほか 、 教 育 リ ター ンプ プ レミ アム を 求め て の 課 
外 授業 、 塾 、 家 庭 教師 等 に は 高額 支出 が 求め られ る ( 陸 銘 2021) ほか 、 タ ジ キ ス タン 事例 で は 、 学 
校 側 自身 か ら 規 定 外 の 運営 費用 の 請求 が あっ た り 、 成 績 評価 ある い は 試験 に 際 し て 教師 か ら の 周 略 の 
直接 要求 等 教育 領域 に お ける イン フォ ー マ ル 支払 い が 一 般 的 と も いう (W7zzse 2011) 。 賠 奈津 子 は 、 
カザフ スタ ン に あっ て は 、 保育 園 か ら 大学 に 至る まで 入学 も 成績 も カネ 次 第 で ある と し て 、 教 育 ルー 
ト を 通じ た 腐敗 の 再生 産 を 指摘 し て いる ( 岡 2019) 。 

ご うし た 腐敗 ルー ト を 通じ た 次 世代 へ の 格差 の 拡大 再生 産 の ほか 、“ デ ィ プ ロマ ・ ミ ル " と いう 言葉 
に 象徴 され る よう に 、 現 世代 自身 に よる 学歴 の 偽造 、 不 正 入手 と いう 教育 腐敗 に よっ て 社会 的 不 公正 
も 拡大 し つつ ある 。 本 書 第 11 草 は 、 幹 部 「 四 化 」 方 針 下 の 学歴 腐敗 と し て 「 権 学 交易 」、「 銭 学 交 
易 」 を 検討 し て いる が 、 教 育 腐敗 の 累進 効果 か ら 、 偶 窮 層 の 腐敗 コス ト の 増加 が 有 更 われ る 。 


(3) 政治 制度 と 腐敗 

こ ご れ は 、 腐 敗 は 政治 制度 の あり よう に どの よう な が 影響 を 与え る の か 、 逆 に 政治 制度 は 腐敗 に どの よ 
うに 影響 する の か と いう 点 に 関す る 命題 で ある 。 し か し 、 政 治 制 度 自体 が 千 差 万 別 の さま ざま な 形態 
を 呈す る と ころ か ら 、 必 ず し も 一 義 的 な 結論 は 得難い 。 そ こ で 、 政 治 制度 を 政治 体制 、 政 党 制 度 、 選 
挙 制 度 あ る い は 民主 化 水準 等 に 分 解す る こと が 必要 と な る 。 

権威 主義 、 専 制 主義 の 独裁 政権 が し ば し ば 高 レ ベル の 腐敗 と 同義 と され る こと に 対し 、 ペ ン シ ル バ 
ニア 州立 大 学 の ヴィ ニー タ ・ ヤ ダフ と ブン 人 バ ・ ム ケル ジー (Vineeta Yadav & Bumba Mukherjee) 
は 、 ヨ ル ダ ン 、 マ レー シア 、 ウ ガン ダ の 事例 研究 か ら こ れ に 異議 を 唱え る 。 選 挙 で 選ば れ た 立法 府 を 
めぐ る 政治 的 競争 が 、 汚 職 に 従事 する 独裁 者 の イン セン ティ ブ に どの よう に 影響 する か と し て 、 議 会 
内 党 支配 お よび 党 則 支配 、 す な わ ち , ある 政党 が 議会 の アジ ェ ン ダ を 支配 する こと が で き 、 党 内 の 反 
対 者 を 排除 する こと が で きる よう な 政党 の 場合 に は 腐敗 が 発生 し や すい と いう (Yzz, 2072) 。 ま 
た 、 民 主 化 水 準 の 高低 お よび その 時 間 的 長短 を めぐ っ て は 、 明 ら か に 腐敗 レベ ル の 高低 に 相関 する と 
いう (Pe/eszfz, 2073) 。 こ ご れ に 対し 、 腐 敗 と 経済 発展 を めぐ る 討 究 と 同様 に これ を 単線 的 な 線形 モ 
デル を 否定 する 立場 もち あれ ば 、 民 主 化 プ ロ セ ス と 関連 つけ て 逆 U 字 型 の 関係 を 指摘 する も の も ある 。 
すなわち , 民主 化 の 初期 段階 に あっ て は 、 民 主 改革 の 進行 か ら 汚 職 官僚 と 贈 収 賭 に 関す る 情報 が 可視 
化 さ れ 、 豊 富 と な る た め 、 汚 職 機会 が 増え る 。 一 方 、 民 主 化 の 深化 は 腐敗 行為 に 対す る 久 則 の 強化 と 
な り 、 汚 職 コ スト が 上 昇 す る た め 、 腐 敗 汚職 が 減少 する と の 把 捉 も 可能 で あろ う 。 ご これ に 政府 規模 の 
拡大 お よび 汚職 役人 に 対す る 効果 的 な 監視 メカ ニズム の 充実 と いう 要素 を 加え 、1995 年 か ら 2008 年 
まで の 82 か 国 の 年 次 デー タ を 用 いた 小寺 剛 ら の 研究 で は 、 民 主 化 が 進ん で いる 国 で は 、 政 府 の 規模 
を 拡大 する こと で 汚職 が 減少 し 、 民 主 化 が 進ん で いな い 国 で は 、 政 府 の 規模 を 拡大 する こと で 汚職 が 
増加 する と いう (Koz7z ef g7., 2072) 。 政 府 規模 の 拡大 や 民主 主 義 レ ベル の 高低 に よっ て 、 も た ら さ れ 
る 帰結 は まさ に 逆 方 向 に 作用 する こと に な る 。 
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また 、 腐 敗 が 選挙 と どの よう に 関係 する か 、 ご これ も 重要 な テー マ で ある 。 ポ ルト ガル の 304 市 政府 
の 5 年間 の 選挙 デー タ の 分 析 か ら 、 腐 敗 の 程度 と 投票 率 の 関係 と し て は 、 負 の 相関 、 す な わ ち , 腐敗 
が 進め ば 進 び ほど 投票 率 が 低下 する と いう (Sockeer @ Cg/cg, 2073) 。 一 方 、 ミ シシ ッ ピ 州 選 挙 事 
例 か ら は 、 腐 敗 の 高 水 準 の 地域 ほど 低 腐敗 地域 に 較べ 、 投 票 率 が 高い と いう 正 相関 が 観察 され る と い 
う (Kz77z7 ef 7., 2009) 。 ご ご に は 、 腐 敗 し た 候補 者 に 正義 の 制裁 を 加え る べく 、 投 票 所 に 足 を 運 
び 、 沙 選 さ せよ うと いう 有権者 、 選 挙 民 の 良識 的 判断 が 働い て いる も の と も 推定 され る 。 の みな ら 
ず 、 有 権 者 に 対し 、 候 補 者 が 掲げ る 税 控除 その 他 の 経済 的 利益 と 汚職 費用 、 腐 了 敗 リ スク と の 比較 衡 量 
も 関連 する で あろ う 。 選挙 意識 を 政治 参加 意欲 の 代替 変数 と 考え れ ば 、 腐 敗 水 準 の 高低 と 投票 率 は 必 
ず し も 一 義 的 な 影響 関係 を そこ に 見 出す こと は で き な い 。 な お 、 立 候補 、 投 開票 等 選挙 プロ セス その 
も の が 買収 、 響 応 等 に より 不正 な も の と な る 選挙 腐敗 と いう 事態 も 研究 対象 と すべ き と こ ろ で ある 
が 、 本 書 に あっ て は 第 8 章 が 地方 選挙 に お ける 利益 誘導 、 買 収 事件 を 検討 し て いる 。 

ご れ ら の 基本 命題 を めぐ る 先行 研究 を 引 見 し て も 明らか な よう に 、 そ れ ぞ れ の 領域 に お ける 腐敗 と 
の 関係 に つき 、 一 義 的 に 単線 的 な 結論 を 得る こと は 極め て 困難 で ある 。 例 えば 、 政 治 領域 に お ける 課 
題 を 政治 体制 、 政 党 制度 、 選 挙 制度 ある い は 民主 化 水準 等 それ ぞ れ の サブ 領域 と し て 設定 し 、 各 要因 
を サブ グル ー プ 化し た 上 で 腐敗 と の 関係 を 問う た と し て も 、 や は り 単 純 な 相関 関係 すら 見 出す こと は 
お つか し い 。 


3 . 腐 敗 へ の アプ ロー チ 

腐敗 学 が 挑む べき こう し た 困難 に 満ち た 命題 に 接近 すべ く 、 こ ご これ まで で も 各個 別 事案 の 研究 に お い 
て は 以下 に 所見 する よう な さま ざま な アプ ロー チ が 用 いら れ て きた 。 

(1) 犯罪 学 的 アプ ロー チ : 

ご れ は 上 記 の 最 狭義 の 腐敗 学 に お ける 中 心 的 な アプ ロー チ で ある が 、 刑 法学 ある い は 社会 病理 学 に 
拠り 、 腐 敗 を 犯罪 行為 と 捉え 、 個 別 の 腐敗 事案 の 腐敗 因 解 明 と その 防 遇 を 目指 す も の で ある 。 そ の 
際 、 そ れ を 素質 、 す な わ ち , 腐敗 行為 者 個人 の 特性 要因 を 重視 する の か 、 そ れ と も 環境 、 す な わ ち , 
腐敗 の 社会 的 要因 に 重き を 置く の か と いう 上 述 し た 根本 命題 に も 直結 する 。 ご の 犯罪 学 的 アプ ロー チ 
で は 、 腐 敗者 個人 の 性 格 、 経 歴 等 内 的 要因 を 重視 する 立場 の ほか 、 累 犯 者 、 初 犯 者 の 別 、 偶 発 腐敗 、 
計画 腐敗 あめ る い は 組織 腐敗 の 別 な ど 腐敗 罪 種 を 分 け 、 ど の よう な 情況 下 で 腐敗 犯罪 が 行わ れる か を 検 
討 す る いわ は 社会 学 的 な 外 的 腐敗 要因 論 が ある 。 米 犯罪 学者 ジョ ー ジ ・ ケ リン グ (George L. 
Keliing) の 提唱 し た ブロ ー ク ン ・ ウ ィ ン ド ウ 理 論 は これ ら を 総合 し た も の と も 看 他 され よう 。「 壊 れ 
た 窓 が 壊れ た まま 放置 され た 情況 は 誰 も 注意 を 払っ て いな いと いう 象徴 と な り 、 や が て 他 の 窓 も ま も 
な くす べ て 壊さ れる 」 と いう も の で 、 匿 名 性 が 保証 され る 情況 下 に あっ て は 、 各 個人 の 責任 が 分 散 さ 
れ 、 自 己 規制 意識 が 低下 する こと と な り 、 軽 微 な 秩序 違反 行為 か ら や が て は 悪 犯罪 の 多発 へ と 繋が 
る と いう 。 小 さ な プ チ 腐 敗 を も 見 逃す こと な く 、 徹 底 的 な 摘発 を 行う こと が 重大 な 腐敗 犯罪 の 防 遇 を 
目指 す 最短 ルレ ルー ト と いう こと に な る 。 

( 2 ) 行政 学 的 アプ ロー チ 

ご の 行政 学 的 アプ ロー チ は 、 行 政 の 不作為 等 行政 機能 の 失 陥 、 素 乱 に 腐敗 因 を 措 定 する も の で 、 国 
家 に よる 規制 ・ 介 入 、 行 政 サ ービス の 提供 と 市 民 社 会 の 自由 な 活動 の 間 の 不 整 合 が 腐敗 行為 を も た ら 
す と の 立場 で ある 。 腐敗 を "腐敗 = 権力 査 断 1+ 自由 裁量 権 一 問 責 」" と 定式 化し た クリ ッ ト ガ ルド の 政 
治 学 的 アプ ロー チ (Kszz79 7988) は 政治 過程 に お ける 行政 官僚 制 の 役割 に 迫る も の で 、 行 政 機関 内 
部 で の 組織 管理 を 対象 と する 経営 学 的 プ 組織 論 的 アプ ロー チ で は 、 腐 敗 を 基本 公共 サー ビス 需要 未 充 
足 時 の 代替 手段 (AeMzzz 2074) と し て 把 捉 す る 立場 で ある 。 ま た 、 官 僚 制 ある い は 公務 員 制 度 そ の 
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も の の 作動 原理 を 粗 上 に 載せ 、 そ の 作動 プロ セス を 保障 する も の と し て の 腐敗 を 捉え 、 行 政 装置 へ の 
潤滑 剤 と 指摘 する アプ ロー チ (7eys 7965) も これ に 含め られ よう 。 

(3) 社会 (心理 ) 学 的 アプ ロー チ 

ご れ は 、「 人 間 は 社会 的 動物 で ある 」 (アリ スト テレ ス ) 、「 責 任 は 社会 に あり 個人 に な い 」 ( 小 
ッ ブ プス ) と いう 立場 か ら 、 社 会 行動 や 社会 生活 に よっ て 影響 され る 社会 的 な 過程 に お ける 腐敗 心理 の 
研究 を 行 お や うと する アプ ロー チ で ある 。 す な わ ち , 道徳 哲学 、 行 動 規範 等 の 倫理 学 的 アプ ロー チ に 対 
応 す る も の で 、 単 体 で ある 場合 と 集団 で ある 場合 で は 心理 過程 が 異な る と の 判断 が 根底 に ある 。 個 人 
の 道徳 観 、 道 徳 律 が 外部 委託 され た も の と し て 法律 を 捉え 、 そ れ に よっ て 形成 され る 社会 が 個人 の 行 
為 に に の よう に 作用 する か に 注目 する 。 社 会 的 な 状況 下 で の 個人 の 行動 、 相 互 作用 過程 、 集 団 内 行 
動 、 集 団 間 行 動 、 環 境 心理 、 異 文化 、 国 際 間 で の 人 間 行動 の 比較 研究 を 行う 。 


小 括 : 

以上 概説 し て きた と ころ を まとめ る な ら ば 、 わ れ わ れ の 構想 する 腐敗 学 と は 以下 の よう な 志向 と 構 
造 の 下 、 腐 敗 現象 に 関わ る 体系 的 な 観察 と 分 析 の 総合 知 を 目指 すこ と が 要請 され る 。 

第 一 に 、 腐 敗 学 と は 、 腐 敗 は な ぜ 起 きる の か 、 そ の 原因 を 明らか に する こと で 、 ウ イル ス 同 様 に 人 
類 社会 に 危害 を 与え る 腐敗 を どの よう に 根絶 すべ きか 、 そ の 防 過 の た め の 方 途 を 明らか に する こと を 
目的 と する 応用 科学 で ある 。 

第 二 に 、 ご の 目的 達成 の た め 、 腐 敗 の 発生 、 猫 獄 ノ 墓 延 の 原因 を 科学 的 に 解明 し よう と する 最 狭 義 
の 腐敗 学 か ら 、 腐 敗 の 捜査 、 摘 発 、 告 発 、 腐 敗者 処遇 ある い は 反 腐 敗 、 す な わ ち , 腐敗 撲滅 、 腐 敗 防 
止 の た め の 諸 方 策 の 検討 を も 行う 最 広義 の 腐敗 学 に 至る まで それ ぞ れ の 層 次 を 構成 する こと と な る 。 
し か し な が ら 、 応 用 科学 と いう 腐敗 学 の 最 重 要 の 実践 的 意義 か ら 各 層 次 は 別個 の も の に と ど ま っ て は 
な ら ず 、 各 レベ ル の 知見 を 相互 参照 し 、 最 終 目的 と し て の 腐敗 防 則 に 資す る も の を 目指 さ ね ば な ら な 
い 。 

第 三 に 、 わ れ わ れ が 構想 する 腐敗 学 と は 、 腐 敗 し た 悪し き 心 の 人 間 が 自ら 腐敗 に 手 を 染め る の か 、 
それ と も 善き サマ リア 人 と て 悪し き 環境 に 身 を 描く な ら ば 、 そ の 人 性 と は 別に 腐 敗 に 勤しむ こと と な 
る の か と いう 腐敗 へ の 根源 的 な 問い に 関す る 内 的 心理 論 と 外 的 環境 論 の 両者 を 具備 し た も の で な けれ 
ば な ら な い 。 単 な る 個人 の 道徳 倫理 の 問題 レベ ル に 堕 す る こと な く 、 腐 敗 行為 者 個人 の 特性 要因 と 腐 
敗 の 社会 的 要因 を 結び つけ 、 ど の よう な 情況 下 で 腐敗 が 行わ れる の か 、 逆 に どの よう な 環境 要因 が 腐 
敗 行為 者 個人 の 心理 に 作用 する の か 等 を 粗 上 に 載せ る こと が 求め られ る 。 

第 四 に 、 腐 敗 学 を 行う に あたっ て 、 最 初 の 課題 と し て 各個 別 の 腐敗 案件 を 取り 扱う 際 に は 、 5 W、 
すなわち , 誰が 誰 に 対し て 、 ど の よう な 違反 に より 、 ど の よう な 行為 を 行なっ て 、 何 を 得 よ うと し て 
いる の か ..… と いう 「 腐 敗 の 構成 要件 」 を 明らか に し て お か ね ば な ら な い 。 次 の ステ ッ プ と し て 、 腐 敗 
行為 の 頻度 、 腐 敗 行為 の 規模 、 腐 敗 行為 の リス ク 等 を 計測 する た めで ある 。 

第 五 に 、「 腐 敗 = 公権力 に よる 私 的 利益 の 追求 」 と 定義 する に あたっ て は 、「 公 権力 」 を 国家 に よ 
る 法律 の みな ら ず 、 各 組織 内 に お いて 規定 され た 制度 に よっ て 農 与 、 獲 得 さ れ た 決定 、 執 行 等 に 関わ 
る 権限 と 広く 捉え る こと 、 お よび 私 利 、 私 益 以外 に 生命 、 身 体 、 権 利 等 を 明 損 する 権力 犯罪 を も 含め 
た 権力 溢 用 全般 を 最 広義 の 腐敗 と 捉え る こと が 重要 で ある 。 

第 太 に 、 こ うし て 定義 され た 腐敗 の 規模 、 構 造 、 時 系 列 的 変化 等 を 検討 する べく 、 腐 敗 現象 その も 
の を 計測 する こと が 求め られ る 。 そ の 測定 に は 、 司 法 部 門 、 検 察 部 門 その 他 が 腐敗 事案 と し て 把 捉 し 
た 摘発 件 数 、 人 数 、 腐 敗 金 額 等 の 客観 数 量 法 お よび 関係 者 、 専 門 家 の 主 観 評価 に よる 腐敗 度 の 測定 法 
の 二 者 が ある が 、 前 者 が 当局 意図 ある い は 政治 動向 に 左右 され か ね な いこ と 、 後 者 が 個人 に よる 主観 
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評価 で ある が 故に いずれ も 次 意 人 性 は 免れ 難い 。 だ が 、 分 析 目 的 に 応じ て 、 指 標 化 さ れ た 両者 の 国 ・ 地 
域 別 デー タ を 相互 参照 させ る こと で 得 ら れる 一 国内 の 横向 き の 経 年 変化 お よび 縦 向き の 国 別 比較 デー 
タタ は 有用 で ある 。 

第 七 に は 、 腐 敗 研究 が 討 究 すべ き 基 本 的 命題 と し て 、1) 経 済 発展 へ の 機能 (腐敗 が 経済 発展 を 促 
進 す る 潤滑 剤 的 な 正 機 能 を 持つ も の な の か 、 そ れ と も 成長 を 阻 則 する 逆 機能 を 持つ の か ) 、2) 社 会 的 
不 公 正 (腐敗 の 豊 延 は ある べき 社会 的 公正 に 危害 を 与え る こと と な り 、 結 果 的 に 所 得 の 両極 分 化 と い 
う 社 会 的 不 公正 の 悪化 を も た ら す の か ) 、3) 政 治 制度 と 腐敗 (腐敗 は 政治 制度 の あり よう に どの よう 
な 影響 を 与え る の か 、 逆 に 政治 制度 は 腐敗 に どの よう に 影響 する の か ) 等 が ある も の の 、 そ れ ぞ れ の 
領域 に お ける 腐敗 と の 関係 に つき 、 一 義 的 に 単線 的 な 結論 を 得る こと は 極め て 困難 で ある 。 の みな ら 
ず 、 政 治 領域 に お ける 課題 を 政治 体制 、 政 党 制 度 、 選 挙 制度 ある い は 民主 化 水準 等 それ ぞ れ の サブ 領 
域 と し て 設定 し 、 各 要因 を サブ グル ー プ 化し た 上 で 腐敗 と の 関係 を 問う た と し て も 、 単 純 な 相関 関係 
すら 見 出す こと は お むつかしい 。 個別 事業 の 「 腐 敗 の 構成 要件 」 毎 に 個別 情況 に 応じ た 腐敗 と の 関連 を 
丹念 に 問い 続け る し か な い 。 


最後 に 、 こ うし た 個別 情況 に 応じ た 腐敗 と の 関連 を 討 究 する に 際 し て の 手法 と し て は 、① 犯 罪 学 的 
アプ ロー チ (腐敗 を 犯罪 行為 と 捉え 、 腐 敗者 個人 の 性 格 、 経 歴 等 内 的 要因 分 析 お よび どの よう な 情況 
下 で 腐敗 犯罪 が 行わ れる か と いう 社会 学 的 な 外 的 腐敗 要因 分 析 ) 、② 行 政 学 的 アプ ロー チ (行政 の 不 
作為 等 行政 機能 の 失 陥 に 腐敗 因 を 措 定 し 、 基 本 公共 サー ビス 需要 の 充足 如何 を 問う ) 、③ 社 会 ( 心 
理 ) 学 的 アプ ロー チ (社会 的 な 状況 下 で の 腐敗 者 の 行動 、 相 互 作 用 過程 、 集 団 内 行動 、 集 団 間 行 動 等 
腐敗 行為 の 比較 研究 ) 等 が ある が 、 腐 敗 現象 の 広 表 の 大 いさ と 錯 雑 な 相 貌 か ら す る と 、 単 一 アプ ロー 
チ の み で は 不 十分 で あり 、 あ ら ゆ る アプ ロー チ を 総動員 し 、 そ の 全体 像 に 迫る こと が 求め られ る 。 
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(4) ネッ ト 世 論 は 抑え られ な いも の に 
5. 展望 : 社会 民主 化 の 起点 に な る か 


II 反 腐 敗 (摘発 、 通 報 ) 一 どの よう に 捕まえ る か 
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1 腐敗 観 一 どの よう に 捉え る か 


腐敗 学 の 一 般 原 理 に 基づく な ら ば 、 中 国 腐敗 現象 を プラ ッ ト フ ォ ー ム と する ぐ 中 国 > 腐 敗 
学 は どの よう な 課題 に 立ち 、 挑 むこ と と な る の か 、 そ の 基本 構造 と 分 析 ア プロ ー チ を 検討 し 
た 第 1 章 「 腐 敗 学 か らく 中国 > 腐 敗 学 へ : パラ ドッ クス を 趣 え て 」( 姜 田 雅 晴 ) に 続き 、 本 
セク ショ ン で は 中 国政 治 と いう 大 き な 文 脈 の 下 、 交 敗 現象 は どの よう に 捉え られ る べき か が 
示さ れ て いる 。 

第 2 章 「 権 力 社会 と 汚職 の サイ クル 的 構造 」( 天 児 惹 ) は 「 権 力 社会 」 と いう 概念 を キー 
ワー ド と し 、 権 力 と 汚職 の イン ター アク ショ ナル な 関係 構造 を 描き 出し て いる 。「 清 廉 な 政 
権 」 の 建設 も 、 検 索 法 を 軸 と し た ガバ ナン ス の た め の 法 的 規範 体系 が その 基礎 に あり 、 党 指 
導 の 絶対 性 、 す な わ ち 「 権 力 の 至高 性 」 が より 強化 され 、 精 級 化 され て きた こと か ら 、 ぐ 権 
カカ 社会 一 腐敗 一 反 腐 敗 > の 構造 的 な か サイ クル は 機能 し 続け る と 見 通し て いる 。 

ーー 方 、 腐 敗 現象 の 裏返し の 表現 と し て 反 腐 敗 政策 、 廉 政 建設 方 針 は どの よう に 理解 さる べ 
きか 。 そ の 原点 を 習 近 平 自身 の り ラ イフ ヒス トリ ー か ら 擦 ろう うと し た の が 、 第 3 章 「『 族 門 日 
報 」 掲 載 記事 に みる 「 体 制 改 革 派 」 習 近 平 の 横顔 」( 欠 木 隆 ) で ある 。 習 近 平 の 度 門 時 代 

(1985 一 1988 年 ) の 反 腐 敗 、 開 放 政 策 、 政 治 ・ 経 済 改 革 に 関す る 言説 を 『 碑 門 日 報 』 等 に 
基づき 、 詳 細 に 検討 し た 上 で 、 習 近 平 が 当時 行っ た 「 税 収 ・ 財 務 ・ 物 価 大 検査 」 に 反 腐 敗 運 
動 の 原点 を 見 出し て いる 。 
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腐 取 学 か ら < 中国 > 腐敗 学 へ : バラ ドッ クス を 超え て 
菱田 雅晴 
は じ め に 

単なる 個人 の 道徳 偽 理 の 問題 レベ ル を 超 出 し 、 多 領域 に 渉 る 錯 雑 な 複合 現象 と し て の 汚職 腐敗 に 関 
し て 総合 的 な 学術 的 検討 を 加え よ うと する の が 腐敗 学 で ある 。 序 草 に お いて 、 わ れ わ れ の 構想 する 腐 
敗 学 の ある べき と ころ を 初歩 デザ イン と し て 描き 出し た が 、 い ざ 腐 敗 現象 を 前 に し て 腐敗 研究 の 一 歩 
を 踏み 出 そ う と する 時 、 そ の 個別 性 と 多様 性 に は 圧倒 され る 。 ひ と と 環境 が 腐敗 を 生み 出す 二 大 要因 
と すれ ば 、 ま さ に ひと は 十 人 十 色 と 千 差 万 別に し て 、 環 境 も 「 所 変わ れ ば 品 変わ る 」 と まさ し く 千 差 
万 別 で ある 。 人 生 い ろ いろ 、 腐 敗 も いろ いろ で ある 。 腐 敗 学 が 解明 すべ き 腐 敗 と 経済 発展 、 社 会 的 不 
公正 ある い は 政治 制度 等 と の 関連 如何 も 一 義 的 な 単線 モデ ル を 見 出す こと が で き な い の は まさ し くそ 
の 所 以 で あり 、 そ れ ら 要素 を 企業 制度 、 生 産 性 水準 、 教 育 制度 ある い は 政治 体制 、 政 党 制 度 、 選 挙 制 
度 、 民 主 化 水準 等 々 の サブ 要素 に 分 解 し た と ころ で それ ら 自 身 に も 個別 性 が 色 濃 い が 故 で ある 。 

従っ て 、 序 草 で 概観 し た 腐敗 学 を 進め る た め に は 各 腐敗 事案 に つき 「 腐 敗 の 構成 要素 」 を 確定 し た 
上 で 、 可 能 な 限り の 個別 事案 を 比較 の 視座 に 載せ る こと が 求め られ る 。 同 一 国家 内 の 腐敗 現象 に つい 
て は 、 異 な る 地域 間 に お いて どの よう な 異同 が ある の か 、 異 な る 時 間 に お いて どの よう な 異同 が み ら 
れる の か 、 あ る い は 発展 段階 の 異な る 国家 と の 間 に ど の よう な 異同 が ある の か 、 そ れ は どの よう な が 経 
時 変化 を みせ は て いる の か .…… 等 で ある 。 す べ て の 時 間 と 空間 を 屯 皆 する 作業 は ほほ ぼ 不 可能 事 と する な ら 
ば 、 わ れ わ れ の 先ず な し 得る と ころ は 足許 の 精 級 な 観察 で あろ う 。 例 えば 、 具 体 的 に は 、 中 華 圏 と し 
て 同一 文化 圏 て と され る 中 国 、 香 港 、 台 湾 に お ける 腐敗 事例 の 観察 で あり 、 位 教 半 と され る 東 ア ジア に 
お ける 中 国 、 日 本 、 韓 国 、 ベ トナ ム 等 の 比較 で あり 、 ま た 社会 主義 と いう 基軸 か ら は I 旧 ソ連 、 ポ スト 
社会 主義 と いう 文脈 か ら ロ シア と の 比較 衡 量 も 有益 と な ろう 。 

ご の 意味 に お いて 、 本 書 は 、 序 草 で スケ ッ チ され た 腐敗 学 の 基本 デザ イン に 基づき 、 中 国 腐敗 現象 
を プラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 腐敗 学 を 一 歩 先 に 進め よう と する 努力 の 第 一 歩 で ある 。 敢 えて く 中 国 > 腐 
敗 学 と 名 付け る 所 以 で ある 。 以 下 、 本 稿 に お いて は 、 ぐ 中 国 > 腐敗 学 の 目指 すべ き と こ ろ と その アプ 
ロー チ の 概要 を 検討 する こと と し た い 。 


1 . 現代 中 国 の 腐敗 バラ ドク ス 

序 草 で 概観 し た 腐敗 学 の 基本 デザ イン に 基づく 観察 か ら は 、 現 代 中 国 世界 に 拡がる 腐敗 現象 は パラ 
ドク ス 的 と 総括 する こと が で きる 。 す な わ ち , 中 国 に お ける 腐敗 現象 の 胡 延 に は 、 以 下 の よ うな パラ 
ドキ シカ ル な 情況 が 看 取 さ れる 。 

(1 ) 政治 発展 と 腐敗 : 「 政 治 発展 」 を 合理 作 、 近 代 性 、 公 正 性 の 増大 と いう 文脈 で 解す る な ら ば 、 
腐敗 と 政治 発展 は 両立 し 得 な い 。 近 代 化 に 伴う ガバ ナン スカ 能力 の 増強 と すれ ば 、 腐 敗 は その 対極 に 
ある か ら で あ る 。 ご の 点 か ら す れ ば 、 国 家 目 標 と し て 現代 化 (= 近代 化 ) を 掲げ 、 治 理 = ガ バナ ンス 
力 の 向上 を 掲げ る 中 国 に あっ て の 腐敗 の 独 狼 は 逆説 的 事態 に 映る 。 

(2) 経済 発展 と 腐敗 : 腐敗 は 、 レ ント (供給 不足 に よっ て 作り 出さ れる 超過 利潤 ) シー キン グ に よ 
る 国富 の 流失 を 始め と し 、 国 家財 政 を 弱体 化 さ せ 、 対 外 信 用 を 失わ せしめ る な ど 成 長 に 対す る 阻 偶 要 
因 と な り 、 腐 敗 は 経済 成長 に 対し 、 非 促進 的 で ある 。 に も 関わ ら ず 、 中 国 は 世界 史 的 に も 稀有 な 高度 
成長 過程 を 長期 に 持続 させ 、 世 銀 を し て 篤 異 の 復興 と 言わ し め た 日 本 の 高度 経済 成長 の 記録 (持続 時 
間 、 成 長 速 度 ) を 塗り 替え 、 経 済 発展 と 腐敗 を 両立 させ た 。 
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(3) 社会 発展 と 腐敗 : 法 の 支配 に 対す る 信任 増加 と 個 の 覚醒 と 自律 に よる 社会 発展 を 通じ 、 不 正 、 
不 公正 に 対す る 批判 意識 が 高まる こと か ら 、 社 会 発展 と 腐敗 が 併存 する こと は で き な い 。 ひ と びと の 
腐敗 に 対す る 反 握 に も 関わ ら ず 、 腐 敗 行為 は 中 国 社会 の 各 領 域 、 各 階層 に 深く 浸透 し て いる 。“ 全 民 
皆 商 " と いう 貨 殖 主義 の 伝統 か ら 、 足 元 の プチ 腐敗 の 当事者 と し て の みな ら ず 、 腐 改 へ の 「 沈 黙 の 支 
持 」 を 与え る “共演 者 ? と し て 、14 億 人 すべ て が 腐敗 と "共犯 関係 / に ある よう に も 映る 。 
(4) 反 腐 敗 と 腐敗 : 反 腐 敗 と は 、 法 執行 強化 、 網 紀 粛 正 等 各種 ルー ト を 通じ た 腐敗 撲滅 を 目指 す 努 
力 で ある に も 関わ ら ず 、 そ の 過程 に あっ て 腐敗 が より 一 層 虹 延 する 事態 と は まさ に 逆説 的 と いわ ね ば 
0 品 封 し の た め に 更に 殺人 を 重ね る シリ アル ・ キ ラー に も 似 て 過去 の 不正 を 隠蔽 せん と し て 
二 次 的 腐敗 行為 も 増加 し て お り 、 更 に は 反 腐 敗 、 廉 政 建設 運動 を 進め る 当事者 自身 が 腐敗 の コア に 
本 と あっ て は パラ ドッ クス の 極 と も いえ る 。 
(5) 政治 体制 と 腐敗 : 批判 勢力 な き 一 党 制 と いう 政治 シス テム は し ば し ば 権力 の 訟 意 的 な 藩 用 を も 
た ら す 。 す な わ ち , 中 国 の 政治 支配 体制 の 深奥 神 に こそ 腐敗 の 温床 が ある と すれ ば 、 反 腐敗 の 究極 の 
努力 と は 一 党 支 配 と いう 現状 の 政治 体制 の 自己 否定 と な ら ざ る を 得 な い 。 反 腐敗 が 、 自 己 保存 、 す な 
わ ち , 現 体制 の 存続 強化 の た め に 行わ れる も の と すれ ば 、 現 代 中 国 の 腐敗 と 反 腐 敗 を めぐ る 最大 の パ 
ラド ックス は この 点 に ある 。 


2 . < 中 国 > 腐 敗 の 特質 
ご これら の 諸点 か ら 、 中 国 を 観察 対象 に 据え 、 中 国事 象 を プラ ッ ト フ ォ ー ム と する 腐敗 学 を * < 中国 
> 腐敗 学 "? と 名 付け る こと と すれ ば 、 ぐ 中 国 > 腐敗 学 の めざす べき 方 向 は 自ずと 明らか と な る 。 先 ず 
第 一 に 、 中 国 の 腐敗 現象 反 腐 敗 政策 の 実態 を 別 挟 す る こと で ある 。 反 腐敗 を 掲げ る 現代 中 国 に お け 
る 腐敗 現象 の 帳 延 と いう 事態 に 厨 目 し 、 上 述 し た 中 国 腐敗 の パラ ドキ シカ ル な 情況 を 解明 し 、 現 代 中 
国 の 腐敗 現象 の 政治 的 特質 、 全 体 像 を 把握 し な けれ ば な ら な い 。 
で は 、 中 国 腐 敗 の 特質 は どこ に 見 出さ れる こと と な る の か 。 腐敗 行為 を 発生 させ る 要因 面 か ら 探 つ 
て みよ う 。 


( 1 ) 要因 特性 
腐敗 を も た ら す こと と な る 要因 と し て は 、 発 展 途 上 要因 、 社 会 主義 要因 、 資 本 主義 要因 そし て 文化 
伝統 要因 の 4 つの 位相 が 想定 され る 。 


(① 社 会 主義 要因 : 

ご の 位相 は 、 (ポス ト ) 社会 主義 社会 に お ける 特権 層 の 存在 に 注目 する も の で 、 旧 ソ連 時 代 の 「 権 
力 に よっ て 富 を 手 に する "ノー メン クラ ツー ラ (Nomenclatura) ”」 (Voslenski 1984) と し て 、 社 
会 主義 国家 に お ける エリ ー ト 層 ・ 支 配 的 階級 お よび それ を 構成 する 人 々 「 赤 い 貴 族 ]」 、「 ダ ー チ セ ャ 
族 ] ある い は 元 ユ ー ゴ スラ ビア 副 大 統領 の ミロ ヴァ ン ・ ジ ラス (Milovan Pilas) の 「 新 し い 階 級 」 
(PDilas 195Z) が 腐敗 構造 の 根底 を な す と いう 捉え 方 で ある 。 更 に は 、 ポ スト 社会 主義 社会 と し て の 
新生 ロシア の 政治 家 や 新興 財閥 (オリ ガル ヒ ) 、「 新 た な 階層 (シロ ヴィ キ ) 」 の 特権 的 存在 も 同様 
に 問題 視 さ れる 。 

そもそも ノー メン クラ トウ ー ラ (mowenkaarypa、Aozzezc7g77g) 「 と は 、 名 澄 、 リ スト を 意味 する 
ラテ ン 語 「nomenclatura」 を 原義 と する も の で 、 ソ ビエ ト 連 邦 に お ける 指導 者 選出 の た め の 人 事 制 度 


+ 因みに 、 こ ご の “Nomenclature" と いう 語 は その 分 類 と いう 本 義 か ら 、「 ブ リュ ッ セ ル 関 税 品目 分 類 表 」 
(Brussels Tariff Nomenclature、BTN) に も 使わ れ て いり 、 そ の 分 類 方 式 は 、 世 界 貿 易 の 対象 と な か る すべ て の 商品 
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に し て 、 そ の 対象 層 の 規模 は 1970 年 代 に は 75 万 人 、 家 族 を も 含め る と 300 万 人 に 達し 、 総 人 口 比 
1.296 と いう ご く 少 数 の 特権 階層 で あっ た (外川 1991) 。 こ の 存在 は (ポス ト ) 社会 主義 社会 に お け 
る 特権 層 と 一 般 化 する こと が 可能 で 、 現 代 中 国 に あっ て は 党 ・ 政 府 高 官 お よび その 家族 、 親 族 等 の 
” 権 中 集団 / と 称 さ れる 存在 が これ に 相当 し よう 。 党 の 人 事 を 掌 管 す る 党 中 央 組織 部 が "編制 /、「 職 務 
名 簿 ] を 担当 し て いる (諏訪 2004) が 、 中 国 が ソ連 式 の レー ニン 主義 手法 を 色濃く 受け 継い だ こと を 
想起 すれ ば 、 中 国 に お ける ノー メン クラ トウ ー ラ と は ご この 「 職 務 名 簿 ]」 ? に 記載 され る " 権 中 集団” と 目 
され る 。 な お 、 彼 ら に よる "“ 権 貴 資 本 主義 ? は 次 項 に 述べ る 発展 途上 要因 に も 関連 し 、 東 アジ ア 、 東 南 
アジ ア に 見 られ る クロー ニー 資 本 主義 6 と も 一 脈 相 通 ずる も の が ある 。 更に は 、 旨 暁 波 (Lu 
Xiaobo) が ギア ツ の involution 概念 に 依拠 し て 指摘 し た 「 党 組織 の 変容 」 も この 位相 に 加え て よい で 
あろ う (菱田 1990) 。 


(② 発 展 途上 要因 

ご れ は 、 腐 敗 現象 を 近代 化 、 ネ イシ ョ ン ・ ビ ル デ イ ング の 遅れ に 伴い 、 発 生 する 行政 上 の 特権 に 由 
来 す る と 捉え る 立場 と いっ て よい 。 行政 機関 が 本 来 持 つべ き 監 督 、 指 導 、 評 価 等 の 行政 機能 が 発展 途 
上 ゆえ に 十 二 分 に 発現 され て いな い 状 況 を アラ タス (S.H.Alatas) は 「 行 政 機能 の 未 発 現 」 と 呼び 、 
ご ご に 腐敗 の 根本 因 を 見 出し た (Alatas 1975) 。 ほ ぼ 同 様 の 観察 結果 を モン テイ ロ (.B.Monteiro) は 
「 行 政 失 陥 (zz7z77fs777o7) 」 と 称し 、 こ ご これ に マス メデ ィ ア の 未 発達 か ら ひ と びと は 諸 権 利 へ の 
無知 、 政 治 的 警戒 心 の 欠如 、 権 威 ・ 制 度 へ の 盲 従 に 陥る こと を 加え 、 和 宿命 論 に 根 差 す アパ シー 現象 が 
発展 途上 の 位相 に お ける 腐敗 現象 と 論じ し た (Monteiro 1966) 。 確 か に 、 現 代 中 国 に お ける 圧倒 的 な 党 
国家 中 央 へ の 高い 信頼 感 と その 裏返し と いう べき 地元 現地 幹部 へ の 仙 視 感情 は これ に 通 底 する も の 
で 、「 ど こ か に わが 第 状 に 救い の 手 を 差し 伸 べ る 存在 が ある は ず だ 」 と の メサ イア 信仰 と も 相 侯 つて 
「 信 任 な き 信 頼 」 情況 (菱田 2022) は 中 国 の 「 行 政 失 陥 」 を 支え て いる 。 


③ 資 本 主義 要因 

贅 言 を 要する まで も な く 、 腐 敗 と は 上 記 (① の (ポス ト ) 社会 主義 諸国 に 限定 され る 現象 で は な い 。 
社会 主義 諸国 の みな ら ず 、 資 本 主義 圏 に お いて も 腐敗 現象 の 墓 延 は 枚挙 の 暇 も な い 。1990 年 台 以 降 国 
際 社 会 の 汚職 ・ 腐 敗 問題 に 対す る 取り 組み 機運 が 本 格 化 し た の も 、 腐 敗 が 持続 可能 な 開発 に と っ て 大 
き な 障 害 で あり 、 貧困 に 悪影響 を 及ぼ し 、 社会 の 構造 を 腐食 する と の 危機 意識 ゆえ で あっ た 。 腐敗 防止 
は 、 国 際 社 会 に こっ て 重要 な 課題 と な っ て お り 、OECD は 「 国 際 商 取引 に お ける 外国 公務 員 に 対す る 
贈 賭 の 防止 に 関す る 条約 」 を 推進 し 、 本 条約 で は 、 不当 な 利益 の 取得 の た め に 外国 公務 員 に 対し て 金銭 
等 の 不当 な 利益 を 供与 する こと を 締約 国 の 国内 法 に お いて 犯罪 と 規定 する こと が 求め られ て いる 。 
国連 も 「 腐 敗 の 防止 に 関す る 国際 連合 条約 」 (2005 年 発効 ) を 策定 し 、 前 文 で 「 腐 敗 が 社会 の 安定 
お よび 安全 に 対し て も た ら す 問題 と 脅威 の 深刻 さ 、 民主 主義 の 制度 お よび 価値 、 偽 理 上 の 価値 、 正義 を 
害する こと 並び に 持続 的 な 発展 お よび 法 の 支配 を 危う くす る こと の 重大 性 」 を 指摘 し 、 同 序文 に お い 
て コ フ ィ ・ ア ナン 事務 総長 は 「 腐 敗 は 社会 を 多様 な 形 で 腐食 させ る 陰湿 な 疫病 で ある 」 と の 論 断 を 掲げ 
た 上 で 「 民 主 主義 と 法 の 支配 を 弱体 化 さ せ 、 人 権 侵 害 を も た らし 、 市 場 を 歪め 、 生活 の 質 を 侵害 し 、 組 


を 系 統 的 に 21 部 , 99 類 , 1097 号 の 3 項 に 分 類 し 、4 桁 の 数 字 で 表わし 、 各 号 の 細分 類 は 各国 の 自由 と な っ て い 
る 。1976 年 に は 関税 協力 理事 会 品目 表 Customs Co-operation Council Nomenclatunre、CCCN) に 改称 され た 。 
逆 に 、 旧 ソ連 の 幹部 リス ト も 能力 、 学 歴 、 身 上 書 、 評 価 等 か ら な る 詳細 分 類 が な され て いる で あろ うこ と が 類推 
され る 。 

2 より 正確 に は 「 中 共 中 央 管理 的 幹部 職務 名 称 」 お よび 「 向 中 央 備 案 的 幹部 職名 単 」。『 人 事 工 作文 件 選 編 』 中 
国 金融 出版 社 , 1985 年 に は 各部 門 毎 の 幹部 職務 名 簿 が リス ト ア ッ プ され て いる 。 詳細 は 矢吹 2012 参照 の こと 。 
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織 多 罪 、 テ ロリ ズム 、 お よび 人 間 の 安全 保障 に 対す る 脅威 を 広め る 」 と の 認識 を 寄せ て いる 3?。 

これ は 、 日 本 や 米国 、 オラ ンダ 、 ヨル ダン 、 メキ シコ な ど 多 く の 国 々 の 政財界 を 巻き 込ん だ 世界 的 な 
大 規模 汚職 事件 (日 本 で は "総理 の 犯罪 7/ と し て 知ら れる ) ロッ キー ド 事 件 を 契機 に 、 米 国 が 1977 年 、 
外国 公務 員 に 対す る 商業 目的 で の 贈 賭 行為 を 違法 と する 「 海 外 腐敗 行為 防止 法 Foreisgn Corrupt 
Practices Act (FCPA)」 を 制定 し 、 国連 、OECD 等 に お いて も 各国 の 取組 を 要請 し た こと に 端 を 発する 。 

米国 は FCPA の 積極 的 な 域外 適用 を 進め る ほか 、 英 国 も 2011 年 に 贈 収 賭 に 関す る 包括 的 な 法令 

(Bribery Act) を 制定 し 、 日 本 も OECD 外国 公務 員 贈 賭 防止 条 約 の 国内 実施 の た め 、 不 正 競争 防止 
法 に 外国 公務 員 贈 賭 罪 を 規定 し て いる 。 

時 韻 、 ご ここ で は 、 汚 職 腐敗 と は 、 他 者 の 財 、 機 会 を 奪取 する 不道徳 な 背信 行為 で ある こと に 加え 、 
効率 的 で 公正 た る べき 政治 、 経 済 、 社 会 の 姿 を 歪め 、 そ の 結果 と し て 中 長期 的 に 政治 、 経 済 、 社 会 を 
衰 退 させ る も の と し て 次 威 視 され て いる 。 端 的 に は 贈 収 賭 等 の 腐敗 が 本 来 資本 主義 の 核 と し て 全 き 機 
能 を 果たす べき 市 場 メ カニ ズム の 作動 を 歪め る こと が 問題 視 さ れ て いる 。 

他方 、 中 国 は この 資本 主義 要因 を グリ ー デ ィ ・ キ ャ ピタ リズ ム (sreedy capitalism) と 捉え 、" 腐 
朽 し た 資本 主義 “の 金儲け 主義 、 金 銭 至 上 主義 、 銭 ゲ 八 と 論 難 する 。“ 一 切 向 銭 痢 ? と いう 唯 銭 一 神 教 
的 世界 観 の 浸透 を 問題 視 し 、 改 革 開 放 以 降 の 腐敗 急増 を ^ 腐 朽 し た 資本 主義 《 の 悪し き 影響 ゆえ と 把 捉 
する 。 ご これ は 改革 開放 政策 の 核 と し て の 市 場 メ カニ ズム の 導入 と いう 市 場 化 措置 その も の を 粗 上 に 載 
せる こと と な りか ね ず 、 危 うさ も 否定 で き な い ロジ ッ ク で は ある が 、 改 革 開 放 期 の 腐敗 現象 を 外 か ら 
持ち 込ま れ た ちの と する 外因 論 の 代表 例 と いっ て よい 3?。 


④. 文化 伝統 要因 

上 述 の 腐敗 外因 論 に 対し 、 腐 敗 現象 の 発生 因 を 当該 地域 に お いて 歴史 的 に 蓄積 され た 内 部 的 な 文化 
伝統 ある い は 習俗 の 禅 に 見 出す 内 因 論 の 立場 が あめ る 。 グ ン ナ ー・ ミ ユル ダー ル (Gunnar Myrdal) が 
『 ア ジア の ドラ マ 』 で 西欧 的 立場 か ら は 利潤 の 源泉 た り 得 な い 行 為 が 金銭 対象 と され 、 あ る 種 の 「 市 
場 」 す ら 存 在 す る と 指摘 し た 「 腐 敗 の 習俗 (folklore of corrupton) 」 (ミュ ユル ダー ル 1974) は 代表 
的 な 内 因 論 と 位置 付け て も よい で あろ う 。 ミ ュ ル ダー ル が 法律 制度 に 欠陥 が ある な どの 理由 に より 、 
法 が 遵守 され ず 、 行 政 に 不正 や 汚職 が 豊 延 し て いる 国家 を 「 軟 性 国家 (Soft state) 」 と 呼ん だ こと 
は 、 先 の 発展 途上 要因 に も 通じ る 捉え 方 で は ある 。 

他方 、 楊 美恵 (Mayfair Mei-hui Yang) が 中 国 の 日 常 的 社会 関係 の 根底 に ある ぐ 関 係 > guanxi が よ 
り 良 い 工作 (= 仕事 ) の 獲得 、 特 定 の 食品 や 消費 財 の 購入 、 よ り 良 い 医 療 へ の 接近 、 交 通 手 段 の チケ 
ッ ト 購 入 、 住 宅 取 得 等 すべ て の タス ク に 機能 する と し て 、 巧 妙 か つづ 戦略 的 な ギフ ト = 贈 り 物 の 提供 と 
それ に 伴う 義務 、 負 債 、 互 恵 関係 の 醸成 が 必須 と な る と 指摘 し た (Yang 2016)。 中 国 で の フィ ー ル ド 
ワー ク に 基づく 多様 な 民族 誌 的 事例 を 駆使 し て 、 ご この 「 ギ フト 経済 」 が 社会 主義 中 国 の より 大 き な 文 
脈 で どの よう に 機能 し て いる か を ヴィ ヴィ ッ ド に 活写 し た 。 マ ル セ ル ・ モ ー ス の 贈与 論 ? に も 連なる ご 
の メイ フェ エア ・ ヤ ン の 指摘 は 、 腐 敗 現象 を 中 国 の より 複雑 な 文化 的 、 歴 史 的 伝 続か ら 捉え 返 す 視 座 を 
与え る も の で あり 、 中 国 の 文化 的 伝統 の 永続 的 な 強 さ を 証明 し て いる 。 


3 https:/ /www.unodc.org/ documents/treaties / UNCAC/Publicatons/Convention/ 08-50026_E.pdf 

^ な お 、 中 国 側 論調 に は 西側 の 腐朽 思想 と 共に 「I 旧 社会 の 母 班 」 を 挙げ る こと が 散見 され る が 、 ご これ は 新 中 国 の 
建設 に より 旧 社 会 の 悪 喘 は すべ て 除去 され た と の 立場 に 拠る も の で 、 も し この 前 提 が 月 れる な ら ば 、 こ れ は 内 因 
諭 と いう こと に な る 。 

> マル セル ・ モ ー ス は 、 贈 与 を 構成 する 3 つの 義務 と し て 、 与 える 義務 、 受 け 取る 義務 、 返 礼 の 義務 を 挙げ て い 
る (モー ス 2009) が 、 中 国 的 伝 続 に あっ て は 、「 受 人 滴 水 之 恩 、 当 以 湧 泉 相 報 」 (= 一 滴 の 水 の よ うな 恩 に も 、 
湧き 出る 泉 の よう な 大 き さ で これ に 報い る べし ) と いう 読 に も 示さ れる よう に 、 こ ご の 返礼 義務 が 過大 な も の と な 
る 点 が 大 きい 。 
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な お 、 参 考 ま で に 、 以 下 に 有名 な 『 詩 経 』 の 国 風 : 衛 風 編 を 掲げ る (石川 1997 : 178) 。 従来 は 男 
女 間 の 愛 を 語る も の と 解釈 され て きた が 、 上 記 フ レー ム に 従う な ら ば 、 ギ フト の 交換 に よる く 関 係 > 
の 強化 と それ に 附 随 す る 便益 期待 を 如 実 に 示す も の と も 解 さ れる 。 

投 我 以 木瓜 我 に 投 ず る に 木瓜 を 以 て す 

報 之 以 璃 玉 之 に 報 ゆ る に 葵 玉 を 以 て す 

基 報 也 報 ゆ る に 隊 ざ る 也 

永 以 為 好 也 永く 以 て 好み を 為 さ ん と する 也 
投 我 以 木 桃 我 に 投 ず る に 木 桃 を 以 て す 

報 之 以 璃 玲 之 に 報 ゆ る に 環 玲 を 以 て す 

基 報 也 報 ゆ る に 其 ざ る 也 

永 以 為 好 也 永く 以 て 好み を 為 さ ん と する 也 
投 我 以 木 季 我 に 投 ず る に 木 李 を 以 て す 

報 之 以 玉 玖 之 に 報 ゆ る に 環 玖 を 以 て す 

医 報 也 報 ゆ る に 其 ざ る 也 

永 以 為 好 也 永く 以 て 好み を 為 さ ん と する 也 


と まれ 、 中 国 の 腐敗 の 難 延 が 単 一 の 要因 に よる 単純 事象 で は あり 得 ず 、 こ こ に みた 複数 の 位相 か ら 
な る 錯 雑 な 現象 で やめる こと は 論 を 侯 た な い 。 
次 に 、 中 国 腐敗 の 特質 を 更に 別 挟 すべ く 、 腐 敗 現象 を その 形態 面 か ら 探 る こと に し よう 。 


(2 ) 形態 特性 

(①./ 以 権 謀 私 ” 

中 国 の 腐敗 現 象 に ほぼ 通 底 する の が ご この" 以 権 謀 私 "、 す な わ ち , 「 権 カノ 権限 を 以 て 私 を 謀る 」 と 
いう 権力 の 藩 用 に よる 私 的 利益 ・ 利 害 の 超 法 規 的 追及 ・ 獲 得 と いう 形態 面 の 特性 で ある 。 あ る い は 、 
後述 する よう に これ は 逆 に 中 国 腐敗 現象 を 定義 むす る も の と いっ て も よい 。 

ご の 現象 形態 は 、 ア ラ タ ス が 「 腐 敗 」 行為 と し て 列挙 する 賭 賠 (zery) 、 権 限 を 通じ た 強要 

(eror7o7) 、 親 族 重 用 (zepors7) で あり 、 ヴ ォ ス レン スキ ー あ る い は モス クワ 検察 庁 捜査 官 の 経歴 
を 持つ 犯罪 小説 家 ネ ズ ナ ンス キー (Friedrich Neznanski) ら が 挙げ る 行政 上 の 犯罪 、 す な わ ち , 収 
賭 、 越 権 、 職 務 権 限 逸脱 、 職 権 、 職 務 上 の 地位 溢 用 その も の で ある 。 幹 部 層 の 堕落 に よる 機関 に よる 
規律 違反 Gsjz7ozg7 ozces) ある い は より 広く 「 経 済 犯罪 ecozo7zzc res] と の 共通 項 を 考慮 す 
る な ら ば 、 ご の 側面 は 中 国 腐敗 現象 に 限定 され る も の で は な く 、 各 国 ・ 地 域 に 汎 通す る 腐敗 その も の 
の 定義 と いう べき で ある 。 


②.^ 以 権 代 法 ” : 超 法規 的 自由 

第 二 に 、 中 国 腐敗 に は 、* 以 権 代 法 *、 す な わ ち , 腐敗 行為 者 が その 権力 を 以 て 超 法 規 的 自由 を 獲得 
し 、 法 的 訴追 可能 性 の 埼 外 に 身 を 置く と いう 事態 が 散見 され る 。 腐 敗 摘発 を 職務 と する 党 紀 律 委員 会 
ある い は 公安 、 検 圭 、 監 察 部 門 に お ける 腐敗 汚職 の 虹 延 に 庶民 の 不満 が 集中 する の も こう し た 事態 を 
示し て いる 。 だ が 、 上 記 ネ ズ ナ ンス キー は 「 職 務 上 の 犯罪 の 摘発 に あたる の は 、 そ の 犯罪 を 行っ て い 
る 当 人 」 だ と も 指摘 し て お り 、 犯 罪 者 自身 が 制服 を まとい 、 (本 人 以外 の ) 犯罪 行為 の 摘発 に あたる 
と いう いわ ば "警察 腐敗 "の 構図 で あり 、 必 ず し も 中 国 に 限定 され る 事態 で は な い が 、 そ の 逸脱 度 が そ 
の 他 事例 に 比 し て 甚大 で ある 点 が 中 国 的 と も 考え られ る 。 


③) 社会 的 文脈 : 沈黙 の 支持 
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その 一 方 で 、 他 国 ・ 地 域 事 例 と は 異な り 、 更 に 中 国 腐敗 現象 を 特徴 つけ る も の と し て 腐敗 に 対す る 
社会 的 文脈 が ある 。 さ ま ざ ま が 世論 調査 に お いて 、 ひ と びと が 社会 的 不満 を 抱く も の と し て 挙げ られ 
る の が イン フレ 、 物 価 高騰 、 治 安 等 で ある が 、 腐 敗 の 豊 延 も 常に この 不満 リス ト 上 位 に ラン クイ ン し 
て いる ご こと は 、 先 ず は 腐敗 現象 に 対す る 中 国 社 会 の 否定 的 認識 を 示す も の で は あろ う 。 

だ が 、 そ の 一 方 で 、「 役 人 に 賭 周 を 渡す こと は 難問 解決 の 早道 」 と の 認識 も 広く 浸透 し て お り 、 実 
際 「 万 策 尽 き 、 残 され た 最後 の 手段 は 役人 へ の 賭 周 の み 」 と いつ た 場面 に 際 し て は 、 腐 敗 に 問題 解決 
の 最後 の 手段 を 委ね る こと へ の 講 踏 は 決し て 大 きく な い 。 腐敗 行 為 そ の も の を 絶対 悪 視 し 、 こ れ を 組 
弾 する 立場 と いう より 、 例 えば ミュ ル ダ ー ル の 説く ? ス ピー ド ・ マ ネー” と いう 賭 周 の 持つ 機能 の 積極 
活用 で ある 。 寧 ろ 、 そ こ に は 上 述 の 文化 的 伝統 に も 支え られ た 互恵 の 長期 的 、 継 起 的 交換 に よる く 関 
係 > 強化 と いう 腐敗 効用 論 が 色 濃 い 。 

その 意味 で は 、 自 ら の 周辺 の 、 あ る い は 自ら 関わ る プチ 腐敗 行為 の 直接 の 当事者 で ある に も 関わ ら 
ず 、 腐 敗 の 社会 的 虹 延 を 問題 視 す る と いう 一 見 矛盾 する ダブ ル ・ ス タン ダー ド 行 為 も 、 実 は それ が 単 
な る 始 レベ ル の も の に 過ぎ な いも の と 解す れ ば 、 整 合 的 で ある 。 す な わ ち , 自分 は この 程度 の 微小 
額 の プチ 腐敗 機会 に し か 恵まれ て いな い の に 較べ 、 権 力 者 、 高 官 グル ー プ の 腐敗 の 規模 の 大 いさ 、 
利潤 率 " の 高 さ は 目 を みはる し か な い 、 な ん と 羨まし いこ と よ と いう 羨望 に 基づく 怒 始 で ある 。 ご これ 
は 、 腐 敗 に 対す る 嫌悪 感 と 同時 に 愛憎 併存 的 (アン ビ ヴ ァ アレ ント ) な ある 種 の “沈黙 の 支持 / を 与え て 
いる こと と な り 、 腐 敗 に 対す る 社会 的 支持 と いっ て も よい 。 ご の 点 か ら 、14 億 人 すべ て が 腐敗 の 共 
犯 者 と いう 構図 が 生ま れる 。 


(④. 《 銭 ・ 権 ネッ トワ ー ク )》 の 成立 : 腐 取 = 権 銭 交易 

ご うし た 伝統 的 な 腐敗 観 を 後 景 と し て 、80 年 代 未 以来 の 中 国 の 市 場 メ カニ ズム の 導入 政策 か ら も た 
ら さ れる 情況 が 加わ る こと で 中 国府 敗 は より ユニ ー ク な も の と な る 。 改革 初期 段階 に あっ て は 、 部 分 
的 導入 ゆえ に 市 場 が 有効 禅 に 作動 する まで に 至ら ず 、 市場 が 狭 陰 に し て 市 場 機構 の 作動 範囲 が 限定 さ 
れる と ころ か ら 、 各 市 場 参加 者 も 市 場 を 通じ た 本 来 的 な 経済 的 目標 を 達成 する こと は お むつ かしい 。 ご 
の た め 、 そ の 人 不 完全 性 を 補完 する べく 他 の 非 市 場 的 手段 に 依拠 せ ざ る を 得 な い 。 ご この 他 の 手段 と は 、 
前 述 の く 関 係 > 、 す な わ ち , イン フォ ー マ ル な 情報 交換 を 主体 と する 対面 的 人 間 関 係 の 総和 へ と 直結 
する こと と な る 。 ご うし た < 関係 ネッ トワーク > の 中 で の 最 重 要 の キー パー ソン と し て の 権力 者 へ の 
接近 を 通じ た く 関 係 > 獲得 に より 、 行 為 目 標 を 貫徹 する こと と な る 。 導 入 さ れ た 市 場 そ の も の の 規模 
が 狭小 で あっ た と いう 中 国 の 改革 措置 の 不 十 分 さ に 加え て 、 市 場 機構 が 有効 神 に 機能 すべ き 社 会 的 フ 
レー ム ワ ー ク を 欠く こと いう 2 根源 的 な 要因 が 相互 に 重奏 し て 、 結 果 的 に は 腐敗 現象 の 顕在 化 と いう 逆 機 
能 を 呈す る ご こと と な っ た 。 

更に は 、 こ れ に 伝統 中 国 に 汎 通す る 共同 体 原理 と し て の 血縁 関係 、 地 縁 関係 の 重視 が 加わ る こと 
で 、 緑 故に よる 経済 取引 が 訓 在 化し 、 そ れ を 正当 化す る こと と な る 。 ま さ し く ビジ ネス 場面 に お ける 
イン フォ ー マ ル な 人 間 関係 と し て の *“ 業 緑 関係 ?/ に は フォ ー マ ル な 組織 関係 で は 代替 し 得 ぬ 重要 な 機能 
が ある 。 中 国 に お ける 組織 効率 の 低 さ の 結果 と し て 、 正 式 な 組織 対 組織 の フォ ー マ ル 関係 で は 管掌 領 
域 が 複雑 多岐 に わた る た め , 緊急 を 要する 場合 で あっ て も 多く の 時 間 を 要する 。 ご これ に 対し , イン フ 
オー マ ル な ぐ く 関 係 ネ ットワーク > を 通す な ら ば 、 多 方 面 、 多 部 局 に 及ぶ 錯 雑 な 問題 も 、 各 組織 内 の 当 
該 ボ ドジ シ ョ ン に いる 個人 の 手 に よっ て 迅速 に 解決 が 図ら れる 。 中 国 に お ける 各 組 織 の 閉 針 性 と も 関連 
し 、 各 々 の キー パー ソン と の 円 滑 な ' コ ミュ ニケ ーション を 保つ こと に よっ て 、 通 常 チ ャ ン ネ ル と し て 
の フォ ー マ ル な る 組織 間 交流 で は 得る こと の で き な い 各種 情報 に 接する こと も で きる 。 本 来 な ら ば 、 
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イン サイ ダー 取引 等 、 組 織 情 報 の 漏洩 と し て 指弾 さる べき 性 質 の 規定 違反 行為 で は ある が 、 そ の イン 
フォ ー マ ル が 関係 性 保持 の た め に 当事者 間 に は 何ら 罪悪 感 を 伴う こと は な い 。 

ご うし た 事情 を ^ 人 情 renqing” と いう 視点 か ら 捉 え 返 す の が 姓 学 偉 (南京 大 学 社会 学部 教授 ) で あ 
り 、 彼 は 中 国 社会 を 一 種 の 「 情 理 合 一 」 の 世界 と 捉え 、 ひ と びと の 処世 の あり 方 が 理性 に 偏る の で は 
な く 、 か と いっ て 非 理性 的 で も な く 、 両 者 の 平衡 と 調和 に 求め られ る と いう 「 情 理 社会 」 と 規定 す 
る 。 そ の 上 で 、 < 関係 > と く 権 カ > の 論理 が 政治 と 社会 と を 結び つけ て いる た め 、 中 国人 の 意識 の 中 
に は 明確 な 社会 概念 も 、 政 治 概念 も 存在 し な いと ころ か ら 、 官 僚 が 自ら の 意識 の 中 に 政治 と 社会 の 境 
界 を 見 出せ な いこ と に 腐 改 の 起因 が ある と 指摘 する 。 関係 > が 政治 と 社会 の 境界 を 取り 払う 結果 、 
公権力 の 及ぶ べき 範囲 と 私 的 な 交際 の 境界 が どこ に ある の か が 不明 瞭 と な る 。 腐敗 は 如何 な る 文化 や 
政治 体制 に お いて も 起こ り 得る も の だ と し て も 、 く 関係 > を 欠く 社会 に あっ て 腐敗 は レン トシ ー キ ン 
グ に よっ て 生ずる の に 対し 、 < 人 情 > 社会 で は 権力 と 金銭 の 取引 な いし 人 情 と 法律 の 間 の 緊張 関係 
(違法 行為 ) は く 関 係 > の 論理 の 中 に 解消 され て し まう と の 指摘 は 中 国 的 腐敗 現象 の 本 質 を 別 挟 し て 
いる 。 

か くし て 、 改 革 開 放 後 の 「 権 精英 」 (政治 エリ ー ト ) と 「 銭 精英 」 (経済 エリ ー ト ) 間 に そ れ ぞ れ 
有無 相 通 ず の 「 権 銭 交 易 」 が 成立 する こと と な り 、 ご うし た 《 銭 (qian)・ 権 (quan) ネッ トワ ー 
ク 》 の 存在 こそ , 経済 , 政治 , 社会 そし て 文化 の 各 領 域 に 及ぶ あら ゆる 現代 中 国 の シス テム 内 部 に 深 
く 蓄 積 さ れる ^ マ グマ" と な っ て いる 。 


3. く 中 国 > 腐敗 学 の 基本 アプ ロー チ 

前 節 ま で 、 腐 敗 行為 の 発生 要因 面 お よび その 形態 面 か ら 中 国 腐敗 の 特質 を 概念 的 に 検討 し た が 、 で 
は 、「 腐 敗 の 構成 要件 」 と し て 確定 され た 個別 の 腐敗 案件 を 具体 的 に 分 析 す る に 際 し て どの よう が 手 
法 が 用 いら れる べき か 。 腐敗 学 と し て 従来 か ら 用 いら れ て きた の が 、 序 章 で 概観 し た 腐敗 を まず 犯罪 
行為 と 捉え る 犯罪 学 的 アプ ロー チ で あっ た 。 ご の 外 、 行 政 の 不作 為 等 行政 機能 の 失 陥 に 腐敗 因 を 措 定 
する 行政 学 的 アプ ロー チ が あり 、 政 治 過程 に お ける 行政 官僚 制 の 役割 に 迫る 政治 学 的 アプ ロー チ 、 行 
政 機関 内 部 で の 組織 管理 を 分 析 対 象 と する 経営 学 的 組織 論 的 アプ ロー チ あ る い は 社会 的 な 過程 に お 
ける 腐敗 心理 の 研究 を 行 お うと する 社会 心理 学 的 アプ ロー チ が ある 。 こ ご これ ら に 加え て 、 腐 敗 原 因 お よ 
び 腐 敗 形 態 面 の 中 国 的 特質 に 着目 する な ら ば 、 ぐ 中 国 > 腐敗 学 に あっ て は 、 以 下 述 べ る よう な アプ ロ 
ー チ を 援用 する こと と し た い 。 


(1) イン セン ティ ブ ・ シ ステ ム 論 アプ ロー チ 

これ は 腐敗 行為 の 発生 ・ 出 現 プ ロ セ ス そ の も の に 注目 し 、 そ れ を 誘う イン セン ティ ブ と それ を 抑え 
る ディ スン ノ 逆 イン セン ティ ブ の 両側 面 か ら 捉え よう と する も の で 、 い わ ば 腐敗 の アク セル と ブレ ー キ 
を 明らか に し よう と する も の で ある 。 腐 敗 の 誘引 シス テム と し て 先ず 想定 され る の が 、 い わ ゆ る 礼 物 
文化 の 伝統 で あり 、 前 節 で みた 人 脈 ・ コ ネ 、" 関 係 "、 拝 金 主義 で ある 。 い わ ば 「 腐 敗 の サブ カル チャ 
ー」 と も 称す べき も の に し て 、 そ の 根底 に ある の は 物欲 で あり 、 よ り 多 く の 財 品 を と いう 偶 欲 に し 
て 、 よ り 多 く の 優遇 、 情 感 を と いう 私 利 私 欲 の 噴出 で ある 。 も ちろ ん 、 欲 望 の 解放 それ 自体 は 何ら 谷 
め ら れる べき も の で は な い 。 だ が 、 中 国 に あっ て は 、 毛 沢 東 期 の いわ ば 社会 主義 的 禁欲 時 代 を 経て 、 
部 小 平 の 「 先 富 論 」 に よっ て 認可 ・ 先 導 さ れ た 欲望 の 解放 は し ば し は ば 欲望 の 無限 定 な 噴出 へ と 繋が る 
こと と な っ た 。 欲 望 の 追求 ・ 解 放 自 体 は 無罪 と し て も 、 そ れ が 抑制 の 効か な い 無 限定 な 放 縦 、 放 埼 へ 
と 走り 、 カ ネ こ そ す べ て の 唯 銭 一 神 教 的 世界 の 拡がり ( 鞭 田 1995) が この 大 き な 誘 因 と な っ た 。 


九 7s/777 


他方 、 腐 敗 に 対す る 抑制 シス テム で は 、 そ の 最深 部 に あり 、 最 も 有効 な 要素 は 言う まで も な く 道 徳 
で あろ う 。 悪 を な すこ と 勿 れ と いう ひと の 本 性 に 基づく も の で 、 汚 職 腐 敗 、 漬 職 は 人 倫 に 眉 る 悪 半 な 
行為 だ た と いう 道徳 律 で ある 。 腐敗 に 対す る 本 源 的 な 最 重 要 の 内 的 制約 で あり 、 こ れ が 家庭 内 し つけ あ 
る い は 公 的 教育 を 通じ て 「 反 腐敗 の 文化 」 と し て 強化 され る 。 更 に 、 腐 敗 = 悪 を な し 、 若 し 露見 し た 
際 に は 、 法 制度 、 規 定 に より 厳し く 罰 せら れ 、 世 論 ・ メ ディ ア に より 叩か れ 、 排 殿 さ れ る と いう 外 的 
制約 が これ を 強化 する 。 一 罰 百 戒 を 意図 し た 厳罰 の 存在 か ら 生 まれ る 痛み 、 死 へ の 超 怖 は 個人 の 内 的 
制約 を 一 層 強 回 な も の と する で あろ う 。 た だ 、 そ の 一 方 で 、 制 約 要 因 の 反作用 転化 の 可能 性 も ある 。 
すなわち , 露見 し た 際 の 処罰 、 恐 怖 に つき 、 ヨ リー 層 の 腐敗 を 進め る こと で 、 こ れ を 回 避 、 塗 し よ 
うと する こと と な り 、 制 約 要 素 そ の も の が 腐敗 の 促進 誘因 へ と 転化 する 事態 も 想定 され る 。 シ リア ル 
キラ ー 情 況 、 す な わ ち , 捕まる こと を 居れ る あま り 、 目 撃 者 、 関 係 者 の 口 を 封じ よう と する 殺人 犯 に 
も 擬 せ られ る 。 

従っ て 、 個 別 の 腐敗 案件 の 分 析 に 際 し て は 、 腐 敗 当事者 が どの よう な 要素 に 誘引 され 、 且 つ そ れ を 
阻む お べき 抑制 要因 が な ぜ 機 能 し な か っ た の か 等 を 詳細 に 検討 し て お く こ と が 求め られ る 。 


( 2) 制度 論 ア プロ ー チ 

次 に は 、 上 記 に 加え て 、 腐 敗 を めぐ る 外部 環境 を 中 心 に 据え た 分 析 ア プロ ー チ が 必須 と な る 。 こ れ 
は 、 序 章 で 触れ た 腐敗 学 に お ける 根本 命題 、 ひ と は な ぜ 腐 敗 す る の か 、 な ぜ 腐 敗 現象 は 発生 する の 
か 、 す な わ ち , それ は 腐敗 し た 悪し き 邪 な 心 を 持つ 人 間 の 問題 な の か 、 そ れ と も 悪し き 環境 ゆえ に ひ 
と が 腐敗 する の か と いう 問い に 直結 する も の で 、 後 者 の 政治 経済 社会 要因 の あり よう の 分 析 を 桜 と す 
る アプ ロー チ で ある 。 腐 敗 当事者 の 性 格 、 腐 敗 に 至る 心理 プロ セス 等 腐敗 者 の 内 的 決定 要因 に 加え て 
外部 的 環境 要因 を 検討 対象 と する 。 具 体 的 に は 、 行 政 機構 の 失 陥 、 法 制度 の 不足 、 法 執行 の 歪み 、 市 
場 体制 の 未 整備 、 行 政 独占 に よる 参入 障壁 等 の 制度 情況 は まさ し く 上 述 の 誘引 要因 を 強化 する と 同時 
に 抑制 シス テム の 弱体 化 を も た ら す 要因 と も な っ て いる 。 例 えば 、 ク リッ ト ガ ー ド が 定式 化し た (《 汚 
職 = 独 占 権 + 公務 員 裁 量 権 一 説明 責任 》) (Kitgaard 1998、2000) は 、 財 産 権 、 所 有 権 の 不明 確 性 か 
ら 発 生 す る レン ト ・ シ ー キ ング (rent seeking) の 存在 は 行政 制度 の あり よう と 共に 誘引 と な る 一 方 
で 、 説 明 責任 と いう 政治 制度 が 抑制 要因 と な る こと が 想定 され て いる 。 つ まり 、 端 的 に 申せ ば 、「 緩 
い 制 度 」| は まさ に 抜け 穴 と し て 腐敗 の 誘引 と な る 一 方 で 、「 き つい 制度 」 は 首 を 絞め る ロー プ と な り 
腐敗 を 抑制 する も の と な る 。 


(3) 「 曖 昧 な 制度 」 概念 に よる 腐敗 空間 の 検出 

ご の 「 緩 い 制 度 」 と いう 側面 の 検討 に 際 し て は 、 加 藤 弘之 * の 『 曖 昧 な 制度 』 概 念 の 援用 が 極め て 有 
用 で あろ う 。 加 有 藤 は 「 曖 昧 さ が 高 い 経済 効果 を も た ら す よう に 設計 され た 中 国 独 自 の 制度 」 と し て 、 
「 中 国 社会 の さま ざま な 領域 で 観察 され る 普遍 的 な 現象 ]、「 高 い 不 確 実 性 に 対処 する た め 、 リ スク 
の 分 散 化 を は か りつ つ 、 個 人 の 活動 の 自由 度 を 最大 限 に 高め 、 そ の 利得 を 最大 化す る よう に 設計 され 
た 中 国 独 自 の ルー ル 、 予 想 、 規 範 、 組 織 」 (加藤 2016 : 23) と 指摘 し て お り 、 こ の 「 曖 昧 な 制度 」 概 


” 加藤 弘之 ・ 神 戸 大 学院 経済 学研 究 科 教授 は 、 本 プロ ジェ クト の スタ ー ト 以来 の 中 核 メ ン バ ー で あっ た 。 思 わし 
く な い 体調 の 中 、 絞 り 出 す よ うに 練 ら れ た 鬼 気迫 る 筆致 の 遺作 (『 中 国 経済 学 入門 』) の 第 8 章 (腐敗 の 政治 経 
済 学 一 「 曖 昧 な 制度 | が も た らし た 成長 と 腐敗 ) は 、 本 研究 プロ ジェ クト の た め に 残し て くれ た 報告 書 と いっ 
て よい 。61 歳 の 誕生 日 を 直前 に し て 、 遂 に 旅立っ て し まっ た こと は 、1980 年 代 初 北京 大 学名 園 楼 3 号 楼 で 共に 
留学 生活 を 過ごし 、 爾 来 戦友 と し て 中 国 世界 の 探索 に 共に 格闘 し て きた も の に と っ て まさ に 哀 切 の 極み で ある の 
みな ら ず 、 中 国 研 究 界 全体 に に っ て も 大 き な 喪 失 で ある 。 
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念 を 援用 する な ら ば 、 中 国 に お ける 腐敗 の 狙 狼 を 最大 限 の 利得 を 得 よ うと する 行為 の 苗 延 と 捉え る ご 
と で ご の 制度 論 分 析 ア プロ ー チ を 更に 精 級 化 する こと が で きよ う 。 

ご の 関連 を 、 加 藤 の 遺志 を 継ぐ 形 で 「 曖 昧 な 制度 」 概念 を 更に 展開 し 、 く 中 国 > 腐敗 学 の 分 析 ア プ 
ロー チ と し て 措 定 し て みよ う 。 

「 制 度 」 と は 、 先 ず そ れ を “ 紙 に 書か れ た (drafted) 


制度 と し て の 制度 規定 (rules) と それ が 実際 に 運用 され 岡 1 「 曖 昧 な 制度 」 の 展開 
3 し て の 制度 執行 (enforce) の 2 領域 に 分 け て み 
和紙 に 書か れ だ "制度 と し て の 文書 規定 が 、 ご れ を 現 OS 
日 邊 は に 下 に (生け の な ーー ー 
惑 、 利 害 、 解 釈 等 に よっ て 、 肖 反 映 さ れ た 結果 が 現実 フォ ー マ ル な 制度 
の 制度 執行 で ある 。 “ 紙 に 書か れ た * 制 度 と し て の オリ ジ 


ナル な 規定 、 条 文 類 の 原文 に 遡り 、 制 度 を 精確 ・ 厳 密 に 
理解 し よう と の 努力 は 極め て 稀有 で ある と ころ か ら 、 老 ee 
百姓 、 す な わ ち , 市 井 の わ れ わ れ が 「 制 度 」 と し て 認識 イン フォ ー マ ル な 制度 
し て いる も の は 後者 で ある 。 ま た 、 森 羅 万 象 の 現実 態 に 

対し 、 規 定 条文 を 一 言 一 句 忠 実に 再 行 し よう と し て も 、 

* 紙 に 書か れ た "制度 と し て の 制度 規定 が あら ゆる 現実 の 注 : 筆 革 作成 

すべ て の 側面 を すく い 上 げ る こと は 不可 能 事 に 属す る 。 す べ て の 現実 に 対応 し よう と する 限り 、 そ の 
規定 の 抽象 度 を 高め る こと 以外 に 方 策 は あり 得 ず 、 高 抽象 度 と は すなわち 執行 に お ける 解釈 の 多義 性 
に 直結 する か ら で あ る 。 こ ご の 理解 か ら す れ ば 、 制 度 の "曖昧 さ * と は 、“ 紙 に 書か れ た * 制 度 規 定 と 実際 
に 運用 され る 制度 執行 と の 差分 の 大 小 に 求め られ る こと と な る 。 す な わ ち 、 曖 昧 性 と は | (規定 一 幸 
行 ) ノ 規 定 | な る 図式 と し て 理解 する こと が で き 、 こ れこ ご こそ が 腐敗 空間 、 す な わ ち , 腐敗 発生 の 培 状 
土壌 で ある 。 法 赤 行 官 ある い は 制度 運用 者 等 の 高官 に と つて 、 この 規定 と 執行 と の 間 の 間隙 こそ が 彼 
ら に と っ て の 腐敗 空間 を 構成 する こと と な り 、 高 官 腐敗 は ここ か ら 生 まれ る 。 ま た 、 こ ご の 系 と し て 申 
せ ば 、 オ リ ジ ナ ル お 条文 、 規 定 に 間 及 する ご と の な い 一 般 朗 民 の 立場 か ら す れ ば 、 執 行こ 規定 で あ 
り 、 ご の 構図 に あっ て 曖昧 性 は ゼロ と な る 。 す な わ ち , “曖昧 な 制度 ? の 中 に 生き て いよ うと も 、 市 井 
の 民 に と っ て 制度 の 曖昧 性 を 感知 する こと は な いも の の 、 高 官 の 行う 腐敗 行為 こそ が 執行 = 規定 の 現 
状 と 捉え る と ころ か ら 、 ご これ を “学習 "する 結果 、 無 意識 神 の 腐敗 、 プ チ 腐 敗 に 中 路 な く 手 を 染め る ご 
と と な る 。 

他方 、 制 度 規定 類 と し て の 制度 が " 紙 に 書か れ た ” 「 き まり 」 と し て 成立 する た め に は 、 そ の 根底 
に さま ざま な 社会 的 規範 等 の 慣習 、 習 俗 、 す な わ ち , 「 な ら わ し 」 並び に 制度 その も の の あり 方 を め 
ぐる 社会 意識 ・「 ま な ざし 」 が あり 、 こ れ ら が 規定 と し て の 制度 の 形成 を 左右 する 。 同 時 に 、「 き ま 
り 」 が 「 な らい 」 へ と 変 ず る 制度 の 執行 プロ セス に 対し て も 同様 に 影響 を 及ぼ す 。 か くし て 、 こ れ ら 
習俗 ・ 規 定 ・ 意 識 ・ 執 行 の 4 項 間 の 相互 作用 と し て "曖昧 な 制度 "が 成立 する こと と な り 、 ま さ し く こ 
の 関係 に よっ て 腐 到 空間 が 成立 する こと に な る と 捉え る こと が で きる 。 

更に 、 付 言 す る な ら ば 、 上 述 し た 吾 行 過程 に お ける 法 執行 官 ある い は 制度 運用 者 の 交 意 的 な 解釈 等 
と は 、 い わ ば "空気 を 読 お "作業 と も 立 言 で きる 。 法 執行 官 、 制 度 運用 者 が 「 き まり 」 を 如何 に 「 な ら 
い 」 と し て 実行 する か 、 そ れこ そ 「 な ら わ し 」、「 ま な ざし 」 が 醸成 する その 場 の "空気 "を 感じ 取 
り 、 そ れ に 順応 し よう と する 結果 に 外 な ら な い 。 仮 令 明確 な 「 き まり 」 そ の も の が 不在 で あっ た と し 
て も 、 ご うし て 感 得 さ れ た “空気 "か ら 、 敢 えて その “空気 "に 基づき 、「 な らい 」 と し て の 制度 運用 が 
行わ れる 可能 性 で ある 。 そ の “空気 "に 充満 され た 腐敗 空間 を 共有 する ひと びと が 同じ “空気 "を 読む お こ 
と か ら 府 敗 行為 の 共同 性 が 生ま れ 、 中 国 腐敗 に お ける 組織 性 、 集 団 性 が も た ら さ れる こと と な る 。 
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まとめ 

中 国 腐敗 現象 を プラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 腐敗 学 を 一 歩 先 に 進め る べく 、 ぐ 中 国 > 腐敗 学 の 目指 す 
き と こ ろ と その アプ ロー チ の 概要 を 検討 し て きた が 、 1 直さ 生ま 
る な ら ば 、 以 下 の 通り で ある 。 

第 一 に 、 現 代 中 国 世界 に 墓 延 する 腐敗 現象 に は 、 政 治 発展 、 経 済 発展 、 社 会 発展 等 に 関す る われ わ 
れ の 伝統 的 理解 と の 間 で パラ ドキ シカ ル な 情況 が 観察 され る 。 ご これ 自体 が 中 国 腐敗 現象 を 特徴 付け る 
も の と も 思わ れる が 、 ご の パラ ドッ クス に 対し て は 、 先 ず 前 提 と し て の われ われ 自身 の 伝統 的 解釈 そ 
の も の を 検討 粗 上 に 載せ る べき で あろ う 。 政 治 発展 と は 、 合 理性 、 近 代 性 、 公 正 性 の 増大 を 直 蔽 に も 
た ら す も の な の か 、 腐 敗 は 経済 成長 に 対し て 常に 非 促進 的 な の で あろ うか 、 ま た 、 法 の 支配 に 対す る 
信任 増加 と 個 の 覚醒 と 自律 は 不正 、 不 公正 に 対す る 批判 意識 を 高め る も の で あろ うか 等 々 で ある 。 ご 
の パラ ドッ クス を 超え る た め に 、 従 来 の 伝統 知 を 検証 する こと が 求め られ る 。 

第 二 に 、 腐 敗 を も た ら す こと と な る 要因 お よび その 現 出す る 形態 面 に 注目 する な ら ば 、 中 国 腐敗 に 
は いく つか の 特質 を そこ に 同時 に 見 出す こと が で きる 。 ま さ し く いく つか の 要因 が 複雑 に 絡み 合っ た 
複合 事象 で ある こと を 示し て いる 。 だ が 、 単 一 の 要因 、 形 態 の み に よ っ て 、 中 国 腐敗 現象 全体 を 見 通 
すご と が で き な い と すれ ば 、 そ れ ら の 要因 、 形 態 間 の 関係 加 何 を 問う こと が 次 に 求め られ る こと と な 
る 。 

そし て 、 第 三 に 、 個 別 の 腐敗 案件 を 具体 的 に 分 析 す る に 際 し て は 、 従 来 手 法 に 加え て 、 腐 敗 行為 の 
発生 ・ 出 現 プ ロ セ ス そ の も の に 注目 し 、 腐 敗 を 誘う イン セン ティ ブ と それ を 抑え る ディ スン ノ 逆 イン セ 
ン テ デ ティ ブ の 両側 面 か ら 捉 えよ うと する イン セン ティ ブ ・ シ ステ ム 論 アプ ロー チ お よび 腐敗 を めぐ る 外 
部 環境 を 中 心 に 据え た 制度 諭 ア プロ ー チ が ある 。 両 者 を 総合 する べく 、 前 者 で は 、 腐 敗 当事者 が どの 
よう な 要素 に 誘引 され 、 且 つ そ れ を 阻む べき 抑制 要因 が な ぜ 機 能 し な か っ た の か 、 後 者 で は どの よう 
な 制度 情況 が は 誘引 要因 を 強化 し た の か 、 ま た どの よう な 制度 環境 が 抑制 シス テム の 弱体 化 を も た ら 
22 「 曖 昧 な 制度 」 概念 を 援用 する こと 

、 腐 敗 発生 土壌 と し て の 腐敗 空間 が どの よう に 発生 し て いる の か を 検出 する こと が 重要 な 分 析 ス テ 
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権力 社会 と 汚職 の サイ クル 的 構造 


は じ め に : 問題 の 提起 


中 国 に お ける 腐敗 問題 は 社会 の 在り 方 を 左右 する ほど に 深刻 で ある 。 国 際 NGO の transparency 
International (TI) が 2021 年 に 発表 し た 「2020 年 の 各国 腐敗 認識 指数 報告 書 ] に よれ ば 、 腐 敗 の な 
い 状 況 を 100 点 と し て 採点 し た 結果 、 中 国 の 得点 は 42 点 で 世界 平均 の 43 点 も 届か な い 78 位 に 止ま 
っ て いた (IPDF フォ ー ラ ム 2021 年 2 月 20 日 ) 。 習 近 平 政権 が 誕生 し た 2012 年 に は 、 圧 倒 的 な 権 
力 を 自ら に 集中 させ た 習 近 平 が 、 腐 敗 ・ 汚 職 の 撲滅 を 最 重 要 課 題 に 掲げ 、「 小 さ な 八 工 も 、 大 き が 虎 
も 徹底 的 に 叩く 」 と いう スロ ー ガ ン の も と に これ まで に な い 強 い 行動 を と っ て いた 。 人 確か に 上 記 の TI 
が 発表 し た 同様 の 調査 に よる 2001 年 の 腐敗 指数 は 、 下 位 か ら 2 番目 と いう 最悪 の 結果 を 示し て お り 、 
ご ご 20 年 間 で 改善 傾向 を 示し て は いる 。 し か し に も か か わら ず 、 世 界 の 超 勢 か ら 見 れ ば まだ 低い レ 
ベル に と ど ま っ て お り 、 習 近 平 政権 が 全力 で 取り 組ん で いる 割 に は まだ 十分 な 成果 を あげ る に 至っ て 
いな いこ ご こと を 示し て いる 。 

で は 現代 世界 に お いて 最も 強権 的 な 指導 者 と 言わ れ て いる 習 近 平 を も っ て し て も 、 容 易 に 解決 する 
ご と が で き な い 中 国 の 腐敗 現象 と は 一 体 何 で ある の か 、 ど の よう に 理解 すれ ば よい の か ? 本 稿 で は 多 
く の 識 者 が 中 国 社会 の 特徴 と し て 指摘 し て いる 「 権 力 社会 」 と いう 概念 を キー ワー ド と し 、 権 力 と 汚 
職 の イン ター アク ショ ナル が 関係 構造 を 描き 出す こと を 試み て みた い 。 ま ず は 腐敗 を 生み 出す 権力 社 
会 の 構造 を どの よう に 捉え る か を 考え て みよ う 。 


1. 権力 社会 と 腐敗 


上 述 し た TI の 報告 書 で は 、 中 国 国民 の 28% が 公共 部 門 に 賭 周 を 支払 うと 回 答 し 、 ま た 全体 の 62% 
が 政府 の 腐敗 は 依然 と し て 大 問題 で ある 、 さ ら に は 国民 の 32% が 公共 部 門 か ら の サー ビス を 確保 する 
た め に 人 脈 を 利用 する と 回 答 し て いる 。 こ ご これら は 、 国 民 の 多く が 問題 処理 ・ 解 決 の た め に 、「 関 係 」 
( ク ァ ン シ ー) を 利用 し 、 か つ 賭 周 を 使う こと が 依然 と し て 重要 な 方 法 と か つて いる こと を 明らか に 
し て いる 。 物 事 を 処理 し た り 、 ト ラブ ル を 解決 する た め の 法 的 手続 き の 制 度 化 が 進ん で いな いた め に 、 
人 間 関 係 を 使う 、 特 に コネ や 賭 周 を 使っ て の 処理 ・ 解 決 が 依然 と し て 有効 に 働い て いる 、 と いう こと 
を 意味 し て いる 。 

よく 言わ れ て きた よう に 、 中 国 は 「 政 治 第 一 」 「 政 治 優先 」 の 社会 で あり 、 社 会 全体 の 中 で 権力 の 
占め る 役割 ・ 意 味 が 圧倒 的 に 大 きい 社会 、 す な わ ち 「 権 力 社会 」 と で も 言う べき 特徴 を 持っ て いた 。 
ご の 特徴 は 共産 党 が 政権 を 担う よう に な っ て か ら 一 段 と 強化 され て いる よう に 見 える が 、 そ れ 以 前 の 
長き に わた る 中 国 の 歴史 の 中 で も 権力 社会 と 言え る 構造 は 変わ や っ て いな い 。 伝統 的 な 権力 社会 を 支え 
る 二 つ の 大 き な 柱 は 、 第 1 に 巨大 な 官僚 制 機構 で あり 、 第 2 に 偏 教 に 代表 され る 権威 主義 的 イデ オロ 
ギー で あっ た 。 い ずれ も 広大 な 領域 と 膨大 な 人 口 を 抱え る 大 国 が 国家 の 意思 を 実現 し 、 か つつ 社 会 的 秩 
序 を 保つ た め に 編み 出し た 制度 と 思想 で あっ た 。 そ し て ご の 仕組 み と 思 想 を 体現 する も の ご こそ 官僚 と 
呼ば れる 特権 階級 で あっ た 。 戦 前 の 著名 な 中 国政 治 社会 学者 で あっ た 橘 撲 は 、 伝 統 的 な 中 国 社会 の 実 
相 を 描き 出し た 古典 『 官 場 現 形 記 』 を ベー ス に し て 中 国 官僚 の 特殊 性 を 論じ し て いる 。 そ ご こ で まず 彼 は 
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『 官 場 現 形 記 』 の 序文 で 描か れ て いる 「 官 の 位 は 高く 、 官 の 名 は 尊 く 、 官 の 権 は 大 きく 、 官 の 威 は 重 
い 。 ご れ は 子供 で も よく 承知 し て いる と ころ で ある 」 の 一 文 を 引用 し 、 官 僚 の 特別 な 存在 を 表現 し て 
いた ( 橘 撲 1936 : 431) 。 

そし て ご の よう な 特殊 な 存在 こそ 、 腐 敗 を 生み 出す 温床 と な っ た の で ある 。 元 社会 科学 院 研究 員 で 
現 体制 に 批判 的 な 社会 学者 ・ 何 清 漂 は 、 官 僚 体 制 が 生み 出す 腐敗 に 関し て 以下 の よう に 表現 し て いる 。 
「『 二 十 四 史 』 を 紐解い て みる と 汚職 の 事例 は ほとん どの 王朝 に 存在 し 、 と り わ け 王 朝 末 期 が 一 番 酷 
い ご と を 発見 で きよ う 。.… 俗 に 「 清 の 府 知事 は 3 年 で 10 万 両 の 銀 を 薔 え た 」 と 言わ れる ほど で あ 
る 」 ( 何 清 澤 2002 : 107) 。 

そこ で まず 腐敗 を 生み 出す 社会 構造 を 「 権 力 社会 」 と し て 捉え その 特徴 を 考察 し て みよ う 。 ま す 著 
名 な 政治 学者 で あり 現在 の 共産 党 ト ッ プ 7 の 一 人 で ある 王 漏 寧 は 次 の よう に 述べ て いる 。 「 中 国 社会 
の 発展 は 古 か ら 今 に 至る まで 、 公 共 権力 が 社会 構造 に お ける 指導 的 な 位置 を 占め 、 公 共 権 力 が 集中 し 
社会 を 指導 し 調節 する 強大 な カカ と な っ て いた 」 と 指摘 し 、 官 僚 、 執 政 政党 、 政 府 な ど を 含む 公共 権力 
の 比重 の 大 き さ を 指摘 し て いる ( 王 漏 寧 1990 : 7) 。 

より 具体 的 な 解釈 と し て 、 王 雲海 の 解説 は 興味 深い 。 「 市 民 は 国家 権力 を 通さ ず に 経済 と 結び 付く 
ご と が で きず 、 独 立 し た 経済 圏 を 持ち 得 な い 。 事 実 上 完全 に 独立 し た 社会 領域 と し て 存在 する の は 国 
家 権 力 だ け で ある 。 多 く の 社 会 関係 ・ 活 動 も 上 下 的 で 権力 的 な ちの と な る 」 ( 王 雲 海 2003 : 48) さら 
に 彼 は 、 権 力 の 中 枢 と な る 官僚 制 に つい て 、 日 本 の 官僚 制 を 「 公 私 融和 的 官僚 制 」、 米 国 の 官僚 制 を 
「 公 私 衝突 的 官僚 制 」 と 特徴 づけ 、 そ れ と 比較 し な が ら 中 国 の 官僚 制 を 「 私 的 また は 人 格 的 官僚 制 」 
と 表現 し て いた 。 そ の 特徴 は 官僚 個人 が 過剰 な 裁量 権 を 持ち 、 人 間 関 係 的 に も 人 格 的 に も それ を 独自 
に 行使 する 。... 結 果 と し て 官僚 制 は 対内 的 に も 対外 的 に も 「 組 織 体 と し て の 集団 性 、 一 体 性 、 一 律 性 、 
規則 性 な ど を 持ち 得 な い 」 、 と 同時 に 、 ご の よう な 「 私 的 また は 人 格 的 な 関係 」 が 腐敗 を 大 い に 必 要 
か つ 可 能 と し て いる と 指摘 し て いる (同上 : 47) 。 

本 来 、 精 約 な 統治 ・ 行 政 処 理 の メカ ニズム と し て 形成 され た 官僚 制 と 、 そ れ を 執行 する た め の 専 門 
的 な トレ ー ニ ング を 受け 、 熟 練 さ れ た 能力 を 持つ 官僚 に よっ て ご この 制度 は 機能 する わけ で 、 理 論 上 は 
腐敗 が 産ま れ は び こ る 余地 は な か っ た は ず で ある 。 し か し 形 と し て 存在 する 官僚 制 と 、 実 態 と し て 機 
能 し て いる 官僚 制 の 間 に 重 大 な 友 離 が 存在 し て いた の で あり 、 そ の こと を 十分 に 認識 し つつ 後者 と し 
て の 官僚 制 を 王 雲 海 は 「 私 的 また は 人 格 的 官僚 制 」 と 表現 し た の で あり 、 そ こ に 権力 社会 が 生み 出す 
腐敗 の 根源 を 見 た の で ある 。 

な ぜ な ら 、 第 1 に 、 ご の よう な 相互 関係 の 中 で は 、「 公 的 で 組織 的 」 な 「 廉 潔 ] より 、「 私 的 で 人 
格 的 」 な 「 忠 誠 ]」 が 第 一 と され て 、 互 い の チ ェ ッ ク 機 能 が な く な っ て し まう 。 第 2 に 、「 国 家 権力 の 
至上 性 、 優 位 性 」 が 中 国 の 社会 に は 染み 付い て お り 、 下 位 の も の は 上 位 の 官僚 に 対し て 一 般 的 に は 従 
順 な いし は 服従 と も 言う べき 選択 が 強い られ る 。 関 係 を 抑制 で きる 役割 が 求め られ て いる の が 法 で あ 
る 。 で は 中 国 社会 に お いて 法 は どの よう に 扱わ れ て いる の だ ろう か 。 


2 . 腐敗 と 中 国 に お ける 法 


法治 国家 と 呼ば れる 国々 に お いて 法 は 体系 的 に か つ 詳 細 に 整備 され て いる 必要 が あり 、 物 事 の 最終 
的 な 決着 は この 法 に 基づい て 決め られ る こと に な っ て いる 。 法 の 価値 を 重視 する 西欧 社会 の 有名 な 逸 
話 が ある 。 古 代 ギ リ シ ャ に お いて 、 ソ クラ テス が 法 に 基づい て 死刑 判決 を 受け る こと に な っ た が 、 そ 
れ に 納得 で き な い 弟子 が 彼 に 脱獄 の 方 法 を 伝え る 。 し か し 、 ソ クラ テス は その こと を 拒ん だ 。 そ の 際 
に 彼 が 語っ つた と 言わ れ て いる の が 「 悪 法 も 法 な り ]」 と いう 表現 で あっ た 。 結 局 、 法 の 体系 が 国家 を 支 
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える 柱 で あり 、 こ れ を 無視 な いし は 否定 する な ら ば 、 国 家 は 成り 立た な く な っ て し まう と いう 考え に 
基づい た と 思わ れる 。 

法治 国家 論 で も うー つつ 重要 な 概念 は 「 三 権 分 立論 〕」 で ある 。1748 年 モン テス キュ ー が 著 し た 『 法 の 
精神 』 で は 、 専 制 政 治 を 排 し 政治 的 自由 を 保証 する 統治 権 カ に と っ て 立法 権 ・ 司 法 権 ・ 行 政権 を 分 立 
し 、 相 互 に チェック ・ ア ンド ・ バ ラン ス を する こと か が 必要 で ある と 説い た 。 世 界 上 現れ た 各 民 主 主義 
国 に お いて 程度 の 差異 は ある も の の 、 こ の よう な 考え 方 が 基本 に な っ て いる 。 

し か し 中 国 で は 、「 法 の 至高 性 ] は 長い 歴史 の 中 で 十分 に 育っ て は いな い 。 そ れ ど ころ か し ば し ば 
軽視 され て きた 。 伝統 社会 に お いて は 、 但 教 の 人 倫 体 系 が 物事 の 判断 の 基準 と か っ て いた 。 具体 的 な 
事例 と し て 、 よ く 論 語 の 「 子 路 」 の 例え が 使わ れる 。 す な わ ち 、 葉 公 が 孔子 に 向かっ て 自分 の 郷里 の 
正直 者 に つい て 語っ た 。 「 父 が 羊 を 盗ん だ の を 子 が これ を 訴え た 」 と 言う の で ある 。 孔子 は それ を 聞 
いて 「 自 分 の 郷里 の 正直 者 は これ と 違っ て いる 。 父 は 子 の た め に 隠し 、 子 は 父 の た め に 隠す 。 直 し き 
ごと その 中 に あり 」 と 答え た 。 父 と 子 に お ける 「 あ る べき 人 備 関 係 」 こそ 最 優先 され る べき だ と いう 
理由 で ある (孔子 : 子 路 和 訪 ) 。 仁 井田 中 は 「 偏 教 偽 理 の 最も 基本 的 な も の は 、 権 威 と これ に 対す る 服 
従 の 関係 で あり 、 孝 こそ は 万 般 の 倫理 の 根本 で ある 」 と 指摘 し て いる (仁井田 際 : 193) 。 確 か に 
「 あ る べき 人 偽 関 係 」 を 尊重 する こと は 、 お げに は 否定 で き な い が 、 ご これ で は 不正 ・ 汚 職 の 発生 を 防 
ぐ 防 ぐ こ と 自 体 が 困難 に な る 。 

ご の よう な 考え 方 は 、 も と も と 但 教 に 批判 的 で あっ た 共産 党 が 権力 を 握っ て 以降 否定 され て いっ た 
の で あろ うか 。 共 産 党 の 体制 が 築 か れ 、 中 華人 民 共 和 国 一 法 が 制定 され 、 そ の 下 で 様々 な 詳細 な 法令 
が 制定 され た 。 法 の 前 で は 人 々 は 皆 平 等 で あり 、 位 教 的 な 考え 方 は 否定 され た か に 見 えた 。 し か し よ 
く 知 られ て いる よう に 、 文 化 大 革命 の 時 期 に は 法 が 無視 され 、 法 に 基づい て 裁く 司法 機関 が 全く 機能 
し な く な っ て いた 。2012 年 2 月 、 政 治 局員 に な る 半年 前 に 王 漏 寧 は 、 党 中 央 の ある 会 議 で 政治 体制 の 
改革 に つい て 語っ て いる 。 そ の 発言 は 大 胆 で ある 。 「54 年 唱 法 に よっ て 打ち 建て られ た 政治 体制 は 、 
文化 大 革命 に よっ て 一 挙 に 破壊 され て し まっ た 。.…. 社 会 生活 に お いて 独立 し た 司法 体制 が 欠落 し て し 
まっ た の で ある 」 と 語っ て いる ( 王 漏 寧 : 2012) 。 王 漏 寧 は 司法 部 門 の 機能 の 回 復 こ そ が 腐敗 を 抑制 
し 秩序 の 回 復 に 重要 で ある と 強調 し て いた の で ある 。 彼 の 主張 は 我々 の 感覚 か ら す れ ば 当然 の 正論 で 
ある 。 し か し 、 一 般 的 に は この 主張 の 前 段階 に 「 共 産 党 の 指導 ] の 絶対 性 が 強調 され て いる 。 た し か 
に 「 共 産 党 の 指導 」 を 体現 する 指導 幹部 が 常に 正しい 判断 ・ 行 動 を する こと が 保証 され て いる な ら ば 
問題 は み は い ので ある が 、 現 実に は その よう な こと は あり 得 な い 。 仮 に 指導 幹部 の 判断 や 行動 が 間違っ 
て いた 時 、 チ ェ ッ ク す る メカ ニズム が 存在 な いし は 機能 し な いこ と に な り 、 事 態 は 深刻 に な ら ざ る を 
得 な い 。 古 く は 毛沢東 に よる 大 中 進 政策 、 文 化 大 革命 の 大 号令 と いっ た 歴史 上 で も 類 を 見 な いよ うな 
大 惨劇 を 引き 起こ し て いる 。 近 年 の 汚職 収 賭 事件 と し て は 、1996 年 か ら 99 年 に か け て アモ イ の 税関 
を 舞台 と し て 約 400 億 元 に も の ほる 脱税 を し た と 言わ れる 「 遠 華 密輸 事件 ] な ど が 挙げ られ る ( 後 
述 ) 。 

そこ ご で 改め て 腐敗 発生 の 社会 構造 を 考え て みる と 、 絶 対 的 な 国家 権力 の 存在 、 そ れ に 加え て 社会 の 
権力 的 な 上 下 構造 の 存在 も 無視 する こと は で き な い 。 王 雲海 が 指摘 し て いる よう に 、「 私 的 また は 人 
格 的 人 間 関 係 ] に よっ て 組織 は 統合 され 統制 され て いる 。 ご ここ に 腐敗 が は び こ り 温 床 と な る 条件 が あ 
る 。 つ まり 政治 が 絡 お 人 間 関 係 で は 公 的 で 組織 的 な 廉 潔 さ より も 私 的 で 人 格 的 な 忠誠 が 第 一 に 重視 さ 
れる 。 そ ご こ に は 腐敗 の チェ ッ ク 機 能 が 働か か な いと いう わけ で ある 。 

さら に は 改革 開放 時 代 に 限っ つて 言え ば 、「 先 富 論 」 が 推奨 され 、「 金 儲け 」 を 重視 する 雰囲気 が 生 
まれ て いた 。 か つて は 清廉 さ を 美 徳 と し て いた 官僚 た ち に と っ て 、 清 廉 さ だ け で は 何 の 満 足 感 も 得 ら 
れず 、 様 々 な 手段 を 講じ て 金儲け に 走り 、 時 に は 不当 な 利益 獲得 に 寿 走 する よう に な っ て いっ た 。 痢 
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小平 は や が て 実質 的 な 私 有 化 に 繋が る よう な 考え 方 、「 社 会 主義 市 場 経済 」 を 提唱 する よう に な っ た 。 
経済 活動 に お いて 必ず 発生 する 不正 を 取り 締まる た め の 法 ・ 制 度 の 精 紙 化 が な され な いま ま に 、 経 済 
活動 が 解放 され た こと は 、 ご の 時 代 に と り わ け 汚 職 、 不 正 の 頻発 を 引き 起こ す 重 要 な 要因 の 一 つと な 
つた の で ある 。 


3. 官僚 の 汚職 取締 の 組織 


そこ で 次 に 汚職 収 財 を 取り 締まる 組織 ・ 機 構 に つい て 見 て お こう 。 中 国 の 伝統 的 国家 で は 、 官 僚 を 
監視 し 、 腐 敗 を 取り 締まる 組織 と し て は 、「 御 史 台 」 ( 素 代 以降 ) と いう 組織 が あっ た 。 元 代 に は 中 
央 の 御 史 台 に 対す る 地方 の 行 御 史 台 が 置か れ た が 、 後 の 総 曽 ・ 巡 撫 制 に つなが る も の で あっ た 。 そ し 
て 現代 に お いて は 汚職 腐敗 を 取り 締まる 組織 と し て 、 党 中 央 紀 律 検査 委員 会 、 中 央 国家 監察 工作 委員 
会 (2018 年 に は より 強化 され た 形 で 中 央 国家 監察 委員 会 改称) が 挙げ られ る 。 党 の 指導 下 で いずれ 
も 党 及 び 国 家 の 幹 部 の 不正 ・ 汚 職 行為 を 摘発 、 審査 し 処分 を 下す 組織 で ある 。 お そら く レ ー ニ ン 主 
義 に よる ソ連 共産 党 の 影響 を 強く 受け な が ら こ の よう な 幹部 監察 ・ 審査 シス テム が 作ら れ た の で あ 
ろう 。 設 立 は 古く 、1927 年 に 中 央 監察 要員 会 と いう 名 称 で 誕生 し た 。49 年 の 中 華人 民 共 和 国 成立 時 
に 中 央 紀 律 検査 和 要員 会 と 改称 され 、 朱 徳 、 董 必 蔵 、 畜 石 な ど 歴 代 の 大 物 が その トッ プ に 就き 、 建 国 初 
期 に は 高 商 ・ 鏡 滅 石 の 反 党 事件 の 処理 、 改 革 開 放 初 期 に は 文革 グル ー プ の 処理 な ど を 担当 する な ど 重 
要 な ポス ト と 見 な され た 。 

し か し 改革 開放 時 代 に 入り 、 経 済 活動 が 活発 化し た 。 特 に 公有 制 か ら 私 有 制 へ 、 計 画 経済 か ら 市 場 
経済 へ の 移行 が 急速 に 進ん だ が 、 法 律 や 制度 の 整備 が 追い つか ず 、 不 備 な 状態 で 多く の 抜け 道 が で き 
た 。 腐敗 を 減ら す に は 大 量 の 法律 の 整備 や 各種 の 制度 の 作成 が 急務 だ っ た 。 し か し 現実 は 「 先 富 論 」 
優先 の 経済 活動 が 進め られ た た め 、 経 済 腐敗 を 生み 出す 機会 が 多く な り 、 腐 敗 は 毛沢東 時 代 よ り も 深 
刻 な ちの と な っ て いっ た 。 

改革 開放 以来 の 汚職 事件 を 振り 返っ つて みる と 、 改 革 初 期 の も の と し て は 役人 た ち が 特 殊 な コネ ・ 情 
報 を 使っ て 、 当 時 の 指令 性 価格 と 市 場 価格 の 二 重 価格 制 を 悪用 し 、 土 地 、 物 品 を 転売 し 不当 な 利益 を 
得る 「 官 倒 」 現象 、 そ の 中 に は 部 小 平 の 息子 も 絡ん で いた 康 華 発展 公司 の 汚職 事件 が 有名 (1980 年 代 
未 ) で あっ た 。1995 年 に 発覚 し た 当時 の 政治 局員 ・ 北京 共産 党 書 記 の 陳 希 同 汚職 事件 さら に は 
1999 年 の 福建 省 族 門 を 舞台 と し た 「 遠 華 」 密輸 事件 が あっ た 。 遠 華 事 件 は 史上 最大 規模 の 汚職 事件 と 
いわ れ 、 中 央 の 公安 部 副 部 長 、 慮 門 市 党 書 記 、 同 党 副 書記 、 座 門 市 税関 長 、 副 市 長 等 多数 の 高級 幹部 
が ご この 汚職 事件 に 絡ん で いた こと が 明らか に され た 。 そ し て 脱税 総額 830 億 元 (=1 兆 3280 倍 円 ) 
と 巨額 な ちの で あっ た 。 

習 近 平 の 時代 に な っ て 腐敗 撲滅 を 最 優先 し 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 の 組織 が 強化 され 、 そ の トッ プ に 
は 習 近 平 の 盟友 と も 言わ れる 王 岐 山 が 就 い た 。 王 は 、 中 央 に ある 地方 幹部 の 統制 の た め の 伝統 的 な 組 
織 で あっ た 巡察 使 の 発想 も 取り 込み な が ら 、 中 央 巡察 指導 工作 組 を 強化 し 、 地 方 高級 幹部 の 腐敗 摘発 
に 重要 な 役割 を 果す よう に な り 、 腐 敗 の 徹底 し た 取り 締まり で 大 い に 成 果 を 上 げた 。 

いま 少し 紀 律 検査 委員 会 に つい て 補足 的 な 説明 を 加え て お こう 、 本 来 、 規 律 も 紀 律 も 、 人 間 の 行為 
の 基準 と し て 定め られ た も の で 、 決 まり 、 搾 、 秩 序 な ど を 意味 する 。 規 律 は 社会 牧 序 に 関連 し て 使わ 
れる 傾向 が 高く 、 紀 律 は 人 々 の 風紀 や モラ ル に 関連 し て 使わ れる 傾向 が 高い 。 い ずれ に せよ 、 そ れ ら 
は 人 間 個 人 の 行動 を 制約 する 規範 と し て 考え られ る 。 逆 に 考え る な ら ば 、 な ぜ 汚 職 収 賭 を 個人 の モラ 
ル ・ 風 紀 の 問題 に 制限 し て と ら え 、 社 会 の 構造 的 な 問題 、 人 間 関 係 の あり 方 の 問題 と し て 捉え な い の 
だ ろう か 。 お そら くそ れ は 「 党 の 指導 」 と 法 の あり 方 と 強く 関連 し て 来る よう に 思わ れる 。 ご の 点 を 
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考え る 前 に 、80 年 代 後半 か ら 天 安 門 事 件 に か け て 、 改 革 派 学者 と 言わ れ 、 や が て 政治 安定 を 優先 する 
「 新 権威 主義 独裁 」 を 提唱 し た 王 漏 寧 の 腐敗 に 関す る 考え 方 が 参考 に な る 。 そ こ で 少し ば か り 彼 の 当 
時 の 主張 を 紹介 し て お こう 。 


4 . 改 革 派 指導 者 : 王 漏 寧 の 汚職 ・ 腐 敗 観 


王 漏 寧 は 現在 党 中 央 政治 局 常務 委員 (トッ プ 7 の 一 人 ) で 、 習 近 平 体制 の 中 心 的 な 一 角 を 担っ て い 
る リー ダー で ある が 、 元 は 上 海 の 復旦 大 学 の 教授 で あっ た 。 若 手 政治 学者 と し て 注目 され る よう に な 
つた 1980 年 代 の 後半 か ら 90 年 代 前 半 に か け て 、 彼 は 幹部 の 腐敗 問題 に 特に 注目 し 、 積 極 的 に 調査 活 
動 、 研 究 報告 会 な ど を 実施 し 、 そ の 成果 を 出版 物 に し て いる 。 例 えば 、(1) 王 漏 寧 編 『 腐 敗 与 反 腐 敗 一 
当代 国外 腐敗 問題 研究 』 (上 海 人 民 出版 社 、1989 年 ) は 彼 の 研究 チー ム が 海外 の 腐敗 に 関す る 論文 を 
収集 し 、 そ の うち の 25 本 を 編集 し た 成果 で ある 。 あ る い は (②) 王 漏 寧 『 反 腐敗 一 一 中 国 的 実験 』 ( 三 
環 出 版 社 、1990 年 ) は 、 ま ず 腐 敗 を 巡る 中 国 の 状況 を 概観 し 、 歴 史 的 反 色 を 行い 、 経 済 的 心理 的 分 析 
を 踏ま え 、 腐 敗 克 服 の 手法 、 体 制 的 な コン トロ ー ル を 論じ 、 最 後に 当時 の 試験 的 事例 を 紹介 し て いる 。 

(1) の 著書 の 序章 に お いて 、 彼 は 腐敗 活動 は 社会 道徳 の 水準 を 低く し 人 々 の 交際 を 日 増し に 金銭 化 、 
利 欲 化 し 、 理 想 主義 を 喪失 させ は る も の と 指摘 し 、 そ の 上 で 「 現 代 の 各 政 治 共同 体 の 政治 発展 に と っ て 
反 腐 敗 は 重要 な 側面 で あり 、 国 家 の 制 度 建設 と 清廉 な 政権 建設 に と っ て 重要 な 段取り の 一 つ で ある 」 
と 力説 し て いる ( 王 漏 寧 1989 : 2) 。 ま た (2) の 著書 で は 、 中 国文 化 の 特殊 性 と し て 家 と 国家 を 一 体 化 
し て 捉え 、 個 人 の 生活 と 公共 の 生活 を 一 体 化 する 考え 方 が 強い た め に 、「 身 を 養い 、 治 国 平 天 下 を 促 
す 」 と いう 但 教 的 な 倫理 政治 の 強調 に 収 公 し て いる 。 従 っ て 「 公 共 領 域 と 私 的 領域 に お いて 個人 に 社 
会 道徳 、 法 律 、 伝 統 規範 へ の 違反 行為 が あっ た 場合 、 全 て 腐敗 行為 と みな され る 。.… (に も か か わら 
ず ) 伝統 社会 に お ける 強大 な 権力 は 腐敗 行為 に 対し て 比較 的 大 き な 余 地 を 残し て いる 」 と も 指摘 し て 
いる の で ある ( 王 漏 寧 1990 : 203) 。 

(2) の 著書 の 引用 の 最後 に 見 られ る 反 腐 敗 を 「 国 家 の 制 度 建設 、 清 廉 な 政権 建設 ] の 文脈 で 捉え て い 
る ご と 、 ま た (2) の 伝統 社会 その も の が 腐敗 を 作り 出す 可能 性 が ある と の 指摘 は 、 彼 が 腐敗 問題 の 取り 
組み を 最後 の 箇所 で 考察 し て いる 「 清 廉 な 政権 」 建設 、 及 び 社 会 の 制度 改革 と 結び つけ て 考え て いる 
ご と を 暗示 し て いる 。 ま た 文革 を 批判 的 に 総括 し た 2012 年 2 月 の 講義 の 論調 は 、 文 革 を 憲政 の 観点 
か ちら 振り 返り 、 社 会 生活 の 中 で 独立 し た 司法 体系 が 欠落 し 、 司 法 の 独立 が 完全 に 封じ 込め られ た と 語 
っ て いる ( 王 江 寧 2012) 。 さ ら に 次 の よう な 興味 深い 発言 が 見 られ る 。 「 紀 律 検査 和 要員 会 の 上 級 は 誰 
で ある べき か ? 党 の 執行 委員 会 か ? そう で は な い 。..… 中 央 紀 律 検査 委員 会 は 党 中 央 の 執行 委員 会 か ら 
独立 し て お くべ き で ある 」。 つ まり 、 彼 個人 と し て は 西側 の 「 三 権 分 立 」 に 近い 形 で の チェ ッ ク ・ ア 
ンド ・ バ ラン ス 、 司 法 権 の 独立 性 を 指向 し て いた と 理解 する こと が で き 、 当 時 の 政治 状況 、 彼 自身 の 
政治 的 立場 を 考え る な らい ささ か が 区 く べき 発言 で あっ た 。 し か し 論調 の 全体 的 な トー ン は 幹部 の モラ 
ル 、 思 想 の 重視 、 精 神 的 な 鍛錬 の 必要 性 を 強調 し て いた と 読み 取れ る 。 

習 近 平 指導 部 の 汚職 腐敗 問題 に 関し て は 、 王 岐山 が トッ プ に 立つ 党 中 央 紀 律 検査 委員 会 の 指導 の も 
と で 、 中 央 巡察 指導 工作 組 を 組織 し 全国 の 幹部 監視 シス テム を 強化 し 、 医 わし い 人 物 を 摘発 し 徹底 的 
に 調査 し 、 あ る い は 打撃 する と いう 方 針 を 一 買 し て 進め て きた 。2019 年 に 中 国 紀 検 監察 報社 が 編集 し 、 
出版 し た 『 党 的 十 九 大 以来 全面 従 厳 治 党 新 観察 』 (人 民 出 版 社 ) に は 約 130 編 の 現地 の レポ ー ト が 収 
録 さ れ て いる が 、 そ の ほとん ど が 腐敗 人 物 の 摘発 ・ 打 撃 も し く は 摘発 ・ 打 撃 体制 の 強化 に 関す る 報告 
で ある 。 
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5. 反 腐 敗 闘 争 と 権力 闘争 


本 来 は 腐敗 汚職 を 一 掃 する 活動 は 政府 の 清廉 さ を 回 復 し た り 、 経 済 活動 の 不正 を 紅 す 活動 と し て 理 
解 さ れる 。 し か し 中 国政 治 に お いて は 、 腐 敗 汚職 の 摘発 は し ば し ば 権力 闘争 と 結び つい て いる こと が 
分 か る 。 江 沢 民 の 時 代 で は 、 反 江沢 民 グ ルー プ の 北京 市 党 書 記 ・ 陳 希 同 の 大 規模 な 汚職 事件 が あり 、 
胡 錦 潮時 代 に は 江沢 民 派 の 重鎮 で 上 海 市 党 書記 の 陳 良 宇 の 汚職 事件 が あっ た 。 ま すず 陳 希 同 事件 で は 、 
天安 門 事 件 で 民主 化 運動 鎮圧 に 功績 の あっ た 陳 に ほとん ど 論 功 行 賞 が な く 、 直 接 北 京 の 天安 門 事 件 で 
は 何 の 功 績 の な か っ た 江沢 民 が 、 部 小 平 の 後継 者 と し て 党 の トッ プ の 座 に 大 抜 揮 さ れ た 。 そ の 後 、 朱 
鯉 基 を は じ め 上 海 の グ ルー プ が 次 々 と 中 央 指導 部 に 入り 、 中 央 指導 体制 を 固め て いっ た 。 ご これ に 対し 
て 陳 希 同 は 北京 市 で 静か に 独自 の 勢力 基盤 を 強化 し つつ あっ た 。 ご の 動き を 危険 視 し た 江沢 民 指導 部 
は 、 北 京 市 の 陳 希 同 指導 体制 の 切り 崩し を 開始 し 、95 年 4 月 に は 王府 井 開発 を を めぐ っ て 巨額 の 不正 
資金 が 動き 、 王 宝 森 常務 副 市 長 の 自殺 事件 に まで 発展 し た 。 同 月 末 に は 陳 希 同 は 監督 責任 を 問わ れ 、 
市 党 書 記 の 職務 を 辞任 させ られ 、 そ の 後 本 人 に 対し て も 汚職 の 嫌 医 が か けら れ 、 秋 に は 全て の 指導 的 
職務 を 租 免 、97 年 の 党 中 央 紀 律 検査 和 要員 会 に お いて 党 籍 を 剥 堆 され た 。 

胡 錦 潮時 代 の 注目 され る 汚職 事件 は 上 海 市 党 書 記 の 陳 良 宇 事件 で ある 。2006 年 10 月 、 共 産 党 第 16 
期 6 中 全会 が 開か れ た が 、 そ の 直前 に 上 海 市 の トッ プ で ある 陳 良 宇 市 党 書 記 が 、 社 会 保険 基金 の 資金 
流用 事件 に 関与 し た と し て 突如 、 党 書記 ポス ト の 解任 、 中 央 政治 局員 の 職務 も 停止 され た 。 翌 年 秋 に 
控え た 第 17 回 党 大 会 で 、2 期 目 に 入る 胡 錦 深 政 権 が いか に し て 江沢 民 派 の 影響 力 を 削ぎ 、 自 ら の 指導 
力 を 高め る か が ご の 事件 の 裏側 に ある 最大 の ポイ ント で あっ た 。 陳 良 宇 事件 で 胡 錦 消 は 一 定 の ポイ ン 
ト を あげ る こと が で きた が 、 中 央 指導 部 内 に お ける 江沢 民 派 の 影響 力 を 削ぐ こと は ほとん どう まく い 
か な か っ た 。 

ご の 課題 を その まま 引き 継い だ の が 習 近 平 で あっ た 。 彼 は も と も と 江沢 民 の 底 護 下 に あっ た と 言わ 
れ て お り 、 陳 良 宇 の 後釜 と し て 上 海 市 党 書 記 の ポス ト に 就 い た の も 、 当 時 は 江沢 民 の 無視 で き な い 影 
響 力 に よる 結果 で あっ た と 考え られ て いた 。 し か し 習 近 平 は 必ず し も 江沢 民 派 で は な く 、 江 沢 民 派 と 
胡 錦 深 率 いる 共 青 団 派 と の 対立 を うま く 利 用 し な が ら 、 人 徐々 に 独自 の 権力 基盤 を 強化 し て いっ た 、 と 
いう の が 当時 の 筆者 の 見 方 で あっ た (天児 意 2015 : 95 以下 ) 。 習 近 平 が 党 の 総 書記 に 就任 し て 以来 、 
死闘 を 繰り 返し て 権力 闘争 を 展開 し た 最大 の ター ゲッ ト は 江沢 民 派 の 指導 者 た ち で あっ た こと も 、 こ ご 
の よう な 見 方 を 裏付け て いる 。 

習 近 平 が チャ ヤレ ンジ し た 権力 闘争 の 相手 を 振り 返っ つて みよ う 。2010 年 10 月 党 中 央 委員 会 で 習 近 平 
の 次 期 総 書 記 が 内 定 し た 。 に も か か わら ず 党 の 次 期 指導 部 争い は 激 し さ を 増す ば か り で あっ た 。 ま ず 
習 近 平 と 同様 の トッ プレ ベル 指導 者 を 父 に 持つ 薄 虹 来 ・ 重慶 市 党 書 記 茹 中 央 政治 局員 が 、 激 し い 揺 さ 
ぶり を か けた 。 薄 陸 来 は 重慶 に 着任 し て 以来 、 積 極 的 な 外資 の 導入 に よる 経済 の 高 成長 と 、 犯 罪 組織 
一 掃 キ ヤン ペー ン ( 打 黒 ) 、 革 命 歌 の 推奨 な ど 派手 な パフォ ー マ ン ス を 示し て いた 。 

し か し 2011 年 11 月 に 薄 台 来 と 親しかっ た イギリス 実業 家 の へ ヘイウッド が 謎 の 死 を 遂げ た 。12 年 2 
月 に 薄 晃 来 の 側近 ・ 王 立 軍 副 市 長 兼 公安 部 長 の アメ リカ 総領 事 館 へ の 亡命 未遂 事件 が 発覚 し た 。 こ ご れ 
に よっ て 、 ご の 実業 家 の 死に 薄 中 来 の 妻 ・ 谷 開 来 が 直接 関与 し て いた こと が 明らか に され た 。 続 いて 
薄 来 の 不正 次 財 、 「 打 黒 」 に お ける 不当 な 捕 問 問題 、 女 性 スキ ャ ヤン ダル な ど が 暴露 され 、 翌 年 10 
月 に 無期 懲役 の 判決 が 言い 渡さ れ 、 薄 弁 来 の 失脚 が 確定 し た 。 そ の 後 江沢 民 系 の 最高 幹部 が 次 々 と 槍 
玉 に あげ られ 失脚 する と いう 事態 に な か っ て いた 。 

習 近 平 の 主 な 反 汚 職権 力 闘争 を 概観 し て みよ う 。 ま ず 攻 撃 の 的 と な っ た 大 物 は 、 ト ッ プ 9 位 の 政治 
局 常 務 委 員 で 公安 部 と 石油 系 を 掌握 し て いた 周 永康 で あっ た 。 汚職 摘発 ・ 処 分 は 12 年 の 未 か ら 13 年 


17 


477gKo 


に か け て 行わ れ た 。 彼 は 370 億 元 の 銀行 預金 、510 億 元 の 国内 外 の 株 式 ・ 債 権 を 保有 し て いた 。 中 国 
石油 天然 ガス 集団 四 人 の 最高 幹部 の 他 に 300 名 あま り の 関係 者 を 調査 し 、 彼 の 影響 力 を 削ぎ 落と し た 。 
彼 は 失脚 し た ば か り の 薄 嘆 来 と 深い 関係 に あり 、 同 時 に 江沢 民 系 の 重鎮 の 一 人 と みな され て いた 。 
次 に メス を 入れ た の が 、 そ の トッ プ を ほとん ど 江 沢 民 系 が 占め て いた 軍 指 導 部 で ある 。2012 年 11 
月 、 ま すず 中央 軍事 委員 会 副 主 席 の 徐 才 厚 が 槍 玉 に 上 が っ た 。 習 近 平 が 党 軍 の トッ プ に つい た 第 18 回 
党 大 会 で 全 職 務 か ら 退 いた が 、 翌 年 の 6 月 の 政治 局 会 議 に お いて 徐 が 大 量 の 収 賭 ・ 汚 職 行為 に 関わ っ 
た と し て 党 籍 を 剥奪 され た 。 続 いて 制服 組 トッ プ と 言わ れ て いた 各 伯 雄 軍 事 委員 会 副 主 席 が 狙い 撃ち 
され た 。 2015 年 3 月 、 郭 伯 雄 の 息子 ・ 郭 正 鋼 及 びそ の 親族 を 収 周 容疑 で 立件 し 、 郭 伯 雄 の 収 賭 汚職 の 
実態 を 明らか に し 、 逆 に 追い 込ん だ 。 

さら に 返す 刀 で 胡 錦 深 系 の トッ プリ ー ダ ー 達 も 李 克 強 を 除い て 次 々 と 失脚 を 余儀 な くさ れ た 。 比 較 
的 早い 時 期 で は 胡 錦 湊 の 懐 刀 と 言わ れ て いた 令 計画 が 息子 の 自動 車 事故 の 揉み 消し を 図っ た こと が 引 
き 金 と な っ て 、 彼 お よび 家族 の 汚職 収 由 が 明らか に な り 、2015 年 7 月 に は 令 の 党 籍 ・ 公 職 の 剥奪 が 決 
定 さ れ た 。 ま た 胡 錦 深 が 苦労 し て 抜 握 し た 軍 軍 中 央 の 指導 者 ・ 房 峰 輝 も 、 巨 額 の 不正 甘 財 を 行っ た と 
し て 2018 年 に 政治 的 権利 を 剥奪 され た 。 続 いて ポス ト 習 近 平 の 有力 候補 者 と 目 さ れ て いた 孫 政 が 
17 年 7 月 に 、 重 大 な 規律 違反 の 医 い が ある と し て 突如 、 重 慶 市 党 書 記 を 解任 され た 。 彼 は 江沢 民 に つ 
な が る 北京 市 前 党 書 記 ・ 買 塵 林 が 北京 市 党委 員 会 秘書 に 抜 握 し た 人 物 で あっ た 。17 年 9 月 の 政治 局 会 
議 に お いて 孫 は 、 巨 額 の 賭 略 を 受け 取る な ど 重 大 な 規律 違反 が あっ た と し て 党 籍 の 剥奪 、 公 職 追 放 の 
処分 が 決定 され た の で ある 。 

他方 で 習 近 平 指導 部 は 、 トップ レベ ル に と ど ま ら ず 全 面 的 な 反 腐 敗 闘争 を 展開 し て お り 、 習 近 平 の 
反 腐敗 闘争 で 立件 され た 人 数 は 、2.012 年 か ら 19 年 まで で 306.1 万 人 に も の ぼっ た ( 各 年 の 中 央 紀 律 
検査 委員 会 等 の 発表 を 合計 し た も の ) 。 傾 向 と し て は 12 年 以来 、 毎 年 増加 の 一 途 を た どり 18 年 に 62. 
1 万 を ピー ク に 減少 傾向 に ある 。 い ずれ に せよ 、 和 習 近 平時 代 を 通し て 継続 的 に 反 腐 敗 闘争 が 展開 され 
た こと は 、 他 の 時 代 に は 見 られ な か っ た 。 そ し て 反 腐 敗 闘争 が 、 習 近 平 体制 を 強化 する 重要 な 手段 と 
な っ て いた こと も 間違い な い 。2022 年 1 月 18 日 、 第 19 期 党 中 央 規律 検査 委員 会 第 6 回 全体 会 議 が 
開幕 し た 。 そ の 席 上 で 習 近 平 は 、 これ まで の 汚職 摘発 の 成果 を 強調 し た 上 で 、「 腐 敗 が 生ま れる 土壌 
が ある 限り 、 反 腐敗 闘争 も 終わ ら な い 」 と 、 体 制 強化 の 鍵 と し て 腐敗 摘発 が 位置 づけ られ て いる こと 
を 明らか に し た 。 


6 . 習 近 平 の 腐敗 に 対す る 姿勢 ・ 対 処方 法 


習 近 平 が 党 総 書記 に 就任 し て ほど な く 腐 敗 問題 に 徹底 的 に 取り 組む こと を 宣言 し た 時 、 前 述 し た 
「 大 虎 も 小 バ エ も 徹底 的 に 叩く 」 と 強い 姿勢 を 示し た こと は 有名 で ある が 、2022 年 1 月 18 日 に 開催 
され た 党 中 央 紀 律 検査 委員 会 全体 会 議 に お いて も 、 習 近 平 は 「 容 赦し な い 態 度 を 堅持 し て 腐敗 を 処罰 
する 」 と 力説 し て いた (『 日 本 経済 新聞 』2022.1.17) 。 習 近 平 の 腐敗 者 に 対す る 態度 は この よう に き 
わ め て 厳し い 。 何 を 意味 する の か 、。 

習 近 平時 代 の 反 腐 敗 闘争 の 狙い を 整理 し て みる と 、 以 下 の 三 つ の 側面 が 浮か び 上 が っ て くる 。 第 1 
は 、 権 力 闘 争 で 相手 を 打撃 する た め の 手 段 と し て の 側面 で ある 。 政 敵 を 打倒 する 色々 な や り 方 が ある 。 
以前 は で っ ち 上 げ ら れ た も の に せよ 、 主 に 政敵 の 思想 性 を 問題 に し て いた 。 例 えば 毛沢東 が 劉 少 奇 や 
部 小 平 を 問題 に し た 時 、「 資 本 主義 の 道 を 歩む 実権 派 」 と いっ た レッ テル が 貼ら れ た 。 部 小 平 が 華 国 
冬 を 打倒 し た 時 、 硬 直し た 毛沢東 主義 者 と し て 「 二 つの すべ て 派 」 と 批判 し た 。 こ れ に 対し て 習 近 平 
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の 場合 、 政 敵 が いか に 腐敗 ・ 汚 職 に まみ れ た 人 物 で ある か を 強調 し て 打倒 する 。 こ ご これ が うま くい け ば 
民衆 も 拍手 喝 来 する 。 

第 2 は 、 政 策 課 題 を 解決 する た め の リ ー ダ ー シ ッ プ の 強化 を 図る 側面 で ある 。 例 えば 、「 中 華 民 族 
の 偉大 な 復興 」 の スロ ー ガ ン に 示さ れる 目標 は 、 中 国 の 豊か さと 国際 的 地位 の 向上 を 目指 し た も の で 
ある 。 し か し 民衆 に と っ て より 重視 する 問題 は 、 と り わ け 部 小平 時 代 に 格差 の 拡大 が 深刻 化し 、 汚 職 
腐敗 が は び こ り 、 社 会 的 不 公正 が 墓 延 し た 状況 で あっ て 、 こ れ ら に 対し て 強い 不満 が 蓄積 され て いた 
の で ある 。 

習 近 平 は この こと を 敏感 に 察知 し 、 強 い 姿 勢 で 徹底 的 に 汚職 腐敗 の 一 掃 に 乗り 出し た 。 こ ご これ に は 多 
く の 民 衆 が 拍手 喝 来 、 習 近 平 に 対す る 支持 が 高まっ た 。 文 革 世 代 で 当時 の 辛苦 を 舐め 、 今 も 民衆 の 側 
か ら 文 筆 活 動 を 続け て いる 梁 暁 声 が 、2015 年 に 特権 階級 の 腐敗 汚職 に 対す る 習 近 平 の 上 厳しい 攻勢 に 対 
し て 拍手 喝 来 し 、 共 産 党 へ の 期待 感 を 膨らませ た 発言 を 行っ て いた (『 朝 日 新聞 』2015.8.7)。 

ある い は また 、 現 在 進め て いる 「 共 同 富裕 」 政策 を めぐ っ て 、 大 富豪 で ある IT 関係 、 石 油 関係 な 
どの オー ナー 達 に 対し て 、 汚 職 の 摘発 な ど を ちら つか せな が ら 大 規模 な 献金 を 求め 、 そ の 政策 の 推進 
に 役立た せる と いっ た 試み で ある 。 い ずれ に せよ 習 近 平 は 汚職 摘発 を フル に 活用 し な が ら 、 自 ら の 政 
策 を 推進 、 地 位 を 強化 し た と 言っ て 過言 で な い だ ろ う 。 

第 3 に 、 民 衆 か ら の 支持 を 獲得 し 権力 の 正統 性 を 保証 する 手段 と し て の 重視 で ある 。 共 産 党 は これ 
まで も 「 人 民 に 対す る 党 の 絶対 的 指導 性 」 を 強調 し て きた 。 し か し ご この 「 絶 対 的 指導 性 」 は 何 に よっ 
て 正統 化す る の か 。 意 外 に 曖昧 で ある 。 西側 の 民主 主義 諸国 で は 、「 政 権 の 正統 性 」 は 国民 が 参加 す 
る 総 選挙 で 多数 派 を 取る こと に よっ て 担保 され る 。 

中 国 の 場合 、 色 々 な 考え 方 が ある が 、 最 も 典型 的 な も の は 、 共 産 党 が それ ぞ れ の 時 代 に お いて 最も 
求め られ て いる 課題 を 積極 的 に 担い 実現 し て きた こと を アピ ー ル し 、 そ の こと を 民衆 の 側 も 受け 入れ 
て いる と 判断 され る 時 、 党 の 正統 性 が ある と みな され る 。 例 えば 、 毛 沢 東 の 時 代 に お いて は 、「 侵 略 
し て いる 外国 列強 、 伝 統 的 な 支配 勢力 を 打倒 し 、 独 立 し た 新 中 国 を つく る 核心 が 中 国共 産 党 で ある 」 
と の 主張 が 、 中 国 革命 の 勝利 に よっ て 実証 され 民衆 の 間 に 受 け 入 れ ら れ た 。 ま た 郵 小平 の 時 代 に は 、 
党 は 偶 し い 中 国 、 貧 困 に あえ ぐ 民 衆 を 救う た め に 「 近 代 化 し 豊か な 中 国 を 実現 する 」 と 主張 し 、 か な 
り 実現 し た こと に よっ て その 正統 性 が 受け 入れ ら た と 考え られ る 。 

習 近 平 の 時 代 で は 、 確 か に 「 中 華 民族 の 偉大 な 復興 」 や 、「 汚 職 腐 敗 の 一 掃 と 共同 富裕 の 実現 」 は 
民衆 の 支持 を 受け る 重要 な 正統 性 の 根拠 と な っ て いる 。 共 産 党 は これ ら を 実践 し 、 人 民 の 利益 を 最も 
代表 で きる 組織 で あり 、 全 身 全 霊 で 人 民 の た め に 奉仕 し て いる こと を 示さ ね ば な ら な い 。 ご うし た 状 
況 下 で 党員 自身 が 汚職 腐敗 を 行なっ た 場合 、 ま さ に この 正統 性 に 対す る 裏切り を 意味 する 。 こ れ は 絶 
対 的 な 徹底 的 な 断罪 の 重要 な 根拠 と な かつ て いる 。 し か し 習 近 平時 代 の 反 腐 敗 闘争 を 概観 し て みる と 、 
単に 腐敗 汚職 に 対す る 「 正 義 の 闘争 ] と し て みる だ け で は 不 十 分 で ある こと が わか る 。 そ れ 以 前 の 政 
権 も そう で あっ た が 、 習 近 平 は いつ そう 巧み に 反 汚 職 と 「 政 敵 の 打倒 ] を 結び つけ 、 政 敵 の 汚職 を 暴 
き 誇 張 し て 非難 し 、 自 ら を 悪 を 懲らしめ る 正義 の 旗手 に 見 た て て 政敵 を 打倒 する 。 「 勧 善 懲悪 」 の 漫 
画 や 映画 の よう な 話 で ある が 、 ご この よう な や り 方 で も っ て 次 々 と 政敵 が 打倒 され て いる の で ある 。 

ほとん どの 政敵 を 打倒 し た 今日 も な お 、 習 近 平 が 反 腐 敗 闘争 を 継続 し て 取り 組ん で いる 、 そ の 先 に 
ー 体 何 が 目指 され て いる の か 。 ご これ を 解く キー ワー ド は 近年 盛ん に 出張 され て いる 「 清 廉 な 政権 」 と 
いう スロ ー ガ ン で ある 。 


結び に 代え て 「 清 廉 な 政権 」 建設 を めぐ つて 
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権力 社会 が 汚職 を 生み 出す 最大 の 要因 で ある と する な ら ば 、 権 力 社 会 その も の を チェ ッ ク も し く は 
変革 する メカ ニズム が 必要 で ある 。 そ の 方 法 は 、 第 一 に 制度 、 よ り 具 体 的 に は 汚職 を 規制 し 罰する 法 
律 、 さ ら に は 法 を 有効 に 働か せる 仕組 み を 作り 出す こと が 必要 で ある 。 第 二 に は そう し た 法律 、 枠 組 
み を 尊重 し 、 そ れ を 忠実 に 執行 で きる 専門 的 な 人 材 を 提供 する こと で ある 。 第 三 に は 、 第 一 、 第 二 の 
点 を 有効 に 機能 で きる よう サポ ー ト を する 社会 的 力 が 必要 で ある 。 よ り 具 体 的 に は 、 権 力 社会 を 機能 
させ て いる 基本 的 な 方 式 は 、 権 威 に 基づく トッ プ ダ ウン の や り 方 で ある 。 こ れ に 対抗 し 、 制 限 を 加え 
る に は 、 ボ トム アッ プ を 基本 と する 市 民 の 行動 ・ 役 割 が 重要 で ある 。 汚 職 を 抑制 する 法 ・ 制 度 の 整 
備 ・ 充 実に 加え て 、 市 民 に よる 汚職 の チェ ッ ク ・ メ カニ ズム を 機能 させ 、 権 力 の 乱用 が 引き 起こ す 、 
恒常 的 な 腐敗 を 抑制 する 仕組 み を 確立 する こと が で きる の で ある 。 

日 本 の 1970 年 代 に 見 られ た 汚職 収 財 取 り 締 まり の 過程 は 、 ご この よう な 文脈 を 見 る 上 で 格好 の 事例 
で ある 。 当 時 「 今 太 韻 」 と 呼ば れ 最 高 権力 を 欲し いま ま に し て いた 田中 角栄 総理 が 、 ロ ッ キ ー ド 汚職 
事件 を めぐ っ て 嫌疑 を か けら れ 、 や が て 逮捕 され 失脚 し た 。 こ れ ま で も 権力 者 の 汚職 を めぐ る 事件 は 
た び た び 発生 し て いる が 、 最 高 権力 者 が 権力 闘争 に よっ て で は な く 失 脚 し 、 そ の 実態 が 描き 出さ れ た 
事例 は 過去 に は な か っ た 。 ロ ッ キ ー ド 事件 は 米国 ロッ キー ド 社 の 全日 空 へ の エア バス の 売り 込み を め 
ぐっ つて 、 時 の 総理 大 臣 田中 角栄 及び その 周辺 政治 家 、 丸 紅 、 全 日 空 、 児 玉 蒼 士 夫 、 小 佐野 賢治 ら が 絡 
みあ っ た 戦後 最大 規模 の 汚職 疑獄 事件 で あっ た 。 

1976 年 2 月 、 米 国 上 院外 交 委員 会 の 公聴 会 で ロッ キー ド 社 副 会 長 ら の 証言 に よっ て エア バス 売り 込 
み に 30 億 円 以上 の 不正 資金 が 使わ れ た こと が 明らか に され た 。7?6 年 10 月 の 国会 中 間 報 告 で 国会 議 
員 17 名 、 民 間 人 ・ 官 僚 な ど 約 460 名 が 尋問 を 受け 、 う ち 逮 捕 者 は 18 名 に の ぼっ た 。83 年 の 一 審 東 
京 地 志 で 田中 に 懲役 4 年 の 実刑 判決 が 言い 渡さ れ た 。 ご の 過程 で 当時 の 内 閣 総 理大 臣 ・ 三 木 武 夫 は 、 
行政 権 の 司法 権 へ の 介入 を 否定 し 、 粛 々 と 法律 に 基づく 事件 の 処理 手続 き が 進め られ た 。 さ ら に メデ 
ィ イィ ア が し っ か り と 大 々 的 に この 事件 を 報じ た こと で 、 国 民 の 関心 、 監 視 の 目 も 強まり 、 時 の 権力 者 た 
ち は 上 厳し く 批判 ・ 弾 効 さ れ 、 概 ね 公平 に 事件 処理 が な され た 。 ロ ッ キ ー ド 事件 は 、60 年 代 半 ば 以降 積 
極 的 に 取り 組ま れ て いた 水俣 裁判 な ど 反 公害 運動 と 合わ せ て 、 市 民 の 政治 的 意識 を 高め る 重要 な 契機 
と な っ た 。 司 法 の 独立 、 メ ディ ア の 自由 な 報道 の 保障 、 市 民 の 政治 意識 の 高まり が 政治 権力 の 横暴 な 
振る 舞い 、 汚 職 事件 の 抑制 に 極め て 重要 で あっ た 貴重 な 事例 で ある 。 

話 を 中 国 に 戻 そ う 。2000 年 代 に は 経済 が 発展 し 豊か さ が 広 が つた 中 国 に お いて 、 中 間 層 ・ 市 民 と 呼 
ば れる 人 々 が 増大 し 、 同 時 に イン ター ネッ ト な ど ソ ー シ ャ ル ・ メ ディ ア が 急 速 に 発展 し て いっ た 。 強 
引 な 開発 事業 に 伴う 社会 的 な 不正 、 権 力 の 横暴 に 対し て 実際 行動 や ソー シャ ヤル ・ メ ディ ア を 使っ て 、 
広く 抗議 の 発言 を する よう に な っ て きた 。 非 政府 組織 が 雨後 の 御 の よ うに 増大 し 、 そ れ ら の 自主 的 な 
活動 も 顕著 に な っ て いっ た 。 新 聞 ・TV な ど 報 道 の 自由 も 広がり 、 社 会 は 活気 を 取り 戻し て いた 。 

し か し 習 近 平 の 時 代 に な っ て 、 メ ディ ア の 自由 、 知 識 人 の 発言 な ど が 極端 に 抑圧 ・ 制 限 さ れる よう 
に な り 、 活 気 ある 社会 は 一 緒 に 冷え 込ん で いっ た 。 し か も 本 論 の 文脈 で 言う な ら ば 、 恒 常 的 に 腐敗 を 
抑制 する 法 の 整備 、 チ ェ ッ ク ・ ア ンド ・ バ ラン ス の メカ ニズム が 育つ て いな い 。 そ れ ど ご ころ か 現在 の 
権力 者 た ち は そ うし た 条件 の 育成 すら 否定 し て いる 。 そ し て 反 腐 敗 で 強調 し て いる 中 身 は 、「 徳 を 優 
先 さ せ 、 根 本 の 基礎 を 固め 、 自 律 的 に 清廉 と な る よう な 準則 を 制定 する 」 (『 十 九 大 以来 重要 文献 選 
編 』 上 : 21) で あり 、 そ の 具体 的 な 内 容 が 、「 中 央 八 項 規定 」 (簡素 、 誠 実 、 規 律 遵守 、 人 節約 励行 と 
いつ た 幹部 の 質 の 向上 を 求め る 規定 ) で あっ た 。 ま た ほぼ 同じ 時 期 に 提唱 され た 「 三 公 消 費 」( 公 用 
車 の 私 用 、 公金 に よる 宴会 、 公 金 に よる 不当 な 海外 旅行 )、「 四 風 」 (形式 主義 、 官 僚 主 義 、 享 楽 主 
義 、 殴 沢 主義 ) に 甘んじ て いる 、 幹 部 の 日 常 生 活 の あり 方 を 編 す こと に 力点 が 置か れ て いた 。 
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そこ で や が て 登場 し こく る アイ ディ ア が 「 清 廉 な 政権 」 の 建設 と いう 発想 で あっ た 。 上 海 社会 科学 
院 法学 研究 所 の 警報 室 主任 で ある 殊 昌 東 教授 は 、 腐 敗 に 対す る ガバ ナン ス と し て 「 中 国 モ デル 」 を 提 
唱 し て いる が 、 そ れ を 「 新 権威 主義 の 腐 履 ガ カバ ナン ス ・ モ デル 」 と 表現 し て いる 。 新 権威 主義 は 天安 
門 事件 の 前 夜 、 民 主 化 の 加速 を 図る か 、 経 済 発展 の た め に 政治 安定 を 重視 する か の 論争 で 登場 し た 主 
張 で あり 、 後 者 を 主張 する 人 々 が 「 新 権威 主義 ] を 唱え た 。 ご この 中 の 有力 人 物 の 一 人 が 前 述 し た 王 漏 
寧 で あっ た 。 和 殊 は 「 権 威 主 義 の ガバ ナン スモ デル は 中 央 指導 集団 に 依拠 する も の で 政治 指導 者 個人 の 
指導 に 依拠 する も の で は な い 」 と 指摘 し て いる が 、 王 漏 寧 た ちか つて の 「 新 権威 主義 論者 の 主張 は 、 
リー クア ン ユ ー や 経 国 ら を 例え に 挙げ な が ら 政 治 的 権威 を 一 人 の 政治 指導 者 に 集中 させ 、 そ の 指導 
力 に よっ て 強力 に 近代 化 を 進め る こと を 主張 し て いた 。 お そら く 王 漏 寧 が か つて の 主張 を 維持 し て い 
る な ら ば 、 習 近 平 個 人 の 政治 的 権威 を 高め 、 政 治 的 安定 を 図 ろ うと し て いる の で は な いか 。 

は さら に 、 ガ バナ ンス の た め の 立 法 を 規範 体系 と し て 明確 に し 厳格 に すべ き で ある が 、 そ の た め 
に は 党 内 の 法規 範 を より 効率 的 な ちの に し 、 党 紀 律 を 国法 より 厳格 に すべ き で ある と の 認識 に 立っ つて 
いる 。 要 する に 、「 党 指導 者 も 法 の 前 で は 平等 で ある 」 と 言わ れ た 改革 初期 の 考え 方 が クリ ア に 佑 定 
され 、 党 の 紀 律 を 国 の 法律 の 上 位 概念 と し て 扱 つ て いる の で ある "。 

さら に 2018 年 3 月 、 第 13 期 全 国人 民代 表 大 会 第 1 回 会 議 は 「 検 圭 法 」 を 採 択 し た 。 そ こ で は 「 国 

家 検 索 体 制 の 改革 は 全局 面 に 関連 し た 重大 な 政治 改革 で あり 、 国 家 検 制 度 の トッ プ ダ ウン 設計 の 方 
式 で あり 、 反 腐敗 立法 の 重要 な 内 容 で ある 」 と 力説 し て いた ( 英 洪 一 ) 。 つ まり 検 圭 法 を 軸 と し た ガ 
同和 d6 「 清 廉 な 政権 」 を 形作る 基礎 な の で ある 。 反 腐敗 闘争 に よっ 

、 腐 敗 に 関連 し た 人 物 が 岳 発 され 「 検 索 法 」 に よっ て 断罪 され る 。 「 清 廉 な 政権 」 と は 、 極 論 的 に 
寺 B い ED ラ も 仙人 の の 時 
する よう な 、 あ る い は 秩序 を 混乱 させ る よう だ 発言 ・ 行 動 が 見 られ た 時 に は 、 直 ち に 摘発 し 「 検 宗 
法 」 で 封じ 込め る 。 従 順に 体制 的 秩序 の 中 に いる 限り は 、 物 質 的 な 恩恵 は 保証 され る 、 い わ ゆ る 「 詩 
福 な 監視 国家 」 の 出現 で ある 。 

党 指 導 の 絶対 性 、 す な わ ち 「 権 力 の 至高 性 」 は 結局 は 、 古 き 時 代 も 今日 も 変わ や っ つて いな い 。 現 在 は 
「 権 力 の 至高 性 ] が より 強化 され 精 級 化 さ れ て きた と 言え よう 。 つ まり 最高 の 権力 は 外部 か ら は チェ 
ッ ク さ れ 、 規 制 さ れる こと は な い の だ 。 そ れ ゆ え < 権力 社会 一 腐敗 一 反 腐 敗 > の 構造 的 な サイ クル は 
機能 し 続け る と 言え る か も し れ な い 。 
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第 4 章 
『 族 門 日 報 』 掲 載 記事 に みる 「 体 制 改革 派 」 習 近 平 の 横顔 
ー 一 族 門 時 代 (1985 ン 1988 年 ) の 反 腐 敗 、 開 放 政 策 、 政 治 ・ 経 済 改革 一 一 
$ 負 木 隆 
1. は じ め に 


本 稿 の 目的 は 、 現在 の 中 華人 民 共 和 国 (以下 、 中 国 と 略記 ) の 最高 指導 者 で ある 習 近 平 に つい て 、 
族 門 市 政府 の 副 市 長 職 を 務め て いた 時 期 (1985 年 6 月 て 1988 年 6 月 ) を 対象 に 、 官僚 政治 家 と し て 
の 当時 の 政治 的 人 物 像 を 、 同 時 代 史 料 に 基づい て 再 構成 する こと に ある 。 そ の 際 に 依拠 する 主 な 分 
析 材 料 は 、 現 地 新 聞 の 『 族 門 日 報 』( 中 国語 は 護 門 日 報 ) で ある 。 

1985 年 6 月 、 32 歳 の 誕生 日 の 当日 、 習 近 平 は 、 前 任 地 の 河北 省 正定 県 か ら 福建 省 の 経済 特区 で あ 
る 族 門 市 の 副 市 長 に 着任 し た 。 この 時 の 心境 に つい て 、 の ち に 習 近 平 は 、「 改 革 の 実践 と 開放 の 実践 
を 試す こと が で きる 」 と の 期待 を 抱い て 、「 大 喜び で 族 門 に や っ て 来 た 」 と 回 顧 し て いる [ 呉 巧 平 ・ 
王 蔽 2006]。 

だ が 、 当初 の 楽観 的 な 気持 ちと 予想 に 反し て 、 護 門 で の 3 年 間 は 、 「 非 常に 困難 な 苦し い 学 習 の 過 
程 ]」 で あっ た 。 そ うし た ほろ 苦い 現実 は 、 幹 部 と し て の 個人 の 力量 不足 ( 習 近 平 自身 の 言葉 を 借り 
れ ば 、 「 初 め て の 市 レベ ル の 幹部 ポス ト へ の 就任 」「 初 め て の 都市 行政 の 直接 体験 」「 沿 海 発展 地域 の 
改革 開放 政策 に 対す る 初め て の 直接 参加 」) の ほか に も 、「 特 区 の 業務 に つい て 、 誰 も 経験 を 持ち 合 
わせ て いな か っ た 」 と い ラ 改革 開放 初期 の 時 代 的 制約 も 反映 し て いた 。 往時 を 振り 返り つつ 、 習 は 、 

「 族 門 は 私 の 人 生 に 多く の 修練 」 を 課 し 、 そ れ ら は 「 の ちの 私 の 活動 に 非常 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し 、 
大 き な 助 け と も な っ た 」 と 語っ て いる [ 同 前 ]。 

筆者 の みる と ころ 、 護 門 時 代 に お ける 習 近 平 の 政治 的 事績 の 討 究 は 、 先 行 研究 で 十分 に 検討 され 
て ご な か っ た 、 次 の 2 つの 問い に 対す る 初歩 的 な 答え を 提供 する で あろ う 。 

1 つ は 、2012 年 の 中 国共 産 党 総 書記 へ の 就任 以来 、 荷 烈 と も いえ る 腐敗 摘発 を 遂行 し て きた 習 近 
平 の 腐敗 ・ 反 腐敗 観 は 、 い か に し て 形成 され た か 。 い ま 1 つ は 、 国 政 の 頂点 に 立つ 以前 、 特 に 1989 
年 6 月 の 天安 門 事 件 の 発生 前 、 保 守 派 と 改革 派 の 政治 的 駆け 引き と と も に 、 改 革 の 機運 が 盛り 上 が 
っ て いた 放 門 時 代 の 政治 社会 の 中 で 、 政 治 改 革 を めぐ る 習 近 平 の 認識 ・ 態 度 ・ 行 動 は いか な る も の 
で あっ た か 。 

本 論文 で は 、 従 来 の 研究 で 利用 され た 形跡 が 全く な い 『 族 門 日 報 』 の 史料 調査 の 成果 を 十分 に 利 
用 し て 、 ご これ ら 2 つの 問題 の 解明 に 努め る 。 


2. 反 腐 敗 運 動 の 原点 と し て の 「 税 収 ・ 財 務 ・ 物 価 大 検査 」 


1985 年 6 月 の 族 門 着任 後 、 副 市 長 と し て 習 近 平 が 取り 組ん だ 初め て の 大 き な が 仕事 は 、 経 済 特区 の 
市 場 規 律 の 整備 と 経済 犯罪 の 摘発 で あっ た 。 習 近 平 は 、 税 財政 を めぐ る 各種 の 法令 ・ 紀 律 違 反 の 摘 
発 運 動 の 責任 者 を 務め た 。 

「 税 収 ・ 財 務 ・ 物 価 大 検査 」 (以下 、 大 検査 と 略記 ) と 呼ば れる この 運動 は 、 脱 税 や 汚職 の 取り 締 
まり な ど と も に 、 党 上 員 や 幹部 の 綱紀 粛正 (中 国語 は 作風 ) と 反 腐 敗 の 思想 イデ オロ ギー 教育 の 意義 
も 有 し て いた 。 そ れ ゆ え 、 毛 沢 東 時 代 の 「 三 反 五 反 」 運動 や 「 四 清 」 運動 な ど 、 経 済 活動 の 不正 の 
暴露 を 目的 と し た 大 衆 動員 型 の 政治 キヤ ン ペ ー ン の 性 格 を 部 分 的 に 反映 し て いた 。 
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族 門 の 大 検査 は 、 市 場 経済 と 政治 腐敗 に 対す る 習 近 平 の 認識 形成 を 考え る 上 で 、 重 要 な 手がかり 
を 提供 し て いる 。 


(1) 大 検査 の 概要 : 初回 (1985 年 ) キャ ン ペ ー ン の 実施 過程 を 例 と し て 
a. 開 始 、 動 員 段 階 


第 1 回 目 の 大 検査 は 、1985 年 9 月 末 か ら 1986 年 4 月 初め まで 、 お よそ 約 6 カ月 間 実施 され た 。 
1985 年 9 月 、 市 政府 は 、「 族 門 市 税収 ・ 財 務 大 検査 動員 大 会 」 と 称す る 大 規模 集会 を 開催 し た 。 党 
と 政府 の 関係 部 門 の 幹部 、 企 業 責 任 者 、 税 務 ・ 財 務 ・ 会 計 の 各部 局 の 人 員 か ら な る 約 1000 名 の 出席 
者 を 前 に 、 習 近 平 は 、「 大 検査 の 業務 の 重要 性 と 必要 性 へ の 認識 を 高め 、 こ の 活動 を 着実 に 、 か つ 、 
終始 一 貫 、 最 善 を 尽く し て 立派 に 行う べき 」 ご こと を 要求 し た [ 族 門 日 報 1985.9.26]「。 

大 検査 の 実施 理由 に つい て 、 同 じ 『 族 門 日 報 』 の 記事 は 、 直 近 の 財政 状況 は 良好 で ある も の の 、 
「 全 局 観念 の 不足 ] の た め 、 一 部 の 部 門 や 単位 が 組織 利益 を 重視 し 、「 税 金 の ご ま か し と 脱税 を 行い 、 
財政 経済 紀 律 の 違反 状況 が 豊 延 し て いる 」 こと 。 そう し た 状況 が 、 「 国 家 の 財 政 収入 の 減少 だ け で な 
く 、 改 革 の 妨害 と 幹部 の 腐 改 を も た らし 、 党 と 社会 の それ ぞ れ の 風紀 を 堕落 させ て し まう 」 ご こと を 
挙げ て いる 。 後者 に 関し 、 同 じ く 動員 大 会 で 発言 し た 別 の 副 市 長 は 、「 大 検査 は 、 国 家 の 法 令 遵 守 と 
法制 観念 強化 の た め の 教 育 」 で あり 、 「 共 産 党員 に つい て いえ ば 、 党員 と し て の 自覚 と 行動 (中 国語 

は 党 性 ) の 教育 」 を 兼ね て いる 点 を 強調 し た [ 同 前 ]。 

1985 年 10 月 、 護 門 市 政府 は 、 大 検査 の 実施 を 正式 に 通知 し た 。 通 知 文書 で は 、 運 動 の 指導 グル 
ー プ 、 検 査 活動 の 内 容 や 実施 方 法 、 違 法 行為 の 処分 等 に 関し 、 お お お むね 、 以 下 の 方 針 が 示さ れ た 
[1985.10.17Z]。 これ ら は 、2 回 目 以 降 の 大 検査 で も 、 基 本 的 に 踏襲 され た 。 


① 指 導 グ ルー プ 

市 政府 は 、 特 設 の タス ク フ ォ ー ス で ある 「 谷 導 小 組 」 を 設立 し 、 習 近 平 が 組長 に 就任 し た 。 副 組 
長 に は 、 市 政府 の 副 秘 書 長 、 及 び 、 税 務 ・ 財 政 ・ 会 計 検査 の 各局 長 が 名 を 連ね 、 市 紀 律 検査 委員 会 
を 含 お 関係 部 門 の 責任 者 も 、 小 組 に 参加 し た 。 護 門 の 県 ・ 区 の 下級 政府 で も 類似 の 小 組 が 成立 し た 。 
百 近 平 は 、 彼 の 邦 門 時 代 に 行わ れ た 計 3 回 の 大 検査 の 全て で 、 領 導 小 組 の 組長 職 を は じ め 、 キ ャ ヤン 
ペー ン の 責任 者 を 務め た 。 


(② 違 法 行為 の 内 容 

検査 を 通じ て 摘発 すべ き 主 な 事業 は 、 次 の と お り で ある 。(。) 納 税 義 務 を 負っ つて いる 個人 、 企 業 、 
行政 機関 、 公 的 団体 に よる 脱税 、 税 の 違法 な 減免 措置 の 有無 、(b) 国 庫 に 納め る べき 収入 や 資金 の 隠 
匿 、 納 税 拒否 、(c) 物 供 の 不当 な 値上げ 、 原材料 と 製品 の 違法 な 転売 、(d) 外 貨 の 違法 な 取引 、(e) 報 奨 
金 や 手当 の 乱発 、(⑪ 公 金 に よる 接待 、 贈 答 、 浪 費 、 汚 職 、 投 機 的 取引 、 贈 収 賭 の 有無 。 


③ 検 査 対象 と 実施 方 法 

族 門 市 内 に 所 在 す る すべ て の 企業 、 行 政 機関 その 関連 団体 を 対象 と する 。 そ れ ら の 内 部 監査 と 
結果 の 自己 申告 、 及 び 、 税 務 ・ 財 政 ・ 会 計 検査 な どの 公 的 機関 に よる 重点 団体 へ の 外部 検査 を 組み 
合わ せ て 、 綱 羅 的 な 検査 の 仕組 み が 整 えら れ た 。 


ー 


記述 の 重複 を 避け る た め 、 以 下 の 文 中 で は 、『 族 門 日 報 』 の 記事 は 掲載 の 年 月 日 の み 記す 。 
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(④ 培 法 行為 へ の 対応 と 処罰 

脱税 額 の 多胡 や 法令 ・ 紀 律 違 反 の 摘発 状況 な ど に 応じ て 、 処 分 の 軽重 が 考慮 され る 。 例 えば 、 自 
発 的 に 申告 され た 納税 の 不備 に つい て は 、 不 足 ・ 滞 納 分 を 速やか に 納付 すれ ば 、 特 段 の 処分 や 罰金 
を 免れ る 。 検 査 拒否 、 虚 偽 報告 、 外 部 監査 で の 発見 等 の 場合 は 、 延 滞 金 や 追徴 金 の 徴収 の ほか 、 会 
計 担 当 者 や 監督 責任 の 立場 に ある 幹部 の 責任 が 追及 され る 。 汚 職 、 贈 収 賭 、 投 機 的 取引 な どの 犯罪 
に 手 を 染め た 者 に は 、 法 的 制裁 が 科 さ れる 。 


b. 実 施 、 途 中 経過 段階 


初回 の 大 検査 で 、 検 査 対 象 と な っ た 企業 と 行政 機関 、 そ の 関連 団体 の 数 は 、 計 7515 に 達し た 。 税 
務 、 財 政 、 会 計 検査 、 銀 行 な ど 各部 門 か ら 選 抜 さ れ た 約 600 名 の 人 員 が 、 検 査 グ ルー プ を 組織 し 、 
重点 対象 ( 計 3205) の 外部 監査 を 担当 し た 。 そ の 半数 は 、 全 民 所 有 制 企業 (国営 企業 ) で 占め られ 
た [1986.4.4(a)]。 

大 検査 の 過程 で は 、 徴 税 を 糸口 と し て 、 企 業 の 経営 活動 全般 の 健全 化 と 法令 順守 、 各 種 違 法 行為 
の 取り 締まり 強化 が 進め られ た 。 習 近 平 が 主宰 し て 1985 年 12 月 に 開か れ た 市 政府 の 会 議 で は 、「 企 
業 の 整理 整頓 と 財政 経済 紀 律 の 大 検査 」 の 途中 経過 と し て 、1984 年 に 設立 され た すべ て の 企業 ( 計 
1065 社 ) に つい て 、 表 1 の 結果 が 報告 され た [1985.12.12]。1985 年 12 月 10 日 時 点 で 、(① 脱 税 と 税 
の ご ま か し 、 計 1032 万 元 (国庫 へ の 回 収 金額 533 万 元 ) 、 ② 規 定 に 反し た 税 の 納付 不足 、 計 3124 万 
元 ( 同 2098 万 元 ) が 発見 され た [1985.12.18]。 


表 1 1984 年 に 設立 され た 族 門 市 の 企業 の 各種 問題 状況 


企業 の 経営 活動 に 関す る 不良 な 状況 該当 する 企業 数 (全体 に 占め る 割合 ) 
特定 の 労働 者 と 就業 場所 が な く 、 経 営 内 容 が 不明 確 11 (1.09%) 
企業 の 名 称 と 経営 実態 が 合致 し て いな い 19 (1.8%) 
申告 され た 資本 金 よ り も 実際 に は 不足 し て いる 418 (39.3596) 
経営 内 容 に 問題 が ある 約 150 ( 約 14%) 
各種 の 法令 違反 124 (11.69%) 


(出典 )『 族 門 日 報 』1985 年 12 月 12 日 。 


c. 総 括 、 終 了 段 階 


初回 の 大 検査 は 、1986 年 4 月 初め に 開か れ た 「1985 年 税収 ・ 財 務 大 検査 総括 表彰 大 会 」 で 正式 に 
終了 し た 。 大 会 で は 、 活 動 へ の 貢献 が 認め られ た 団体 と 個人 ( 各 60、258 名 ) が 表彰 され た [1986.4.4(b)]。 
また 、 同 年 2 月 15 日 時 点 で 、 摘 発 さ れ た 法令 ・ 紀 律 違反 の 総額 が 4601 万 元 に 達し 、 大 部 分 が 国庫 
に 回 収 さ れ た こと を 報告 する と と も に 、 人 々 の 「 法 制 観念 が 強まり 、 党 の 風紀 の 是正 と 社会 の 風紀 
の さら な る 向上 の 促進 に と っ て 積極 的 役割 を 果たし た 」 と の 総括 を 行っ た [1986.4.4(a)]。 

大 会 で の 演説 に お いて 、 習 近 平 は 、 こ れ ら の 実績 を 承認 する 一 方 、 思 想 ・ 組 織 ・ 制 度 の 3 つの 方 
面 か ら 、 今後 の 対策 の 必要 性 を 指摘 し た 。 すなわち 、 思想 面 で は 、 幹部 と 大 衆 の 政治 教育 を 強化 し 、 

「 資 本 主義 の 腐敗 し た 思想 の 侵食 を 放置 し て は な ら な い 」 こと 。 法 の 執行 と 監督 の 担当 者 は 、「 ト ラ 
ブル や 他人 の 恨み を 買う の を 恐れ る 考え 」 を 克服 し 、 「 法 の 上 厳格 な 遵守 と 運用 、 違法 行為 の 追及 を 断 
固 実行 する 」。 組織 面 で は 、 関係 機関 に よる 検査 監視 の 恒常 化 の た め 、 専門 の 常設 機関 の 設置 を 提案 
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し た 。 制 度 面 の 改善 策 は 、 人 資金 管理 (企業 の 未 払 ・ 未 収 金 、 銀 行 保有 の 現金 な ど ) の 徹底 な ど で あ 
る [1986.4.4(b)]。 

ご の うち 組織 体制 の 整備 に つい て は 、1987 年 6 月 、「 市 人 民 検 吉 院 派 駐 市 税務 局 検索 室 」 が 成立 
し た [1987.6.10]。 これ は 、 検 圭 院 の 出先 機関 と し て 税務 局 の 内 部 に 検索 室 を 設置 し た も の で 、 管轄 区 
域 の 脱税 や 納税 拒否 、 税 務 部 門 の 業務 人 員 の 汚職 事件 の 処理 に 責任 を 負う と され た 。 検 圭 室 の 成立 
大 会 で 、 習 近 平 は 、 「 脱 税 と 納税 拒否 の 番 査 と 処分 に 注力 し 、 典型 的 な 事件 の 公開 処理 を 通じ て 教育 
効果 を 広め 、 納 税 者 の 依 法 納税 の 観念 を 強化 する こと で 、 国 家 の 税法 の 円 滑 な 足 徹 執行 」 の 実現 す 
る よう 求め た 。 


(2) 第 2 回 (1986 年 )、 第 3 回 (1987 年 ) の キャ ン ペ ー ン の 特徴 
a. 物 価 動 向 へ の 留意 


第 2 回 目 の 大 検査 は 、1986 年 11 月 か ら 1987 年 1 月 の 春節 前 まで 、 約 3 カ月 の 間 行わ れ た 。1986 
年 11 月 に 「 税 収 ・ 財 務 ・ 物 価 大 検査 動員 大 会 」 が 開か れ 、 習 近 平 が 領 導 小 組 の トッ プ に 就任 し た 
[1986.11.12]。 検 査 対象 は 納税 義務 を 負う すべ て の 個人 と 組織 、 内 部 と 外部 の 監査 の 併用 、 違 反 状 況 
を 設 本 し た 処理 対応 な ど 、 基 本 的 な 段取り は 変わ ら な い 。 た だ し 、 上 記 大 会 の 名 称 が 示す と お り 、 
2 回 目 以降 は 、 物 価 動向 も 調査 項目 に 追加 され た 。 

習 近 平 の 族 門 時 代 、 最 終 回 と な っ た 第 3 回 目 の 大 検査 も 、1987 年 10 月 か ら 12 月 に か け て 、 同 じ 
く 約 3 力 月 の 日 程 で 実施 され た [1987.9.7]。 こ ご この間 、 中 国共 産 党 第 13 回 全国 代表 大 会 (以下 、13 回 
党 大 会 と 略記 ) が 挙行 され 、 中 国 全 土 が 「 政 治 の 季節 」 を 迎え て いた 。 

ご の 時 の キャ ン ペ ー ン 開始 に 際 し て も 、 習 近 平 は 、 「 財 政経 済 紀 律 を 厳格 に し 、 特区 の 改革 開放 の 
た め に 良好 な 社会 経済 環境 を 創り 出す 」 と の 目標 を 掲げ 、 こ れ を 「 官 僚 主 義 に 反対 し 、 不 正 の 風紀 
を 正す こと と 緊密 に 結び 付け る 」 よう 強調 し た [1987.10.10]。 物価 動向 の 管理 に つい て は 、 「 大 衆 を 広 
範 に 動員 し て 、 商 品 の で た ら め な 値上げ と 旨 用 の 勝手 な 徴収 」 の 告発 を 奨 励 す る 一 方 、 工 商業 な ど 
の 関連 部 局 に よる 「 市 場 物 価 の 点検 監督 」 強化 を 指示 し た 。 


b. 《 反 腐敗 一 改革 開放 一 社 会 的 安定 確保 > の 均衡 点 の 模索 


族 門 時 代 の 1980 年 代 後半 に 、 自 身 を 責任 者 と し て 展開 され た 大 検査 の 運動 は 、 習 近 平 の 政治 認 
識 に お いて 、2 つの 問題 へ の 思索 を 深め る きっ か け と な っ た と 思わ れる 。 

1 つ は 、 経 済 特 区 を 筆頭 に 、 全 国 的 に 高まり つつ あっ た 改革 開放 一 一 当時 の 政治 的 術語 は 「 対 外 
開放 、 国 内 活性 化 (中 国語 は 対内 捕 活 ) 」 一 一 の 政治 的 流れ を 、 腐 敗 対 策 の 強化 に よっ て 委 縮 させ 
る こと な し に 、 未 整備 未 発達 の 市 場 規律 を どの よう に 制度 化す る か 。 そ の 政策 的 力点 と 政治 行政 の 
具体 的 指導 の あり 方 を いか に 調整 する か と いう 問題 で ある [1985.12.18]。 習 近 平 は 、 大 検査 の 期間 
を 通じ 、(①「 改 革 ・ 開 放 ・ 岳 活 を 支持 する と と も に 、 法 令 ・ 紀 律 違反 の 行為 を 真剣 に 検査 し て 厳 
粛 に 処理 すべ き で あり 、 そ の よう に し て 改革 の 円 滑 な 進行 と 健全 な 発展 を 保証 する ] こと 、(② 実 
際 の 検査 で は 、「 企 業 と 団体 の 改革 の 積極 性 ]」 と 「 企 業 の 合法 的 権益 ] に 注意 を 払う 一 方 、「 法 に 背 
き 紀 律 を 乱す 種々 の 行為 を 真面目 に 検査 処理 すべ き 」 ご こと を 繰り 返し 述べ て いた [1986.11.12: 
1987.10.10]。 

大 検査 を めぐ る いま 1 つの 課題 は 、 物 価 の 安定 工作 に 代表 され る 、 市 場 経済 化 過 程 に お ける 大 衆 
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の 関心 事 へ の 配慮 で ある 。1987 年 1 月 27 日 付 の 『 邦 門 日 報 』 紙 に は 、 当 時 の 市 民生 活 に 大 き な 負 
担 と な っ て いた 物価 の 高騰 に つい て 、 「 市 政府 で 物価 業務 を 所 管 し て いる 副 市 長 ] の イン タビ ユー 
事 が 掲載 され た [1987.1.27]。 ご の 副 市 長 の 氏名 は 記さ れ て いな い が 、 十 中 八 九 、 習 近 平 その 人 で あ 
と 内 

記事 に よれ ば 、 イ ン フ レー ショ ン の 抑制 と 物価 の 安定 の た め 、 市 政府 は 、 一 方 で は 、 食 品 を 中 心 
に 生産 供給 の 拡大 を 支援 し つつ 、 他方 で は 、 商品 の 買い 占め と 売り 惜しみ 、 値段 の 不当 な つり あげ 、 
違法 な 転売 の 取り 締まり な ど に 尽力 し て いる 。 習 近 平 と 思しき 人 物 は 、「 つ まる と ころ 、 我 々 は 、 市 
場 の 捕 活 を 強調 する と と も に 、 管 理 を 強め 、 多 く の 消 費 者 の 利益 を 適切 に 守ら な けれ ば な ら な い 」 
と 述べ て 、 イ ンタ ビュ ユー を 締め くく っ て いる 。 

以上 の 叙述 に み ら れ る と お り 、 誘 門 時 代 の 1980 年 代 後 半期 に 、 税収 ・ 財 務 ・ 物 価 大 検査 の 遂行 責 
任 の 経験 は 、 市 場 経済 化 と 政治 腐敗 に 関す る 習 近 平 の 政治 認識 の 形成 に と っ て 、 次 の 3 つ を 重視 す 
る 方 向 で 作用 し た 。 

第 一 に 、 大 衆 動員 型 の 政治 キヤ ン ペ ー ン に よる 経済 犯罪 の 摘発 、 及 び 、 そ れ に よる 幹部 の 綱紀 粛 
正 と 民衆 の 政治 教育 の 推進 で ある 。 

第 二 に 、 市 場 化 を 柱 と する 経済 改革 と 並行 し て 強化 され る べき 、 国 家主 導 の 市 場 規律 確立 の 努力 
と 各種 経済 主体 へ の 監督 で ご ある 。 ご の 点 、 大 検査 の デ テーマ は 、 国 防 や 治安 維持 と と も に 、 国 家 の 最 
も 枢 要 な 強制 力 の 1 つ で ある 徴税 権 の 強化 で あっ た 。 

第 三 は 、 〈 反 腐敗 の 追求 一 経済 改革 の 推進 市 場 経済 化 の 中 の 安定 確保 >) と いう 3 つの 課題 の 政治 
的 均衡 点 の 模索 で ある 。 特 に 安定 確保 に つい て は 、 物 価 の 動向 が 政治 社会 に 与え る 影響 カ の 大 き さ 
で ある 。 

以上 の 3 点 は 、 そ れ へ の 理解 と 対応 の 不 十 分 さ が 、 放 門 の 次 の 任 地 で ある 寧 徳 地区 で 習 近 平 が 遭 
山 し た 、1989 年 の 天安 門 事 件 の 背景 要因 で も あっ た 。 そ れ ゆ え 、 繰 り 返 し て は な ら な い 失 敗 と 反省 
と し て 、 事 件 後 の 習 近 平 の 脳裏 に 刻ま れる こと と な っ た | 鈴木 2017]。 


3. 経済 協力 を 主眼 と する 開放 政策 の 推進 


族 門 時 代 の 習 近 平 は 、「 改 革 開 放 」 の 2 つの 政策 領域 、 す な わ ち 、「 体 制 改 革 ] と 「 開 放 政策 」 の 
各 方 面 で も 、 活 躍 の 場 を 与え られ た 。 前 者 は 次 節 で 扱う こと と し 、 本 人 節 で は 、 後 者 に 対す る 習 近 平 
の 関わ り を 確認 する 。 

対外 開放 の 窓口 と し て 国内 外 か ら の 期待 を 集め て いた 経済 特区 の 幹部 と し て 、 習 近 平 は 、 誘 門 市 
と 国内 外 の 諸 地 域 と の 経済 協力 の 拡大 に 注力 し た 。 『 族 門 日 報 』 の 報道 か ら は 、 複数 名 いた 副 市 長 の 
うち 、 習 近 平 が 、 前 節 で みた 税 財政 分 野 と と も に 、 対 外 ・ 対 内 経済 の 協力 連携 の 旗 振り 役 と し て の 
職務 を 担当 し て いた こと が 鶏 える 。 習 近 平 は 、 護 門 の 経済 開放 の 主要 な 責任 者 の 1 人 で あっ た 。 


(1 ) 外国 経済 ミッ ショ ン へ の 対応 


百 近 平 が 族 門 に 勤務 し た 1980 年 代 後半 期 、 対外 経済 の 先進 地 で ある 経済 特区 に 対し 、 外国 か ら 寄 
せら れる 関心 と 期待 は 、 依 然 相当 に 高かっ た 。 習 近 平 は 、 副 市 長 と し て 、 護 門 市 の 党委 員 会 や 政府 
の 幹部 と と も に 、 来 訪 し た 外国 要 人 や 視察 団 な ど と の 会 談 に 頻繁 に 同席 し た 。 ま た 、 人 外国 投資 呼び 
込み の アビ ピー ル な ど 、 謀 門 の 対外 経済 発展 の た め 、 市 側 ホ スト と し て 、 習 みず か ら 、 海 外 の 経済 ミ 
ッ シ ョ ン に 積極 的 に 応対 し た 。 表 2 に は 、『 族 門 日 報 』 の 関連 記事 の うち 、 主 な も の を まとめ た 。 
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表 2 習 近 平 が 面会 し た 経済 協力 関連 の 主 な 外国 訪問 団 (1985 ン 1988 年 ) 


概 要 


(国際 機関 ) 


世銀 グル ー プ の 国際 金融 公社 (IFC: 


International Finance Corporation) 


一 行 


・ 訪 問 目的 は 、IFC を 中 心 と する 外国 金融 機関 と 中 国 農業 銀 
行 の 共同 出資 に より 、 虜 門 で の 銀行 設立 計画 の た め 、 現 地 
視察 と 協議 


(日 本 ) 
安田 信託 銀行 の 訪中 
(団長 は 山口 吉雄 社長 ) 


ー ス の 工商 業 代表 団 


・ 訪 問 目的 は 、 護 門 経済 特区 の 状況 や 投資 環境 な ど 理 解 の 
促進 、 日 中 両国 の 中 小 企業 の 経済 協力 の 検討 
・2 名 の 副 市 長 ( 王 金 水 、 習 近 平 ) が 、 護 門 の 対外 開放 と 特 
| 区 の 発展 の 成果 を 紹介 . 
・ 会 見 し た 習 近 平 は 、「 現 在 、 わ れ わ れ は 、 新 た な 計画 を 制 
定 し て いる と ころ で あり 、 1990 年 まで に 、 放 門 の 建設 ・ 発 
展 は さら に いく ら か 大 きく 、 さら に いく ら か 良い も の と な 
る だ ろう 」 と 発言 


11 月 


(国際 機関 ) 
上 海 駐在 の 外交 団 一 行 


(日 本 ) 
日 本 人 中 国 訪問 
(団長 は 、 岡 崎 喜 平太 ) 


・ 訪 問 還 メ ン バ ー は 、 アメ リカ 、 イギリス 、 日 本 、 イタ リア 、 
西ドイツ 、 ソ 連 、 東ドイツ 、 ポー ラン ド の 計 8 カ国 の 外交 
官 
・ 会 見 し た 習 近 平 は 、「 ゲ スト に 対し 、 誘 門 経済 特区 の 発展 
| 状況 を 紹介 し 、 護 門 と 各国 と の 協力 強化 の 希望 を 述べ た 」 
・ 訪 問 団 メ ン バ ー は 、 長 崎 県 の 経済 、 電 力 、 金融 、 教育 、 観 
光 、 人 造船 業 の 人 々 ( 計 52 名 ) 
| ・ 訪 問 目的 は 、 経 済 ・ 技 術 ・ 文 化 の 交流 と 協力 の 強化 
・ 訪 問 団 メン バー ( 計 4 名) は 、 岡 崎 以 外 は 不詳 
・ 会 見 し た 習 近 平 は 、「 岡 崎 先 生 は 多年 に わた り 中 日 友好 事 
業 に 一 貫 し て 尽力 し 、 中 日 友好 に 対し て 、 た い へ ん 大 き な 
貢献 を 行っ た 。 われ われ は 、 岡 崎 先 生 の 来訪 を 非常 に 喜ば 
し く 思 っ て いる 」 と 発言 。 また 、 「 習 副 市 長 は 、 日 本 の 友人 
ら に 対し 、 謀 門 経済 特区 の 発展 状況 を 紹介 し た 」 
・ 族 門 滞在 中 、 約 200 名 の 族 門 市 の 経済 ・ 科 学 技術 ・ 文教 
分 野 の 関係 者 に 対し 、 岡 崎 は 講演 も 行っ た 


(フラ ンス 、 メ キシ コ ) 
駐 中 国 フ ラン ス 大 使 と 
同 メ キシ コ 大 使 の 一 行 


(フラ ンス ) 
フラ ンス の 企業 家 代 表 団 


(団長 は 、 駐 中 国 商務 担当 参事 官 ) 


(ニュ ー ジ ー ラ ンド ) 


駐 中 国 ニ ュー ジー ラン ド 大 使 一 行 


・ 会 見 し た 習 近 平 は 、「 族 門 経済 特区 の 建設 発展 状況 を 紹 

介し 、 大 使 の 訪問 を 通じ 、 族 門 と フラ ンス ・ メ キシ コ と 

の 間 の 経済 、 技 術 、 文 化 教育 な どの 交流 協力 の 強化 と 発 
| 展 を 希望 」 する 旨 を 発言 

・ 習 近 平 、 代 表 団 一 行 と 会 見 

・ 習 近 平 と フラ ンス 側 訪問 団 の 双方 は 、 互い の 国 ・ 地 域 の 経 
| 清 発 展 の 状況 を 紹介 し 、 協 力 の 意思 を 表明 し た 

・ 習 近 平 、 大 使 一 行 と 会 見 

・ 大 使 は 、 族 門 の 「 近 年 の 経済 発展 の 状況 と 長期 計画 を 理解 


し た 」 


(出典 )『 族 門 日 報 』 の 下記 の 該当 記事 に 基づき 、 筆 者 作成 。 
「 世 界 銀行 国際 金融 公 官 員 比 吉 先 生 一 行 抵 厚 」 (1985 年 12 月 7 日 ) 


「 日 本 安田 信託 銀行 集団 訪 華 団 来 訂 訪 問 」 (1986 年 8 月 3 日 ) 
「 法 国 尼 新 工商 代表 団 抵 族 参観 訪問 」 (1986 年 10 月 28 日 ) 
「 八 国 駐 漏 領事 官 貞 訪 厚 ] (1987 年 2 月 17 日 ) 

「 日 本 長崎 県 中 日 親善 団 来 邦 参観 訪問 」 (1987 年 2 月 21 日 ) 
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「 岡 崎 嘉 平太 先生 来 我 市 訪問 」 (1987 年 11 月 17 日 ) 
「 法 国 墨 西 富 駐 華 大 使 訪 厚 」 (1988 年 3 月 11 日 ) 

「 法 国 企業 家 代表 団 訪問 我 市 」(1988 年 3 月 23 日 ) 
「 新 西 蘭 駐 華 大 使 訪 厚 ]」 (1988 年 3 月 27 日 ) 


表 2 か ら は 、 次 の 2 点 が 注目 され る 。 

1 つめ は 、1987 年 11 月 に 、 習 近 平 が 放 門 を 訪問 し た 岡崎 嘉平 太 (1897 年 1989 年 、 享 年 92 歳 ) 
と 面会 し て いた 事実 で ある 。 周知 の と お り 、 岡 崎 嘉 平太 は 、1960 年 代 の LT 錦 易 や 1972 年 の 日 中 国 
交 正常 化 の 実現 の た め に 尽力 し た 日 本 側 立役者 の 1 人 で あり 、 周 恩 来 と も 個人 的 に 強い 信頼 関係 を 
築い た 人 物 と し て 知ら れる 。 

習 近 平 が 岡崎 と 対面 し て いた こと を 指摘 し た 文章 は 、 管 見 の 限り 、 日 本 ・ 中 国 と も に これ まで の 
と ご ころ 見 当たら な い 。 同じ く 、 こ ご の 会 談 を 伝え た 『 族 門 日 報 』 紙 の 記事 は 、 日 本 の 図書 館 は も ちろ 
ん 、 中 国 で 最も 包括 的 な 資料 デー タベース に も 所 蔵 さ れ て いな い >。 

また 、2015 年 5 月 、 北 京 の 人 民 大 会 堂 で 開か れ た 「 日 中 友好 交流 大 会 」 で 、 演 説 を 行っ た 習 近 平 
は 、 田中 角栄 や 大 平 正芳 と と も に 、「 亡 承 志 氏 と 高大 達 之 介 氏 、 岡崎 嘉 平太 氏 ら 有識者 は 積極 的 に 奏 
走 し 、 多 く の 活動 を し まし た 」 と 述べ て 、 両 国 関係 に 対す る 岡崎 の 貢献 を 褒め た た えた |[ 習 近 平 2015]。 
た だ し 、 ご この と き 習 は 、 自 身 が か つて 岡崎 と 直接 に 言葉 を 交わ の し て いた こと に 言及 し な か っ た 。 四 
半 世 紀 以 上 も 前 の 出来 事 を 、 習 本 人 も 忘れ て いる 可能 性 が 高い 。 

以上 の 事情 を 踏ま そえ る と 、1987 年 11 月 の 習 近 平 と 岡崎 嘉平 太 の 族 門 会 談 は 、 本 論文 作成 過程 で 
の 史料 調査 の 結果 、 学 術 研 究 と し て 初め て 確認 され た 史実 と 思わ れる 。 

2 つめ の 注目 点 と し て 、 習 近 平 は 、 放 門 を 訪れ た 海外 の 財界 関係 者 や 外交 官 に 対し 、 経 済 協力 を 
促す べく 、 特 区 の 現状 や 開発 の 見 通し 、 今 後 の 経済 改革 の 方 向 性 な ど を 紹介 する 広報 担当 者 、 経 済 
外交 官 の よう な 役割 も 担っ て いた 。 

表 2 に 示し た よう に 、 岡 崎 と の 面談 で も そう し た 説明 を 行っ て いる 。 表 2 の うち 、 フ ラン ス の ニニ 
ー ス の 工商 業 代表 団 (1986 年 10 月 ) や ニュ ー ジ ー ラ ンド 大 使 一 行 (1988 年 3 月 ) と の 会 談 で も 、 
習 近 平 が 起草 の 責任 を 負っ て いた 誘 門 の 長期 発展 戦略 や 政治 ・ 経 済 改革 の 概要 、 作 業 の 進捗 状況 な 
ど を 紹介 し た と み ら れ る (ご の 点 、 後 述 ) 。 


習 近 平 と 岡崎 嘉平 太 の 会 談 記事 、 見 出し と 本 文 の 一 部 


に ゴ / り に ゴ / 連携 
(2 ) 放 門 経済 特区 と 内 地 経 済 の 連携 強化 『 語 門 日 報 』(1987 年 11 月 17 日 付 、 第 1 面 


. 「 横 向 経 済 連 合 」、「 内 連 工 作 」 の 本 格 化 ae たま 下 示 - ュ こい 
Aa 同 崎 高 幸太 先生 未 表 市 坊 賠 
習 近 平 は 、 行 政 の 部 門 と レベ ル の 制限 (中 近 平 副 市 藤 在 悦 儲 酒 店 会 見 日 本 友人 

国語 は 条 )、 地 域 の 管轄 範囲 (中 国語 は 塊 ) ceo 上 
を 超え た 、 中 国 の 国内 の 多様 な アク ター と 『 剖 請 、 日 條 友人 人 四 崎 中 平 長 表 団 一 行 4 人 。 任 衝 浅 委 胡 よ 
の 広 電 な 経済 協力 の 実現 に も 尽力 し た 。 当 | 衣子 凶 放 作用 際 MF。 ず 1 4 
時 の 呼称 で 「 横 向 経済 連合 」、 「 内 連 工 作 」 な 内 発生 今 伸 90 高 存 。 市 人 痕 生 平作 位 作 清 届 
ど と 呼ば れ た この 取り 組み に 関し 、 そ の 精 生生 
力 的 な 活動 ぶり か ら み て 、 習 近 平 は 、 族 門 市 | 詩人 な 信介 識 邊 人 入 果 事 半 月 理 晶 友幸 境 当 了 
< 習 近 平 と 岡崎 嘉平 太 の 会 談 に つい て 、 詳 し く は 、[ 鈴 木 2022]1。 データベース の 収録 状況 に 関し 、 日 本 の 国 


立 情報 学研 究 所 の 運営 する 「 学 術 情報 ナビ ゲー タ (CiNii)」 に よれ ば 、『 族 門 日 報 』 紙 は 、 日 本 国内 で は 、 筑 
波 大 学 の 中 央 図書 館 が 1949 て 1952 年 分 を 所 蔵 し て いる の み で ある 。 中 国 の 「 中 国学 術 情報 デー タベース 
(CNKI)」 で は 、2004 年 以前 の 記事 は 全て 未収 録 。 


28 


777// 4 


政府 内 で 筆頭 の 責任 者 で あっ た と 推察 され る 。 

族 門 に お ける 横向 経済 連合 の 本 格 的 展開 は 、1986 年 4 月 の 「 全 市 計画 ・ 経 済 工作 会 議 」 を 矢 と 
する 。 習 近 平 も 出席 し た この 会 議 で は 、 同 年 の 経済 政策 の 重点 施策 の 1 つと し て 、 国 外 と 国内 の 「2 
つの 大 門 を し っ か り と 開き 、 外 人 資 誘致 と 国内 連携 (中 国語 は 外 引 内 連 ) を 立派 に 行う こと を 決定 
し た [1986.4.14]。 特に 、「2 番目 の 大 門 」 に つい て は 、 横向 経済 連携 の 強化 が 、「 条 と 塊 の 枠組 み を 打 
破 し 、 企 業 の 活力 を 強め る 」 こ と を 理解 し 、「 内 連 工 作 」 で は 、「 地 域 ・ 業 種 ・ 部 門 を 超え て 、 経 済 
技術 連合 の ルー ト を 拡大 すべ き 」 ご こと を 指示 し た [ 同 前 ]。 

上 記 工 作 会 議 の 決定 を 受け 、 同 じ く 1986 年 4 月 に は 、「 市 経済 ・ 技 術 協力 会 議 」 が 開催 され た 
[1986.4.24]。 会 議 に は 、 地元 族 門 の 経済 関係 者 の ほか 、 一 部 の 中 央 省庁 と その 管轄 下 に ある 研究 所 、 
族 門 を 本 拠 地 と し な い 企 業 や 他 の 省 ・ 市 の 駐在 機関 の 代表 も 参加 し た 。 市 政府 を 代表 し て 、 護 門 の 
横向 経済 連合 の 施策 を 説明 し た 習 近 平 は 、 地 域 、 部 門 、 業 種 、 所 有 制 の 違い を 超え て 、 研 究 開発 、 
生産 、 流 通 等 の 各 方 面 で 、 特 区 と 内 地 が 協力 を 進め る べき こと 、「 放 門 市 が 一 丸 と な っ て 、 上 下 み な 、 
経済 連合 の 促進 派 に な る べき 」 ご こと を 訴え た [ 同 前 ]。 

会 議 は また 、 従 来 の 活動 に お ける 政策 や 法令 の 支援 の 不 十分 さ を 反 省 し 、 取 り 組 み 強 化 の た め 、 

「 内 連 工 作 を 職掌 と する 副 市 長 1 名 」 を 指定 する な ど 、 体 制 強化 が 図ら れ た [ 同 前 ]。 前 後 の 政 治 的 
文脈 か ら 判 断 し て 、 ご の 副 市 長 は 習 近 平 と み ら れ る 。 


b. 経 済 協力 文書 の 締結 と 内 資 企業 の 誘致 


以上 の よう な 経緯 を 経て 、 習 近 平 を 中 心 と する 護 門 市 政府 チー ム は 、 国 内 の 諸 地 域 ・ 部 門 と の 経 
済 連 携 を 積極 的 に 進め た 。 表 3 は 、 習 近 平 が 主導 し て 締結 され た 、 経 済 協力 に 関す る 主 な 協定 文書 
の 一 覧 で ある 。 ご の 表 に み ら れ る と お り 、 習 近 平 は し ば し ば 、 み ず か ら 庶 門 側 の 代表 団 を 引率 し て 
各地 を 視察 訪問 し 、 横 向 経 済 連 合 の 話し 合い に 臨ん だ 。 護 門 と の 関係 緊密 化 を 求め る 他 の 地域 ・ 部 
門 に は 、 習 近 平 が 族 門 を 代表 し て 協定 文書 に 署名 し た 。 初 歩 的 ・ 形 式 的 な 協力 の レベ ル に と ど ま る 
と は いえ 、 フ ットワーク の 軽い 青年 指導 者 が 、 短 期間 の 内 に 一 定 の 成果 を 挙げ た と いっ て よい で あ 
ろう 。 

ご の 結果 、 1986 年 12 月 上 旬 時 点 で 、 族 門 の 「 内 連 企 業 」 ( 放 門 を 経営 拠点 と し な い 中 国 企業 ) は 、 
計 624 社 に 増え 、 同 年 の 工業 生産 額 は 合計 1 億 4000 万 元 に 達し 、 前 年 比 で 倍増 の 見 通し と な っ た 
[1986.12.20]。 


表 3 習 近 平 の 主導 に よる 謀 門 と 他 地 域 と の 経済 協力 ・ 連 携 の 取り 決め (1985 へ 1988 年 ) 


年 月 連携 相手 概要 
ee 
・ 習 近 平 (市 政府 副 市 長 ) 率い る 放 門 市 代表 団 、 建 陽 地 区 を 訪問 
5 月 (福建 省 ) ・「 横 向 経 済 連 合 ]」 の 「 協 議 書 」 を 締結 


南平 市 建 陽 地区 行 贅 | ・ 経 済 連 合 、 科 学 技術 、 商 品 流通 、 製 品 加工 、 輸 出 、 資源 開発 、 情 報 交 流 
な どの 各 分 野 で 、 族 門 と 建 陽 が 協力 する 


。 月 | ( 信 建 省 ) ・ 習 近 平 率い る 族 門 市 代表 団 、 安 渓 県 を 訪問 
ーー.… 暴 州 市 安 慣 県 」 ・ 買 昌 、 軽工業 、 流 通 部 門 の 各 分 野 で 、 協議 書 な ど を 締結 」 
2 ・ 習 近 平 率い る 眉 門 市 代表 団 、 寧 徳地 区 内 の 4 つの 県 を 視 宗 
7 月 | hgx 生 政行 暫 | ' 革 星 、 流 通 、 製 品 加工 ・ 付 加 価値 信 出 な どの 分 野 で 、「 横 向 経済 連合 
| 
8 月 | (黒竜江 省 ) ・ 習 近 平 率い る 門 市 代表 団 、「 国 内 横向 経済 陸 合 黒竜江 省 招待 会 」 に 参 
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ハル ピン 市 で 開催 さ | 加 


れ た ・ 招 待 会 に は 、 国 務 院 の 部 ・ 委 員 会 ( 計 19)、 各 省 ・ 市 ( 計 28)、 大 中 都 
国内 経済 連携 の た め | 市 ( 計 119)、 高等 教育 ・ 研 究 機関 ( 計 43)、 大 型 企業 ( 計 19) の 代表 者 、 
の 約 5200 人 が 参加 
コン ベン ショ ン へ の | ・ 習 近 平 率い る 族 門 市 代表 団 は 、「 横 向 経済 連合 の 実行 希望 、 特 区 の 優遇 
参加 条件 、 内 地 と の 連携 に 提供 可能 な 約 70 の プロ ジェ クト を 持っ て 、 会 に 
5 ETREOKORKXYXCYKYYCPKTPTPbPb imitiiiiititicitiii 
・ 習 近 平 率い る 護 門 の 「 赴 東北 経済 協 作 代表 団 」、 黒 竜 江 省 ハル ビン 市 、 


吉林 省 長春 市 、 遼 記 省 濡 陽 市 を 訪問 


・3 市 指導 者 に 対し 「 横 向 経 済 連 合 組み を 説明 、 理解 を 深 
( 果 寺 江 ・ 吉 株 。 反 忠 | ' 3 市 指導 者 に 対し 「 横 向 経 済 連 合 」 の 取り 組み を 説明 、 相互 の 理解 を 深 


8<9 月 | 省 ) 9 
・ 工 業 生 産 、 貿 易 、 科 学 技術 交流 な どの 分 野 で 、 計 10 の 「 意 向 書 」 を 締 
長春 市 な ど 結 


・ 長 春 市 と の 間 で 、 対外 皿 易 と 技術 協力 、 工商 業 企 業 の 共同 設立 、 物資 交 
流 の 強化 な ど に つい て 合意 文書 を 締結 


・ 放 門 市 政府 と 吉 安 行 署 、「 経 済 技術 友好 合作 協議 書 」 を 締結 


9 月 ll ・ 習 近 平 と 王国 本 ( 吉 安 行 専 員 ) が 署名 
1 INPSE00 和 | ・ 工 業 、 農 業 、 商 業 、 穀 物 生産 、 技 術 、 輸 入 な どの 各 分 野 で 協力 推進 | 
2 ・「 経 技術 友好 合作 議 書 」 に 署名 和 結 ' 
月 Nm へ 計 | 工業 、 展 業 、 商 業 、 質 易 、 技 術 交流 、 外 次 利用 な どの 分 野 で 協力 推進 
CPP ・ 軽 工業 、 穀 物 、 建 築 材 料 な どの 分 野 で 、 計 12 の 「 意 向 書 ] を 締結 | 
| (加川 ・「 横 向 経 済 連合 」 の 強化 で 合意 
| 宜 費 地区 行 署 | ・ 渓 方 薬 の 原材料 の 獲得 と 販売 な ど 、 計 8 つの プロ ジェ クト で 協力 |] 
内 ・ 習 近 平ら 、 簡 州 市 を 視 守 訪 問 
10 月 1 ・ [横向 経済 連合 」 の 協議 書 を 締結 
・ 工 業 、 外 国 貿易 ・ 技 術 導入 、 観 光 な どの 分 野 で 、 協 力 推進 
oo 
( 記 亜 省 ・ 全 35 項目 の 内 容 か ら な る 計 11 の 横向 経済 陸 合 協議 」 の 「 意 向 書 」 を 
11 月 て 
湯 市 締結 
3 年 | 
・ 経済 技術 協力 意向 書 」 を 名 締結 
、 ロ | ( 旨 省 ) ・ 習 近 平 と 楊 新華 ( 鉄 鶴 市 市 長 、 鉄 鶴 市 赴 邦 代表 団 団長 ) が 、 そ れ ぞ れ の 
鉄 鶴 市 政府 を 代表 し て 、「 意 向 書 」 に 署名 
le ーー 由 ー「 横 経済 合 」 の 発展 と 「 国 際 経 済 大 入 記 へ の 共同 参画 が 目標 | 
( 映 丁 省 ) ・ 経 済 技術 協力 で 合意 、 こ れ は 「 横 向 経済 技術 協力 の 良好 な スタ ー ト 」 の 


3 月 漢中 地区 行政 行 署 証し 
・ 販 近 平 と 張 永福 (漢中 地区 行政 行 暫 専 貞 ) が 、 協 議 文書 を 交換 
(出典 )『 族 門 日 報 』 の 以下 の 該当 記事 に 基づき 、 筆 者 作成 。 

「 横 向 経 済 技術 障 合 的 新 突破 」 (1986 年 5 月 7 日 ) 

「 我 市 与 寧 徳地 区 色 訂 隊 合 意向 書 」 (1986 年 8 月 5 日 ) 


1987 年 5 月 に も 、 習 近 平 の 主導 の 下 、 「 横 向 経済 連合 座談 会 」 と 「 内 連 工 作 会 議 」 が 開か れ た 。 工 
作 会 議 の 席 上 、 習 近 平 は 、 「 横 向 経済 連合 の 活動 を 大 い に 発展 させ る こと は 、 第 7 次 五 力 年 計画 時 期 
(1986 て 1990 年 の 期間 を 指す ) に お ける 市 政府 の 経済 政策 の 基本 任務 の 1 つ 」 で ある こと を 再 人 確認 
し 、 1987 年 の 重点 目標 と し て 、 ① 協 力 パ ー ト ナー の 地理 的 拡大 と 重点 対象 の 選定 、 ② 原 材料 な どの 
物資 の 供給 、③ 生 産 と 研究 開発 の 結合 、(④ 企 業 集団 の 形成 の 4 つの 方 面 で 、「 突 破 的 進展 」 を 実現 
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する と の 決意 を 示し た [1987.5.7]。 

習 近 平 は また 、 護 門 に 進出 し た 内 連 企 業 の 関係 者 へ の 意見 や 要望 の 聴き 取り に も 、 積 極 的 に 参加 
し た 。1987 年 12 月 に 開か れ た 「 対 話 会 」 で は 、 放 門 の 「 外 資 誘致 と 国内 連携 、 輸 出 に よる 外貨 獲 
得 ]」 を テー マ と し て 意見 交換 が な され た 。 対 話 会 に 出席 し た 国務 院 航 天 工業 部 の 族 門 駐在 担当 者 は 、 
同 部 の 傘下 に ある 「 多 く の 『 三 線 』 企業 は 、 優 れ た 資金 ・ 設 備 ・ 技 術 を 多数 有 し 、 今 後 は その 力 を 
沿海 特区 に 移し て いく ご と を 強く 希望 し て いる が 、 適 切な プロ ジェ クト や 協力 パー トナ ー を 探し 出 
せ て いな い 」 と 述べ て 、 経 済 協力 の マッ チン グ の 難し さ を 訴 えた 。 ご これ に 対し 習 近 平 は 、 提 起 さ れ 
た 様々 な 問題 に つい て 、 市 政府 が 関係 機関 と 協力 し て 解決 に 努め る こと を 約束 し た [1987.12.12]。 


4 .「 慎 重 な 改革 派 」 に よる 長期 発展 と 政治 ・ 経 済 改革 の 計画 立案 


1980 年 代 後半 期 の 改革 の 政治 思潮 に 対し 、 習 近 平 は いか な る 態度 で 臨ん だ の か 。 実 の と ころ 、 習 
近 平 は 、 護 門 の 長期 発展 計画 と それ に 付随 する 政治 ・ 経 済 改革 案 の 策定 の 責任 者 で あり 、 経 済 の 改 
革 実 践 に も 部 分 的 に 関与 し て いた 。 前節 で みた 開放 政策 と と も に 、 経 済 特区 と いう 改革 開放 の 最前 
線 に あっ て 、 習 近 平 は まさ し く 「 改 革 」 と 「 開 放 」 の 両 分 野 の 枢 要 な ポジ ショ ン に いた の で ある 。 


( 1 ) 「1985 2000 年 摩 門 経済 社会 発展 戦略 」 の 編成 作業 
a. 長 期 発展 と 経済 ・ 行 政 改革 の プラ ン ナ ー 


1986 年 7 月 末 、 族 門 市 の 共産 党委 員 会 と 市 政府 は 、 経 済 ・ 社 会 の 長期 発展 戦略 と それ を 実現 する 
た め の 「 経 済 体制 」 と 「 行 政体 制 」 の 2 つの 改革 、 合 わせ て 3 つの 計画 案 を 制定 する こと を 決定 し 
た [1986.8.1]。 

同時 に 、 そ の 円 滑 な 遂行 の た め 、 習 近 平 を 組長 と する 領 導 小 組 が 成立 し た 。 領 導 小 組 と と も に 、 

「 市 経済 社会 発展 戦略 研究 弁 公 室 」 も 新設 され 、 同 室 の 指揮 命令 下 に 、 各 課題 と 主 な 担当 部 署 に 応 
じ て 3 つの 研究 グル ー プ が 組織 され た 。 す な わ ち 、(① 「 社 会 経済 発展 戦略 の 全体 構想 (中 国語 は 総 
体 方 案 )」 (市 計画 委員 会 ) 、(2②) 「 経 済 体制 改革 の 全体 構想 」 (市 体制 改革 委員 会 )、(3③)「 行 政体 制 改 
革 の 関係 業務 」 (市 体制 改革 委員 会 ・ 組 織部 ・ 人 事 局 等 の 関係 部 局 か ら の 選抜 要員 ) で ある |[ 同 前 ]。 

今日 で は 、「1985 2000 年 護 門 経済 社会 発展 戦略 」 の 名 で 知ら れ 、1989 年 9 月 に は 同名 の 書籍 も 
刊行 され た 本 プロ ジェ クト の 開始 に 当たり 、 習 近 平 は 、 活 動 の 要点 を 次 の よう に 説明 し た 。 いわ く 、 

「 現 代 化 経済 建設 ] で は 、 長 期 的 ・ 全 局 的 な 観点 が な けれ ば 、「 方 向 性 を 見 失い 、 全 局 の 主導 権 を し 
っ か り と 党 握 で き な い 」。 こ の 状況 を 防ぐ に は 、「 市 の 社会 経済 発展 戦略 と 経済 体制 改革 の 全体 構想 」 
の 作成 と 、「 行 政体 制 改 革 の 方 向 性 の 積極 的 模索 」 を 進め る 必要 が ある [1986.8.1]。 ま た 、 発 展 戦略 ・ 
経済 体制 ・ 行 政体 制 の 3 つ は 、 相 互 に 関連 し た 「 複 雑 な 社会 シス テム の プロ グラ ム 」 で ある た め 、 

「 行 政 管理 と いう 上 部 構造 」 も 、 「 経 済 の 下部 構造 の 発展 変化 へ の 適応 が 必要 で 、 改革 を 行う こと は 
無論 の こと 」 と 強調 し た [ 同 前 ]。 

翌月 の 1986 年 8 月 に 入る と 、 準 備 作 業 は さら に 加速 し た 。8 月 4 て 5 日 の 2 日 間 に わ た り 、 調 査 
研究 の 方 法 と 段取り 、 複 数 の 個別 的 研究 テー マ な ど に 関し 、 よ り 詳 細 な 議論 を 経て 、 活 動 要綱 が ま 
と め ら れ た [1986.8.7]。 同 月 13 日 に は 、 市 党委 員 会 と 市 政府 は 、「 区 ・ 局 以上 の 指導 的 立場 に ある 幹 
部 」 を 招集 し て 「 領 導 幹 部 会 議 」 を 開催 され た 。 獅 爾 均 (市 党委 員 会 書記 兼 市 長 ) が 講話 を 行っ た 
ほか 、 和 習 近 平 が 、「 経 済 社会 発展 戦略 」「 経 済 体制 の 総合 改革 」「 行 政 機構 改革 ] の 「3 つの 計画 」 の 
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起草 に 対す る 動員 の 手配 を 説明 し た [1986.8.14]。 
ご うし て 1988 年 3 月 末 ま で の 約 1 年 8 カ月 に 及ぶ 、「1985 - 2000 年 放 門 経済 社会 発展 戦略 」 の 編 
成 業 務 (以下 、2000 年 発展 戦略 プロ ジェ クト と 略記 ) が 本 格 的 に 始動 し た 。 


b. 行 政 改革 と し て の 「 政 治 体制 改革 」 


2000 年 発展 戦略 プロ ジェ クト を 構成 する 3 本 の 柱 の うち 、 行 政 改革 に 関し て 、 先 に みた 1986 年 
7 月 の 習 近 平 の 言葉 に み ら れ る よう に 、 政 治 分 野 の 改革 は 、 当 初 よ り 「 行 政体 制 改 革 」 の 名 称 が 使 
われ 、 そ の 努力 の 程度 も 「 方 向 性 の 積極 的 模索 」 の 表現 に と ど ま っ て いた 。 ご ここ に は 、 改 革 対 象 の 
限定 と 抑制 的 な 取り 組み の 姿勢 が みて と れる 。 改 革 案 の 中 身 も 、 検 討 チ ー ム の 編成 か ら み て 、 党 と 
政府 の 官僚 機構 改革 に 重点 が 置か れ て いた も の と 判断 され る 。 

ご の 点 に 関し 、 前 出 の 8 月 の 領 導 幹部 会 議 で 、 習 近 平 の 上 司 で あっ た 作 爾 均 が 、「 政 治 体制 改革 
を 、 議 事 日 程 に 上 上げ な けれ ば な ら な い 」 と 述べ て 、「 当面 の と ころ 、 機 構 改 革 に つい て は .…『… 選択 的 、 
か つ 、 い くつ か の 段階 に 分 け て 実施 可能 な 全面 的 な 計画 ]」 を 作り 上 げ る こと を 求め た [1986.8.14]。 

また 、 同じ 会 議 で は 、 「 政 府 に よる 経済 管理 の 機能 転換 を 主 な 内 容 と する 機構 改革 ] の 必要 性 に つ 
いて 、 経済 改革 と 商品 経済 の 進展 に 伴い 、 「 主 に 行政 手段 を 用 いて 、 行政 系 統 ご と に 経済 管理 を 行う 
伝統 的 な や り 方 」 が 、 現 状 に 則 し て お ら ず 、 生 産 力 の さら な る 発展 を 妨害 し て いる 点 が 問題 視 さ れ 
た 。 それ は 、 政 府 と 企業 の 職責 の 不 分 明 、「 条 」 と 「 塊 ]」 の 分 断 に よる 横向 経済 連合 の 停滞 、 組 織 と 
人 員 の 重畳 に よる 業務 効率 の 低下 な どの 弊害 と し て 表れ て いる 、 と 。 

加え て 、 全 国 16 都市 か ら な る 「 行 政 機構 改革 の 実験 活動 の 都市 」 の 1 つ に 、 護 門 を 選定 され た こ 
と を 踏ま え 、(① 経 済 特区 で ある 厚 門 は 、 下 部 構造 の みな ら ず 、 上 部 構造 の 改革 も 加速 すべ きこ と 、 
②「 機 構 改 革 ]」 と 「 経 済 体制 改革 ] を 、「 セ ッ ト の も の と し て 進め 、 一 方 を 孤立 さ は たり 、 分 割 さ せ 
た り し て は な ら な い 」 ご こと が 誠 わ れ た 。 

以上 か ら 明 ら か な よう に 、 習 近 平 が 計画 策定 の 任 を 負っ た 「 政 治 体制 改革 」 ( 鐘 爾 均 の 言葉 ) の 内 
実は 、 経 済 改革 に 適合 し 、 さ ら な る 成長 を 促す た め の 行 政 改 革 、 具 体 的 に は 、 党 と 政府 の 官僚 機構 
の 人 事 制度 と 組織 の 手直し で あっ た 。 


( 2 ) 2000 年 発展 戦略 プロ ジェ クト の 起草 過程 


1986 年 10 月 、 市 党委 員 会 と 市 政府 は 、2000 年 発展 戦略 プロ ジェ クト に 関す る 意見 の 聴取 を 目的 
に 、 関係 す る 専門 家 や 民主 諸 党派 、 大 衆 団体 の 代表 を 招請 し て 、「 族 門 市 経済 社会 発展 戦略 研究 座談 
会 」 を 開催 し た 。 座 談 会 を 主宰 し た 習 近 平 は 、「 経 済 社会 発展 戦略 、 特 区 経済 体制 改革 の 全体 構想 、 
機構 改革 の 全体 構想 ] の 3 つ に 関す る 調査 研究 へ の 協力 を 求め た [1986.10.12]。 

実際 の 作業 過程 で は 、 既 出 の 市 経済 社会 発展 戦略 研究 弁 公 室 が 中 心 と な っ て 、 の べ 200 名 余り の 
専門 家 と 実務 家 を 動員 し て 調査 研究 と 文書 の 起草 が な され た [1987.5.10]。 上 記 3 つの テー マ ご と に 、 
港湾 開発 や 自由 港 政策 な ど 、 下位 の 研究 題目 と し て 計 20 の 個別 の 重点 課題 が 設定 され 、 数 十 万 字 に 
上 る 資料 が 作成 され た 。 市 党委 員 会 と 市 政府 は も と より 、 放 門 大 学 や 中 国 社会 科学 院 経済 学研 究 所 
な ど へ の 委託 研究 、 さ ら に 、 退 職 幹部 へ の ヒア リン グ も 行わ れ た 。 

ご うし た 作業 を 経て 、 プ ロジ ェクト 開始 か ら お よそ 10 月 後 の 1987 年 5 月 に は 、 長 期 発展 と 政 
治 ・ 経 済 改革 の エッ セン ス を まとめ た 「 経 済 社会 発展 戦略 綱要 」 の 初稿 が 完成 し た 。 市 人 代 や 市 政 
協 と 共同 で 、 複 数 回 に わた り 、 そ の 内 容 を 審議 修正 し た [ 同 前 ]。 
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その 後 、 外 部 へ の 報告 と 有識者 の 協議 を 経て 、 最 終 的 な 活動 の 総括 が な され た 。 ま ず 、1987 年 7 
月 に 、 計 3 日 半 と いう 長丁場 で 、「 輸 出 加工 区 と 自由 港 」 を テー マ と する 国際 シン ポジ ウム が 開か れ 
た 。 オ ー ス トラ リア 人 研究 者 を 含む お 、 国 内 外 の 専門 家 が 参加 し て 、 国 際 貿 易 の 状況 と 超 勢 、 輸 出 加 
工区 と 自由 港 に 関す る 外国 の 経験 、 族 門 の 発展 を めぐ っ て 意見 が 交わ され た 。 閉 則 の 挨拶 で 、 習 近 
平 は 、 参 加 者 の 「 特 区 へ の 献策 の 精神 」 に 感謝 の 意 を 表明 し た [1987.7.17] 。 

次 に 、 族 門 市 計画 委員 会 と 市 戦略 市 経済 社会 発展 戦略 研究 弁 公 室 の 連名 で 、2000 年 発展 戦略 プロ 
ジェ クト の 全体 像 を 概観 し た 文章 が 、1988 年 2 月 末 に 発行 され た 『 計 画 経済 研究 』 誌 に 発表 され た 
[ 族 門 市 計 割 委員 会 ・ 族 門 市 戦略 草 公 室 編 1988]。 

成果 発表 の 八 イ ライ ト は 、1988 年 3 月 末 に 開か れ た 「 謝 門 市 2000 年 経済 社会 発展 戦略 論証 会 」 
で あっ た [1988.3.27]。 会 議 で は 、 市 党委 書記 の 王建 双 や 習 近 平 を は じ め 、 護 門 の 党 と 国家 の 主要 な 幹 
部 、 福建 省 と 族 門 の 関係 部 門 の 実務 者 や 研究 者 、 省 内 の 他 地 域 の 代表 者 な ど 、 計 140 名 が 出席 し て 、 
プロ ジェ クト の 最終 成果 に 対す る 外部 有識者 の 評価 検証 が な され た 。 

論証 会 で は 、 計 20 の サブ ・ テ ー マ の 報告 書 を 総合 し て 執筆 され た 「 席 門 2000 年 経済 社会 発展 戦 
略 」 と 題する 総論 の 内 容 が 吟味 され た 。 約 2 万 華 字 か ら な る ご の 総合 的 な 計画 案 は 、1985 年 か ら 
2000 年 まで の 向こう 15 年 間 の 族 門 の 発展 を 見 据え て 、 各 発展 段階 で の 成長 目標 、 発 展 モ デル 、 重 
点 施策 な ど が 盛り 込ま れ た 。 論 証 会 は 、 部 分 的 な 改善 点 を 指摘 し つつ も 、「 戦 略 の 指導 思想 は 正しく 、 
発展 モデ ル は 適切 で あり 、 戦 略 目 標 は 明確 で ある 」 と 表 定 し た [ 同 前 ]。 

ご の 総論 と すべ て の 個別 報告 は 、 の ち に 1 冊 の 書物 に まとめ られ 、 天安 門 事 件 後 の 1989 年 9 月 に 
公刊 され た [ 放 門 市 経済 社会 発展 戦略 研究 弁 公 室 ・ 族 門 市 計 禄 委員 会 、《 放 門 経済 社会 発展 戦略 》 編 
四 委 員 会 1989]。 同 書 の 3 名 の 「 主 編者 」 の うち 、 筆 頭 者 の 名 前 は 習 近 平 で ちあ る 。 だ が 、 ご の 時 習 近 
平 は すでに 、 次 の 任 地 で ある 福建 省 寧 徳地 区 に 異動 し て いた 。 


(3 ) 「 体 制 改 革 」 に 対す る 習 近 平 の 認識 


胡 雇 邦 の 失脚 (1987 年 1 月 ) や 13 回 党 大 会 で の 政治 改革 の 提起 (1987 年 10 て 11 月 ) な ど 、 改革 
派 と 保守 派 の せめ ぎ あ い に よ り 、 目 まぐ る し く 変 化す る 当時 の 政治 社会 状況 の 中 で 、 習 近 平 は 、 
門 の 「 体 制 改革 」 の 構想 の 責任 を 負っ て いた 。 ご こう し た 政治 的 に 微妙 な 立場 に あっ た 習 近 平 は 、 政 
治 ・ 経 済 改革 に いか な る 認識 を 持つ て いた の か 。 以下 で は この 問題 を 、 さ ら に 掘り 下げ て 検討 する 。 


a.13 回 党 大 会 の 前 後 の 発言 


周知 の と お り 、13 回 党 大 会 は 、 中 国共 産 党 の 指導 部 が 主導 し て 、 今 日 まで 最も 包括 的 か つ 最 も 本 
格 的 な 政治 改革 を 提起 し た 大 会 と し て 知ら れる 。 党 大 会 前 の 1987 年 9 月 、 族 門 で は 、 習 近 平 の 主宰 
に より 、「 市 体制 改革 委員 会 拡大 会 議 」 が 開か れ た 。 会 議 は 、 翌 1988 年 の 市 の 「 体 制 改 革 ] の 主 な 
内 容 を 協議 し 、(① 企 業 改革 の 深化 に よる 党 ・ 国 家 機関 と 企業 の 関係 の 見 直し 、(②) 行 政 効率 の 向上 と 
経済 改革 に 合致 し た 政府 の 機構 改革 、③ 商 品 ・ 資 金 ・ 労 務 な ど 各 市 場 の 整備 改善 、 な ど に つい て 初 
歩 的 な 決定 を 行っ た [1987.9.211。 

講話 を 行っ た 習 近 平 は 、 出席 者 に 対し 、「 改 革 意 識 を さら に 強め 、.……… 新た な 業績 を 生み 出し 、 ご 
れ に より 13 回 党 大 会 の 開催 を 迎え る 」 こと を 呼び か け 、 各種 の 改革 措置 を 速め る よう 指示 し た 。 だ 
が 同時 に 、「 改 革 は 系 統 的 な プロ ジェ クト で あり 、 困 難 ・ 複 雑 ・ 長 期 的 で 、 し か し 切迫 し た も の で あ 
る 」 ご と 、「 改 革 は 連鎖 反応 を 生 お 可能 性 が ある 」 ご こと も 十分 に 考慮 し 、「 体 制 改 革 の 業務 を 高度 に 
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重視 し 、 関心 を 払う 」 こと に も 注意 を 促し た [ 同 前 ]。 こ うし た 言葉 か ら は 、 改革 の 必要 性 を 認め る 一 
方 、 そ の シス テム 的 理解 に 基づき 、 共 産 党 に よる 「 上 か ら 」 の 主導 性 と 計画 性 を 担保 し つつ 、 改 革 
を 進め る と の 滞 進 主義 の 考え が みて と れる 。 

また 、13 回 党 大 会 の 閉幕 か ら 4 日 後 の 11 月 5 日 に は 、 放 門 の 党 と 政府 の 指導 者 が 参加 し て 、 大 
会 で 発表 され た 趙 紫 陽 の 政治 報告 の 学習 会 が 開か れ た 。 出席 者 た ち は 、 「 趙 紫陽 報告 の 全文 を 一 語 一 
文 ず つ 闘 読 」 し た [1987.11.6]。 学 習 会 で 、 習 近 平 は 次 の よう に 発言 し た [ 同 前 ]。 


今後 、 わ が 市 の 体制 改革 は 、13 大 路線 の 導き の 下 、 変 わら ず に 深化 させ る 必要 が ある 。 来 年 (1988 年 〕 
の 体制 改革 の 初歩 的 構想 は 、 企業 経営 メカ ニズム の 改革 を 中 心 と し 、 企業 請負 責任 制 を さら に 改善 し 、 投 
資 体制 と 物資 ・ 外 国外 易 体制 の 改革 を 進め 、 か つ 、 税 、 住 宅 、 金 融 、 労 務 の 各市 場 の 改革 を 引き 続き 模索 
し な けれ ば な ら な い 。 同時 に 、 政府 の 管理 機構 を 改革 し 、 経済 に 対す る 政府 の 管理 機能 を 、 直接 コン トロ 
ー ル (中 国語 は 直接 控 制 ) を 主 と す る 状態 か ら 、 間 接 調 整 (中 国語 は 間接 調 控 ) を 主 と す る それ へ と 、 移 
行 を 逐次 実現 し な けれ ば な ら な い 。 


ご の よう に 、 習 近 平 に と っ て 「 体 制 改 革 ] は 、 あ くま で 経済 が 主 で 、 政 治 は 従 の 位置 づけ で あっ 
た 。 そ の 政治 改革 の 範囲 も 、 経 済 の マク ロコ ント ロー ル を 可能 に する 政府 の 機構 改革 お よび 行政 の 
運営 メカ ニズム の 改善 に 限定 され て いた 。 


b. 習 近 平 署名 入り 論文 の 内 容 


1987 年 11 月 23 日 、 習 近 平 が 岡崎 嘉平 太 と 対面 し て か らち ょ うど 1 週間 後 、『 族 門 日 報 』 紙 の 一 
面 に 、「13 回 党 大 会 の 文書 を 真剣 に 学習 し 、 護 門 特区 の 改革 の 歩み を 速め よう 」 と 題する 、 習 近 平 
(市 党委 員 会 常務 委員 、 副 市 長 ) の 署名 入り の 文章 (以下 、 改革 論文 と 略記 ) が 発表 され た [ 習 近 平 
1987]。 ご れ は 管 見 の 限り 、 習 近 平 の 族 門 在任 時 、 同紙 に 掲載 され た 唯一 の 署名 論文 で ある 。 約 1900 
華 字 の 分 量 が あり 、 新 聞 掲 載 と し て は 比較 的 大 部 で ある 。 

それ ゆえ 、 誘 門 時 代 の 習 近 平 に と っ て 、 改 革 論 文 は 、 官 僚 政治 家 と し て 最も 重要 な 対外 的 意見 表 
明 で あっ た 。 し か し 、 こ ご の 論文 に つい て も 、 習 ・ 岡 崎 会 談 と 同じ く 、 従 来 の 研究 で 言及 され た 形跡 
は な い 。 
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習 近 平 署名 「 特 区 改革 」 論 文 の 標題 と 本 文 の 一 
『 族 門 日 報 』(1987 年 11 月 23 日 付 、 第 1 面 ) 


ata ocoeospearatnsaatpcacnrcececcocnm デ デデデ デニ ニテ ニニ 


に し ます すす TTPEPEPEEEEEEE に EE 


人 真 学 ヨ オミ 大 文件 加 選 必 特区 履 革 歩 伐 


中 共 履 市 委 常 委 、 副 市 胡 


愛 的 十 三 大 基 加 快 政 基 弁 衝 的 大 会 。 乏 次 大 会 
最 舌 出 之 久 在 子 指 出 我 園 似 竹 手 社会 圭 叉 初 衣 有 
最 , 制定 本 正 析 的 路 和 政策 , 餅 決 本 我国 艇 中 
的 許 多重 要 同 証 . 臣 初 録 際 段 相 折 的 , 基 有 計 諸 
的 商 品 経 泊 。 基 計 誠 三 市 協 内 在 旗 一 的 放 体制 
直隆 社会 主文 商品 中 拓 量 以 公有 制 方 基 硫 的 , 芝 
決定 了 計 諸 和 制 生 市 協 机 制 可以 内 在 地 桂 一 在 持 会 
的 強 話 基 中 , 在 色 済 体制 上 必 狼 量 "国家 測 徹 市 
壇 、 市 逢 引 条 企 " 的 体制 模式 。 努力 形成 填 誠 号 
市 夫 在 計 一 相 有 机 捕 合 的 体制 棋 式 , 基 我 国名 放 
体制 政 基 的 真正 上 日 統 。 

各 決 大 会 押 貼 由 所 有 板 生 逢 分 高 看 隆 改 区 


ヲ 近 千 


中 。 陣 焼 着 摘 活 企 有 間近 一 中 や 。 拓 簡 政 族 板 、 小 科 
士 利 列 普 通 携行 医 負 責 制 生計 任 則 目 枝 表 任 
制 , 展 井 一 幅 宏 他 的 改革 靖 曽 。 特別 凶 今 年 以来 . ま 
要 畠 彫 落 大 中 弄 企 立 推 行 未 包 色 苦 次 任 制 , 列 10 月 
止 , 預 算 内 工 並 企 立 巳 有 8 1 免 生 主管 部 時政 
孝介 答 訂 珠 包 合 局 , 商 並 、 供 馬 株 食 国 爾 企 立 不 
旬 曽 法 到 9 0% 以 上 . 用 “ 政 . 特 . 租 "全部 放電 
隅 草 小型 背 企 豆 , 序 着 改 基 巳 形成 多 寿 双 括 成 
分 、 多 科 洪 通 県 道 、 果 各色 爾 方 式 各 減 少 洪 通 下 症 
が 江 首 体 記 , 社会 商品 年 休 類 1980 年 比 1 978 
年 境 3. 9 僅 。 同 家 室 天 管 理 即 講 的 方 法 世 久生 
ー 先 変 件 , 計 期 部 利 小 少 指 今 性 言 。 が 大 指 生 性 


岳 合 我 市 的 改 基 実 碑 。 穫 一歩 推 遊 履 革 。 主 党 任 
鼻 基 

送 一 由 舞 化 完 凌 今年 己 推 行 的 企 立 邊 旬 
経 背 均 任 制 。 大 股引 居 唐 机 制 , 面 向 社会 、 公 
者 搬 本 、 拝 低 迄 排水 包 経 若者 、 柳 仁 探索 国有 臣 
声 管 理 方 店 . 力 両 層 分 高 所 高 国 有 覧 声 語 用 致 
合身 落 件 。 企 立直 羽 形 式 上 。 要 放 索 届出 中 殺 拒 
声 唱 力 蓄 寺 、 大 中 漠 作 王 企 立 力 中 心 , 通 辻 放 胡 
横向 趣 放 湯 和 坦 企 集 時 。 Z 

最 察 体制 改 基 着 野 隆 改善 投 次 仏 准 , 柚 責 投 
誤 知 特 , 家 行 投資 分 昼 次 人 豆 管理 , 逐 歩 矯 小 攻 
府 次 接 投 人 国 。 府 主要 投 想 基 較 役 価 和 公共 


に モー ro エー 


企 間 外 痛 机 制 必須 与 人 他方 面 的 配 変 改 基 滞 密 
合 , 指 出 和伸 郊 化 久 体制 政 基 的 主要 任 色 凶 還 億 
旨 変 條 立入 府 机 制 近 全 中 必 束 管 。 分 朋 彼 好 居 行 
計 誠 、 投資 、 物 察 時 政 、 金 融 、 外 質 等 方 面体 制 
的 配付 改 准 , 道 歩 立 起 有 填 短 商品 中 流 新 体制 的 
基本 枢 針 。 作 力 一 協 尾 創 交 社会 呈 誠 変 基 的 基 硫 性 
斑 芝 人 企 立 改 革 統 和 不 拓 一 全 点 。 不 租 孔 立 授 行 , 
必 狼 触 及 生 声 、 攻 遂 、 交換 、 分 配 的 各 全 方 面 . ル 


福利 事 豆 , 一 彼 綴 若 性 投 遷 交 失 企 立 自 行 決 策 、 
自 抑 典 陰 。 捧 項目 的 透 定 、 設 守 列 施工 , 都 要 家 
行 面 向 社会 的 公 草 拓本 

物 人 体制 投 思 “国家 調和 市 二 。 市 二 引 生 企 
"実行 政 企 分 電 , 摘 活 生 声 覧 料 度 通 . 各 物 提 
な 豆 公 刷 家 行 企 立 化 久 着 , 計 記 部 介 承 揚 生 だ 店 
料 行政 管理 各 人 , 健全 、 が 大 明 材 交 得 市 和 軒 
立 共 他 生 声 察 料 市 考 。 

直視 価 制 攻 癌 橋 心 地 倒 造 沖 人 揚 外 貿 企 立 旬 


持 申 。 挫 里 . 物 . 指 棟 分 配 的 意 接 情 理 正 層 歩 特 向 
制定 全市 中 兵 期 邊 訪 妥 展 規 記 。 弁 秋 利 用 統 札 作 
和 角 放 牙 倒 来 指 生 趣 許 嬉 柏 変 功利 融合 経済 生活 
財政 税 狂 、 物 合金 融 、 外 質 部 中 都 送 行 一 拓 列 
政 基 和 探 索 、 

1986 年 , 我 市 拉 列 旋 全 旧 16 生 中 等 域 市 
机 稚 政 基 試 喜 域 市 之 一 , 綴 辻 反 賀 測 研 、 比 較 珍 正 
巳 形 感 子 全市 行政 机 間 改 汰 方 案 項 来 . 近 出 子 机 間 
踊 基 的 第 一 形 、 


ドー ニー ニニ ニニ ーー ニニ ニニ デニー ニニ ー ニ ニニ ニニ ニ デ デー に を 


i) 党 大 会 の 注目 点 


改革 論文 は 、 大 きく 3 つの 部 分 、 す な わ ち 、 (① 党 大 会 成果 の 総括 、②11 期 3 中 全会 以来 の 虜 門 の 
改革 回 顧 、(③1988 年 の 族 門 の 改革 課題 、 か ら な る 。 本 論 の 趣旨 に 氏 み 、 こ ご こ で は 、 ① と ③ の 論点 を 
中 心 に 、 論 文 の 内 容 を 分 析 す る 。 

習 近 平 に よれ ば 、13 回 党 大 会 の 主要 な 意義 は 、 次 の 3 点 で ある 。 

第 一 に 、 大 会 の 最大 の 功績 と し て 、 中 国 の 発展 段階 を 「 社 会 主義 初級 段階 」 と 規定 し 、 そ こ で の 
経済 運営 の あり 方 を 、「 計 画 あ る 商品 経済 」 の 下 、「『 国 家 が 市 場 を 調節 し 、 市 場 が 企業 を 導く 』 と い 
う 体 制 モ デル 」 と 明確 化し た こと [ 習 近 平 1987]。 習 近 平 の みる と ころ 、 党 中 央 が 期待 する 「 わ が 国 
の 経済 体制 改革 の 真 の 目標 」 と は 、「 計 画 と 市 場 が 内 在 的 に 統一 し 、 有 機 的 に 結合 し た 体制 モデ ル 」 
の 構築 に ほか な ら な い 。 

第 二 に 、「 改 革 開 放 を 加速 させ る 大 会 」 と し て 、 今 次 大 会 は 多く の 施策 を 提起 し た 。 中 心 的 テー マ 
で ある 経済 改革 で は 、 企業 制度 の 刷新 と それ に 関連 する 複数 の 課題 、 す な わ ち 、 計画 、 投資 、 物流 、 
財政 、 金 融 、 買 易 な どの 改革 も 、 和 逐次 取り 組む こと が 指示 され た 。 ご の 点 、「 社 会 主義 市 場 シ ステ ム 
(中 国語 は 社会 主義 市 場 体系 ) が 優れ た も の に な る か は 、 相 互 に 関連 し た ひと まとまり の 改革 (中 
国語 は 一 系 列 配 杜 改革 ) を 、 時 機 を 逃さ ず に 実行 で きる か に か か っ て いる 」。 習 近 平 は こう 述べ て 、 
滞 進 的 だ が 、 総 合 的 な 経済 改革 の 必要 性 を 強調 し た 。 

第 三 は 、 政 治 改革 の 提起 で ある 。 習い わく 、「 経 済 体制 改革 は 、 必 ず や 、 政 治 体制 改革 と 緊密 に 結 
び つ か な けれ ば な ら ず 、 政治 体制 改革 を 行わ ず に 、 経済 体制 改革 は 最終 的 な 成功 を 得 ら れ な い 」。 そ 
れ ゆ え 党 大 会 は 、「 高 度 に 民主 的 で 、 法 制度 が 完備 され 、 効 率 性 に 富み 、 活 力 に 満ち た (中 国語 は 高 
度 民主 、 法 制 完 備 、 富 有効 率 、 充 満 活力 ) 社会 主義 政治 体制 を 打ち 立て る 」 と の 目標 を 掲げ 、「 政 治 
体制 改革 の 実行 の 着手 」 を 指示 し た [ 同 前 ]。 

以上 の よう に 、 習 近 平 が 着目 し た 党 大 会 の 新 機軸 は 、(① 「 社 会 主義 初級 段階 」 の 発展 段階 規定 、 
② 計 画 と 市 場 を 併用 し た 経済 シス テム 確立 、③ 多 層 多 面 の 経済 改革 に よる 「 社 会 主義 市 場 経済 体系 」 
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の 整備 、(④ 経 済 改革 と 連動 し た 政治 改革 の 実行 で あっ た 。 
i 趙 紫陽 の 政治 報告 に 対す る 習 近 平 の 理解 


また 、13 回 党 大 会 の 趙 紫 陽 党 総 書記 (当時 ) の 政治 報告 と 、 習 近 平 の 改革 論文 を 比較 し た 場合 、 
「 計 画 あ る 商品 経済 」、「『 国 家 が 市 場 を 調節 し 、 市 場 が 企業 を 導く 』 と いう 体制 モデ ル 」、 「 社 会 主義 
市 場 シ ステ ム 」、「 政 治 体制 改革 を 行わ ず に 、 経 済 体制 改革 は 最終 的 な 成功 を 得 ら れ な い 」、「 高 度 に 
民主 的 で 、 法 制度 が 完備 され 、 効 率 性 に 富み 、 活 力 に 満ち た 社会 主義 政治 体制 」 な どの キー ワー ド 
は 、 ほ ほぼ 全て 趙 紫陽 報告 の 中 に 現れ て いる 。 特 区 論文 の 標題 が 示す と お り 、 習 近 平 は 確か に 、 党 大 
会 の テキ スト を 「 真 剣 に 学習 ] し た 模様 で ある 。 

し か し 、 趙 紫陽 報告 に 対す る 習 近 平 の 理解 の 特徴 と し て 、 次 の 2 点 は 興味 深い 。1 つめ に 、 習 近 
平 は 、 趙 紫陽 報告 の 中 の 「 中 華 民 族 の 偉大 な 復興 」 の 言葉 に 言及 し な か っ た 。 今 日 知ら れる と ころ 
に よれ ば 、「 中 華 民 族 の 偉大 な 復興 」 が 政治 報告 に 初め て 登場 し た の は 、13 回 党 大 会 で あり 、 し か 
も 、「 社 会 主義 初級 段階 」 を 説明 ・ 形 容 し た 箇所 で あっ た 。 趙 紫陽 は それ を 、「 偶 困 と 立ち 遅れ か ら 
逐次 脱却 する 段階 」、「 農 業 人 口 が 多数 を 占め 、 手 工業 労働 を 基礎 と する 農業 国 か ら 、 非 農業 人 口 が 
多数 を 占め 、 現 代 化 され た 工業 国 へ と 衣 次 変貌 する 段階 」、「 改 革 と 模索 を 通じ て 、 活 力 に 満ち た 社 
会 主義 の 経済 ・ 政 治 ・ 文 化 体制 を 打ち 立て 、 発 展 さ せる 段階 」 な どの 表現 と と も に 、「 全 人 民 が 奮起 
し 、 刻 苦 創業 し て 、 中 華 民 族 の 偉大 な 復興 を 実現 する 段階 」 と 述べ て いた [ 趙 紫陽 1987、286]。「 中 
華 民 族 の 偉大 復興 」 の ナシ ョ ナリ ステ ィ ッ ク な アピ ー ル は 、 当 時 の 習 近 平 の 政治 信条 の 琴線 に は 十 
分 に 触れ な か っ た と み ら れ る 。 

2 つめ は 、 政治 改革 に 関す る 習 近 平 の 「 口 数 の 少な さ 」 で ある 。 上 述 の よう に 習 近 平 は 、 経 済 と 政 
治 の 両 改革 の 緊密 不可 分 を 述べ た 趙 紫 陽 の 言葉 を 是認 し た 。 だ が 、 「 政 治 体制 改革 」 の 実行 項目 と し 
て 、 趙 紫陽 が 筆頭 に 挙げ た 「 党 と 国家 機関 の 機能 分 離 (中 国語 は 党 政 分 開 )」 を は じ め [ 趙 紫陽 1987 : 
286]、 政治 改革 の 具体 的 措置 に は 、 改革 論文 は ほとん ど 触 れ て いな い 。 他方 、 す ぐ 後 で みる よう に 、 
趙 紫 陽 報 告 の 「 政 企 分 開 」 (政府 と 企業 の 機能 分 離 ) は 、 み ず か ら の 論文 で も その 実行 を 求め た 。 

ほか に も 、 改 革 論 文 で は 、1986 年 に 族 門 が 、 全 国 16 都市 に お ける 機構 改革 の 「 実 験 都市 」 に 指 
定 さ れ た こと を 受け 、 調査 研究 を 経て 、「 市 の 行政 機構 改革 構想 の 草案 が すでに 作成 され 、 機構 改革 
の 大 き な 第 一 歩 を 踏み 出し た 」 こ ご と が 記さ れ て いる [ 習 近 平 1987]1。 こ ご これ は 、2000 年 発展 戦略 プロ ジ 
ェクト の 行政 改革 案 の 起 草 を 指す も の と み ら れ る 。 た だ し 、 改 革 論 文 全体 に 占め る 政治 ・ 行 政 改革 
の 叙述 は 少な く 、 多 く は 経済 改革 の 説明 に 充て られ て いる 。 


ii)1988 年 の 族 門 の 改革 任務 


党 大 会 で 示さ れ た 基本 方 針 を 念頭 に 置き な が ら 、 習 近 平 が 見 出し た 1988 年 の 門 に お ける 改革 
の 具体 的 課題 と は 何で あっ た の か 。 こ れ ま で の 放 玉 か ら 予 想 さ れる よう に 、 そ れ は 、 主 と し て 経済 
分 野 の 多岐 に わた る 制度 吊 新 で あっ た 。 (① 企 業 経営 人 材 の 公募 、② 所 有 権 と 経営 権 の 分 離 を 主眼 と 
する 国有 資産 の 効率 的 運営 、③ 横 向 経済 連合 に よる 企業 集団 の 形成 、(④ 自 主 決定 ・ 自 己 責 任 の 原則 
に 基づく 企業 投資 の 推奨 な ど で あ る 。 物 資 の 生産 管理 で は 、「 政 企 分 開 を 実行 し 、 生 産 手段 の 流通 、 
取引 を 活性 化す る 」 こ と も 盛り 込ま れ た 。 ま た 、 特 区 論文 の 未 尾 は 、 次 の よう に 締め くく られ て い 
る 。 


13 回 党 大 会 が 提出 し た 政治 体制 改革 の 目標 と 要求 を 結び 付け 、 わ が 市 の 機構 改革 の 構想 を さら に 補充 修 
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正す る 。 …… 機構 改革 の 構想 を で きる 限り 早期 に 実行 し 、 政府 の 経済 管理 の 方 法 が 、 直接 管理 か ら 間 接 管 
理 へ と 転換 する た め の 基 礎 を 打ち 固め る よう に 努力 する 。 我 々 が 13 回 党 大 会 の 文書 の 要点 を 、 真 剣 に 学 
習 貫 徹し 、 新た な 開拓 を 大 胆 に 試み 、 積極 的 に 進取 に 努め さえ すれ ば 、 来年 の 改革 は 必ず や より 大 き な 進 
展 を 得 ら れる も の と 、 私 は 信じ て いる 。 


習 近 平 は ここ で も 、 上 述 し た 11 月 初め の 趙 紫陽 報告 の 学習 会 と 同じ く 、「 政 治 体制 改革 」 の 内 容 
と し て 、 経 済 の マク ロコ ン トロール 実 行 の た め の 機構 改革 と 行政 活動 の 改善 を 述べ た 。 そ れ は 、 天 
安 門 事件 まで の 部 小平 の 「 政 治 体制 改革 」 の 見 方 と 軌 を 一 に し て いた [国分 1992  *]。 また 、 既 述 の 
と お り 、 習 近 平 の 改革 論文 の 文面 で は 、 趙 紫陽 報告 で 示さ れ た 政治 改革 の 包括 的 プラ ン が ほとん ど 
言及 され て いな い 点 を 考慮 する と 。1989 年 の 天安 門 事 件 後 、 改革 論文 が 習 近 平 の キヤ リア に と っ て 
致命 的 な 現 交 と みな され な か っ た の も 十分 に 首 青 で きる 。 

た だ し 、 本 文 で みた よう に 、1987 年 当時 の 習 近 平 は 、 保 守 派 と は 一 線 を 画 し 、 改 革 派 の 陣営 に 局 
し て いた 。 す な わ ち 、 天 安 門 事 件 で 決裂 する まで 閣 小 平 と 趙 柴 陽 が 標 棒 し た 政治 改革 の 目標 と 内 容 
を 、 習 近 平 も 部 分 的 に 共有 し て いた 。 


5. お わり に 


以上 に お いて 筆者 は 、 同 時 代 の 『 邦 門 日 報 』 紙 の 報道 に 基づき 、1985 て 1988 年 の 族 門 経済 特区 に 
お ける 市 政府 副 市 長 時 代 の 習 近 平 に つい て 、 そ の 政治 活動 を 再 構成 し つつ 、 政 治 認識 の 特徴 を 分 析 
し た 。 本 論 で 明らか に され た の は 、 以 下 の 5 つ で ある 。 

第 一 に 、 護 門 時代 、 習 近 平 が 主導 的 立場 で 関わ っ た 主 な 政策 分 野 は 、 反 腐敗 、 経 済 開放 、 体 制 改 
革 の 3 つ で あっ た 。 反 腐 敗 に 関し 、 習 近 平 は 、 族 門 在任 の 約 3 年 間 、 毎 年 実施 され た 「 税 収 ・ 財 務 ・ 
物価 大 検査 」 と 称す る 徴税 強化 と 経済 犯罪 摘発 キヤ ン ペ ー ン の 実施 責任 者 で あっ た 。 習 近 平 の 政治 
的 生涯 の 中 で 、 官 僚 政治 家 と し て 大 規模 な 反 腐 敗 運 動 の 陣頭 指揮 に 当たっ た 初め て の 経験 で あり 、 
2012 年 の 党 総 書記 就任 後 の 全 国 的 な 腐敗 追及 の 実践 的 原点 と いっ て よい で あろ う 。 

また 、 ご の 時 の 体験 を 通じ て 、 習 近 平 は 、(① 政 治 運動 の 手法 に よる 汚職 撲滅 と 幹部 の 綱紀 粛正 、 
民衆 の 政治 教育 の 有効 性 、(② 市 場 化 改革 と 並行 し て 進め られ る べき 、 国 家主 導 型 の 市 場 規 律 の 確立 
と 経済 主体 へ の 監督 強化 の 必要 性 、(3③) 〈 反 腐敗 の 追求 - 経済 改革 の 推進 - 市 場 経済 化 の 中 の 安定 確 
保 ) の 三 者 間 の 政治 的 均衡 の 重要 性 、 を 銘 記 し た と 思わ れる 。 

第 二 に 、 対 外 開 放 の 窓口 で ある 経済 特区 の 役割 を 発揮 すべ く 、 習 近 平 は 、 護 門 の 開放 政策 の 旗 振 
り 役 の 1 人 と し て 、 外 国 か ら の 経済 ミッ ショ ン へ の 対応 を は じ め 、 中 国 国内 の 諸 地 域 ・ 部 門 と の 経 
済 連 携 の 拡大 深化 に 注力 し た 。 前 者 の 海外 と の 経済 交流 に 関し 、1987 年 11 月 、 習 近 平 は 、 族 門 を 
訪問 し た 岡崎 嘉平 太 と 会 談 し た 。 ご これ は 、 学 術 研究 の 著作 物 と し て は 、 本 論文 が 初め て 指摘 する 史 
実 と 思わ れる 。 後 者 の 国内 連携 に 関し 、 習 は 、 族 門 市 政府 で 「 横 向 経済 連合 」 や 「 内 連 工 作 」 を 担 
当 す る 領 導 小 組 の 組長 を 務め た 。 

第 三 に 、 習 近 平 は 、 族 門 の 経済 社会 の 長期 発展 と それ に 付随 する 政治 ・ 経 済 改革 の 計画 立案 業務 
を 所 管 し 、 や は り 領 導 小 組 の トッ プ に 就任 し た 。1986 年 後半 以降 、 お よそ 1 年 8 カ月 に 及ぶ この 
プロ ジェ クト は 、 天 安 門 事件 後 の 1989 年 9 月 に 、 習 近 平 を 筆頭 編者 と する 『1985-2000 年 厚 門 経 
済 社会 発展 戦略 』 の 一 書 に 結実 し た 。 

第 四 に 、1987 年 の 13 回 党 大 会 の 開催 前 後 、 習 近 平 は 、 改 革 の シス テム 的 理解 に 基づき 、 全 面 的 
だ が 、 滞 進 的 な 「 体 制 改 革 ] の 歩み を 支持 し た 。 習 に と っ て 、 目 指す べき 「 政 治 体制 改革 ] と は 、 
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経済 成長 と 経済 改革 へ の 責 献 を 目的 と する 政治 ・ 行 政 の 条件 整備 、 具 体 的 に は 、 経 済 の マク ロコ ン 
トロ ー ル を 可能 に する 政府 の 機構 改革 と 行政 運営 の 改善 で あっ た 。 

第 五 に 、 上 記 党 大 会 直後 、 習 近 平 が 『 族 門 日 報 』 に 発表 し た 署名 入り 論文 (「13 回 党 大 会 の 文書 を 
真剣 に 学習 し 、 護 門 特区 の 改革 の 歩み を 速め よう ]」) は 、 先行 研究 で 扱わ れる こと の な か っ た 、 し か 
し 、 当 時 の 習 近 平 の 「 体 制 改 革 」 認識 を 探る た め の 貴 重 な 史料 で ある 。 論 文 の 内 容 か ら は 、 党 大 会 
で 趙 紫 陽 が 説明 し た 政治 改革 案 を 、 習 近 平 が 外面 的 に ほぼ 黙殺 する 一 方 、 保守 派 に は 与 せ ず 、 「13 回 
党 大 会 = 各 小 平 = 趙 紫 陽 路線 」 を 支持 する 改革 派 の 立場 に 立っ て いた こと が 明らか に な る 。 慎重 な 
態度 を 保ち つつ も 、 天安 門 事 件 前 の 1980 年 代 後半 の 開放 的 な 政治 的 雰囲気 の 中 、 習 近 平 も それ に 無 
関係 で は な か っ た と いえ よう 。 
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12 月 18 日 「 我 市 税収 財務 題 検査 取得 大 進展 」 


[1986 年 ] 

4 月 4 日 (a) 「 全 市 税収 財務 大 検査 取得 顕著 成績 」 

4 月 4 日 (b)「 市 府 召 開 税収 財務 大 検査 総 結 表 彰 大 会 」 

4 月 14 日 「 市 府 召 開 全市 計 副 、 経 済 工作 会 議 部 署 今年 経済 建設 工作 深 入 改 革 岳 好 開 放 加速 特区 経済 発展 」 

4 月 24 日 「 市 府 挙行 経済 技術 協 作 工作 会 議 提出 内 障 工 作 意 見 揚 長 避 短 形式 多様 互恵 互 利 共同 発展 」 

8 月 1 日 「 中 共 邦 門 市 要 、 市 人 民政 府 決定 組織 力量 研究 社会 経済 発展 戦略 経済 体制 改革 総体 方 案 探索 行 
政体 制 改 革 方 向 」 

8 月 7 日 「 市 有 関 領 導 召 開 専門 会 議 討論 修 改 ^ 三 課題 "研究 提 綱 」 

8 月 14 日 「 市 委 市 府 召 開 領 導 幹 部 会 議 部 署 制定 三 個 方 案 探索 発展 特区 建設 推進 改革 有効 途 径 」 

10 月 12 日 「 市 委 市 府 部 請 有 関 専 家 学 者 和民 主 党派 、 群 衆 団体 代表 座談 共 商 厚 門 経済 特区 建設 大 計 」 

11 月 12 日 「 維 護国 家 和 消費 者 利益 保証 改革 順 利 市 府 決定 開 展 税収 財務 物価 大 検査 」 

12 月 20 日 「 我 市 内 障 工 作 進展 快 」 
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5 月 7 日 
5 月 10 日 
6 月 10 日 
7 月 17 日 
9 月 7 日 
9 月 21 日 
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「 発 展 商品 生産 加 強 市 場 管理 確保 物価 穏 定 市 府 領 導 就 物価 問題 答 記者 問 」 

「 市 府 府 召 開 横向 経済 障 合 工作 座談 会 提出 岳 好 内 瞳 要 樹立 三 個 観点 

「 我 市 経済 社会 発展 戦略 研究 取得 可 喜 進展 経済 社会 発展 戦略 綱要 和 十 幾 個 専門 課題 研究 己 完 稿 」 
「 強 化 以 法治 税 的 重要 措 施 市 人 民 検索 院 派 駐 税務 局 検 圭 室 昨 成立 」 

「『 出 口 加工 区 和 自 由 港 』 護 門 国際 研 討 会 閉 事 」 

「 市 府 全面 部 署 今年 税収 大 検査 工作 」 

「 市 体制 改革 委員 会 召 開 拡大 会 議 提出 増強 改革 意識 加 快 改革 歩 伐 推進 特区 建設 


10 月 10 日 「 維 護国 家 和 消費 者 利益 創造 良好 改革 開放 環境 我 市 部 署 今年 財務 物価 大 検査 工作 」 


11 月 6 日 


「 以 十 三 大 精神 為 指導 加 快 特区 建設 歩 伐 」 


12 月 12 日 「 進 一 歩 開 展 外 引 内 障 和 出口 創 隆 工作 」 


[1988 年 ] 
3 月 27 日 


「 市 委 市 府 召 開 市 経済 社会 発展 戦略 論証 会 」 
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IT 反 腐 敗 (摘発 、 通 報 ) 一 一 ご どの よう に 
捕まえ る か 


腐敗 学 と は 腐敗 原因 の 解明 と その 防 過 の 検討 を 目指 すす もの と すれ ば 、 現 代 中 国 に お ける 反 
腐敗 政策 は 、 腐 敗 事 案 の 実態 解明 と 共に ぐ 中 国 > 腐敗 学 の 重要 な 分 析 対 象 で ある 。 反 腐 敗 の 
名 の 下 、 中 国 で は 腐敗 事案 を どの よう に 見 出し 、 廣 骸 当事者 を どの よう に 摘発 し よう と し て 
いる の か 。 

第 4 章 「 比 較 の 視座 か ら み た 中 国 の 腐 敢 の 特質 」( も 里 和 子 ) は 、「 中 国 の 腐敗 は 他 に 類 
を みな い 、 特 殊 中 国 的 現象 で ある 」 と の 仮説 に より 、 司 直 に より 裁 か れ た 落馬 高官 の それ ぞ 
れ の 個別 情況 を 仔細 に 検討 し 、 い わ ば ^ 捕 まっ た "腐敗 者 の 比較 の 視座 か ら 中 国 腐敗 の 特質 を 
解明 し よう と する 。 具 体 的 に は 、1989 年 一 2021 年 期 に 捕まっ た ” 中 央 党 ・ 省 の 正副 省 長 ・ 
省 党 書記 な ど ハ イラ ンク の 党 政 官僚 の “落馬 高官 "360 名 を 対象 に 、 そ の 量刑 、 罪 名 等 を 分 析 
し 、「 半 ば 制度 化し た 」、「 了 隠れ た ルー ル 」 と し て の 「 葵 病 提 抜 」 を 問題 視 し て いる 。 そ の 上 
で 、 毛 里 は 、 こ の 「 帯 病 提 抜 」 に 如 え て 、 中 国 型 固有 の 腐敗 を うみ 出す 要因 と し て 、 権 限 と 
権威 の 第 一 人 者 へ の 集中 、 同 一 機関 、 職 場 ( 賠 位 )、 担 当分 野 で の 在職 の 長 さ を 指 摘 し て い 
る 。 

で は 、 ど の よう に それ ら の 府 敗 し た 役人 を 秋 り 出し て いる の か 。 巡視 組 、 と り わ け 中 央 巡 
視 組 の 派遣 を 通じ て 、 取 り 調 ベン 処分 し た 中 央 管理 幹部 の うち 、60% 以 上 が この 巡視 過程 で 
明らか に な っ た ケー ス と いう 。 第 5 章 「 中 央 巡視 組 の 「 回 頭 着 」」 (諏訪 一 幸 ) は 、 第 一 期 習 
近 平 政 権 (2012 一 2017 年 ) 中 央 巡視 組 に よる 「 回 頭 着 」(= 再 巡視 ) を 対象 に 、 反 腐敗 闘争 
に お いて 巡視 制度 の 持つ 意義 を 幹部 管理 (解任 と 昇任 ) の 視点 か ら 明 ら か に し 、「 回 頭 看 」 
が 習 近 平 の 反 腐敗 闘争 の 有力 な ツー ル と な っ て いる こと を 実証 的 に 示し た 。 

他方 、 腐 敗 官僚 の 発見 は 上 か ら の 「 巡 視 」 工 作 が その すべ て で は な い 。 本 格 的 な イン ター 
ネッ ト 時 代 と な っ た 中 国 で は 、 下 か ら の 通報 、 告 発 の 役割 も 大 きい 。 と り わ け 、 ネ ッ ト を 使 
っ て 汚職 腐敗 と 不正 を 働く 役人 を 暴露 する 動き が 胡 錦 清 期 に 現れ 、 当 局 の 容認 と 支持 を 得 
て 、「 網 絡 反 腐 」 と いう 新しい 反 腐 敗 の 形態 が 生ま れ た 。 この 背景 と 経過 お よび 習 近 平時 代 
の 変化 を 分 析 対 象 と し た の が 第 6 章 「 網 絡 反 腐 一 一 ネッ ト 時 代 の 「 有 圭 花 」 か 「 利 器 」 か 」 
( 朱 建 穫 ) で ある 。 そ こ で は 、2013 年 春 以 降 、 綱 民 が ネッ ト で 自由 に 摘発 する 民間 主導 の 
「 網 絡 反 腐 」 方式 か ら 、 不 正 情 報 を ネ キット て 直接 に 党 と 政府 の 担当 機関 に 通報 する よう に と 
いう 「 網 絡 挙 報 」 方 式 が 奨励 され る よう に な っ た こと が 明らか に され て いる 。 朱 建 業 は 、 習 
近 平時 代 に 入り 、 反 腐敗 運動 は すべ て 「 党 の 指導 下 」 に 押し 込ま れ 、 民 間 主 導 の 「 網 絡 反 
腐 」 は 一 時 期 、 下 火 に な か っ た も の の その マグ マ は 消え る こと は な いと し て 、 ネ ッ ト の 更 な る 
発達 と 民衆 の 権利 意識 の 向上 に 伴い 、 下 か ら の 「 綱 絡 反 腐 」 の 新しい 動向 を 注視 する 必要 を 
訴え て いる 。 


比較 の 視座 か ら み た 中 国 の 腐 取 の 特質 
--- 高 官 落 馬 と 「 腐 敗 潜伏 し な が ら 出 世 」 ( 帯 病 提 抜 ) 
毛 里 和 子 
1 . バラ ドク ス に 囲ま れ た 中 国 腐敗 学 

2012 年 に 習 近 平 政権 が 出発 し て か ら 10 年 、 ご の 政権 の 顕著 な 業績 は 腐敗 ・ 汚 職 撲 滅 へ の 取組 み だ 
ろう 。 腐 敗 摘発 に か ん する 詳細 で 正確 な デー タ を 把握 する の は 至難 な の で 、 と も か く ラ フ な 数 字 を 挙 
げ て 中 国 の 腐敗 の すさ まじ さ の 一 端 を 表現 し て みよ う 。 

ちな み に 本 稿 で 腐敗 ・ 汚 職 の 主体 と し て 取り 上 げ る の は 中 国共 産 党 中 央 、 省 レベ ル 、 国 務 院 の 部 レ 
ベル の 長 お よび 党 書 記 ( 副 職 も 含む お ) な どの 最高 ラン ク の 党 政 官僚 ・ 軍 人 で ある 。 筆 者 が 用 いた 中 国 公 
式 筋 が 公表 し た 数 種類 の デー タ か ら 、1989 年 て 2021 年 10 月 まで 、 最 高 ラ ンク の 官僚 ・ 軍 人 360 名 が 
腐敗 (70-909% 以 上 が 収 財 罪 で 告発 )、 で 逮捕 され 処罰 され た (360 名 と いう の は 、 本 稿 が 作成 し た 8 
種類 の 落馬 高官 リス ト の うち 、 重 複 し な い 、⑱@@@⑨ の 総計 )。 た だ し 、2010 年 1 月 て 11 年 1 月 の 1 
年 間 の 逮捕 ・ 告 発 官僚 の デー タ が 把握 で き な い の で 、 ご の 1 年 間 は 含ま れ な い 。 本稿 は その 360 名 の 
エリ ー ト 官僚 を 対象 と する 腐敗 研究 で ある 。 う ち 死 刑 判決 は 13 名 、2 年 の 執行 猫 予 付 死刑 判決 が 13 
名 、 無 期 懲役 が 39 名 と いう 過酷 な 量刑 が 下っ た 。 刑 の 重 さ 、 収 賭 の 巨額 さ は 世界 で 類 を みな い 。 ま 
さ に これ が 「 中 国 の 特色 ある 腐敗 」 の 第 一 の 問題 で ある 。 

中 国 の 腐敗 の 第 二 の 問 題 は 、 腐 敗 ・ 汚 職 と いう 政治 ・ 社 会 現象 が な ぜ 生 ずる か 、 そ れ が 政治 経済 社 
会 で どの よう な 結果 を も た ら す か を 考え る と 、 き わ め て パラ ドキ シカ ルー 逆説 的 な こと で ある 。 端的 
過言 完 ば 、。 だ ど 更 ば 、 

* 腐 取 は 経済 成長 と どの よう な 相関 関係 を も つか ( 正 の 関係 か 、 負 の 関係 か 、 無 関係 か )、 

* 腐 敗 は 政治 的 発展 、 つ まり 民主 主義 、 民 主 化 と どの よう が 相関 関係 を も つか (民主 主義 体制 だ と 
腐敗 は 減る の か 、 中 国 に 腐敗 が 多い の は 非 民主 主義 体制 だ か ら な の か 、 そ れ ら と 無関係 か ) な ど な ど 、 
どの よう な 逆説 も 設定 可能 な の で ある 。 政 治 ・ 社 会 ・ 経 済 現象 と の 有意 な 因果 の 関係 を 論理 的 に 説明 
する こと は 不可 能 で ある 。 も っ と も 強烈 な の は 、 ご の 40 年 間 、 お し ろ す さま じい 腐敗 が 年 10% を 超 
える 経済 成長 の 後押し を し て きた と いう バラ ドク ス で ある 。 

本 稿 は 、「 中 国 の 腐敗 は 他 に 類 を みな い 、 特 殊 中 国 的 現象 で ある 」 と 仮説 を 立て 、 そ の 特質 を 比較 
の 視座 か ら 解 明 し よう と する 。 と くに 、 東 アジ ア の 新興 諸国 や ロシア ・ カ ザ フ ス タン な ど 社 会 主義 か 
ら の 移行 過程 に ある 諸国 と の 比較 を 念頭 に お く 。 扱 う 対 象 は 中 央 党 ・ 省 の 正副 の 党 書 記 、 正 副 の 省 長 
な ど 人 ハイ ラン ク の 党 政 官僚 、 扱 う 時 期 は 改革 開放 以後 、 と くに デー タ が 手 に 入り や すい 1989 年 以 
降 、 と くに トッ プ の 習 近 平 が 反 腐 敗 を 政治 化 、 権 力 化 し て きた 21 世紀 に 入っ て か ら の 約 20 年 で あ 
る 。 た だ し 、2010 年 1 月 て 11 年 1 月 に つい て は 判決 まで に 到 る 詳細 な デー タ が 把握 で き な い の で 、 
ご の 間 の 1 年 1 カ月 は 含ま れ な い 。 

腐敗 、 反 腐敗 は 中 国共 産 党 権力 に と っ て いつ の 時 代 も セン シテ ィ ブ な イシ ュー で ある 。 建国 以来 、 
* 運 動 的 反 腐 敗 キ ヤン ペー ン 、 ま * 政 争 的 反 腐 敗 キ ャ ヤン ペー ン 、* 制 度 的 反 腐 敗 キ ヤン ペー ン の 三種 の 
キャ ン ペ ー ン が 繰り 返さ れ て きた 。 

ご れ ま で の 反 腐 敗 の ほとん ど は 上 か ら の 政治 運動 だ っ た 。2012 年 、 習 近 平 が 反 腐 を 鳴り 物 入 り で 始 
め た 当初 は 薄 眺 来 (当時 、 中 共 中 央 政治 局 委員 、 重 慶 市 党委 書記 ) な ど を 駆逐 する た め の 権 力 闘争 と 
し て 発動 され た 。 腐 敗 撲滅 が 制度 と し て 進め られ た こと が 殆ど な いた め 、 ま た 党 の 紀 律 で 裁 か れる ご 
と は あっ て も 、 国 法 で 処断 され る こと が きわ め て 少な いた め に 、 い つま で も 腐敗 現象 を 断ち 切れ な い 
の だ ろう 。 ル ー ル 、 法 、 制 度 で 腐敗 行為 が 防止 ・ 処 理 さ れれ ば 腐敗 も 騙 減 の 方 向 に 向かう だ ろう 。 
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2. 先行 研究 と そこ か ら 得 た 啓示 

中 国 に お ける 腐敗 の 特質 を 比較 の 視座 か ら 検討 し た 先行 研究 の うち 主 な も の を 紹介 し て お きた い 。 

(①A. Wedeman (ジョ ヨージ ア 州 立 大 学 ) の 二 つ の 研究 。 一 つ は oe PzzZox/ RZp77 G7oo 妨 7 R7s777o 
Co の 7o7 7 Cg 2012 (ウェ ー デ マン 、2012) で 、 ご この 研究 で 彼 は 、 腐 敗 を 、 政 治 エ リー ト の 不正 蓄 
財 の 海外 流出 な ど 、 官 僚 が 秦 公 に 流れ 、 酒 色 に お ほれ る タイ プ の 「 略 礁 型 腐敗 ] と 、 開 発 途上 国 に よ 
く あ る 経済 成長 期 に 公権力 が 企業 ・ 経 済 界 と 結託 し て 不正 を 行う 「 開 発 型 腐敗 」 の 二 種 類 に 分 け て 検 
証 、 赤 道 ギ ニア 、 中 央 アフ リカ 等 を 典型 例 に あげ 、 中 国 の 腐 改 も 多く が 略奪 型 腐敗 に 属す る と 判断 し 
て いる 。 最 近 の 研究 一 魏 徳 安 「 習 近 平 的 打 虎 行動 一 反 腐敗 運動 還 是 派系 清 洗 ? 」 ( 魏 徳 安 = ウ ェ ー デ 
マン 、2017) で は 、 習 政権 の 反 腐 敗 キ ヤン ペー ン に は 当初 権力 闘争 (政敵 一 薄 弁 来 の 排除 ) の 意味 合 
い が 強 か つっ た が 、 そ の うち 重点 が 党 内 、 政 府 、 企 業 で の 通常 腐敗 と の 導い に 移っ た と 分 析 す る 。 

(② 何 増 科 (中 共 中 央 編 訳 局 ) の 研究 (『 反 腐 新 路 』 中 共 中 央 編 訳出 版 社 、2002 年 ) で は 、 改 革 開 放 
か ら の 腐敗 の 変容 を 次 の よう に 辿っ て いる 。 

* 第 1 期 : 1978-84 年 、 規 模 の 小さ い 賭 周 な ど 

* 第 2 期 : 198591 年 、 生 産 財 の 二 重 価 格 ( 双 軌 制 ) を 利用 し た 党 政 幹部 主体 の 腐敗 

* 第 3 期 : 1992-95 年 、 職 場 単位 、 法 人 単位 の 腐敗 、 レン トシ ー キ ング か ら レ ント セッ ティ ング に 
変化 

* 第 4 期 : 1996 て 2002 年 、 国 有 企 業 が 主体 、 組 織 的 な 密輸 犯罪 も で て きた 。 個別 の 現象 か ら 構造 化 
に 向かう 。 

何 の 記 述 は ここ まで だ が その 後 を 付け 加え て お く 。 

* 第 五 期 2002-2012 反 腐 敗 大 キキ ヤン ペー ン の 前 段 

* 第 六 期 2012-2022、 習 型 反 腐敗 大 キヤ ン ペ ー ン の 後段 ( 省 長 ・ 部 長 ク ラス の 高官 、 重 い 刑 六 、 ネ ッ 
ト に よる 一 般 民 の 通報 も ) 
③ 経 済 成長 と 腐敗 の 因果 関係 に つい て は 、 成 長 の 潤滑 剤 説 、 成 長 阻害 要素 説 な ど さ ま ざま な 説 が ある 
が 、1990 年 代 か ら ハン チン トン 仮説 (成長 の 潤滑 剤 ) の 再 検討 が 盛ん に な る 。 大 規模 な 腐敗 研究 を ま 
と め て 概念 化し た の が P. Maoro (IME) で ある 。 彼 は 、120 力 国 余 の デー タ を 解析 し た 結果 、 成 長 
と 腐敗 に つい て の 有意 な 関係 の 有無 に つい て ハン チン トン 説 に 懐 医 的 で 、 次 の よう に 指摘 する 。 

* 腐敗 と 政治 的 不安 定 に つい て は 有意 の 関係 が 見 出せ る 

* 腐 敗 と 教育 投資 の 減少 に は 関係 あり 、 そ れ が 成長 を 損なう か 否 か は 未 検 証 

* 腐 到 、 政 治 的 不安 定 と 貧 生 に は 一 定 の 有意 の 関係 が 見 出せ る (Maoro、1995) 
④ 経 済 学者 で 腐敗 問題 を 正面 か ら 議論 し て いる の が 中 兼 和津 次 (東京 大 学 ) で ある 。 彼 の 議論 を 紹介 
し よう (中 婁 、2010) 。 
* 腐敗 が 成長 促進 的 で ある と する レフ ー ハ ンチ ント ン 仮 説 は マク ロ 、 ミ クロ の 両面 か ら ほ ほぼ 否定 され 
る 。 実証 研究 で 腐敗 の 効果 を 積極 的 に 支持 する 議論 は 出さ れ て いな い 。 
* 腐敗 の 決定 因 に つい て は 多様 で 一 定 の 定説 は な い 。 最 大 公約 数 的 な 有力 要因 は 、 高 い 制度 的 信頼 性 
が ある と 腐敗 に 大 き な が 影響 び ある と いう 点 で ある 。 
* 決 定 因 の も う 一 つ は 独占 や 規制 の 存在 が 腐敗 を 生み や すい と いう 点 。 

な お 、 中 兼 和津 次 は ソ連 (ロシア )・ 東 欧 諸国 な ど 移 行 経済 諸国 の 腐敗 現象 に つい て 分 析 し た アベ ド 
な どの 研究 を 、 腐 敗 を 決定 づけ る 要因 の 一 つ は 独占 や 規制 の 存在 で あり 、 腐 敗 は 公共 政策 と 制度 の 弱 
さ の 現れ で ある と する 仮説 (アベ ド 、2000) を 成功 的 に 検証 し た と 評価 し て いる 。 

⑤ 本 プロ ジェ クト の リー ダー 甚 田 雅晴 (法政 大 学 ) は 、 中 国 に お ける 腐敗 の 逆説 に 迫り 、 腐 敗 学 を 
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構築 し た いと 考え て いる 。 次 の よう な 彼 の 観点 は 本 研究 プロ ジェ クト の 理論 的 仮説 設定 で も ある 。 彼 

に よれ ば 、 中 国 社会 と 腐敗 現象 は きわ め て 逆説 的 で ある 。 

1. 政治 発展 と 腐敗 : 政治 発展 = 合理 性 、 近 代 性 、 公 正 性 の 文脈 で 考え れ ば 、 腐 敗 と 政治 発展 は 両立 し 

得 な い 、 逆 説 的 的 位置 に ある 。 

2. 経済 発展 と 腐敗 : 腐敗 は レン トシ ー キ ング に よる 国富 の 流失 、 国 家財 政 の 弱体 化 、 対 外 信用 失墜 な 

ど を も た ら す 。 つ まり 腐敗 は 経済 成長 に 対し 非 促進 的 で ある 。 だ が 実際 に は 、 汚 職 の 猫 狼 の な か で 世 

界 史 に 類 を 見 な い 中 国 の 経済 成長 が 進ん だ 。 

3. 社会 発展 と 腐敗 : 社会 発展 と 腐敗 が 併存 する こと は で き な い 。 人々 の 腐敗 に 対す る 反発 に も か か わ 

ら ず 、 腐 敗 現象 は 中 国 社会 の 各 領域 に 深く 浸透 し て いる 。 

4. 反 腐 敗 と 腐敗 : 腐敗 撲滅 を 進め る な か で 、 腐 敗 が 慕 延 す る と いう 逆説 。 過 去 の 不正 を 隠 散 す る た め 
の 腐敗 行為 も 増加 。 ま た 反 腐 敗 の 当事者 が 腐敗 の コア に 位置 する こと も あり 、 逆 説 が いっ そう 狐 獄 す 

る 。 結局 彼 は 、 制 度 諭 ア プロ ー チ に 依拠 し て 、 腐 敗 学 の 新 構築 を 考え 、 次 の よう な 仮説 を 提示 する 。 
腐敗 と は ある 種 の 制度 と し て 存在 し て いる の みな ら ず 、 市場 、 計 画 に 次 ぐ 資 源 配 分 機能 を も っ て い 

る の で は な いか (菱田 雅晴 「 科 研 費 申請 書 2007 年 : 現代 中 国 に お ける 腐敗 パラドクス に 関す る シス 

テム / ノ 制度 論 的 アプ ロー チ 」) 。 検 証 に 値する 問い で ある 。 

@⑥M.johnston (コル ゲー ト 大 学 ) の アジ ア の 腐敗 四 つ の タイ プ 論 (Japan, Korea The Philippines, 
China: Four Syndromes of corrupton") (ジョ ンス トン 、2008) は 興味 深い 。 彼 は 100 力 国 近い アジ 
ア 諸 国 の 腐敗 に つい て 比較 検証 し た 結果 、4 つの タイ プ (シン ドロ ー ム ) に 分 類 し た ( 表 1)。 * 日 本 
が 市 場 主 導 型 、 * 韓 国 が エリ ー ト ・ カ ル テ ル 型 、* フィリ ピン が オリ ガー キー・ ク ラン 型 、* 中 国 が 
官僚 ボス 型 の 代表 格 と し て 位置 づけ られ て いる 。 ご これ も 魅力 ある 問題 提起 で ある 。 


表 1 アジ ア の 腐敗 - 四 つの タイ プー ジョ ンス トン ) 


アジ ア の 腐 - 皿 つの シン ドロ ー ム 


RI ー ム | 政治 的 参加 | 経済 的 参加 hp 国家 - | 経済 的 組織 
社会 の 能力 


市 場 主導 人 市 坦 
Influence markets 開か れ 
た 、 板 や か な 央 ia 
争 
エリ ー ト カル テル 自由 化 さ れ た 改革 中 の 市 場 穏健 中 間 韓国 
Elite cartels 競争 と 参加 2 カ国 
オリ ガー キー・ ク 移行 期 体制 新 市 場 、 化 、 弱い 弱 フィ リピ ン 
ジジ 自由 化 さ れ た 、 極端 な 非 平等 貧 30 カ 国 
Oligarchsand clans だ が 貧弱 な 競 困 
。 
官僚 ボス 非 義 新 市 場 、 化 弱い 弱 中 国 
Official moguls 小 規模 な 極端 な 非 平等 、 29 カ ヵ国 
化 、 開 放 性 貧困 
出典 : M.Johnston, "Japan, Korea, the Philippines, China: four Syndromes of corruption, 


?C77e /gw Soc Cg7ge, 2008, No.49, pp.205-223 10 


3 . 中 国 の 腐敗 現象 : 8 つの デー タ か ら 
1) 本稿 が 用 いた 公表 デー タ 
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中 国 の 腐 改 デー タ に 入る 前 に 国際 廉 潔 度 を 紹介 し て お こう 。 以 下 は Tansparency International 


が 評価 ・ 公 表し た 各国 の 腐敗 


認識 度 の 順位 で ある 。2018 年 デー タ で ある 。 


表 2 Corruption Perception Index 2018 


デン マー ク 1 位 
シン ガボール 2 位 
日 本 18 位 
米国 22 位 
融 31 位 
韓国 45 位 
1 の 78 位 
! 国 | 87 位 
カザフ スタ ン 124 位 
を み 26 138 位 


全般 に 経済 レベ ル が 低い 発展 途上 国 、 旧 ソ連 圏 で まだ 社会 主義 か ら の 移行 が 終わ つっ てい ない 中 
央 アジ ア 、 東 欧 な どの 諸国 の 腐敗 度 が 高い と 評価 され て いる 。 

表 3 は 1989 年 か ら 2021 年 10 月 の 間 に 司 直 で 裁 か れ た 、 主 に 省 級 、 部 級 以上 の も っ と も 高い ラ 
ンク の 落馬 幹部 360 名 ( 副 職 も 含む お 、82 名 の 人 ルイ ラン ク の 軍人 も 含む お ) に つい て の デー タ の リス ト 
で ある 。 合計 8 つつ リス ト が ある 。 た だ 2010 年 1 月 か ら 2011 年 1 月 1 年 間 の デー タ が 欠け て い 
る の が 残念 だ が 、 天 安 門 事件 後 22 年 間 の 最高 ラン ク の 党 政官 僚 の 腐敗 の 概要 を 知る こと が で きる 
の で 、 ご の 8 つの リス ト の 価値 は 高い (8 種 の デー タ 本 文 は 本 論考 付録 に 付す )。4 節 以 下 で 中 国 の 
腐敗 の 特質 を 抽出 する が 、 そ の 時 に ご この 8 リス ト を 活用 する 。 


表 3 腐敗 で 失脚 し た 官僚 ・ 軍 人 に つい て の 8 つの デー タリ スト の 目録 (合計 360 名 ) 
欠落 ---2010 年 1 月 2011 年 1 月 


リス ト 名 ・ 人 数 掲載 論 対象 期間 掲載 典拠 ・ 出 典 
⑯ 沙 馬 高 官 リル ト 116 名 近 20 年 落馬 高官 一 覧 1989-2009 年 116 名 【20100619 財経 網 ) 
@ 沙 馬 高 官 リ スト 11e6 名 | Wedeman Xi jinping's 20110204 て 20160918 | AMoger7z Cg Sd7es, 
Tiger Hunt 高官 デー タ Vol.24, Tssue2, 2017 


補 : 百度 百科 20210503 - 
0504 で update、 何 家 弘 

「 腐 敗 利益 連 的 成因 与 明 
断 」『 政 法論 壇 』34-3 


⑥ 沙 馬 高 官 リス ト 46 名 


党 政 幹部 副 部 長 級 以上 


201802-202104 


百度 百科 20210502-0503 


の 落馬 高官 リス ト 軍 人 将 
校 82 名 


【Wedeman "Xi Jinping's 
Tiger Hiunt”) 


Wedeman 20110204- 
20161115 の 性 校 デ ー 
夕 


百度 百科 20210505、 何 家 
弘 「 腐 敗 利 益 連 的 成因 与 阻 
断 」 『 政 法論 壇 』34-3 


沙 馬 高官 リス ト 154 名 


(19 大 前 ) 省 部 級 高官 の 落馬 
デー タ 154 名 (軍隊 幹部 - 徐 
オオ 厚 、 郭 伯 雄 な ど 含 まず ) 


18 大 201212 ぐ 5 年 間 


IUD 中 国政 務 与 情 監 測 中 
心 「18 大 以来 落馬 高官 分 
析 報 告 」『 領 導 決 策 信 上 息 』 
2018 年 1 月 、 第 4 期 ) 


⑬ 沙 馬 高 官 リ スト 省 ・ 部 
級 幹部 133 名 


匠 辛 「 官 選任 期 与 腐敗 英 系 
回 頭 的 窟 下 研究 一 其 手 


201211 ン 201612 
133 名 省 部 角 以 上 落 
紀 幹 部 


次 辛 2018 年 修士 論文 「 官 
員 任期 与 腐敗 関係 問題 的 実 
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133 名 省 部 銀 以 上 落 弓 官 具 証 研究 一 基 十 133 名 省 部 
的 考察 」 級 以 上 落馬 官 上 員 的 考察 」 
め 沙 馬 高 官 リ スト 【18 大 19 大 後 落馬 省 部 級 | 201212 て 202110 経済 日 報 - 中 国 経済 網 総合 
省 ・ 部 級 幹 部 高官 ,201212 て 202110) 合計 225 名 20211008 、 百 度 百 科 
145 名 +80 名 (①18 大 後 145 名 ,(②19 大 後 20211125 閲覧 
80 名 
⑬ 沙 馬 高 官 リ スト 余 雅 潔 他 「 省 級 高官 変 * 老 | 期間 2012 年 12 月 て 『 探 索 』2017 年 第 3 期中 
合計 88 名 虎 "的 紀 律 及 其 治 理 一 基 於 | 2016 年 12 月 31 日 央 紀 律 検査 委 監 察 部 ネッ 
18 大 以来 落馬 高官 的 実証 | 88 名 (うち 公開 審査 45 | ト ・ 人 民 ネ ッ ト ・ 新 華 ネ ッ 
分 析 」『 探 索 』 2017 年 第 3 | 名 ) ト な ど 
期 


4. 中 国 の 腐敗 の 特質 に 迫る 

(1 ) 中 国 に お ける 腐敗 の 起因 

中 国 の 腐敗 の 特質 に 迫る 前 に 、 概 念 上 、 中 国 に お ける 腐敗 の 起因 と し て 考え られ る も の を 検討 し て み 
よう 。 本 プロ ジェ クト 代表 義 田 雅 晴 は 中 国 に お ける 腐敗 の 起因 を 次 の よう に 想定 する (本 書 、 序 章 、 第 
1 章 参 照 )。 

A 推計 要因 か ら 

(① 社 会 主義 要因 ポス ト 社 会 主義 国 に お ける 特権 層 - ナ クト 9- ラ 
(② 発 展 途上 国 要因 行政 上 の 特権 に 由来 、 行 政 の 欠陥 機能 不全 
③ 資 本 主義 要因 腐朽 し た 資本 主義 、 市 場 化 の 帰結 か ? 
(④ 腐 敗 の 習俗 利潤 の 源泉 た りえ な い 行 為 が 金銭 対象 と な る 
B 形態 特性 か ら 
(① 以 権 謀 私 (職権 を 使っ て 私 利 を は か る ) : 私 的 利益 の 超 法 規 的 追及 、 職 務 特 権 
(② 以 権 代 法 (職権 を 使っ て 無法 を する ) : 超 法 規 的 自由 , 法 的 訴追 可能 性 の 挫 外 
③ 社 会 的 文脈 : 腐敗 に 対す る 1 4 億 人 の 愛憎 入り 交 じ る 「 支 持 」 
(④ 銭 ・ 権 ネッ トワ ー ク の 成立 : 権 銭 交易 (権力 と 金銭 の 取引 ) 
血縁 ・ 地 緑 ・ 業 緑 の 関 係 ネ ットワーク ( グ ア ン シ ) 


(2) 中 国 に お ける 腐敗 の 概要 
1989 年 か ら 2021 年 まで の 360 名 (重複 分 を 除く ) の 高級 官僚 (部 級 ・ 省 級 ) の 腐敗 落馬 を 詳し く 検 討 し 
た 結果 判明 し た の は 、 中 国 の 腐敗 が きわ め て 中 国 的 特質 を も っ て いる 、 ど の 国 の 腐敗 現象 と も 区 別 さ 
れる 、 と いう 認識 を 得 た 。 
筆者 が 作成 し た 8 つの 腐敗 官僚 落馬 リス ト (本 書 末 に 付録 と し 収録 ) に 依拠 し て 、 中 国 に お ける 腐敗 
の 特質 を 浮か び 上 が ら せ よ う 。 ま ず 高官 落馬 の リス ト @ 2011-2016 年 116 名 の 高級 幹部 の 落馬 
デー タ か と ど 事 案 の 罪 名 を 調べ る と 、 収 財 罪 が 90% と 圧倒 的 に 多い こと が 分 か る ( 表 4)。 
以下 に 二 つ の デー タ を 紹介 する 。 一 つ は リス ト ⑯ て @ か ら 見 て 取れ る 、 腐 敗 官僚 の 量刑 、 刑 罰 の 傾 
向 ( 表 4、 も うー つ は 落馬 高官 リス ト @88 名 の 腐敗 官僚 の デー タ か ら 観 察 で きる 中 国 腐敗 官僚 の 「 中 
国 的 特質 ] で ある 。 
落馬 高官 リス ト の @⑳、@、@⑧、@②@ を 検討 し て まず 気がつく こと は 、 死 刑 、 死 刑 (2 年 の 執行 猫 予 一 


未 捕 、 有 罪 者 116 名 中 合計 22 名 が 死刑 ・2 年 猫 予 の 死刑 ・ 無 期 懲 役 で ある ( 表 4 参照 )。 刑 入 の 重 さ 
は 中 国 に お ける 腐敗 犯罪 処理 の 大 き な が 特徴 で ある 。 
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表 4 落馬 高官 に つい て の 量刑 ・ 罪 名 な ど - 落 馬 高 官 リ スト W て から 


全体 高官 死刑 猫 予 2 年 無期 懲役 収 周 罪 
落馬 高官 リス ト ⑲ 116 名 7 名 8 名 7 名 49 名 42.4% 
落馬 高官 リス ト @ 116 名 4 名 2 名 22 名 105 名 90.5% 
落馬 高官 リス ト @ 46 名 2 名 2 名 7 名 35 名 76.0% 
落馬 高官 リス ト @ 82 名 (自殺 7 名) 1 名 7 名 34 名 41.59% 
⑩--⑨ の 合 360 名 13 名 3.6% 13 名 3.69%% | 39 名 10.8% 223 名 61.99% 


出典 : 本 書付 録 リ スト か ら 


また 落馬 高官 リス ト @ (88 名 の 落馬 高官 の デー タ ) は 、2011 年 2 月 か ら 2016 年 11 月 、2018 年 2 
月 か ら 2021 年 10 月 まで の 二 つ の 時 期 を 含ん だ 落馬 高官 リス ト で ある 。 中 央 紀 律 検査 委員 会 ・ 監 察 
か ら の デー タ (対象 高官 は 省 レ ベル 官僚 88 名 ) の 腐敗 処罰 ・ 量 刑 の 概要 を 紹介 し て お こう (落馬 高官 
リス ト @⑥)( 余 雅 潔 他 、2017) 。 す で に 紹介 し た 夫 て @ と ほぼ 同じ 傾向 が 見 て と れる 。 デ ー タ の 発出 
ッ ト は 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 ・ 監 察 部 ネッ ト 、 人 民 ネ ッ ト 、 お よび 新華 ネッ ト の 3 力 所 で ある 。 

落馬 高官 リス ト @ (対象 者 88 名 ) が 語る の は 次 の よう な 顕著 な 傾向 で ある 。 
① 88 名 中 、 収 財 罪 が 65 名 、73.896 に の ぼる 。 職 権 乱用 罪 が 8 名 、9.19% で ある 
② 腐敗 官僚 の 学歴 は 全く ほど 高い 。88 名 の うち 、 修 士 学位 以上 の 学歴 者 が 68 名 、77.39% と い 
う 高 率 で ある 。 あ と は すべ て 大 卒 で 、 高 卒 以下 の 学歴 者 は いな い 。 ( 表 5) 

③ 腐敗 潜伏 期 が 長い 。「 帯 病 提 抜 」 現 象 (腐敗 軒 題 に も か か わら ず 任 官 -- 後 述 ) が きわ め て 突出 
し て いる 。 リ スト 88 名 中 、 公 開 審理 され た 45 名 に つい て は 次 の よう が な 事 実 が 明らか に な 
っ た と いう 。 
5 名 の 平均 腐敗 潜伏 期間 は 11.8 年 、10 年 以下 が 12 名 、26.69%6、10 年 て 15 年 が 27 名 、 
609%、15 年 以上 が 6 名 、13.39% で ある 。 
潜伏 期間 、 最 短 は 6 年 (青海 省 委 の 毛 小 兵 )、 最 長 は 19 年 ( 新 紅 人 代 副 主任 の 陳 川 平 )。 
6) 
極刑 が 多い 。 死刑 ・ 死 刑 執行 猫 予 2 年 ・ 無 期 懲役 が 189% を 超え る 。 
落馬 高官 88 名 の 全員 が 「 一 把手 」 の 履歴 を も つ 。 う ち 党 政 関係 の 「 一 把手 」 が 69 名 、 
78.496、 部 の 「 一 把手 」( 閣 僚 級 ) が 19 名 、21.696 で ある 。 そ の 部 局 の すべ て の 権限 を も ち 、 
長期 間 そ の ポス ト を 占拠 し て いれ ば どん な 不正 、 不 法 も で き な い こと は な い 。 広東 省 政治 
協商 会 議 主席 朱 明 国 は 、 自 分 は 35 年 間 「 一 把手 」 だ っ た が 、「 私 の いう こと に 反対 する も 
の は 誰 も いな か っ た 」 と 述懐 し た と いう ( 表 7) (この 項目 の デー タ は すべ て 落馬 高官 リス ト 
⑥ に 依拠 )。 


( 表 


ぐ @ @ る @ 


表 5 88 人 省 級 高官 の 学歴 
高い 学歴 ? の 特徴 が 突出 し 、 腐 敗 高官 が 学歴 ・ 能 力 を 共に 具備 し た 総合 素質 が みて と れる 。 


研究 生 学歴 (在職 研究 生 学 歴 、 人 文 社 科 類 、 自 然 科 学 類 
全日 制 研究 生 学歴 ) 68 人 ZZ.27% | 経済 類 、 管 理 類 
うち 博士 学位 攻 得 27 人 
修士 学位 攻 得 20 人 
本 科学 歴 20 人 22. 73% 
本 科学 歴 以下 1 人 1.14% 
学歴 不詳 1 人 1.14% 


つ 幹部 人 材 の 知識 化 、 専 門 化 要求 に 符合 
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表 6 45 人 の 省 級 落馬 高官 の 腐敗 潜伏 期間 


10 年 以下 12 人 26.67% | 最短 6 年 (四川 省 政 協 原 主席 李 崇 憩 、 山 西 省 委 原 
常 委 陳 川平 ) 

10 ぐ 15 年 27 人 60.00% 

15 年 以上 6 人 13.33% | 最長 19 年 (青海 省 委 原 常 要 毛 小 兵 、 新 編 ウ ィ グ 
ル 自 治 区 人 大 常 委 会 原 副 主 任 栗 智 ) 


腐敗 潜伏 期間 (初回 腐敗 行為 か ら 摘発 まで ) 平均 11.8 年 (45 位 省 級 高官 案 例 ) 


表 7. 88 人 の 省 級 落馬 高官 の 「 一 把手 」 経 麻 


主 政 一 地方 “一 把手 "経歴 78. 41% 
部 門 ? 一 把手 "経歴 21. 59% 


科 級 官 員 か ら 県 処 級 党 政 機関 、 企 事業 単位 の * 位 省 級 高官 の 学歴 "に 昇進 、 以 降 違 紀 行為 発生 


⑬③ 周 永康 と 腐 了 敗 ネ ットワーク 

21 世紀 中 国 の 最大 の 巨悪 と いえ ば 石油 天然 ガス 集団 公司 の トッ プ 、 政 治 局 常 務 委 員 ・ 政 法 委員 会 書 
記 な ど 法 領域 と 石油 領域 で 権力 を 振る っ た 周 永康 で ある 。 周 は 2012 年 、 習 近 平 の 「 虎 と 幅 掃 討 反 腐 
敗 大 キヤ ン ペ ー ン 」 の 主要 標的 に 設定 され 、13 年 末 に 中 央 政治 局 常 務 委 員 、 国 務 委 員 、 中 央 政法 委員 
会 主任 な どす べ て の 役職 を 和 剥奪 され 、 拘 束 さ れ た 。15 年 6 月 に 収 周 罪 、 職 権 乱用 で 無期 懲役 の 刑 が 確 
定 し た 。 腐 敗 の 主役 が 中 国 の 権力 中 枢 の トッ プ 集 団 を 占拠 し て いた の で ある 。 

1942 年 江蘇 省 生 まれ の 周 永康 は 35 年 間 石 油 工 作 を 牛 耳 り (その じ " - り が 石油 天然 が ヵ 総 公司 の 総 経 
理 ・ 党 組 書記 - 1996 て 98 年 )、 そ の 後 10 年 間 政 法 工作 を 牛耳っ つた (その じ " - ク が 中 央 政法 委員 会 副 書 
記 ・ 書 記 -2002 年 2013 年 )、 ま さ に 巨大 国有 企業 と 法 の 中 枢 を 支配 し て きた 。 改 め て 彼 の 略歴 を 見 て 
みよ う 。 


1966 北京 石油 学院 修了 

1967-70 大 慶 油田 地質 隊 実 習 員 

1983-85 遼河 石油 勘 探 局 局長 、 党 委 副 書記 
1985-88 石油 工業 部 副 部 長 , 党 組 メ ン バ ー 

1988-96 石油 天然 ガス 総 公司 副 総 経理 、 党 組 副 書記 
1996-98 同上 総 経理 、 党 組 書 記 

1998-99 国土 資源 部 部 長 、 党 組 書 記 


1999-2002 四川 省 党委 書 

2002-2007 中 央 政治 局 委員 、 書 記 処 書記 、 政 法 委員 会 副 書 記 、 公 安部 長 ・ 党 委 書 記 
2007-2013 中 央 政治 局 常 要 、 国 務 委 員 、 中 央 政法 委 主 任 

201312 拘束 、201506 収 賭 罪 ・ 職 権 乱用 で 無期 懲役 、 政 治 権利 剥奪 


周 永康 の 罪悪 は まず 政法 工作 を 10 年 間 主 管 し て 、 政 法 ・ 公 安部 門 を 完全 に 握っ た 。 そ の 間 、 巨 額 
な 収 賭 、 職 権 乱用 、 巨 大 派閥 を 作っ て 私 腹 と 私 権 を 肥やし た 。 第 二 の 罪 悪 は 2010 年 11 月 か ら 薄 弁 来 
(中 央 政治 局 委員 、 重 慶 市 党 書記 ) と 結託 し て 行っ た 暴力 と 不法 の 重 塵 統治 で ある 。 第 三 が 公安 部 長 と 
し て 半 腕 を 振る い 、 司 法 工 作 を 破壊 し た こと で ある 。 彼 の 罪名 は 、1 巨額 な 収 賭 、2 職権 乱用 、3 党 
派 を 組ん で 私 腹 私 権 を こやす 、 の 三 罪 で ある 。 

周 永康 は 腐敗 の 三 大 ネッ トワ ー ク の 中 枢 に 位置 し て 権力 を 私 的 に 行使 し た 。 第 一 が 政法 ネッ トワ ー 
ク で ある 。 そ の 領域 の トッ プ 官 僚 組織 を 主管 し て 10 年 、 公 安 権力 を 握っ た 。 以下 の 面々 が ネッ トワ ー 
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ク を 形成 し た 。 あ る 法学 者 は 周 永康 が 支配 し た 10 年 で それ まで の 司法 、 裁 判 、 訴 訟 制度 は 完全 に 破壊 
され 、 周 は 「 長 官 の 意志 」 を 実現 し た と いう ( 律 民 、2014)。 次 の 面々 が 配下 で ある 。 

く 政 法 系 > 

李 東 生 (公安 部 原 副 部 挟 、 党 委 原 副 志 )、 

染 宛 (北京 市 国安 局 氏 )、 

余 剛 (中 央 政法 要 公 室 原 副 主 任 ) 

く 四 川 系 > 

第 二 が 四川 省 ネ ットワーク で 、 以 下 の よ うな 人 脈 を 支配 下 に 置い た 。 

郭 永 祥 (中 共 四川 省 委 秘 玉 人 挟 、 省 委 常 要 、 四 川 省 副 省 角 ) 

李 崇 補 ( 四 川 省 政 坊 原 主席 ) 

李 春 城 (四川 省 委 原 副 事 喜 ) 

連 力 (海南 省 副 省 長 ) 

く 石 油 系 > 

第 三 が 中 国 石油 ネッ トワーク で ある 。 も っ と も 近い 側近 が 下記 の 面々 で ある 。 

将 潔 敏 (石油 天然 ガス 集団 公司 総 経理 ・ 党 組 書 記 、 国 有人 資産 監督 管理 委員 会 主任 )、 

李 華 林 (中 国 石油 天然 ガス 香港 有限 公司 総 経理 )、 

沈 定 成 (中 国 石油 中 国 虹 合 石油 有限 公司 党委 書記 、 副 総 経理 ) (百度 、20210713 閲覧 ) 


石油 ネッ トワーク で 周 永康 を 支え た の が 石油 閥 第 二 ボ ス の 北 潔 敏 で ある 。1955 年 生ま れ の は 
1972 年 に 勝利 油田 の 技術 員 に 就職 し て か ら 一 貫 し て 石油 畑 を 歩ん だ 。 1990 年 代 に は 石油 天然 ガス 
集団 公司 の トッ プ に な り 、 石油 公司 の トッ プ だ っ た 周 永 康 と 深い 関係 を 築い た で あろ う 。 ついに 
は 88 年 て 96 年 周 永康 が 支配 し た 石油 天然 ガス 集団 公司 の トッ プ ( 総 経理 ・ 党 組 書 記 ) を 引き 継ぎ 
(2008 年 2011 年 )、 さら に 石油 集団 公司 理事 長 ・ 党 組 書記 (2011 年 て 13 年 )、 つい に は すべ て の 
国有 企業 を 統括 する 国有 資産 監督 管理 委員 会 主任 に まで 上 りつ め た 。 だ が 、 周 永康 が 拘束 され る 
と 彼 に も 司 直 の 手 が 及 び 、2013 年 9 月 に 中 央 紀 律 審査 和 要員 会 ・ 監 察 部 より 組織 調査 、15 年 に つい 
に 収 財 罪 、 職 権 乱 用 罪 で 有期 懲役 16 年 、 財 産 100 万 元 没収 の 判決 が 下っ つた 。 


5. 中 国 に お ける 腐敗 の 六 つ の 特質 
中 国 の 公式 報道 に 依拠 し て 筆者 が 作成 し た 8 種 の 落馬 高官 リス ト に 基づい て 1989 年 か ら 2021 年 ま 
で ほぼ 30 年 間 の 中 国 高官 腐敗 の 「 中 国 的 特徴 」 を 摘出 し よう 。 ま ず 最 初 に 、 も っ と も 中 国 的 な 「 腐 敗 
潜伏 し な が ら 出 世 す る 高官 」 ( 「 帯 病 提 抜 」 、「 半 ば 制度 化し た 」 「 隠 れ た ルー ル 」 ) を 取り 上 げ よ う 。 
(1 ) 第 一 の 特徴 : 腐敗 潜伏 官僚 の 践 以 
「 腐 敗 潜伏 し な が ら 出 世 す る 高官 」 現 象 を 中 国 の デジ タル 辞書 百度 百科 は 以下 の よう に 説明 する 。 
「 淀 病 提 扱 / と は 、 官僚 を 抜 握 す る 前 、 あ る い は 抜 推 過程 で 、 紀 律 違反 な いし 違法 行為 が あっ て も 機関 
が 処罰 し な い 、 ま た 証拠 が 見 つか ら な いと 疑惑 の 有無 に 関わ りな く 、 抜 択 ・ 任 官 す る こと を 指す 。 この 
種 の 領 導 幹部 は 数 は 多く な い が も た ら す 影響 と 害 毒 は 大 きい 。 改 革 開 放 の 進展 、 市 場 化 の 加速 化 な ど 
が 腐敗 潜伏 官僚 の 抜 推 任 官 を 慕 延 させ 、 重 大 事 と な っ て いる 」。 次 の 四 タ イプ が ある と いう ラ 
* 汚 職 し て いる が 、 発 覚 し な いま ま 、 出 世 し 続け る こと 、 
* 汚 職 し 発覚 し て いて 、 追 究 さ れ な いま ま 、 出 世 し 続け る こと 、 
* 汚 職 が 発覚 ・ 調 査 期間 中 に 出世 し 続け る こと 、 
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* 汚 職 が 公 に な つて いる に も か か わら ず 、 出 世 し 続け る こと 。 権 力 の 私 物化 、 商 品 化 が 止ま ら な い 


1 
o 


2018 年 の 落馬 高官 166 名 の 調査 に よれ ば 、9096 が この 腐敗 中 抜 所 の 経験 者 で ある 。 
事例 1 : 広州 市 の も と 党 書 記 -- 万 慶 良 : 2000 年 か ら 2014 年 、10 以上 の ポス ト に 就 い た が 、 実 は 10 数 
年 前 に すでに 腐敗 の 通報 が あっ た の に 任官 に 影響 な し 。 
事例 2 : 済 南 市 の も と 党 書 記 王 敏 : 1992 年 か ら 腐 敗 堕 落 、 だ が 出世 を 繰り 返し 、 調査 が 入っ た の は 滞 く 
2014 年 、 腐 敗 中 潜伏 歴 は 22 年 の 長き に わた っ た 。 
リス ト @ (出所 : IUD 中 国政 務 与 情 監 測 中 心 、 2018) お よび リス ト @ (出所 : 次 辛 、 2018) に よれ ば 、 
2012 年 18 大 以来 2016 年 12 月 の 落馬 高官 の 腐敗 潜伏 者 は トー タル で 83 名 、 内 訳 は 下記 の 通り で あ 
る (本 節 2) 参照)。 
腐敗 潜伏 1 へ 5 年 1 名 、 6 て 10 年 24 名 、11 へ て 15 年 13 名 、20 年 以上 5 名 
潜伏 期 が 最長 な の は 周 永康 : 最初 の 不正 は 1988 年 、 発 覚 調査 は 26 年 後 。 潜 伏 期 間 の 全体 の 平均 
値 は 12.9 年 。 
陽 宝 華 ・ 湖 南 省 政治 協商 会 議 副 主 席 の 場合 、 腐 敗 潜伏 期間 は 合計 18 年 。 
沈 培 平 ・ 雲 南 省 副 省 長 の 場合 、 腐敗 潜伏 期間 は 計 14 年 (リス ト @ 中 国政 務 与 情 監 測 中 心 、2018) 、 
( 北 辛 、2018) 。 


( 2 ) 第 二 の 特徴 : 犯罪 額 が 荻 く べき 超 多額 と な か っ て いる 。 百 辛 デー タ に よれ ば 、 1 億 元 以 上 10 名 、 
5000 万 て 1 億 元 10 名 、3001 万 て 5000 万 13 名 、1001 万 て 3000 万 38 名 、501 て 1000 万 6 名 、500 万 以 
下 4 名 、 で ある 。 

事例 1 : 天津 市 公安 局長 の 武 長 順 : 収 財 額 3.42 億 元 で 最高 。 全体 の 平均 は 3881 万 元 で ある ( 2009 年 
の 平均 収 賭 額 は 1936 万 元 )。 


( 3) 第 三 の 特徴 : 量刑 が 大 変 に 重く 、 上 厳罰 主義 で 臨ん で いる 。 
基本 デー タ の と ころ で 紹介 し た よう に 、 1989 年 か ら 死 刑 ・ 死 刑 二 年 猫 予 ・ 無 期 懲 役 に 処 せら れ た 腐 
敗 高官 の 数 は 多い が 、2012 年 か ら の 反 腐 敗 キ ヤン ペー ン で は 刑罰 は より 厳しく な っ て いる 。 沙 馬 高 官 
リス ト ⑳@@② の デー タ を 合計 し て みよ う ( 表 8)。 


表 8 死刑 ・ 二 年 死刑 猫 予 ・ 無 期 懲役 の 分 布 
量刑 人 数 % 総数 360 名 
死刑 13 名 3.6% 
二 年 死刑 猫 予 13 名 3.6% 
無期 懲役 39 名 10.5% 
三 者 合計 | 65 名 18.09% 


出所 : 毛 里 作成 の 落馬 高官 リス ト ⑳@@ の か ら 


総数 360 名 中 13 名 が 死刑 、13 名 が 同 猫 予 、39 名 が 無期 懲役 と いう の は 荻 憎 の 上 厳 剖 で ある 。 ご うし 
た 上 厳罰 に も か か わら ず 、 腐敗 の 規模 も 件 数 も 増え る 一 方 な の は 、 結局 、 命 を 上 著 け て で も 現世 で 栄華 を 極 
め た いとい う 2 止み 難い 欲望 の 故 な の だ ろう 。 


1 百度 百科 20211213 閲覧 、20220129 閲覧 
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( 4) 第 四 の 特徴 : 集団 腐敗 が と くに 2000 年 代 か ら 顕著 に 増え て いる 。 山 西郡 - 令 計画 妊 ( 党 中 央 殺 
公 店 主任 ) は 8 名 、 周 永康 郡 (政法 委員 会 主任 ) は 11 名 、 魅 栄 者 (江西 省 党委 書記 ) は 6 名 、 遼 寧 周 選 郡 
2( 遼 寧 省 和 要 書 記 ・ 王 工 が リー ダー) は 5 名 、 趙 普 郡 (天津 で の 不動 産 開発 に か ら お 不正 事案 ) は 5 名 が 連 
座 し て いる 。 

2019 年 か ら 2022 年 に か け て は 公安 ・ 司 法 部 門 の 次 の 「Z 人 組 」 の 「 派 閥 」 に 判決 が 下っ つた 3。 

中 心 人 物 の 一 人 は 俺 政 華 : 司法 部 部 長 , 収 賭 、2 年 猫 予 付 死刑 、19 期中 央 委員 、 も う 一 人 は 孫 カ 
軍 : 公安 部 副 部 長 、 収 賭 、2 年 猫 予 付 死 刑 、 以 下 5 人 を 加え た 「 政 治 団 人 」 で ある 。 明 ら か な 利益 集 
団 を 形成 し て 権力 を 私 物化 し た と みな され た (王立 科 、 付 道 安 、 部 林 、 劉 新 雲 、 劉 彦 平 ) 。 


(5 ) 第 五 の 特徴 : 2000 年 代 に 入る と 高級 官僚 と 国営 企業 ・ 民 営 企業 の 長 の 官 商 結託 事案 が 腐敗 の 中 
心 ス タイ ル に な っ て くる 。 交 辛 リス ト ⑨ の デー タ と 解析 に よれ ば 、 対 象 と し た 133 件 の 案件 中 、 多 く 
の も の が 土地 や 開発 に 絡 お 事業 と な っ て いる 。 土地 開発 な ど が 45.19%、 企業 デベ ロッ パー29.296、 プ ロ 
ジェ クト 許認可 796、 銀行 ロ ー ン 5.39%、 政府 補助 金 4.496 な ど で あ る 。 官僚 と 企業 と 政治 家 が 結託 し た 
開発 型 腐敗 が 一 般 的 に な っ てき て いる こと が 見 て と れる ( 習 辛 、 2018、 CNKI か ら ) 。 改革 開放 初期 (80 
年 代 )、 市 場 化 90 年 代 )、 官 商 癒着 の 開発 腐敗 (2000 年 代 ) へ と 、 市 場 化 の 進展 に 合わ せ て 腐敗 の 様相 
も 担い 手 も 替 わっ て いく 。 


(6) 第 六 の 特徴 : 将 辛 の デー タ と 解析 (リス ト ⑨) に よれ ば 、 エ リー ト 官 僚 は ほとん ど 着 任 早々 か ら 
腐 取 に 手 を 染め る 。 任期 2 年 目 42.39%%、1 年 目 20.59%、4 年 目 12.89%、 任 期 5 年 目 7.7%%6 だ と いう 。 任 
官 し た ら す ぐ 収 賭 や ら 職 権 乱用 に 手 を 着け る 。 周囲 は 知っ つて いて も 放任 する か 、 自分 も 不正 に 加わ り 、 
任官 し 続け る ( 特 辛 、2018) 。 


6 . 中 国 腐敗 要因 の 抽出 一 ロシア と 中 国 の 比較 

(①). 実 験 が で き な い 社会 現象 は 比較 する こと で クリ ア に な る こと も 多い 。 比較 は いわ ば 自然 科学 に お 
ける 実験 に 相当 する 。 腐敗 研究 を 深め る た め に どの よう な 比較 が 有用 だ ろう 。 状 況 に 応じ て 次 の よう 
な 比較 を 適宜 用 いる こと が で きる 。 

* 体 制 移行 ( 脱 社会 主義 ) 国 家 同 士 の 比較 : ソ連 ・ ロ シア / 中 国 、 ポ ボー ラン ド / ロ シア な ど 
* 開発 途上 国 同士 の 比較 : た と えば イン ド ネ シア / イ ンド 
* 非 民主 政 と 民主 制 国家 の 比較 : ベト ナム / 台 湾 、 中 国 / 米 国 

比較 の 尺度 を は っ きり させ れ ば 、 意 味 の あ る 比較 を 通じ て 対象 を より クリ ア に 把握 する こと が で き 

る だ ろう つう 。 

前 節 ま で は 筆者 が 集め た さま ざま な デー タ に 依拠 し て 、 量 的 分 析 、 経 験 的 考察 を し て みた 。 そ の 結 
果 、 と りあ え ず 中 国 の 腐敗 現象 は 特殊 中 国 的 だ と いう 経験 的 結論 6 点 を 得る こと が で きた (前 節 参照 )。 
それ を 踏ま えて 、 中 国 の 腐敗 現象 を 分 析 す る に 当たっ て も っ と も 意味 ある 比較 が で きる だ ろう ロシア 
(と くに 1990 年 代 か ら 2000 年 代 ま で の 市 場 経済 移行 期 の ロシア ) の 場合 と 比較 検討 し 、 そ の 異同 を 摘出 
し て みよ う 。 特 殊 中 国 の 意味 が より 鮮明 に な る に ちがい な い 。 


2 2016 年 末 か ら 17 年 に か け て 遼寧 省 人 民代 表 大 会 が 間接 選挙 で 選ん だ 全国 レベ ル 人 代 代 表 45 名 が 贈 題 で この ポ 
スト を 掴ん だ こと が 発覚 し た 。 省 人 代 の 849%、523 名 が この 賭 選 に か か わり 、 省 人 代 常 務 委 員 会 62 名 中 38 名 が 
代表 資格 を 失っ た た め 省 人 民代 表 大 会 は 機能 麻痺 、 全 国人 民代 表 大 会 帯 務 委員 会 が 再建 に 乗り 出す 頓 末 と な っ 
た 。 地 方 議会 や 政治 協商 会 議 で の この 種 の 賭 選 は 全国 に 堪 延 し て いる と いう ラ 。 

3 百度 百科 2022 年 09 月 22 日 閲覧 
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②. 中 国 の 腐敗 の 特徴 - ロ シア と 比較 し て 

まず 清廉 度 の 国際 比較 を し て みよ う 。2010 年 デー タ で ある 。 

透明 国際 ・ 清 廉 指数 2010 年 : ロシア 点数 2.1、 順 位 154 位 

中 国 点数 3.5、 順 位 78 位 

③. 次 に 中 口 腐 敗 の 共通 点 を 挙げ て みよ う 。 両 者 が 、1980 年 代 後半 か ら 始 まる ロシア の 脱 社 会 主義 、 
70 年 代 未 か ら 始 まる 中 国 の 改革 開放 (中 国 式 の 脱 社 会 主義 6) と いう 共通 の 背景 を も ち 、 脱 社会 主義 、 
移行 期 経 済 (経済 の 市 場 化 ) を 目標 と する 社会 で ある こと を 前 提 に 考え る と 、 両 者 の 腐敗 に は 以下 を 含 
め た 多数 の 共通 点 が 見 て と れる 。 

a 腐敗 の 範囲 、 領 域 、 方 式 が きわ め て 広範 か つ 全 面 的 で ある 
b 金額 が 巨額 で あや る 。 ロ シア の 贈 収 周 規模 は 国家 予算 の 2.66 倍 (2005 年 )、 腐 敗 経 済 規模 は 6500 億 
ドル 、GDP の 半分 。 中 国 の 場合 30 件 の 国有 企業 リー ダー の 収 周 総額 は 9 億 元 以 上 、1 件 当たり 3109 
万 元 と 言わ れる 
c 社会 の 暗黒 勢力 (マフ ィ ア な ど ) と 結託 し て いる 
d 腐敗 の 手法 が 二 重 価格 制度 の すき ま を 狙う と か 、 国 有人 資産 を 横流し する と か 、 市場 経済 へ の 移行 
期 ・ 転 換 期 特有 の も の が 多い 
〈④ で は 、 中 国 で は 顕著 で 、 ロ シア に は な い 現 象 は どう だ ろう か ? 

a 党 政 機関 の 責任 者 (具体 的 に は 、 省 級 党委 員 会 の 書記 ・ 副 書記 、 部 級 党 委員 会 の 書記 ・ 副 書記 な ど 
の トッ プ 。 い わ ゆ る 機関 の 「 一 把手 」) の 腐敗 事案 が 突出 し て いる 。 す で に 指摘 し た よう に 、 落 馬 高 官 
リス ト @ に よれ ば 、 汚 職 高官 88 名 の 全員 が 「 一 把手 」 の 履歴 を も つ ( 党 政 関係 の 「 一 把手 」 (書記 級 ) 
が 78.49%、 部 の 「 一 把手 」( 閣 僚 級 ) が 21.69%) (本 章 表 7)。 そ の 部 局 の すべ て の 権限 を も っ て 長期 間 そ の 
ポス ト を 占拠 し て いれ ば 不正 、 不 法 は や り た い 放 題 で ある 。 

b 事案 の 集団 性 が 突出 し て いる 。 政 治 的 な 郡 や 派閥 を 作り 、 集 団 、 利 益 同盟 を 作る 。 

c 海外 と 結び 国際 化 の 傾向 が ある 。 あ る 調査 で は 、 外 資 の 中 国 投資 総額 は 407 億 ドル で ある の に 対 
し て (2000 年 )、 国 外 に 非 合 法 で 移転 し た 資金 は 480 億 ドル で ある 。 

d 消費 享楽 型 か ら 資 本 蓄積 、 投 資 型 に 移行 中 で ある 。 

e 汚職 防止 法 は ロシア の 方 が 整備 され て いる 。 

f ネッ ト に よる 通報 は 中 国 が リー ド し て いる 。 

g 中 国 と 違っ て ロシア で は 大 統領 府 が 腐敗 の 核心 で ある ( 戴 隆 輝 、2007、2011) 。 

中 国 と ロシア に つい て は 相似 点 と 異同 を 注意 深く 検討 する 必要 が ある が 、 本 稿 で は 指摘 する だ け に 
と ど め て お きた い 。 た だ 腐敗 の 比較 研究 の 要諦 、 と くに 「 腐 敗 と 民主 主義 の 有意 な 関係 の 有無 」 を 考 
える 場合 、 た と えば 中 国 と ロシア の 歴史 的 経路 、 そ の 地域 固有 の 環境 、 文 化 的 文脈 、 社 会 の 特質 、 文 
化 的 伝統 、 人 間 関 係 の あり 方 ( 「 関 係 ] グ ア ン シ ) な ど が 肝心 な 要素 と な る と いう ご こと を 強調 し て お 
きた い 。 中国 の 権威 主義 と ロシア の それ を 腐敗 の 比較 か ら 逆 照射 し て みる の も 面白 い 作 業 と な る だ ろ 
5 う あ 


7 . 中 国 型 汚職 が 生ま れる 要因 一 三 つ の 仮説 的 提示 

最後 に 中 国 型 固 有 の 腐敗 を 生み 出す 要因 を 考え て みよ う 。 な ぜ 、 世 界 に 類 を 見 な い 巨額 で 、 悪 質 な 
腐敗 現象 が か くも 中 国 の エリ ー ト 官僚 を 館 お の か 、 厳 剖 に も か か わら ず な ぜ 止 まな い の か 、 そ の 特殊 
中 国 的 要因 を 摘出 し た い の で ある 。 最 後に 仮説 的 提示 を し て 次 な る 課題 と し て 設定 し て お きた い 。 以 
下 の よ うな 仮説 が 成立 する と 考え る 。 


4 文化 と 腐敗 の 関連 に つい て は クッ ベ (Kubbe、2018) が 興味 深い 指摘 を し て いる 。 
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仮説 1 権限 と 権威 の 第 一 人 者 へ の 集中 --- 人 事 権 、 経 理 権 、 許 認可 権 な ど で 公 権力 を 思い っ きり 私 
的 に 使う 。 い わ ゆ る 「 一 把手 」 と いう 「 隠 れ た ルー ル 」 ( 半ば 制度 化し て いる ) が 中 国 の 腐敗 を も っ と 
も 深刻 に させ 、 制 度 化し た 腐敗 を 獲 参 さば せる こと に な っ て いる の で は な いか 。 

本 研究 の 対象 は 省 ・ 部 級 の ルイ ラン ク の 官僚 た ち ( 和 省 長 ・ 省 党委 書記 な ど ) と 中 央 官庁 の 長 、 巨 大 国有 
企業 の 総 経理 ・ 党 」 組 書記 な ど で あ る 。 逮捕 者 が 目立つ の は その 単位 ・ 機 関 の 責任 者 、 ト ッ プ で ある 。 
その 「 一 把手 」 に 単位 や 機関 の すべ て の 権限 が 集中 し て いる 事 が 腐敗 を 容易 し 、 苗 延 させ 、 永続 化 さ せ 
て いる と 思わ れる 。 落馬 高官 リス ト @ で は 、 88 名 の 沙 馬 高 官 の 1009% が 「 一 把手 」 だ っ た と いう か ら 、 
経験 的 に は 「 一 把手 」 は 中 国 型 巨大 腐敗 の 必要 条件 と も 言え る 。 だ が 、 な ぜ そ うな る の か 、 ど の 部 局 も 
そう な の か 、 い つの 時 期 も そう な の か 、 な ど は 厳密 に 検証 し て みる 必要 が ある 。 


仮説 2 同じ 機関 、 職 場 ( 賠 位 )、 担 当分 野 で の 在職 が 長い 。 石 油 腐敗 の 中 枢 人 物 、 周 永康 は 中 国 石 
油 天然 ガス 集団 公司 の トッ プ (正副 総 経理 、 正 副 党 書記 ) を 1988 年 か ら 98 年 まで 、10 年 間 務 め た 。 そ 
の 前 身 は 石油 工業 部 副 部 長 (1985-88 年 ) で 、 結 局 石油 畑 の トッ プ に 13 年 も 君臨 し た 。 石 油 トッ プ の 地 
位 を 周 永康 か ら 引き 継い だ 凝 潔 敏 の 場合 は 、 勝利 油田 ・ 青 海 省 石油 管理 局 局長 、 党委 書記 を 1994-99 年 
5 年 間 務め 、 石 油 天然 ガス 集団 公司 の 副 総 経理 ・ 党 書記 、 経 理 を 2004-2013 年 まで 10 年 間 務 め た 。 ま 
っ た く の 石 油 官 僚 で ある 。 最 後 は 国有 人 資産 監督 管理 委員 会 主任 と し て すべ て の 国有 企業 を 支配 下 に お 
夫 ご の よう な 、 同 じ 、 も し く は 同種 の 領域 で 10 年 か ら 20 年 も 縦 の 出世 を 繰り 返し て いれ ば 、 ど 

な 官僚 も 腐敗 に まみ れ よ う 。 まし て 彼ら は 「 一 把手 」 と し て すべ て の 権限 を 手中 に し た 、 い わ ば 「 君 
間 で ある 。 巨大 汚職 が 生じ な い の が お か し い 。 

仮説 3 「 腐 敗 潜伏 官僚 の 任官 ・ 抜 握 ] ( 帯 病 提 抜 ) と いう 「 隠 れ た ルー ル 」。 

すでに 前 節 で 詳し く 紹介 し た 「 腐 敗 潜伏 官僚 の 任官 ・ 抜 握 」 の 横行 、 それ が 「 隠 れ た ルー ル 」 と な り 、 
半ば 制度 化し て き て いる こと で ある 。 ご の 「 盟 れ た ルー ル ] ご そ 、 中 国 の 高級 官僚 に よる 巨大 腐敗 最大 
の 因子 だ と 考え られ る 。 今後 の 研究 で は 、 デー タ を 収集 、 解析 し て ご この 仮説 の 検証 を 進め た いと 考え て 
いる 5。 


米 六 玉 六 閉 

中 国 で は 一 党 支 配 体制 が すでに 70 年 続い て いる 。 だ が 、 習 近 平 政権 に 入っ て か ら の 強圧 的 内 外 政策 
に よっ て 統治 の 綻び が 目立っ て きた 。 北 京 の 知識 人 の 一 部 は 中 国共 産 党 に よる 統治 の 崩壊 も それ ほど 
先 の 事 で は な い 、 と 未来 を 憂慮 する 。 2022 年 の 20 回 党 大 会 最終 日 で も と 総 書記 胡 錦 溝 と 現 執 行 部 の 間 
の 醒 悪 な 関係 が 全 世 界 に 串 呈 し て し まっ た 。 

支配 の 綻び か ら 崩 壊 へ 、 三 つの シナ リオ が 想定 で きよ う 。 第 一 は 世界 経済 の 危機 と 混乱 の 影響 を 
け て 中 国 自体 が 経済 破綻 に 見 舞 の われ る (19 世紀 後半 の よう に )、 8 本 
壊 に 向かう (清末 の よう に )、 第 三 が 汚職 ・ 腐 敗 で 権力 内 部 か ら 自 壊し て いく (20 世紀 の 国民 党 政権 の 
よう に )、 で ある 。 い ずれ に せよ 、 中 国 の 腐 取 を 研究 する と アク トン 卿 の 格言 「 絶 対 的 権力 は 絶対 的 に 
腐 了 才 す る 」 を 誰 も が 思い 浮か べ る 。 大 国 中 国 の 行く 未 を 注意 深く 見 守り た い “。 


ご の 仮説 に つい て は 落馬 高官 リス ト @ (中 国政 務 与 情 監 観測 中 心 、2018) な ど を お も に 参照 し た 。 
6 四国 の レラ ム 変 容 に つい て は 毛 里 和 子 ( 毛 里 、2021) 終章 参照 。 
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第 5 章 
中 央 巡視 組 の 「 回 頭 看 」 
ー 第 一 期 習 近 平 政 権 の 巡視 制度 と 幹部 管理 政策 の 新 展 開 
諏訪 一 幸 
1. は じ め に 


「 強 さ 」 を 信奉 する 習 近 平 (或いは 習 近 平 政 権 ) は 、「 中 国共 産 党 統治 の 絶対 化 と 永続 化 、 そ し て 
自ら の 保身 」 を 最大 の 使命 と 位置 づけ 、 そ の 実現 の た め に 必要 な 社会 の 「 安 定 」 確 保 に 全力 を あげ て 
いる 。 

中 央 に 十分 な 権力 基盤 を 持た な か つた 習 近 平 は 、 総 書記 就任 直後 か ら 様々 な 方 策 を 講じ 、 権 力 の 安 
定 化 を 目指 し た 。 本 論 が 取り 上 げ る 反 腐 敗 闘争 こそ 、 そ の 矢 で ある 。 展 開 次 第 で は 敵 を 増やす こと 
に つなが りか ね な い に も か か わら ず 、 習 近 平 は 手 を 緩め る こと な く ご これ を 実行 に 移し 、 大 衆 の 支持 も 
獲得 し つつ 、 見 事 に 所 期 の 目的 を 達成 し た 。 

と ころ で 、 反 腐敗 闘争 に 関す る 数 多 の 発言 、 報 道 、 そ し て 研究 成果 の な か で 、 筆 者 が 強い 関心 を 覚 
えた の が 巡視 組 、 と り わ け 中 央 巡視 組 の 派遣 に 関す る も の で ある 。 例 えば 、 楊 暁 渡 ・ 中 央 紀 律 検査 委 
貞 会 副 書 記 に よる と 、「 第 18 回 党 大 会 以降 、 中 央 紀 律 検査 和 要員 会 が 立件 審査 し た 中 央 管理 幹部 ( 党 中 
央 が 管理 する 各 分 野 の 幹部 で 、 概 ね 副 部 長 ・ 副 省 長 級 以 上 ) の うち 、 そ の 60% 以 上 が 巡視 過程 で 明 ら 
か に な っ た 問題 を 手掛かり に 、 取 り 調べ し 、 処 分 し た 」 (中 国共 産 党 新聞 網 1) 。 ま た 、「2019 年 4 
月 まで に 組長 を 担当 し た 67 名 の うち の 3 名 が 中 央 紀 律 検査 委員 会 ・ 国 家 監 察 和 要員 会 の 指導 的 ポス ト に 、 
8 名 が 国務 院 の 部 や 委員 会 の 指導 的 ポス ト に 、 4 名 が 省 ・ 自 治 区 ・ 直 轄 市 (以下 、 省 区 市 、 或いは 省 級 ) 
党委 員 会 ・ 紀 律 検査 委員 会 の 指導 的 ポス ト な ど に 抜 所 さ れ た 」 ( 李 莉 他 、2020、85) 。 

これら は 、 習 近 平 の 権力 基盤 強化 、 党 内 風紀 の 是正 、 新 た な 秩序 構築 に と っ て 、 ま た 、 幹 部 の 新た 
な キャ リア ・ パ ス 構 築 に と っ て 、 巡 視 制度 が 重要 な 意味 を 持つ て いる こと を 示唆 し て いる 。 本 論 は 、 
第 18 期 (第 一 期 習 近 平 政権 。 2012 年 か ら 2017 年 ) 中 央 巡視 組 に よる 「 回 頭 赴 」 ( 再 巡 視 ) を 対象 に 、 
反 腐敗 闘争 に お いて 巡視 制度 の 持つ 意義 を 幹部 管理 (解任 と 昇任 ) の 視点 か ら 実 証 的 に 明らか に し よ 
うと いう も の で ある 。 


2. 巡視 工作 の 制度 化 と 実 貴 


百 近 平時 代 の 巡視 工作 を 語る た め に は 、 そ の 前 の 時 代 、 すなわち 、 都 小平 時 代 (1980 年 代 初 か ら 2012 
年 ) の 巡視 工作 の 制度 化 と 実践 に 関す る 考察 か ら 始 め る 必要 が ある だ ろう 。 な ん と な れ ば 、 習 近 平 政 
権 が 喧伝 する 同 政権 の 数 々 の 「 功 績 」 な る も の も 、 そ れ ま で の 成果 を 基礎 と し て 納め られ た も の に 他 
な ら な いか ら で あ る 。 な お 、 部 小平 時 代 は 、 狭 義 の 部 小平 時 代 (980 年 代 初 か ら 1992 年 ) と それ に 
続く 広義 の 部 小平 時 代 (1992 年 か ら 2002 年 まで の 江沢 民 時 代 と 2002 年 か ら 2012 年 まで の 胡 錦 潮時 
代 ) に 分 け て 考え る 必要 が ある 。 


(1) 都 小平 時 代 
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ご の 時 期 は 、「 巡 視 工作 制度 構築 期 」 と 位置 づけ られ よう 。 た だ し 、 巡 視 の 実践 と いう 点 で は 、 狭 
義 の 部 小平 時 代 に 特段 の 成果 は な か っ た よう だ 。 中 央 紀 律 検査 委員 会 作成 の 巡視 工作 史 が 、1938 年 の 
「 各 級 党 部 の 工作 規則 と 紀 律 に 関す る 決定 」 の 次 の 項 を 1990 年 3 月 の 「 党 と 人 民 大 衆 の 関係 強化 に 関 
する 党 中 央 の 決定 ]」 と し て いる こと が 如 実 に 物語 る 。 前 者 で は 「 上 級 党委 員 会 は 下級 党委 員 会 に 巡視 
員 を 派遣 し 、 そ の 見 解 を 伝え ね ば な ら な い 」 ご こと が 、 後 者 で は 「 党 中 央 と 省 区 市 党委 員 会 は 、 必 要 あ 
ら ば 、 各地 、 各部 門 に 巡視 工作 小 組 を 派遣 し 、 必要 な 権力 を 与え 、 関係 する 問題 に 対し て 検査 を 行う 」 
こと が 規定 され た に 過ぎ な い (中 央 紀 律 検査 委員 会 ・ 国 家 監 察 委員 会 網 1) 。 実 際 、 当 時 の 巡視 工作 
の 「 実 践 ] を 取り 上 げた 研究 成果 や 公式 報道 は 見 当たら な い 。 こ うし た こと か ら 、 本 節 で の 考察 は 広 
義 の 部 小平 時 代 に 焦点 が 当て られ る 。 


① 江 沢 民 時 代 : 初歩 的 制度 構築 期 

1996 年 は 「 巡 視 制度 構築 元 年 」 と 言え る だ ろう 。 

その きっ か け は 、1995 年 に 起こ つた 王 宝 森 ・ 陳 希 同 事件 ) で ある 。 1996 年 1 月 24 日 か ら 27 日 に か 
け て 、 第 14 期中 央 紀 律 検査 委員 会 第 6 回 全体 会 議 が 開催 され 、 ス ピー チ を 行っ た 総 書記 の 江沢 民 は 、 
王 ・ 陳 事件 に 言及 し つつ 、「 党 内 監督 、 と り わ け 高 中 級 幹部 に 対す る 監督 は 依然 と し て 脆弱 な も の だ 。 
指導 的 機関 、 指導 的 幹部 で あれ ば ある ほど 、 厳格 な 党 内 監督 が 必要 だ 」 と 述べ た ( 鐘 龍 炭 、 2014、 64) 。 

これ を 受け て 3 月 13 日 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 弁 公 庁 の 名 義 で 、「 巡 視 制度 構築 に 関す る 中 央 紀 律 検 
査 委員 会 の 試行 弁 法 」 が 通達 され る 。 ご これ に よる と 、 前 出 の 第 6 回 全体 会 議 で は 、「 工 作 上 の 必要 性 
に 基づき 、 部 長 級 幹部 を 選出 し 、 地 方 と 各部 門 に 巡視 派遣 する 」 こ と が 定め られ た 。 ご の 「 部 長 級 幹 
部 」 に つい て は 、「 す で に 指導 的 ポス ト を 離れ た 正 部 級 幹 部 及び 例外 的 に 副 部 長 級 の 幹部 の 中 か ら 選 
出す る 。 年 齢 は 70 歳 以 下 で 、 高 い 社会 的 評価 を 得 て い る 老 同志 」 と され (一 . 1) 、「 具 体 的 人 選 は 
中 央 紀 律 検査 委員 会 弁 公 庁 が 同 幹部 室 と 協議 の 上 、 候 補 者 リス ト を 作成 し 、 中 央 組織 部 の 意見 を 求め 
た 後 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 常務 委員 会 で 研究 確定 する 」 (一 . 2) 。 そし て 、 巡視 の 対象 と 任務 は 、「 省 
区 市 及び 党 中 央 、 国 家 機 関 の 部 と 委員 会 の 指導 グル ー プ と その メン バー の 政治 紀 律 執行 状況 と 廉 政 状 
況 の 把握 」 ( 二 . 1 及び 2) と され た (上 海 電力 大 学 網 ) 。 

実際 、 ご の 通達 直後 の 4 月 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 は 初 の 巡視 組 を 広西 チワ ン 族 自治 区 、 四 川 省 、 遼 
演 省 、 石 大 部 に 派遣 し て いる 。 さ ら に 、 江 沢 民 時 代 最 終盤 の 2001 年 5 月 か ら 2002 年 10 月 に か け て 、 
中 央 紀 律 検査 委員 会 と 中 央 組織 部 が 2 つの 合同 巡視 組 を 遼寧 省 、 雲 南 省 、 河 北 省 、 安 微 省 、 河 南 省 、 
広西 チワ ン 族 自治 区 の 6 省 区 に 派遣 し た (中 国共 産 党 新聞 網 2) 。 


(② 胡 錦 潮時 代 : 制度 構築 期 、 初 歩 的 実施 期 

2002 年 11 月 に 開催 され た 第 16 回 党 大 会 で は 、「 党 の 紀 律 検査 体制 を 改革 改善 し 、 巡 視 制 度 を 構築 
改善 する 」 旨 提起 され る 。 ご これ を 受け て 、2003 年 5 月 、 党 中 央 は 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 と 中 央 組織 部 
に 巡視 組 と 巡視 工作 弁 公 室 を 設け る こと を 批准 。 翌 2004 年 に は 、31 の 省 級 行政 区 と 新 久 生 産 建 設 兵 
団 の 党委 員 会 に 巡視 担当 部 署 が 設置 され た ( 宮 斑 他 、2016、86) 。 

2003 年 12 月 31 日 、「 党 内 監督 条例 」 (試行 ) が 施行 され る 。 ご の 条例 (試行 ) で は 、「 党 内 監督 
の 重点 対象 は 、 党 の 各 級 指導 機関 と 指導 的 立場 に ある 幹部 、 と り わ け 各 級 指導 グル ー プ の 主要 責任 者 」 
(第 3 条 ) で あり 、「 党 内 監督 の 重点 内 容 は 廉 潔 自 律 と 党 風 廉 政 建設 状況 」 (第 4 条 ( 七 ) ) で ある 
と され て いる 。 ご うし た 大 枠 の 下 、 党 内 監督 制度 の 一 構成 要素 と し て 、「 巡 視 」 (第 6 節 ) が 設け ら 
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れ た 。 第 27 条 は 、「 党 中 央 と 省 区 市 党委 員 会 は 巡視 制度 を 設け 、 関 連 規定 に 基づき 、 下 級 党 組 織 の 指 
導 グ ルー プ と その メン バー に 対す る 監督 を 行う と し て いる 。 そ し て 、 ご の 条例 (試行 ) に 基づい て 
行わ れ た 巡視 に よっ て 、 徐 国 健 ( 江 菊 省 党委 員 会 常務 委員 、 組 織部 長 。2006 年 、 収 賭 で 死刑 (執行 獲 
予 2 年 ) ) 、 李 宝 金 (天津 市 検察 院 検察 長 。2007 年 、 収 財 及 び 公 金 流用 で 死刑 (執行 猫 予 2 年 ) ) 、 
陳 良 宇 (上 海 市 党委 員 会 書記 、 中 央 政治 局 委員 。 2008 年 、 収 財 及 び 職 権 乱 用 で 懲役 18 年 )、 杜 世 成 ( 山 
東 省 党委 員 会 副 書 記 、 青 島 市 党委 員 会 書記 。2008 年 、 収 賭 で 無期 懲役 ) 等 、 高 級 幹部 絡み の 不正 案件 
の 手がかり が 発見 され る ( 季 成 言 、2008、10) 。 

2007 年 10 月 の 第 17 回 党 大 会 で は 新た な 党 規約 が 採択 され た が 、 そ こ に は 「 党 中 央 と 省 区 市 党委 員 
会 は 巡視 制度 を 行う 」 (第 13 条 4 項 ) と の 一 節 が 追加 され た (この 文言 は 第 18 期 も 同じ ) 。 そし て 、 
これ を 受け 、 中 央 巡視 機構 は 同期 に 、 全 国 す べ て の 省 区 市 と 新 負 生産 建 設 兵 団 、33 の 国有 重要 中 核 企 
業 と 金融 企業 、2 つの 中 央 が 管理 する 大 学 へ の 巡視 を 行う と と も に 、14 の 省 区 市 と 1 つの 中 央 が 管理 
する 金融 企業 へ の 再 巡 視 を 行っ た (中 国広 播 網 ) 。 

2009 年 7 月 2 日 、 党 中 央 は 「 党 巡視 工作 条例 」 (試行 ) を 施行 する 。 こ れ は 、 い まだ 試行 段階 で は 
ある も の の 、 巡 視 工 作 を 専ら の 対象 と し た 初 の 党 内 規定 で ある 。 

中 央 紀 律 検査 委員 会 責任 者 に よる と 、 条例 (試行 ) の 起草 プロ セス は 以下 の よう に な っ て いる 。 2007 
年 9 月 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 と 中 央 組織 部 が 合同 起草 グル ー プ を 立ち 上 げ 、 現 地 調 査 、 座 談 会 、 意 見 
聴取 (対象 は 省 級 党委 員 会 、 同 紀 律 検査 部 門 や 組織 部 門 ) な ど を 実施 する 。 そ し て 、 ご うし た 一 連 の 
作業 を 基 に 作成 され た 草案 は 、 中 央 組織 部 部 務 会 議 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 常務 委員 会 会 議 、 中 央 党 建 
設 工作 領 導 小 組 会 議 、 中 央 政治 局 常務 委員 会 の 順 で 審議 され た 後 、 中 央 政治 局 会 議 で 審議 、 正 式 採択 
され た (中 共 河 南 省 紀 律 検査 委員 会 網 ) 。 

そこ ご で 、 本 条例 (試行 ) の 具体 的 規定 に 目 を や る と 、 第 一 の 特徴 は 、「 党 中 央 と 省 区 市 委員 会 は 巡 
視 工 作 領 導 小 組 を 設け 、 そ れ ぞ れ 、 中 央 と 各 委員 会 に 責任 を 負い 、 工 作 報告 する 」 (第 5 条 ) と 、 巡 
視 の ヘッ ドク オォ オー ター を 設け た こと だ 。 ご これ を 受け 、2009 年 11 月 、 中 央 政治 局 常務 委員 会 は 中 央 巡 
視 工 作 領 導 小 組 の 設置 を 決定 する と と も に 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 、 中 央 組織 部 巡視 組 及 び 巡 視 工 作 弁 
公 室 の 名 称 を それ ぞ れ 「 中 央 巡視 組 」 と 「 中 央 巡視 工作 領 導 小 組 弁 公 室 」 と 改め る こと を 決定 。 こ れ 
以降 、 省 級 及 び 新 斑 生 産 建設 兵団 の 党 組 織 内 に も 巡視 工作 領 導 小 組 が 設立 され る (前 出 、 中 央 紀 律 検 
査 委員 会 ・ 国 家 監 察 委員 会 網 1) 。 こ の 点 に 関し 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 書記 の 王 岐山 は 2015 年 8 月 、 
「 中 央 紀 律 検査 委員 会 、 中 央 組織 部 の 巡視 組 は 、 中 央 巡視 組 に 昇格 し た 」 と 述べ て いる (中 国軍 網 ) 。 
し か し 、 ご の こと は 、 ご の 二 つ の 中 央 組織 それ ぞ れ の 権威 を 上 回 る 新た な 組織 と し て の 中 央 巡視 組 が 
誕生 し た こと を 意味 し な い 。 なぜなら ば 、「 巡 視 工作 領 導 小 組 は 、 巡 視 組 の 提案 に 基づき 、 課 題 解 決 
の た め の 見 解 を 研究 決定 し 、 巡視 組 を 派遣 し た 党 組 織 に この 決定 を 伝え る 」 (第 24 条 1 項 ) と し て い 
る ご と 、 ま た 、「 中 央 紀 律 検査 委員 会 、 中 央 組織 部 は 、 本 条例 に 基づき 、 実 施 細則 或いは 単独 の 規定 
を 制定 で きる 」 (第 45 条 ) と し て いる こと か ら (下線 部 筆者 ) 、 中 央 巡視 組 と は 、 中 央 紀 律 検査 委員 
会 と 中 央 組織 部 の それ ぞ れ が 組織 し た 巡視 組 に 、 党 中 央 の 権威 が な 与え られ た も の で ある こと が 分 か る 。 

第 二 に 、 中 央 巡視 組 の 巡視 対象 が 「 省 区 市 党委 員 会 と 同級 政府 党 組 指導 グル ー プ と その メン バー」 
(第 10 条 (1) ) 、「 省 区 市 人 代 常務 委員 会 、 政 協 委 員 会 党 組 指導 グル ー プ と その メン バー」 ( 同 (2) ) 
と され て いる こと だ 。 つ まり 、 党 中 央 直属 機関 や 国務 院 を 構成 する 部 や 委員 会 は 除外 され た の で ある 。 
ご れ は 、 派 遣 先 が 地方 に 限定 され た 点 で 、 ご の 時 期 の 巡視 工作 方 針 が 江沢 民 期 より も 後退 し て いる ご 
と 、 或 い は 一 歩 進 め て 、 胡 錦 潮 政権 その も の の 脆弱 性 を 意味 し て いる の か も 知れ な い 。 
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第 三 に 、 巡 視 工 作 の 進め 方 に 関す る 問題 が ある 。 ま ず 、 巡 視 に あたり 、 巡 視 組 は 事前 に 、「 巡 視 対 

象 先 と 同級 の 紀 律 検査 監察 機関 、 組 織 、 人 事 、 会 計 、 陳 情 受 付 ( 信 訪 ) な どの 部 門 」 か ら 関連 情報 を 
入手 する こと が 求め られ て いる (第 15 条 ) 。 我々 は この 点 か ら 、 幹部 に 対す る 廉 潔 性 評価 基準 が 大 衆 
か ら の 評価 を 含む 広い 分 野 に 及 ん で いる こと を 知る こと が で きる 。 ま た 、「 巡 視 を 受け る 地区 は 、 現 
地 の 主 な メデ ィ ア を 通じ 、 巡 視 工作 の 監督 範囲 、 日 程 、 巡 視 組 と の 連絡 方 法 等 関連 情報 を 公表 する 」 
(第 19 条 ) と し て いる こと は 、 巡視 の 透明 性 を 高め 、 大 衆 の 関与 を 保証 する 措置 と いえ よう 。 と ご ころ 
が 、 そ の 一 方 で 、 巡視 工作 領 導 小 組 弁 公 室 は 、 業 務 日 数 計算 で 10 日 前 に は 巡視 組 を 派遣 する 旨 、 派遣 
先 に 書面 を も っ て 通知 する こと に な っ て いる (第 17 条 ) 。 これ は 、 巡視 受け 入れ 機関 に 対し 、 巡視 開 
台 前 に 一 定 の 準備 「 工 作 」 期間 を 与え る こと を 意味 する 。 ご の よう な 「 温 情 」 規定 は 、 巡 視 の 効果 を 
下げ る こと に な りか ね な い 。 第 15 条 、 第 19 条 と 第 17 条 の ベク トル は 異な る 方 向 に 向かっ つて いる よう 
に 思わ れる 。 

第 四 に 、 巡 視 組 の 任務 は 実態 調査 に と どまり 、 何 ら か の 処理 を 行う 権限 まで は 有 し て いな い 点 で あ 
る (第 12 条 、 第 20 条 ) 。 巡 視 組 は 巡視 終了 後 、 報 告 書 を 作成 し 、 巡 視 工 作 領 導 小 組 に 状況 説明 し 、 
入手 し た 重要 な 状況 や 問題 に つい て 、 処 理 に 関す る 提案 を 行う こと (第 23 条 ) と され て いる 。 

2010 年 4 月 1 日 、 中 央 紀 律 検査 要 と 中 央 組織 部 に よる 「 中 央 巡視 組 工作 規則 (試行 ) 」 が 施行 され 
た (北京 工業 大 学 綱 ) 。 こ れ は 、 前 年 に 施行 され た 条例 (試行 ) の 実施 ・ 補 充 細 則 で ある 。 条 例 ( 施 
行 ) 第 10 条 で 規定 され た 巡視 対象 に つい て は 、 各 巡 視 組 任期 中 に 1 回 か ら 2 回 の 巡視 を 行う こと 、 そ 
し て 、 ご これ ら に 加え て 、 中 央 金融 機構 の 党委 員 会 指導 グル ー プ と その メン バー に 対し て も 5 年 毎 に 、 
また 、 党 中 央 が 管理 する 国有 企業 中 の 最 重要 企業 の 党 組 (党委 員 会 ) 指導 グル ー プ と その メン バー に 
対し て は 「 選 択 的 、 重 点 的 に 」 巡視 を 行う と され た 。 


(2) 第 一 期 習 近 平 期 (第 18 期 。2012 年 て 2017 年 ) 


広義 の 部 小平 時 代 、 と り わ け 胡 錦 潮時 代 に 積み 重ね られ た 経験 と 実績 を 基礎 に 、 ご の 時 期 は 巡視 工 
作 が 全面 展開 され た 。 

2012 年 11 月 に 総 書 記 ポ スト に つく や 、 習 近 平 は 反 腐 敗 闘 争 に 打っ て 出る 。 習 は 、「 腐 敗 問 題 が 深 
刻 化す れ ば 、 党 と 国家 が 最終 的 に は 滅亡 する こと を 大 量 の 事実 が 物語 る 。 警 戒 が 必要 だ ] と の 危機 感 
を 抱い て いた 。 そ ご こ で 、 巡 視 制 度 で は 官職 売買 、 選 挙 を めぐ る 不正 行為 、 突 然 の 昇任 な ど 幹 部 任用 を 
めぐ る 不正 行為 及び 腐敗 行為 の 発見 に 努め る よう 和 を 飛ば し た ( 習 近 平 、2015、3.108) 。 


(① 制 度 構築 


ご の 時 期 の 主 だ っ た 出来 事 は 表 1 の と お り で あり 、 そ の うち の 特に 重要 と 思わ れる 事項 に つい て 、 
以下 で 考察 する 。 
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表 1 習 近 平時 代 の 巡視 工作 


2013 年 4 月 25 日 | 中 央 政治 局 常務 委員 会 、 巡 視 工 作 の 展開 に つい て 研究 


18 期 6 中 全会 、「 党 内 監督 条例 」 を 採択 。 党 中 央 が 「 一 任期 内 で すべ て を カバ ー す る 巡視 を 実現 する 」 
こと を 党 内 文書 と し て 初 提起 


「 改 正 党 巡 視 工作 条例 」 施 行 


注 : 各種 資料 を 基 に 、 筆 者 作成 。 


2015 年 8 月 3 日 、「 党 巡視 工作 条例 」 が 施行 され る 。 こ れ は 、 胡 錦 清 期 に 制定 され た 試行 版 を 修正 
し 、 正 式 な 条例 と し て 公布 され た も の だ (共産 党員 網 ) 。 

ご こ で 確認 で きる 第 一 の 特徴 は 、「 全 国 す べ て を カバ ー す る 巡視 を 行う ) と し た こと だ (第 2 条 1 
項 ) 。 そ れ は 、 中 央 が 管理 する 党 組織 の 指導 グル ー プ と その メン バー 全て 、 す な わ ち 、 試 行 で 定め ら 
れ た 省 レ ベル 機関 以外 に 、「 党 中 央 の 各部 ・ 委 員 会 指導 グル ー プ と その メン バー、 中 央 国家 機関 の 各 
部 ・ 委 員 会 と 人 民団 体 の 党 組 (党委 員 会 ) の 指導 グル ー プ と その メン バー、 中 央 が 管理 する 重要 な 国 
有 基 幹 企業 、 金 融 企業 、 事 業 単位 の 党委 員 会 ( 党 組 ) の 指導 グル ー プ と その メン バー」 な ども 中 央 巡 
視 の 対象 に 加え られ た の で ある (第 13 条 ( 二 ) ( 三 ) ) 。 も っ と も 、 対 象 「 領 域 」 は 確か に 大 幅 拡 大 
し た も の の 、 い わ ゆ る 「 副 国 級 ] 、 す な わ ち 副 総 理 級 以上 の 「 格 」 を も つ 高 級 幹 部 は 原則 対象 外 と な 
っ て いる 。 例え ば 、 収 賭 等 で 解任 され た 全国 政 協 副 主 席 の 魅 栄 は 副 総 理 級 の 大 幹部 だ が 、 全国 政 協 「 委 
員 会 ]」 に は 巡視 が 入っ て いな い の で (一 般 党員 を 対象 と し た 全国 政 協 「 機 関 」 党 組 は 巡視 対象 ) 、 副 
主席 時 代 の 汚職 は あく まで も 前 職 の 省 党 委員 会 書記 時 代 ま で の 行い の 延長 線上 に ある と の 位置 づけ で 
ある ( 魅 案 に つい て は 3. で 言及 ) 。 


第 15 条 で は 「 発 見 に 努め る 」 べき 事項 と し て 、 政治 面 で の 紀 律 や 政治 規則 違反 の 具体 例 と し て 面 従 腹 
痛 や 派閥 行 為 、 廉 潔 面 で の 紀 律 違反 行為 と し て 権力 の 私 物化 、 汚 職 賭 周 等 が 列挙 され て いる (第 15 
条 ) 。 

第 三 に 、 巡 視 工 作 領 導 小 組 トッ プ の 組長 に つい て 、「 同 級 の 党 紀 律 検査 委員 会 書記 が 務め 、 副 組長 
は 一 般 的 に 同級 党委 員 会 組織 部 長 が 務め る 」 と され た (第 5 条 2 項 ) 。 た だ し 、 各 級 巡 視 工 作 領 導 小 
組 の 手足 で あり 、 そ の 「 飲 差 大 臣 ] (前 出 、 習 近 平 、107) と し て 現場 に 乗り 込む 巡視 組 トッ プ の 巡視 
組長 の 資格 要件 に つい て 、 条 例 は 何ら の 規定 も 設け てい な い 。 王 岐山 に よれ ば 、2013 年 に は 「 巡 視 組 
長 デ ー タ ベー ス 」 が 設け られ た と いう ( 王 岐山 、2014、729) 。 個 々 の 略歴 を 基準 に 組長 を 分 類 し た 調 
査 報道 ちち ある が 、 それ と て も 、 明確 な 資格 や 選出 プロ セス は 明らか に し て いな い (中 国 経済 週刊 網 ) 。 
ご の 不透明 さ に 、 筆 者 は 、 自 身 へ の 権力 集中 を 進め る 習 近 平 の 思惑 を 感じ と る 。 
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第 四 に 、 事前 通知 に 関す る 事項 が ある 。 巡視 組 が 、 派遣 先 の 関連 部 門 か ら 事 前 情報 収集 を 行う 点 に 、 
試行 版 か ら の 変化 は な い が 、 試行 に あっ た 「 業 務 日 数 計算 で 10 日 前 」 の 事前 通知 は 今回 削除 され て い 
る (第 22 条 ) 。 また 、 メ ディ ア を 通じ た 広報 規定 も 削除 され た 。 急襲 性 と 隠密 性 の 強化 と 理解 で きよ 
う 。 

2017 年 7 月 1 日 、 制 定か ら わ ず か 二 年 で 「 改 正 党 巡 視 工 作 条 例 」 が 施行 され た 。 

その 第 一 の 特徴 は 、「 習 近 平 化 」 の 推進 だ 。「 巡 視 工作 は 、 習 近 平 同志 を 核心 と する 党 中 央 の 権威 
と 集中 的 統一 指導 を 断固 、 動 揺 す る こと な く 擁 護 す る 」 (第 3 条 ) と され た 。 も っ と も 、 巡 視 工作 
に み ら れ る ご の 習 近 平 化 は 、 条例 施行 前 年 の 2016 年 10 月 に 開催 され た 18 期 6 中 全会 で 、 習 近 平 が 党 
の 「 核 心 」 と し て の 地位 を 手 に 入れ た 直後 か ら 進 ん で いた 。 本 論 の 3. が 扱う 「 再 巡視 」 時 の フィ ー 
ド バ ッ ク 発 言 や 巡視 を 受け た 党 機 関 が 作 成 し た 報告 書 を 読め ば 、 そ の 傾向 は 一 目 瞭 然 だ 。 例 えば 、 重 
慶 市 党委 員 会 書記 の 孫 政 オ は 、2017 年 2 月 11 日 の 再 巡 視 フ ィ ー ド バッ ク 時 に 次 の よう に 述べ て 、 習 
近 平 へ の 忠誠 を 区 つた 。「 習 近 平 同志 を 核心 と する 党 中 央 と 、 思 想 、 政 治 、 行 動 面 に お いて 高度 な 一 
致 を 断固 保持 し 、 党 の 核心 に 向け て 断固 右 に 條 い 、 習 近 平 同志 を 核心 と する 党 中 央 の 権威 と 党 中 央 の 
集中 的 統一 的 指導 を 断固 維持 する 」 (中 央 紀 律 検査 委員 会 ・ 国 家 監 察 委員 会 網 2) 。 そ れ に も か か わ 
ら ず 、 忠 誠 表 明か ら 半 年 を 待た ず し て 、 孫 は 解任 され た 。 

第 二 の 特 徴 は 、「 全 面 性 ]」 の さら な る 強化 だ 。「 党 中 央 と 省 区 市 委員 会 は 、 一 期 の 任期 中 に 、 所 管 
する 地方 、 部 門 、 事 業 単位 の 党 組 織 に 対し 、 全 面 的 巡視 を 行う 」 と され (第 2 条 1 項 ) 、 原 則 5 年 内 
に 一 度 は 巡視 を 行う こと が 明示 され た 。 

第 三 に 、 巡 視 組 が 「 発 見 に 努め る 」 べき 問題 と し て 、「 党 指導 の 弱体 化 、 党 建設 の 失敗 、 党 管理 党 
統治 の 軟弱 さ 」 な ど が 追加 され た (第 15 条 ) 。 

ご うし た 一 連 の 措置 が 中 央 権力 の 強化 と 習 近 平 個 人 へ の 権力 集中 を 目指 し た も の で ある と いう こと 
に 疑う 余地 は な か ろう 。 


(②18 期中 央 巡視 の 実施 

初回 巡視 は 2013 年 5 月 か ら 始 まっ た 。 新政 権 誕生 か ら わ ず か 半年 後 の こ と で ある 。 開始 時 点 で は 規 
定 さ れ て いな か っ た に も か か わら ず 、 中 央 巡視 は 、 確 か に 5 年 間 で 全面 実施 を 成し遂げ た 。 

巡 視 は 「 三 部 構成 】 だ 。 ま ず 、 文 字 通り の 巡視 が 行わ れる 。 中 央 巡視 工作 領 導 小 組 弁 公 室 責任 者 と 
中 央 巡視 組長 、 そ し て 、 巡 視 を 受け る 党 組織 (党委 員 会 、 党 組 等 ) の 書記 ら 幹 部 が 一 同 に 会 し て 行わ 
れる 「 動 員 大 会 」 を 皮切り に 、 巡視 組 は 約 2 か 月 間 に わ た っ て 巡視 工作 を 展開 する 。 王 岐山 に よる と 、 
過去 の 巡視 で は 実施 対象 、 評 価 内 容 と も に 余り に 広範 に 及び 、 焦 点 が 絞り 切れ て いな か っ た た め 、18 
期 巡視 は 作風 、 紀 律 、 腐 敗 及 び 人 事 の 4 分 野 に 限定 され て 行わ れ た (前 出 、 中 国軍 網 ) 。2009 年 の 条 
例 (試行 ) 第 20 条 に よる と 、 巡視 組 は 巡視 を 受け る 地区 や 組織 の 党委 員 会 或いは 党 組 に 工作 報告 を 求 


来訪 者 の 対応 を 行う 。 また 、 対象 者 の 個人 略歴 ( 欄 案 ) の 閲覧 が 認め られ て いる 。 2015 年 の 条例 に は 、 
指導 幹部 の 個人 報告 書 に 書か れ た 事項 に 偽り が な いか 抜き 取り 調査 を 行う (第 17 条 ( 四 ) ) な どの 事 
項 も 加わ っ た 。 巡 視 が 終わ る と 、 工 作 組 は 北京 に 戻り 、 具 体 的 提案 を 含む 報告 書 作成 。 こ れ を 中 央 巡 
視 工作 領 導 小 組 (組長 は 中 央 政治 局 常務 委員 で 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 書記 の 王 岐 山 ) に あげ 、 中 央 政 
治 局 常務 委員 会 の 検討 と 最終 決裁 を 得る 。 
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そし て 、 巡 視 組 は 、 巡 視 工 作 の 第 ニス テッ プ と し て 、 再 度 被 巡 視 先 に 乗り 込み 、 正 すべ き 問 題 を 列 
挙 し た 「 神 の 声 」 を 伝え る (「 フ ィ ー ド バッ ク 」 有 段階) 。 こ れ は 、 一 種 の 儀式 の よう な 性 格 の も の で 
あろ う 。 

そし て 、 フ ィ ー ド バッ ク を 受け 、 被 巡視 組織 は 約 2 か 月 に わた っ て 、 中 央 の 要求 に 治っ て 採っ た 是 
正 措 置 と 今後 の 方 針 を 報告 書 に まとめ る 。 ご の 報告 書 は 、 中 央 巡視 工作 領 導 小 組 弁 公 室 経由 で 担当 巡 
視 組 に 送ら れ (条例 (試行 ) 第 26 条 ) 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 の サイ ト で 公表 され る 。 ご これ で 、 第 三 段 
階 が 終わ り 、 動 員 大 会 以降 、 半 年 以上 に わた っ て 行わ れ て きた 巡視 工作 が 一 応 終 了 す る 。 ご ここ で 「 一 
応 」 と する の は 、 ご この 時 点 か ら す で に 次 の 巡視 を 受け 入れ る た め の 実 質 的 準備 作業 が 始ま っ て いる か 
ら だ 。 な お 、 ご うし た 一 連 の プロ セス を 含む 詳細 は 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 の HP で すべ て 公開 され て 
いる 2)。 

次 に 、「 全 面 的 」 展開 の 特徴 だ が 、 次 の 二 点 が 重要 だ と 思わ れる 。 

第 一 に 、 巡 視 を 受け る 対象 の 数 の 多 さ と 領域 の 多様 さ で ある 。 省 区 市 、 党 中 央 機関 と 国家 機関 、 主 
要 国有 企業 、 中 央 金融 単位 及び 中 央 が 管理 する 大 学 の 党 組 (党委 員 会 ) あわ せ 、 合 計 277 機関 で 実施 
され た 。 具体 的 進捗 状況 を みる と 、2014 年 の 第 4 回 巡視 まで に 、 地 方 (31 の 省 区 市 と 新 久 生 産 建設 集 
団 ) を 対象 と し た 巡視 が 完了 。2015 年 の 第 7 回 まで に 、55 の 中 央 企業 が 完了 。 同 年 の 第 8 回 まで に 、 
中 央 金融 単位 が 完了 。2016 年 の 第 11 回 まで に 、 党 中 央 機関 と 国家 機関 が 完了 。 そ し て 、2017 年 の 第 
12 回 で 、 中 央 が 管理 する 大 学 に 対す る 巡視 が な され 、 す べ て が 終了 する (前 出 、 中 国共 産 党 新聞 綱 2) 。 

第 二 に 、 本 諭 が 以下 の 第 三節 で 考察 対象 と する 再 巡 視 (回 頭 看 ) の 実施 だ 。 再 巡 視 は 2016 年 に 行わ 
れ た 第 9 回 巡視 か ら 最後 の 第 12 回 巡視 に か け て 行わ れ た 。 ご この 再 巡 視 実施 の 必要 性 に つき 、 習 近 平 は 
2014 年 10 月 16 日 、 次 の よう に 述べ て いる 。「『 下 巡視 』 を 強化 する 。 31 の 省 区 市 は 巡視 を 終え た が 、 
一 度 行え ば 終わ り と いう こと で は な く 、 意 表 を つい て 、『 突 然 の 反撃 』 を 行い 、 安 心して いる 連中 を 
常に 居 え 上 が ら せ て お く 」 (前 出 、 習 近 平 、 2015、 115) 。 そし て 、 ご の 発言 か ら 1 年 半 を 待た ず し て 、 
省 級 地方 党委 員 会 を 対象 と し た 習 近 平 の 「 反 撃 」 が 始ま っ た の で ある 。 


3. 第 18 期中 央 巡視 の 「 回 頭 看 」 


第 18 期 再 巡 視 は 、2016 年 か ら 2017 年 に か け て 、31 省 市 区 中 の 16 省 市 区 党委 員 会 を 対象 に 、4 回 
に 分 け て 行わ れ た 。 時 系 列 で 記す と 、 遼 寧 省 、 湖 南 省 、 安 微 省 、 山 東 省 (以上 、 第 9 回 ) 、 江 西 省 、 
湖北 省 、 河 南 省 、 天 津 市 (以上 、 第 10 回 ) 、 広 西 チ ワン 族 自 治 区 、 重 慶 市 、 北 京 市 、 甘 粛 省 (以上 、 
第 11 回 ) 、 雲 南 省 、 陸 西 省 、 吉 林 省 、 そ し て 内 モン ゴル 自治 区 (以上 、 第 12 回 ) で ある 。 

再 巡 視 す る か ら に は 、 そ の 理由 が ある は ず だ 。 し か し 、 ご これ ら の 地方 が 選ば れ た 理由 を 説明 する 当 
局 の 資料 を 筆者 は 目 に し て いな い 。 再 巡視 の 全体 像 を 明確 に する た め に は 、 実 施 の 必然 性 を 説明 し う 
る 、 何 ら か の 基準 を 設け る 必要 が ある だ ろう 。 


(1 ) 再 巡 視 の 必然 性 


紀 律 検査 部 門 の 発表 や 先行 研究 か ら 導 き 出さ れる 「 再 巡視 の 必然 性 」 を 説明 し うる 要因 と し て は 、 
以下 の よう な も の が あげ られ よう 。 
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77477// 


第 一 に 、16 省 区 市 の いずれ に お いて も 、 初 回 巡視 で 副 省 級 幹 部 が 汚職 を 理由 に 解任 され て いる 。 し 
か し 、31 省 区 市 の まほ ぼ す べ て で 類似 の 事例 が ある こと か ら 、 こ れ で は 必然 性 を 説明 で き な い (中 国 経 
済 網 。 何 家 弘 他 、2016、3-27) 。 

第 二 に 、「 改 革 開 放 期 に 入る と 、 中 央 は 権力 の 下 放 や 行政 請負 な ど を 通じ て 地方 の 活性 化 を 図っ た 
が 、 地 方 主義 に よる “思わ ざる 結果 7 が も た ら さ れ た 。 つ まり 、 地 方 に よっ て は 、 自 ら の 経済 的 利益 や 
政治 成績 を 追い 求め 、“ 土 地 財政 ” (地方 政府 が デベ ロッ パー の 協力 を 得 て 地元 の 土地 を 収用 し 、 そ の 
使用 権 売 却 利益 を 財政 収入 と する 手法 ) を 大 い に 行 っ た 。 そ の 結果 、 初 回 か ら 第 3 回 まで の 巡視 対象 
と な っ た 21 省 区 市 の うち の 20 省 区 市 で 、 土地 問題 を めぐ る 腐敗 が 明らか に な っ た 」 と いう ( 田 啓 戦 、 
2020、94) 。 そ ご で 、16 の 再 巡 視 対象 地区 に 目 を や る と 、 第 4 回 巡視 対象 の 陸 西 省 と 広西 チワ ン 族 自 
治 区 を 除く 14 省 区 市 が この 21 に 含ま れる 。 従 っ て 、14 中 の 13 或いは その すべ て に お いて 土地 問題 
を めぐ る 腐敗 が あっ た こと に な る が 、 そ れ で も 、 残 り の 6 或いは 7 地域 に 再 巡 視 が 入ら な か つた 理由 
を 説明 で き な い 。 ま し て や 、 後 述 の 通り 、 了 西 省 に 対す る 再 巡 視 は 、 ま さ に 土地 問題 を めぐ っ て の も 
の だ らき た: 

第 三 に 、「 初 回 巡視 で 事案 の 手がかり を 得 た 」 と し て 、 江 西 省 ( 蘇 栄 事案 ) 、 遼 寧 省 (寺下 事 案 、 
選挙 不正 事案 ) 、 天 津 市 (黄興 国事 案 ) 、 湖 南 省 ( 衡 陽 選挙 破壊 事案 ) の 名 前 を あげ る 資料 が ある 。 
し か し 、 同 じ 資 料 は 、 再 巡視 が 行わ れ な か っ た 山西 省 (" 和 づ る 式 腐敗 "事案 ) や 四川 省 ( 南 充 選挙 不 
正 事案 ) で も 初回 巡視 で の 手がかり 入手 に 言及 し て いる (前 出 、 中 国共 産 党 新聞 網 2) 。 

以上 の み に 拠 る だ け で は 、 依 然 と し て 再 巡 視 の 必要 性 を 含む 全体 像 を 描き 切る こと が で き な い 。 そ 
ご で 、 筆 者 は 、① 習 近 平 に あっ た で あろ う 思 惑 、(② 初 回 巡視 と 再 巡 視 の 二 回 の フィ ー ド バッ ク と それ 
を 受け て 省 市 区 党委 員 会 ( 党 組 ) が 作成 し た 報告 書 の 内 容 、(3) 解 任 者 の 数 と 解任 に 繋が る 党 決 定 ( 多 
く が 中 央 紀 律 検査 委員 会 ) の 公表 日 時 等 を 加味 し た うえ で 、18 期 再 巡視 の 全体 像 を 示す べく 、 表 2 を 
作成 し た 。 
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表 2 第 18 期 再 巡視 (回 頭 看 ) 一 覧 表 


徐 光 春 
⑪-5) 


2014.3.31> 
同年 10.10 


初回 巡視 期間 中 及び 
終了 後 の 被 解任 者 ( 副 省 級 
以上 ) 氏名 と 関連 情報 


再 巡 視 期間 と 
組長 氏名 
(回 - 組 ) 


再 巡 視 期間 中 或いは 
終了 後 の 被 解任 者 ( 副 省 
級 以上 ) 氏名 と 関連 情報 


初回 、 再 巡視 
時 の 党委 書記 
氏名 


7/477// 


2016.11.6> 
2017.4.24 
徐 令 義 


課 栖 偉 ( 市 人 代 副 主任 ) 。 
2014.5.3。 収 賭 。 懲 役 12 年 


呂 鍋 文 (市 党委 副 書 記 ) 。 
2015.11.11。 収 賭 。 懲役 13 
年 


2016.11.6> 


1. 武 長 順 ( 市 公安 局長 ) 。 
2014.7.20。 収 財 等 。 死 弄 
(執行 猫 予 2 年 ) 

2. 楊 棟梁 (前 副 市 長 ) 。 
2015.8.18。 懲役 15 年 


2016.6.29> 
同年 12.26 
叶 青 純 
(10-3) 


孫 政孝 (市 党委 書記 。 政 
治 局 委 員 ) 。2017.7.14。 
収 賭 。 無 期 懲 役 


いずれ も 孫 政 
才 


いずれ も 郭 金 
龍 


1. 九 海 林 ( 副 市 長 ) 。 
2016.8.22。 紀 律 違 反 。 
行政 処分 

2. 六 興 国 (市 党委 代理 
書記 ) 。2016.9.10。 収 
賭 。 懲役 12 年 

3. 王 宏 江 (市 党委 統 戦 
部 長 ) 。2017. 7。 深 刻 な 
紀 律 違反 。 党 内 観察 1 
年 。 降 格 


初回 は 孫 春 
蘭 。 再 巡視 時 
は 当初 は 黄興 
国 、 フ ィ ー ド 
バッ ク 以 降 は 
李 鴻 忠 


書記 。 政 治 局 
委員 ) 


蒸 奇 (市 党委 書 
記 。 中 央 政治 
局 委員 ) 


習 近 平 案件 ( 書 | 組長 を 務め た 徐 令 義 は 18 期 再 巡視 
記 解 任 、 腹 心 | の キー パー ソン 

( 陳 敏 右 ) の 配 

置 ) 


習 近 平 案件 ( 腹 | 1. 奈 奇 は 、 呂 勿 文 解任 約 1 年 
心 ( 奈 奇 ) の 配 |] 後 、 再 巡視 直前 に 副 書 記 着 任 。 党 
大 会 直前 の 5 月 に 書記 就任 
2. 郭 金 人 は 、2017.5 に 中 央 精神 
文明 建設 指導 委員 会 副 主 任 に 転出 


習 近 平 案件 |]1. 「 初 回 巡視 で 手がかり 入手 」 

(書記 (代理 ) | 2. 黄興 国 が 代理 書記 時 の 

解任 、 習 近 平 |2015.8.12、 大 爆発 事故 発生 

イエ スマ ン ( 季 | 3. 初回 巡視 で 解任 され た 楊 棟梁 

鴻 忠 ) の 配置 ) | は 、 党 に よる 取り 調べ が 公表 され 
た 時 点 で は 国家 安全 生産 監督 管理 
総局 (局長 ) に 転出 済み 。 な お 、 同 
総局 に 中 央 巡視 組 (10-10) が 入っ 
た の は 2016.6.30 


5 2014.7.30 ン 
険 西 省 |2015.1.28 


1. 陳 柏 村 ( 省 政 協 副 主 
席 ) 。2013.11.19。 職 権 乱 
用 、 収 賭 。 懲 役 17 年 

2. 部 有明 ( 副 省 長 ) 。 
2013.11.27。 収 財 。 懲役 15 
年 


2016.6.30> 
同年 12.27 
叶 青 純 
(10-3) 


1. 祝 作 利 ( 省 政 協 副 主 2017.2.26~ 
同年 8.26 
徐 令 義 

2. 孫 清 雲 ( 省 政 協 副 主 (12-11) 
席 ) 。2015.11。 深 刻 な 紀 律 


違反 、 党 内 観察 2 年 。 降 格 


劉 善 橋 ( 省 政 協 副 主席 ) 。 
2017.6。 収 賭 、 懲 役 12 年 


初回 は 季 鴻 
忠 。 再 巡視 で 
は 動員 大 会 時 
が 李 、 フ ィ ー 
ド バ ッ ク 時 が 
王 暁 東 ( 副 書 
記 、 代 理 省 
長 ) 、 検 討 結 果 
公表 時 が 落 超 
良 


1. 魏 民 洲 ( 省 人 代 副 主 
任 ) 。2017.5.22。 収 賭 。 
無期 懲役 

2. 趙 正 永 ( 省 党 委 元 書 
記 ) 。2019.1.15。 収 賭 。 
死刑 (執行 猫 予 2 年 ) 

3. 陳 国 強 ( 副 省 長 ) 。 
2019.3.29。 収 賭 。 懲 役 13 
年 


初回 は 趙 正 
永 。 再 巡視 時 
は 姜 勤 人 


将 超 良 (全人代 
農業 与 農村 委 

会 副 主任 委 
員 ) 


胡 和 平 ( 中 央 宣 
伝 部 副 部 長 、 
文化 旅 蓄 部 長 ) 


習 近 平 案件 
(天津 市 と 連 
動 ) 


1. 李 鴻 中 は 、 再 巡視 動員 大 会 終 
了 後 、 天 津 市 党委 書記 に 転出 

2. 初回 巡視 報告 書 に よる と 、 整 
改 工 作 専門 班 ト ッ プ は 李 鴻 忠 で は 
な く 、 省 党委 紀 律 検査 委 書 記 の 侯 
長安 


習 近 平 案件 (本 
籍 地 。 自 身 の 
指示 を 無視 し 
た 前 書記 の 解 
任 ) 


1. 趙 正 永 は 2016.4、 全 人 代 内 務 
司法 委員 会 副 主任 委員 に 就任 

2. 胡 和 平 は 2015.4 に 副 書記 、 
2017.10 に 書記 就任 


6 2014.3.30> | 陳 鉄 新 ( 省 政 協 副 主席 ) 。 2016.2.27> | 1. 王 正 ( 省 党 委 前 書 初回 は 王 環 。 | 李 希 (広東 省 党 | 特定 案件 処理 | 1. 「 初 回 巡視 で 手がかり 入手 」 
遼寧 省 | 同年 10.11 2014.7.24。 収 賭 。 懲 役 13 年 | 同年 8.25 記 ) 。2016.3.4。 収 賭 、 職 | 再 巡 視 時 は 李 | 委 書 記 。 政 治 |( 省 レベ ル で の | 2. 王 環 の 解任 時 ポス ト は 全 人 
陳 光 林 9 カ月 叶 青 純 権 乱 用 等 。 無 期 懲 役 希 局 委員 ) 選挙 不正 。 前 | 代 教育 科学 文化 衛生 委員 会 副 主 任 
(3-11) (9-3) 2. 王 陽 ( 省 人 代 副 主 書記 の 解任 、 | 委員 

任 ) 。2016.3. 16。 収 財 、 習 近 平 腹心 ( 李 | 3. 李 希 は 2014.4 に 副 書 記 と し て 

選挙 破壊 。 懲 役 16 年 6 カ月 希 ) の 配置 ) 着任 、2015.4 に 書記 就任 

3. 蘇 宏 章 ( 省 党 委 常 務 委 

上 員 、 政 法 委 書 記 ) 。 

2016.4.6。 贈 収 賭 。 人 懲役 

14 年 

4. 外 玉 煙 ( 省 人 代 副 主 

任 ) 。2016.8。 選挙 破壊 、 

収 賭 。 懲 役 3 年 6 カ月 

5. 李 文 科 ( 省 人 代 副 主 

任 ) 。2017.2.28。 贈 収 

賭 、 懲 役 16 年 
7 2013.11.1ー | 1. 童 名 謙 ( 衡 陽 市 党委 元 書 |2016.2.27 |1. 李 億 龍 ( 衡 陽 市 党委 前 | いずれ も 徐 守 | 杜 家 各 (全人代 | 特定 案件 処理 | 1. 「 初 回 巡視 で 手がかり 入手 」 
湖南 省 |2014.6.17 記 ) 。2013.12.18( ポ スト は | 同年 8.26 書記 ) 。2016.4.8( ポ スト | 盛 財政 経済 委員 | (市 レベ ル で の | 2. 杜 家 府 は 2013.3、 副 書記 と し 
( 衡 陽 | 陳 際 瓦 省 政 協 副 主席 ) 。 職 務 怠 慢 。] 桑 竹 梅 は 省 農村 工作 領 導 小 組 副 会 副 主任 委員 ) | 選挙 不正 ) て 着任 
市 ) (2-10) 懲役 5 年 (9-5) 組長 ) 。 収 賭 、 職 権 乱用 、 3. 徐 守 盛 は 2016.9、 全 人 代 農 業 

2. 陽 宝 華 ( 省 政 協 元 副 書 出所 不明 な 巨額 資産 等 。 与 農村 委員 会 副 主任 委員 に 就任 
記 。 衡 陽 市 出身 ) 。 懲役 18 年 


2014.5.26。 収 賭 、 懲 役 11 年 


2. 張 文雄 ( 衡 陽 市 党委 元 
書記 ) 。2016.11.8( ポ スト 
は 省 党委 宣伝 部 長 ) 。 収 
賭 、 出 所 不明 な 巨額 財 
産 。 懲 役 15 年 
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2013.10.30 
2014.6.18 
徐 光 春 
(2-5) 


2013.5.27> 
2014.2.21 
王 鴻 挙 

(1-8) 


2014.3.27ー 
同年 10.10 
楊 松 

(3-1) 


1. 沈 培 平 ( 副 省 長 ) 。 
2014.3. 9 ( 党 内 取り 調べ 
開始 等 の 公表 日 ) 。 収 財 
(容疑 ) 。 懲 役 12 年 (刑事 
罰 ) 

2. 張 田 用 (昆明 市 党委 書 
記 ) 。2014. 7.12。 紀 律 違 
反 。 降 格 (行政 処分 ) 

3. 白 恩 培 ( 省 党 委 前 書 
記 ) 。 2014.8. 29。 収 財 、 
出所 不明 巨額 財産 。 死 弄 
(執行 猫 予 2 年 ) 

4. 仙 和 ( 省 党 委 副 書 
記 ) 。2015.3. 15。 収 財 。 
懲役 14 年 6 カ月 

5. 曹 建 方 ( 省 党 委 常 務 
委 ) 。2015. 12。 紀 律 
1. 陳 安 衆 ( 省 人 代 副 主 
任 ) 。2013.12.6。 収 財 。 
懲役 12 年 

2. 寺 木 根 ( 副 省 長 ) 。 
2014.3.22。 収 賭 。 懲 役 
13 年 

3. 趙 智 勇 ( 省 党委 常務 委 
員 ) 。2014.6.3。 紀 律 違 
反 。 降格 

4. 蘇 栄 ( 省 党 委 前 書 

記 ) 。 2014.6. 14。 収 周 、 
職権 乱用 、 出 所 不明 の 巨 
額 資産 。 無 期 懲 役 

5. 許 愛 民 ( 省 政 協 副 主 
席 ) 。2015.2。 深刻 な 紀 律 
違反 。 降 格 

6. 劉 礼 祖 ( 省 政 協 副 主 
席 ) 。2015。 深 刻 な 紀 律 道 


陸 武 成 ( 省 人 代 副 主任 ) 。 
2015.1.23。 収 賭 。 懲役 
12 年 6 カ月 


2017.2.26 
て 同年 8.26 
徐 令 義 
(12-11) 


2016.11.8> 
2017.4.24 
偉 自 応 
(11-3) 


奏 光 栄 ( 省 党委 前 書 
記 ) 。2019.5.9 (自首 ) 。 
収 賭 。 負 役 7 年 


心 社 


1. 虎 海 燕 ( 常 務 副 省 
長 ) 。2017.1.11。 収 
賭 。 人 懲役 15 年 

2. 王 三 運 ( 省 党委 前 書 
記 ) 。2017.7.11。 収 


初回 は 強 衛 。 
再 巡 視 時 は 鹿 | 代 農業 与 農村 


鹿 心 社 ( 全 人 


委員 会 副 主任 
委員 ) 


林 録 (全人代 
華 備 委員 会 副 
主任 委員 ) 


初回 巡視 で の 
前 書記 解任 を 
受け た 綱紀 粛 
正 


77477// 


初回 は 秦 光 | 陳 豪 (全人代 | 初回 巡視 で の | 1. 白 恩 培 の 解任 時 ポス ト は 全 
栄 。 再 巡視 時 | 民族 委員 会 副 | 前 書記 解任 を 


人 代 常 務 委 内 務 司 法 委員 会 副 主 
任 委員 

2. 秦 光 栄 は 解任 時 、 既 に 退職 
3. 秦 光 栄 の 後任 は 李 紀 恒 
(2014.10<2016.8。 そ の 後 、 内 
モン ゴル 自治 区 党委 書記 、2019 
か ら 民 政 部 長 ) 

4. 陳 豪 は 2014.10、 省 党委 副 書 
記 着 任 


1. 「 初 回 巡視 で 手がかり 入 
天 』 

2. 蘇 栄 は 2013.3 に 全国 政 協 副 
主席 に 就任 


王 三 運 は 2017.4、 全 人 代 教 育 科 
学 文 化 衛 生 委員 会 副 主 任 委員 に 
転出 


賭 。 懲 役 12 年 
1 1 |2013.10.30 |1. 徐 建 一 ( 省 党 委 元 常 委 |2017.2.27- | 周 化 辰 ( 省 人 代 副 主 初回 は 王 仙 | 巴 音 朝 衝 ( 全 | 解任 され た 党 | 1. 王 備 林 は 2014.8、 山 西 省 党 
吉林 省 | 員 ) 。2015.3.15( ポ スト | 同年 8.30 任 ) 。2017.7.12。 深刻 | 林 。 再 巡視 時 | 人 代 環境 与 資 | 委 書記 経験 者 | 委 書 記 に 転出 
2014.6.8 は 中 国 第 一 汽車 集団 公司 | 叶 青 純 な 紀 律 違反 は 巴 音 朝 衝 | 源 保護 委員 会 | ( 菊 栄 、 王 |2. 巴 音 朝 急 は 2014.8、 書 記 就 
項 宗 丁 董事 長 ) 。 収 賭 。 懲役 11 年 | (12-2) 副 主任 委員 ) | 環 ) 、 間 も な | 任 
(2-4) 6 カ月 く 解 任 さ れる 
2. 谷 春 立 ( 副 省 長 ) 。 同 経験 者 ( 孫 
2015.8.1。 収 賭 、 懲 役 12 政 才 ) ら の 関 
年 連 情 報 収 集 
12 |2013.6.3- |1. 王 素 毅 ( 自 治 区 党委 常 |2017.2.26- | 1. 白 向 群 (自治 区 政府 | 初回 は 王 君 。 | 李 紀 恒 ( 民 政 | 初回 巡視 時 と | 1. 王 君 は 2016.9、 全 人 代 民 族 
内 モン |2014.2.21 | 務 委 員 、 統 戦 部 長 ) 。 同年 8.30 副 主 席 ) 。2018.4.25。 | 再 巡 視 時 は 李 | 部 長 ) 終了 後に 複数 | 委員 会 副 主任 委員 に 転出 
ゴル 自 | 酵 延 忠 2013.6.30。 収 賭 。 無期 | 叶 青 純 収 賭 、 汚 職 、 イ ン サ イ | 紀 恒 の 副 省 級 幹 部 | 2. 王 君 の 前 任 者 は 胡 春 華 ( 在 任 
治 区 |(1-④ 懲役 (12-2) ダー 取引 。 懲 役 16 年 が 解任 され た | 期間 は 2009 年 か ら 2012 年 。 現 副 
2. 洪 逸 陽 (自治 区 常務 副 2. 那 雲 ( 自 治 区 人 代 副 こと を 受け て | 総理 、 政 治 局 委員 ) 
主席 ) 。2014.9.17。 贈 収 主任 ) 。2018.10.25。 収 の 綱紀 粛 正 


賭 ( 贈 賭 は 令 計 画 に ) 。 懲 
役 20 年 

3. 赴 散 平 (自治 区 政府 副 
主席 、 区 政 協 副 主 席 、 公 
安 店 長 ) 。2015.3。 殺 人 、 
収 由 、 武 器 弾 薬 違法 所 
有 。 死刑 

4. 韓 志 然 (自治 区 政 協 副 
主席 、 全 国政 協 常務 委 

員 ) 。2015.6。 深刻 な 紀 律 
違反 、 党 内 観察 2 年 降格 


賭 ( 人 民 元 換算 で 4. 49 億 
元 ) 。 死刑 (執行 猫 予 2 
年 ) 

3. 雲 光 中 (自治 区 党委 
常務 委員 ) 。 
2019.6.11。 収 賭 。 負 役 


62 


77477// 


2014.7.28~ | 1. 余 遠 輝 (自治 区 党委 常 
務 委 員 ) 。2015. 5.22。 収 
賭 。 懲 役 11 年 。 


2. 劉 志 勇 ( 自 治 区 政 協 副 


広西 チ 
ワン 族 
自治 区 


律 違 反 。 降 格 。 
3. 頼 徳栄 (自治 区 政 協 副 


律 違反 。 降 格 ( な お 、 芝 視 
前 に は 李 達 球 (自治 区 政 協 
副 主 席 ) 。2013.7.6。 収 
賭 。 人 懲役 15 年 ) 


主席 ) 。2015 年 。 深刻 な 紀 


主席 ) 。2016. 7。 深 刻 な 紀 


2016.11.9~ 
2017.4.27 
伸 自 応 
(11-3) 


いずれ も 大 清 
華 


萌 清 華 ( 四 川 
省 党委 書記 ) 


13 12013.10.31 | 韓 先 聡 ( 省 政 協 副 主席 ) 。 |]2016.2.28~ | 1. 楊 振 超 ( 副 省 長 ) 。 | 初回 は 張 宝 | 李 錦 直 ( 全 人 | 初回 巡視 前 後 | 1. 「 初 回 巡視 で 手がかり 入 
安 徹 省 |~ 2014.7.12。 収 賭 、 職 権 | 同年 8.26 2016.5.24。 収 賭 、 汚 | 順 。 再 巡視 時 | 代 環境 与 資 源 | に 複数 の 副 省 | 手 」 
2014.6.9 乱用 。 懲 役 16 年 (な お 、 巡 ] 桑 竹 梅 職 、 職 権 乱 用 。 無 期 懲役 | は 王 学 軍 保護 委員 会 副 |] 級 幹 部 が 解任 | 2. 初回 フィ ー ド バッ ク で 、 
馬 鉄 山 視 前 の 2013.6、 副 省 長 の |(9-5) 2. 陳 樹 隆 (常務 副 省 主任 委員 ) され た こと を |「 一 部 の 地区 や 部 門 で 腐敗 現象 
(2-7) 促 発 科 へ の 党 と し て の 調 長 ) 。 2016.11.8。 収 受け て の 綱紀 | が 頻発 」 と 指摘 。 そ れ を 受け 
査 が 始ま っ た 旨 の 発表 あ 賭 、 職 権 乱用 、 イ ン サ イ 粛正 て 、 報 告 書 で は 、「1<5 月 、6 人 
り ) ダー 取引 、 内 部 情報 漏 の 局長 級 幹 部 に つい て 、 腐 敗 事 
洩 。 無期 懲役 案 と し て 処理 」 な どの 成果 に 言 
3. 周 春雨 ( 副 省 長 ) 。 及 
2017.4.26。 汚 職 、 職 権 3. 安 徹 省 は 王 三 運 の 前 任 地 
乱用 、 イ ン サ イダ ー 取 引 (2007~2011 年 に 副 書 記 ) 
等 。 懲 役 20 年 4. 張 宝 順 は 2015.7、 全 人 代 環 
境 与 資源 保護 委員 会 副 主 任 委員 
に 、 王 学 軍 は 2016.9、 同 教育 科 
学 文 化 衛 生 委員 会 副 主 任 委員 に 
14 |2014.3.29~ | 1. 王 敏 ( 省 党 委 常 務 委 |2016.2.28 | 楊 沼 珠 ( 済 南 市 党委 副 書 | いずれ も 姜 異 | 姜 異 康 ( そ の | 初回 巡視 後に | 1. 「 初 回 巡視 で 手がかり 入 
山東 省 | 同年 10.10 員 ) 。2014.12. 18。 収 同年 8.26 記 、 市 長 ) 。2016.4.6。| 康 後 、 全 人 代 財 | 複数 の 副 省 級 | 手 」 
張 文 岳 賭 。 懲 役 12 年 叶 青 収 賭 。 懲 役 14 年 経 委員 会 副 主 | 幹部 の 解任 を | 2. 初回 巡視 の フィ ー ド バッ ク 
(3-4) 2. 顔 世 元 ( 省 党委 常務 委 | (9-3) 任 委員 を 経て | 受け て の 綱紀 | は 、 幹 部 管理 を 中 心 に 、 か な り 
員 、 統 戦 部 長 ) 。 引退 ) 粛正 厳し い 内 容 。 そ れ を 受け て の 報 
2015.5.21。 深刻 な 規律 告 書 は 「 黄 勝 」 案 件 ( 副 省 長 。 
違反 。 降 格 2011.11.24。2013.5.3、 収 賭 で 
無期 ) に 言及 
3. 再 巡 視 報告 書 は 「 楊 急 事 
件 」 に 言及 


初回 巡視 前 後 
に 複数 の 副 省 
級 幹部 が 解任 
され た こと を 
受け て の 綱紀 
粛正 


初回 巡視 フィ ー ド バッ ク 以 降 、 
彰 清 華 は 、 1. 自ら が 率先 し 
て 、 巡 視 組 の 指摘 し た 問題 点 を 
忠実 に 解決 する 努力 (姿勢 ) を し 
た こと を 示し 、2. 中 級 ( 地 級 

市 ) か ら 基層 の 幹部 に 対し 、 実 名 
を あげ つつ 厳し い 処遇 を 行 行っ 
た こと を 強調 。 そ の 甲斐 あっ て 
か 、2018.3、 四 川 省 党委 書記 に 
転出 


16 
河南 省 


2014.3.28> 
同年 10.14 
欧陽 浴 

(3-8) 


1. 秦 玉 海 ( 省 人 代 副 主 
任 ) 。2014.9.21。 収 賭 。 
懲役 13 年 6 カ月 

2. 陳 雪 楓 ( 省 党委 常務 委 
員 ) 。2016.1.16。 収 賭 、 
汚職 、 職 権 乱用 。 無 期 懲 
役 


2016.6.29> 
同年 12.29 
床 令 義 
(10-11) 


具 天 君 ( 省 党委 常務 委 、 | 初回 は 郭 応 
政法 委 書 記 ) 。 茂 。 二 回 目 時 
2016.11.11。 収 賭 。 懲 | は 謝 伏 騰 

役 11 年 


謝 伏 騰 (中 国 
社会 科学 院 
長 ) 


初回 巡視 時 と 
終了 後に 複数 
の 副 省 級 幹 部 
の 解任 を 受け 
て の 綱紀 粛正 


1. 初回 フィ ー ド バッ ク 時 、 

「 賭 用 」 や 「 選 挙 不正 」 な ど 、 

厳し い 言い 方 が 目立つ 。 実際 、 

それ を 受け て の 報告 で は 、 紀 律 
や 法律 違反 を し た と し て 、 数 名 
の 局長 クラ ス 幹 部 の 名 前 が あ が 
る 

2. 郭 鹿 茂 は 2016.4、 全 人 代 農 
業 与 農村 委員 会 副 主 任 委員 に 転 
出 


( 注 ) 各種 資料 を 基 に 、 筆 者 作成 。 ( 注 ) 解任 され た 者 の うち 下線 の ある 者 は 、 省 市 区 党委 員 会 書記 ( 元 職 、 前 職 、 代 理 を 含む ) 。 


( 2) 個別 事案 の 考察 


以下 、 表 2 に 基づき 、 興 味 あ る いく つか の ケー ス に つい て 述べ る 。 


① 習 近 


平 案 件 と 思わ れる ケー ス (5 件 ) 


重慶 市 で は 、 再 巡視 直後 に 書記 の 孫 政 才 が 解任 され 、 習 近 平 に 近しい と され る 陳 敏 構 が 後任 書記 に 


就任 し た 。 孫 は 18 期 政 治 局 委員 中 の 最 年 少 委員 で あり 、 時 期 的 に 王 岐山 が 北京 市 代理 書記 、 市長 を 務 
め た 時 の 部 下 だ っ た と も 言え る 人 物 だ 。 人 孫 政 オ の 書記 就任 は 薄 駆 来 事件 を 受け て の も の だ っ た が 、 初 
回 巡視 と 再 巡 視 を 受け て の フィ ー ド バッ ク と それ に 対す る 検討 結果 報告 書 の 内 容 は 比較 的 落ち 着い た 
も の と な っ て いる 。 ご これ に 加え 、 初 回 巡視 で の 解任 者 が わずか 一 名 に と ど ま っ て いる と いう 事実 、 そ 
し て 孫 政 オ が 二 回 の 巡視 に トッ プ と し て 対応 し て いる こと 等 か ら 判 断 し て 、 孫 の 下 で 大 規模 な 、 或 い 
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は 組織 ぐる み の 不 正行 為 が あっ た よう に は 思え な い 。 孫 の 収 賭 額 が 巨額 だ っ た こと を 考慮 に 入れ て も 、 
再 巡 視 先 と し て の 決定 と その 結果 と も に 意外 性 が 強い よう に 思わ れる 。 

北京 市 党委 員 会 に 対す る 再 巡 視 を 担当 し た の は 、 重 慶 市 同様 、 徐 令 義 を 組長 と する 第 11 組 で あり 、 
巡視 期間 も 完全 に 一 致し て いる 。 初 回 巡視 フィ ー ド バッ ク で 、「 下 級 幹 部 の 巨額 腐敗 が 指摘 され た 
ご と を 受け 、 検討 結果 報告 書 で は 市 内 海 浅 区 の ある 村 の 会 計 担当 者 に よる 1.19 億 元 の 流用 事案 を 適切 
に 処理 し た 等 、 成 果 が 記さ れ て いる 。 そ の 一 年 後に は 一 名 の 高官 が 解任 され て いる が 、 再 巡視 で の 解 
任 者 は な か っ た 。 重 慶 市 同様 、 北 京 市 と し て 深刻 な 問題 は 存在 し て いな か っ た こと が うか が える 。 そ 
し て 、 再 巡視 終了 直後 、 こ れ も 習 近 平 に 近い と され る 革 奇 が 、 わ ず か 半年 の 副 書 記 期 間 を 経て 、 首 都 
の トッ プ に 楽々 就任 する 。 こ ご うし た 経緯 か ら 判断 する と 、 北 京 に 対す る 再 巡 視 の 必 杖 性 も 余り 感じ ら 
れ な い 。 

天津 市 と 湖北 省 に つい て は 、 同 一 の 巡視 組 が 同じ タイ ミン グ で 両 地 の 再 巡視 に 入り 、 湖 北 省 党委 員 
会 書記 の 季 鴻 忠 が 再 巡視 動員 大 会 終了 後 、 天 津 市 党委 員 会 書記 に 横滑り (実質 的 に は 昇格 ) し た こと 
か ら 、 両 地 の 再 巡視 を リン ク さ せ て 考察 する 必要 が ある だ ろ 。 湖 北 省 で は 二 回 の 巡視 で それ ぞ れ 解任 
者 が 出 て いる 。 天 津 市 に つい て も 、 初 回 巡視 及び 再 巡 視 で 、 党 委員 会 代理 書記 兼 市 長 の 黄興 国 を 含む 
複数 の 高官 が 摘発 され た 。 そ れ ぞ れ の 再 巡 視 に は 一 定 の 合理 性 が あっ た と 思わ れる 。 

と ころ で 、 李 鴻 忠 と いう 人 物 は 、 折 に 触れ て な か な か 興味 深い 発言 を 行っ て いる 。 そ の 特徴 は 、 省 


な の で ある 。 ご これ は 、 再 巡視 を 受け る と いう 、 湖 北 省 時 代 の 「 汚 点 」 を 払 し に よく する た め の 努 力 な の 
か も 知れ な い 。 例え ば 、 習 近 平 が 「 党 の 核心 」 と な っ た 18 期 6 中 全会 か ら 2 か 月 後に 公表 され た 天津 
市 党委 員 会 第 二 回 巡視 検討 結果 報告 書 に は 、「 中 央 巡視 組 が フィ ー ド バッ ク し た 問題 を し っ つかり 処理 
する こと は 、 実 際 の 行動 を も っ て 、 全 党 に お ける 習 近 平 同志 の 核心 的 地位 を 擁護 し 、 核 心 の も つつ 絶対 
的 権威 を 擁護 する こと に 他 な ら な い 」、「 市 党委 員 会 は より 自覚 的 に 、 党 中 央 と 習 近 平 総 書記 に 右 人 
えす る こと を 明確 に 提起 し た 」 等 、 歯 が 浮く よう な 文言 が 盛 らち られ て いる 。 ま た 、2021 年 11 月 の 19 期 
6 中 全会 で いわ ゆる 「 第 三 の 歴史 決議 」 が 採択 され た 直後 、『 人 民 日 報 』 に は 次 の よう に 呼び か ける 
李 の 論評 が 掲載 され た 。「 習 近 平 総 書記 は 、 全 党 全 国人 民 の 表 心 か ら の 擁護 と 敬愛 を か ちえ た 人 民 の 
領袖 で あり 、 中 華 民 族 の 偉大 な 復興 実現 の 導き 手 で ある 」、「 習 近 平 総 書 記 は 党 中 央 の 核心 、 全 党 の 
核心 で あり 、 中 央 指導 集団 の 中 で 責任 を 負い 、 最 終 決断 を 下す 人 物 で ある 」 ( 李 鴻 忠 、2021) 。 

了 西 省 で は 、 二 回 の 巡視 で それ ぞ れ 複数 の 高官 が 収 賭 或いは 深刻 な 紀 律 違反 を 理由 に 解任 され て お 
り 、 再 巡視 後に は 元 書記 の 趙 正 永 (2012 年 か ら 2016 年 、 了 映 西 省 委 前 書記 、 省 人 代 主 任 。2016 年 か ら 
全人代 内 務 司 法 委員 会 副 主任 委員 ) も 摘発 され た 。 陵 西 省 は 本 籍 地 で ある こと か ら 、 習 近 平 は 日 頃 か 
ら 了 西 情勢 に 対す る 関心 度 が 高かっ つた の で あろ う 。 2014 年 5 月 以降 、 習 は 6 回 に わた り 、「 素 嶺 北 麓 
違法 別 蘭 問題] と いう 個別 案件 の 処理 を 指示 し た 。 し か し 、 当 時 の 省 党 委員 会 書記 で ある 趙 正 永 は こ 
の 件 を 同 常務 委員 会 の 番 議 に 回 すこ と も 、 現 地 調査 する こと も な く 、 ま た 、 本 件 を 主管 する 西安 市 党 
委員 会 書記 の 魏 民 洲 も 指示 を 等 閑 視 し 、 別 荘 建設 を 推進 し 続け た と いう 。 そ し て 、 初 め の 指 示 か ら 4 
年 後 、 習 近 平 が 第 6 回 目 の 指示 を 出し た 2018 年 7 月 、 本 件 は 問題 解決 に 向け て よう や く 動 き 始め る 。 
その 指揮 を と っ た の が 前 出 の 徐 令 義 だ っ た ( 捜 狐 網 ) 。 再 巡視 後に は 、 洒 江 省 勤務 経験 者 胡 和 平 ( 東 
京 大 学 で 博士 号 取得 ) が 書記 に 昇格 し て いる 。 

以上 、5 巡 視 地 中 の 3 か 所 が 直轄 市 で あり 、3 名 の 後任 者 は すべ て 習 近 平 に 近しい と 思わ れる 人 物 で 、 
皆 が 第 19 期 現 政治 局 委 員 に 就任 し て いる 。 き わ め て 政治 臭 の ある 再 巡 視 だ っ た と 言え る の で は な いか 。 
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(② 特 定 案件 (大 規模 選挙 不正 ) 処理 の ケー ス (2 件 ) 

遼寧 省 と 湖南 省 に つい て は 、 選 挙 を めぐ る 大 規模 不正 事件 を 受け た 再 巡 視 と の 位置 づけ で 合理 性 が 
説明 で きる 。 

遼寧 省 で は 2011 年 の 省 党 委員 会 常務 委員 選出 選挙 、2013 年 の 省 全 人 代 代表 選出 選挙 と 省 人 代 常務 
委員 会 副 主任 選出 選挙 時 に 大 規模 な 贈 収 賭 事件 が 発生 し た 。 初 回 フィ ー ド バッ ク 時 、 組 長 の 陳 光 林 が 
「 省 党委 員 会 は 選挙 工作 に お ける 教訓 を くみ 取り 、 賭 周 を 使う 行為 を 断固 取り 締まり 、 類 似 問 題 の 再 
発 を 絶やさ ね ば な ら な い 」 と 発言 し て いる 。 ご の 発言 が 再 巡 視 の 必要 性 を 物語 る 。 そ し て 、 再 巡視 開 
始 間 も な く 、 王 政 (在任 期間 2009 年 か ら 2015 年 。2015 年 か ら 2016 年 、 全 人 代 教 育 科学 文化 衛生 委 
貞 会 副 主 任 委員 ) が 摘発 され る 。 再 巡 視 時 の フィ ー ド バッ ク で は 「 小 さ な サ ー ク ル 」 や 「 派 閥 活動 」、 
「 選 挙 で の 不正 行為 」 、「 ポ スト の 売買 」 等 が 厳し く 批判 され 、 検 討 結果 報告 書 で は 「 王 下 、 魅 宏 草 、 
王 陽 ら の 深刻 な 紀 律 違反 」 等 へ の 反省 が 記さ れ て いる 。 王 の 後任 ポス ト に は 、 副 書記 か ら 昇 格 し 、 再 
志 視 に 対応 し た 李 希 が 就 い て いる 。 彼 は 延安 市 党委 員 会 書記 経験 者 で あり 、 清華 大 学 で 研修 し 、 また 、 
上 海 で も 勤務 し て いる 。 陳 敏 杜 や 祭 奇 同様 、 習 近 平 に 近い 人 物 で ある 。 

湖南 省 で も 、2012 年 12 月 か ら 翌 年 1 月 に か け て 、 省 人 代 代 表 選 出 を めぐ る 選挙 不正 事件 が 省 第 二 
の 都市 衡 陽 市 で 発生 し て いる 。 初 回 巡視 フィ ー ド バッ ク と 報告 書 に 「 衡 陽 破 壊 選挙 案 」 へ の 言及 と 処 
理 に 関す る 記述 が ある 。 さ ら に 、「 関 係 者 に 対す る 二 回 目 の 処 分 は ( 志 視 終了 直後 の ) 6 月末 に 確定 
予定 」 と され て いる こと が 再 巡 視 実施 の 必要 性 を 示唆 し て いる 。 地 方 都市 レベ ル で の 問題 だ っ つた せい 
か 、 元 職 、 前 職 、 現 職 の 省 党 委員 会 書記 の 解 仁 は な い 。 し か し 、 二 回 の 巡視 を 受け 入れ た 書記 ( 徐 守 
盛 ) の 前 任 者 の 周 強 が 、 選挙 不正 が 行わ れ た 直後 の 2013 年 3 月 に 最高 人 民法 院長 に 転出 し て いる 。 同 
職 は いわ ゆる 「 上 が り ポ スト 」 で ある 。 周 は 共 青 団 出 身 で 、 胡 錦 潮 や 李 克 強 に 近い と され て いた ご こと 
か ら 、 書 記 在 任 中 の 不正 事件 発生 を 問わ れ て の 実質 的 左 居 か な の か も し れ な い 。 

3③ 初 回 巡視 で 前 書記 が 解 佳 さ れ た ケー ス (2 件 ) 

雲南 省 と 江西 省 へ の 再 巡 視 は 、 初 回 巡視 直後 に 前 書記 が 解任 され た ( 解 佳 され た の は 書記 後 の ポ ス 
ト ) こと を 受け て の も の だ 。 

尋 南 省 で は 、 巡視 終了 直後 に 前 書記 の 白 恩 培 (在任 期間 2001 年 か ら 2011 年 。 2011 年 か ら 2014 年 、 
全人代 環境 与 資源 保護 委員 会 副 主任 委員 ) が 摘発 され る 。 再 巡視 時 の フィ ー ド バッ ク で は 、「18 大 以 
降 、 雲 南 省 党委 員 会 は 、 白 恩 培 ら の 深刻 な 紀 律 法律 違反 が も た らし た 教訓 を 分 析 し て きた が 、 白 や 仙 
和 ら の "“ 余 毒 "除去 は 徹底 し て いな い 」 と 厳し く 指摘 され て いる 。 そ し て 、 再 巡視 終了 後に は 、 白 の 後 
任 の 秦 光 栄 (2014 年 11 月 か ら 全 人 代 常 務 委 内 務 司 法 委 員 会 副 主任 委員 。2018 年 3 月 リタ イア ) も 摘 
発 さ れ た 。 

江西 省 で は 、 巡 視 終了 直後 に 前 書記 の 押 栄 (在任 期間 2008 年 か ら 2013 年 。2013 年 か ら 2014 年 、 
第 12 期 全 国政 協 副 主席 ) が 解任 され る 。 党 に よる 調査 開始 が 公表 され た 直後 に 開か れ た 再 巡 視 フ ィ ー 
ド バ ッ ク で 、 江 西 省 党委 員 会 は 「 政 治 意識 が 強く な く 、 魅 栄 事案 後 の 処 理工 作 が 速やか で な い 」 と 批 
判 さ れ 、「 同 事案 の 政治 的 悪影響 を し っ か り 取 り 除 く 」 こと が 求め られ た 。 そ れ を 受け て 同 委 員 会 
が 約 3 カ月 後に 提出 し た 検討 結果 報告 書 は 、 極 め て 詳細 な も の だ っ た 。 そ れ に よる と 、 鬼 貯 事 案 関 連 
で は 43 名 の 省 が 管理 する 幹部 が 処分 され 、 う ち 9 名 が 司法 部 門 に 引き 渡さ れ 、 さ ら に その うち の 7 
名 の 党 籍 が は く 故 され た 。 
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《④ そ の 他 (残り 8 件 中 の 3 件 ) 

甘粛 省 で は 再 巡 視 終 了 直 後 の 2017 年 7 月 、 受け 入れ を 終え 、 全人代 教育 科学 文化 衛生 委員 会 副 主任 
委員 に 転出 し た ば か り の 前 書記 王 三 運 (在任 期間 2011 年 か ら 2017 年 ) が 解任 さ れる 。 省 の 書記 か ら 
副 主 任 委員 人 事 は 昇格 で ある こと か ら 、 当 然 の こと な が ら 、 再 巡視 検討 報告 書 に 王 を 批判 する 文言 は 
な い 。 王 の 後任 は 、 北 京 時 代 の 王 岐山 の 部 下 だ っ た 林 鍵 で ある 。 

吉林 省 の 場合 、2017 年 8 月 30 日 に 対外 公表 され た 再 巡 視 報 告 書 で は 既 述 の 蘇 栄 (吉林 出身 。1998 
年 か ら 2001 年 、 省 党 委員 会 副 書 記 。 2014 年 6 月 解任 ) 、 王 志 (2006 年 か ら 2009 年 、 省 党 委員 会 書記 、 
2016 年 3 月 4 日 解任 ) 、 孫 政 才 (2009 年 か ら 2012 年 、 省 党 委員 会 書記 。 2017 年 7 月 解任 ) ら に 加え 、 
周 永康 (第 17 期中 央 政治 局 常 務 委員 。 2015 年 6 月 11 日 、 収 賭 等 で 無期 懲役 判決 ) へ の 批判 が 繰り 返 
され て いる 。 同省 で は 石油 を めぐ る 利権 問題 が 深刻 で ある こと が うか が える 。 

内 モン ゴル 自治 区 党委 員 会 が 作成 し た 初回 及び 再 巡 視 の 検討 結果 報告 書 を 読む と 、 同 地 は 資源 管理 

( 石 大 開 発 を めぐ る 利権 問題 ) 、 環 境 保護 、 党 建設 (局長 クラ ス 以 下 の 腐 敗 ) 、 民 族 宗教 問題 等 、 多 
岐 に わた る 問題 を 抱え て いる こと が 理解 で きる 。 


(3) 新た な キヤ リア ・ バ ス 


「1 は じ め に 」 で 言及 し た 通り 、 再 巡視 と いう 極め て 限ら れ た 範囲 内 で の 考察 で は ある が 、 巡 視 
組長 ( 再 巡 視 に 限定 せ ず ) ポス ト は 、 新 た な キヤ リア ・ パ ス と な っ て いる 。 主 な 組長 (一 部 副 組 長 ) 
経験 者 の 略歴 を 表 3 に まとめ た (環球 網 ) 。 


表 3 主要 巡視 組長 と その 略 歴 


巡視 先 と 期間 


中 間 出 概 款 公 届 (7。 組 李 2013 和 5 月 1953 年 3 月 、 湖 北 省 。2005 年 、 北 京 市 政府 副 秘 書 長 。2007 年 、 北 京 市 政府 秘書 長 、 弁 公 庁 主任 ( 王 岐山 は 2003 年 
5 日 か ら 2D14 月 19 日 ) か ら 2007 年 まで 北京 で 工作 ) 。2010 年 、 北 京 市 政 協 副 主席 。2011 年 、 中 国 証券 監督 管理 委員 会 紀 律 委員 会 書 
記 。 (中 央 x 視 組 副 組 長 ) 。2013 年 か ら 2017 年 12 月 、 中 央 巡視 工作 領 導 小 組 弁 公 室 主任 と し て 各地 巡視 
1953 年 10 月 、 上 海 市 。1998 年 、 チ ベッ ト 自 治 区 政府 副 主席 。2001 年 か ら 上 海 市 で 副 市 長 、 市 党委 常務 委員 、 統 
戦 部 長 、 紀 律 検査 委 書 記 。 (中 央 巡視 組長 ) 。2014 年 か ら 中 央 紀 律 検査 委 副 書記 、 監 察 部 長 、 中 央 巡視 組 領 導 
小 組 メ ン バ ー な ど 。 現 在 、 中 央 政治 局 委員 、 中 央 書記 処 書記 、 中 央 紀 律 検査 委 副 書記 、 国 家 監 察 委 主 任 
1962 年 4 月 、 遼 寧 省 。1984 年 か ら 2013 年 まで 、 審 計 署 で 弁 公 庁 主任 、 副 審 計 長 な ど 。2012 年 か ら 中 央 紀 律 検査 委 
員 会 常務 委員 。 (中 央 巡視 組長 ) 。2013 年 か ら 2016 年 、 上 海 市 党委 常務 委員 。2016 年 か ら 中 央 ・ 国 家 機 関 工作 
委員 会 副 書 記 な ど 。 現在 、 中 央 紀 律 検査 委 常 務 委員 、 審 計 署 長 兼 党 組 書 記 

遼寧 省 (9.3。 再 巡視 。 副 組長 。2016 年 2 月 27 |1964 年 9 月 、 洒 江 省 。 新華社 ( 泊 江 分 社 主任 、 チ ベッ ト 分 社 副 社 長 、 洒 江 分 社 副 社 長 、 貴 州 分 社 社長 、 新 瑞 分 社 
日 か ら 同年 8 月 25 日 ) 、 山 東 省 (9-3。 副 組長 | 社長 、 泊 江 分 社 社長 ) 。 (中 央 巡視 組 副 組長 ) 。2016 年 か ら 中 央 紀 律 検査 委員 会 宣伝 部 部 長 、 中 央 紀 律 検査 委 
2016 年 2 月 28 日 か ら 同年 8 月 26 日 ) 員 会 ・ 国 家 監 察 委員 会 宣伝 部 部 長 。2018 年 、 洒 江 省 党委 常務 委員 、 宣 伝 部 長 。 現 在 、 湖 南 省 党委 副 書記 

人 社 部 、 国 家 公 務 員 局 (9-11。 再 巡視 。2016 |1962 年 6 月 、 河 江 省 。2000 年 か ら 水 利 部 ( 弁 公 庁 主任 等 ) 。2011 年 か ら 黄 河水 利 委員 会 主任 。2015 年 か ら 中 央 紀 
年 2 月 28 日 か ら 同 年 8 月 27 日 ) 。 国 家 外 国 専 家 | 律 検査 委 宣 伝 部 部 長 。 (中 央 巡視 組長 ) 。2016 年 か ら 遼 寧 省 党委 常務 委員 。 現 在 、 中 央 統 戦 部 副 部 長 、 国 家 民 
局 (9-11。 再 巡視 。 前 者 と 同一 日 程 ) 族 事務 委員 会 主任 、 第 24 回 冬季 五輪 工作 領 導 小 組 メ ン バ ー 


ココ) mu ioss 和 月 山東 人 1955 年 か ら 2013 年 まで 中 央 組織 部 (公記 長 請 宙 、 代 公主 作 、 者 選 
記 (な 机 20o45a 有 日 か ら 同和 和民 人 。 (中 央 本 ) 。2017 年 か ら 吉林 先生 員 、 省 人 村 記 人 
沈 BC 察 委員 会 主任 等 。 現 在 、 中 央 紀和 検査 国 家用 総 紀和 検 組 組長 
河南 省 (10-11。 再 巡視 。2016 年 6 月 29 日 か ら 同 
年 12 月 29 日 ) 。 江西 省 (10-11。 再 巡視 。 
2016 年 6 月 30 日 か ら 同 年 12 月 29 日 ) 。 重慶 市 |1958 年 4 月 、 泊 江 省 。2001 年 か ら 泊 江 省 ( 省 党委 富 伝 部 副 部 長 、 省 文明 弁 主 任 、 省 党委 副 秘 書 長 、 省 信 訪 局 局長 
11。 再 視 。2016 年 11 月 6 日 か ら 2017 年 4| 等 ) 。2008 年 か ら 国家 信 訪 局 副 局 長 。2014 年 か ら 中 央 精神 文明 指 導 誠 員 会 借 公 室 専 主任 。2015 年 か ら 2017 
月 24 日 ) 。 北京 市 (11-11。 再 X 視 。 前 者 と 同 | 年 、 中 央 紀和 検査 和 中 央 弁 公記 検査 組 組長 。 (中 央 X 視 組 組長 ) 。2017 年 か ら 中 央 紀和 本 書記 。 
日程) 。 映 丁 省 (12.1。 再 X 視 。2017 年 2 | 現在 、 中 央 紀和 検査 和書 記 、 国 家主 任 
月 26 日 か ら 同年 月 26 日 ) 。 雲南 省 (12 コ 。 再 
X 視 。 前 者 と 同日 程 

注 : 各種 資 料 を 基 に 、 筆 者 作成 


国土 資源 部 (2-3。2013 年 11 月 1 日 か ら 2014 年 6 
月 5 日 ) 


三峡 集団 (2-9。2013 年 10 月 31 日 か ら 2014 年 6 
月 16 日 ) 
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ご の うち 、 徐 令 義 が 第 18 期 再 巡視 に お いて 果たし た 役割 は 他 者 の 追随 を 許さ な い 。 

出世 頭 と いう 点 で は 国家 監察 委員 会 主任 の 楊 暁 渡 に は 及ば な い 。 し か し 、 一 方 で 、 洒 江 省 出身 の 徐 
は 、 同 省 党委 員 会 書記 習 近 平 の 下 で 経験 を 積み 、 習 の 中 央 入り 直後 に 、 北 京 に 勤務 地 を 変え て いる 。 
そし て 、 表 2 で 見 た 通り 、 再 巡視 組長 と し て 、 重 慶 市 、 北 京 市 、 陸 西 省 等 、 権 力 基 盤 強化 を 図る 習 近 
平 に と っ て 重要 な 意味 を 持つ 地方 、 或 い は 懸案 を 抱え た 地方 を 回 り 、 反 腐敗 闘争 を 通じ た 全国 的 規模 
で の 「 習 近 平 化 」 推進 に 大 きく 貢献 し た 。 

表 3 に ある 通り 、 紀 律 検査 部 門 で は 河江 省 と ゆか り の ある 者 を 中 心 に 、 習 近 平 の 地方 勤務 時 代 (1985 
年 か ら 福 建 省 、2002 年 か ら 洒 江 省 、2007 年 に 上 海 市 ) の 部 下 の 影 響 カ が 強い よう だ 。 


4. お わり に 


本 論 は 、 反 腐敗 闘争 に お ける 中 央 巡視 組 の 役割 を 、 幹 部 管理 政策 と 関連 付け な が ら 論 じ て き た 。 そ 
の 結果 、 初 歩 的 な 考察 で は ある も の の 、 以 下 の 点 が 判明 し た と 考え る 。 

第 一 に 、 中 央 巡視 、 と り わ け 初 回 巡視 を 受け て 行わ れ た 再 巡 視 (回 頭 着 ) は 、 習 近 平 が 進め る 反 腐 
敗 闘争 の 有力 な ツー ル と 評価 で きる で あろ う 。 巡 視 組 は 、 党 中 央 指導 部 の 意向 を より 正確 に 、 よ り 直 
接 的 に 、 そ し て 、 よ り ス ピー ディ ー に 地方 の 現場 に 伝え る ご こと が で きる と いう 点 で 、1960 年 代 に し ば 
し ば 用 いら れ た 「 工 作 組 」 の 現代 版 と も 言え よう 。 な お 、 既 に 指摘 し た よう に 、 巡 視 に あたっ て の キ 
ー パ ー ソ ン で ある 組長 の 資格 要件 及び 選出 プロ セス 、 そ し て 、 再 巡視 実施 必要 性 の 判断 基準 の いずれ 
も が 不透明 で ある 点 に 、 再 巡視 先 の 選定 に お ける 指導 部 の 應 意 性 や 政治 的 思惑 を 感じ の 取る こと が で き 
る 。 

第 二 に 、 巡 視 組 長 へ の 登用 は 新た な キヤ リア ・ パ ス で ある 。 再 巡視 に 限定 し た 本 考察 で も 、 表 3 に 
あげ た 複数 の ケー ス が 確認 され た 。 第 18 期 巡視 組 組 長 経 験 者 の 中 で 最高 位 に 上 り 詰め た の は 楊 暁 渡 で 、 
彼 は 現在 (第 19 期 ) 、 中 央 政治 局 委員 、 書 記 処 書記 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 副 書 記 、 国 家 監察 委員 会 
任 を 務め て いる 。 組長 を 務め た こと に よっ て 、 二 段 飛び 、 三 段 跳 び の 昇進 が 実現 する わけ で は な いよ 
うだ が 、 中 央 巡視 組 組 長 経験 を も つ 中 央 政治 局 委員 が 今後 増加 する 可能 性 は ある の で は な いか 。 

第 三 に 、 巡 視 に よっ て 明らか に な っ た 部 下 の 不 祥 事 に 関し 、 省 級 党委 員 会 書記 の 監督 責任 が 問わ れ 
る こと は ほとん ご ど な い 。 郭 金龍 (北京 市 ) 、 孫 春蘭 (天津 市 ) 、 李 鴻上 忠 (湖北 省 ) を は じ め と し て 、 
多く の 該当 者 が 表 2 で 確認 で きる 。 ご うし た 温情 措置 は 、 中 央 へ の 忠誠 心 の 保証 や 強要 に 役立っ て い 
る の か も し れ な い 。 既 述 の 通り 、 李 鴻 忠 が その 典型 で ある 。 ま た 、 郭 金龍 は 、 初 回 巡視 初日 (2014 年 
3 月 31 日 ) の 動員 大 会 で 、「 習 近 平 総 書 記 の 指導 核心 と し て の 地位 を 断固 擁護 する 」 と 、 そ の 時 点 で 
は いま だ 党 の 公式 テー ゼ と な っ て いな か っ つっ た 「 習 近 平 核心 論 」 を ぶち 上 げ て いる 。 

第 四 に 、 今回 の 再 巡 視 の 対象 と な っ た 16 省 区 市 に 、 習 近 平 の 勤務 経験 地 (河北 省 、 福建 省 、 新 江 省 、 
上 海 市 ) が 含ま れ て いな いこ と だ 。 ご の こと は 、 こ れ ら の 地方 で 副 省 長 級 以上 の 高級 幹部 が 汚職 に よ 
っ て 解任 され な か っ た こと を 意味 し な い 。 お し ろ 、18 期 期 間 中 に 、 和 省 党 委員 会 書記 を 含む 多く (最少 
で も 5 名 ) の 高級 幹部 が 汚職 等 に よっ て 摘発 され た 河北 省 に つい て は 、 反 腐敗 闘争 の 文脈 か ら 見 る と 、 
再 巡 視 を 行わ な い ほ う が 不 自然 に 映る 。 
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第 五 に 、 日 常 工作 に お ける 中 央 紀 律 検査 和 要員 会 と 中 央 組織 部 間 の 意思 貴 通 が 不 十分 で ある 点 が 浮か 
び 上 が っ た こと だ 。 そ れ は 、 全 人 代 へ の 転出 と いう 実質 的 な 昇任 人 事 と 中 央 紀 律 検査 委員 会 に よる 取 
り 調べ 開始 の タイ ミン グ が ほぼ 一 致し て いる 王 三 運 の 事例 か ら み て と れる 。 ご の レベ ル の 幹部 に な る 
と 、 昇 任 に し ろ 取 り 調べ に し ろ 、 そ の 最終 判断 は 党 中 央 、 すなわち 、 中 央 政治 局 が 下す は ず だ 。 党 中 
央 へ の 決裁 文書 作成 に 際 し て の 中 央 紀 律 検査 和 要員 会 と 中 央 組織 部 ( 格 で 言え ば 、 前 者 が 上 ) 間 の 情報 
共有 や 協議 が 不 十分 な の か も し れ な い 。 ご の こと は 、 本 論 が 党 巡 視 工 作 条例 (試行 ) に み ら れ る 第 一 
の 特徴 と 関連 し て 指摘 し た よう に 、 中 央 巡視 工作 組 の 「 中 央 」 が 中 央 紀 律 検査 委員 会 と 中 央 組織 部 を 
統合 、 超 越す る 「 中 央 」 を 意味 し な いこ と の 必然 的 結果 と 言え る の で は な か ろう か 。 

第 19 期中 央 巡視 が 2018 年 2 月 に 始ま っ た 。 中 央 紀 律 検査 和 要員 会 に よる と 、 今 期 巡視 で は 「7 つの 
初め て 」 が 注目 され る と いう 。 具体 的 に は 、「 二 つの 擁護 ]」 を 巡視 工作 の 政治 的 任務 と する こと 、10 
の 副 省 級 都市 の 党委 員 会 、 人 代 常務 委員 会 ・ 政 府 及 び 政 協 党 組 の 主 な 責任 者 も 巡視 対象 に 加え た こと 、 
巡視 期間 を 第 18 期 の 2 か 月 か ら 3 か 月 に 延長 し た こと な ど で あ る (新華 綱 ) 。 これ ら か ら 浮 か び 上 が 
る の は 、「 習 近 平 化 」 を 基層 レベ ル に 向け て 進め よう と いう 強い 意志 で ある 。 再 巡視 も 、2019 年 12 
月 か ら 翌 年 1 月 に か け て 、「 偶 困 脱 出 」 を テー マ に 、13 の 中 西部 省 区 市 と 13 の 中 央 組織 を 対象 と し 
て 実施 され て いる (中 国共 産 党 新聞 網 3) 。 

反 腐 敗 闘争 と その た め の 中 央 巡視 組 の 派遣 は 、 こ ご これから も 継続 され る で あろ う 。 中 央 の 強 さ と 権威 
を 絶対 視 す る この 手法 を 受け 入れ る 政治 的 、 経 済 的 、 社 会 的 余地 が 党 と 政府 、 中 央 と 地方 、 そ し て 中 
国民 衆 の 間 に 果たし て 存在 し 続け る の か 。 せ は せめぎ あい は 続く だ ろう 。 


注 

と / 

1). 1995 年 4 月 、 王 宝 森 ・ 北 京 市 常務 副 市 長 が 自殺 し 、 陳 希 同 ・ 同 市 長 ( 同 党 委員 会 書記 、 国 務 委 員 、 中 央 政治 
局 委員 ) が 引責 辞任 し た 事件 。 陳 に は 1998 年 7 月 31 日 、 汚 職 等 で 懲役 16 年 の 実刑 判決 が 下さ れる 。 

https:/ /www.chinacourt.org/article/ detail/2003/10/id/85600.shtm 

2). 中 央 紀 律 検査 委員 会 ・ 国 家 監 察 和 要員 会 網 。https:/ /wwwr.ccdi.gov.cn/special/zyxszt。 な お 、 本 稿 で これ 以降 
言及 され る 再 巡 視 に 関わ る 事実 関係 は 、 特 段 の 但し 書き が な い 限 り 、 す べ て これ に 拠る 。 
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網絡 反 腐 
ネッ ト 時 代 の 「 曇 花 」 か 「 利 器 」 か 


1 . 研究 の 意義 と 対象 
反 腐 敗 一 これ は 世界 各国 の 共通 課題 で あり 、 中 国 の 2000 年 以来 の 歴代 王朝 が 最も 頭 を 痛め る 問題 
で も あっ た 。 中 国共 産 党 も 、 秘 介 石 政権 の 失敗 か ら 、 腐 敗 に よる 政権 基盤 へ の 角 み 、「 千 裏 之 堤 , 吉 
於 寺 穴 」 (千里 の 堤 も 時 の 穴 か ら 崩 れる ) の 道理 を よく 知っ て いる 。 毛沢東 時 代 以 来 、 見 せしめ 的 
に 、 も し く は 「 運 動 」 (キヤ ン ペ ー ン ) 方 式 で 何 度 も 腐敗 対策 を 講じ し た が 、 一 向 に 根絶 し な い 。 そ の 
根本 的 原因 は 建国 以来 の 特権 容認 の 制度 に ある と 、 あ る 学者 は 指摘 する ~。 了 欧米 の 常識 か ら は 、 三 権 
分 立 、 直 接 選 挙 な どの チェ ッ ク ・ 監 督 機能 が な いた め だ と され る 。 し か し 欧米 先進 国 で も 汚職 腐敗 が 
後 を 絶た な いし 、 自 称 民 主 主義 国家 の イン ド な どの 途上 国 で は その よう な 自浄 の 機能 が ほぼ 働い て い 
な いも 同然 で ある 。 
世界 的 に 反 腐敗 の 決定 的 処方 箋 が な い 中 、 中 国 は 部 小平 時 代 以 降 、 江 沢 民 ・ 胡 錦 湊 政 権 を 含め 、 高 
成長 の 達成 と いう 「 光 」 の 面 を 見 せる 一 方 、 汚 職 腐敗 問題 が 一 段 と 深刻 化す る と いう 「 影 」 の 部 分 も 
色濃く 残し た 。21 世紀 に 入っ て 、 複 数 の 世論 調査 で は 、 中 国民 衆 が 不満 に 思う 諸 問 題 の うち 、 汚 職 
腐敗 が 常に トッ プ に 上 が る よう に な っ た 。 胡 錦 湊 、 温 家宝 ら 指導 者 は 、 腐 敗 の 一 掃 、 法 治 と 民主 化 の 
推進 に 意欲 と 柚 迫 感 が あっ た が 、 現 実 的 に は 既得 権益 層 、 建 国 世代 の 長老 、 既 存 の 政治 と 法律 制度 を 
前 に し て 、 何 も 突破 で き な い 無力 感 、 焦 燥 感 を 味わっ た と 推察 され る 。 
ちょ うど 胡 錦 湊 政 権 時 代 に 、 世 界 的 な IT 革命 を 背景 に 、 中 国 も イン ター ネッ ト 時 代 に 本 格 的 に 入 
っ た 。 民 間 で は ネッ ト を 使っ て 汚職 腐敗 と 不正 を 働く 役人 を 暴露 する 一 部 の 動き が 現れ た 。 そ ご こ で 当 
局 の 容認 と 支持 を 得 て 、「 網 絡 反 腐 」 と いう 新しい 反 腐 敗 の 形態 が 生ま れ た 。 そ の 背景 と 経過 、 お よ 
び 習 近 平 時 代 の 変化 を 本 章 は 検証 の 対象 と し 、 こ れ を 通じ て 中 国 の 腐敗 対策 の 行方 に つい て も 少し 展 
望 し た い 。 
「 網 絡 反 腐 ] は 中 国語 の 表現 で 、 イ ンタ ーネット の 機能 を 使っ た 汚職 腐敗 を 摘発 する 方 法 ・ 形 態 、 
と いう 意味 で 、 主 体 、 主 語 は 一 般 民 衆 で ある 。 
その 定義 に つい て 、 中 共 南 寧 市 党 校 統一 戦線 理論 教研 部 教師 丘 文 栄 は 次 の よう に 書い て いる 。 
「 綱 民 」 (ネッ ト ユ ー ザ ー、 以 下 同 ) が 、 汚 職 腐敗 の 医 い の ある 役人 を めぐ っ て 、「 論 壇 」 (チャ ッ 
ト ) 、 博 客 (ブロ グ ) 、 微 博 (ミニ ブロ グ ) な どの ネッ ト 媒 体 を 利用 し て スク ー プ する と と も に 、 他 の 網 民 
の 応援 、 転 送 、 大 規模 な ネッ ト 情 報 捜索 (「 人 内 捜索] と いう ) を 通じ て ネッ ト 世 論 を 形成 し 、 最 終 的 に 腐 
敗 取 り 締 まり 機関 に 「 容 疑 者 役人 」 へ の 追究 ・ 問 責 を 迫る 、 と いう 大 衆 自 発 型 の 反 腐 敗 の 新 モ デル ^。 


( 1 ) ネッ ト の 発達 が 背景 

[網絡 反 腐 」 は 大 体 次 の よう な プロ セス を 経て 進め られ る 。 ま ず 一 人 か 少数 の 民間 人 が 「 汚 職 腐 
敗 ] 、「 不 正 」 と 判断 され る 人 物 や 出来 事 に つい て 情報 と 証拠 を 収集 し 、 そ れ を ネッ ト 機 能 ( チ ヤ ッ 
ト 、 ミ ニブ ログ な ど ) を 使っ て スク ー プ する 。 ネ ッ ト で 注目 され ず 、 ホ ッ ト な 話題 に な ら な けれ ば 自 
然 消滅 する が 、 ネ ッ ト で 広く 転送 ・ 拡 大 され 、 特 に 有名 人 (ネッ ト の 人 気 者 、 博 主 = ブ ロガー、 学 者 


+ 楊 奏 松 「 五 十 年 代 領 導 幹部 的 工 資 住 房 輸 車 待遇 」、 中 国 『 南 方 周 末 』 紙 、2013 年 12 月 3 日 。 
^ 丘 文 穫 「 新 時 期 百 網絡 反 腐 問題 的 思考 」、 南 寧 市 人 民政 府 HP、2014 年 10 月 14 日 。 
https://www.nanning.gov.cn/Zzt/lszt/2015nrdzt/xxgczzhtI/t269183.html 
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な ど ) の 一 押し が あれ ば 瞬く 間 に ホ ッ ト な が 話題 に な り 、 ネ ッ ト 世 論 が 形成 され る 。 ネ ッ ト で 大 騒ぎ に 
な る と 当局 が 注目 し て 介入 する か 、 網 民 が ネッ ト で 暴露 され た 証拠 を 当局 の 担当 部 署 ( 党 の 紀 律 検査 
委員 会 か 司法 部 門 ) に 提出 する 。 そ こ で 当局 が 調査 に 乗り 出し 、 訴 えら れ た 役人 の 多く は その 結果 免 
職 、 逮 捕 さ れ 、 有 罪 判 決 を 受け る 。 ご この 過程 全体 が 「 網 絡 反 腐 」 と 呼ば れる ( 図 1) 。 


図 1: [網絡 反 腐 」 の 流れ を 説明 し た 見 取り 図 


岡 多 反 奉 流 程 
1 


IEFPEECIIEELS LT TFT PF 


紀 槍 部] 
介入 周 音 ー 


W 

W 

W ie W 
W 


出所 : 「 従 表 叔 到 雷 政 富 一 一 論 網 絡 反 腐 的 功能 定位 ]」、「 捜 狐 偉 媒 」 2013 年 4 月 8 日 な ど 。 


21 世紀 に 入っ て 「 網 絡 反 腐 」 の ブー ム が 起こ り 、 一 時 期 、 多 く の 不 正 役人 を 倒し た 社会 的 現象 に な 
つた が 、 そ の 発生 背景 は 何だ ろう か 。 

ます 挙げ られ る の は 、 中 国 に お ける ネッ ト 社 会 の 急速 な 発展 、 一 般 民衆 が 共有 する ネッ ト 上 の プラ 
ッ ト フ ォ ー ム が 出来 上 が っ た こと で ある 。 

1994 年 、 北 京 の 物理 学研 究 所 が 初め て TCP/IP に 接続 し た こと が 、 中 国 の イン ター ネッ ト 利 用 の 起 
点 と され て いる 。96 年 か ら 研 究 機関 の 一 般 利 用 が 認め られ 、6000 人 が 登録 され た 。 そ の 後 、 右 肩 上 
が り に 利用 者 が 伸び た 。 

中 国 イ ンタ ーネット 情報 セン ター (CNNIC) が 1998 年 以降 、 毎 年 1 月 と 7 月 の 二 回 に 分 け て 「 中 
国 イ ンタ ーネット 発展 状況 統計 報告 」 を 発表 し て いる が 、 そ れ に よる と 、 中 国 全 土 の 「 網 民 」 (平均 で 
週 一 時 間 以 上 の 利用 を 基準 に 統計 ) は 2001 年 12 月 時 点 で 3370 万 人 、04 年 末 に 9400 万 人 、11 年 
未 に 5 億 人 台 に な り 、14 年 6 月 の 時 点 で 、6 億 人 に 達し た (うち スマ ホ の ユー ザー は 9 割 近く 、 ネッ 
ト 普及 率 は 46.99%%) 。 そ れ 以 後 更 に 猛烈 な 勢い で 伸び 続け 、16 年 末 時 点 で 欧州 総 人 口 相当 の 7.31 億 
人 、 半年 後 、 全 世界 の ユー ザー 数 の 五 分 の 一 を 超え た 。18 年 6 月 、 ユ ー ザ ー 数 は 8 億 人 を 突破 し 、 コ 
ロナ 感染 症 勃 発 後 の 20 年 6 月 時 点 で 9.40 億 人 に 達し た 。 更 に 次 の 1 年 間 7000 万 人 以上 増え 、21 
年 6 月 時 点 で 綱 民 (ユー ザー) 数 は 10.11 億 人 、 普及 率 は 71.696% に 上 っ た 。 中 国 は 今や 、 文句 な し の 
世界 最大 の ネッ ト 社 会 で ある ( 図 2 参照 ) 。 

中 国 の 「 網 民 」 は 2004 年 末 時 点 で 1 億 人 近く 、11 年 末 時 点 で 5 億 人 以上 に 達し た 。 それ は 億 単位 
の 民衆 が ネッ ト 、SNS と いう プラ ッ ト フ ォ ー ム を 共有 し 、 互 い に 情 報 、 意 見 を 伝達 する か つて な い ツ 
ー ル を 手 に し た こと を 意味 する 。 
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Was 


2 : 1997 年 か ら 2020 年 まで の 中 国 ネ ッ ト ユ ー ザ ー 数 の 伸び 
(単位 : 1 万 人 ) 


1997-2020 年 中 国 上 了 剛 用 有 末 数 


20000 


52 210 890 2250337 
0 ーーーーー ー 


A 2%5 26 ぐ Q ふ cw 
の の や さく 


人 @ 上 図 用 戸数 (単位 : 万 人 ) 


数 据 来 源 : 中 国 互 騰 賠 多 信 息 中 心 (CNNIC) 


出処 : 新華 網 2021 年 8 月 23 日 記事 。http://www.news.cn/video/sjxw/2021-08/23/c_1211341582.htm 


西側 世界 で は 、 中 国 の ネッ ト 、SNS は 当局 の 厳し い 管 理 と 制限 下 に 置か れ 、 内 外 の 真実 の 情報 を 伝 
え 、 意見 ・ 不 満 を 表す 土台 に は な っ て いな いと 思わ れ が ち で ある 。 確か に それ が 監視 、 制限 下 に 置か れ 
て いる 。 し か し ネッ ト 世 界 は 本 質 的 に 、 完 全 に コン トロ ー ル する こと が で き な い と の 性 質 を 持つ 。「 上 
に 政策 あり 、 下 に 対策 あり 」 で 制限 策 を 突破 し て ネッ ト で 情報 や 意見 を 伝達 する 方 法 は いく ら で も あ 
る 。 例え ば 、 「 天 安 門 事件 ]」 と いう 言葉 が ブロ ッ ク さ れ て いる と し た ら 、 「 天 庵 問 事 件 」 と か に 書き 換え 
る と 、 読み 手 は すぐ 意味 が 分 か る が 、 従来 の ろ過 装置 に は 引 つ かからない 。 この よう な イタ チ ご っ こ ご ゲ 
ー ム は 中 国 で は ネッ ト が 開放 され た 当初 か ら 続 いて いる 。 な お 、 海外 の 情報 は 、 国内 の プロ バイ ダー を 
経由 する 従来 「 物 理 的 な 専用 線 」 に 対し 、VPN (Virtual Private Network) と いう 「 仮 想 的 な 専用 回 
線 」 を 利用 すれ ば 制限 は ほぼ 不可 能 に な る 。 多く の 中 国 の 大 学生 が VPN を 使っ て 海外 の 情報 を 入手 し 
て いる こと を 、 筆 者 は 個別 に 質問 し て 確認 し て いる 。 

監視 ・ 制 上限 が ある が 、「 綱 民 」 の 情報 、 意 見 共有 を 基本 的 に 阻止 で き な い 、 と いう 中 国 の ネッ ト 環 境 
の 存在 が 「 綱 絡 反 腐 」 の 発達 する 物理 的 背景 に な っ た 。 


( 2 ) 国民 の 不満 鬱 積 

部 小 平 の 改革 開放 政策 が 中 国 に 経済 発展 と 生活 水準 の 向上 を も た らし た 半面 、 一 党 独裁 、 法 治 の 未 
整備 な ど を 背景 に 、 役 人 の 汚職 腐敗 問題 が 深刻 化し 、 民 衆 が 諸 社 会 問題 の 中 で 最も 不満 に 思う 事項 に 
正光 らち で 寺 寺 。 

2010 年 12 月 、 国 務 院 新聞 弁 公 室 が 初 の 「 反 腐敗 白書 」 ( 全 称 「 中 国 の 反 腐 敗 と 廉 政 建設 ]) を 発表 
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し 、 汚 職 問題 は 深刻 で ある こと を 認め 、2003 年 以降 、20 万 件 以上 の 汚職 ・ 周 賠 事 件 が 立件 され た と 
の 「 成 果 」 を 自賛 し た 。 し か し 民衆 の 不満 は お し ろ 一 段 と 強まっ て いた 。「2011 年 中 国 社会 心理 状態 
研究 報告 」 の 調査 責任 者 で 中 国 社 会 科学 院 社会 学研 究 所 の 王 俊秀 副 研 究 員 ( 準 教授 ) は 、「 当 面 の 中 国 
国民 心理 で は 『 集 団 的 恨み 』 の 現象 が 生じ 、 特に 役人 の 汚職 腐敗 問題 に 向け られ て いる 」 と し て 次 の よ 
うに 分 析 し た 。 
ご ご 数 年 、 政 府 の 反 腐 敗 と 廉 潔 提唱 の 努力 は 絶え ず 強 化 さ れ て いる が 、 役 人 の 腐敗 は 依然 と し て 民衆 が 最 
も 不満 に 思う 社会 問題 の ひ ー つ で ある 。 少 数 の 腐敗 官僚 の 存在 は 、 政 府 役人 に 対す る 国民 の 信頼 を 低下 させ 、 
政府 当局 の 信用 問題 に も 波及 し て いる 。 「 社 会 的 不 公平 の 則 延 と 公権力 の 制約 な し の 沙 用 が 、 現在 の 社会 的 信 
頼 の 欠如 を も た ら す 根本 原因 」 と 指摘 する 学者 も いる 。 公 権力 の 運営 が 非 公開 、 透 明 性 を 欠く 中 で 、 必 然 的 
に 「 役 人 イコ ー ル 汚職 腐敗 ] と いう 考え 方 が 定着 し 、 不 満 が 高まっ て いる *。 
トラ ンス ペア レン シー・ イ ンタ ー ナ ショ ナル (略称 : TI 中 国語 名 : 穫 明 国際 ) が 2013 年 3 月 に 
発表 し た 「2012 年 の 世界 腐敗 指数 報告 書 」 に よれ ば 、176 力 国 と 地域 の うち 、 ニ ュー ジー ラン ド 、 
デン マー ク 、 フ ィ ン ラ ンド が 一 位 に 並列 し た が 、 中 国 は 80 位 (前 年 は 75 位 ) で 、 廉 政 指数 100 点 
満点 の 39 点 だ っ た 。 
アメ リカ の 民間 調査 会 社 Plew Research Center が 2015 年 9 月 に 発表 し た 、 中 国 国民 の 不満 に 関 
する 調査 レポ ー ト 「Corruption, Pollution, Inequality Are Top Concerns in China」 に よる と 、 同 
年 4 月 か ら 5 月 に か け て 中 国 の 主要 都市 で 対面 方 式 に よる 世論 調査 (有効 回 答 数 は 3649 件 ) の 結 
果 、849% の 人 が 「 公 務 員 の 腐敗 ] を 挙げ 、「 不 満 」 の 一 位 を 占め た ( 図 3 参照 )。 


3 中 国 国民 の 不満 


自国 に お いて どの 程度 の 問題 だ と 考え て いる か ド 
(2015 年 春 、 中 国 ) 
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? 「 公 衆 群 欄 性 急 恨 調査 : 不満 情緒 主要 指向 腐 到 官 貞 ]、『 法 制 日 報 』2011 年 5 月 23 日 。 
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役人 の 汚職 腐敗 ・ 不 正 に 対す る 不満 が 高まる 中 、 ネ ッ ト 社 会 が 中 国 で 発達 し 始め た 。 一 定 の 制限 が 
ある も の の 、 網 民 は 情報 を 交換 し 、 不 満 を 出す プラ ッ ト フ ォ ー ム が 現れ た 。 こ ご の 両者 の 結合 が 「 網 絡 
反 腐 」 運動 を 生み 出し た 。 

謝 沿 果 ・ 広 西 民族 大 学 学長 (当時 ) の 論文 「 網 絡 社会 反 腐 的 法律 困 境 与 出 路 ] が 次 の よう に 「 網 絡 反 
腐 」 が 形成 され る 背景 を 分 析 し た 。 

唱 法 に 公民 の 参政 権 の 規定 が ある も の の 、 現 実に は 、 人 民 が 批判 する に は 門戸 が な く 、 訴 える に は 道 が な 
く 、 検 挙 摘発 は 報復 を 受け る 可能 性 が あり 、 民 衆 の 政治 参加 の 熱意 は 冷め た まま だ っ た 。 伝統 的 な 政治 参加 
は ルー ト が 細く 、 法 規範 が 不 健 全 で 、 参 加 コ スト が 高い な どの 制限 に より 、 公 民 監 督 権 を 効果 的 に 行使 で き 
な い 。 (中 略 ) 

イン ター ネッ ト は 時 間 と 空間 の 制限 を 打破 し 、 民 衆 に 開放 、 平 等 、 脱 中 心 化 の 空間 を 提供 し 、 民 衆 の 政治 
参加 の ルー ト を 広げ た 。 ネ ッ ト を 利用 し た 反 腐 敗 は 公民 に と っ て 、 最 も 便利 で 効率 的 で 、 最 も 経済 的 な 政治 
参加 の 手段 に な っ た ?*。 


2. 「 網 絡 反 腐 」 の 発展 の 経緯 

中 国 の 研究 者 の 多く は 、2008 年 か ら 13 年 まで の 間 を 「 網 絡 反 腐 」 の 最盛 期 と 挙げ る が 、 そ の 発展 
過程 は 以下 の 三 段 階 に 分 けら れる と の 分 析 論 文 が ある ?。 

(1) 「 萌 芽 段 階 」(90 年 代 未 か ら 2002 年 ) 

1999 年 、 駐 ユー ゴ 中 国 大 使 館 被爆 事件 後 、 党 機関 紙 人 民 日 報 の 主催 する ウェ ブサ イト 「 人 民 網 」 
が 中 国 初 の BBS (チャ ヤッ ト 欄 、 後 の 「 強 国 論壇 」) を 開設 し た 。2001 年 、 社 会 問題 を 大 胆 に 暴露 す 
る ご と を 売り 物 と する 『 南 方 周 末 』 紙 \ や CCTV 「 焦 点 訪 談 」 番組 で 、 民 衆 の 投書 を 受け て スク ー プ が 
開始 し 、 そ の うち 、 地 方 役人 の 汚職 腐敗 ・ 不 正 に 関す る 暴 串 が 何 度 も 行わ れ た 。 な お 、「 新 媒体 」 と 
呼ば れる ネッ トメ ディ ア 「 綱 易 」、「 新 浪 」、「 天 涯 社区 」 等 の チャ ッ ト 欄 に も 暴露 の 投書 が 急増 し 
た 

(2) 「 初 歩 的 発展 段階 」(2003 一 2007 年 ) 

2003 年 7 月 、 最 高 人 民 検 替 院 が 全国 向け の ネッ ト 通 報 プ ラッ ト フ ォ ー ム を 開設 し た 。05 年 1 
月 、 党 中 央 が 「 教 育 、 制 度 、 監 督 を と も に 重視 する 腐敗 処 罰 ・ 予 防 体系 の 整備 と 健全 化 に 関す る 実施 
綱要 」 を 発布 し 、 各 級 の 党委 員 会 と 政府 は 世論 に よる 監督 を 重視 ・ 支 持 す べき と し 、「 反 腐 信 廉 の ネ 
ッ ト 宣 伝教 育 を 強化 し 、 そ の た め の サ イト ・ コ ラム を 開設 せよ 」 と 指示 する 内 容 も 含ま れ た 。05 年 
12 月 、 中 央 規律 検査 委員 会 と 監察 部 (後に 委員 会 ) が 汚職 腐敗 ・ 不 正 に 関す る 通報 サイ ト を 開設 
た 。06 年 1 月 、「 全 国 贈 収 賭 記録 検索 シス テム (全国 行 賭 構 案 査 詞 系 統 ) 」 が 設置 され 、 岳 発 さ れ 
た 贈 収 周 関 係 事件 の 情報 が 検索 で きる よう に な っ た 。07 年 末 、 一 般 民 衆 が ネッ ト を 通じ て 政府 部 署 
に 汚職 腐敗 ・ 不 正 を 通報 する プラ ッ ト フ ォ ー ム と な る 「 国 家 預 防腐 敗 局 綱 始 」 も 開設 され た 。 

ご の 時 期 に 、 民 間 主 導 の 「 網 絡 反 腐 」 が 始ま っ た 。03 年 10 月 、「 民 間 世 論 監 督 第 一 人 」 と 呼ば 
れる 李 新 徳 が 「 中 国 軸 諭 監督 網 」 を 開設 し 、 翌 04 年 、 山 東 省 済 寧 市 副 市 長 の 汚職 の 証拠 を 掲載 し た 
と ころ 、 わ ず か 14 日 後 、 同 副 市 長 が 解任 され た 。 そ れ に 続き 、 民 間 の 「 網 絡 反 腐 ] サイ ト が 相次い 
で 誕生 し 、 そ の うち 、 特 に 有名 な の は 、「 中 国民 生 申 訴 網 」「 我 行 賭 了 」 「 万 州 反 腐 信 廉 衛 土 」 な ど 
の 2 エ プ ザ サ イト だ つた 。 

( 3 ) 「 快 速 発展 段階 」(2008 一 2012 年 ) 

ご の 段階 で は 、 北 京 指導 部 の 青 定 ・ 支 持 を 得 て 、「 網 絡 反 腐 」 運動 は 急速 に 拡大 し た 。08 年 6 月 、 


^ 謝 尚 果 「 網 絡 社会 反 腐 的 法律 困 境 与 出 路 」、『 人 民 網 』 サイ ト 2014 年 3 月 4 日 。 
” 肖 揚 偉 「 中 国 網絡 反 腐 績 展 歴 程 及 超 勢 探 析 」、『H 京 社会 科学 』 2017 年 第 11 号 。 
74 


胡 錦 湊 総 書記 が 『 人 民 日 報 』 本社 を 視察 し た 際 、「 人 民 網 」 サイ ト で 綱 民 と の オン ライ ン 対 話 を 行い 、 
その 中 で 「 イ ンタ ーネット は 思想 と 文化 、 情 報 の 集積 地 と 社会 世論 の 拡声 器 ] で あり 、「 人 民 の 知る 権 
利 、 参 加 ・ 表 現 ・ 監 督 の 権利 を 守る べき 」 と 発言 し た 。 この 発言 に 鼓舞 され 、 運動 が 急 拡大 し た た め 、 

「 綱 絡 反 腐 元 年 」 と 位置 付け られ た 。 

09 年 2 月 、 温 家宝 首相 も 網 民 と の オン ライ ン 交 流 で 「 大 衆 は 政府 の 考え と 施策 を 知る 権利 が あり 、 
政府 の 政策 に 批判 的 意見 を 出し て よい 」 と 表明 し た 。 

それ を 受け て 、09 年 10 月 、 中 央 紀 律 検査 委員 会 と 監察 部 が 共同 の 「 全 国 紀 検 監察 通報 サイ ト 」 を 
開通 し た 。12 年 まで 、 同 サイ ト が 受理 し た 汚職 腐敗 ・ 不 正 に 関す る 通報 と 摘発 は の べ 301 万 件 に 上 
り 、 同 期 の 「 信 訪 」 (書簡 や 直訴 に よる 通報 と 摘発 ) 総数 の 12% 相 当 だ っ た 。 

09 年 に 発行 され た 『 中 国 党 建 辞 典 』( 中 央 党 校 出版 ) に 「 網 絡 反 腐 」 項目 が 収録 され 、 次 の よう に 定 
義 さ れ た 。 

網絡 反 腐 は 、 イ ンタ ーネット 時 代 の 大 衆 監督 の 新しい 形式 で あり 、 ネ ッ ト に お ける 参加 者 が 多い と いう 特 
徴 を 生か し 、 便 利 で スピ ー デ ィ 、 低 コス ト 、 低 リス ク と いう 技術 的 優位 性 を 持っ て 、 世 論 の ホッ トス ポッ ト 
を 形成 し や すく 、 行政 監督 と 司法 監 叔 の 有力 な 補充 と な っ て いる 。 

この 定義 が 中 央 党 校 発行 の 辞書 に 収録 され た こと 自体 、「『 綱 絡 反 腐 』 の 役割 が 政府 当局 に 認知 され 
た 重要 な 象徴 」 と 評価 され た 。 

北京 指導 者 の 呼び か け に 呼応 する 形 で 多く の 地方 党 組織 と 政府 が 「 網 絡 反 腐 」 に 呼応 ・ 支 持 する 動 
き を 見 せ た 。08 年 、 湖 南 省 株 洲 市 紀 律 検査 委員 会 の 楊 平 書記 が 「 株 洲 廉 政 」、「 紅 網 論壇 」 と いう 
ニニ つの サイ ト に 実名 で 登録 し 、 反 腐敗 の 通報 を 自ら 受け 付け る と 表明 し 、 同 紀 律 検査 要 は 「 綱 絡 反 
腐 ・ 廉 潔 提唱 活動 メカ ニズム の 構築 に 関す る 暫定 弁 法 」 を 公示 し た 。 こ ご の 「 斬 定 弁 法 」 は 中 国 初 の 当 
局 が 「 網 絡 反 腐 」 を 支持 ・ 協 力 を 表明 し た 公式 文書 と され て いる 。 

続い て 09 年 、 河 南 省 臨 天 県 紀 律 検査 委 も 同様 な 「 困 定 弁 法 」 を 発布 し た 。 翌 10 年 、 重 慶 市 検察 
院 は 「 網 絡 挙 報 信息 処置 試行 弁 法 」 を 公布 し 、 そ の 中 で 通報 を 受け 付け れ ば 、 三 日 以内 に 回 答 す る こ 
と を 約束 し た 。 

2012 年 、 白 余 民 ・ 最 高 検察 院 通報 担当 課 副 課長 が 披露 し た 同院 の 集計 数 字 に よる と 、 全 国 の ネッ 
ト を 使っ た 通報 事件 数 は 年 平均 3 万 件 以上 に 達し 、「 告 発 者 が 検察 機関 に 手がかり を 提供 する 主要 な 
ルー ト に な っ て いる 」 と いう 。05 年 より 全国 初 の 通報 サイ ト を 開設 し た 四川 省 紀 律 検査 委員 会 の 苦 
情 訪問 室 の 黄 秀 川 主任 は 、「 ネ ッ ト 上 で は 匿名 の 通報 者 は 司法 部 門 と 交流 する こと が で き 、 ご これ は 伝 
統 的 な 通報 方 式 が 比較 で き な い 利点 」 と 語っ た 。「 イ ンタ ーネット 通報 の 利用 率 も 高く な っ て いる 。 
特に 経済 が 発達 し て いる 地域 で は そう だ 」。 何 延安 ・ 最 高 人 民 検察 院 通報 担当 課 課長 に よる と 、 江 押 
省 の 某 検 察 院 は 過去 9 カカ 月 間 、 計 12 件 の 巨額 の 金額 に か か わる 経済 案件 を 調査 ・ 処 理 し た が 、 う ち 
の 8 件 の 発覚 は ネッ ト に よる 通報 だ っ た 、 と いう "。 


3. 「 網 絡 反 腐 」 の 代表 的 事例 
ご の 間 、 民 間 主導 の 「 網 絡 反 腐 」 が 絶頂 期 を 迎え た 。 集 計 に よる と 、 全 国 範囲 で 2007 年 の 民間 
「 網 絡 反 腐 」 の 事例 は 7 件 だ っ た が 、08 年 は 17 件 、09 年 は 43 件 、10 年 は 42 件 、11 年 112 
件 、12 年 は 182 件 に 上 っ た 。 
中 国 で 「 網 絡 反 腐 ] と 言え ば 、 ま すず 連想 され る の が 陵 西 省 の 「 表 叔 」 事件 だ っ た 。 
事件 の 経緯 は こう だ 。 12 年 8 月 26 日 , 際 西 省 延安 市 で 大 型 バ ス と タン クロ ー リ ー が 衝突 し 、 36 人 


5 捜索 エン ジン 「 百 度 百 科 ]」 の 「 綱 絡 反 腐 」 項 目 に よる 。 
https://baike.baidu.com/item/%E79%%BD9%9196E79%%BB9%9C9%6E59%68F9%8D9%E89%%859690/10330259 
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死亡 し た 特大 交通 事故 が 発生 し 、 省 規律 検査 委員 、 省 安全 監督 局 党 書記 兼任 局長 楊 達 が 現場 で 事故 
処理 を 指揮 し た が 、 焼 か れ た バス を 背景 に 、 本 人 が に こ に こと 笑う スマ ホ 写 真 が 取ら れ た 。 この 「 微 笑 
写真 ] が 匿名 で ネッ ト に アッ プ さ れ 、 瞬 く 間 に 広 が り 、 全 国 的 な 怒り を 引き 起こ し た 。 

綱 民 た ち は さ っ そく ネッ ト を 通じ て 楊 氏 関連 の 情報 を 根 掘り 葉 掘 で 探し 、8 月 31 日 (事件 発生 後 
5 日 目 ) まで 、 楊 が さま ざま な イベ ント に 出席 し た 際 に 、 腕時計 を 頻繁 に 交換 し て お り 、 少なくとも 11 
個 の 異な る ブラ ンド 腕時計 を 持っ て いる こと を 突き 止め 、 そ の 写真 を ネッ ト に 公表 し た ( 図 4 参照 )。 

綱 民 か ら の 質問 攻め に 対し 、 楊 氏 は これ ら の 時 計 の うち 、5 個 が 高級 腕時計 で 、 一 番 高 価 な の は 3.5 
万 元 ( 約 6 万 円 ) で 、 ネ ッ ト で 言わ れ た 20 か ら 40 万 元 ( 約 350 万 円 か ら 700 万 円 ) の も の で は な 
いと 弁解 し 、 こ の 件 を 現地 の 紀 律 検査 部 門 に も 報告 済み と 説明 し 、「 問 題 は は な い 」 こ と を 暗 に 伝え よう 
と し た 。 

し か し 網 民 た ち は 更に 、 楊 の ズボン ベル ト と 眼鏡 に も 注目 し 、9 月 5 日 (事件 後 10 日 目 ) まで 、 彼 
は 少な く と も 4 つの 異な る ブラ ンド 眼鏡 を 使っ て お り 、10 万 元 (160 万 円 ) 以上 の 高価 な も の も 含む 
と し て 写真 付き で 暴露 し た 。 彼 が 使っ て いる 高価 な ベル ト 、 腕 輪 も 写真 で 公表 され 、「 体 中 が 宝物 」 と 
鬼 撤 さ れ た 。 

楊 は これ ら の 私 物 は すべ て 合法 的 収入 で 購入 し た と 弁解 し た た め 、 湖 北 三峡 大 学 在 校生 の 劉 筐 峰 は 
隊 西 省 財政 庁 に 政府 情報 公開 申請 書 を 送付 し 、 楊 の 前 年 度 給与 の 公開 を 申請 し た 。 

これ で 現地 当局 が 調査 に 乗り 出し 、 楊 は 「 重 大 な 規律 違反 ]」 が ある と し て 9 月 20 日 (事件 発生 の 
25 日 後 )、 す べ て の 職務 か ら の 解任 が 発表 され た (後に 14 年 懲役 を 言い 渡さ れ た )。 

「 腕 時 計 」 は 中 国語 で 「 手 表 」 と 言い 、「 表 」 と 略称 する の で 、 楊 氏 が 「 表 叔 」「 表 芝 」 と 皮肉 っ 
て 呼ば れる よう に な り 、 ご の 事件 は 「 表 叔 事 件 」 と され 、「 表 叔 」 は また 腐敗 役人 の 代名詞 に も な っ 
た 


(1) 有 名 な 網絡 反 腐 事件 と 研究 論 

ある 中 国 の 学者 は 一 連 の 「 網 緒 反 腐 」 事件 の うち 、 全 国 の 網 民 に 広く 注目 され た 代表 的 な 事例 を 列 
挙 し て 分 析 を 行っ て いる が 、 前 出 「 表 叔 事 件 」 以外 の 彼 が 引用 し た 事例 を 紹介 する 。 
事例 1 : 不動 産 価格 の 高騰 を 擁護 し た 発言 の 事件 

発言 者 の 南京 市 江 寧 区 不動 産 局 長 が 、 高 価 た ば こ 、 ブ ラン ド 腕 時 計 、 高 級 車 の 使用 を 暴露 され 、 免 
職 ・ 逮 捕 に 追い 込ま れ た (後に 懲役 11 年 の 有罪 判決 を 受け た ) 。 


事例 2 : 世界 遺産 の 敦 糧 英 高 究 で の 勝手 気まま な 行動 

新 久 建 設 兵団 の 医院 党 書 記 (女性 ) が 見 学 中 、 勧告 を 無視 し て 壁画 に 触り 、 止め られ て 逆 上 し 、 ガイ 
ド を 殴っ た た め 、 ネッ ト 世 論 が 起こ り 、 そ の 「 公 務 車 両 の 不正 使用 」 を 暴 器 され 、 底 っ た 夫 と と も に 和 免 
職 さ れ た 。 


事例 3 : 少女 に 狼 表 行為 を し た 深 基 海事 局 党 書記 兼 副 局長 の 暴言 
暴言 を 吐い た 映像 が ネッ ト に スク ー プ され て も 開き 直っ た 同氏 に 怒っ た 網 民 は その 数 々 の 悪事 を 暴 
露 し 、 停 職 如 分 に 追い 込ん だ 。 


事例 4 : 会 議 中 の 居眠り 事件 
湖南 省 衡 陽 市 軽工業 総 公 司 党 書 譜 総 経理 ら 6 人 が 重要 会 議 中 の 居眠り 写真 が ネッ ト に 公表 され た 
の を きっ か け に 、 そ の 不正 も 暴 器 され 、 そ れ ぞ れ 免 職 、 懲 重 な ど の 処分 を 受け た 。 
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事例 5 : 徐州 市 泉山 区 党 書記 の 汚職 ・ 不 正 と 女性 問題 
被害 者 の 依頼 を 受け て 大 学 助教 授 が 暴露 の 文書 を 整理 し 、 ネ ッ ト に 公表 し た と ころ 、 網 民 の 声援 を 
受け て 、 当 局 が 調査 に 乗り 出し 、 本 人 は つい に 免職 ・ 逮 捕 さ れ 、 有 罪 判決 を 受け た 。 


同 研究 者 は 「 ネ ッ ト ス クー プ は 中 国 の 綱 民 層 の 急速 な 拡大 に も と な っ て 近年 現れ た 新しい 現象 」 と 


し 、 一 


連 の 事例 を 挙げ た 上 で 「 網 民 ・ メ ディ イア ・ 当 局 三 者 の 間 の 『 良 性 互 動 (よい イン タラ クティ ブ )』、 


社会 的 進歩 を 見 た 」 と 評価 し た 。 同時 に 、 それ が 党 や 政府 役人 に 対す る 大 衆 か ら の 監督 強化 に つなが る 
と と も に 、「 ネ ッ ト 暴 力 」、「 プ ライ バシ ー 侵 害 」 と いう 問題 も も た らし て いる と いう 「 諸 刃 の 剣 ] で あ 
る 性 格 も 指摘 し た 7。 

「 網 絡 反 腐 ] 事例 を 収集 し 、 分 析 を 行っ た 論文 が 多数 出 て いる 。 筆者 が 集め た いく つか の いい 論文 を 


り リス ドア ッ プ し て お く 。 
① 「 中 国 網絡 反 腐 現状 及 共 対策 研究 一 一 基隆 10 人 典型 網絡 反 腐 案 例 分 析 」 (10 の 典型 事例 に 拓 


② 


づく 網絡 反 腐 の 現状 と 対策 の 研究 ) 作者 : 喪 希 (重慶 大 学 法学 院 ) 、『 重 慶 大 学 学 報 (社会 科 
学 版 )』2014 年 、 総 20 号 、153-159 頁 。 

「“ 渉 官 " 網 絡 興 情 中 政府 回 応 速 度 差異 与 影響 因 素 分 析 一 一 其 干 136 人 イ 案 例 的 実証 研究 」 

(136 の 事例 に 基づく 役人 関連 の ネッ ト 世 論 に お ける 政府 対応 の 分 析 ) 作者 : 原 光 、 曹 現 
強 、『 情 報 雑誌 』2019 年 第 8 号 、130-139 頁 。 

「 網 絡 公 共 事 件 政府 回 応 的 現状 、 問 題 与 策略 一 一 其 干 2007-2014 年 102 人 イ 案 例 的 実証 分 析 」 

(102 の 事例 の 実証 分 析 に 基づく ネッ ト 公 共 事 件 に お ける 政府 の リア クシ ョ ン の 現状 、 問 題 と 
対策 ) 作者 : 許 揺 林 、『 情 報 雑誌 』 2016 年 第 7 号 、80-85 頁 。 

「 網 絡 反 腐 事件 中 的 政府 回 応 及 其 影 響 内 素 一 一 基 二 170 人 網絡 反 腐 案 例 的 実証 分 析 」 (170 の 
事例 の 実証 分 析 に 基づく 網絡 反 腐 事件 に お ける 政府 の リア クシ ョ ン と 影響 要因 の 分 析 ) 作者 : 
文宏 , 黄 之 瑞 、『 公 共管 理学 報 』2016 年 13 号 、21-30 頁 。 

「 網 絡 行政 問 責 的 特 征 与 充 果 : 一 介 比 較 的 視角 一 一 基 干 406 人 イ 案 例 的 実証 研究 」 (406 の 案 例 の 
実証 分 析 に 基づく ネッ ト 行 政 対応 の 特徴 と 効果 に 関す る 分 析 ) 作者 : 妹 和 痢 、『 電 子 政務 』 2017 
年 第 2 号 、50-56 頁 。 

「 網 絡 反 腐 5 年 39 人 イ 案 例 和 理 3 成 落 馬 官 具 渉 性 尋 聞 ] 作者 : 李 器 、『 京 華 時 報 』 2012 年 
12 月 12 日 。 


な お 、「 綱 絡 反 腐 」 関連 の 修士 学位 論文 も 複数 発表 され て お り 、 集 め た 四 つ を 紹介 する 。 


6 


② 


③ 


④ 


「 地 方 網絡 典 情 変遷 中 的 政府 治 理 一 虹 干 S 市 2005-2014 年 数 拠 的 実証 分 析 」 (地方 の ネッ ト 世 
論 の 変遷 に お ける 政治 の ガバ ナン スー 市 の 2005 一 2014 年 の デー タ に 基づく 実証 分 析 )、 
衰 雇 、 鬼 州 大 学修 士 学位 論文 、2015 年 9 月 20 日 。 

「 網 絡 監督 在 規範 権力 中 的 作用 、 問 題 和 対策 研究 」 (権力 の 規範 に お ける ネッ ト 監 督 の 役割 、 問 
題 と 対策 の 研究 )、 犯 騰 、 山 東 理工 大 学修 士 学 位 論文 、2016 年 6 月 6 日 。 

「 新 形勢 下 的 網絡 反 腐 困 境 与 対策 研究 」( 新 情勢 下 の 網絡 反 腐 の ジレ ンマ と 対策 の 研究 )、 鬼 中 
山 、 西 北大 学修 士 学 位 論文 、2018 年 12 月 。 

「 従 網絡 反 腐 看 草 根 媒体 時 代 的 伝播 自由 」 (網絡 反 腐 か ら 草の根 メデ ィ ア 時 代 の 伝播 の 自由 )、 


7 「 網 絡 反 腐 成功 案 例 」、「 豆 丁 網 」 サイ ト 、2011 年 5 月 18 日 。https://www.docin.com/D- 
204836431.html&s9%3D1300087A8A1B0B9463F188111EB7DC90 
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族 集 光 、 吉 林 大 学修 士 学 位 論文 、2018 年 5 月 30 日 。 


(2)「 網 絡 反 腐 」 を めぐ る 替 否 両論 
網絡 反 腐 は 、 政府 機関 が 中 心 で 主導 する と いう ラ 反 腐敗 の パタ ー ン か ら 、 民間 も 参加 し 、 一 定 の 条件 下 
で は 主導 的 役割 も 果たし て いる と いう 変化 を 見 せ 、 中 国 社 会 に 激震 を も た らし た 。 そ の 進行 に 伴っ て 
賛否 両論 の 論争 が 湧き 上 が り 、「 網 絡 反 腐 ] に よる 「 プ ラス 効果 」 と 「 マ イナ ス 効 果 」 に 関す る 研究 成 
果 も 多く 出さ れ た 。 
プラ ス 効 果 に つい て 、 前 出 の 謝 尚 果 論 文 は 三 つ 挙 げた 。 
① ネ ットワーク の 開放 性 、 包 容 性 と 低 コ スト 性 は 、 さ ま ざ ま な 階層 、 さまざま な 年 齢 層 の 広範 
な 民衆 を その 中 に 参加 させ 、 政 治 参加 の 人 数 を 増やし 、 政 治 参加 の 範囲 を 拡大 し 、 反 腐敗 を 大 衆 
化 の 方 向 に 導い た 。 
② ネ ットワーク の 匿名 性 、 リ アル タイ ム 参 加 性 と イン タラ クティ ブ 性 は 、 市 民 の 政治 参加 の 意 
欲 を 高め 、 政 治 参加 の 懸念 を 軽減 し た 。 こ ご これ に より 、 大 胆 に 自分 の 観点 を 発表 し 、 自 分 の 訴え と 
主張 を 表現 する ご こと が で き 、 社 会 階層 と 身分 背景 を 超え た 異な る 情報 の 交流 と 伝播 を 実現 し 、 特 
に 伝統 的 な メデ ィ ア 主導 の 下 で エッ ジ に 位置 し て いた 情報 が 広く 伝わり 、 公 民 の 政治 参加 の 影響 
力 を 強め た 。 
③ ネ ッ ト は これ まで の 情報 貴 通 の 制限 を 突破 し 、 社 会 に お ける 情報 の 非対称 性 を 打破 し 、 政 府 
役人 の 情報 独占 の 余地 と 能力 を 弱め 、 公 民 の 知る 権利 、 監 督 権 な どの 関連 権益 を 保障 し 、 そ の 参 
政権 の 実現 を 確実 な も の に し た 。 そ れ は 、 権 力 に よっ て 権力 を 制約 する 伝統 的 な 監督 の 仕組 み の 
弱点 を 克服 し 、 権 力 に よる 権力 の 制約 に よっ て 、 ボ トム アッ プ の 社会 的 監督 と 大 衆 的 監督 を 実現 
し た 、 広 範 な 民主 主義 で ある 。 


「 百 度 」 捜索 エ ンジ ン に 次 の よう な 専門 家 の 育 定 的 意見 が 紹介 され た 。 
① 大 衆 の 参加 。 一 台 の コン ピュ ー タ さえ あれ ば 、 一 般 庶民 、 社 会 人 、 在 校生 、 退 職 幹部 な いし 現 
職 官僚 な ど が 匿名 で 積極 的 に 参加 で きる 。 岳 発 対象 者 に 知ら れ て 報復 され る 恐れ も 少な い 。 
② 情報 と 意見 の 伝達 が 通常 の 通報 、 告 訴 よ り 迅 速 で パワ フル で 、 関 係 部 門 を 動か す 力 に な る 。 例 
えば 、 埋 政 冨 ( 元 重慶 市 北 代 区 党委 書記 ) の 12 秒間 の 狼 友 行 為 映 像 は ネッ ト に 投稿 され て か 
ら 僅 か 1 時 間 で クリ ッ ク 率 は 100 万 に 達し 、 社 会 的 な 注目 の 的 に な り 、 現 地政 府 は すぐ に 対 
応 せ ざる を 得 な く な り 、 最 後に ほか の 罪 も 摘発 され 、 本 人 が 13 年 懲役 の 有罪 判決 を 受け た “。 
また 、 別 の 学者 は 、 そ れ を 社会 と 時 代 の 進歩 と 結び 付け て 「 プ ラス 効果 」 を 指摘 し て いる 。 
① ネッ ト の 腐敗 撲滅 は 隠蔽 性 が 強く 、 通 報 者 を 比較 的 に 保護 で きる 。 
② 開放 的 な 特徴 が あり 、 ネ ッ ト 伝 播 ル ー ト が 多様 化し て いる 。 
③ ネッ ト 情 報 が 広く 速く 伝播 され 、 公 衆 の 関心 を 迅速 に 得 ら れ 、 ホ ッ トス ポッ ト を 形成 する こと 
が で きる 。 
④ ネッ ト の 強力 な 検索 機能 は 、「 悪 事 」 を 摘発 する 新た な 方 法 を 提供 し て いる 。 
⑤ 公民 の 政治 参加 度 を 高め て いる 。 
特に 6 に つい て 作者 は 次 の よう に 分 析 し た 。 
ネッ ト は 時 空 と 階層 を 超え る と いう 特徴 が あり 、 異 な る 地域 ・ 時 間 帯 ・ 社 会 身分 を 越え て ネッ ト 上 で 共存 
し 、 交 流し 、 同 じ 事 件 に 共通 の 関心 を 持ち 、 各 自 が 得 た 情報 を 速やか に 交流 ・ 発 表す る こと が で きる 。 網絡 
反 腐 に お いて 公民 が 腐敗 撲滅 の 主力 軍 と な っ て いる 。 網 民 の 間 で 横断 的 な 交流 が 得 ら れる だ け で な く 、 ま た 


? https://baike.baidu.com/item/9%%E79%%6BD9%%9196E796BB9%9C96E5968F968D9%E896859690/10330259 
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政府 と 公民 の 間 の 「 溝 」 を 打ち 破り 、 政 府 と 公民 の 間 に ネ ッ ト を 通じ し て コミ ュ ニ ケー ショ ン の 架け 橋 を 架 
け 、 相 互 の 情報 伝達 、 交 流 ・ コ ミュ ニケ ーション を 強化 し て いる 。 こ れ ま で の 公民 の 腐敗 行 旋 通 報 の 不便 を 
突破 し 、 通 報 行為 を 便利 に し 、 報 復 さ れる 懸念 も 軽減 し た 。 同 時 に 政府 が 腐敗 行為 を 獲得 する ルー ト を 拡大 
し 、 腐 敗 関 連 状況 の 把握 に プラ ス で 、 政 府 自身 の 清廉 度 向上 、 公 信 力 強化 に 役立っ て いる ?。 

一 方 、 そ の マイ ナス 効果 に つい て 、 複 数 の 学者 は 、① 不 確定 性 (長期 的 で 有効 な 反 腐 敗 メ カニ ズム 
に な ら な い ) 、② 主 体 と し て の 綱 民 の 限界 (野次 馬 心 理 、 言 論 の 過激 化 に 走り が ち ) 、③ 超 法規 的 
(プラ イバシー 侵害 、 デ マ を 拡散 、 社 会 の 安定 に 不利 ) な ど を 並べ て いる 。 あ る 学者 も 三 点 の マイ ナ 
ス の 影響 を 指摘 し て いる : 

① 他人 の 名 内 権 や プラ イバシー 権 を 侵害 する 恐れ が ある 。 

② ネッ ト 情 報 は 真 偽 が わか り に くく 、 無 法 者 に よる 紛 念 、 攻 撃 の 道具 に な りや すい 。 

③ 犯罪 情報 が 早期 に 露呈 し 、 容 疑 者 が 対策 を 打つ の に 余裕 を 与え て し まい か ね な い 。"" 

確か に 「 網 絡 反 腐 ] が も ろ 刃 の 剣 で ある が 、 中 国 の 政治 体制 、 法 の 未 整備 、 発展 段 階 に 鑑み れ ば 、 
民 か ら 支 持 ・ 評 価 さ れ 、 社 会 的 な 意義 が あっ た こと と 評価 で きよ う 。 そ の 後 、 紅 余 曲 折 な 発展 を 辿る 
が 、 そ の 絶頂 期 に ま か れ た 種 は 今後 も 絶え る ご と は な い 。 


4 . 習 近 平時 代 の 軌道 修正 

2012 年 秋 に 習 近 平 が 党 総 書記 に 、 翌 年 3 月 、 国 家主 席 に 就任 し た 。 新政 権 は 「 反 腐敗 闘争 」 の 徹底 
に 関す る 決意 を 表明 し 、 実 際 に 党 ・ 政 府 ・ 軍 各界 の 多く の 大 物 を 汚職 腐敗 ・ 不 正 の 罪 で 摘発 し た 。 

中 央 紀 律 検査 要 に よる 2021 年 6 月 28 日 付記 者 発表 に よる と 、12 年 秋 の 18 回 党 大 会 以来 、 立 件 
審査 調査 し た 党 中 央 の 直接 管轄 幹部 (次 官 級 以上 ) は 453 人 、 汚 職 腐敗 で 摘発 ・ 処 罰 さ れ た 党 政 電 
は 408 万 人 だ っ た 。 ほ か に 中 央 八 項 目 規定 の 違反 で 62.6 万 件 の ケー ス が 調査 され 、 形 式 主義 、 官 僚 
主義 の 問題 で も 21 万 7 千 件 摘発 され 、 32 万 2 千 人 が 処分 を 受け た 。 「 黒 勢力 」 (マフ ィ ア ) と 結託 し 、 
その 「 保 護 傘 」 に な っ た ケー ス も 9 万 3 千 件 摘発 され 、8 万 4 千 人 が 処分 され た "。 

中 国 の ネッ ト 上 、「 胡 綿 湊 時 代 の 中 央 軍事 委 (最高 軍事 指揮 機関 ) メン バー は 胡 錦 潜 一 人 を 除い て 
全員 失脚 」 と の 写真 が 広く 流れ た ( 図 5) 。 実際は 許 其 亮 ( 現 軍 事 委 副 主席 )、 張 又 偽 ( 同 )、 魏 鳳 和 

(国防 部 長 ) ら 数 人 が 「 生 き 残っ た 」 が 、100 人 以上 の 将軍 が 摘発 ・ 処 分 を 受け た の は 事実 だ 。 

13 年 春 以 降 、 民間 主導 の 「 綱 絡 反 腐 」 を 政府 主導 に 変え 、 綱 民 が ネッ ト で 自由 に 摘発 する 方 式 か ら 、 
不正 情報 を ネッ ト で 直接 に 党 と 政府 の 担当 機関 に 通報 する よう と いう 「 網 絡 挙 報 」 方 式 が 奨励 され る 
よう に な っ つた 。 


2013 年 4 月 、 中 央 紀 律 検査 委 監 宗 要 は 「 人 民 網 」「 新 浪 網 ]」 な どの 人 気 サ イト で 「 網 絡 監督 ] コラ 
ム を 設置 し 、 一 日 平均 300 件 の 通報 を 受け た 。13 年 9 月 、 中 央 紀 律 検査 要 監 察 要 の 「 五 網 合 一 」 (分 
散 さ れ た 訟 口 の 一 本 化 ) 新 サ イト が 開通 し ( 図 6) 、 一 日 平均 760 件 の 通報 を 受け た と 報告 され た 。 15 
年 1 月 、 同 サイ ト の スマ ホ ア プ リ が 使用 され 、 16 年 1 月 、 懲 信 (WeChat) 公衆 号 (公式 アカ ウン ト ) 
も 開通 し た 。 

2014 年 、 全 国 の 紀 律 検査 と 監察 部 門 が 合わ せ て 249 万 件 の 通報 ・ 訴 え を 受理 し た が 、 う ち 「 網 絡 
挙 報 」 が 46.69 万 件 で 、 約 2 割 を 占め た 。 


? 「 新 媒体 対 代 * 職 争 反 腐 "的 利 弊 浅 居 」、 王 小平 塵 俊 峰 、『 中 外 企業 家 』2013 年 第 62 号 、239-240 頁 。 

" 楊 金 衛 『 職 多 : 一 衝 新 的 反 腐 利器 一 一 了 多 反 腐 的 制度 規 洛 与 机 制 刈 新 研究 』、 山 東 人 民 出 版 社 、2012 年 。 

" 「 党 的 十 八 大 以来 立案 審査 調査 中 管 干 部 453 人 」、 中 央 紀 律 検査 要 ・ 国 家 監査 委 網 始 、2021 年 6 月 28 日 。 
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(1) 民 間 「 綱 絡 反 腐 」 の 失速 

それ に 伴っ て 、 民 間 主 導 の 「 網 絡 反 腐 ] は 失速 し た 。 と いう より 、「 和 失速 さ せら れ た 」 と 表現 し た 
ほう が 正確 か も し れ な い 。 

まず 、 民 間 人 が 運営 する 「 網 絡 反 腐 」 の サイ ト が 相次ぐ 閉鎖 され た 。2013 年 7 月 初め の 発表 に よ 
る と 、 そ れ ま で の 20 日 間 、 中 国 国家 イン ター ネッ ト 情 報 電 公 室 は 計 107 の 「 違 法 サ イト 」 を 閉鎖 し 
た 。 そ の 中 に は 、 権 利 擁護 、 反 腐敗 、 廉 政 、 監 督 な どの 文字 が 名 前 に 含ま れ て いる も の が 多かっ た 。 

「 反 腐 信 廉 第 一 網 」 を 名 乗 つ た 「 中 国 謙 政 建設 網 」 も 閉鎖 され た 。 閉 鎖 理 由 と し て 、「 虚 偽 の 情報 
を 出し 、 企 業 へ の 脅迫 や 企業 や 個人 へ の 超 喝 の 妖 い が ある と 通報 され た 」 な ど が 挙げ られ た 。 
2003 年 に 最初 の 「 網 絡 反 腐 ] サイ ト 「 中 国 興 諭 監督 網 」 を 創設 し た 李 新 徳 が 19 年 末 に 逮捕 さ 
れ 、20 年 、「 非 合法 経営 罪 」 で 5 年 懲役 が 言い 渡さ れ た 。 
2013 年 在 以 降 、「 網 絡 反 腐 」 を 政府 の 管理 下 に 置く 方 針 が 明示 され た 。 同 年 9 月 、 習 近 平 主席 は 
全国 宣伝 思想 工作 会 議 で 「 イ ンタ ーネット は すでに 世論 闘争 の 主戦 場 に な か つて お り 、 ネ ッ ト に お ける 
世論 工作 を 宣伝 ・ 思 想 工作 の 最 重 点 と せよ 」 と 語っ た 。 同 9 月 、 最 高 人 民法 院 、 最 高 人 民 検 圭 院 が 
「 情 報 ネ ットワーク を 利用 し た 誹謗 中 傷 等 刑事 事件 の 法律 適用 に 関す る 若干 の 問題 の 司法 解釈 」 を 公 
布 し 、 ネ ッ ト を 使っ た 誹謗 ・ 強 請 な どの 行為 を 取り 締まる と 法 的 に 規定 され た 。 同 年 末 に 国務 院 が 公 
布 し た 「 国 務 院 機構 改革 和 職 能 転 変 方 案 」 で 、 情 報 ネ ッ ト 実 名 登録 制 の 実施 が 義務 付け られ 、 少 な く 
と も 当局 へ の 「 匿 名 」 は 不可 能 に な つた 。 
2016 年 11 月 、 全 人 代 で 「 綱 絡 安全 法 」 が 採択 され 、 公 民 が ネッ ト を 使っ て 国家 や 他 の 公民 の 合 
法 的 利益 を 侵害 する こと を 禁止 し た 。 
ご の 時 期 に つい て 前 出 肖 揚 偉 論文 は 、「 網 緒 反 腐 」 の 発展 と 制度 化 模索 の 両立 段階 (2013 年 か ら 
現在 まで ) と 位置 付け 、 根 拠 と し て 、 以 下 の 三 つ を 挙げ た 。 
① 網 緒 反 腐 ] は 引き 続き 中 央 の 上 層 部 か ら 高 度 に 重視 され て いる 、 と いう 。 習 近 平 総 書記 は 
2016 年 、 サ イ バ ー セ キュ リティ と 情報 化 活動 座談 会 で 、「 席 民 が ネッ ト に 上 が れ ば 、 民 意 も ネ 
ッ ト に 上 が る 。 ネ ッ ト を 、 人 民 民 主 主 義 を 発 揚 し 、 人 民 の 監督 を 受け る 新た な ルー ト に する 」 
と 語 つ た 。 

② 中 央 政府 は 「 ネ ッ ト 監 督 ]」 エリ ア を 開設 し 、 政 府 が 主導 し 、 大 衆 の 通報 を 受け 入れ る と いう ネ 
ッ ト 反 腐敗 の メカ ニズム が 基本 的 に 形成 され た 、 と いう 。 ま た 「 国 の 法律 制度 の 健全 化 と 網 民 
の 素質 向上 に 伴い 、『 網 絡 反 腐 』 の 熱意 が 減退 し た 」 と し て 、2013 年 度 で は 全国 の 最も 注目 度 
の 高い 20 件 の イッ シュ ー の うち 4 件 を 占め た 「 網 絡 反 腐 」 の 事例 が 15 年 は 149% に 、16 年 
は 更に 6.5% に 減少 し た こと を 根拠 に し て いる 。 

③ 網絡 反 腐 に お ける 不法 行為 が 取り 締 ま ら れ た 、 と いう 。 


も っ と も 、「 『 網 絡 反 腐 』 の 熱意 が 減退 し た 」 と の 分 析 は 、 結 果 と し て 当局 の 締め 付け の 強化 で 件 
数 が 減っ た こと を 指す と 思わ れる が 、 網 民 た ち は 依 然 、 民 間 人 が 活発 に 発言 し 、 活 動 し た 「 網 絡 反 
腐 」 に 期待 が 強い よう だ 。2013 年 夏 に ネッ ト に 掲載 され た アン ケー ト 調 査 の 結果 (調査 方 法 は 不 
明 ) に よる と 、「 一 番 参加 し た い 反 腐敗 の ルー ト 」 に つい て 、75.59% は 「 網 絡 反 腐 」 を 選ん だ 。 ほ か 
に 「 挙 報 (通報 ) 」 を 選ん だ の は 58.29%、「 メ ディ ア の 暴露 」 は 53.89%、「 情 報 公開 」 は 489% だ 
うだ 。 


( 2 ) 更に 頑強 に 伸び る 中 国 の ネッ ト 世 界 
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今 で も 新聞 と テレ ビ を 主 な 情報 源 と 見 て いる 日 本 国民 の 大 半 は 、 中 国 に 関し て も 、 新 聞 や テレ ビ が 
「 党 の 喉 舌 」 と 位置 付け られ て いる た め 、 一 般 民 衆 は 自由 に 情報 を 入手 し 、 発 言 する こと が で き な い 
と 考え や すい 。 

し か し 実際 は 、 新 聞 ・ テ レビ が 国民 の 「 喉 舌 」 に な れ な い 分 、 ネ ッ ト の 発達 を 背景 に 、 ネ ッ トニ ュ 
ー ス 、 ネ ッ ト テ レビ 、SNS な どの 「 新 媒体 」 が 民衆 に と っ て 情報 入手 、 意 見 発表 の 主要 舞台 に な っ て 
いる 。 中 国 の 研究 者 の 調査 に よる と 、「 情 報 は 主 に どの 媒体 か ら 入 手 し て いる か 」 の 質問 に 対し 、 複 
数 回 答 だ が 、75.259% は 微 信 (WeChat) か ら 、39.02% は 中 国 版 TIKTOK か ら 、26.619% は 「 今 日 
頭 条 」 サイ ト か ら 、20.03% は 微 博 (ミニ ブロ グ ) か ら 情 報 を 取得 し て いる と 答え て いる 。 そ し て 紙 
媒体 (新聞 雑誌 ) と 挙げ た の は 0.68%、 才 人 を 中 心 に テレ ビ と 挙げ た の も 6.569% に 止ま り 、 残 り の 
4.249% は 食卓 、 会 議 、 家 族 等 と 挙げ た (「 光 俺 召 」 サ イト 19 年 11 月 29 日 ) 。 中 国人 社会 に と っ 
て 情報 ソー ス は 9 割 以上 が ネッ ト に 依存 し て いる こと だ 。 

当局 も その 大 き な 流 れ を 承知 し て お り 、 中 央 政府 か ら 各 地方 当局 まで 各 級 機関 に 「 網 僅 」 (ネッ ト 
対策 室 ) が 設置 され て いる 。「 監 視 」 と いう 役目 も ある が 、 実 は 民衆 は 何 に 不満 を 持っ て いる か の 調 
査 が 主 な 内 容 で 、 そ れ に 基づい て 先手 を 打っ て 対策 を 講じ る よう に し て いる 。 そ の うち 、10 億 人 以 
上 が 使う 「 懲 信 」 (WeChat) は 民衆 の 最も 重要 な 情報 源 、 発 信 源 と 見 な し 、 不 都合 の も の を 削除 す 
る 一 方 、 そ こ に 現れ る 民衆 の 集中 し た 意見 や 不満 を 「 網 情 ] (ネッ ト 世 論 ) と し て 随時 に 党 と 政府 間 
門 に 報告 され る こと に な っ て いる 。 

だ か ら 、 今 日 の 中 国 で は 、 個 別 の 政府 不満 の 言論 ( 反 体 制 活動 家 を 含め ) は より 多く 抑え 込ま れる 
が 、「 大 衆 世論 」 と いう マグ マ に な る と 、 当 局 が 柔軟 に 対応 し 、 引 き 下 が っ た り 、 謝 罪 し た りす る 現 
象 も 多く 見 られ る よう に な っ た 。 


(3 ) 武漢 封鎖 の 間 の 三 回 の 大 人 炎上 

ご の よう な 特徴 は コロ ナ が 最初 に 発生 ・ 拡 大 し た 武漢 で 端的 に 現れ た 。 そ の 間 に 少 な く と も 三 回 の 
世論 「 大 炎上 」 が 発生 し 、 そ の 都度 、 当 局 が 当初 の 方 針 を 修正 し た 。 

一 回 目 は 有名 な 季 文 吉 事 件 (2020 年 1 月 か ら 2 月 ) 。 武漢 の 眼科 医 李 文 完 が 「 新 型 SARS が 再発 し 
た らし い 」 情報 を 友人 グル ー プ ( 微 信 群 ) に 転送 し た と ころ 、1 月 中 旬 、 警 察 か ら 訓 戒 さ れ 、 過 ち を 認 
め る 文書 に 署名 させ られ た 。2 月 7 日 の 李 の 死去 を 契機 に 、 彼 へ の 追悼 と と も に 、 現 地政 府 対応 の ま 
ず さ 、 発 言 の 制限 へ の 不満 が ネッ ト に 殺到 し た 。 し か し ネッ ト 管 理 部 門 に 全部 削除 され た 。 

それ に 対し 、 網 民 は 一 斉 に 反抗 し 、 反発 の 書き 込み が 何 倍 も 膨らん だ 。 一 週間 後 、 中 央 政府 の 対応 が 
急変 し 、 「 李 文 亮 事 件 」 の 調査 チー ム を 派遣 し 、 間もなく 李 は 「 烈 士 」 と 追認 ・ 表 彰 さ れ た 。 それ 以後 、 
彼 を 記念 する 理由 で 不満 や 嫌味 を 示す 書き 込み も 削除 し な く な つっ た 。 

ご の 騒ぎ の 直後 、『 環 球 時 報 』 の 胡 欠 進 前 編集 長 は 、「 李 の 病死 直後 、 世 論 (反発 ) の 『 津 波 』 が 発生 
し 、 これ が 政府 に よる 調査 を 推し 進め た 」 と し 、 民衆 に よる ネッ ト で の 突き 上 げ が 社会 の 進歩 に つなが 
る と 育 定 的 に 評価 し た 。 

回目 は 、「 謝 恩 」 事件 (3 月 上 旬 )。 武 漢 市 党 書 記 に 新た に 任命 され た 王 忠 林 が 3 月 6 日 、 全 国 か 
ら の 医療 関係 者 の 支援 を 受け て 、 感 染 拡 大 に 一 定 の 歯止め が か か っ た の を 受け て 、「 武 漢人 民 は 総 書 
と 共産 党 に 『 感 選 』 す べき 」 と 発言 し た 。 そ れ に 対し 、「 湖 北 省 の 6000 万 人 が 一 か 月 以上 隔離 され 、 
いま だ に 苦し ん で いる の に 、 当 局 へ の 『 感 届 』 は 何事 だ 」 と 、 ネ ッ ト 世 論 は 再び 一 斉 に 怒り 出し た 。 

直後 、 現 地 党 機関 紙 『 湖 北 日 報 』 社説 は 「 い や 、 ま す 武 滞 人 民 に 感謝 する 」 と 言い 直し 、 習 近 平 主席 
が 3 月 10 日 に 現地 を 訪れ た 際 、 何 度 も 「 人 民 に 感謝 」 を 口 に し た 。3 月 14 日 付 『 人 民 日 報 』 に も 、 

「 民 衆 に 『 感 軸 』 を 求め る の は (封建 時 代 の ) 皇 権 思想 が 崇 っ つて いる た め 」 と 批判 する 評論 文 が 掲載 さ 
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れ た 

三 回 目 は 暴露 記事 を めぐ る 一 斉 反 抗 (3 月 中 旬 ) で ある 。 

百 主席 の 武漢 訪問 当日 の 3 月 10 日 、 武 滞 の 女性 医師 文 分 が 、 李 文 宮 に 情報 を 伝え た の は 自分 で 、 同 
じ よ うに 上 厳し く 叱 られ た と 告発 し た 「 哀 哨 子 的 人 」( 警 化 を 配っ た 人 ) と 題する イン タビ ュー 記事 を 掲 
載 し た 『 人 物 』 月 刊 誌 20 年 3 月 号 が 発売 され た が 、 直 後に 削除 され た 。 

それ に 対抗 し て 、 同 イン タビ ユー 記事 は 少な く と も 33 種類 の 言語 と 表現 に よっ て 全国 の 津々 浦 々 か 
ら 再 掲載 され た 。 網 民 た ち は こ の 日 を 、「 懲 信 が 誕生 し て 以来 も や っ と も 『 ブ ラッ ク ユ ー モ ア 』 に 富む 一 
日 ] と 呼ん だ 。 その 猛烈 な 反発 を 受け て 僅か 一 日後 、 ネット 審査 の 管理 部 門 は 、 削除 し た 同 記事 の 掲載 
を 復活 させ た 。 


(4 ) ネッ ト 世 論 は 抑え られ な いも の に 

当局 は 、 民衆 の 通報 を ネッ ト で の 拡散 で は な く 、 直接 に 政府 の ネッ ト 受 理 窓口 へ と 呼び か け 、 同時 に 
民間 主導 の 暴露 の サイ ト を 相次い で 閉鎖 し た が 、 そ の 傍ら 、 ネッ ト 利 用 人 口 は 21 年 6 月 時 点 で 10 億 
人 を 上 回 つっ た 。 ネッ ト 社 会 は 本 質 的 に は 完全 制御 が 不可 能 で あり 、 イ タチ ご っ こ ご こ を 通じ て 、 近 年 、「 綱 
絡 反 腐 ] すなわち 民間 主導 の スク ー プ は 相変わらず 突発 的 に 起き て お り 、 当局 は その つど 、 後 始 末 に 追 
い 回 され て いる 。 

21 年 6 月 以降 の 全国 的 に 有名 な 「 網 絡 反 腐 」 事 件 の 代表 例 を 紹介 する 。 

6 月 22 日 、 人 気 女優 が 論文 を 書い て いな い の に 教授 職 に な つっ た こと は 「 裏 」 が ある と し て ネッ ト で 
騒ぎ だ し 、 一 か 月 も 立た な いう ち に 、 職 が 解 か れ た 。 

7 月 3 日 、 湖 南 省 の 有名 病院 の 副 院 長 が 接待 の 異性 を ベッ ド で 死な は た こと が ネッ ト で 暴露 され 、 
間もなく 免職 され た 。 

と くに 有名 な の は 、 古 参 科学 者 を 殴打 し た 高官 の 解任 事件 。6 月 6 日 、 中 国 航 天 科技 集団 所 属 企業 
の 党 書 記 畔 董 事 長 張 陶 が 二 人 の 古参 科学 者 に 国際 宇宙 航空 アカ デカ デミ ー (IAA) 会 員 (「 院 士 」) へ の 
推薦 を 依頼 し た と ころ 拒否 され 、 腹 いせ に 二 人 を 殴打 し 重傷 を 負わ むせ た 。 ネ ッ ト で 6 月 中 旬 に スク ー 
プ が 相次い だ が 、 航 天 科技 集団 は 「 デ マ 」、 「 調 査 中 」 を 理由 に 一 向 に 対処 し な か っ た 。 そこ で ネッ ト 世 
論 が 一 層 盛 り 上 が り 、 つ い に 張 氏 は 7 月 4 日 に 停職 、 翌 5 日 、 北 京 市 公安 局 に 逮捕 され た 。 

直近 の 例 は 西安 に 発生 し た 。22 年 1 月 、 ゼ ロコ ロナ 政策 を 取る 中 国 で 、 北 京 冬 五輪 を 控え 、 厳 戒 態 
勢 を と る 中 で 、 コ ロナ 感染 が 数 十 件 発生 し た 西安 市 で 妊婦 が 陰性 証明 の 期限 切れ を 理由 に 診療 を 拒否 
され て 死産 し た 不幸 な 事件 が 起き た 。 こ ご これ を めぐ っ て 中 国 の ネッ ト で また 大 炎上 し 、 現 地政 府 へ の 批 
判 が 噴出 し た だ け で な く 、 中 央 政府 の 対応 に も 不満 が 現れ た 。 二 日 後 、 現地 責任 者 と 病院 責任 者 が 解任 
され 、 衛生 政策 を 担当 する 孫 春蘭 副 首 相 は 「 ひ どく 心 を 痛め 、 深く 恥じ て いる 。 政策 の 不備 が あら わ に 
な っ た 」 と 謝罪 し た 。 中 国 の 副 首相 級 の 謝罪 は 極め て 異例 な こと だ 。 


5 . 展望 : 社会 民主 化 の 起点 に な る か 

「 網 絡 反 腐 ] は ネッ ト の 発達 と 、 は け ロ の な い 民 衆 の 不満 の 錦 積 が 結合 し て 始ま っ た 。 胡 費 湊 政 権 二 
期 目 の 数 年 間 、 社会 的 な か ムーブメント と し て 注目 され 、 当局 を 岩 拓 さ は る も の も あっ た 。 た だ し 、 その 
追究 は 中 級 ク ラス の 「 狐 」 級 の 汚職 腐敗 の 事例 と 人 間 を 摘発 で き て も 、 上 層 部 の 「 虎 」 に は 及 ん で いな 
0 つり 違 。 

習 近 平時 代 に 入り 、 反 腐 敗 運 動 は すべ て 「 党 の 指導 下 」 に 押し 込ま れ 、 民 間 主 導 の 「 網 絡 反 腐 」 は 一 
時 期 、 下 火 に な つっ た 。 し か し マグ マ は 消え ず 、 ネッ ト の 更 な る 発達 と 民衆 の 権利 意識 の 向上 に 伴い 、 そ 
の 新しい 動向 を も っ と 注視 する 必要 が ある 。 
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ネッ ト 世 論 は も は や 抑え 込む こと が で き な い 時 代 に な っ て いる 。 そ の 過程 で 、 民 衆 の 権利 意識 が ネ 
ッ ト を 通じ て 発露 され 、 中 産 階級 の 政治 行動 の パ バターン に も 挙げ られ る 「 横 の 連携 」 が ネッ ト を 通じ て 
広まっ て いる よう に 見 受け られ る 。 

政権 側 は 、 新しい ネッ ト 世 論 に 対し 、 政府 批判 に つなが る 個別 の 動き を 抑え 込む が 、 集団 的 、 連携 的 
動向 に な れ ば 、 ある 程度 の 譲歩 も 見 せ 、 社会 的 な 事件 ・ 運 動 に 広 ま ら な いよ うに 対処 方 法 が 変化 し て い 
る よう に も 見 受け られ る 。 

ネッ ト で の イタ チ ご っ ご こ が 続い て いる が 、 な ぜ も っ と 自由 に 表現 で き な い の か 、 そ の 不満 が 個々 の 
政策 、 地 方 の 役人 に 向け て いた が 、 全 国 的 な 政策 、 統 治 方 法 に も 向け る 動向 が 現れ て いる 。 2021 年 後 
半 に 発生 し た 復旦 大 学 教師 に よる 党 書 記 殺 害 事 件 、 有 名 ピア ニス ト 季 雲 の 買春 事件 (北京 ) な ど で 
は 、 ネッ ト 世 論 は いずれ も 、 疑念 と 不満 を 政府 に 向け る 傾向 を 見 せ て お り 、 社会 意識 の 変化 が 見 受け ら 
れる 。 

2030 年 まで の 間 は 、 中 国 の 経済 カ が アメ リカ に 並ぶ 可能 性 が 注目 され る 中 で 、 中 国 国民 の 権利 意識 
が 一 段 と 向上 し 、 そ れ が ネッ ト の 力 を 借り て さら に どの よう に 政治 に 影響 し て いく か 、 一 段 と 注目 し 
て いく 価値 が ある 。 

その 意味 で 、 恐 らく 胡 錦 湊 時 代 に 活発 化し た 「 網 絡 反 腐 ] は 「 曇 花 一 現 」 に 終わ る こと は な い だ ろ う 。 
中 国語 の 「 曇 花 」 は 仏教 用 語 か ら 来 て お り 、 優曇華 (ウド ング ) が 3000 年 に 一 度 だ け 咲 き 、 咲 いた ら 
すぐ 凌 お と いう 想像 上 の 花 を 指す 。「 網 絡 反 腐 ] は その よう な 「 曇 花 」 に 終わ つて ほし く な いし 、 姜 お 
こと は も は や な い だ ろ うと 信じ る 理由 が ある 。 中 国 に お ける ネッ ト 社 会 の 発達 は 完全 制御 が 不可 能 
当局 も 認め ざる を 得 な い 域 に 来 て いる 。 特に 中 国民 衆 の 権利 意識 は 近年 著しく 台頭 し 、「 コ ロナ 騒ぎ 」 
を 通じ て 社会 や 政治 を 動か す マ グマ に な りつ つ あ る 。「 綱 絡 反 腐 ] は 今後 も ー つ の 手がかり と し て 、 一 
般 民 衆 が 情報 社会 に お いて 政府 や 役人 に 対し て 監視 ・ 監 督 を 行う ある 種 の 鋭い 「 利 器 ] に な る こと 、 汚 
職 腐敗 ・ 不 正 に メス を 入れ る だ け で な く 、 中 国 社会 の 民主 化 に と っ て も 堅実 な 土台 を 積み 重ね て いく 
ー 環 に な る こと を 期待 し た い 。 
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四 腐敗 空間 一 どこ で 起き て いる の か 


席 章 で 示し た 「 腐 敗 の 構成 要件 」 に 敢えて も う 一 つ 如 える こと と する な ら ば 、 そ れ は 「 腐 
敗 は どこ で 生ま れ て いる の か 」 で ある 。 本 セク ショ ン は 、 こ うし た 論 敗 の 発生 場所 、 領 域 を 
短 上 に 載せ る 。 先 ず 、 第 7 章 「「 微 腐敗 」 対 策 : 岩村 に お ける 腐敗 空間 の 生成 と 行方 」( 南 
机 子 ) は 農村 の 微 腐 敗 を 研究 対象 と し て 、 そ の 要因 や 対策 を 分 析 し て いる 。「 微 腐敗 と は 
民衆 の 身近 で 発生 し て いる 小さ な 腐敗 を 指し 、 こ の 工 村 の 後 腐敗 対策 は 、 そ れ ま で の 村 の 運 
営 、 地 方 政府 と 村 と の 関係 の あり 方 を 変え 、 今 後 の 農 村 の ガバ ナン ス の あり 方 を 変化 させ る 
可能 性 を 持つ 。 ま た 、 逆 に 、 敗 を 招い た 要因 も 農村 の が ガバ ナン ス と 関連 付け て た どる こと 
が で きる と し て 、 南 は 、 人 民 公 社 解体 以降 の 農村 ガバ ナン ス に より 「 灰 色 空 間 」 が 生成 さ 
れ 、 そ れ が 「 腐 敗 空間 」 へ と 転化 する メカ ニズム を 指摘 し た 。 

続く 第 8 章 が 取り 上 げ る 腐敗 の 発生 場 は 、 地 方 人 民代 表 選 挙 で ある 。2012 一 13 年 に か け 
て 全人代 、 湖 南 省 人 代 を めぐ る 大 型 の 選挙 買収 ( 貼 選 ) 事件 が お きた が 、 第 8 章 「 選 挙 に お 
ける 腐敗 と 中 国共 産 党 の 支配 一 選挙 制度 に ある 「 明 昧 な 空間 」 の 利用 」( 中 岡 ま り ) は これ 
に 関わ る 衡 陽 市 人 大 で の 間接 選挙 を 取り 上 げ 、 選 挙 に お ける 府 敗 の 原因 と メカ ニズム は 何 か 
と 問う て いる 。 中岡 は 、 代 表 候 補 を 推薦 ・ 決 定 す る 段階 と 投票 行動 を 指導 する 際 に 、 党 が 予 
定 し た 候補 を 正式 代表 候補 を 当選 させ る た め の 「 意 図 的 に 隠さ れ 、 明 昧 に され て いる 」 作 業 
段階 が ある こと を 指摘 し 、 こ こ か ら 党 が 選挙 制度 を 通し て 体制 内 エリ ー ト に ポス ト 分 配 す る 
た め に 利用 し て きた 「 明 昧 な 空間 」 が 、 そ の 明 昧 さゆ え に 贈 由 者 と な っ た 企業 家 や 党 政 領 導 
幹部 ら と 収 由 者 と な っ た 人 民代 表 と 選挙 工作 者 た ち に 利用 され た こと を 論証 し て いる 。 

な お 、 第 9 章 「 国 共 内 戦 下 の 末端 幹部 腐敗 と 建国 後に お ける 都市 行政 の 在り 方 」( 椅 本 
誠 小 ) が 取り 上 げ る 腐敗 発生 の 時 間 と 空間 は 、1946 年 以降 の 第 二 次 国 共 内 戦時 期 で あり 、 
新た に 占領 し た 都市 に お いて 行政 機構 を 立ち 上 げ る べく 都市 の 接収 管理 の 一 環 と し て 進め ら 
れ た 行政 機構 建設 と いう 場面 で ある 。 橋本 は 、 都 市 接収 管理 を 現場 で 担っ た 末端 幹部 た ちの 
腐敗 実態 を 検討 し た 上 で 、 こ れ が 中 華人 民 共 和 国 の 都市 末端 行政 の 形成 に 与え た 影響 を 見 出 
の を GAY る の 。 
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「 微 腐敗 」 対策 : 農村 に お ける 腐敗 空間 の 生成 と 行方 
南 裕子 


1. は じ め に 

「 微 腐敗 」 と は 、 民 衆 の 身近 で 発生 し て いる 小さ な 腐敗 を 意味 する 。 省 や 中 央 の 党 政 機関 の 要職 
に ある 幹部 に よる 大 き な が 権力 の 大 き な 腐 敗 に 対し て の 言葉 で ある 。 習 近 平 は 、2016 年 第 18 期中 央 
紀 律 検査 委員 会 第 6 回 全体 会 議 で 、 微 腐敗 は 民衆 に 直接 か か わる 利益 を 損ない 、 民 衆 の 「 獲 得 感 」 
を 徐々 に 侵食 し , 基層 の 大 衆 の 党 に 対す る 信頼 を 失わ せる も の で あり 、「 微 腐敗 で も 大 き な 災 い を 
も た ら す 」 と 警告 し て いる 。 微 腐敗 を 叩く こと の 実践 的 意味 は ここ に 集約 され て いる と 言え る 。 

一 方 、 農村 の 微 腐 改 を 研究 対象 と し て 、 そ の 要因 や 対策 を 分 析 す る こと は 、 農村 の ガバ ナン ス の 
問題 へ の アプ ロー チ と し て 有効 性 を も つ だ ろう 。 農村 の 微 腐 敗 対 策 は 、 そ れ ま で の 村 の 運営 、 地方 
政府 と 村 と の 関係 の あり 方 を 変え 、 今 後 の 農 村 の ガバ ナン ス の あり 方 を 変化 させ る 可能 性 を 持つ 
と 考え られ る か ら で あ る 。 また 逆 に 、 腐 取 を 招い た 要因 も 農村 の ガバ ナン ス と 関連 付け て た どる ご 
と が で きる だ ろう 。 ご こう し た 観点 か ら の 農村 微 腐敗 論 が 、 本 稿 の 問題 関心 と な る 。 

農村 の 微 腐 了 敗 を めぐ っ て は 、 地方 政府 の 報告 資料 や 研究 論文 が 、 す で に その 実態 や 手口 に つい て 
多く の 情報 を 提供 し 、 さ ら に 要因 分 析 や 対策 の 政策 提言 が な され て いる 。 要因 に つい て は 、 後 述 す 
る よう に 中 国 の 村 の 幹部 の 特殊 な 立場 や 村内 で の 監督 の 諸 制 度 の 形骸 化 の 問題 が よく 議論 され て 
いる 。 た だ 、 こ ご の よう な 問題 を 、 腐敗 学 の 理論 的 アプ ロー チ や 分 析 枠 組み か ら 分 析 す る 傾向 は 、 全 
体 的 に は 希薄 で ある 。 そ の よう な 中 、Wu と Christensen は 、 腐敗 学 の 枠組 み を 中 国 に 用 いて 、 農 
村 の 英 困 扶 助 ガ バナ ンス に お ける 腐敗 の 分 析 を し て お り 注 目 さ れる (Wu &Christensen 2020)。 そ 
し て 、 往 腐敗 対策 の 現状 や 評価 に つい て は 、 政策 効果 を 測る に は 時 期 尚早 と いう こと な の か 、 ま と 
まっ た 議論 は 少な いよ う で ある 。 

本 稿 で は 、 ご の Wu と Christensen の 議論 を 敷 行 する 形 で 、 既 存 の 農村 腐敗 研究 を 、 農 村 カ ガバ ナ 
ンス と の 関連 を 軸 に 整理 、 再 構成 し て 、 農村 微 腐敗 の 要因 分 析 を 行う 。 そ れ は 、 人 民 公 社 解体 以降 
の 農村 ガバ ナン ス に より 生じ た 「 灰 色 空 間 」 の 生成 、 そ し て それ が 「 腐 敗 空間 ]」 へ 転化 する メカ ニニ 
ズム を 解明 する こと と な る 。 そ の 際 に 、 農 村 微 腐敗 の 事例 に し ば し ば 垣間見 られ る 、「 も う 1 つの 
農村 秩序 」 の 問題 も 議論 に 組み 込む 。 そ の 上 で 、 往 腐敗 対策 の 現状 を 明らか に する 。 そ れ は 、1 つ 
の 政策 パッ ケー ジ の 形 で 存在 する の で は な く 、 農 村 ガ バナ ンス 改 善 の さま ざま な 措置 の 中 か ら 見 
出し て いく 作業 と な る 。 以 上 を 踏ま えて 、 今 後 の 灰色 空間 お よび 腐敗 空間 の 行方 を 考察 する 。 


2. 農村 部 の 微 腐 敗 の 概況 

(1 ) 微 腐敗 案件 の 経年 変化 

農村 微 腐敗 を 計量 的 に 把握 し た 研究 は いく つか ある が 、 本 稿 で は 、 デ ー タ の 年 数 の 幅 、 腐敗 の 分 
類 が 詳細 で ある こと か ら 、 周 健 宇 (2018) に 依拠 し て 微 腐敗 案件 の 経年 変化 を 見 る こと と する 。 
周 は 、 中 国 裁判 文書 網 、 中 国 審 判 法律 応用 サポ ー ト シス テム 、 人 民 検 察 院 案件 情報 公開 網 、 各 種 
メデ ィ ア の 報道 、 周 自身 が 司法 業務 に 従事 し た 時 に 接し た 判例 を 情報 源 と し て 、1997 年 2018 年 
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の 判決 (実際 の 犯罪 活動 は 1993 年 1 月 て 2017 年 12 月 ) の 1936 件 の 村 幹 部 ! に よる 職務 犯罪 ケー 
ス の 起訴 状 、 判 決 文 、 ニ ュー ス 報 道 の 分 析 を 行っ た 。 周 に よれ ば 、 収 集 で きた ケー ス は 、 司 法 プロ 
セス に 入っ た 職務 犯罪 の 2 % 足 ら ず と 推計 され 、 し か も 、 実際 に 発生 し た 職務 犯罪 に 相当 する 行為 
の 全て が 司法 プロ セス に まで 至 つ て いる わけ で は な い 。 ご の た め 、 以下 は 、 そ の デー タ の 代表 性 の 
点 で は 留保 付き の 議論 と な る 。 

1 は 、1936 の 案件 と それ に 含ま れる 計 7132 回 の 犯罪 活動 の 経年 変化 で ある 。 1993 年 か ら 2000 
年 の 間 は 極め て 少な い 。 そ の 後 、2001 年 2006 年 、2007 年 2012 年 、2013 年 2017 年 の 3 つの 
段階 が ある よう に 見 える が 、 周 は 、2012 年 か ら の 上 昇 に つい て は 、 習 近 平 の 反 腐 敗 取り 締まり の 
強化 に よる も の と 見 て いる 。 


図 1 職務 犯罪 案件 の 新規 増加 数 、 職 務 犯 罪 活動 回 数 


ー ォ 年度 新 増 羽 狂 犯 因 案 件 数 一 w 一 年 度 恥 色 犯 罪 活 勤 次 数 


24 
224 215 211 
と 190 ]73 183 !25 79 


103 112 oo 


30 
SS きま お 当月 月 上 朋 月 上 旧 上 是 月 呈 周 呈 呈 上げ の 


注 ) 4 : その 年 に 新た に 増加 し た 職務 犯罪 件 数 、s : その 年 の 職務 犯罪 の 回 数 
出所 ) 周 2018 : 56 


1993 
1994 過 
1995 億 の 


+ 原文 で は 「 村 官 ]」。 村 の 党 組織 、 村 民 委 員 会 、 共 青 団 支部 、 婦 女 代表 会 、 経 済 組織 等 の 責任 者 を 指し て い 
る 。 以 下 、 本 稿 に お いて も 村 幹 部 は これ ら の 人 々 を 指す 。「 官 」 と ある が 、 村 は 自治 組織 で ある た め 、 公 務 
員 で は な い 。 
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図 2 職務 犯罪 の 手口 の 時 期 別 変化 (構成 比 ) 


8 


池本 癌 蛋 准 


0 1 
1993-1999 2000-2006 2007-2016 ( 年 傍 ) 
信治 村 集 体 所 有 的 冒 定 回 用 公 款 刀 介 人 使用 口 向 村民 只 令 玉 要 
町 銘 昔 集 体 企 並 腐敗 画 利用 本 村 工 程 彼 色 、 忠 管 計 程 腐 敗 国 信 汚 三 訟 祝 中 
還 玩 衝 也 守 口 浴用 恥 板 次 汚 公 花 項目 社 且 
合 伏 史 干 股 ロ 水土 地 流 特 、 征 地 折 辻 腐 到 


出所 ) 周 2018 : 60 


図 2 は 、 職 務 犯 罪 の 手口 の 構成 比 を 3 つの 時 期 別 に 示し て いる *。 図 の 棒グラフ の 各 柱 が 示す 職 
務 犯 罪 の 手口 は 左 か ら 順 に 下記 の 通り で ある 。 
村 の 集団 所 有 財 産 ? の 横領 (私 的 利用 、 売 却 に よる 利益 取得 ) 
公金 横領 、 私 的 使用 
事務 手続 き の 際 の 村民 へ の 財 賠 要求 
集団 企業 の 経営 、 請 負 、 企 業 資産 の 譲渡 の 各 プ ロ セ ス で の 汚職 、 不 当 な 利益 取得 (以下 、「 集 団 
業 の 経営 プロ セス 等 に お ける 汚職 」 と する ) 
村 の 公共 事業 の 発注 、 監 督 プ ロ セ ス で の 汚職 
三 農政 策 (= 農業 、 農村 、 農民 に か か わる 政策 ) に 伴う 補助 金 の 横領 、 詐 取 、 私 的 分 配 (食糧 補助 、 
機具 補助 、 農 村 道 路 整 備 、 メ タン ガス 池 設 置 な ど ) 
職務 尽 慢 に よる 国家 財産 、 集 団 財産 、 村 民 の 利益 の 侵害 
職権 沙 用 に よる 国家 財産 、 集 団 財産 、 村民 の 利益 の 侵害 ( 例 : 立ち 退き プロ ジェ クト に お いて 、 
帯 人 数 や 建物 ・ 付 帯 施設 面積 で 虚偽 の 報告 を し て 補償 金 を 詐取 ) 
国家 公益 事業 の 補助 金 の 詐取 ( 例 : 退 耕 還 林 、 災 害 救済 、 ダ ム 移 民 ) 
職権 を 利用 し て 他人 と 共同 経営 事業 を 立ち 上 げ 、 出 資 せ ず に 配当 金 を 受領 
土地 の 使用 権 譲渡 、 収 用 、 立 ち 退き に か らん だ 収 賭 、 汚 職 。 


@③ 計 @6QG 牙 〇 ぐ 〇 ⑳OOGO 


⑤⑧ 


(に 9 


2 劉 ・ 将 (2014) も 、 期 間 や デー タ の 出所 は 異な る が 、 農 村 の 腐敗 を 統計 的 に 分 析 し 、 同 様 の 時 期 区 分 を 行 
つて いる 。 

3 代表 的 な ちの は 土地 (農地 、 林 地 、 宅 地 な ど ) で ある 。 中 国 で は 農村 の 土地 は 国有 で は な く 、 村 や その 下 
位 の ユニ ッ ト の 村民 小 組 に よる 集団 所 有 で ある 。 


86 


77777777 


2 から は 、 時 期 ご と に 特徴 が 比較 的 明確 で ある こと が わか る 。 各 時 期 の 上 位 3 項目 を 以下 に 示 
す 。 微 腐 敗 の 誘引 と な る 財 物 が 、 ど の よう な 形 で 村内 に 存在 し て いる の か 、 そ の あり 方 が 時 期 に よ 
っ て 異な る こと が 反映 され て いる 。 

(①1993-1999 年 :「 集 団 所 有 財 産 の 横領 」、「 集 団 企業 の 経営 プロ セス 等 に お ける 汚職 」、「 事 務 手 
続き の 際 の 村民 へ の 賭 略 要求 」 

②2000-2006 年 : 「 三 農政 策 関連 の 補助 金 の 横領 、 詐取 、 私 的 分 配 ]」、「 国 家 公 益 事業 の 補助 金 の 詐 
取 」、「 集 団 企業 の 経営 プロ セス 等 に お ける 汚職 」 

③2007-2017 年 : 「 土 地 が ら み の 汚職 」、「 国 家 公 益 事業 の 補助 金 の 詐取 」、「 村 の 公共 事業 の 発注 、 
監督 プロ セス で の 汚職 」 

紙 幅 の 関係 で ① と ② の 時 期 の 詳細 は 省略 は ざる を 得 な い が 、2000 年 代 に 入り 、 中 央 の 政策 が 三 
農 問題 の 解決 に 大 きく シフ ト し 、 農村 へ の 事業 費 投 入 が 増加 し た こと は 重要 な 点 で ある 。 本 稿 の 議 
論 が 念頭 に お く の は 、③ の 時 期 (か ら 現 在 ま で ) の 状況 で ある 。 都市 化 が 進展 し た 時 期 で あり 、 そ 
の 影響 で 2010 年 代 に 入る と 土地 収用 面積 は 一 層 拡 大 し て いる 3$。 公益 事業 関係 で は 、 2006 年 に 大 中 
型 ダ ム 移 民 後 期 サ ポー ト 政 策 が 開始 され 、2008 年 に は 四川 大 地震 に よる 災害 援助 、 災 害 対策 が 始 
まっ た 。 また 、 2006 年 か ら の 第 11 次 5 カ年 計画 で は 、 その 目玉 の 1 つが 「 新 農村 建設 ] で あっ た 。 
こ ご れ に より 、 三 農 向 け の 中 央 財政 支出 も 一 層 拡 大 し 、 生 産 、 生 活 イ ン フ ラ の 整備 事業 が 行わ れ た 。 
ご れ が 「 村 の 公共 事業 の 発注 、 監 督 プ ロ セ ス で の 汚職 」 の 増加 を も た らし た と 考え られ る 。 

以下 、 本 研究 で は 、 本 プロ ジェ クト の 趣旨 に 即 し て 、 公権力 と の 関係 性 が より 強い 微 腐 敗 、 具 体 
的 に は 、 土地 関係 や 政府 事業 費 を めぐ る 腐敗 を 主たる 対象 と し て 議論 する 。 地域 的 に は 、 土地 収用 
の 場合 は 、 全国 で 均質 的 に 生じ る の で は な く 、 都市 近郊 や 大 型 公共 事業 に か か る 地域 な ど 偏 り は 見 
られ る で あろ う 。 だ が 、 政 府 事業 の 場合 は 、 農 村 振 興 の 各種 事業 は 全国 的 に 展開 され て いる ほか 、 
近年 は 費 困 支援 政策 が 重点 的 に 行わ れ て いた た め 、 内 陸 部 も カバ ー す る 議論 と な る 。 


( 2 ) 具体 的 な 手品 
① 土 地 関 係 

(事例 1 】 土地 収用 の 補償 問題 

土地 収用 に まつ わる 腐敗 に つい て は 、Yanan Song ら に よる 研究 が 非常 に 詳細 に その 過程 を 追っ 
て いる (Song ほか 2016) 。 調査 地 は 山東 省 都市 近郊 の 村 で 、 新 し い CBD 建設 に 伴い 、2006 年 か ら 
は 農地 収用 、 2008 年 か ら は 宅地 収用 が 行わ れ た 。 問題 に な つた の は 、 村 書 記 (村民 委員 会 主任 も 兼 
任 ) に よる 訟 意 的 な 補償 金 の 取り 扱い や 補償 措置 、 そ し て 土地 収用 に 関す る 情報 の 悪用 で ある 。 

まず 、 農地 と 農地 付着 物 へ の 補償 金 に つい て 、 村民 と 村 の 間 の 規定 の 分 配 比率 を 越え て 村 が 多く 
留保 し て いた 。 ご の 留保 分 は 、 書 記 自 身 や 関係 する 地方 政府 官僚 、 そ の 他 の 関係 者 (「 関 係 戸 ]) へ 
分 配 さ れ た と いう 。 宅地 の 補償 金 も 、 本 来 な ら ば 、 村民 に は 4 万 元 / 融 と され て いた が 、 一 切 支 払 
われ ず 、 合 計 1000 万 元 は 書記 と 地方 幹部 に 渡っ た と み ら れ て いる 。 ま た 、 宅 地 収 用 に と も な う 移 
転 先 の 住宅 分 配 も 訟 意 的 な も の で あっ た 。 

さら に 、 書 記 は 、 公表 前 に 土地 収用 の 情報 を 得 て い た こと を 利用 し て 、 非 本 村人 100 戸 に 宅地 使 
用 許可 を 独自 に 発行 し た 。 そ の 際 に 、 購入 者 は 書記 個人 に 「 貴 通 融 ( 坦 旋 費 用 )」( 1 へ 10 万 元 ) を 
支払 う 必 要 が あっ た 。 そ の 後 、 こ れ ら 非 本 村人 も 立ち 退き の 補償 を 得る こと が で きた 。 

こう し た 村 の 書記 の 一 連 の 行動 は な ぜ 可 能 と な っ た の か 。 まず 、 他 の 村 幹 部 は 、 利益 を 供与 され 


* 国家 統計 局 が 公表 し て いる 環境 統計 デー タ に よる 。http:/ /wwwrstats.gov.cn/ztic/ ztsi/hitizl1/ (2022 
年 1 月 31 日 最終 アク セス ) 
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る 関係 に あり 、 こ れ を 黙認 し て いた 。 一 方 の 村民 は 、 本 来 自分 た ち に 補償 され る は ず の 金額 や 待 通 
に つい て よく 知ら な い 。 し か し 、 噂 話 や 近隣 の 村 と の 比較 で 疑問 や 不満 も 生じ 、 一 部 村民 は 、 地 方 
政府 へ の 陳情 、 抗 議 活動 を 行っ た 。 し か し 、 地 方 政府 は 積極 的 に 対応 し な つた 。Song ら は 、 区 政 
府 が 書記 の 経営 する 会 社 に 頼っ て 土地 収用 事業 を 実施 し て いる こと 、 区 政府 の 役人 と 書記 の 間 に 
個人 的 な つなが り が ある こと が 理由 で ある と 指摘 し て いる 。 さ ら に 、 村 民 に よる 抗議 運動 に 際 し て 、 
村 の 書記 は 区 の 書記 に 金銭 を 渡し て この 問題 の 処理 を 依頼 し た 模様 で ある 。 

結局 、 2009 年 に 、 市 政府 の 介入 に より 、 村民 は 本 来 の 補償 金 の 大 部 分 を 取り 戻す こと が で きた 。 
さら に 、2014 年 、 反 腐敗 の 検査 チー ム が 中 央 か ら 山 東 省 に 入る こと に な り 、 問 題 発覚 を 恐れ た 書 
記 が 村民 に 釈明 と と も に 残額 を 自主 的 に 返済 し た 。 


(事例 2 】 虚偽 の 報告 に よる 土地 収用 補償 金 詐 取 * 

青海 省 西 寧 市 の 城東 村 の 主任 、 書記 、 会 計 の 3 名 は 、 土地 収用 工作 組 の 職員 3 名 に 2 度 に わた り 
計 15 万 元 贈 由 し 、 村 民 に 気付 か れ ぬ よう 、 測 量 済 み の 土 地 を 再度 測量 し て も ら っ た 。 それ に より 、 
工業 園 区 建設 に よる 土地 収用 と し て 、 自身 或いは 親戚 の 名 義 で 7 歌 分 を 虚偽 申請 し 、 補償 金 33.634 
万 元 を 不正 受給 し 3 人 で 分 けた 。 腐 敗 発覚 後 、 こ れ ら 村 幹 部 に は 、 党 籍 剥奪 の ほか 、10 年 て 12 年 
の 懲役 判決 が 下さ れ た 。 


(② 補 助 金 ・ 事 業 費 関係 

(事例 3 】 貧困 支援 養豚 事業 資金 の 不正 使用 

2013 年 、 河北 省 広 宗 県 の 董 里 集 村 に 貧困 世帯 50 戸 分 と し て 20 万 元 の 事業 費 が 支給 され る こと 
に な つた 。 村民 委員 会 主任 は 、 村 の 書記 の 同意 を 得 て 村 幹 部 会 議 を 開催 し 、 こ の 資金 で 主任 個人 の 
会 社 (畜産 経営 ) の 設立 を 決定 し た 。 主任 は 、 村民 の た め の 事 業 で ある と し て 、50 人 の 村民 か ら 身 
分 証 を 集め 、 信 用 社 で カー ド 発 行 の 手続 き を 行っ た 。 その 後 、 各 口 座 に 県 財政 局 か ら 偶 困 支 援 事業 
資金 が 振り 込ま れ た が 、 主 任 が その 金 を 引き 出し 、 自 ら の 会 社 の 経営 に 使用 し た 。2014 年 に も 同 
様 の 行為 を 行い 、 費 困 世 帯 の 虚偽 報告 も 行っ て いた 。 

2016 年 の 県 規律 検査 委員 会 監察 局 の 調査 期間 に 自ら 村民 に 返納 し た 。 主 任 は 、 党 内 厳重 警告 処 
分 、 書 記 も 党 内 警告 処分 と な っ た 。 


【 事 例 4 】 村 の 汚水 事業 費 の 不正 受給 7 

本 件 は 、 洒 江 省 開化 県 の 紀 律 検査 員 会 と 監察 要員 会 が 、 民 衆 か ら の 告発 文 を も と に 、2020 年 に 
粘り 強く 調査 を 進め て 摘発 し た も の で ある 。 まず 問題 の 1 つ は 、 材料 輸送 関連 の 業務 を 、 主任 の 一 
存 で その 弟 に 請け 負わ せ て いた こと で ある 。 さら に 大 き な 問 題 は 、 人 件 費 が 突出 し て いた こと で あ 
る 。 5000 元 以上 の 労務 報酬 を 受領 し て いた 55 人 へ の 再 調査 の 結果 、22 名 分 が カラ 支出 で 、 計 24.39 
万 元 を 不正 受領 し て いた こと が 判明 し た 。 この 資金 の 一 部 は 村 の 債務 返済 に 充て られ 、 村民 委員 会 
主任 個人 で は 1.5Z 万 元 を 着服 し て いた 。 党 籍 剥 准 と 村民 委員 会 主任 辞職 処分 と な っ た 。 


5 「 青 海 家村 基 情 干 部 達 外 束 法 典型 案 例 居 示 徹 」 (2015 年 ) 。 

http:/ / fanfu.people.com.cn/n/2015/1013/c64371-27693514-3.html (2022 年 1 月 31 日 最終 アク セス ) 
6 「 扶 貧 恵 家 資 金 不能 成 入 " 唐 僧 肉 "」 (中 央 紀 委 監察 部 HP) 

https:/ /wwwrccdi.gov.cn/ yaowenn/ 201604/t20160401 53856.html (2022 年 1 月 31 日 最終 アク セス ) 
7 |4 次 居 逢 后 他 催 考 凶 出 了 真 相 」 (中 央 紀 委 監察 部 HP) 

https:/ /wwwrccdi.gov.cn/ yaowenn/ 202102 /t20210220 85078.html (2022 年 1 月 31 日 最終 アク セス ) 
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以上 、 農村 の 微 腐 敗 の 概況 か ら 浮か びあ が る の は 、 村 民 と 政府 の 「 間 」 で 、 村 幹部 が 、 さ ら に は 
村 幹 部 と 結託 し た 地方 幹部 が 、 職権 を 利用 し て 利益 を か すめ 取る と いう 構図 で ある 。 腐敗 に つなが 

空間 の 存在 を ここ に 見 る こと が で きる 。 以下 、 本 稿 で は 、 こ れ を 「 灰 色 空間 ]」 の 形成 と その 「 腐 
敗 空間 ]」 へ 転化 (転落 ) と し て と ら え て みた い 。 


3 . 微 腐 敗 発生 の メカ ニズム 

まず 、 本 稿 で は 、「 灰 色 空間 」 を 、 村 幹部 が 、 個 人 の 裁量 で 村内 の 資源 や 村民 の 利益 に か か わる 
問題 を コン トロ ー ル で きる 、 あ いま いな 領域 ・ 余 地 と し て と ら え て 議論 を 進め る 。 これ は 、 合法 で 
ある と は 言え な い が 、 非 合法 で も な く 、 ご ここ か ら 私 的 利益 を 得る こと も 可能 と な る 空間 で ある ?。 
Wu と Christensen は 、 困 治 理 シ ステ ム は 、 村 と 和 郷 鎮 の 幹部 に 、 そ の ポジ ショ ン を 利用 し て 、 多 
く の 資 源 へ の 接近 を 可能 に し て お り 、 そ れ は 、 公益 の た め に 使わ れる こと も あれ ば 、 私 利 の た め と 
な る ご こと も あっ た と 述べ て いる (Wu and Christensen 2020:7)。 ま さ に この よう な 余地 を 、 本 稿 で 
は 灰色 空間 と 呼ぶ の で ある 。 


( 1 ) 道具 的 アプ ロー チ と 文化 的 アプ ロー チ 

Wu と Christensen が 用 いた 腐敗 の 分 析 枠 組み は 、 道 具 的 アプ ロー チ と 文化 的 アプ ロー チ で ある 。 
道具 的 アプ ロー チ は 、 組織 論 に 基づい て 、 公共 組織 の 構造 的 特徴 、 そ し て 個人 の 自己 利益 に 関す る 
合理 的 思考 と 行為 の 2 点 か ら 分 析 を 行う も の で ある 。 後 者 に つい て 、Wu と Christensen の 場合 
は 、 コス ト と 利益 の 比較 に よっ て 、 さま ざま な 腐敗 手口 の 中 か ら あ る 手口 を 選択 する こと を 議論 し 
て いる 。 だ が ここ で は 、 そ れ 以 前 の 段階 つま り 、 灰 色 空 間 に い る 者 が 、 腐 敗 行為 を 行う か どう か 
を 選択 する 際 の コス ト と 利益 の 問題 と し て 議論 し た い 。 

一 方 の 文化 的 アプ ロー チ は 、 歴史 的 伝統 、 経路 依存 、 イ ン フ ォ ー マ ル な 価値 や 規範 と いっ た 観点 
か ら の 分 析 で ある 。 


(2 ) 灰色 空間 の 生成 

灰色 空間 の 生成 を 、 道 具 的 アプ ロー チ の うち の 腐敗 を 招来 する よう な 公共 組織 の 構造 的 特徴 か 
ら 説 明 し て みよ う 。 そ れ は 、 中 国 の 地方 の 統治 構造 、 周 少 来 の 言葉 を 借り れ ば 、「“ 県 、 郷 鎮 、 村 ? 
行政 一 体 化 の ガバ ナン ス 構 造 」( 周 2018 : 117) に 由来 する 。 地 方 政府 は 、 政 策 遂 行 、 行 政事 務 の 
実施 の た め に 、 一 部 権限 を 村 幹 部 に 移譲 する 。 この 時 、 村 幹部 は 業務 を 課さ れる と 共に 、 自 身 の 裁 
量 で 資源 を 動か す 余地 も 与え られ 、 地 方 政府 の 役人 と 村 幹 部 と の 間 に は 相互 依存 の 協同 関係 が 形 
成 さ れる 。 ここ に 灰色 空間 が 生じ る の で ある 。 また 、 村 は 官僚 機構 の 未 端 で は な く 制 度 上 は 自治 組 
織 で あり 、 そ の た め お むし ろ 、 権 限 移譲 に 融通 が 効く こと に な る と も いえ る だ ろう 。 

例え ば 、 土地 収用 を 伴う 経済 開発 プロ ジェ クト で 、 地方 政府 は 村 幹 部 の 行為 を 黙認 する こと が あ 
る (前 2020 : 85)。 立ち退き 拒否 や 立ち 退き 条件 に 難題 を ふつ か ける 厄介 な 人 々 の 問題 を 片づけ 、 
土地 収用 業務 を 順調 に 進め る た め 、 地 方 政府 は 村 幹 部 に 権限 を 与え て 問題 を 処理 させ る 。 そ の 際 に 、 
村 幹 部 が 便 家 的 な ある い は 強引 な 方 法 を 行使 する こと 、 さ ら に 時 に は この プロ セス で 経済 的 な 利 
益 を 得る こと も 地方 政府 は 黙認 する と いう 。 


(3 ) 灰色 空間 の 腐敗 空間 へ の 転換 


8 ご の 概念 は 、 肖 丈 (2020) の 「 灰 色 利益 空間 」 か ら 着 想 を 得 て い る 。 
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地方 政府 幹部 と 村 幹 部 と の 間 の 「 相 互 依存 の 協同 関係 ] は 、 随 時 、「 共 謀 する 腐敗 関係 」 に 転換 
し て し まう と いう ( 周 少 来 2018:117)。 灰 色 空 間 が 私 的 な 利益 の た め に 使用 され て 腐敗 空間 と な る 
ご と が 生じ る の で ある 。 灰 色 空 間 に い る 人 間 が この 空間 を どの よう に 使う の か が 問題 と な る 。 

灰色 空間 の 腐敗 空間 へ の 転換 に つい て は 、 道 具 的 アプ ロー チ の 2 点 目 の 個人 の 自己 利益 に 関す 

合理 的 思考 と 行為 、 そ し て 文化 的 アプ ロー チ の 2 つの 側面 か ら の 分 析 が 可能 で あろ う 。 

まず 、 個 人 の 自己 利益 に 関す る 合理 的 思考 と 行為 の 観点 か ら 、 こ の 問題 を 考え て みよ う 。 こ れ は 、 
腐敗 の コス ト と 利益 の 問題 と な る 。 腐敗 発覚 の リス ク の 高 さ は 、 発覚 防止 の た め に 相応 の 手段 を 講 
じ る こと を 必要 と する た め 、 腐敗 の コス ト と な る だ ろう 。 また 、 発覚 の 際 の 処罰 も コス ト と 言え る 
だ ろう 。 以下 で 明らか に する よう に 、 こ れ ま で 中 国 農村 で は 、 腐敗 の 誘引 シス テム の 働き が より 大 
きか っ た と 言え る 。 

腐敗 が 低 コ スト で ある 要因 の 1 つ は 、 灰色 空間 に お ける 幹部 へ の 監督 が 緩い こと に ある 。 村内 で 
の 監督 に 関し て は 、 村民 委員 会 組織 法 の 条文 を 始め て と し て 制度 は 存在 する 。 だ が その 実効 性 に 問 
題 が ある こと が し ば し ば 指摘 され て いる 。 

制度 が な ぜ 実 働 し な く な る の か 。 い くつ か の 原因 が 指摘 され て いる が 、 ま ず 、 基層 に お ける 情報 
の 非対称 性 の 問題 が ある 。 上 述 の よう に 、 官僚 で は な いも の の 地方 政府 か ら 一 部 権限 を 委譲 され て 
いる 村 幹 部 は 、 政府 の 代理 人 で ある 一 方 で 、 本 来 は 自治 組織 の リー ダー と いう 村民 の 代理 人 の 両方 
の 立場 に た つ 。 この こと に より 、 村 幹 部 は 村民 お よび 地方 政府 の 双方 に 対し て 情報 の 優位 性 を 持つ 
こと に な り 、 内 外 か ら の 監督 が 有効 に 行わ れ に くく な る ( 必 映 2019: 周 少 来 2018: 周 塵 操 2015 な ど )。 
ご の 他 に 、 周 少 来 は 村民 委員 会 の 行政 化 や 農村 部 の 近代 化 に よる 農村 社会 の 従来 の 自治 カ の 低下 
( 周 2018:118-119) 、 必 映 は 監督 者 と 被 監督 者 が 同じ 利益 共同 体 に ある 状況 下 で の 監督 の 限界 を 指 
摘 す る (放映 2019:84) 。 

次 に 、 腐 敗 が 発覚 、 摘 発 さ れ た 時 の 処罰 に つい て 見 て みよ う 。 村 幹部 の 場合 、 官 僚 で は な いた め 、 
国家 公務 員 に 適用 され る 行政 処分 の 対処 に な ら ず 、 刑 法 上 の 職務 犯罪 に 該当 する ケー ス も 限ら れ 
る 。 党 に よる 政治 的 な 処分 も 党員 で な い 場 合 に は 適用 外 と な る 。 伯 東 井 と 妹 靖 は 、 中 央 規律 検査 委 
員 会 ・ 監 察 部 の ホー ムペ ー ジ の 公表 情報 を も と に 、 広東 省 、 湖 北 省 、 甘 粛 省 の 村 幹 部 腐敗 事例 の 処 
分 状況 そま と め て いる ( 鐘 ・ 靖 2018:8-9) 。 そ れ に よれ ば 、 腐 敗 財 物 が 1000 元 以 下 の 場 合 は 、 最 も 
厳し い 処 罰 は 党 内 警告 と 財 物 の 清算 返還 、1 万 元 以 下 の 場合 は ほとん ど が 、 財 物 の 返 世 ある い は 上 
納 後 に 警告 また は 厳重 警告 処分 、3 万 元 ま で は 基本 的 に は 党 籍 剥奪 まで の 処分 で あり 、 司 法案 件 に 
な る ケー ス は 少な い (8.79%) 。 ま た 、 調 査 の 前 に 自ら 返 本 、 清 算 す れ ば 、 ほ と ん ど が 警告 処分 で 済 
ん で も る だ いう 。 

腐敗 発覚 の リス ク を 下げ る 要因 と し て さら に 指摘 し て お きた い の は 、 農 村 に は び こ る も う ラー つ 
の 秩序 の 存在 で ある 。 それ は 、 地域 の 暴力 団 や や 反 社 会 的 な 性 格 を も つ 勢 力 (以下 、「 黒 悪 勢力 」) が 、 
村 や 地方 官界 に 入り 込ん で 形成 する 秩序 で ある 。 そ うし た 組織 ・ 勢 力 の リー ダー は 、 農村 で は 「 村 
芋 」 と 呼ば れ 、「 村 ある い は 一 定 の 地域 内 で 、 力 を 頼み 勢力 を 後ろ 盾 に 弱い 者 を 虐げ 、 常 に も め 事 
を 引き 起こ し 、 農村 社会 の 治安 秩序 を 深刻 に か き 乱 す 」 と いう ( 旨 2017:90) 。 村 に 存在 する 経済 的 
利益 に 目 を つけ て 侵入 し 、 独占 を は か ろう と し た 結果 、 村 罰 が 村 幹 部 に な っ た り 、 逆 に 村 幹 部 が 村 
罰 に 変質 し た り 、 ま た 村 の 公式 の 管理 体制 を 無力 化 さ せ て 村 政 を 乗っ 取る よう な 事態 も 発生 し て 
し 0 


? 村 穫 等 の 農村 の 黒 悪 勢力 に つい て の 実態 報告 や 比較 的 まとまっ た 分 析 が な され て いる も の に 、 彰 新 林 ・ 表 
前 (2018)、 石 富 光 (2019) 、 喪 智 超 (2020)0 な ど が ある 。 
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重要 な 点 は 、 こ れ が 村 の 中 だ け の こと で は な く 、 村 罰 で ある 村 幹 部 の 背後 に は 往々 に し て 、「 保 
護 人 花 」 と 呼ば れる 地方 の 党 政 幹部 が 存在 する こと で ある 。 保護 健 は 文字 通り 、 官 の 立場 を 利用 し て 
村 騙 の 悪事 を 棄 つ 。 こ うし て 村民 は 、 村 馬 の 持つ 暴力 、 威圧 を 前 に 、 腐 敗 行為 が あっ た と し て も 意 
義 申 し 立て を する こと を 恐れ 、 ま た 、 政 府 に 陳情 し た と し て も 、 保護 健 に も み 消 され た り 、 十 分 な 
対応 を 得 ら れ な いこ と に な る "。 

一 方 、 腐敗 空間 へ の 転換 の 要因 を 文化 的 アプ ロー チ で 探る こと も で きる 。 まず 、 腐敗 の 組織 文化 
が ある 。Wu と Christensen は 、 公 的 組織 は 、 内 的 外 的 な 圧力 に 適応 し た 結果 と し て 、 人 徐々 に 特有 
の イン フォ ー マ ル な 特徴 を 発展 させ る と いう 組織 論 の 立場 に た っ て 、 中 国 農村 の 介 困 支援 ガバ ナ 
ンス で の 腐敗 に は 、 インフォ ー マ ル な 腐敗 の 組織 文化 の 影響 びあ る こと を 指摘 し て いる 。 その 論拠 
と し て 、 個 人 腐敗 の 方 が 集団 (= 組織 ぐる み の ) 腐敗 より も 一 貫 し て 多い こと を 挙げ て いる 。 ご の 
こと は 、 村 と 鎮 の 幹部 は 腐敗 し た 組織 文化 の 影響 を 受け 、 自己 の 利益 と 効用 の 最大 化 を 求め る べき 
と 常に 感じ て いる こと を 意味 し て いる と いう (Wu and Christensen 2020:8) 。 

だ が 、 ご これ は 逆 な の で は な いか と いう 疑問 も 生じ る で あろ う 。 す な わ ち 、 集 団 腐敗 は 、「 関 係 」 

で 繋が れ た 人 々 に よる 組織 ぐる み の 腐 敗 で ある の で 、 お し うろ 集 団 腐敗 が 多い こと が 腐敗 の 組織 文 
化 の 存在 の 論拠 に な る の で は な いか と いう こと で ある 。 ご の 点 に つい て は 、 腐敗 の 組織 文化 の 議論 
が 、 新制 度 学派 の 枠組 み に 立つ 腐敗 論 を ベー ス に し て いる こと を 踏ま えれ ば 理解 で きる だ ろう 。 腐 
敗 は イン フォ ー マ ル な 規範 と 個人 間 の 相互 行為 の シス テム と し て 構造 化 さ れ 、 そ れ は 個人 の 戦略 
的 思考 と 行為 を 形作る こと に な る (Hellmann 2017:148) 。 個人 単独 で あっ て も 腐敗 行為 を 選択 する 
と いう こと は 、 個 人 が こう し た 構造 化 さ れ た 環境 (= 腐 骸 の 組織 文化 ) に 置か れ て いて 、 腐 敗 行為 
を 合理 的 な も の と し て 、 個 人 で 選択 する よう に な っ て いる こと を 示す の で ある 。 

次 に 、 村民 に よる 幹部 へ の 監督 制度 が な か な か 実働 し な いこ と に つい て は 、 村 社 会 に 内 在 す る 規 
範 ・ 文 化 か ら 説明 する こと も 可能 だ ろう 。 代 々 顔見知り で 、 血 緑 、 地縁 関係 が 絡み 合う ムラ 社会 に 
お いて 、 幹部 を 告発 し た り 異 議 申 し 立て を する こと で 、 幹部 や その 周囲 の 人 々 の 恨み を 買い 、 そ の 
後 の 村落 生活 に 褐 根 を 残し た く な いと いう 村民 の 心情 で ある 。 楊 明 ら の イン タビ ユー 調査 に よれ 
ば 、 村民 は 、 たとえ 村 の こと に 疑問 が あっ て も 、 あ るい は 自分 の 損得 に は 直接 か か わら な い 問 題 の 
時 に は 、「 目 立つ こと は 避け よう と する 」、「 ほ か の 人 た ち が 言 っ て いな い の に 、 な せ ぜ 自 分 が 出 て 行 
っ て 相手 の 恨み を 買わ な けれ ば な ら な い の か 」 が 、 大 多数 の 反応 と な る と いう ( 楊 2019:90) 。 また 、 
高 宗 は 、 北 京 郊 外 の 農村 調査 か ら 、 村 に は 、「 蛋 」 文化 と いう 、 村 内 で 村民 同士 が 直接 の 衝突 を 避 
けた り 、 自身 の 利益 の 損失 へ の 敏感 さ に 基づく 行動 規範 が 存在 する こと を 明らか に し て いる ( 高 崇 
2016)。 これ も 、 村 民 の 監督 の 参加 の 消極 性 に 通じ る 村 の 文化 と 言え る だ ろう 。 

そし て 、 黒 悪 勢力 と それ が 地方 の 官界 を 侵食 する こと に つい て も 、 そう し た 存在 自体 は 共産 党 政 
権 が 解放 前 後 か ら 闘 争 し て きた 歴史 的 な ちの で ある と 言え る 。 そし て この よう な が 集団 、 勢力 を 支え 
て いる の が 、 宗 族 ネ ットワーク や 「 関 係 ] (人 脈 ・ コ ネ ) で あり 、 こ れ ら は 中 国文 化 を 論じ し る 際 に 
し ば し ば 登場 する 。 

た だ し 、 文化 的 な アプ ロー チ に よる 議論 に は 難し さも ある 。 文化 や 歴史 性 、 経路 依存 と いっ た 問 
題 を 議論 する 際 に は 、 対象 の 個別 性 や 地域 性 の 問題 は 避け られ な い 。 従っ て 、 中国 農村 の 腐敗 問題 
に 普遍 的 、 一 般 的 に 適用 可能 な 議論 を する こと は 難し い 。 ここ で は 、 地域 に よっ て は 腐敗 の 誘引 シ 
ステ ム の 構成 要因 と な りえ る 文化 的 な 要素 を 指摘 し た に と ど ま る 。 


1 ご うし た 黒 悪 勢力 の 存在 が 、 全 国 的 に どの 程度 一 般 性 を も つの か は 断言 し が た い が 、 次 節 で 示す 取り 締 ま 
り 数 の デー タ か ら は 、 決 し て 個別 特殊 な 事例 で は な いこ と が わか る だ ろう 。 
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4. 微 腐敗 対策 

農村 の 微 腐 敗 問題 に 対し て は 、2011 年 5 月 に 中 国共 産 党 中 央 弁 公 店 ・ 国 務 院 弁 公 庁 よ り 「 農 村 
基層 幹部 の 廉 潔 な 職責 履行 の 若干 の 規定 (試行 )」 (家村 基 情 干 部 廉 少 履行 恥 夷 若干 規定 ( 式 行 ) ) 
が 出さ れ た 『。 郷 鎮 の 指導 層 、 村 幹部 が し て は な ら な いこ と が 網 維 的 に 記載 され て いる 。 そ の 後 、 
村 務 の 監督 に つい て 、 2017 年 8 月 に 「 村 務 監 督 委員 会 を 設立 、 整備 する こと に つい て の 指導 意見 」 
( 甘 隔 建 立 健全 村 色 畠 委 見 会 的 指 号 意見 ) が 出さ れ 、 村 務 監督 委員 会 の 構成 や 権限 等 に つい て 具 
体 的 な 規定 が ある 。 

一 方 、 2010 年 代 に な る と 、 農村 の ガバ ナン ス の 強化 ・ 改 善 が 強く 求め られ る よう に な り 、 腐敗 対 
策 も その 中 に 位置 付け られ て いる 。2019 年 6 月 の 「 郷 村 ガ バナ ンス の 強化 と 改善 に 関す る 意見 」 
( 美 手 加 強 和 改 送 彡 村 治 理 的 指 号 意見 ) で 提起 され た 主要 任務 の 中 に も 、 農村 腐敗 に 関連 する 事項 
が ある 。 村 幹部 の 健全 化 (前 科 者 、 村 罰 お よび 暴力 団 関係 者 、 邪 教 関係 者 な どの 問題 ある 人 物 を 村 
幹部 か ら 排 除 す る )、 村 レベ ル の 事務 の 透明 化 、 微 腐敗 の 処罰 強化 で ある 。 

以下 で は 、 村 幹 部 の 健全 化 、 村 の 事務 の 透明 化 、 監 督 の 問題 に 対応 する 措置 を いく つか 具体 的 に 
見 て みよ う 。 


(1 ) 村 幹 部 の 健全 化 : 村 覇 、 保 護 傘 の 排除 

村 穫 排 除 の 動き は 、 上 述 2019 年 の 通知 以前 か ら 存在 し て いた 。2017 年 1 月 に は 、 最 高 人 民 検 
察 院 が 、「 検 圭 の 職能 を 充分 に 発揮 し 、 村 笛 と 宗 族 の 悪性 勢力 に よる 犯罪 を 法 に より 懲罰 し 、 農 村 
の 調和 と 安定 を 積極 的 に 維持 する こと に つい て の 意見 」 ( 甘 手 充 分 受 近 栓 察 恥 能 依 法 卸 治 “ 村 氏 " 
和 宗 族 息 勢力 犯 固 彼 概 稚 抗 家村 和 壮 入 定 的 意見 ) を 発出 し て いる 。 ご の 意見 で は 、 保護 傘 も ター ゲ 
ッ ト で ある ほか 、 農村 の 党 支 部 、 村民 委員 会 の 幹部 選挙 に 対す る 指導 と 監督 を 強化 する こと も 求め 
て いる 。 

また 、2018 年 1 月 に は 、 中 国共 産 党 中 央 、 国 務 院 か ら 「「 掃 黒 除 悪 」 の 特別 闘争 に 関す る 通知 」 
( 甘 隔 井 展 持 黒 除 悪 志 項 斗 争 的 通知 ) が 出さ れ 、「 掃 黒 除 悪 」(= 黒 悪 勢力 を 社会 か ら 追放 、 一 掃 す 
る こと ) が 、 本 格 的 に 全国 展開 され て いる 。 ご の 通知 で は 様々 な 分 野 の 「 掃 黒 除 悪 」 を 目的 と し て 
いる が 、 そ の 中 で 「 掃 黒 除 悪 」 を 反 腐 取 、 基 層 で の 「 幅 叩き 」 と 結び つけ 、 特 に 保護 傘 を 取り 締 ま 
り 、 打 撃 を 与え る よう 求め て いる の は 注目 され る 。 

ご の 闇 争 は 、2018 年 か ら 3 年 間 、 集 中 的 な 運動 と し て 展開 され た 。 そ の 後 、2021 年 に は 、「「 掃 
黒 除 悪 ] へ の 闇 争 を 常態 化し 、 特 別 闘 争 の 成果 を 固め る こと に つい て の 意見 」 ( 甘 千 常 灰 化 井 展 持 
黒 除 章 斗 争 項 固 志 項 斗 争 成果 的 意見 ) が 発出 され た 。 こ ご ここ で は 、「 掃 黒 除 悪 」 の 取り 組み が 、 運 動 
的 な も の か ら 通 常 モ ー ド の 日 常 的 な も の に 転換 し て お り 、 引き 続き 、 村 軸 等 の 黒 悪 勢力 に よる 農村 
基層 組織 の 運営 妨害 、 侵 食 を 防ぎ 、 黒 悪 勢力 に 処罰 を 加え る と 記載 され て いる 。 ま た 、 同 年 4 月 に 
中 国共 産 党 中 央 、 国務 院 か ら 発出 され た 「 基 層 の ガバ ナン スシ ステ ム と ガバ ナン ス 能 力 の 現代 化 建 
設 を 強化 する こと に 関す る 意見 」 ( 甘 寺 加 弾 基 展 治 理 体 系 和 治 理 能力 現代 化 建設 的 意見 ) に お いて 
も 、 自 治 制 度 の 健全 化 の 項目 の 中 に 同様 の 記載 が ある 。 

村 覇 を 村 幹 部 か ら 排 除 す る 方 法 は 、 不 法 行為 の 摘発 強化 の 他 に 、 選 挙 段階 で の 排除 が ある 。 郷 鎮 、 
県 の 2 段階 で 、 党 組織 部 が 、 検 圭 、 公 安 、 司 法 、 規 律 検査 、 陳 情 等 の 部 門 と 連携 し て 候補 者 の 審査 
を 行い 、 承 認 さ れ た 者 の み が 候 補 者 に な る ご と が で きる 制度 が 各地 で 実施 され て いる ?。 


1 以下 、 本 節 で 言及 する 通達 は 、 特 に 記載 の な い 限 り は 、 中 国共 産 党 中 央 弁 公 庁 ・ 国 務 院 弁 公 庁 に よる 。 
5 ご の や り 方 は 、「 “ 両 委 ” 班 子 人 逃 隊 車 机 制 ] な ど と 呼ば れ て いる 。 
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全国 的 に 展開 され て きた 上 記 の 運動 の 成果 が 伺え る 数 字 を いく つか 見 て みよ う 。「 掃 黒 除 悪 」 の 
特別 闘争 の 開始 年 の 成果 を 振り 返る 記事 に よれ ば 、2018 年 10 月 まで に 、 全 国 一 斉 の 検査 に より 、 
5 万 1000 の 弱体 化 ・ 緩 ん だ 村 党 組織 を 立て 直し 、 黒 悪 勢 力 と 関係 の ある 村 幹 部 1141 名 を 速やか に 
更 送 じ た 還 

また 、2020 年 11 月 に は 、 共 産 党 中 央 政法 委員 会 ([ 掃 黒 除 悪 」 弁 公 室 を 管轄 ) か ら の 情報 と し 
て 、10 月 まで に 、 全 国 で 1175 の 暴力 団 関係 組織 を 壊滅 し 、 村 罰 3727 人 を 法 に より 処罰 し 、 問 題 
の ある 村 幹 部 (= 前 科 の ある 者 、 村 軸 や 黒 悪 勢 力 関係 者 ) 4 万 1700 人 を その 職 か ら 追 放し た こと 
が 報道 され て いる ゞ 。 

2021 年 12 月 27 日 に は 、 共産党 中 央 政法 委員 会 が 、「 掃 黒 除 悪 」 の 成果 に つい て の 記者 会 見 を 行 
っ た 。 そ の 中 で 、 村 の 党 支 部 、 村 民 委 員 会 要員 の 改選 の 際 の 条件 審査 に より 、9 万 3000 人 の 候補 
者 の 資格 を 取り 消し 、 村 笛 や 黒 悪 勢 力 等 の 問題 が ある 人 を 排除 し た こと を 明らか に し た 5。 


(2 ) 村 の 事務 の 透明 化 、 監 叔 

① 一 枚 の カー ド で の 一 貫 管 理 

これ は 補助 金 の 申請 、 支 払い に か か わる も の で ある 。2020 年 11 月 に 財政 部 、 農 業 農村 部 、 民 政 
部 等 の 7 部門 か ら 、「 恵 民 恵 農 財 政 補助 金 ^ 一 本 通 ” 管 理 を さら に 強化 する こと に つい て の 指導 意見 」 

( 美 陸送 一 歩 加 強 恵 民 恵 衣 時 政 社 中 資 金 “一 末 通 ” 管理 的 指 号 意見) が 出さ れ 、 農業 農民 向け の 財 
政 補助 金 は 、2023 年 まで に 一 枚 の 金融 カー ド に よっ て 、 対 象 と な る 個人 ・ 世 帯 へ 直接 振り 込む と 
され た 。 同時 に 、 補助 金 を 整理 統合 し 、 支払 い の 統一 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 構築 、 補 助 金 に 関す る 政 
策 や 情報 の 公開 も 進め る こと が 指示 され て いる 。 

ご の 取り 組み は 、 一 部 の 地域 で は すでに 存在 し て いた 。 し か し 、 前 述 の よう に 、 村 幹部 が 村民 の 
代理 で カー ド を 作成 ・ 管 理 し て 補助 金 を 横領 する こと や 、 補助 金 申請 の 過程 で 虚偽 の 報告 を 行う な 
どの 不正 問題 が 発生 し て いた 。2020 年 の この 通達 は 、 関 係 する 部 署 が 経験 を 持ち 寄り 、 こ うし た 
問題 に 対処 し よう と し た も の で ある 。 


② 村 幹部 の 権限 の リス ト 化 と 業務 の 透明 化 : 「 小 微 権力 清 単 制度 」 

上 述 の 1 枚 カ ー ド で の 管理 方 式 で も 、 村 幹部 と 地方 政府 お よび 村民 の 間 の 情報 非対称 性 の 問題 
の 克服 が 必要 で あっ た 。 農 村 微 腐敗 の 根源 的 な 要因 と も いえ る この 問題 に 対処 し よう と する の が 、 

「 小 微 権力 清 単 制度 」 (微小 権 カ の リス ト 化 ・ 目 録 制 度 ) で ある 。2019 年 に 、 共 産 党 中 央 農業 弁 公 
室 と 農業 農村 部 が 、 全国 か ら 農 村 ガ バナ ンス の モデ ル と な る 経験 事例 を 収集 し た が 、 洒 江 省 寧 海 県 
の 小 微 権力 清 単 制度 は その 一 つ で あっ た 『。 

寧 海 県 は 2014 年 に 全国 で 初め て この 制度 を 実施 し 、 近 年 、 他 地域 に も 広がっ つて いる 。 そ の 特徴 
は 、a. 村 組織 ・ 村 幹部 が か か わる 村内 業務 ( 村 幹 部 の 権力 ・ 権 限 ) を リス ト ア ッ プ し て 明確 化 、b. 


3 「 店 人 民 群 炊 帯 着 満 満 的 安全 感 決 用 全面 小康 一 一 全国 時 黒 除 芝 大 項 斗 争 井 局 之 年 祭 述 」 
https:/ /wwwrccdi.gov.cn/ yaowen/201812/t20181227 185883.html (最終 アク セス 日 2022 年 1 月 30 日 ) 
は 「4 万 名 村 千 部 被 清 除 出 喘 伯 , 中 国 式 ^ 村 治 村 ? 背 后 」(『 中 国 新 聞 周 刊 』 総 第 975 期 、2020 年 12 月 Z 日 ) 
https:/ /wwwr.chinanews.com.cn / sh/2020/12-03/9353057.shtml (最終 アク セス 日 2022 年 1 月 30 日 ) 
” た だ し 、 ご この 9 万 3000 人 に は 、 村 罰 や 黒 悪 勢力 以外 の 条件 で 不適 格 と な っ た 候補 者 も いる と 考え られ 
る 。http:/ /wwwr.chinapeace.gov.cn/ chinapeace/c100007/2021-12/27/content 12578393.shtml (最終 ア 
クセ ス 日 2022 年 1 月 30 日 ) 
? 中 央 家 か ・ 家 否 寂 村 部 『 全 国 多 村 治 理 典型 案 例 』(2019 年 6 月 ) 

http:/ / www.moa.gov.cn/ gk/tzgg 1/tfw/201906/P020190827518569435956.pdf (2022 年 1 月 31 日 最 
終 ア クセ ス ) 
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リス ト ア ッ プ され た 村内 業務 の 実施 方 法 を フロ ー チ ャ ー ト 化 、 c. 村 務 監 督 体制 お よび 違反 行為 へ の 
処罰 に か か わる 規定 の 整備 、d. 制 度 の 実施 を 保障 する た め 、 県 、 鎮 の 党 政 府 の 監督 責任 を 明確 化 、 
に ある 。 以 下 で は 、 他 地域 の 取り 組み も 参照 し な が ら 、 上 記 の 各 点 に つい て 詳細 に 見 て みよ う 。 


3 寧 海 県 微小 権 カ リス ト 36 項目 


ー 、 村 令 重 大 決 策 事 項 | 1. 村 八重 大 事項 “ 五 送 決 策 法 " 

7 2. 物 次 、 服 勾 同 ,3. 微 型 工程 ,4. 小型 工程 3. 法定 規模 本 
寺 釣 呈 吾 華 * 

ー、 科 銀 務 区 事 項 准 以 上 工程 


語 二 3 6. 時 条 井 支 林 所 事 批 :7. 現金 支 取 ( 半 支 付 ):8. 持 村 千 部 
ー 笠 雪 時 衝 午 理事 項 1 生 凍 六 貼 久 放 9. 招待 旨 支 出 


四 、 村 人 銀 工 作 人 員 任 用 | 10. 民 兵 着 千 部 和 括 建 党 支 部 成 貞 任用 :11. 治 週 人 員 任 用 : 


事項 12. 文 志 、 出 多 ( 扱 央 只 ) 任 ( 隊 ) 用 :13. 店 時 用 人 、 用 
五 、 阻 光村 外事 項 14. 党 竹 公 井 :15. 村 色 公 井 :16. 時 色 公 井 

六 、 村 人 名 集 体 資源 和 次 | 17. 集 体 資 源 性 次 放 外 旨 :18. 時 皮 物 次 管理 :19. 集 体 土地 
庁 外 置 事項 征 収 及 征 収 未 秋 放 


上 、 村 民 宅 基地 車 靖 


事項 20. 家 村 宅 基地 事 批 


< ゅ と 121. 低 保 ( 五 保 ) 申 造 :22. 救 災 、 救 流 款 物 入 放 :23. 被 征 地 穴 

八 、 村 民 栽 助 、 救 災 才 | て に にょ いこ らん 。 ん 

人 | 民 基本 生活 保障 2 
ER 人 柄 項 社 貼 申 問 ,26. 党 内 区 愛 基金 申 久 


27. 印章 管理 :28. 戸 口 辻 移 :29. 分 戸 30. 形 発 管理 ,31. 水 、 
中 井戸 申 短 


十 、 辻 対生 育 服 衝 事項 3 効 人 口 婚 育 下 明か 理 ,33. 斗 諸 生 育 家 庭 炎 励 捧 助 金 
と 


ル 村民 用 凍 管 理事 項 


十 一 、 服 衝 村 民 其 他 | 34. 巴 后 色 人 週 解 ,。35. 党 只 外 人 共 系 辻 圭 。36. 肥 展 党員 
事項 工作 


出所 ) 中 央 家 か か ・ 疲 並 寂 村 部 『 全 国 多 村 治 理 典型 案 例 』p.85 


業務 の リス ト 化 に 関し て は 、 洒 江 省 寧 海 県 で は 、 図 3 の 通り 、19 (公共 権力 事項 ) +17 (住民 サ 
ービス 事項 ) の 合計 36 項目 が リス ト ア ッ プ され た 。 ま た 、 他 地域 で は 農業 関連 の 手当 ・ 補 助 金 が 


含ま れ て いる ケー ス も ある 。 
フロ ー チ ャ ー ト の 例 と し て 腐敗 の 多発 する 土地 収用 を 見 る と 、 江 菊 省 射 陽 県 で は 図 4 の よう に 
な っ て いる 。 


94 


77777777 


図 4 江 菊 省 射 陽 県 農村 土地 収用 、 収 用 補償 金 分 本 業務 に か か わる フロ ー チ ヤー ト 


共 国 土 局 陣 告 具 人 社 局 被 征 地 松 


青 苗 、 地 上 附 作物 社 位 征 地 社 位 才 到 村 村 ( 居 ) 商 定 后 提出 被 征 地 穴 民 社 


款 到 村 保 名 単 
村 ( 居 ) 商 定 后 提出 被 征 地 穴 民 社 
征 地 社 僅 款 分 配 投 保 名 単 , 公示 元 昇 次 后 提 内 (区) 
“ 四 送 想 公 井 ” 程 序 還 核 井 拓 具 政 府 碑 定 


扱 徒 て 区) 各 案 提供 分 配 方 案 
利 会 及 足 藤 


分 配 方 案 、 社 倍 清 単 


公示 時 同 不 少 


具 人 社 局 章 行 前 期 預 車 扱 
批 , 具 、 市 、 省 人 社 部 「] 
逐 人 車 核 穴 民 社会 保障 費 
用 落 実 及 到 基博 況 


人 社 部 ] 車 核 通 寺 后 , 具 
政府 対 保障 方 案 誠 行 批准 
井 狙 外 実 施 


村 財 委 全 程 貼 朱 


出所 ) 「 射 明 具 医 干 規 池 村 叙 ” 小 微 札 "的 窟 施 意見 ( 城 行 )」 (2018 年 4 月 4 日 ) 添付 資料 ツ 


監督 体制 は 、 記 海 県 で は 、「 一 網 一 線 」 の 監督 シス テム を 形成 し て いる 。 こ れ は 、 郷 鎮 の 職能 間 
門 、 村 務 監 督 委 員 会 、 大 衆 の 監督 の ネッ トワ ー ク ( 網 ) + 県 の 紀 律 検査 要員 会 か ら 村 の 村 務 監督 委 
員 会 まで の 監督 の ライ ン ( 線 ) を 意味 する 。 

また 、 監督 体制 に つい て は 、 同様 に 小 微 権力 清 単 制度 を 実施 し て いる 湖南 省 永 州 市 零 陵 区 の 「 村 
務 監 督 月 例会 」 を 見 て みよ う 。 こ れ は 、 中 国 社会 科学 院 に よる 『 反 腐 信 廉 苦 皮 毛 』 の 2018 年 版 で 
紹介 され 評価 を 得 て お り 、 モ デル 的 な 性 格 を も つも の と 考え られ る 。 

村 務 監督 月 例会 は 、 村 の 党 支部 と 村民 委員 会 の 幹部 、 村 務 監 督 委員 会 メン バー、 村 民 小 組長 、 村 
民代 表 か ら 構 成 さ れる 。 また 、 卿 鎮 街道 の 指導 幹部 ( 各 村 に は 「 連 絡 領 導 ] と 呼ば れる 担当 の 指導 
幹部 が 配置 され て いる )、 規 律 検査 要員 会 要員 、 村 駐在 幹部 が 現場 で 指導 、 監 督 に あたる 。 月 例会 
で は 、 村 主任 が 前 月 の 恵 民 政策 の 実施 状況 、 公 益 事業 の 推進 状況 を 報告 し 、 帳簿 担当 は 前 月 の 村 の 
収支 状況 を 報告 し b、 そ れ ら に つい て 質疑 応答 、 承 認 の 可否 決定 が な され る 。 

この 制度 で 注目 され る の は 、 郷 鎮 ・ 街 道 、 区 の 関与 で ある 。 月 例会 の 確実 な 実施 の た め に 、 区 共 
産 党委 員 会 に より 村 務 監 督 月 例会 工作 領 導 小 組 が 組織 され 、 区 委 書 記 が 主任 、 区 規律 検査 委員 会 書 


記 が 弁 公 室 主任 を 務め 、 組織 間 の 調整 を 行う 。 そ し て 、 規律 検査 要員 会 糸 統 が 推進 の 実務 を 中 心 的 


Y 射 陽 県 HP より 。http:/ /www.sheyang.cn/sy/bddt/20180619/001 247d5751-f731-4a9a-ac4f- 
d2e3fa2eb54f.htm (2022 年 1 月 31 日 最終 アク セス ) 
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に 担い 、 区 、 郷 鎮 街 道 の 紀 律 検査 委員 会 が 、 担 当 の 村 ・ 社 区 を も ち 、 村 務 監 督 委員 選挙 、 会 議 招集 
と 階 席 、 監 督 検査 等 を 行い 、 月 例会 の 常 上 化 、 規 範 化 、 持 続 性 を 促す 。 さ ら に 、 区 の 規律 検査 委員 
会 の 責任 者 と 卿 鎮 街道 の 担当 者 に 対し て は 、 村 務 監 督 月 例会 の 展開 状況 が 年 度 考査 の 項目 に な っ 
て いる 。 

永 州 市 零 陵 区 で は 、 さ ら に イン ター ネッ ト を 利用 し た 情報 公開 も 行っ て いる 。 村 務 の すべ て 、 村 
の 支出 に つい て も 1 つ 1 つの 領収 書 が イン ター ネッ ト で 公開 され 、「 一 村 一 微 信 群 」 に より Wechat 
グル ー プ で 共有 され る 。 そ し て 、 公 開 事項 は 、 区 ・ 卿 ・ 村 の それ ぞ れ の レベ ル で デー タベース と し 
て 保存 され る 。 こ の 他 に 、 重 大 な 村 務 の 番 議 と 決議 、 重 要 な 財務 の 支出 に 関す る 討論 など は 、 録画 
し 保存 する こと が 求め られ て いる 。 幹部 の 不正 告発 を 簡便 に する よう に 、OR コー ド で の 通報 方 法 
も 用 意 さ れ て いる 。 

以上 の よう な 村 務 監督 の 会 議 体 やめ フロ ー チ ャ ー ト 化 さ れ た 村 務 ・ 公 共 事 業 実施 の プロ セス 自体 
が 新しい も の か どう か は 、 別途 検証 が 必要 で あり 、 これ まで の 制度 の 運用 で 可能 で あっ た か も し れ 
な い 。 し か し 、 村 に 出入 りす る 、 村 民 の 利益 に か か わる 物 ・ 財 ・ 情 報 を 網 羅 的 に 把握 で きる よう 制 
度 化し た 点 に は 新 し さ が ある 。 また 、 地方 政府 が 制度 の 実施 を 担保 する よう 細か く 指 導 ・ 監 督 する 
仕組 みな っ つて いる こと や 、IT が 活用 され る こと も 相まって 、 腐 敗 を 企てる 幹部 に と っ て は 、 腐 敗 
の 隠 べ い の 難 度 が 上 が り 、 発覚 の リス ク も 上 昇 し 、 腐敗 の コス ト は 確実 に 高まっ て いる と 言え る だ 
ろう 。 


5. お わり に 

人 民 公 社 解体 後 の 農 村 の ガバ ナン ス の 基本 的 な 特徴 は 、 村 レベ ル を 自治 組織 に し て 、 村 幹 部 を 官 
僚 制 の 枠組 み の 外 に 置い た こと に ある 。 地方 政府 は 、 非 官 僚 で ある 村 幹 部 に 裁量 を 与え 、 運営 を 委 
ね て いた 。 ここ に 官 と も 民 と も つか な い 、 合法 と も 非 合 法 と も 言い 難い 曖昧 な 空間 = 灰色 の 空間 が 
生じ し る こと と な っ た の で ある 。 

これ は 、 党 ・ 国 家 か ら す れ ば 、 低 コス ト の 農村 統治 の 方 法 で あっ た 。 し か し 同時 に 腐敗 の 高 リス 
ク 体制 に も な っ た 。 灰色 空間 に いる 村 幹 部 に 対す る 監督 を 、 村民 自治 制度 と し て 、 村 の 自治 に 委ね 
た 時 点 で 監督 の 実効 性 は 保 た れ 難 く 、 また 、 上 か ら の 恒常 的 な 監督 で 制度 の 実効 性 を 担 保 する こと 
も な され て ご こ な か っ た か ら で あ る 。 そ れ で も 農村 へ の 財政 投入 が 少な い 時 期 に は 、 こ の や り 方 に は 、 
ー 定 の 有効 性 が あっ た と 言え る だ ろう 。 「 自 力 更生 」 的 に 村 の 安定 と 活力 を 引き 出す こと が で きた 
の で ある 。 

し か し 、2000 年 代 半 ば 以降 は 、 農 村 へ の 財政 投入 が 増加 し 、 都 市 化 に よる 土地 収用 も 拡大 する 
な ど 、 大 量 の モノ ・ 金 が 村 に 流れ 込む 時 代 へ と 転換 し た 。 それ に 伴い これ まで の ガバ ナン ス の 有効 
性 に 陰り が 生じ た 。 お し ろ 、 事 業 費 の 流失 、 党 ・ 政 府 へ の 不信 、 上 訪 に よる 社会 不安 な ど 、 腐 敗 の 
高 リ スク 体制 の マイ ナス 面 が 顕在 化し た の で ある 。 

ご うし た こと か ら 、 微 腐 敗 対 策 は 、 農村 の ガバ ナン ス 改 革 と 同時 進行 せ ざ る を 得 な いも の で あっ 
た と 言え る だ ろう 。 低 コス ト だ が 腐敗 高 リ スク の 農村 ガバ ナン ス の 時 代 は 終 述 し 、ITT テク ノロ ジ 
ー も 活用 し つつ 、 党 ・ 国 家 が 金 と 手間 を か け 続 ける 農村 ガバ ナン ス へ の 転換 で ある 。 こ の こと は 、 
自律 性 を 欠い た 「 自 治 」 の 制度 の 強化 と いう アン ビバ レン ト な 状況 も も た らし て いる 。 

で は 、 微 腐敗 対策 に よっ て 、 これ まで の 農村 ガバ ナン ス が 生み 出し た 灰色 空間 は どう な る の で あ 
ろう か 。 政府 か ら の 各種 補助 金 の 支給 の 際 に 村 幹 部 を 通さ な いな ど 、 灰色 空間 自体 を 縮小 する 動き 
は ある 。 し か し 、 それ は 、 今 の と ころ 限 定 的 と 言え る だ ろう 。 お し ろ 、 自由 裁量 の 空間 は 与え る が 、 
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その 自由 が 次 意 的 に な ら な いよ うに 、 す な わ ち 、 腐敗 空間 へ の 転落 と な ら ぬ よう 、 村 幹部 の 行動 が 
捕捉 され る シス テム が 整備 され つつ ある と と ら え る 方 が 適切 で あろ う 。 

最後 に 今後 の 検証 課題 を あげ て お きた い 。 習 近 平 指導 部 に よる 反 腐 敗 政策 、 反 腐敗 運動 に よっ て 、 
農村 部 の 腐敗 は 持続 的 に コン トロ ー ル 可能 な ちの と な る の だ ろう か 。 さら に は 、 一 部 農村 に 見 られ 
る 、 村 軸 ・ 保 護 傘 に よる も う 1 つの 農村 秩序 を 解体 さす せる こと が で きる の で あろ うか 。 

中 国 以外 の 社会 を 見 て も 、 腐敗 の 根絶 は 難し い の が 実情 で ある が 、 上 に 政策 あれ ば 下 に 対策 あり 
と 言わ れる 中 国 に お いて は な お さら 、 反 腐 了 敗 の さま ざま な 措置 、 制度 が どこ まで 持続 的 に 実働 する 
の か に は 疑問 も や 呈 さ れる 。IMelanie Manion は 、 習 近 平 時 代 の 反 腐 敗 に は 、 中 央 レベ ル に お いて 
は 、 良い ガバ ナン ス へ の 実行 が 予測 され る コミ ッ ト メ ント を 見 出す こと が で き 、 これ まで と の 質 的 
な 違い が 存在 する こと を 指摘 し て いる (Manion 2016) 。 これが 、 地方 お よび 基層 の 幹部 、 民 衆 の 反 
腐 改 へ か か わり 方 も 変え る ご こと に な る の か が 問わ れる だ ろう 。 

また 、 腐 敗 を 分 析 社 会 学 的 観点 か ら 考察 し た Peter Graeff は 、 腐 敗 抑止 の た め の 監 督 メ カニ ズム 
は 腐敗 の 減少 を も た ら す 一 方 で 、 こ れ ま で 腐敗 関係 に あっ た 人 々 の つなが り ・ 信 頼 を 強化 し 、 新た 
な 腐敗 行為 を 引き 起こ すこ と を 論じ て いる (Graeff 2016 : 62)。 そ うな る と 、 人 々 の 相互 行為 の あ 
り よ う を 意識 や 規範 の レベ ル で 変え うる 微 腐 敗 対 策 が 求め られ る の で は な い だ ろ うか 。 

ご うし た 点 に つい て は 、 香港 の 廉 政 建設 の 成功 要因 と し て 、 社会 中 心 主義 の ガバ ナン ス の 存在 が 
指摘 され て いる こと が 示唆 的 で ある 。 香 港 で は 、 上 か ら の 反 腐 敗 の 強力 な 取り 組み (国家 中 心 主義 ) 
に 加え て 、 人 々 の 間 で 腐敗 を 許さ な い 文 化 の 形成 、 積 極 的 に 告発 に 加わ る 行動 が 定着 し た と いう 

( 岳 2016:131) 。 そ の 背後 に は 、 人 々 の 腐敗 へ の 不満 や 怒り 、 腐 敗 摘発 へ の 参加 で 得 ら れる 利益 、 
市 民 社 会 が 成長 し て いつ っ た こと な ど が 指摘 され て いる ( 李 2015) 。 

本 稿 の 文脈 で 言え ば 、 こ ご これ は 、 腐敗 抑制 シス テム と し て 機能 する 「 廉 政文 化 」 の 形成 と いう 文化 
的 アプ ロー チ の 問題 と か か わる だ ろう 。 現行 の 微 腐 敗 対策 は 、 廉 政文 化 形成 へ の 道筋 を つけ る こと 
が で きる の だ ろう か 。 そ し て 、 ご の こと は 、 個 々 人 が どの よう に 社会 と か か わり 、 社 会 を 形成 し て 
いく の か と いう 問題 と つなが る だ ろう 。 
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選挙 に お ける 腐敗 と 中 国共 産 党 の 支配 
ー 選 挙 制度 に ある 「 曖 昧 な 空間 」 の 利用 
中 岡 まり 


1. 問題 の 所 在 

2012-13 年 に か け て 全国 人 民代 表 大 会 (以下 、 人 民代 表 大 会 は 人 大 と 略す ) と 湖南 省 人 民代 表 
大 会 の 代表 を めぐ る 大 型 の 選挙 買収 ( 賭 選 ) が お こっ た 。 境 寧 省 選出 の 全 人 大 代表 45 名 が 贈 周 
で 当選 無効 と な か り 、 彼 ら を 選出 し た 遼寧 省 人 大 代表 619 名 の うち 523 名 が 収 賭 に 関与 し た と さ 
れ 、454 名 が 職務 を 停止 され た 。 そ の 中 に は 108 名 の 遼寧 省 人 大 常務 委員 会 委員 (以下 、 常 委 会 
と 略す ) が 含ま れ て いた (人 民 網 、2016.09.18)。 ま た 、 湖 南 省 衡 陽 市 か ら 省 人 大 代表 に 当選 し た 
76 名 の うち 、56 名 が 計 1.1 億 元 余 の 贈 賭 を 行い 、 衡 陽 市 人 大 代表 527 名 の うち 518 名 と 大 会 工 
作 関 係 者 68 名 が これ を 受け 取っ て いた (人 民 網 、2013.12.28)。 こ ご これ ら は 関与 し た も の が 全 人 大 代 
表 や 副 省 長 な ど 高 位 の 人 物 で 、 し か も 大 規模 な 贈 収 骨 で あり 、 こ れ に より 遼寧 省 人 大 、 湖 南 省 人 
大 、 衡 陽 市 人 大 が 機能 不全 に 陥る な ど 影 響 び 大 きか っ た こと か ら 重 大 な 問題 と な っ た 。 

で は 、 な ぜ 中 国 の 人 大 間接 選挙 に お いて 買収 が 起こ る の か 、 選 挙 に お ける 腐敗 の 原因 と メカ ニニ 
ズム は 何 か 、 と いう の が 本 稿 で の 主 な 問い で ある 。 中 国 で は 選挙 買収 事案 に つい て 、 そ の 原因 で 
は な く 、 結 果 と 影響 を 問題 視 し て いた 。 共産 党 は この 大 規模 選挙 買収 事件 を 、 人 大 制度 と 社会 主 
義 民主 政治 と 国家 の 法律 お よび 党 の 規律 に 対す る 挑戦 で ある と 規定 し て いる (人 民 綱 
2013.12.28)。 中 国 で の 主 な 学問 的 関心 は 選挙 買収 の 過程 と その 結果 に 対す る 選挙 法 や 組織 法 ! の 問 


2017) 。 ご うし た 中 、 人 大 間接 選挙 に お いて 買収 が 起こ っ た 原因 に つい て 触れ て いる 先行 研究 
は 、 以 下 の 5 点 を 指摘 し て いる 。 第 一 に 推薦 制度 の 閉鎖 性 、 第 二 に 候補 者 間 で 正当 な 競争 が 行わ 
れ な いこ と 、 第 三 に 監督 機能 が な いこ と 、 第 四 に 処罰 メカ ニズム が 不 完全 で ある こと 、 第 五 に 企 
業 家 に よる 政治 へ の 接近 で ある 。 

第 一 の 推薦 制度 の 閉鎖 性 に つい て は 、 選 挙 法 は 代表 候補 の 推薦 は 党派 ・ 団 体 推薦 と 選挙 民 あ る 
い は 代表 10 名 の 連名 の 推薦 と し て いる が 、 実 際 に は 選挙 民 や 団体 に よる 推薦 は 重視 され ず 、 上 
級 の 鶴 の 一 言 で 決ま る と 指摘 し て いる ( 王 、201422・ : 黄 ・、201930)。 ま た 、 ご の 過程 が 公 
開 性 と 透明 性 に 欠け る こと を 指摘 し て いる ( 張 、2015,11-12 : 唐 ・ 染 、201Z83) 。 

第 二 の 候補 者 間 で 正当 な 競争 が 行わ れ な いこ ご こと に つい て は 、 地 方 で は 差額 選挙 は 形式 的 な も の 
と な っ て お り 、 上 級 の 意図 が 明確 な 「 当 て 馬 」 候補 が 設定 され て いて 、 得 票数 が 0 の こと も ある 
と し て いる ( 王 、2014.22) 。 李 月 軍 は 正当 な 競争 が 行わ れ 得 な い が ゆ え に 代 表 当 選 を 目指 す 個 々 
人 が 等 し く 利 用 で きる 金銭 と いう 資源 を 使う と いう 「 理 性 的 」 な 選択 を し た 結果 、 大 規模 な 贈 周 
事件 に 発展 し た と 指摘 し て いる ( 李 、2014.13) 。 唐 皇 鳳 ら は 、 選 挙 買 収 は 資本 と 権力 を 使っ た 異 
形 な 政治 参加 の 一 つ で ある と 指摘 し て いる (201Z.83) 。 

第 三 の 監 督 機能 が な いこ と に つい て は 、 選 挙 を 管轄 する 組織 が 同級 人 大 常 要 会 で ある こと か 
ら 、 党 政 幹部 同士 で 面識 が ある な ど 、 独 立 性 と 代表 性 、 専 門 性 の 点 で 問題 を 挙げ 、 実 質 的 な 監督 
が 機能 し な いこ と を 指摘 し て いる ( 唐 ・ 梁 、201Z84) 。 ま た 、 選 挙 民 や 選出 し た 単位 の 監督 意識 


1 本 稿 で は 選挙 法 は 「 中 華人 民 共 和 国 全国 人 民代 表 大 会 和 地 方 各 級 人 民代 表 大 会 選挙 法 」、 組 織 法 は 「 中 華人 民 共 
和 国 地方 各 級 人 民代 表 大 会 和 地 方 各 級 人 民代 表 政 府 組織 法 」 を 意味 する 。2012-13 年 の 事例 を 扱う た め 、 こ ご こ ご で 
は 2010 年 選挙 法 と 2004 年 組織 法 を 用 いる 。 
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の 低 さ を 指摘 する も の も ある ( 張 ・ 劉 、2016,15,16 : 李 201Z70) ) 。 

第 四 の 処罰 メカ ニズム が 不 完全 で ある こと に つい て は 、 刑 法 256 条 と 選挙 法 第 55 条 に 規定 が 
ある が 、 そ れ ぞ れ 「 三 年 以下 の 刑 に 処す る 」「 法 に 則り 処罰 する 」 と いう 曖昧 な も の で 、 し か も 
選挙 買収 に つい て は 贈 賭 者 の み が 処 罰 の 対象 と な る た め 、 抑 止 力 と し て 働か な いこ と が 指摘 され 
て いる ( 王 、2014.23) 。 

第 五 の 企業 家 た ち に よる 政治 へ の 接近 を 指摘 する も の は 、 選 挙 買 収 を めぐ る 腐敗 の 原因 を 地方 
の 党 機 関 と 政府 と の 関係 を 強化 し 、 事 業 展開 を 有利 に 進め 、 社 会 的 地位 を 向上 させ よう と する 企 
業 家 た ち に 求め て いる ( 馬 、2016 : 劉 、2014) 。 

筆者 は 、 特 に 先行 研究 の 推薦 制度 の 閉鎖 性 と 候補 者 間 で 正当 な 競争 が 行わ れ て いな い 点 を 取り 
上 げた も の の 中 で 、 選 挙 買 収 が 起こ る 原因 と し て 指摘 され て いな い 、 あ る い は 意図 的 に 除外 され 
て いる 部 分 が ある と 考え る 。 そ れ は 、 代 表 候 補 を 推薦 ・ 決 定 する 段階 と 投票 行動 を 指導 する 際 
に 、 党 が 予定 し た 候補 を 正式 代表 候補 と し 、 ご これ を 当選 させ る た め の 「 意 図 的 に 隠さ れ 、 曖 昧 に 
され て いる 」 作業 段階 が ある こと で ある 。 本稿 で は 、 湖 南 省 人 大 代表 選出 に 関わ る 衡 陽 市 人 大 で 
の 間接 選挙 を 取り 上 げ 、 党 が 選挙 制度 を 通し て 体制 内 エリ ー ト に ポス ト 分 配 す る た め に 利用 し て 
きた 「 曖 昧 な 空間 ]」 が 、 そ の 曖昧 さゆ え に 贈 賭 者 と な っ た 企業 家 や 党 政 領 導 幹部 ら と 収 賭 者 と な 
っ た 人 民代 表 と 選挙 工作 者 た ち に 利用 され た こと を 論証 する 。 


II. 選挙 買収 の 事案 の 概要 

( 1 ) 人 大 間接 選挙 の 制度 -「 曖 昧 な 空間 」 の 存在 

まず 、 選 挙 法 に 基づき 、 県 レベ ル よ り 上 の 人 大 代表 選出 に 際 し て 行わ れる 間接 選挙 に つい て 説 
明 す る 。 中 国 の 行政 区 分 は 、 中 央 一 省 級 ( 省 ・ 直 轄 市 ・ 自 治 区 ) 一 県 級 (県 、 市 轄 区 、 自 治 県 、 
市 ) 一 独 級 ( 卿 ・ 鎮 ・ 民 族 郷 ) に 分 か れ て いる (憲法 第 30 条 )。 県 級 以 下 の 人 大 は それ ぞ れ 直接 選 
挙 で 、 選 挙 民 の 投票 に より 選出 され る 。 全 人 大 と 省 級 人 大 は それ ぞ れ 一 級 下 の 省 級 人 大 と 県 級 人 
大 の 人 大 代表 の 投票 に よる 間接 選挙 で 選出 され る (選挙 法 第 2 条 )。 投 票 者 は 人 民代 表 に 限ら れる 
た め 、 選 符 買 収 を 行う 際 に は 、 買 収 対象 者 が 直接 選挙 より も 大 幅 に 少な く 、 買 収 は 容易 に な る 。 
選挙 管理 の 側面 か ら み る と 、 和 省 級 以上 の 人 大 の 選挙 は 、 同 級 の 人 大 常 委 会 が 主催 する (選挙 法 第 8 
条 )。 つ まり 、 人 民代 表 候 補 の 対象 者 が 、 自 身 が 選出 され る 選挙 を 主催 、 管 理 し 、 第 三 者 の 監督 
が 入ら な いた め 、 不 正 が 容易 に な る 。 

間接 選挙 の 過程 に お いて 重要 な の は 推薦 と 投票 の 段階 で 、 贈 収 馬 は この 二 つ の 段階 に お いて 起 
ご る 。 本 稿 で は 特に 推薦 と 投票 の 段階 に 設け られ て いる 意図 的 な 「 曖 昧 な 過程 」 に つい て 指摘 し 
て お きた い 。 代 表 候 補 の 推薦 に つい て は 、 各 政党 ・ 団 体 に よる 推薦 と 選挙 民 あ る い は 人 民代 表 
10 名 以上 の 連名 に よる 推薦 を 行う こと が で きる (選挙 法 第 29 条 )、 と 規定 され て いる の み で あ 
る 。 し か し 、 徐 前 紅 に よる と 、 実 際 の 過程 は 以下 の ひよ うに な っ て いる (系 、2014)。 候 補 の 選出 
方 法 に は 三種 類 あ る 。 第 一 に 省 党委 組織 部 と 省 党委 統一 戦線 部 (以下 、 統 戦 部 と 略す ) が 省 人 大 常 
委 会 に 褒 っ た 後 、 指 定 する 特殊 な 身分 の 代表 候補 が いる 。 第 二 に 市 党委 組織 部 と 市 党委 統 戦 部 が 
市 人 大 常 和 要 会 に 褒 っ て か ら 推 薦 する 候補 、 第 三 に 法 に 定め られ た 人 数 の 市 人 民代 表 た ち が 連 名 で 
推薦 する 候補 者 で ある 。 通 常 は 選挙 を 秩序 立て て 進め る た め 、 人 大 主席 団 と 換 期 領 導 小 組 は さま 
ざま な 組織 を 利用 し て 前 二 者 が 順調 に 当選 する よう 確実 に する た め の 措 置 を と る 。 そ の 措置 と 
は 、 人 大 代表 の 中 で 党員 会 議 を ひら く こ と や 、 各 代表 団 で 協議 に 先立ち 組織 の 意図 を 伝え る こ 
と 、 各 代表 団 の 代表 工作 委員 会 が 具体 的 な 技術 を 伴う 措置 を 取り 、 組 織 の 意図 を 貫徹 する こと を 
含む ( 秦 、2014)。 こ れ は 党委 員 会 に こっ て も 組織 の カカ を 使っ て 非 公 式 の 影響 力 を 駆使 し て 完成 
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させ る 非常 に 政治 性 の 高い 任務 で ある ( 唐 ・ 染 、201Z84)。 

ご の 推薦 と 検討 の 過程 は 人 大 常 和 要 会 と 人 大 常 委 会 の 下部 組織 で ある 選挙 任免 連絡 工作 委員 会 
(以下 、 連 工 委 と 略す ) が 関わ る ブラ ッ ク ボ ックス と な っ て いる ( 湘 陰 県 人 大 、2016) 。 こ ご の 過 
程 が ブラ ッ ク ボ ックス と いう 「 曖 昧 な 空間 」 と し て 設置 され て いる の は 、 人 大 の 代表 構成 を 共産 
党 が すべ て コン トロ ー ル する た めで ある 。 人 大 は 単なる 議会 で は な く 「 国 家 権 力 機関 ] で あり 、 
人 民 が その 国家 権力 を 行使 する 場 で ある た め 、 代 表 に は 共産 党 ・ 人 民政 府 の 各部 門 、 司 法 、 検 察 
の 指導 者 な ど が 含ま れる 必要 が ある 。 ま た 、 選 挙 法 第 6 条 は 代表 に 適切 な 数 の 基層 の 代表 、 特 に 
労働 者 ・ 農 民 ・ 知 識 分 子 を 含む お よう 規定 し て いる 。 一 定 の 代表 性 を 備え た 人 材 と 、 各 地方 の 政権 
運営 に 必要 な 党 政 領 導 幹 部 を 代表 と し て 当選 させ る こと 、 ご これ を 党 が すべ て 指導 し て 各地 方 の 政 
治 ・ 社 会 ・ 経 済 エ リー ト の ポス ト 配 分 を 行う こと は 、 地 方 で の 共産 党 権 力 の 浸透 に 必要 不可 欠 で 
ある 。 ご の た め 、 選 挙 制度 の 推薦 ・ 協 議 ・ 決 定 の 段階 と 投票 へ の 働き か け の 段階 に 党 が 自由 に 千 
渉 で きる 「 曖 昧 な 空間 」 が 設定 され て いる 。 

選挙 法 に よる と 、 推 薦 ・ 協 議 (選挙 法 第 31 条 ) の 後 、 人 大 主席 団 か ら 代表 候補 者 名 簿 と その 基本 
状況 が 代表 全体 に 配布 され (選挙 法 第 33 条 )、 代 表 全 体 で 協議 ・ 討 論 し 、 定 数 の 1.2-2 倍 の 正式 代 
表 候 補 の 名 簿 を 確定 し 、 代 表 が 無記名 投票 を 行う (選挙 法 第 38 条 )。 当 選 が 確定 し た 後 は 、 代 表 資 
格 審 査 委員 会 が 設立 され 、 代 表 の 選挙 が 合法 で あっ た か を 審査 する (組織 法 50,51 条 )。 推薦 ・ 正 
式 代表 候補 確定 の 段階 で 贈 収 賭 が 行わ れ 、 贈 賭 者 が 正式 代表 候補 に 確定 され れ ば 、 次 は 投票 の 段 
階 で 当選 を 目指 し た 買収 が 行わ れる 。 


(2 ) 湖南 省 人 大 選挙 で の 選挙 買収 

本 稿 で 具体 例 と し て 取り 上 げ る 衡 陽 市 人 大 で 起こ っ た 湖南 省 人 大 代表 選出 の 選挙 で の 選挙 買収 
の 事案 を 見 て いこ う 。 第 12 期 湖南 省 人 大 786 名 の 代表 は 、13 の 市 と 軍 が それ ぞ れ 代表 団 を 形成 
し て 投票 し 、 衡 陽 市 は 76 名 の 湖南 省 人 大 を 選出 し た (長沙 晩 報 、2013)。 選 挙 法 第 8 条 に よれ ば 
省 人 大 代表 を 選出 する 選挙 は 省 人 大 常 委 会 が 選挙 管理 を 行う と され る が 、60 名 余 の 常 委 会 の メ 
ン バ ー は ほとん ど が ぉ 職 で 選挙 管理 工作 を 行う 余裕 も な いた め ( 湖 南 省 人 大 網 、2021)、 実 質 的 な 
選挙 工作 は それ ぞ れ の 市 人 大 常 委 会 が 行う こと に な る 。2013 年 10 月 末 に 中 央 巡視 組 の 査察 に よ 
り 、 衡 陽 市 人 大 で の 選挙 で の 贈 収 由 が 明らか に な っ た ( 林 、2014) 。 当 選 し た 76 名 の 省 人 大 代表 
の うち 56 名 が 総額 1.1 億 元 余 の 金銭 を 贈り 、 食 事 代 な ども 負担 する こと に より 桂 を 買収 し て い 
た 。 衡 陽 市 人 大 代表 527 名 の うち 518 名 が 総額 1 億 元 余 を 受け 取り 、 選 挙 工作 上 員 68 名 が 1000 万 
元 を 受け 取っ つて いた ( 劉 、2014)。 そ の 結果 、 贈 貼 側 の 湖南 省 人 大 代表 56 名 が 当選 無効 と な り 、 収 
賭 側 の 衡 陽 市 人 大 代表 512 名 が 資格 を 停止 され た (人 民 網 、2013)。 衡 陽 市 党委 書記 で 市 人 大 換 期 
領 導 小 組 組長 と し て 選挙 工作 を 指導 する 立場 に あっ た 童 名 謙 は 懲役 5 年 、 衡 陽 市 人 大 常 委 会 主任 
で あっ た 胡 国 初 は 懲役 5 年 6 か 月 の 判決 を 受け 、 紀 律 検査 委員 会 書記 、 組 織部 部 長 を は じ め と し 
て 衡 陽 市 で 処分 され た も の は 500 名 近く に の ぼっ つた ( 劉 、2014)。 

衡 陽 市 人 大 で の 選 芋 買 収 の 特徴 は こつ ある 。 第 一 に 選 共 管 理 を 行う 側 で ある 市 人 大 の 連 工 委 が 
収 賭 側 に 回 り 、 買 収 に 加担 し て いた こと で ある 。 市 人 大 常 委 会 の 下部 組織 で ある 連 工 委 が 関与 す 
る こと で 、 贈 賭 側 と 収 賭 側 の 連絡 が 恒常 化 さ れ 、 選 挙 買 収 が 「 制 度 化 ] され た た め 、500 名 を 超 
える 収 賭 側 へ の 金品 の 配布 も 確実 に 行う こと が で きた の で ある 。 第 二 に 買収 側が 企業 家 だ け で は 
な く 、 市 ・ 区 政府 も 部 署 ぐ る み で 買収 を 行っ た 点 で ある 。 通常 、 市 ・ 区 政府 の 指導 幹部 の ポス ト 
は 省 人 大 代表 の 枠 を あら か じ め 割 り 当 て られ て お り 、 買 収 を 行う 必要 は な い ( 唐 ・ 染 、 
201Z82)。 買 収 を 行う の は 専ら 自ら の 事業 や 財産 を 守り 、 社 会 的 地位 の 向上 を 目指 す 企 業 家 で あ 
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る 。 し か し 、 衡 陽 市 で は 、 買 収 され た 56 の 省 人 大 の 議席 の うち 、30 議席 は 私 営 企業 家 で あっ た 
が 、35.7% に あたる 20 議席 は 市 及び 区 レベ ル 以 下 の 幹 部 で 、 し か も 買収 資金 は 所 属 部 署 が 提供 し 
て いた の で ある ( 張 、2014)。 選 挙 買 収 が 単に 個人 の 資質 や 道徳 心 の 問題 で は な く 、 衡 陽 市 で は 

組織 的 か つ 計 画 的 な 腐敗 が 起き て いた と いえ る 。 


(3) 選挙 買収 の 問題 点 - 共 産 党 に よる ボス ト 分 配 の 権力 の 侵害 

前 述 し た よう に 共産 党 自身 は 衡 陽 市 人 大 で の 選挙 買収 を 、 人 大 制度 と 社会 主義 民主 政治 と 国家 
の 法律 お よび 党 の 規律 に 対す る 挑戦 で ある と 規定 し て いた (人 民 網 、2013.12.28)。 

問題 点 と し て 更に 指摘 し た い の は 、 選 挙 買 収 が 党 の 支配 を 侵食 する 点 で ある 。 す な わ ち 、 選 挙 
買収 に より 、 従 来 、 共 産 党 が 権力 に より 独占 し て きた 議席 の 配分 が 、 金 銭 の 力 に より 変動 する 事 
態 が 起こ り 、 省 人 大 代表 と いう 重要 な ポス ト の 配分 に お いて 、 党 の 権力 より も 金銭 が 力 を 持つ よ 
うに な っ て いた 。 ご これ は 党 の 支配 を 揺るが す 事 態 で あっ た 。 そ し て 

その 結果 、 代 表 構 成 は 党 が 求め て いた も の と 異な り 、 人 民代 表 大 会 で は な く 「 官 商 代表 大 会 」 と 
鬼 拉 さ れる も の に な っ て いた ( 張 、2014) 。 

通常 、 選 挙 工作 を 担当 する 部 門 は 、 前 述 し た よう に 「 指 定 さ れ た 代表 」 を 当選 させ る た め に 強 
い 指 導 を 行い 、 予 定 し て いた 人 事 を 貫徹 する (系 、2014)。 こ ご これ に より 、 党 は 党 の 内 外 の 人 々 に 
共産 党 が ポス ト を 分 配 す る 、 す な わ ち 権力 を 分 配 する 力 を 持っ て いる こと を 誇示 し 、 党 に 忠誠 心 
を 持つ メリ ッ ト を 知ら し め る 。 衡 陽 市 で も 「 指 定 さ れ た 代表 」 の うち 、 国 家 ・ 省 レベ ル の 党 政 幹 
部 と 市 人 大 ・ 市 党委 の 高位 の 指導 者 た ち は 党 か ら の ボ ポスト の 分 配 を 信じ 、 買 収 を 行っ て いな い 。 
し か し 、 従 来 は 党 に よる 「 指 定 さ れ た 代表 」 で ある は ず の 市 政府 の 各部 門 の 幹部 と 区 県 レベ ル の 
指導 者 計 20 名 が 部 署 ぐ る み で 贈 賭 を 行っ た :。 買 収 に 関わ っ た の は 衡 陽 市 た ば ご 専売 局 ・ 地 税 
局 ・ 電 業 局 ・ 人 的 資源 と 社会 保障 局 ・ 交 通運 輸 局 ・ 国土 資源 局 の 局長 、 区 長 2 名 と 県 庁 2 名 ら で 
彰 、2014)、 こ れ ら の 組織 で は 上 級 党 組織 の 権力 より も 金銭 の 力 の 信頼 性 が 勝つ っ た と 考え られ 
。 共産党 に よる 権力 分 配 の シス テム が 人 金銭 の 力 に より 歪め られ た こと が 、 党 の 支配 の 影響 力 が 
限定 的 に な っ て いる こと を 示し て いる 。 


II. 選挙 買収 が 可能 に な る 理由 一 共産 党 の 支配 の た め の 「 曖 昧 な 」 段階 

本 節 で は 、 前 節 で 指摘 し た 「 曖 昧 な 空間 」 を 実際 に 贈 賭 側 と 収 賭 側が どの よう に 利用 し た か を 
説明 し 、 衡 陽 市 人 大 に お いて 大 規模 な 買収 が 成立 し た 理由 を 、 制 度 的 側面 と アク ター の 動機 か ら 
考察 する 。 

( 1 ) どの よう に 利用 し た の か - 制 度 的 側面 

第 2 節 第 1 頂 で 述べ た よう に 、 人 大 間接 選挙 に お いて は 、 推 薦 ・ 協 議 ・ 決 定 の 段階 と 投票 の 段 
階 が 贈 収 賭 の 舞台 と な る 。 い ずれ の 段階 に お いて も ベ + 賭 側 は 当選 を 目指 す 党 政 幹部 や 企業 家 で あ 
る が 、 収 賭 側が 段階 に より 異な る 。 推 薦 ・ 決 定 の 段階 で は 衡 陽 市 人 大 代表 と 連 工 委 ら 選 挙 工作 人 
員 が 対象 と な り 、 投 票 の 段階 で は 衡 陽 市 人 大 代表 が 対象 と な る 。 
① 推 薦 ・ 協 議 ・ 決 定 段階 

この 段階 に 前 節 で 述べ た 「 曖 昧 な 空間 ]」 が ある 。 候 補 者 の 推薦 は 第 2 節 で みた よう に ① 省 レ 
ベル か ら の 指定 、② 市 党委 と 市 人 大 常 和 要 会 の 協議 に よる 推薦 、(③ 市 人 大 代表 の 連名 に よる 推薦 
の 3 種類 に 分 か れる ( 徐 、2014)。 当 選 す る に は 、 ま ずい ずれ か の 方 法 で 推薦 され 、 正 式 代表 候 


2 組織 ぐる み で 贈 由 を 行う 際 の 資金 集め の 手法 は 四川 省 南 充 市 党委 員 会 を めぐ る 選 和 挙 買収 を 記録 し た 「 四 川南 充 
換 届 周 選 案 全 記 録 」 に 詳し い ( 維 家 染 ) 。 
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補 者 に 選ば れる こと が 肝要 で ある 。 買 収 に よっ て 影響 力 を 及ぼ すこ と が で きる の は 、 市 レベ ル で 
関与 で きる (②・(③ の 推薦 方 法 で ある 。 

候補 者 推薦 と 正式 代表 候補 者 決定 の 段階 は 選挙 法 第 31 条 で 「 代 表 候 補 者 の 推薦 ・ 協 議 に か か 
る 日 数 は 2 日 以下 で あっ て は いけ な い 。 当該 級 の 人 大 主席 団 が 代表 候補 名 簿 と 代表 候補 の 基本 情 
報 を 印刷 し て 代表 全体 に 発出 し 、 代 表 全 体 で 協議 ・ 討 論 す る 。 推 薦 さ れ た も の が 規定 の 差額 の 範 
囲 内 で あれ ば 、 そ の まま 投票 を 行い 、 超 えて いれ ば 予備 選挙 を 行い 、 そ の 得票 数 順に 正式 代表 候 
補 名 簿 を 確定 し 、 投 票 を 行う 」 と 規定 し て いる 3。 つ まり 、 最 短 で は 3 日 で 推薦 ・ 協 議 を 終え る 
ご と が で き 、 実際 の 工程 を 見 る と 形式 的 な も の と 考え られ る 。 張 (2014) に よる と 、 党 派 ・ 団 体 
に よる 推薦 名 簿 は 推薦 段階 で は 封 蔵 され た 状態 で 人 大 主席 団 に 渡さ れ 、 人 大 主席 団 が 名 簿 と し て 
公表 する まで の 過程 は ブラ ッ ク ボ ックス で ある 。 衡 陽 市 で は 2008 年 まで は 人 大 ある い は 人 大 が 
党委 組織 部 門 と 連絡 を 取り 、 候 補 者 を 審査 し 、 代 表 の 構成 に つい て も 厳格 な 要求 を し て いた 。 し 
か し 、2008 年 選挙 以降 、 組 織部 門 が 単独 で 候補 者 の 審査 を 行う よう に な り 、 組 織部 門 の 人 員 に 
限り が ある た め 、 し っ か り と 審査 が で き な く な っ た と いう 。 名 簿 が 公表 され て 、 投 票 者 で ある 市 
人 大 代表 た ち は 初 め て 省 人 大 代表 候補 者 を 知る こと に な る が 、 候 補 者 の 状況 を 紹介 する 印刷 物 は 
多く は 略歴 を 紹介 だ け で 、 し か も 印刷 部 数 が 各 代 表 団 に 数 部 と 少な いた め *、 代 表 た ち は 検 討 す 
る 際 に も 回 覧 する し か な い 。 よ っ て 候補 者 に つい て よく 分 か ら な いま ま に 適 当 に 投票 する こと に 
な る ( 張 、2014)。 

推薦 の ブラ ッ ク ボ ックス の 過程 を 担当 し 、 市 人 大 常 和 要 会 と と も に (② と (③ の 推薦 の 際 に 大 き な 
役割 を 果たす の が 市 連 工 委 で ある 。 市 連 工 委 の 構成 員 は 市 人 大 常 和 要 会 に より 任命 され 、 主 任 1 
名 、 副 主任 1 名 、 委 員 9 名 程度 で ある (長沙 市 人 大 、2021) 。 連 工 委 の 主 な 職責 は 、 市 か ら 選 出 
され て いる ある い は 工作 ・ 居 住 し て いる 全国 ・ 省 ・ 市 人 大 代表 と の 連絡 を 取る こと 、 大 会 閉会 其 
間 中 の 代表 た ちの 視察 活動 な ど を 組織 する こと 、 人 大 代表 の 異動 に 伴う 任免 ・ 補 選 に 関わ る 工作 
な ど に 加え て 、 人 大 代表 間接 選挙 に 際 し て 具体 的 な 工作 を 行う と と も に 、 人 大 代表 候補 推薦 の 事 
務 的 手続 き を 行う こと で ある ( 湘 陰 県 人 大 、2016 桃 江 県 人 民政 府 、2020) 。 市 連 工 委 は 市 に 関 
係 す る あら ゆる 階層 の 人 大 代表 と 連絡 が 取れ る た め 、 推 薦 の 過程 に 関与 する だ け で は な く 、 贈 周 
型 と 収 賭 側 の 橋渡し も で きる 。 

② の 推薦 段階 で 、 市 人 大 常 委 会 が 市 党委 と 協議 に より 推薦 を 行う 際 に 、 市 連 工 和 本 は これ に 関 
与 で きる 立場 に ある た め 、 当 選 を 目指 す 企 業 家 た ち は ア プロ ー チ を か ける 。 

贈 賭 側 の アプ ロー チ は 選挙 の 年 の 年 初 か ら 始ま る 。 林 金 水 (2014) の 記事 を 中 心 に その 過程 を 
紹介 する 。 雑誌 『 財 新 』 の 取材 に 対し て 、 ブ ロー カー で ある K は 以下 の よう に 答え て いる 。 選 
挙 の 年 に 鍵 に な る 段階 は 三 つ あ る 。 年 初 に 企業 の 宣伝 を 行い 、 半 ば に 関係 を 築き 、 年 末 の 投票 時 
に 金銭 を 贈り 買収 する 。 買 収 工作 の 対象 と な る の は 地方 の 党 の 機関 刊行 物 、 連 工 委 、 党 委 統 戦 
部 、 市 人 大 代表 で ある 。 ま すず 広告 費 を 支払 っ て その 企業 に 関連 する 記事 を 地方 の 党 の 機関 紙 に 掲 
載 し 、 党 政 指導 者 や 投票 者 、 大 衆 の 認知 度 を 上 げ る 。 次 に 関係 構築 の 段階 に 入る 。K 曰く 、 地 方 
人 大 連 工 委 主 任 は 極め て 重要 な キー パー ソン で 、「 最 も 多く 広範 囲 の 人 大 代表 と 接触 し 、 工 商業 
と 党 政 それ ぞ れ の 領域 で どの 代表 が 最も 影響 を 持っ て いる か を 知っ て いる 人 物 」 で ある 。 連 工 
委 は 知ら な い 人 物 か ら の 金品 は 受け 取ら ず 、 よ く 知 る 人 物 か ら の み 受 け 取 る が 、K は 強い 関係 を 
作り 、 贈 賭 対象 と な る 市 人 大 代表 の 氏名 ・ 職 業 ・ 住 所 ・ 電 話 番 号 が 掲載 され た 名 簿 を 金銭 と 引き 


3 予備 投票 は 結果 を コン トロール する の が 難し く 、 コ スト も か か る た め 、 実 施さ れる こと は と て も 少な い (上 唐 ・ 
梁 、201Z.83) 。 

最も 代表 数 の 多い 来 陽 市 は 71 名 、 最 少 の 衡 山県 で 28 名 で ある た め ( 紅 網 、2014)、 数 部 で は 明らか に 足り な い 
ご と が 分 か る だ ろう 。 
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換え に 連 工 委 か ら 入 手 し た 。 連 工 委 と の 関係 を 作る こと で 、(② の 推薦 段階 に 関与 で き 、 更 に ③ 
の 推薦 に も 働き か け や す く な る 。 

③ の 代表 た ち に よる 推薦 の 段階 に つい て みて みよ う 。 衡 陽 市 は その 下 に 5 つの 区 と 二 つ の 
市 、5 つの 県 が あり 、 衡 陽 市 人 大 の 代表 た ち は 選 出 母 体 と な っ た 区 ・ 市 ・ 県 ご と に 代表 団 を 構成 
し て いる 。 加 えて 駐屯 部 隊 も 一 つの 選出 単位 と な っ て いる た め 、 衡 陽 市 人 大 に は 合計 13 の 代表 
団 が ある ( 紅 網 、2013)。 こ れ ら の 代表 団 も ③ の 推薦 に 関与 で きる た め 、 衡 陽 市 人 大 代表 た ち は 代 
表 団 単位 で 買収 の 対象 と な る 。 張 (2014) に よる と 、2012 年 11 月 に 省 人 大 代表 候補 を 県 レベ ル で 
検討 し て いた 時 に 、 あ る 候補 者 は 県 まで 行き 、 県 人 大 主任 と 県 連 工 委 主 任 に 対し て 宴席 を 設け 、 
金銭 を 預け て 県 連 工 委 主 任 か ら 代 表 に 配っ て も ら っ た 。 各 県 の 代表 団 が 宿泊 し て いる ホテ ル に 赴 
き 、 各 県 連 工 委 主 任 に 「 資 料 」 と 称し て 金銭 を 預け て 配布 を 依頼 し た 例 も あっ た 。 ご こう し て 各 代 
表 団 に よる 推薦 に も 贈 賭 者 た ちの 働き 掛け が 行わ れ た 。 代表 候補 者 の 検討 の 際 に も 、 贈 賭 は 行わ 
れ た 。 代 表 団 の 中 の 有力 者 に 多め の 金銭 を 贈り 、 代 表 候 補 検 討 の 際 に 依頼 者 に つい て 明らか に 多 
く 言 及 し て も ら う こと に より 、 代 表 団 の 中 で 選ぶ べき 人 と いう 雰囲気 を 作る と いう 。 ご の 方 法 は 
「 市 党委 書記 より も 有効 」 だ と いう ( 林 、2014)。 

ご の よう に 、 本 来 は 党 が 議席 と いう ポス ト 分 配 を 設計 通り に 行い 、 権 威 を 高め る た め に 設置 さ 
れ て いる 推薦 ・ 協 議 ・ 決 定 と いう ブラ ッ ク ボ ックス の 「 曖 昧 な 空間 」 が 贈 貼 者 に よっ て 利用 さ 
れ 、 市 人 大 主席 団 と 市 ・ 県 連 工 委 、 影 響 カ の ある 市 人 大 代表 を 買収 し て 目的 を 達成 する スペ ー ス 
に 転換 され て いる の で ある 。 
② 投 票 段 階 

中 国 の 選挙 で の 投票 用 紙 は 日 本 の も の と 大 きく 異な り 、 あ ら か じ め 投 票 用 紙 に すべ て の 正式 候 
補 の 氏名 が 名 字 の 画数 の 少な い 順 に 記載 され て いる (百度 文庫 、2016)。 衡 陽 市 で の 湖南 省 人 大 
選挙 で は 定数 76 名 に 対し て 93 名 の 正式 候補 者 ( 混 注 新聞 網 、2014) が 画数 順に 投票 用 紙 に 記載 
され て お り 、 投 票 者 は その 中 か ら 定 数 以下 の 人 数 を 選び 、 氏 名 の 上 の 欄 に 〇 を つけ る 。 買 収 者 は 
投票 者 に 氏名 を 確実 に 覚え て も らい 、100 名 近い 候補 者 の リス ト か ら 探 し て 〇 を つけ て も ら わ ね 
ば な ら な いた め 、 仮 に 日 本 で 同様 の 買収 を 行っ た 場合 より も 相当 に 難易 度 が 高い 。 

衡 陽 市 で の 選挙 買収 は 56 名 が 518 名 に 対し て 一 人 に 約 20 万 元 を 現金 で 配っ た 5。56 名 対 518 
名 で 現金 の 受け 渡し を する の は 難し いた め 、 働 きか け と 金銭 の 授受 は 代表 団 単位 で 行わ れ 、 そ れ 
を 取り 仕切 る の が 市 連 工 委 と 県 連 工 和 要 で あっ た 。 

六 票 が 行わ れる 人 大 大 会 の 一 週間 ほど 前 か ら 投 票 の た め の 買 収 工作 が 始ま る (以下 、 林 、 
2014) 。K は 連 工 委 に 電話 し 、 宿 泊 先 に いる 工商 業界 の 人 大 代表 の 大 物 を 呼び 出し て も らい 、 一 
緒 に いる 人 数 を 聞き 、 大 物 が 答え た 人 数 分 の 「 ご 祝儀 」 を 渡す 。 連 工 委 は 市 人 大 の 会 議 の 後に 宴 
席 を 設定 する こと も で きた 。 会 食後 に K が 買収 者 の 企業 名 と 氏名 を 記し た 「 ご 祝儀 」 と 酒 や た 
ば ご こ を 配り 、 中 心 的 な 人 物 が 買収 者 の 宣伝 を する 。 宴 会 の 和 ん だ 場 で 、 テ デー ブル の 上 の 「 ご 祝 
儀 」 を 全員 が 受け 取る た め 、 心 理 的 抵抗 は 少な いと いう ラ 。 

衡 陽 市 人 大 で の 選挙 買収 が 大 事件 と な っ た の は その 買収 額 の 多 さ か ら で あ る 。 相 場 は 一 票 あ た 
り 4000-7000 元 ( 劉 、2014) で 、 当 選 す る に は 約 300 万 元 か か っ た ( 張 、2014)。 近 隣 の 部 陽 市 人 
大 代表 が 受け 取っ た の は 収 賭 者 1 人 あたり 1 へ 2 万 元 で 、 衡 陽 市 人 大 代表 の 20 万 元 と は 大 きだ が 差 
あっ た 。 衡 陽 市 で 相場 の つり 上 げ を 図っ た の は 連 工 和 要 だ っ た と 贈 貼 者 は 語っ て いる 。 彼 ら は 湖南 


5 案件 と し て 取り 上 げ ら れ 興 分 され た の は 省 人 大 に 当選 し た 56 名 だ が 、 ご の 他 に 金品 を 送っ た が 当選 で き な か っ 
た 候補 者 が 十 数 名 いた 。 事 件 発覚 後 、 彼 ら は 人 大 が 金 を 出す よう 言っ た が 、1 人 あたり 100 万 元 以上 使っ た 挙 
句 、 落 選 し 、 金 も 戻ら な か っ た と メデ ィ ア に 暴露 し て いる ( 張 、2014)。 
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人 の 負け ず 嫌 い の 性 格 を 刺激 し て 「 ご この 社長 は 200 万 元 出し 、 あ の 社長 は 300 万 元 出し た 。 あ な 
た も 当選 し た いな ら 追 加 を 出さ な いと 」 と 互い を 外 き つけ て いっ た ( 張 、2014)。 こ ご こう し た 相場 
の つり 上 げ は 投票 日 当日 まで 続き 、 贈 賭 者 は 追加 し 続け て いっ た ( 劉 、2014)。 本 来 、 投 票 前 に 
は 指定 され た 候補 を 当選 させ 、 当 て 馬 を 予定 通り に 落選 させ る よう 指導 し て いた 党 の た め の 「 曖 
昧 な 空間 」 が 、 贈 賭 額 の つり 上 げ の た め に 利用 され た こと に な る 。 共 産 党 が あら ゆる 段階 を 管理 
し 、 指 導 す る ご の 選挙 制度 は 、 人 大 常 委 会 や 連 工 委 が 腐敗 する と 一 気 に す べ て の 系 統 が 腐敗 する 
ご と が 分 か る 。 

(2 ) な ぜ 利 用 し た の か ー ア クタ ー の 動機 

人 大 間接 選挙 の 過程 の 中 で 、 党 が 結果 を コン トロ ー ル する た め に 設け て いる 「 曖 昧 な 空間 ]」 は 
全て の 人 大 間接 選挙 に 設置 され て いる が 、 全 て の 地方 人 大 で これ ほど 大 規模 な 贈 収 賭 事件 が 起こ 
っ た わけ で は な い 。 衡 陽 市 の 贈 賭 側 、 収 賭 側 、 本 来 監督 する は ず だ っ た 側 の アク ター た ち は そ れ 
ぞ れ どの よう が 動機 を も っ て この 「 曖 昧 な 空間 」 を 利用 し た の か を 本 項 で は 説明 する 。 

(① 贈 貼 側 

贈 賭 側 は 企業 家 と 政府 機関 の 幹部 に 分 けら れ 、 そ れ ぞ われ 動機 が 異な る 。 

企業 家 、 特 に 私 営 企業 の 経営 者 た ち は 、 社 会 的 ステ ー タ ス を 得る こと 、 党 政 幹部 と の 関係 を 得 
る ご と 、 ご これ に より 自分 の 事業 展開 を 有利 に 進め る こと 、 自 分 の 身 と 財産 を 守る こと を 目的 と し 
て いる 。 企業 家 は 弱者 で あり 、 そ の 地位 は 低い 。 権力 の サー クル に 入る に は 経済 的 利益 を 提供 す 
る ご と が 最も 重要 な 出発 点 に な る 。 人 大 代表 の 身分 を 得る こと で 、 政 府 の 関係 者 と の つなが り が 
で き 、 企 業 の 発展 に 有利 な 提案 や 政策 決定 に 影響 カ を 及ぼ すこ と も で きる 。 政府 が 管轄 する 事業 
へ の 参入 も 可能 に な り 、 投 資 を 呼び 込む に も 有利 に な る ( 林 、2014 : 唐 ・ 染 、201Z.81-82 : 李 、 
2014, 11)。 ま た 、 人 大 代表 の 身分 に より 、 人 大 常 委 会 の 許可 な し に 逮捕 及び 刑事 裁判 に か けら 
れ な いこ と (組織 法 第 35 条 ) か ら 、「 護 身 札 」 と し て 重視 する 者 も 多い ( 徐 、2014) 。 

他方 、 政 府 機関 の 幹部 や 指導 者 た ち は 企 業 家 た ちの 買収 行為 の 影響 を 受け て 仕方 な く 贈 賭 に 踏 
み 切 っ た 。「 指 定 さ れ た 議席 」 を 確保 し て いる は ず の 市 の 直属 機関 の 幹部 た ち は 当 初 贈 由 を し よ 
うと は し な か っ た 。 し か し 、 企 業 家 た ち が 買 収 に 乗り 出し た た め 、 彼 ら が 自分 た ちの 議席 を 奪う 
ご と を 恐れ て 仕方 な く 贈 由 に 手 を 染め た ( 張 、2014) 。 も ちろ ん 、 政 府 機関 の 幹部 や 指導 者 に と 
っ て も 省 人 大 代表 の 地位 は 魅力 的 で ある 。 市 レベ ル を 超越 し て 省 レ ベル の 指導 者 と 面識 を 得る 機 
会 と な り 、 異 動 や 昇進 に 大 きく 影響 する ( 李 、2014.11) 。 個 人 的 な 動機 に 加え 、「 自 分 た ちの 部 
署 か ら 代表 を 送り 込み た い 」 と いう 部 署 ・ 単 位 の 考え も あり 、 単 位 か ら の 資金 を 贈 由 に 兄 て て い 
た ( 張 、2014)。 

(② 収 周 側 

収 賭 側 も 市 連 工 委 ・ 県 連 工 和 要ら の 選挙 工作 人 員 と 市 人 大 代表 の 二 つ に 分 けら れ 、 そ れ ぞ れ 異 な 
る 動機 を 持つ 。 

連 工 和 要ら の 選挙 工作 人 員 に と っ て の 動機 は 短期 的 な 経済 的 利益 で ある 。1 人 あたり 14.7 万 元 と 
いう 金額 は 市 ・ 区 ・ 県 レベ ル の 幹部 に と っ て は 大 金 で あっ た ( 李 、2014.11)。 通常 は 人 大 常 委 
会 ・ 連 工 委 ・ 市 党委 は 「 指 定 し た 候補 」 が 確実 に 当選 する よう 、 動 員 し て 指導 を 行っ て いく が 、 
収 賭 は 仕事 が 軽減 され 利益 も 得 ら れる 一 石 二 鳥 の 行為 と な る 。 ま た 後述 する よう に 監督 機能 が 麻 
痺 し て いた た め 、 処 久 さ れる 可能 性 が 少な か っ た こと も 、 不 正行 為 に 対し て 抑止 が 働か な か っ 
た 要因 で あろ う 。 

市 人 大 代表 に と っ て の 動機 は 、 短 期 的 な 経済 的 利益 と その 裏 に ある 「 元 を 取る 」 と いう 事情 が 
ある 。2000 年 代 に 入っ て か ら 衡 陽 市 で は 選挙 買収 が 常態 化し て お り 、2007-8 年 の 衡 陽 市 人 大 代 
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表 選 出 の た め の 県 人 大 で の 選挙 で は 1 議席 の 相場 は 20 万 元 程度 で あっ た ( 黄 、2008)。2012 年 
の 時 点 で の 衡 陽 市 人 大 代表 の 中 に は 2008 年 選挙 で 贈 賭し て 市 人 大 代表 の 地位 を 手 に 入れ た 者 も 
いた 。 彼 ら に と っ て は 、2012 年 の 湖南 省 人 大 選挙 は 「 投 資 を 回 収 す る 場 」 で あり 、 自 ら 省 人 大 
候補 者 に 賭 周 を 要求 する 連絡 を 入れ る も の も いた ( 浅 涯 新聞 網 、2014) 。 受け取 り を 拒否 し よう 
と し て も 同調 圧力 が 働き 、 断 る こと は 難し く 、 ま た 「 み ん な 受け 取っ て いる の で 大 し た こと で は 
な い 」 と いう 意識 も あっ た ( 劉 、2014)。 

③ 監 督 側 - 市 党委 ・ 政 府 

2012 年 2 月 か ら 衡 陽 市 党委 書記 と な っ た ば か り の 童 名 謙 は 衡 陽 市 換 期 工作 領 導 小 組 組 長 で も 
あり 、 選 挙 工作 を 監督 する 立場 で あっ た ( 張 、2015,.10)。 選 挙 工作 が 始ま っ た 頃 、 幹 部 の 中 に は 
童 に 対し て 選挙 買収 を 取り 締まる 提案 し た 者 も お り 、 巨 額 の 贈 賭 を 迫 ら れ た 省 人 大 候補 が 市 党委 
組織 部 な ど に 報告 を し た り 、 中 に は 贈 賭 の 圧力 を 理由 に 候補 を 辞 胃 す る ケー ス も あっ た 。 し か 
し 、 衡 陽 市 で の キヤリア は 1, 2 年 で 次 に 副 省 級 の ポス ト へ の 異動 が 期待 され て いた 董 は 「 聞 か 
ず 、 関 わら ず 、 調 べ ず 」 と 対処 し な か っ た ( 浅 注 新聞 網 、2014 : 李 2014, 12)。 ご こ ご で 衡 陽 市 の 
幹部 を 敵 に 回 せ ば 、 次 の 昇進 の 際 に 投票 し て も ら え な く な る と の 考え も あっ た ( 補 ・ 王 、 
2017.20)。 衡 陽 市 だ け で は な く 湖 南 省 の 指導 部 も 中 央 巡視 組 の 調査 が 入る まで 大 事 に し よう と は 
し な か っ た 。 地 方 の 幹部 た ち は 地 方 と 自分 た ちの 利益 を 守る た め に 腐敗 を 隠蔽 する の で ある 

( 李 、2014.14) 。 結 局 、 衡 陽 市 の 幹部 と し て は 党委 組織 部 部 長 兼 統 戦 部 部 長 、 紀 律 検査 委員 会 書 
記 、 人 大 常 委 会 主任 ら も 後に 職務 意 慢 ・ 選 挙 破壊 の 罪 に 問わ れ た ( 四 、201Z9) 。 童 の 前 任 者 で 
当時 湖南 省 党 委 常 要 ・ 宣 伝 部 部 長 に 昇進 し て いた 表 文 雄 が 重大 な 紀 律 違反 で 逮捕 され た こと が 示 
す よ うに 、 曹 の 着任 前 か ら 衡 陽 市 で は 腐敗 が 苗 延 し て いた 6 ( 四 、201Z.9) 。 前 任 の 紀 律 検査 委員 
会 書記 の 任期 内 に 8 名 の 領 導 幹部 の 子女 が 任用 試験 な し に 紀 律 検査 委員 会 に 「 異 動 」 し て き て い 
た ( 淫 削 新聞 網 、2014) 。 ご の た め 、2012 年 当時 の 衡 陽 市 で は 紀 律 検査 和 要員 会 に よる 監督 機能 は 
無かっ つた と いえ る 。 前 任 者 か ら 既 に 腐敗 が 浸透 し て いた 衡 陽 市 に は 内 部 か ら こ れ を 監督 し 、 浄 化 
し よう と する 力 は 無かっ た 。 ま た 、 選 挙 不正 を 紀 す 最後 の 比 と し て は 、 県 級 以上 の 人 大 に 設置 さ 
れる 資格 審査 委員 会 が ある (組織 法 第 50.51 条 )。 し か し 、11 名 の 省 人 大 人 資格 審査 委員 会 で 786 名 
ほど の 湖南 省 人 大 代表 の 資格 審査 を 行う こと は 難し く 、 実 質 的 に は 各市 人 大 常 和 要 会 か ら の 申請 を 
信じ る ほか な い 。 市 人 大 資格 審査 委員 会 は 人 大 常 委 会 主任 会 議 が 常 要 会 の メン バー か ら 選 出す る 
た め 、 実 際 に は 機能 し な か っ た 。 


IV. 結 語 

中 国 の 人 大 間接 選挙 に お ける 腐 取 の 特徴 は 、 共 産 党 が 自ら の 指導 を 買 徹 させ る た め に 選挙 制度 
の 中 に 設け て いた 「 曖 昧 な 空間 」 が 、 そ の 曖昧 さゆ え に 党 内 か ら も 党 外 か ら も 選挙 買収 の た め に 
利用 され た 点 に ある 。 従来 、 党 の 定め た 構成 に 従っ た 人 大 を 作り 上 げ る た め に 、 党 は 党 の 指導 す 
る 人 大 常 委 会 と 連 工 委 が 支配 する 「 曖 昧 な 空間 ]」 を 推薦 ・ 協 議 ・ 決 定 の 段階 に 設け 、 さ ら に これ 
を 確実 に 実施 する た め に 投票 を 促す 段階 で 「 非 公式 」 に 党委 や 各 人 大 代表 団 の 代表 工作 委員 会 
使っ て 組織 の 意図 を 貫徹 させ て きた ( 唐 ・ 染 、201Z84) 。 予 定 し て いた 人 物 を 当選 させ 、 代 表 構 
成 を 守る こと は 、 す な わ ち 、 共 産 党 が 省 人 大 と いう 高位 の ポス ト を 体制 内 の エリ ー ト に 分 配 する 
権力 を 独占 し て いる こと を 意味 する 。 

し か し 、 湖 南 省 人 大 代表 の 選挙 を めぐ る 衡 陽 市 人 大 の 事案 は 、「 曖 昧 な 空間 」 と 「 非 公式 」 の 


選挙 買収 で 処分 され た 企業 家 の 一 人 は 居 の 在任 中 は 毎年 100 万 元 を 新年 の ご 祝儀 と し て 渡し て いた と 証言 し て い 
る ( 龍 、201744)。 
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投票 指導 が 党 政 幹部 まで 含む 贈 賭 者 と 市 連 工 和 要 な どの 仲介 者 に 利用 され 、 そ の 結果 、 党 が 持っ て 
いた ポス ト 配 分 の 権力 を 金銭 で 奪っ つっ た こと を 示し て いる 。 共産 党 に と っ て は この 腐敗 は 、 党 の 重 
要 な 権力 の 源泉 の 一 つ で ある ボ ポスト 配分 機能 を 損なう も の で あり 、 本 来 党 の 指導 を 強固 に する た 
め の 装 置 が 、 逆 に 党 の 権力 の 源泉 を 奪っ た 点 が 重要 で ある 。 

党 の 権力 に よる ポス ト 配 分 が 機能 せ ず 、 人 金銭 に より 犠牲 が 買収 され た 結果 、 衡 陽 市 選出 の 湖南 
省 人 大 の 構成 は 歪む な も の に な っ た 。 労 働 者 の 枠 で 当選 し た 15 名 の 中 に 労働 者 は 1 名 も お ら ず 、 
すべ て 経営 者 で あり 、 農 民 枠 で 当選 し た 13 名 の うち 3 名 は 村 党 支部 書記 で 、 残 り は 企業 経営 者 
で あっ た ( 張 、2014) 。 こ の 後 、2014 年 1 月 に 補選 が 行わ れ 、 資 格 喪 失 し た 衡 陽 市 選出 の 湖南 省 
人 大 代表 56 名 に 代わ っ て 新しい 代表 が 選出 され た 。 そ の 結果 、 村 支部 党 書記 、 教 師 、 病 院 の 医 
師 、 環 境 衛生 所 の 労働 者 な ど 基 層 か ら の 代表 が 明らか に 増え た ( 張 、2014: 彰 、2014) 。 

衡 陽 市 で の 選挙 買収 が これ ほど 大 規模 に な っ た の は 、 制 度 に 設定 され た 「 曖 昧 な 空間 」 と 「 非 
公式 」 な や り 方 の 存在 に 加え て 、 市 連 工 委 と 県 連 工 委 が 党 の 指示 通り に ポス ト を 配分 する こと を 
放棄 し 、 金 銭 の 授受 を 優先 し た こと も 大 き な 要 因 で ある 。 0 
に 関す る 張 海 湊 (2014.9) の 研究 は 、 労 働 者 ・ 農 民 な どの 基層 労働 者 の 割合 は 大 幅 に 減少 し 
僚 ・ 企 業 家 ・ 500 の 大 で あの 守 の 人 2 の 生還 は 
指摘 し て いる 。 全 人 大 に お いて も 選挙 法 第 6 条 に 規定 され て いる 第 一 線 代 表 、 特 に 労働 者 ・ 農 
民 ・ 知 識 分 子 を 多く 含む お こと は 難し い 要 求 で ある こと が 分 か る 。 も と も と 党 と 国家 が 求め る 要求 
水準 が 高く 、 実 現 が 難し いこ と も 、 選 挙 工作 を 行う 現場 の 選挙 工作 人 員 が 職務 を 放棄 し 贈 収 賭 の 
仲介 に 走っ た 要因 の 一 つと 推測 され る 。 

2012-13 年 の 大 型 選挙 買収 案件 を 踏ま えて 、2015 年 選挙 法 で は 資格 審査 委員 会 を 県 級 以下 に も 
設置 する こと に な り 、2020 年 選挙 法 で は 選挙 工作 に 対す る 党 の 領 導 が 明記 され た る な ど 、 党 の 
管理 ・ 指 導 は 強化 され て いる 。 し か し 、 選 挙 制度 に お ける 「 曖 昧 な 空間 」 と 選挙 工作 員 へ の 過重 
な 要求 は 依然 と し て 存在 し 、 公 開 さ れ た 競争 が な いま ま に 権 カサ ー ク ル へ の 参入 を 狙う 企業 家 や 
党 政 幹部 が いる 限り 、 選 挙 買収 は いつ で も 再発 し うる 。 選 挙 に お ける 競争 を 公開 すれ ば 、 そ の リ 
スク は 低下 する が 、 そ れ は 共産 党 が ポス ト 配 分 の 権力 を 手放す こと に 意味 する と いう パラ ドッ ク 

を 共産 党 は 抱え て いる 。 
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第 9 章 
国共 内 戦 下 の 未 端 幹部 腐敗 と 建国 後に お ける 都市 行政 の 在り 方 
橋本 誠 浩 


1. は じ め に 

本 間 で は 、1946 年 以降 の 第 二 次 国 共 内 戦 に お いて 都市 の 接収 管理 の 一 環 と し て 進め られ た 行政 
機構 建設 に 従事 し た 中 国共 産 党 末端 幹部 の 腐敗 の 実態 お よび それ が 中 華人 民 共 和 国 の 未 端 都 市 行 
政 の 在り 方 に 与え た 影 響 に つい て 論じ る 。 

1946 年 か ら 始ま っ た 第 二 次 国共 内 戦 に お いて 、 そ れ ま で 農村 を 中 心 に 占領 地域 を 拡大 し て いた 
中 国共 産 党 は 、 新 た に 占領 し た 都市 に お いて 行政 機構 を 立ち 上 げ る と いう 課題 に 直面 し た 。 中 国 
共産 党 中 央 の 指導 部 (以下 、 中 央 の 指導 部 ) は 、 行 政 機関 や 企業 を 接収 管理 し 、 そ れ ら を 自ら の 
統治 機構 と し て 再建 する 「 接 管 工作 ] を 担う 幹部 を 工作 隊 と し て 組織 し 、 全 国 各地 の 都市 へ と 派 
遺 し た 。 各 都市 に 派遣 され た 幹部 は 、 市 以下 に 設定 され た 未 端 行政 区 画 の 「 区 」 や 「 街 」 (街道) 
の レベ ル に お いて 在 地 の 幹部 と と も に 新政 府 を 樹立 する 。 

本 章 で 腐敗 の 行為 者 と な る の は 、 こ の よう な 接 管 工作 を 現場 で 担っ た 未 端 幹 部 た ち で ある 。 以 
下 で は 、 国 共 内 戦 の 文脈 に お いて 、 未 上端 幹部 の どの よう な 腐敗 が どの よう な 背景 か ら 生 み 出 され 
た の か を 論じ た 上 で 、 そ れ ら が 中 華人 民 共 和 国 の 都市 未 端 行政 の 形成 に 与え た 影響 を 論じ し る 。 


2. 東北 ・ 華 北 地域 の 都市 に お ける 未 端 幹部 の 収 礁 行為 と 戦時 動員 体制 

(1 ) 国共 内 戦 期 に お ける 都市 未 端 幹部 の 腐敗 曽 延 

第 二 次 国共 内 戦 が 勤 発 し て 3 年 目 の 1948 年 、 中 国共 産 党 が 最初 に 広範 囲 に わた っ て 占領 に 成功 
し た 東北 ・ 華 北 地域 に お いて 、 都 市 の 接 管 工作 に あたっ た 未 端 幹部 の 腐敗 が 広く 存在 し て いた ご こ 
と を 3 つの 中 央 レベ ル の 通達 文書 か ら 読み 取れ る 。 

1948 年 2 月 19 日 の 「 中 央 工作 委員 会 の 石家庄 奪回 に 関す る 都市 工作 の 経験 」 は 、1948 年 以降 
に お ける 都市 の 接収 管理 方 針 を 新た に 決定 し た 文書 と し て 知ら れ て いる が 、 同 文書 の 冒頭 に お い 
て 以下 の 記述 が ある 。 


一 、 我 々 お よび 里 平 中 央 局 は 、 部 隊 と 民兵 、 民 夫 、 後 方 機関 が 物資 を 手当 た り 次 第 没収 し 、 
機器 も 手 あ た り 次 第 持ち 出し 、 そ れ ゆ え 工 業 に 致命 的 な 破壊 の 経験 を も た らし た 井 隊 (河北 
省 )、 陽 泉 (山西 省 ) 等 の 重要 工業 区 の 奪回 と 、 指 導 機 関 が 都市 に 移動 する や 否や 、 多 く の 
幹部 が 一 斉 に 都市 へ 向かい 、 物 を 手当 た り 次 第 没収 し た り 買 い 漁 っ た り し 、 腐 敗 も 起こ り 
( 信 汚 腐 化 )、 農 村 工 作 を 放置 し 、 か つ 兵 士 と 農村 幹部 の 不満 を も た らし た 経験 の ある 帳 家 
口 (河北 省 ) の 奪回 に 鑑み 、 此 度 、 石 家 庄 に 攻め 入る 前 お よび 侵攻 過程 に お いて 、 部 隊 お よ 
び 民 兵 の 幹部 に 対 し て 、 機械 用 品 と すべ て の 建築 物 の 保護 に 注意 し 、 破壊 を 許可 せ ず 、 自 
に 物資 の 徴発 を する こと を 許可 し な いよ う 訓 令 を 出し た 。! 


1948 年 6 月 10 日 の 「 新 し く 奪回 する 都市 の 保護 に 関す る 中 共 東北 中 央 局 の 指示 ]」 に お いて も 
東北 軍 区 に お いて 「 過 去 に 奪回 し た 都市 で は 、 一 部 の 例外 を 除い て 党 の 都市 政策 と 工商 業 政策 に 
違反 する 行動 が 広範 に 発生 し た 」 と 述べ られ て いる 。 無論 、 東 北 軍 区 を 指導 する 人 民 解 放 軍 や 中 
国共 産 党 の 指導 者 た ち は 各 地方 党委 員 会 お よび 都市 攻撃 部 隊 に 指示 を 出し 、 改 善 を 求め た 。 そ れ 


「 (0) 内 は 筆者 追記 。 
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で も 東北 軍 区 で は 、 現 在 の 遼寧 省 お よび 吉林 省 の 行政 区 画 に 位置 する 四 平 市 、 鞍 山 市 、 吉 林 市 な 
ど に 中 国共 産 党 が 進駐 し た 際 、 都 市 接 管 工作 を 担う 未 端 幹部 に よる 都市 政策 ・ 工 商業 政策 違反 が 
あっ た と し て 、 以 下 の 4 点 を 例 と し て 挙げ て いる 。 


① 都 市 に 侵攻 する 某 部 隊 が 自分 の 都合 の 良い よう に 物資 の 没収 を 行っ て いた 。 

(② 某 部 隊 の 後方 支援 隊員 が 、 軍 用 と 理由 を で っ ち 上 げ 、 藩 介 石 政府 や 敵 の 物資 を 没収 し 生産 設 
備 を 壊し て いた 。 

(③ 上 後方 機関 単位 の 生産 人 員 は 、 自 分 の 部 隊 の 利益 だ け 顧み 、 新 し い 都市 を 占領 する と 物資 を 
我 先 に 買い 漁っ た うえ 、 売 買 を し て 金融 物価 を 乱 し た 。 

(④ 戦 争 終結 の 機会 に 乗じ て 違法 な 経済 活動 を し て 利益 を 上 げた 偶 民 た ちの 行為 を や め め させ な い 
どこ ろか 放任 し た 。 


また 、1948 年 8 月 4 日 に 通達 され た 「 中 共 中 央 社会 部 に よる 東北 都市 公安 工作 経験 に 関す る 通 
報 ] で は 、 都 市 に 進駐 し た 当初 、 各 機関 の 部 隊 が いつ も 混乱 に 乗じ し て 、 ほ し いま ま に 物 次 を 没収 
し た り 、 投機 行 動 に 走っ た り 、 売春 、 賭博 、 そ の 他 政 策 ・ 軍 規 を 壊す よう な 行為 を 行っ て お り 、 人 
民 解 放 軍 の 守衛 部 隊 で は 統制 で き な い と 記さ れ て いる 。 

以上 の よう に 1948 年 に お いて 東北 ・ 華 北 地域 の 各 都 市 を 占領 し 始め た 中 国共 産 党 は 、 複数 の 都 
市 で 接 管 工作 を 現場 で 担っ た 未 端 幹 部 に よる 収奪 や 不正 売買 と いう 腐敗 行為 を 問題 視 し 、 是 正 を 
求め て いた 。 


(2 ) 未 端 幹部 の 腐敗 頭 在 化 と その 政策 的 背景 

ご の よう な 腐敗 行為 が 豊 延 する 下地 は 、 実 は 中 国共 産 党 中央 の 方 針 そ の も の に あっ た 。1946 年 
以降 、 東 北 ・ 華 北 地域 で 国民 党 と 激しい 戦闘 を 行っ て いた な か で 、 中 央 の 指導 部 は 、 占 領 し た 都 
市 や 村落 に 幹部 (工作 隊 ) を 派遣 し 、 地 主 や 経営 者 、 国 民 党 政府 幹部 な どか ら 財 産 や 土地 を 収奪 
し 、 そ れ を 労働 者 や 偶 困 者 に 分 配 し 、 大 衆 の 中 国共 産 党 に 対す る 支持 と 政権 作り へ の 参画 を 引き 
出す と いう 接 管 工作 の 方 針 を 打ち 出し て いた 。 

都市 の 接 管 工作 で は 、 まず 区 や 街 レ ベル に 派遣 され た 幹部 た ち が 、 地主 、 企業 経営 者 、 漢 好 ( 民 
族 の 裏切り 者 と され た 人 ) の 摘発 を 行っ た 。 そ の うえ で 、 幹 部 た ち は 彼 ら か ら 財 産 の 没収 を 行う 
た め の 批 判 ・ 粛 清 大 会 を 開き 、 大 会 に 積極 的 に 参加 し た 住民 を 構成 員 と し て 住民 組織 (貧民 会 ) 
を 組織 し た 。 そ し て 、 そ の 中 で より 積極 的 な 貢献 を 見 せ た 住 民 を 街 政府 の 幹部 と し て 登用 し 、 中 
央 政府 機関 や 市 政府 か ら 降 り て くる 政治 ・ 行 政 タ スク に 従事 さ は て いた (大 沢 , 2002)。 

1947 年 中 ご ろ 、 中 央 の 指導 部 は 、 農 村 に お ける 徹底 し た 地主 や 村 幹 部 か ら の 収奪 と 偶 雇 農 へ の 
均等 な 財産 ・ 土 地 分 配 の 方 針 を 決定 し た 。 ご の 方 針 が 都市 に も 波及 し 、 都 市 幹部 た ち に よる 急進 
的 な 地主 の 商工 業 資 産 の 没収 、 分 配 、 破 壊 を 後押し する よう に な っ た (田中 , 1996, 325)。 ご の よ 
うな 方 法 に 基づく 政権 基盤 の 確立 は 、 中 央 の 指導 部 が 地域 や 国家 に と っ て の 経済 的 秩序 より も あ 
くま で も 政治 的 秩序 の 確立 を 優先 し た ゆえ の 産物 で あっ た 。 

と ころ が 、 都市 接 管 工作 に 従事 し た 幹部 の 収奪 行為 は 、 上 記 の 3 つの 通達 文書 で 見 た よう に 、 
腐敗 行為 や 違反 行為 ある い は 「 左 傾 化 」 と し て 中 央 の 指導 部 か ら 批 判 さ れる こと と な っ た 。 

その 理由 は 、1947 年 末 頃 、 第 二 次 国 共 内 戦 の 情勢 が 中 国共 産 党 の 勝利 へ と 傾き は じ め 、 占領 地 
域 が 東北 ・ 工 北 地域 か ら 全国 へ と 拡大 し つつ あっ た 中 で 、 中 央 の 指導 部 に と っ て 前 線 へ の 人 や 物 
資 の 供給 に 不可 欠 な 都市 の 経済 生産 力 の 確保 が 喫 員 の 課題 と な か つた か ら で あ っ た 。 そ れ ま で 末端 
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幹部 が 都市 で 行っ て いた よう な 地主 や 経営 者 に 対す る 収 礁 や 不正 売買 は 、 単 に 都市 の 地主 や 経営 
者 に 損失 を 与え る の みな ら ず 、 戦 争 の 長期 化 で 発生 し て いた イン フレ を 助長 し 、 さ ら に は 都市 の 
治安 秩序 を 喪失 させ る こと に つなが りか ね な か っ た の で ある 。 

収奪 を 伴う 政府 建設 で は 戦時 体制 の 維持 が び が で き な い と いう 認識 を 共有 し た 中 央 の 指導 部 は 、 都 
市 接 管 工作 の 方 針 転換 を 指示 し 、 都 市 の 秩序 と 生産 力 を 確保 する た め 、 企 業 経営 者 や 地主 か ら 収 
奪 す る こと を 禁止 し 、 彼 ら に 対し て 占領 前 の 都市 で 行わ れ て いた の と 同様 の 経済 活動 を 許し た 。 
1947 年 12 月 に 毛沢東 も これ を 「 新 民主 主義 の 経済 方 針 ] な ら び に 「 都 市 革命 の 左 傾 化 の 是正 」 と 
し て 中 国共 産 党 中 央 委員 会 に 指示 し た 後 、 全 国 各地 に 向け て 通達 し た ( 毛 , 1961, 1243-1262) 。 
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よう に 、 最 高 指導 者 の 方 針 転換 は 、 都 市 の 接 管 工作 を 現場 レベ ル で 担っ て いた 幹部 か ら 理 解 を 得 
計ら 3 倍 9 あの 5 つま に 同 連 計 に だ が ・ リ バ ソ ー ル に よれ ば 、 
ご うし た 方 針 転換 は 末端 幹部 や 労働 者 の みな ら ず 、 各 都市 で 政策 指導 を 担う 上 級 幹 部 の 多く か ら 
も 理解 を 得 ら れず 、1947 年 12 月 か ら 1948 年 9 月 まで の 9 カ月 も の 間 、 中 国共 産 党 の 機関 紙 に は 都市 
接 管 工作 の 方 針 転換 が 理解 され な い 現 状 を 中 央 の 指導 部 が 嘆く 記事 が 掲載 され 続け て いた と いう 
(Lieberthal, 1971, 502) 。 


3. 末端 幹部 の 腐敗 対策 と し て の 行政 再編 案 

(1 ) 公安 に よる 街 政府 へ の 内 部 統制 強化 案 

未 端 幹 部 の 腐敗 行為 に 対し て 、 中 央 の 指導 部 は 未 端 行 政 組織 を 再編 する こと に よっ て 具体 的 な 
対策 を 講じ よう と し た 。 以 下 で は まず 、 先 述 の 3 つの 中 央 レベ ル の 通達 文 を 手掛かり に 検討 を 行う 。 

1948 年 6 月 10 日 の 「 新 し く 奪 回 する 都市 の 保護 に 関す る 中 共 東 北 中 央 局 の 指示 」 で は 、 収 礁 や 不 
正 売買 を 行っ て いる 住民 、 ま た それ を 放任 し て いた 未 端 幹部 の 腐敗 行為 へ の 対応 と し て 、1948 年 
後半 以降 に 都市 を 占 信 し た 際 に 軍事 管理 制度 ( 還 事 管制 ) を 強化 する と いう 命令 が 出さ れ た 。 中 
国共 産 党 人 民 解 放 軍 (人 民 解 放 軍 ) は 、 軍 事 管理 委員 会 を 設置 し 、 都 市 へ 入っ た 幹部 の 統制 を 図 
る と と も に 、 各 都 市 に 従前 か ら 存 在 する 在 地 の 淳 組織 の 責任 者 を 中 央 集権 的 な 指揮 人 令 系 統 に 吸 
収 し よう と し た (中 央 欄 案 館 , 1992, 209-215) 。 そ し て 、 都 市 の 秩序 が 安定 し た と ころ で 市 政府 に 
都市 管理 の 権限 を すべ て 委譲 させ る こと で 、 中 央 指導 部 一 都市 の 指導 者 一 未 端 幹 部 の 三 者 間 の 間 
で 統一 的 か つ 上 意 下 達 な 指揮 命令 系 統 を 確立 し よう と 試み た 。 

ご れ に 関連 し て 同時 並行 で 行わ れ て いた の が 、 公安 組 織 を 基軸 と し た 未 端 行政 の 再編 で あっ た 。 
1947 年 11 月 、 河 北 省 石家庄 市 で も 、 東 北 地域 の 各 都 市 と 同様 に 住民 組織 (貧民 会 ) と 街 政府 が 組 
織 さ れ た の だ が 、 経 営 者 や 地主 へ の 財産 没収 や 批判 ・ 粛 清 大 会 が 急進 化し 、 死 者 を 出す まで に 至 
っ た 。 石家庄 で は 、 ご の 混乱 を 収め る た め 逮 捕 と 財産 没収 を 行う 権限 が 政府 と 公安 (警察 ) に 限 
定 さ れ 、 民 会 も 解体 され た 。 

中 央 の 指導 部 は 、1948 年 2 月 19 日 の 「 中 央 工作 委員 会 の 石家庄 奪回 に 関す る 都市 工作 の 経験 」 の 
通達 文 に お いて 、 各 都市 で 任務 を 遂行 する 幹部 に 対し て 石家庄 に お ける ご の 経験 を 踏襲 し 、 接 管 
工作 を 行う よう 指示 を 出し た (中 央 相 案 館 , 1992, 54) 。 こ れ を 受け 、 吟 爾 浜 市 で は 、 治 安 維 持 と 
人 口調 査 の 業務 が 一 律 に 公安 局 の 業務 と され た 。 区 レベ ル の 公安 分 局 か ら 指導 を 受け る 街 レ ベル 
の 公安 派出 所 も 設置 され る こと と な っ た 。 そ し て 、 街 政府 や 住民 組織 は 、 批 判 ・ 清 活動 を 行う 
ごと を 禁じ られ た (大 沢 , 2002, 71-72) 。 つ まり 、 街 政府 と 偶 民 会 の 権限 が 縮小 され た 一 方 で 公安 
の 権限 が 拡大 され 、 中 国共 産 党 政 権 の 内 部 統制 を 強化 する こと に その 重き が 置か れ た の で ある 。 

1948 年 8 月 4 日 の 「 中 共 中 央 社会 部 に よる 東北 都市 公安 工作 経験 に 関す る 通報 」 で は 、 吟 爾 浜 市 
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で の 公安 強化 の 経験 を 踏ま えて 、 実 力 の ある 幹部 を 選抜 し て 都市 公安 機関 の 統一 的 な 運営 を 行わ 
せる こと で 、 未 端 幹部 に よる 収奪 や 破壊 活動 の 取締 り と 抑制 を 強化 する と いう 行政 の 人 員 配 置 と 
機構 整備 が 全国 で 普及 され る よう 提案 され た (中 共 中 央 政策 研究 室 , 1949, 541-544) 。 加 えて 、 街 
道 を 単位 と し て 新た に 公安 派出 所 (分 駐 所 ) も 設置 し 、 下 級 の 警察 記 に は 大 衆 で は な く 旧 国民 党 
政府 下 の 警 察 官 を 留 用 する こと で 、 治 安 維 持 を 図る 指示 も 出さ れ た 。 

軍事 管制 終了 後 、 市 区 人 民政 府 に 都市 管理 権限 が 引き 継が れ て も 公安 機関 は 茎 る た め 、 接 管 工 
作 に お ける 公安 機関 強化 と は 内 部 統制 を 制度 化す る 側面 が あっ た と 理解 で きる 。 つ まり 、1948 年 
を 通じ て 中 国共 産 党 の 中 央 指導 者 は 、 街 政府 と 公安 派出 所 の 2 つの 組織 を 基盤 と し て 未 端 行政 秩序 
を 確立 し 、 国 共 内 戦 期 に お ける 都市 の 秩序 と 生産 力 の 確保 を 図 ろ うう と し た の で ある 。 


(2) 大 都市 接 管 の 課題 と 保 甲 制 

し か し な が ら 、 上 記 の よう な 公安 機関 を 軸 と し た 未 端 行政 は 、 中 国共 産 党 の 占領 地域 が 華北 地 
域 の 北平 市 3 や 天津 市 と いっ た 大 都市 に 及 ん だ 際 、 複 数 の 問題 に 直面 し た 。 ご の た め 、 こ れ ら の 大 
都市 で は 公安 機関 を 軸 と し た 未 端 行政 を 速やか に 確立 する こと が で き な か っ た 。 

問題 と な っ た の が 大 都市 の 接 管 工作 を 担う 幹部 数 の 不足 で あっ た 。 1949 年 1 月 に 接収 管理 され た 
北平 市 と 天津 市 の 人 口 は 、 それ ぞ れ 200 万 人 程度 で あっ た の に 対し て 、 両 都市 に お いて 中 国共 産 党 
の 活動 を 展開 し て いた 在 地 の 党員 な ら び に 共産 党 シ ン パ の 学生 は 合計 数 人 程 度 で あっ た 。 共 産 
主義 の 原理 に 従え ば 中 国共 産 党 の 支持 者 と し て 新政 権 の 主要 な 構成 上 員 と な る は ず の 労働 者 や 貧困 
者 の 多く は 、 同 党 に 対し て 無関心 で あっ た (Yick, 1995)。 

加え て 、 接 管 工作 の た め 都 市 の 外 か ら 来 た 中 国共 産 党 幹 部 も 、 そ の ほとん ど が 都市 工作 経験 に 
乏しく 、 頭 数 も 足り な か っ た 。 そ れ ゆ え に 中 国共 産 党 政権 は 、 社 会 秩序 を 維持 し 、 都 市 運営 を 回 
復 す る た め に 国民 党 政府 の 人 員 を 多数 留 用 け ざ る を 得 な か っ た 。 

と ころ が 、 北 平 市 と 天津 市 に お ける 接 管 工作 指導 者 に と っ て 、 国 民 党 政府 の 人 員 を 留 用 し な け 
れ ば な ら な いと いう 条件 は 、 治 安 維 持 体制 を 速やか に 確立 する た め の 障 害 と と ら え られ て いた 。 

先 に 見 た 1948 年 8 月 4 日 の 「 中 共 中央 社会 部 に よる 東北 都市 公安 工作 経験 に 関す る 通報 」 な ど に 
基づき 、 中 央 の 指導 部 か ら 国 民 党 政府 下 の 警 察 官 を 積極 的 に 利用 し 都市 の 秩序 を 確立 する 指示 が 
両 都市 の 指導 者 に も 出 て いた 。 

と は いえ 、 同 通報 で 中 共 中 央 社会 部 が 国民 党 政 府下 の 警察 官 を 「 毒 」 と 呼称 し て いた よう に 、 
現場 レベ ル で 接 管 工作 に あたっ た 各 都 市 の 中 国共 産 党 幹部 も 国民 党 政権 下 に お いて 暴力 行使 を 担 
っ て いた 警察 官 を 信頼 し て 接 管 工作 に 従事 させ る こと は で き な か っ た 。 そ うし た 様子 は 、 北 平 市 
党委 員 会 書記 の 彰 真 の 発言 か ら も 読み 取れ る 。 彰 真 は 1949 年 5 月 28 日 の 報告 で 、「 公 安 は 国民 党 の 
手先 と し て 信用 で きず 、 ま た 労働 者 (工人 ) も 組織 化 で き て いな い 状 況 に お いて 、 北 平 市 で は 解 
放 直 後に 国民 党 政 府 が 整備 し た 区 以下 の 末端 行政 制度 の 保 甲 制 の 管轄 区 域 と 人 員 を 基盤 と し て 街 
政府 を 建設 し 、 主 に これ に 依存 し て 接 管 工作 を 進め る し か な か っ た 」 と 述べ て いた と いう ( 黄 , 2018, 
103) 。 

そし て 、 ご の 彰 真 の 公安 機関 に 対す る 判断 は 、 中 央 の 指導 部 に も ある 程度 支持 され て いた よう 
で ある 。 と いう の も 、 中 国共 産 党 中 央 は 、1949 年 1 月 3 日 に 「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 の 町 時 利用 
問題 に 関す る 通知 」 に よっ て 、 北 平 市 と 天津 市 を 占領 する 直前 に 、 中 国 国民 党 統 治 下 で 市 ・ 区 レ 
ベル 以下 の 未 端 行政 を 構成 し て いた 保 甲 制 を 接 管 工作 の 初期 段階 に 利用 する よう 通達 を 出し て い 
た の で ある (中 共 中 央 政策 研究 室 , 1949, 141-143) 。 


2 中 華人 民 共 和 国 建国 後 、 北 京 市 に 改称 。 
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保 甲 制 は 、 国 民 党 政 府 期 に 都市 で 整備 され 、 居 住 区 に お いて 戸 (世帯 ) を 基礎 単位 と し 、 十 戸 
程度 で 一 甲 、 十 甲 で 一 保 の 住民 集団 を 組織 し 、 選 和 挙 で 選ば れ た 保 甲 長 に 様々 な 行政 タス ク を 担わ 
せる 最 未 端 行政 組織 で あっ た 。 先 の 通知 の 主意 は 、 保 甲 制度 を 「 国 民 党 反動 統治 の 基層 機構 」 と 
し て 必ず 廃止 すべ き と し つつ も 、 治 安 維 持 の た め に 接 管 工作 の な か で 一 時 的 に 利用 け せよ と いう も 
の で あっ た 。 

同 通知 は 保 甲 制度 を 「 人 民 を 抑圧 し て いた 国民 党 統 治 の 道具 ] と し て 、 運 営 を 担っ て いた 保 甲 
長 は 罪人 で あり 、 そ の 中 で も 大 き な 罪 を 犯し た も の は 逮捕 され る べき で ある と 説明 し て いる 。 し 
か し な が ら 、 保 甲 長 に 対し て 罪 を 償う チャ ンス と し て 、 従 来 、 公 安 が 担う こと を 期待 され て いた 
都市 に 潜伏 する 落 伯 兵 お よび 国民 党 特務 (スパ イ ) の 摘発 や 武器 弾薬 ・ 軍 用 品 (国民 党 政 府 か ら 
許可 を 得 た 民間 人 の も の も 含む) の 摘発 、 公 共 施設 (建物 、 機 関 、 学校 、 工場 な ど ) に 対す る 破壊 
お よび 略奪 の 有無 の 報告 、 各 家庭 お よび 旅館 へ の 人 の 往来 に 関す る 報告 を 担わ むせ よう と し た 。 

以上 の よう に 、 中 国共 産 党 は 、 北 平 や 天津 で は 、 保 甲 制 を 利用 する こと で 公安 機関 を 一 定 程度 
代替 する 未 端 行政 組織 と 人 員 を 都市 占領 直後 に 確保 し よう と し た と 思わ れる 。 


(3) 街 政府 の 存在 意義 に 対す る 疑問 符 

1949 年 1 月 3 日 の 「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 の 暫時 利用 問題 に 関す る 通知 」 は 、 保 甲 制 を 基盤 に 
街 政 府 を 建設 する こと を 指示 し て いた 。 同 通知 で は 、 保 甲 長 を 一 定期 間 治安 維持 の た め に 利用 し 
た 後 、 批 判 ・ 粛 清 大 会 を 開き 、 住 民 の 前 で 過去 に 「 違 法 行為 」 を 行っ て きた 保 甲 長 を 組 弾 する ご 
と と され た 。 そ し て 、 大 会 へ の 動員 を 通じ て 住民 に 保 甲 制 が 批難 ・ 廃 止 さ れる べき も の で ある と 
いう 認識 を 植え 付け た うえ 、 大 会 の 中 で 積極 的 な 態度 や 反応 を 見 せ た 住 民 を 未 端 幹部 と し て 登用 
し 、 保 と 同じ 管轄 区 域 に 街 政府 の 建設 を 目指 すこ と と され た 。 

と ころ が 、 中 央 の 指導 部 は 、 北 平 市 と 天津 市 を 奪取 し た 1949 年 2 月 以降 、 都 市 の 経済 生産 の 
向上 に よっ て 、 戦 争 と それ に 伴う 経済 不況 で 悪化 し た 都市 住民 の 生活 水準 を 引き 上 げ る 指示 を 東 
北 ・ 華 北 地域 に お ける 各 都 市 の 政府 に 出し た 。 そ れ に よっ て 、 新 政権 へ の 支持 を 獲得 し 、 華 東 地 
域 の 上 海 市 や 杭州 市 な ど を 目指 し て さら に 南 へ と 進軍 する 人 民 解 放 軍 へ の 物資 支援 の 確保 を し よ 
うと し た の で ある (Lieberthal 1980, 40) 。 

それ ゆえ に 、 ご の よう な 大 衆 運 動 に よっ て 設置 が 目指 され た 北平 市 や 天津 市 の 街 政府 は 、 東北 ・ 
華北 地域 の 他 の 都市 で 見 られ た の と 同様 の 都市 の 経済 生産 力 向 上 に は 結び つか な いと され 、 中 央 
の 指導 部 の 中 で 廃止 すべ き と の 意見 が で る よう に な っ て いた 。 

天津 市 で は 、 街 レベ ル の 幹部 が 、 労 働 者 に 対し て 経営 者 へ の 過剰 な 賃上げ 要求 を する よう 迫っ 
た り 、 偶 困 者 に 対し て 裕福 な 住民 へ の 社会 正義 の 執行 を 迫っ つた りす る よう な 、 そ の 生産 力 の 向上 
を 妨げ て いる 工作 状況 に つい て 問題 視 さ れ て いた (Lieberthal 1980, 41) 。 北 平 市 で も 、 街 レベ ル 
の 幹部 の 主要 な 動員 、 工 作 の 対象 と な っ た 「 貧 困 者 ( 苦 力 、 偶 農 、 零 細 労 働 者 、 小 商 販 、 和 失業 工 
人 ) 」 は 、 組織 化 が 難し く 生 産 動 員 に 結び つか な か っ た こと が 問題 と な っ て いた ( 黄 , 2018, 66) 。 

特に 、「 困 者 」 に 対す る 大 衆 運 動 を 伴う 動員 や 組織 化 は 、 中 央 の 指導 部 か ら す る と 、 統 制す 
る こと の で き な い 「 左 傾 化 」 の 兆候 、 す な わ ち 東北 ・ 華 北 地域 の 他 の 都市 で それ まで 見 られ た よ 
うな 収奪 を 伴う 混乱 状況 を 招き か ね な いと も の と 考え られ て いた 。 それ ゆえ に 、1949 年 4 月 に 中 央 
指導 者 の 劉 少 奇 が 、 北 平 市 と 天津 市 に 自ら 赴き 、 街 政府 に よる 区 域 の 包括 的 管理 を 廃止 し 、 治 安 
や 民政 な ど 様 々 な 政策 を 市 政府 の 各部 門 に よっ て 担わ せる 指示 を 出し た (Lieberthal 1980, 41-42 : 
中 共 北 京 市 委 党 史 研 究 室 ・ 北 京 市 模 案 館 , 1993, 125 : 黄 , 2018, 68 ) 。 
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4. 南方 都市 で 生じ た 未 端 幹部 腐敗 と 都市 行政 

(1) 南方 都市 へ 受け 継が れ た 腐敗 対応 と し て の 街 政府 廃止 の 方 針 

ご こま で 検討 し て きた よう に 、 東 北 ・ 華 北 地域 の 都市 接 管 工作 の 中 で 生じ た 未 端 幹部 の 腐敗 行 
為 は 、 国 共 内 戦 の 拡大 に 伴い 、 都 市 行政 の 安定 化 と 前 線 に 物資 を 供給 する 経済 生産 力 の 確保 に 対 
する 障害 と 認識 され る に 至っ た 。 ご うし た 認識 に 基づき 、 中 央 の 指導 部 は 、 公 安 機能 の 強化 や 街 
政府 の 廃止 な ど 複数 の 都市 未 端 行政 組織 の 再編 に 関す る 方 針 を 段階 的 に 示し 、 未 端 幹 部 の 腐敗 行 
為 を 是正 し よう と し た 。 

北平 市 や 天津 市 に お いて 現場 レベ ル で 接 管 工作 に あたっ た 指導 者 た ち は 、 先 の 彰 真 の 発言 か ら 
も 分 か る 通り 、 国 民 党 政府 下 の 警 察 官 を 多く 抱え て いた 公安 機関 を 信頼 で き な い な か で 街 政府 の 
建設 は 直ちに は 中 断 で き な か っ た 。 その 証拠 に 、 北平 市 で は 1949 年 6 月 まで に 市 内 すべ て の 区 で 街 
政府 が 樹立 され た ( 黄 , 2018, 92) 3。 

し か し な が ら 、 1949 年 4 月 初旬 に 劉 少 奇 ら に よっ て 出さ れ た 街 政府 廃止 の 方 針 は 、 同時 期 に 占領 
が 進ん で いた 南方 の 都市 に お ける 接 管 工作 に お いて 開始 当初 か ら 明確 に 貫徹 され て いた 。 ご の こ 
と は 、 各 都市 の 接 管 工作 に 従事 し た 幹部 に 通達 され た 保 甲 制 の 一 時 利用 に 関す る 通達 文 に 表れ て 
いる 。 

華東 地域 の 各 都 市 に お ける 接 管 工作 の 準備 は 、1949 年 4 月 1 日 の 「 華 東 局 に よる 江南 都市 の 接 
管 指 示 」 が 通達 され た こと に よっ て 始ま っ た #。 ご の 指示 命令 の 中 で は 、 占領 開始 後 の 都市 の 治安 
を 維持 する た め 、 「 中 国共 産 党 中 央 が 発出 し た 旧 保 甲 長 の 一 時 利用 に 関す る 通知 に 基づき 江南 の 各 
大 都市 で は 保 申 人 員 を 一 時 利用 する こと が で きる 」 と 記さ れ て いる ( 毛 , 2018, 23) 5。 

東北 ・ 華 北 地域 の 都市 に お いて 保 甲 制 を 一 時 利用 に 関す る 通知 が 「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 の 
町 時 利用 問題 に 関す る 通知 」 で ある こと は 前 述 の 通り で ある 。 

ご れ に 対し て 杭州 市 や 上 海 市 を 含む 華東 地域 の 接 管 工作 に 従事 する 指導 者 や 幹部 ら に 対し て 発 
出さ れ た と され る 保 甲 制 の 一 時 利用 に 関す る 通知 は 、 タ イト ル が や や 異な る 「 中 共 中 央 に よる 保 
甲 人 員 処 理 方 法 に 関す る 指示 ]」 で ある 。 ご の 通達 文 で は 、 発行 者 (中 国共 産 党 中 央 ) と 発行 日 (1949 
年 1 月 3 日 ) が 東北 ・ 華 北 地域 の 通達 文 と 同一 で あり 、 内 容 ち ほとん ど 一 致し て いる 。 

と ごころ が 、 両 者 を 見 比べ て みる と 、 東 北 ・ 華 北 地域 の 都市 に 対す る 通達 文 の り 未 に あっ た 「 保 甲 
制度 の 暫定 利用 は 治安 維持 を 目的 と する の み で あり 、 そ の 間 に 人 民 を 組織 する 時 間 を 確保 する 。 
人 民 が 初歩 的 な 組織 を 有 し 、 積 極 分 子 を 得 た 後 、 区 、 街 人 民代 表 会 議 を 招集 し 、 区 、 街 政府 を 選 
挙 す る 」 と 記さ れ た 箇所 が 全て 削除 され て いた 。 

ご こま で 議論 を し て き て 来 た 接 管 工作 の 方 針 転換 を 踏ま そえ る と 、 中 央 の 指導 部 が 華東 地域 の 都 
市 接 管 工作 に 従事 し た 幹部 に 出し た 「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 処 理 方 法 に 関す る 指示 」 は 、 少 な 
く と も 1949 年 4 月 以降 に 「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 の 町 時 利用 問題 に 関す る 通知 」 を 修正 し て 再発 
出さ れ た も の で ある こと は 明らか で あろ う 6。 

で は 、 大 衆 運 動 や 街 政府 の 建設 を 排 し 接 管 工作 が 行わ れる こと と な っ た 華東 地域 の 都市 に お い 
て 、 未 上 端 幹 部 の 腐敗 と 未 端 行政 建設 は どの よう な が 様相 を 見 せ た の で あろ うか 。 


3 後述 の 通り 、 そ の 直後 6 月 30 日 に は 、 北 京 市 軍事 管制 委員 会 の 決定 に より 廃止 され る ( 黄 , 2018, 92) 。 

4 江南 と は 、 長江 下 流域 の 洒 江 省 、 江蘇 省 、 上 海 市 の ある 地域 を 主 に 指す 。 本 稿 で は 江南 都市 と いう 場合 に 、 華東 
地域 の 都市 と 言い 換え る 。 

5 圏 点 は 、 筆 者 加筆 。 

6 「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 の 暫時 利用 問題 に 関す る 通知 」 が 収録 され て いる 『 一 九 四 八 年 以来 政策 編 』 も 1949 
年 3 月 に 中 共 中 央 政策 研究 室 編集 され て いる こと か ら 、「 中 共 中 央 に よる 保 甲 人 員 処 理 方 法 に 関す る 指示 」 は 4 月 
以降 に 修正 版 と し て 再 通達 され た 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 
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(2 ) 華東 地域 の 接 管 工作 に 動 貞 され た 幹部 

1948 年 9 月 、 中 国共 産 党 は 華東 地域 北端 に 位置 する 山東 省 の 主要 都市 で ある 済 南 市 を 占領 し た 。 
ご れ に より 中 国共 産 党 は 。 中 央 指導 部 が 予想 し て いた より も 早く 東北 ・ 華 北 地域 より 南 へ と 進軍 
する ご と が 決定 的 と な っ た 。 

ご の と き 問 題 と な っ た の も 幹部 の 数 が 足り な いこ と で あっ た 。 南 方 の 都市 に お ける 接 管 工作 に 
お いて も 、 東 北 ・ 華 北 地域 で 行っ て きた よう に 、 各 地 の 農 村 や 都市 で 在 地 の 党員 や 労働 者 な どか 
ら 直 接 幹部 を 徴用 する こと も 考え られ な く は な か っ た 。 し か し 、 華 東 地域 の 上 海 市 や 杭州 市 で は 、 
在 地 の 中 国共 産 党 組織 が 国民 党 に よっ て 徹底 的 に 破壊 され て いた 。 党 組織 が 破壊 され た 後 も 秘密 
裏 に 活動 を 続け て いた と いう 党員 (地下 党員 ) た ち は 、 そ の 素性 が 怪し いも の も 含ま れ て お り 、 
1948 年 2 月 19 日 の 「 中 央 工作 委員 会 の 石家庄 奪回 に 関す る 都市 工作 の 経験 」 に も 言及 され て ある よ 
うに 、 統制 が 取れ ず 無 許可 の 収奪 や 暴行 を 行う 可能 性 も ある と 、 中 央 の 指導 部 は 考え て いた (Gao, 
2004 16-18) 。 

そ ご で 、 中 央 の 指導 部 は 、 工 北 地域 や 山東 省 に お いて 幹部 を リク ルー ト し 、 新 し く 設 立 し た 党 
校 な ど を 通じ て 一 定 の 訓練 を 施し た 上 で 、 南 方 都市 の 接 管 工作 に 派遣 する こと を 決定 し た 。 ご こう 
し て 5 万 3 千 人 の 幹部 が 中 国共 産 党 中 央 政治 局 の 指示 に よっ て 準備 され 、 そ の 内 1 万 5 千 人 の 幹部 が 
華東 局 の 指示 に よっ て 1949 年 3 月 まで に 山東 省 の 各地 か ら 集 め ら れ 、 華東 地域 の 各 都 市 に 派遣 され 
る ご と が 決定 され た 。 こ れ ら の 幹部 は 、 一 般 的 に 「 南 下 幹部 ]」 と 呼ば れ て いる 。 

1949 年 4 月 1 日 に 中 国共 産 党 中 央 華東 局 に よっ て 「 江 南都 市 の 接 管 に 関す る 華東 局 の 指示 」 が 
通達 され 、 南 下 幹部 た ち を 華東 地域 の 各 都 市 の 指導 者 と し て 接 管 工作 を 行う 準備 が 本 格 的 に 進め 
られ た ( 毛 , 2019, 23) 。 華東 地域 で は 新た に 接収 する 人 口 5 万 人 以上 の 都市 に お いて 軍事 管制 が 敷 
か れる こと と な り 、 人 民 解 放 軍 の 各部 隊 と 接 管 工作 に あたる 幹部 お よび 在 地 の 党 政 軍民 機関 の 人 
員 の すべ て が 、 軍 事 管制 委員 会 の 統一 指揮 に 従う こと と され た 。 ま た 、 同 指示 で は 「 都 市 秩序 の 
良し 悪し は 、 ま ず 有 入城 部 隊 の 規律 の 良し 悪し に よっ て 」 決ま る と され 、 接 管 工作 に か か わる あら 
ゆる 機関 の 幹部 は 、 都 市 に 入る 前 に 規律 を 守る よう 教育 を 受け 、 都 市 の 経済 生産 を 保護 し 、 無 許 
可 の 物資 ・ 武 器 の 没収 ・ 収 集 な ら び に 暴力 行使 や 区 捕 を 禁止 する た め の 規 律 を 守る こと が 義務 付 
けら れ た 。 

そし て 、 中 国人 民 解 放 軍 の 第 三野 戦 軍 お よび 南下 幹部 が 長江 を 渡り 江蘇 省 南京 市 を 占領 し た 後 
に な っ て 、 上 記 の 規律 は 、1949 年 4 月 25 日 に 中 国人 民 革 命 軍事 委員 会 主席 毛沢東 と 中 国人 民 解 放 軍 
総司 令 朱 徳 の 連名 で 「 中 国人 民 解 放 軍 布 告 」 、 通称 「 約 法 八草 ] と し て 簡略 化 さ れ 、 接 管 工作 に あ 
た る 幹部 ら へ の 周知 を 徹底 する よう 指示 が 出さ れ た (毛沢東 , 1961, 1459-1461) 。 

ご の よう に 中 央 の 指導 部 た ち は 、 東 北 ・ 華 北 地域 で 経験 し た 収奪 を 伴う 接 管 工作 を 再び 起こ さ 
な いた め に 南下 幹部 た ち に 対策 を 施 そ うと し て いた こと が 分 か る 。 と ころ が 、 そ れ で も 問題 は 発 
生 し た の で ある 。 

中 国共 産 党 中 央 華東 局 は 、1949 年 5 月 5 日 発行 の 『 工 東 局 の 都市 政策 教育 を 深め る こと に 関す る 
決定 』 の 冒頭 部 分 に お いて [近頃 、 各地 へ 入城 し た 部 隊 お よび 幹部 が 幾度 も 入城 規律 違反 を 犯し 、 
都市 政策 を 破壊 する よう な 行動 を 起こ し て お り 、4 月 2 日 に 各 兵 団 、 各 区 党委 員 会 、 各 市 委員 会 に 
対し て 出し た 華東 局 発布 の 『 江 南都 市 接 管 に 関す る 指示 』 に 関し 、 広 く 周知 と 教育 が 行わ れ て い 
な いよ う で ある 」 と 指摘 し て し た ( 毛 , 2019, 49) 。 ま た 、 杭 州 市 の 接収 管理 に あたっ た 第 三野 戦 
軍 第 七 兵 団 が 1949 年 5 月 14 日 に 出し た 「 杭 州 解放 以降 に 関す る 各党 委員 会 へ の 指示 」 に は 、 南下 幹 
部 が 山東 省 か ら 長江 を 越え た 後 展開 され た 華東 地域 の 都市 に お ける 接 管 工作 に お いて 、 軍 と 幹部 
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の 規律 統制 が 緩み 、 上 級 機関 と 下級 機関 の 間 の 報告 制度 が 形骸 化し 、 中 に は 禁止 され て いた 無 許 
可 の 物 低 と 財産 の 没収 や イン フレ 褐 に お ける 貨 員 の 乱用 な ど を 行う 幹部 も 少な く な か っ た と 記さ 
れ て いる (杭州 市 欄 案 局 , 2009, 59) 。 

断片 的 で は ある が 、 こ ご これら 2 つの 文書 か ら は 、 未 端 幹部 に 対す る 統制 が 不 十 分 で あっ た と わか る 。 

で は 、 華 東 地域 に お ける 接 管 工作 に 従事 し た 未 端 幹部 の 間 で は 、 どの よう な 腐敗 現象 が み ら れ 、 
それ ら は 都市 行政 に どの よう な 影響 を 与え た の か 。 以 下 で は 洒 江 省 杭州 市 に 着目 し て 検討 を し て 
いく 。 

杭州 市 を 取り 上 げ る 理由 は 、 河 江 省 杭州 市 が 中 華人 民 共 和 国 建国 後に 初め て 都市 居住 区 の 管理 
を 担う 居民 委員 会 を 組織 し 、 市 区 一 居民 委員 会 と いう 都市 未 端 の 行政 秩序 を 形成 し た 先行 事例 
で ある か ら で あ る ( 韓 , 2006, 35)。 こ ご こま で 論じ て きた よう に 、 東 北 ・ 華 北 地域 の 都市 未 端 幹部 の 
腐敗 が 街 政府 の 廃止 に つなが る 要因 で あっ た こと か ら 、 華 東 地 域 の 都市 末端 幹部 の 腐敗 も こう し 
た 建国 後に 形成 され る 未 端 行政 組織 形態 に 何ら か の 影響 を 与え て いる の で は な いか と 思わ れる 。 


(3) 杭州 市 の 未 端 幹部 腐敗 と その 背景 

洒 江 省 杭 州 市 は 、1949 年 5 月 3 日 に 人 民 解 放 軍 第 三野 戦 軍 第 七 兵 団 に よっ て 占領 され た 。 省 の 中 
心 都 市 を 奪回 し た こと で 、 他 の 人 民 解 放 軍 兵団 や 南下 幹部 た ち も 続 々 と 洒 江 省 に 入 つ て いき 、 接 
管 工作 が 展開 され て いっ た ( 包 , 2021, 96) 。 

華東 地域 の 都市 の 接収 管理 過程 で は 、 東 北 ・ 華 北 地域 と 異な り 、 国 民 党 軍 と の 大 き な 戦 闘 が な 
か っ た 。 国 民政 府 首都 の 南京 市 が 占領 され た 直後 に 接 管 工作 が 開始 され た 杭州 市 で は 、 国 民 党 の 
落 伯 兵 な ど 残 党勢 力 の 活動 が 活発 で あっ た も の の ( 韓 , 2006, 34) 、5 月 3 日 に 人 民 解 放 軍 が 都市 に 入 
っ た 時 に は すでに 国民 党 軍 や 政府 の 重要 人 物 の 多く が 逃避 し て お り 、 都 市 内 に 残っ た 国民 党 軍 関 
係 者 の 多く も 無傷 の まま 武装 解除 され 捕虜 に され た 。 

杭州 市 の 接 管 工作 で は 683 人 の 南下 幹部 が 各々 の 行政 組織 や 企業 組織 で 指導 的 地位 に つい た 

(中 共 杭州 市 委 党 史 研 究 室 , 2013, 18)。 彼 ら は 、 在 地 の 党 上 員 386 人 (杭州 市 村 案 局 , 1999, 1) や 学 
生 な どの 中 か ら 新 た に リク ルー ト し た 幹部 と と も に 、 杭 州 市 の 行政 機関 や 企業 の 施設 等 を 原状 の 
まま 接収 し 、 都 市 の 秩序 を 維持 し な が ら 生 産 事業 回 復 と 発展 に 努め る こと と され た 。 

杭州 市 が 解放 され た 直後 は 、 未 端 幹部 に よる 収奪 行為 な ど は 起こ ら な か っ た と 言わ れ て いる 。 
当時 の 杭州 住民 も 、 国 民 党 政府 職員 た ち が 頻 繁 に 汚職 を し て いた の と 対照 的 に 中 国共 産 党員 や 人 
民 解 放 軍 は 規律 正しかっ つた と と ら え て いた よう で ある (Gao, 2004, 70-71) 。 

と は いえ 、 杭 州 市 占領 か ら 4 日 後 の 1949 年 5 月 7 日 の 杭州 市 軍事 管制 委員 会 成立 大 会 に お いて 、 洒 
江 省 軍事 管制 委員 会 兼 杭州 市 軍事 管制 委員 会 主任 に 任命 され た 譜 岩 林 は 、 幹 部 た ちび が 市 内 に お い 
て 接収 管理 を 進め る 中 で 、「 都 市 運営 に 必要 な 技術 で は な く 、 堕 落し た 生活 を 学び 、 そ れ に 染 ま 
る ご こと を 危 恨 し て いた 」 と 述べ て いる (万, 2019, 52) 。 そ し て 、 そ の 心配 の 通り 、1949 年 末 ま で 
に お いて 杭州 市 に お ける 幹部 た ちの 腐敗 が 深刻 で あっ た こと が 確認 で きる 。 換 言 す れ ば 、 前 述 し 
た 1948 年 8 月 4 日 の 「 中 共 中 央 社会 部 に よる 東北 都市 公安 工作 経験 に 関す る 通報 」 で 指摘 され た よ 
うな こと が 杭州 市 で も 発生 し た の で ある 。 

河江 省 お よび 杭州 市 の 中 国共 産 党 の 内 部 報告 書 な ど を 用 い 杭 州 市 の 接 管 工作 に つい て 体系 的 な 
分 析 を 行っ た ジェ エー ム ス ・ ガ オ に よれ ば 、 杭 州 市 の 公安 局 で は 、18 人 の 優秀 幹部 が 慎重 に 選抜 さ 
れ た の で ある が 、 杭 州 市 の 中 国共 産 党 宣伝 委員 会 が この 18 人 全員 の 腐敗 を 指摘 し て いた (Gao, 
2004.104) 。 同 委員 会 の 報告 に よる と 、18 人 の 内 、13 人 が 職務 怠慢 で あり 、3 人 が 汚職 を 行い 、1 人 
が 職務 放棄 し 、1 人 は 女性 と 不適 切な 関係 に あっ た 。 
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洒 江 省 の 中 国共 産 党 委員 会 の 報告 に よれ ば 、 杭 州 市 税務 局 の 事務 員 は 、 集 め た 税金 を 使い 、 銀 
貨 市 場 へ の 投資 を 行い 、 私 的 な 利益 を 上 げ て いた 。 他 に も 杭州 市 の 観光 名 所 で ある 西湖 の 岸辺 で 
上 級 幹 部 を 接待 する た め の 施 設 の 整備 と 運営 を 任 さ れ た 南下 幹部 が 、 そ れ ら の 施設 を 使い 、 財 賠 
や 売春 と いっ た 腐敗 行為 を 行っ て いた と いう 報告 も あっ た (Gao, 2004.104-105)。 

杭州 市 の 中 国共 産 党 宣伝 委員 会 は 、 市 公安 局 に お いて 慎重 に 選抜 され た は ず の 優秀 幹部 た ち が 
腐敗 し て いる 理由 に つい て 、 公 安 局 は 市 街 地 に 位置 し て いる 一 方 で その 幹部 の 収入 は 低く 、 商 業 
化 さ れ た 都市 生活 に 影響 され て し まっ た か ら だ と し て いる 。 

これ ら の 報告 を 踏ま えて 、 ジ エー ム ス ・ ガ オ は 、 収 入 が 低い こと で 起こ る 腐敗 は 、 特 に 南下 幹 
部 に 当て は まっ た と 指摘 し て いる 。 と いう の も 、 都 市 が 中 国共 産 党 に 接収 され た 後 も 、 毛 沢 東 ら 
の 指示 に よっ て 南下 幹部 は 質素 な 生活 を 送る よう 指示 され 、 そ の 待遇 は 、 供 給 制 に よる 一 定量 の 
物資 割り 当て と 少額 の 現金 支給 と 決め られ て いた か ら だ 。 

た だ し 、 腐 敗 行 為 を 起こ す 原 因 は 単に 収入 が 低い か ら と いう だ け で は な か っ た 。 杭 州 市 が 中 国 
共産 党 に よっ て 接収 され た 後 、 そ れ ま で 都市 で 国民 党 や 資本 家 が 保有 し て いた 財産 や 権限 が 、 不 
均等 に 分 配 さ れ た こと に も 原因 が あっ た 。 杭 州 市 政府 の リー ダー た ち は 、 市 内 の 西湖 ほとり の 邸 
宅 に 住み 着き 、 車 を 保有 し た り 、 召 使 を 雇っ た り と 、 あ り と あら ゆる 殴 沢 な 特権 を 享受 し た の に 
対し て 、 ほ と ん どの 南下 幹部 は 、 杭 州 市 政府 に 引き 続き 残っ た 旧 国 民 党 政 府 職 員 よ り も 低い 待遇 
で 工作 に 従事 し て いた と いう 。 旧 国民 党 政府 職員 は 、 通 常 の 給与 に 加え て 戦後 も 続く イン フレ へ 
の 補助 と し て 月 に 2000 元 も 与え られ て いた の に 対し て 、 南下 幹部 は 供給 制 に よっ て 食糧 と 少額 の 
金銭 し か 与え られ な か っ た (Gao, 2004, 103-104) 。 

つま り 、 杭 州 市 に お ける 末端 幹部 の 腐敗 は 、 詩 岩 林 が 危 健 し た よう に 、 接 管 工作 後に 権限 を 持 
っ た 南下 幹部 が 、 都 市 の 堕落 し た 生活 に 染まり 、 都 市 の 区 沢 な 暮らし を 得 た い が た め に 起こ し た 
と いう ぶ ふう に 表面 的 に は 捉え られ が ち だ が 、 実 際 は 中国 共産 党 の 施策 が 招い た 統治 体制 内 の 構造 
的 格差 に よっ て 生じ し た も の で あっ た と 言え る 。 


( 4 ) 占領 直後 の 未 端 都市 行政 建設 へ の 影響 

で は 、 杭 州 市 の 接 管 工作 を 担っ た 幹部 た ちの 腐敗 行為 に 対し て 、 杭 州 市 の 党 指 導 者 た ち は ど の 
よう な 反応 を 見 せ 、 未 端 都 市 行政 建設 に どの よう な 変更 を 加え た の か 。 

ご の 点 に つい て 指摘 で きる と すれ ば 、 そ れ は 杭州 市 内 の 未 端 行政 建設 の 遅延 を 促進 させ た こと 
で ある 。 以 下 で は 、 そ の 背景 と な っ た 杭州 市 に お ける 接 管 工作 の 展開 状況 か ら 説明 を し て いく 。 
杭州 市 が 中 国共 産 党 に よっ て 占領 され た 1949 年 5 月 以降 、 杭州 市 軍事 管制 委員 会 が 接 管 工作 に 
お いて まず 解決 すべ き 課 題 と な か つっ た の は 、 東 北 ・ 華 北 地域 の 都市 と 同様 に 前 線 に 物資 を 供給 する 
た め の 経 済 生 産 力 の 回 復 で あっ た 。 華 東 地域 の 主要 都市 は 、 国 民 党 と の 大 き な 戦 闘 も な く 中 国共 
産 党 に 占領 され た と は いえ 、 洒 江 省 内 の 舟山 諸島 で は 国民 党 が 根強く 抵抗 を 続け て お り 、 洒 江 省 
より 南 で は 福建 や 台湾 海峡 で の 戦線 が 後方 か ら の 支援 を 必要 と し て いる 状況 で あっ た ( 毛 , 2018, 
84) 。 杭 州 市 は 、 そ れ ら の 前 線 に 最も 近い と ご ころ に 位置 する 都市 と し て 重要 な 後方 拠点 で あっ た 。 
し か し な が ら 、 杭 州 市 の 生産 回 復 は 難航 し た 。 人 民 解 放 軍 が 杭州 市 へ 入っ た 5 月 は 、 繊 維 産 業 
で 必要 な 春の 収穫 シー ズン で あっ た 。 繊維 産業 は 杭州 市 民 の 10 て 15 万 人 が 生産 ・ 販 売 に か か わる 
杭州 の 主要 産業 で あっ た た め 経 済 状 況 改善 の チャ ンス で あっ た の だ が 、 国 共 内 戦前 まで の シル ク 
生産 の た め の 材 料 調達 先 は 日 本 な どの 外国 で あっ た た め 、 生 産 回 復 の た め に は 材料 調達 の 代替 先 
を 確保 し な けれ ば な ら な か っ た (中 共 洒 江 省 委 党 史 研 究 室 ・ 中 共 杭州 市 委 党 史 研 究 室 , 1996, 28, 58- 
59) 。 
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そこ で 、 洒 江 省 中 国共 産 党委 員 会 と 杭州 市 中 国共 産 党委 員 会 の 幹部 た ち は 、 杭 州 市 周辺 の 農村 
地域 を 新た な 材料 調達 先 と し て 選択 し た 。 と ころ が 、 泊 江 省 全体 を みれ ば 、 無 血 開城 され た 杭州 
と は 打っ て 変わ っ て 、 中 国共 産 党 の 統治 基盤 は 非常 に 脆弱 で あっ た 。 

実は 、1945 年 か ら 49 年 の 国共 内 戦 期 の 経済 不況 や 食糧 難 に 呼応 し て 、 洒 江 省 の 農村 で は 反動 
会 道 門 と 称 さ れる 民間 宗教 結社 の 一 貫 道 が 普及 拡大 し 、 中 国共 産 党 政 権 に 対す る デマ や 恐怖 を 民 
衆 に 対し て 煽 つ て いた ( 孫 , 2007, 493 : 中 共 洒 江 省 委 党 史 研 究 室 ・ 中 共 杭 州 市 委 党 史 研 究 室 , 
1996 ,194-198) 。 加 えて 、 農 村 地 域 で は 隊 賊 が さか ん に 礁 ・ 殺 鐵 を 行っ て いた 。 甘 賊 は 、 人 民 解 
放 軍 が 洒 江 省 全域 に 進軍 し た 1949 年 の 後半 に お いて も 、 農 村 幹 部 や 中 国共 産 党 支持 者 (積極 分 子 ) 
1165 人 、 郷 レベ ル 以 上 の 政府 幹部 350 人 を 尊 害 し て お り 、 さ ら に 1949 年 7 月 20 日 の 洒 江 省 衝 州 
開化 県 で は 、 長 賊 が 県 城 を 包囲 し 、 略 奪 を 行っ た 記録 も ある ( 包 , 2021, 150)。 ご この よう に 、 杭 州 
市 が 接収 され た 後 も 、 洒 江 省 内 の 農村 地域 で は 中 国共 産 党 の 統制 の 行き 届か な い 地 域 が 多かっ た 。 

また 、1949 年 の 杭州 周辺 の 地域 は 、 夏 季 に 激しい 暴 雨 に 見 舞 わ れ 、 農 村 の 生産 基盤 が 大 き な 損 
害 を 受け て いた 。 工業 生産 の た め の 材 料 に 加え て 、 食糧 生産 確保 も 喫 遇 の 課題 と な か っ た た め 、 1949 
年 6 月 に 中 国共 産 党 泊 江 省 委員 会 は 、 同 年 9 月 まで 全 省 内 の 工作 重点 が 農村 に ある と 宣言 し た 。 
ご の 宣言 に 基づき 、 中 国共 産 党 泊 江 省 和 要員 会 は 、 ま す 農 村 地 域 を 武力 平定 し た 上 で 都市 に 原材料 
や 生産 品 を 供給 し 得る 農村 の 統治 基盤 の 形成 を 目指 し た 。 そ の 方 策 の ーー つが 、 講 岩 林 が 人 民 解 放 
軍 幹 部 に 出し た 、 農村 に 潜ん で いる (と され た ) 3 万 5 千 人 の 基 賊 と 国民 党 の 残党 に 対す る 掃討 命 
令 で あっ た 。 そ れ に 加え て 、 食 糧 や 原材料 の 生産 力 を 回 復 す る た め に 、 都 市 に いた 多く の 中 国 国 
民 党 職員 や 中 国共 産 党 の 幹 部 、 そ の 他 都 市 住民 を 農村 に 派遣 し 、 長 期間 、 生 産 活動 に 従事 させ よ 
うと し た (Gao, 2004, 100 : 包 , 2021, 150) 。 

農村 に 動員 され た 人 員 に は 、 杭 州 市 内 の 接 管 工作 過程 に お いて 腐敗 行為 を 働い た 幹部 た ち も 含 
まれ た (Gao, 2004, 104)。 ご の ほか に 、 杭州 市 が 中 国共 産 党 に 占領 され た 後 で 接 管 工作 を 担う 幹部 
と し て 採用 され た ば か り の 学生 た ちや 、 都 市 の 労働 者 も 含ま れ て いた の で ある が 、 ご うし た 人 上 員 
も 押し な べ て 、 中 国共 産 党 の 上 か ら の 動員 や 政策 方 針 に 従わ な かい 人 員 た ち で あっ た 。 

つま り 、 こ れ ら の 上 農村 動員 は 、 都 市 の 生産 力 を 回 復 さ せる と いう 名 目 に 加え て 、 洒 江 省 ・ 杭 州 
市 党委 員 会 の 幹部 や 労働 者 に 対す る 規律 統制 力 の 強化 と いう 名 目 も あっ た 。 動 員 さ れ た 都市 の 人 
員 は 、 一 貫 し て 、 農 村 に お いて 政治 運動 と 生産 活動 に 動員 させ られ 、 中 国共 産 党 の 命令 と 思想 の 
統制 に 従う よう 「 再 教育 」 さ れ た 。 

ジェ ー ム ス ・ ガ オ に よる と 、1949 年 6 月 か ら 段 階 的 に 合計 で 杭州 市 内 の 4 分 の 3 も の 中 国共 産 
党 政 府 役人 や 党員 労働 者 が 農村 に 派遣 され た 。1949 年 5 月 の 時 点 で 人 口 53 万 人 程 い た 杭州 市 で 
は 、 そ も そ も 派 遣 さ れ た 南下 幹部 や 在 地 の 党 員 幹 部 の 数 が 少な く 、 接 管 工作 を 進め る こと が 困難 
だ っ た に も か か わら ず 、 ご の 農村 派遣 が 行わ れ た (Gao, 2004, 102-105・108)。 こう し た 背景 か ら 、 
杭州 市 内 の 電 部 の 数 は 非常 に 限ら ちら れ 、 中 国共 産 党 統制 下 に お ける 行政 の 再編 も 遅れ た こと は 十分 
に 想定 され る 。 


(5 ) 建国 後 も 杭州 市 で 維持 され た 未 端 行政 の 在り 方 

杭州 に お ける 行政 再編 の 遅れ は 、 公 安 機関 で も 顕著 に 見 られ た 。 先 に 見 た 通り 杭州 で も その 指 
導 的 地位 に いる 幹部 の 多く が その 腐敗 を 指摘 され て いた た よう に 、 公 安 は 接収 管理 当初 か ら 再 編 
に 困難 が 伴っ た と 思わ れる 。 

実際 に 、1949 年 後半 に お ける 杭州 市 公安 局 の 工作 を 総括 する 報告 書 に お いて も 都市 内 に 潜伏 す 
る 国民 党 特 務 (スパ イ ) の 偵察 を 担当 し た 幹部 の 腐敗 行為 の 存在 と さら な る 政治 教育 の 必要 性 が 
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強調 され (中 共 河 江 省 委 党 史 研 究 室 ・ 中 共 杭州 市 委 党 史 研 究 室 ,1996,180) 、1949 年 7 月 に 市 内 で 
71 個 の 設置 目標 を 定め られ た 公安 派出 所 は 12 月 まで に 43 個 し か 設置 され て いな か っ た (中 共 洒 
江 省 委 党 史 研 究 室 ・ 中 共 杭州 市 委 党 史 研 究 室 , 1996, 177 : 毛 , 2018, 125)。 さ ら に 設置 され た 公安 派 
出所 も 、 配 置場 所 が 交通 治安 に 偏重 し た も の に な っ て お り 、 市 内 の 人 口 管理 や 治安 を 十分 に 維持 
で きる まで の 整備 は 1949 年 10 月 1 日 を また いで も 完成 され て いな か っ た よう で ある ( 政 協 杭 州 
市 上 城区 委員 会 , 2013, 55) 。 

杭州 市 に お いて も 占領 当初 か ら 公 安 機関 が 十分 に 機能 し な か っ た た め 、 華 東 区 軍事 管制 委員 会 
が 5 月 24 日 に 杭州 市 人 民政 府 の 成立 を 布告 し た 際 に 、 市 レベ ル 以 下 の 行政 区 画 に つい て も 国民 党 統 
治 期 の も の を 踏襲 し 、 区 委員 会 と 区 人 民政 府 を 設置 し ?、 下 部 組織 と し て 保 甲 制度 が 再 利用 され る 
ご と と な っ た 。 区 と 保 甲 制 の 未 端 行政 秩序 を 活用 し て 、 市 内 の 不審 人 物 や 組織 の 摘発 に 加え て 、 
都市 の 生産 力 回 復 や 前 線 へ の 物資 供給 に 関わ る 動員 ・ 懲 発 工作 を 行っ た の で ある ( 韓 , 2006, 34 : 
杭州 市 民政 局 , 1998, 57・65)。 

杭州 市 で 区 公 所 が 設置 され た 直後 、 劉 少 奇 に よる 街 政府 を 廃止 する 指示 を 受け て 、 北京 市 (6 月 
22 日 ) と 天津 市 (6 月 30 日 ) で は 、 市 政府 に 権限 を 集中 させ 行政 効率 を 上 げ る こと を 名 目 に 、 意 思 
決定 機能 を 有 し て いた 区 人 民政 府 が 市 政府 出先 機関 の 区 公 所 に 改め られ た 。 そ し て 、 区 公 所 は 公 
安 派出 所 に 民政 幹 吉 を 1 ン 2 人 派遣 し 、 ご これ を 通じ て 住民 の 組織 化 と 動員 を 市 か ら 未 端 ま で トッ プ 
ダウ ン で 行う 行政 秩序 が 構想 され た ( 郭 , 2006, 51)。 つ まり 、1949 年 6 月 に 、 東 北 ・ 華 北 地域 に お 
いて 再び 公安 派出 所 を 主軸 と する 未 端 行政 の 再編 が 進め られ て いた の で ある 。 

杭州 市 で も 、 こ の 流れ を 受け て 、1949 年 8 月 に 市 街 地 の 面積 が 広い 5 つの 区 (上 城区 、 中 城区 、 
下 城区 、 西 湖 区 、 江 幹 区 ) に お いて 区 人 民政 府 に 代わ る 区 公 所 が 設置 され た 。 区 公 所 は 市 政府 民 
政局 の 指導 の 下 、 人 口 管理 や その 他 の 行政 活動 を 行う と され た 。 し か し な が ら 、 幹 部 の 数 が 少な 
か っ た 杭州 市 公安 局 は 市 内 に 十分 な 数 の 公安 派出 所 を 設置 で き て いな か っ た た め ( 毛 , 2018, 124 : 
政 協 杭 州 市 上 城区 委員 会 , 2013, 55) 、 杭州 市 で は 引き 続き 区 公 所 が 保 甲 制 を 直接 運用 し な が ら 杭 州 
市 の 接 管 工作 は 進め られ た 。 

1949 年 10 月 1 日 に 中 華人 民 共 和 国 が 建国 され る と 、 杭州 市 で も 一 時 利用 が 許さ れ て いた 保 甲 制 の 
廃止 と それ に 代わ る 未 端 行政 組織 と し て 居民 委員 会 の 設置 が 議論 され る よう に な っ た 。 そ の 具体 
的 な 検討 は 、10 月 11 日 12 月 1 日 に か け て 4 回 開催 され た 全市 各区 区 長 合同 会 議 で 行わ れ た (中 国 
社区 建設 中 心 , 2011, 26-29 : 31-36 : 40-43 : 55-58) 。 

同 会 議 で は 、 市 長 、 区 長 、 市 政府 秘書 長 に 加え て 市 ・ 区 レベ ル の 公安 トッ プ も 参加 し た の だ が 、 
公安 組織 の 不 完全 な 整備 や 警察 官 の 質 の 低 さ な どか ら 、 保 甲 制 の 廃止 と 居民 委員 会 の 設置 は 市 民 
政局 と 各区 の 区 公 所 が 主導 的 に 進め る こと と な っ た 。 

その 結果 、 居民 委員 会 の 機能 に は 、 1949 年 10 月 1 日 の 中 華人 民 共 和 国 建国 前 後に お ける 市 民政 局 
お よび 区 公 所 の 重点 的 な 任務 、 すなわち 国共 内 戦 の 前 線 へ の 物資 供給 と 生産 力 回 復 の た め の 住 民 
動員 お よび 組織 化 が 強く 反映 され る こと と な っ た ( 毛 , 2018, 108-110) 。 

以上 の よう に 、 杭 州 市 の 接 管 工作 過程 に お いて 見 られ た 未 端 幹部 の 腐敗 行為 は 、 同 市 に お ける 
中 国共 産 党 に よる 都市 の 行政 再編 を 遅らせ る こと と な っ た 。 特に 公安 機関 の 整備 が 遅れ た こと は 、 
杭州 市 政府 が 中 央 の 指導 部 の 考案 し た 公安 派出 所 を 基軸 と し た 未 端 行政 秩序 の 再編 と いう 方 針 を 
実行 する こと を 難し くし た 。 そ の 結果 と し て 、 区 公 所 と 居民 委員 会 に よる 未 端 行政 秩序 の 形成 が 


? 杭州 の 人 口 は 1948 年 中 ご ろ で 53 万 5953 人 で あり 、 都 市 の 中 心地 で あり 城壁 内 の 南 か ら 一 、 二 、 三 区 に その う ラ 
ちの 639% (71121 戸 ・ 世 帯 ) が 集中 し 、 残 り の 農村 含 お 郊外 区 の 四 か ら 八 区 に 379% が 住ん で いた (杭州 市 欄 案 局 , 
1999, 12) 。 一 か ら 三 区 は 、 そ れ ぞ れ 上 城区 、 中 城区 、 下 城区 、 四 か ら 八 区 は 西湖 区 、 江 幹 区 、 良 山区 、 息 橋 区 、 捧 
野 区 と 名 称 は 変更 され た ( 陳 , 2008, 413) 。 
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促進 され た 。 ご この 杭州 市 で 未 端 幹部 の 腐 改 を きっ か け と し て 形成 され た 区 公 所 と 居民 委員 会 の 上 
下関 係 は 、 現 在 の 区 人 民政 府 と 居民 委員 会 の 上 下関 係 の 原型 と な か っ た と 考え られ る *。 


5. お わり に 

本 間 で は 、1946 年 以降 の 第 二 次 国 共 内 戦 期 に 見 られ た 都市 接 管 工作 に 従事 し た 未 端 幹 部 の 腐敗 
行為 が 中 華人 民 共 和 国 の 都市 末端 行政 秩序 の 形成 に 与え た 影 絡 に つい て 論じ た 。 

東北 ・ 華 北 地域 で は 、 未 端 幹 部 に よる 都市 の 経済 生産 力 と 秩序 に 悪影響 を 及ぼ す 収 礁 行為 な ど 
の 腐敗 行為 が 中 央 の 指導 部 に よっ て 当初 掲げ られ た 街 政府 構想 を 頓挫 させ た 。 

街 政 府 の 設置 を 接 管 工作 開始 当初 より 計画 し て いな か つた 華東 地域 の 杭州 市 に お いて も 、 未 端 
幹部 の 腐敗 行為 が 深刻 だ っ た 。 興 味 深い の は 、 南 北 を 問わ ず 、 そ うい っ た 都市 に お ける 腐敗 行為 
は 、 戦 時 と いう 不安 定か つ 流 動 的 な 社会 状況 に 加え て 中 国共 産 党 が 作り 出し た 制度 設計 に も 起因 
し て いた こと で ある 。 

そし て 、 杭 州 市 に お いて 見 られ た 幹部 の 腐敗 行為 は 、 杭 州 市 政府 の 指導 痢 た ち に よる 一 連 の 対 
応 の 結果 、 現 代 に いた る 未 端 行政 組織 の 上 下関 係 を 作り 出す きっ か け と な っ た 。 概 し て いえ ば 、 
中 国共 産 党 政権 に よる 腐敗 対応 は 、 都 市 に お ける 行政 秩序 の 在り 方 を 決定 する うえ で 看過 し 得 な 
い 作 用 を 発揮 し た と いえ る の で ある 。 
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IV 腐敗 磁場 一 な に が 起き て いる の か 


本 セク ショ ン は 、「 腐 敗 は どこ で 生ま れ て いる の か 」 に 加え て 、「 どこ で 、 ど の よう な 腐敗 が 
生ま れ て いる の か 」 を 分 析 し よう と する も の で 、「 腐 敗 の 構成 要件 」 の 「⑤)Do what 何 を す 
る 」 を 更に 展開 し よう と する も の と 言っ て も よい 。 具体 的 に は 、 対外 援助 、 教 育 、 建 築 業 界 等 
ビジ ネス の 現場 を 腐敗 の 磁場 と し て 検討 し て いる 。 

ビジ ネス の 現場 と し て 、 第 10 章 「^ 一 帯 一 路 : 廉 潔 二 路 ?? : 対外 援助 と 腐敗 」( 岡 田 実 ) 
が 取り 上 げ る の は 中 国 の 公共 調達 と 対外 援助 場面 で ある 。 日 本 が 戦後 復興 か ら ^ 新 興 ド ナー ソ 
と し て 台頭 する 過程 で 発生 し た 腐敗 事案 を 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 の 視角 か ら レ ビュ ー し 、 日 
本 の 事案 か ら 腐 敗 の 誘因 と 制約 要素 を 析出 し 、 中 国 ケ ー ス と 比較 検討 を 進め た 。 日 中 の 共通 
点 と し て 、 岡 田 は 、「 行 政 と 市 場 の 接点 」 で は 、 一 種 の “ 刊 益 共同 体 ? が 形成 され た こと 、 ま た 
発展 途上 国 で の 事業 と いう 特殊 性 が 腐敗 リス ク を 高め た 点 を 上 げ る 。 他方 、 腐敗 の 「 制 約 」 に 
つい て は 、 公 共 調 達 関連 法 信 等 に よる 制度 整備 が 進ん で いる 点 を 共通 点 と する 一 方 で 、 メ デ 
ィ ア ・ 第 三 者 機関 の 役割 、 情 報 公開 、 相 手 国 側 と の 連携 の 面 で は 異な る 相 貌 を 呈し て いる と 
論じ 、 日 中 が 直面 する 共通 の 課題 は グ みな く な いと 結ん で いる 。 

また 、 学 歴 社会 化 が 進行 する 現代 中 国 に あっ て 、 不 公正 な チロ で 高 学 歴 を 取得 する 「 学 麻 
腐敗 」 も 夢 廷 し て いる 。 とりわけ 党 校 が 行う 通信 教育 や 全日 制 大 学 が 開設 する 役人 向け の 大 
学院 クラ ス の 「 研 究 生 班 」 を 分 析 対 象 に 据え 、 学歴 腐敗 の 実態 を 描き 出し 、 そ の 時 代 背 景 や 発 
生 メ カニ ズム を 検討 し よう と し た の が 、 第 11 章 「 幹 部 「 四 化 」 方 針 下 の 学歴 腐敗 」( 項 善 平 ) 
で ある 。 幹 部 「 四 化 ( 三 革命 化 、 若 年 化 、 知 識 化 、 専 門 化 )」 方 針 を 受け て の 成人 教育 の 急速 
な 発展 と 高 学 歴 化 の 状況 を 概観 し た 上 で 、 中 央 党 校 を 頂点 と する 党 校 シス テム に み ら れ る 学 
歴 腐 敗 の 制度 化 お よび 大 学院 教育 に お ける 「 権 学 交易 」、「 銭 学 交易 」 の 実態 が 分 析 さ れ て い 
る 。 蔵 は 、 高 学歴 を 持つ こと で 、 高い 官職 に 就く 可能 性 が 高く 、 ま た 高 学 歴 で 昇任 を 果たし た 
結果 と し て 、 権 力 を 悪用 する 場合 に も 、 学 歴 の 低い 者 に 比べ 、 よ り 大 きい 腐敗 が 発生 する と 
指摘 し て いる 。 た だ 、 社 会 の 学歴 腐敗 を 見 る 目 は 必ず し も 茂 し いと は 言え な いと も 指摘 、 学 
歴 腐 敗 の 大 贅 化 に よっ て 役人 の 学歴 腐敗 が 憩 小 化 さ れ た 一 面 も 否め な いと も 嘆い て いる 。 

中 国 の 農村 地域 に お ける 腐敗 ・ 搾 取 現象 の 代表 例 が 建築 業界 の 請負 関係 で あり 、 そ の 中 心 
の 「 包 工 頭 」 制 度 と 建築 会 社 等 と の 間 に 「 権 銭 交 易 」 が 成立 し て いる 。 第 12 章 「 中 国 建築 業 
界 に お ける 利益 分 配 構造 と 「 腐 敗 」・「 挫 取 」 の 背景 一 「 包 工 頭 」 の 役割 を 中 心 に 」( 大 島 一 
ニ ・ づ コ 麗 殖 ) は 、 こ の 建築 業界 に お ける 利益 分 配 構造 と 腐敗 ・ 搾 取 の 実態 を 分 析 し 、 農 村 に お 
ける 「 悪 役 」 と し て 、 し ば し ば 搾取 ・ 搾 取 の 象徴 と 語ら れる 「 包 工 頭 」 の 現実 の 姿 を 検証 し 
た 。「 包 工 頭 」、 と は 、「 関 係 (guanxi)」 を 基礎 と し て 、 農 村 地 域 に お いて 農民 工 を 組織 し 、 都 
市 地域 の 建築 会 社 等 か ら 建 築 作業 を 請け 負う 業者 で ある が 、「 包 工 頭 」 三 悪役 論 を 超え て 、 建 
築 会 社 等 か ら の 支払 い の 詳 廷 に 自ら が 苦し む 中 間 管 理 者 と し て 、「 被 害 者 」 と いう 列 の 顔 も 有 
し て お り 、「 和 被害 者 」 と 「 加 害 者 」 の 両方 の 性 格 を 有 し て いる こと を 明らか に し た 。 大島 ・ チ 
ョ ウ は 、 そ の 結論 と し て 、 中 国 に お ける 交 敗 の 特質 の 一 つ で ある 《 銭 ・ 権 ネッ トワ ー ク )》 が 農 
村 地 域 に お いて は この 「 色 工 頭 」 制 度 に 集約 され て いる こと を 論じ て いる 。 


? 一 帯 一 路 : 廉 潔 之 略 ? ? : 対外 援助 と 腐敗 


岡田 実 
は じ め に 

2019 年 4 月 、 北 京 で 開催 され た 第 2 回 ^ 一 帯 一 路 ? 国 際 協 力 ハ イレ ベル フォ ー ラ ム 廉 潔 シル クロ ー ド 
分 会 に お いて 、「 廉 潔 シ ルク ロー ド 北 京 宣言 」 が 発表 され た 。 

同 宣言 は 、「“ 一 帯 一 路 * の 協力 プロ ジェ クト に 対す る 監督 管理 、 公 共 資 源 交 易 の 規範 化 、 プ ロジ ェ 
クト の 入札 、 施 工 建設 、 運 営 管理 等 の 過程 に お ける 厳格 な 関連 法律 法規 の 遵守 、 権 カ の レン トシ ー キ 
ング 空間 の 削減 努力 、 ビ ジネス 環境 の 規範 化 と 法治 化 強 化 」 を 各 方 面 に 呼び か け 、「 廉 潔 リス ク の 防 
止 と コン トロ ー ル 、 廉 潔 文化 の 育成 、 廉 潔 ル ー ル の 制定 、 商 業 周 賠 行為 の 断固 と し た 阻止 、“ 親 し 
く 、 清 い " と いう 新型 政 商 関係 を 作り 共同 で 維持 する ] こと を 計っ て いた 。 

同 宣言 は 、 一 帯 一 路 ” 治 線 国 で 発生 する お それ の ある 腐敗 の 阻止 に 全力 で 取り 組む こと を 、 内 外 に 
向け 宣言 し た も の と 捉え る こと が で きよ う 。 


翻っ つて 日 本 が 戦後 復興 か ら ^ 新 興 ド ナー" と し て 台頭 する 過程 で 、 同 様 の 腐敗 問題 に 直面 し な か っ た 
の だ ろう か ? 

日 本 は 1954 年 に ビル マ 、1956 年 に フィ リピ ン 、1958 年 に イン ド ネ シア 、1959 年 に ベト ナム と の 賠 
償 協 定 を 締結 し 、 生 産物 供与 と イン フラ エ 事 を 中 心 と し た 賠償 を 開始 する 。 ま た 1954 年 は 、 日 本 が 
コロ ン ボ ・ プ ラン に 加盟 し 政府 ベー ス の 技術 協力 を 開始 し た 年 で も あっ た 。1960 年 代 以 降 、 日 本 の 政 
府 開発 援助 (ODA) が 本 格 化 し 、1980 年 代 に は 、 世 界 第 2 位 の ODA 大 国 と な る 。 そ し て その 間 、 
いく つも の 腐敗 の 疑惑 」 と 不祥事 に 直面 し 、 そ の 解決 に 迫 ら れ て きた 事実 が ある 。 


で は 、 タ イム ラグ が ある が 、 日 本 と 中 国 が それ ぞ れ “新興 ドナ ー" と し て 台頭 し て いく 過程 に お い 
て 、 腐 敗 の 誘因 と 制約 に 関し 、 日 中 は 共通 点 を 有 し て いた の だ ろう か ? 有 し て いた と する と 、 そ れ は 
中 国 の 反 腐敗 に と っ て 「 他 山 の 石 」 と な る の だ ろう か ? 

本 稿 は 、 上 記 の 問題 意識 か ら 出発 し 、 日 本 の ODA の 発展 過程 に お いて 発生 し た 腐敗 事案 を 「 行 政 
と 市 場 の 接点 」 の 視角 か ら レ ビュ ユー し 、 中 国 の 公共 調達 と 対外 援助 に お ける 腐敗 の 誘引 と 制約 要素 と 
の 対比 を 通し て 、「 “一帯 一 路 : 廉 潔 之 路 * に 、 日 本 の “失敗 "経験 は 活か せる か ? 」 を 考察 する こと を 
目的 と する 。 


以下 、 ま ず 1 で 戦後 か ら 今 日 に 至る 腐敗 発生 の 推移 を 押さ えた うえ で 、 2 で 日 本 の ODA 史 に お け 
る 4 つの 主要 な 事業 を レビ ュー する 。 次 に 3 で 日 本 の 事案 か ら 見 出せ る 腐敗 の 誘因 と 制約 要素 を 析出 
し 、4 で 中 国 の 公共 調達 と 対外 援助 に お ける 腐敗 の 誘因 と 制約 要素 を 検討 する 。 最 後に 、 日 本 の " 失 
敗 / 経 験 が 、 中 国 に 示唆 する と ころ を 整理 し て みた い 。 

1 . 汚職 逮捕 検挙 数 の 推移 を めぐ る 日 中 比較 


中 国 に お ける 汚職 贈 収 賭 (中 国語 : 信 汚 賭 路 ) 逮捕 承認 ・ 決 定 件 数 が 中 国 統計 年 鑑 で 明らか に され 
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た の は 1998 年 度 以降 で ある 。 図 表 1-1 で 示す と お り 、 概 ね 年 間 1 万 2 千 ^1 万 6 千 件 で 推移 し て いた 
同 件 数 は 、2019 年 度 に は 2 千 件 を 割り 込む お まで に 急減 し て いる 。 

他方 、 日 本 の 贈 収 賭 検挙 件 数 は 、1998 年 度 以降 だ け で 見 る と 多い 年 で も 100 件 台 、2018 年 度 は 25 
件 で あり 、 絶 対数 で は 中 国 より 二 桁 以上 少な い 状 況 で 推移 し て きた 。 


図表 1-1 賭 略 汚職 検挙 件 数 推移 日 中 比較 (絶対 数 ) 


ーー 日 本 ・ 犯 罪 白書 ・ 贈 収 賭 検挙 件 数 (絶対 数 ) 
ーー 中 国 ・ 収 賭 汚職 逮捕 承認 決定 件 数 (絶対 数 ) 
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出所 : 中 国 の 件 数 は 、 国 家 統計 局 『 中 国 統 計 年 鑑 』 各 年 度 版 より 、 日 本 の 件 数 は 、 法 務 省 『 犯 罪 白書 令 和 2 年 
度 版 』 よ り 筆者 作成 


し か し 図表 1-1 は 、 日 本 の 戦後 復興 か ら 高 度 成長 期 に か け て 、 各 し い 数 の 汚職 事件 が 発生 し て いた 
こと も 示し て いる 。 日 本 の 1949 年 度 の 贈 収 賭 検挙 数 は 9 千 件 を 超え て いた 。 

さら に 、 日 中 の 人 口 規模 が 全く 異な る こと に 氏 み 、 百 万 人 あたり に 換算 し て 比較 を し た の が 図表 1-2 
で ある 。 1949 年 度 の 日 本 の 贈 収 賭 検挙 件 数 は 百 万 人 あたり 109.4 件 と な り 、 戦 後 直後 の 日 本 に お いて 、 
いか に 汚職 が 狙 狼 を 極め て いた か が 肝 え る 。 

他方 、 中 国 に お ける 百 万 人 あたり の 件 数 は 、2015 年 まで 概ね 10 件 台 で 推移 し て きた が 、2016 年 以 
降 急 減 し 、2019 年 は 1.37 件 と な っ た 。 習 近 平 体制 下 で 一 気 に 日 本 の 約 30 年 分 の 規模 で 減少 させ た と 
みる こと も で きよ う 。 


図表 1-2 百 万 人 あたり の 崎 周 汚職 検挙 件 数 推移 日 中 比較 


ーー 日 本 ・ 百 万 人 あたり の 暗 収 賭 検 挙 件 数 


ーー 一 中 国 ・ 百 万 人 あたり の 収 賭 汚 職 逮 捕 承認 決定 件 数 
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出所 : 中 国 の 件 数 は 、 国 家 鉱 填 局 『 中 国 統計 年 鑑 』 各 年 度 版 より 、 日 本 の 件 数 は 、 法 務 省 『 犯 罪 白書 令 和 2 年 
度 版 』 よ り 筆者 作成 


2. 日 本 の ODA 史 に お ける 4 つの “失敗 ” 


本 章 に お いて は 、 日 本 の ODA 史 に お いて 発生 し た 4 つの 代表 的 な 腐敗 事案 を レビ ュー し 、 そ の 背 
景 と 原因 、 事 案 発 生後 の 改善 措置 に つい て 整理 し て いき た い 。 


( 1) 第 一 の “失敗 ” : 戦後 賠償 を めぐ る 腐敗 - イ ンド ネシア 賠償 疑惑 

定義 上 、 賠 償 は ODA に 含ま れ な い が 、 賠 償 は ODA の 原型 形成 に 大 き な 影 響 を 与え て お り 、 腐 敗 
の 原型 も 賠償 の 過程 に 見 出す こと が で きる 。 

イン ド ネ シア と の 賠償 協定 が 発効 し た 1958 年 4 月 、 ス カル ノ 大 統領 が 来 日 する 。 そ の 際 、 岸 信介 
首相 と 親しい 小 規模 商社 が 多額 の 資金 を 費やし て 大 統領 を 接待 し 、 そ の 結果 、 賠 償 の 「 目 玉 ]」 で あっ 
た 船舶 51 隻 の 供与 を 同 商 社 が ほぼ 独占 受注 し た 等 の 醒 聞 が 流布 し た (高野 、1993 : 120-121) 。 

な ぜ 大 手 の 商社 で は な く 同 商社 が 受注 し た の か 。 同 商社 の イン ド ネ シア 駐在 員 だ っ た 人 物 は 、「 具 
体 的 に 受注 に つなげ る に は 、 ス カル ノ 大 統領 の サイ ン や メモ が あれ ば 十分 だ っ た 。 そ れ を 得る に は ジ 
ヤ ャ カルタ に いて 付き っ 切り で スカ ル ノ 大 統領 に アプ ロー チ す る の が 一 番 効 果 的 だ っ た 」 と 証言 し て い 
る (倉沢 、2011 : 233) 。 ま た 同社 社長 の 人 脈 が 、 政 財界 の 要 人 に つなが っ て いた こと が 背景 に あっ た 
と され る (久世 、1980 : 233-234) 。 

し か し 、 イ ンド ネシア 賠償 を めぐ る 国会 で の 追及 は 不発 に 終わ り 、 疑 惑 の まま に 終わ る 。 そ の こと 
は 、 求 償 国 政府 が 発注 者 と し て 入札 を 実施 し 、 日 本 の 民間 企業 と 直接 契約 を する と いう 「 直 接 方 式 」 
の 影響 が あっ た こと は 排除 で き な い 。 調達 の 実施 責任 と 権限 は 求償 国政 府 に あり 、 外 国政 府 と 民間 企 
業 の 私 契約 を めぐ る 汚職 を 取り 締まる 法 体系 は 、 当 時 の 日 本 に は 存在 し て いな か っ た か ら で あ る 。 

管 見 の 限り 、 そ の 後 賠償 を めぐ る 疑惑 に 対し 正面 か ら 改 善 を 図っ た 形跡 を 確認 する こと は で き な 
い 。 む し ろ 以 下 の 点 は 「 衣 替え 」 し て その 後 の ODA へ 継承 され て いっ た と 考え られ る 。 

第 一 に 、 相 手 国政 府 か ら の 要請 に 基づき 年 度 実施 計画 を 策定 ・ 合 意 し 実施 する と いう 「 要 請 主 義 」 
で ある 。 実際 は 日 本 の 民間 企業 が 形成 し た プロ ジェ クト が その まま 要請 され る こと が 少な く な い 状 況 
で あっ た 。 

第 二 に 、 前 述 の 「 直 接 方 式 」 を 採用 し た こと で ある 。 

第 三 に 、 日 本 の 外為 銀行 を 介在 さ は る こと に より 、 日 本 国内 で 相手 国 側 に 支払 われ る と いう 方 式 で 
ある 。 ご これ に より 資金 の 流れ が 透明 化 さ れ 、 日 本 企業 が 確実 に 遅滞 な く 対 価 を 受領 で きた 反面 、 日 本 
政府 側 は 入札 ・ 契 約 プ ロ セ ス に つい て は 直接 関与 し な いと いう 立場 で あっ た 。 


( 2) 第 二 の “ 和 失敗” : 円 借款 を めぐ る 腐敗 - マ ルコ ス 疑 惑 

1986 年 2 月 の フィ リピ ン 政 変 の 中 で 米国 に 逃亡 し た マル コス 前 大 統領 が 携行 し 、 米 国税 関 が 押 収 し 
た 書類 の 中 に 、 日 本 企業 の 手数 料 支払 を 報告 し た と み ら れ る リス ト が 含ま れ て いた こと か ら 、 円 借款 
を めぐ る 腐敗 の 事実 が 明る み に な っ た 。 同 リス ト に は 、1973 年 12 月 か ら 1977 年 9 月 の 間 に 日 本 企業 
計 20 社 が 請け 負っ た 円 借款 事業 約 70 件 が 記載 され 、 例 えば 20 社 の 中 で 一 番 多い 27 件 、124 億 円 に 
の ほぼ る 契約 を し た 日 本 企業 は 、18 件 、 合 計 13 億 4 千 万 円 の 手数 料 を 支払 っ て いた の で ある (朝日 新 
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聞 、1986 年 3 月 22 日 ) 。 

アキ ノ 新 政権 側 は 、 行 政 監察 委員 会 を 設け 、 疑 惑 の 解明 と 資金 回 収 に 着手 し 、 ま た 日 本 の 国会 も 疑 
惑 解 明 に 向け た 動き が 活発 化し て いっ た 。 

董 惑 を めぐ る 報道 や 先行 研究 を 踏ま え 、 以 下 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 の 視点 か ら 、 事 案 の 特徴 を 指摘 
し て みた い 。 


第 


に 、 マ ルコ ス 政 権 に お いて 、 腐 敗 の 「 制 度 化 」 が 進ん で いた 。 横山 は 、「 円 借款 着服 統制 メカ 
ニズム が 公式 に 制度 化 」 され リベート 着服 は 「 組 織 的 か つつ 網羅 的 に 、 長 期 に わた っ て お こ な わ れ て き 
た 」 と 指摘 する (横山 、1994 : 96、100)。 そ の 象徴 的 な 存在 と し て 、 円 借款 事業 執行 官 
(Implementmg Officer) の 存在 が あっ た 。 同 執行 官 は 、 マ ルコ ス の 直接 指示 に よっ て 事業 の 入札 ・ 契 約 
な ど 一 切 の 業務 を 仕切 っ て お り 、 ま さ に 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 に 位置 する キー パー ソン で あっ た 。 

第 二 に 、 有 償 援 助 で ある こと か ら 内 政 不 干渉 の ソロ ジッ ク が 強調 され た 。「 要 請 主義 」、 調 達 に お ける 

「 直 接 方 式 」、L/C 発行 等 の 民間 貿易 に 準じ た 手続 き な ど 、 賠 償 か ら 継 承 さ れ た 制度 や 考え 方 は 、 
会 に お ける 政府 側 説明 に お いて 不透明 感 を 強く 印象 付け る も の と な る 。 

第 三 に 、 腐 取 の 犯罪 化 へ の 高い ハー ドル が あっ た 。 日 本 政府 は 、「 疑 惑 」 関係 企業 各社 の 代表 を 通 
産 省 に 呼ん で 事情 聴取 を 行い 、 そ の 結果 を 国会 に 報告 し た 。 そ の 中 で 明らか に な っ た の は 、 日 本 企業 
は 「 通 常 の 商取引 」 と 主張 し た こと で あっ た 。 実際 に 日 本 企業 が 受け た 措置 と し て は 、 税 務 上 の 追徴 
だ け で あり 、 国 会 で の 追及 も 「 政 局 の 綱引き の 中 で 、 和 音頭 蛇尾 (朝日 新聞 、1986 年 5 月 17 日 )」 に 収 
束 し て いつ た 。 

第 四 に 、 国 境 を 踏 ぐ ^ 利 益 共同 体 / が 形成 され て いた 。 円 借款 の 実施 体制 の 中 に 「 行 政 と 市 場 の 接 
点 」 が 埋め 込ま れ 、 そ ご こ か ら 派 生 し た “利益 共同 体 " の 内 部 に 、 ア クタ ー 間 の 相互 依存 と 結託 の 関係 を 
見 出す こと が で きる 。 他 方 、 日 本 政府 と 実施 機関 (OECF) は 、 人 資金 の 供給 者 の 役割 に 罰 ま り 、 上 記 
の * 刊 益 共 同体 "から 一 定 の 距離 を 置く こと が 制度 上 の 建 付 け で あっ た 。 


で は 疑惑 の 後 、 ど の よう な 改善 措置 が 行わ れ た の か 。 山 田 は 次 の 2 つの 改善 が な され た こと を 指摘 
し て いる 。 第 一 に 情報 公開 で あり 、 相 手 国 と 締結 され る 交換 公文 に 円 借款 事業 に 関わ る 契約 者 名 ( 企 
業 名 ) を 公表 する と の 一 文 が 加わ り 、OECF の 年 次 報告 書 で 公開 され る よう に な っ た こと 、 第 二 に 会 
計 検 査 院 に 外務 検査 課 が 新設 され 、ODA に 関わ る 検査 を 一 元 的 に 実施 する よう に な っ た こと で あっ 
た (山田 、2021 : 107-108) 。 

第 三 者 機関 の チエ ッ ク と いう 点 で は 、 当 時 の 総務 庁 が 実施 し て いた 行政 監察 の 対象 と し て ODA が 
取り 上 げ ら れ た こと に も 留意 すべ き で あろ う 。1988 年 の 無償 資金 協力 及び 技術 協力 に 関す る 第 一 次 勧 
告 に 続き 、1989 年 に 円 借款 に 関す る 政府 4 省庁 へ の 勧告 が な され た 。 


(3) 第 三 の “ 失 敗 ” : 技術 協力 (開発 調査 ) を めぐ る 腐敗 JICA 職員 収 財 事 件 
次 に 、1986 年 、 マ ルコ ス 疑 惑 の 渦中 、 史 上 初め て 援助 機関 の 職員 自身 が 収 財 で 逮捕 され た JICA 職 
上 員 収 賭 事件 を 取り 上 げ る 。 
事実 関係 は 以下 の と お り 整 理 で きる 。 IICA 職員 A は 、 モ ロッ コ 王 国 の 開発 調査 案件 の 指名 業者 選 
定 等 に 関し て 便宜 を 図っ た こと の 謝礼 と し て 、 コ ン サ ル タ ン ト 企業 B 社 役員 C か ら 現 金 を 受け 取っ 
た 。 ま た A は 、 パ キス タン 国 の 開発 調査 案件 の 指名 業者 選定 等 に 関し て 便宜 を 図っ た こと の 謝礼 と し 
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て 、 コ ン サ ル タ ン ト 企業 D 社 役員 か ら 現 金 を 受け 取っ た 。 

さら に 、TJICA 職員 E は 、 フ ィ リ ピン 共和 国 の 開発 調査 案件 に 関し て 、 技 術 提案 書 の 企画 ・ 作 成 に 
つい て 便宜 を 図っ た こと の 謝礼 と し て 、B 社 役員 C 及び コン サル タン ト 企 業 F 社 役員 か ら 現 金 を 受け 
取っ た 。 

各種 報道 に よれ ば 、A に 対し て は 計 4000 ドル の 現金 と ゴル フ ・ 飲 食 な どの 接待 、E に 対し て は 現 
金 50 万 円 程度 の 贈 財 で あや っ た 。 し た が っ て 、 マ ルコ ス 甘 惑 の よう に 組織 だ っ た 億 単位 の 巨額 の 周 略 
が 動い た わけ で な く 、 数 十 万 円 程度 の 比較 的 小 規模 の 腐敗 で あっ た こと が わか る 。 

以上 の 事実 関係 を 行政 と 市 場 の 接点 」 か ら 考 察し て 見 えて くる の は 、 第 一 に 行政 と 市 場 の 「 人 事 
交流 」 が 不透明 な 関係 を 生ん だ と いう 点 で ある 。C は も と も と 農水 省 の 職員 で 、 出 向 で IICA の 前 身 
で ある 海外 技術 協力 事業 団 (OTCA) の 課長 を 約 4 年 間 務 め て いた 。A は 当時 の 部 下 で あり 、 以 来 2 
人 は 農業 技術 の 専門 家 と し て つき あい が あっ た 。C は 農水 省 を 1978 年 に 退官 後 、B 社 に 入社 する 。 
1983 年 4 月 に A が JICA の 課長 代理 に な っ た こと で 、 一 緒 に 飲み 歩き 、 つ け を で が 持つ よう が 関係 
に な っ た 。 C は 農水 省 (監督 官庁 )、JICA ( 元 上 司 )、 コ ン サ ル タ ン ト (受注 者 ) の 3 つの 立場 で A 
と の 濃厚 な 接点 が あっ た こと が 、 不 祥 事 の 背景 に ちな っ た と 考え られ る 。 

第 二 に 、 技 術 面 で の チェ ッ ク の 難し さ で ある 。 報 道 に よれ ば 、A は 周 周 を 受け 、 報 告 書 に 空中 地下 
水 探査 法 を 盛り 込ま せる こと で D 社 が 受注 で きる よう 工作 し た と み ら れ て いる 。 技術 協力 に お いて 
は 、 調 査 を 通じ て 現地 を 熟知 し 最も 情報 を 保有 し て いる 担当 者 の 発言 カ が 自ずと 強まる 傾向 が あり 、 
チェ ッ ク は か な り バ ハー ドル が 高い 。 

第 三 に 、 情 報 公 開 が 不 十 分 で ある こと が 腐敗 の 温床 と て な りう る と いう こと で ある 。E が 提供 し た 業 
者 選定 基準 を 定め た 「 評 価 表 」 は 現在 で は 公開 され て いる も の で あり 、 当 時 これ を 「 極 秘 資料 」 と す 
る ご と に よっ て 贈 賭 の 動機 が 働い た こと に 氏 み れ ば 、 情 報 公開 の 腐敗 制約 効果 を 示す 好 事 例 と な ろ 
つ 。 


NN その 後 ど の よう に 改善 が 図ら れ た の か 。 
に 、 国 会 で の 追及 と 外務 大 臣 の 指示 に よる 改善 案 の 検討 で ある 。1986 年 8 月 の 職員 尿 捕 を 受け 
寺 連 ま SSR 82 生き の 本則 
国会 か ら の 上 厳し い 圧 力 を 背景 に 、 倉 成 外 務 大 臣 は JICA 有田 総裁 に 、「 国 際 協 力 事 業 団 法 に 基づく 検 
討 命令 」 を 行い 、 ま た 事務 次 官 を 中 心 と する 省 内 の 検討 委員 会 を 設置 する 。 外 務 省 は 、1) 情 報 公 開 体 
制 の 整備 、2) 監 査 組織 の 新設 、3) 援 助 に 絡 び コン サル タン ト 会 社 の 規律 の 抜本 的 強化 、4)JICA 職員 の 
モラ ル と 土気 の 維持 、5) 援 助 適正 化 、 効 率 化 を めざし 国 ・ 分 野 別 に 援助 政策 を 検討 する た め 、 有 識者 
の 衆 知 を 集め る 新 体制 の 整備 、 の 5 項目 か ら な る 改革 案 を まとめ て いく 。 
第 二 に 、 行 政 監察 の 実施 で ある 。 総務庁 は 1987 年 4 月 て 9 月 に 実地 調査 を 行い 、1988 年 7 月 、 勧 
告 の 中 で JICA の 調達 ・ 契 約 関連 業務 の さら な る 改善 を 求め た 。 
人 
室 の 新設 、 契 約 事務 を 一 元 的 に 扱う 体制 の 整備 、 図 書館 の 設置 、 年 報 や 広報 誌 の 発行 、 評 価 結果 の 
胡 どの 対応 を 矢継ぎ早 に 実行 し て いつ た 。 


( 4) 第 四 の “失敗 : 外国 公務 員 へ の 贈 賭 -PCI 事件 と JTC 事件 
米国 で は 、 ウ ォ ー タ ー ゲ ー ト 事件 を 契機 に 、197Z 年 に 海外 腐敗 行為 防止 法 が 制定 され た 。 ま た 米国 
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は 同 法 に よっ て 米国 企業 だ けが 不利 と な る こと を 防ぐ た め に 、 腐 敗 防止 の 枠組 み を 国際 的 に 構築 する 
こと を 提唱 する 。1997 年 に は 、OECD に お いて 外国 公務 員 贈 賭 防止 条約 が 採択 され 、2016 年 時 点 で 
加盟 34 力 国 全 て と その 他 7? 力 国 の 計 41 力 国 が 外国 公務 員 へ の 贈 賭 を 国内 法 で 禁止 し て いた (樋口 、 
2016 : 117 頁 ) 。 

日 本 で も 1998 年 に 不正 競争 防止 法 を 改正 し て 外国 公務 員 贈 由 罪 を 導入 し た が 、2004 年 の 法 改 正 に 
よっ て 属 人 主義 も 併用 され 、 日 本 国民 ある い は 日 本 企業 で あれ ば 、 国 外 で の 行為 に 対し て も 同罪 が 成 
立 す る こと と な っ た (樋口 、2016 : 117 頁 ) 。 

そう し た 中 、ODA を めぐ り 再 び 発 生 し た 不祥事 が 、2008 年 の PCI 事件 で あっ た 。2008 年 8 月 、 ベ 

トナ ム 「 サ イ ゴ ン 東西 ハイ ウェ イ 建 設計 画 」 (円 借款 410 倍 円 供与 ) の コン サル タン ト 契 約 に 関連 し 
て 、( 株 ) パシ フィ ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ イン ター ナシ ョ ナル (PCI) の 前 社長 ら 関 係 者 4 名 が 不正 競争 
防止 法 違 反 (外国 公務 員 贈 賭 ) の 容疑 で 逮捕 され 、 法 人 と し て の PCI と 併せ て 起訴 され た 事件 で あ 
る 。 日 本 に お ける 公判 と 並行 し て 、 ベ トナ ム に お いて も 捜査 が 進め られ 、 収 賭 を 行っ た ホー チミ ン 市 
業務 管理 局長 は 一 審 で は 終身 刑 と な り 、 二 審 で 禁 銅 20 年 が 確定 し た 。 

さら に 2014 年 、JTC 事件 が 続く 。 日 本 交通 技術 (株 ) TC) は 、1991 年 に イン ド ネ シア で 円 借款 案 
件 を 初め て 単独 受注 し 、1995 年 に は ベト ナム 、2004 年 に は ウズ ベ キ スタ ン で も 、 そ れ ぞ れ 受 注 す る 
ごと に 成功 し た 。2014 年 3 月 、 同 社 が 前 述 の 3 力 国 で 鉄道 事業 関係 者 に リベート を 提供 し て いた こと 
が 発覚 し 、 法 人 と し て の TITC 及び 経営 幹部 3 人 が 、 不 正 競争 防止 法 違 反 で 起訴 され る 。 


PCT 事件 以降 の 対応 と し て 特徴 的 な の は 、 相 手 国 側 と 連携 し た 腐敗 再発 防止 措置 で あっ た 。 

2008 年 9 月 、 木 寺 外務 省 国際 協力 局長 が ベト ナム を 訪問 し 、 フ ッ ク 計 画 投資 大 臣 と 協議 を 行い 、 
ODA の 不正 腐敗 防止 の た 実効 性 の ある 措置 を 早急 に 実施 する べく 共同 で 作業 を 行う た め 、「 日 越 
ODA 腐敗 防止 合同 委員 会 」 を 立ち 上 げ る 。 そ の 後 開催 され た 同 委員 会 で 、 ベ トナ ム 側 の 措置 と し 
て 、1) 円 借款 事業 に お ける 調達 手続 き の 透明 性 向上 及び 厳正 化 (公共 調達 店 の 新設 )、2)ODA 事業 に 
お ける 個別 不正 腐敗 事案 へ の 対処 策 (通報 制度 の 確立 と 告発 者 の 保護 を 含む お)、3) 腐 敗 防止 の 制度 ・ 体 
制 強化 等 が 合意 され た 。 

他方 、 日 本 政府 側 も 「ODA の 不正 腐敗 事件 の 再発 防止 の た め の 検討 会 (座長 : 渡辺 利夫 拓殖 大 学 
学長 )」 を 立ち 上 げ 、 再 発 防止 に 向け た 検討 が 行わ れる 。 同 検討 会 は 外部 有識者 等 7 名 で 構成 され 、 
2009 年 9 月 に 提出 され た 報告 書 は 、 相 手 国 を 含む 多様 な アク ター と の 連携 、 共 同 の 取り 組み を 強調 す 
る 内 容 と な っ て いた 。 


3. 日 本 の 4 つの “失敗 " に お ける 「 誘 因 」 と 「 制 約 」 


次 に 、 上 述 し た 4 つの 事案 か ら 、「 行 政 と 市 場 の 接点 」 に 着目 し て 腐敗 の 誘因 と 制約 要素 を 析出 す 
る 。 


(1 ) 誘因 
① 行 政 と 市 場 の 垣根 の 低 さ と 国境 を 越え た ^ 利 益 共同 体 ” 
私 的 な 人 脈 を 出発 点 と し た 行政 と 市 場 の 垣根 の 低 さ は 、ODA の 原型 形成 に 大 き な が 影響 を 与え た 賠 
償 に その 起源 を 見 出す こと が で きる 。 戦後 復興 に 向け 「 民 間 主 導 」 の 東南 アジ ア 諸 国 と の 経済 協力 を 
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推進 け は ん と し た 吉田 茂 首 相 が 、 賠 償 問 題 の 研究 を 目的 と し て 1953 年 に 設置 し た 「 ア ジア 経済 懇談 
会 ]」 に は 、 原 保 三 郎 、 小 林 中 、 稲 垣 平太 郎 、 永 野 護 、 山 際 正道 、 河 田 重 、 石 坂 泰三 、 植 村 甲 午 郎 、 岩 
田 嘉 雄 、 久 保田 豊 な どの 「 大 物 」 財界 人 が 集 っ た 。 

彼ら の 中 に は 戦前 の 官僚 や その 後 大 臣 や 公職 を 歴任 し た 人 物 も 含ま れ (例え ば 小林 、 永 野 、 植 
村 )、 自 ら 非 公式 な 賠償 交渉 を 行い (例え ば 稲垣 、 永 野 )、 委 員 自 身 が 私 人 と し て 関わ っ て いた 案件 が 
賠償 や その 後 の 経済 協力 案件 と し て 採択 され 実施 に 移さ れ て いっ た 例 (例え ば 久保 田 ) も 少な く な か 
っ た の で ある (下村 、2020 : 35-36、 山 田 、2021 : 14、 吉 川 、1983 : 135) 。 

経済 協力 の 原点 に 淵源 を 持つ こう し た 行政 と 市 場 の 垣根 の 低 さ は 、 ア クタ ー 間 に 強い 相互 依存 関係 
を 育み 、 国 境 を 越え た * 利 益 共 同体 "と も 言え る 構造 を 形成 し て いく 。「 要 請 主義 」「 直 接 方 式 」 な ど 、 
制度 の 中 に 国境 を 中 る 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 が 埋め 込ま れ て いた こと に 加え 、 日 本 政府 の 「 内 政 不 二 
渉 」 原 則 は 、 そ の 構造 を 容認 する 結果 を も た らし た 。 

ご の * 利 益 共同 体 " の 基盤 と し て 、 戦 前 か ら 東 南ア ジア 、 朝 鮮 半 島 、I 旧 「 満 州 」 で 活躍 し て きた 開発 
人 材 の 存在 が 指摘 で きる 。 戦 前 の | 旧 「 満 州 」 や 朝鮮 に お ける 豊満 ダム 、 鴨 緑 江 水 力 発電 所 の 建設 な 
ど 、「 帝 国 日 本 ] に よる 植民 地 統 治 下 で の 技術 に 焦点 を 当て た 研究 を 行っ た ムー ア は 、 戦 前 戦後 の 強 
い 連 続 性 、 戦 後日 本 の 東南 アジ ア ・ 東 アジ ア に お ける ODA 事業 や 全国 総合 開発 計画 等 に み ら れ る 戦 
中 の 遺産 を 指摘 する (ムーア 、2019 : 327) 。 


② 外 国 公務 員 贈 賭 に 対す る リス ク 管 理 意識 の 未成 熟 

JTC 事件 を 分 析 し た 樋口 は 、 事 件 の 背景 事情 と し て 、1) 経 営 悪化 に 伴う 海外 事業 へ の 傾斜 、2) 多 額 
の 先行 投資 、3) ビ ジネス 慣行 と し て の リベート 、34) 外 国 企業 と の リベート 競争 を 挙げ つつ 、 外 国 公務 
員 収 賭 の リス ク に つい て の 認識 不足 な ど 日 本 の 企業 の ガバ ナン ス 問 題 に つい て 指摘 し て いる (樋口 、 
2016 : 110-113) 。 

「 外 国政 府 関係 者 に 対す る リベート 問題 に 関す る 第 三 者 委員 会 」 の 報告 に よれ ば 、 事 件 関係 者 は 帆 
周 を 「 契 約 締結 に 関わ る 「 手 数 料 」 の よう な も の 、 そ うい う 「 商 慣習 」 、「 税 金 」 の よう な も の と い 
う よ う な 理解 を し て いた 」 と 証言 し て お り 、 同 委員 会 は 「 不 当 な 要求 に 屈服 させ られ て リベート を 巻 
き 上 げ ら れる 自分 た ち は あ くま で 「 被 害 者 ]」 で ある と いう 意識 が 、 自 ら の 行動 の 正当 化 に つなが っ て 
いる 」 と 認定 し て いる 。 

ご うし た 外国 公務 員 贈 由 に 対す る リス ク 管 理 意識 の 未成 吾 が 、 上 記 1)2) の ビジ ネス 上 の 切実 性 と 相 
侯 っ て 、 腐 敗 の 誘引 と な っ た と 考え られ る 。 


(2 ) 制約 

(① 法 整備 ・ 制 度 整備 

日 本 の 公共 調達 制度 の 根幹 と な っ て いる 法律 は 会 計 法 (1947 年 施行 ) で ある 。 会 計 法 は その 第 4 章 
に 契約 の 章 を 設け て 政府 調達 の 原則 等 を 規定 し 、 政 令 及 び 省 令 で その 具体 的 な 細則 を 定め た 。 政 府 調 
達 に は 会 計 法 が 直接 適用 され 、JICA 等 の ODA 実施 機関 は 、 会 計 法 に 準拠 し た 内 部 規程 を 制定 し て い 
る 。 

一 方 、 公 共 工 事 を めぐ り 贈 収 賭 ・ 談 合 な ど 各 種 の 事件 が 多発 し 、 国 民 の 信頼 が 揺らい で いた こと を 
背景 と し て 2000 年 に 成立 し た の が 「 公 共 工 事 の 入札 及び 契約 の 適正 化 の 促進 に 関す る 法律 」 (適正 化 
法 ) で ある 。 適 正 化 法 第 10 条 は 、 独 占 禁止 法 の 規定 に 違反 する 行為 が ある と 疑う に 足り る 事実 が あ 
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る と き は 、 公 正 取引 委員 会 に 対し 、 そ の 事実 を 通知 し な けれ ば な ら な いこ と と し て お り 、JICA 等 に 
お いて も 、 適 正 化 法 に 準拠 し た 措置 を 定め て いる 。 加 えて 、1998 年 に 不正 競争 防止 法 を 改正 し て 外国 
公務 員 贈 賭 罪 を 導入 し た こと は 前 述 の 通り で ある 。 

日 本 の 公務 員 へ の 贈 収 賭 に 対す る 処罰 に つい て は 、 刑 法 197 条 で 収 財 罪 が 、198 条 で 贈 由 罪 が 規定 
され て お り 、 刑 法 を 直接 適用 で き な い 外国 公務 員 へ の 贈 幅 に つい て は 、 改 正 不正 競争 防止 法 が 適用 さ 
れる こと に な る 。 


② 国 会 ・ 行 政 ・ メ ディ ア に よる 追及 と 再発 防止 策 

日 本 に お いて 、 不 祥 事 が 発覚 し 追及 が 行わ れる 端緒 と な っ た の は 、 い ずれ も メデ ィ ア に よる 報道 で 
あっ た 。 報道 に よっ て 世論 が 喚起 され 、 そ れ ら を 後追い する 形 で 国会 で の 追及 が 行わ れ た の は 、 既 述 
の 通り で ある 。 

ご うし た メデ ィ ア ・ 国 会 で の 追及 へ の 対応 は 、 時 代 に よっ て 変遷 し て いる 。 イ ンド ネシア 賠償 疑惑 
に つい て は 国会 で の 追及 は 不発 に 終わ り 、 結 果 的 に は 疑惑 の まま に 終わ っ た が 、 マ ルコ ス 疑 惑 以 降 、 
監督 官庁 (外務 省 ) や 第 三 者 機関 (会 計 検査 院 、 行 政 監察 ) に よる 改善 指導 ・ 勧 告 、 実 施 機関 に よる 
具体 的 な 再発 防止 策 と いう サイ クル が 回 り 始 め る 。 情 報 公開 も や この 過程 で 進み 、 ご こう し た 一 連 の 流れ 
が 制約 効果 を 高め て いっ た と いえ よう 。 


③ 国 境 を 越え た 連携 

ODA を めぐ る 不祥事 事案 に お いて は 、 収 賭 側 が 相手 国 行政 部 門 で ある と いう 特殊 性 に より 、 日 本 
側 の 対応 だ け で は 片手 落ち に な る 構造 に あっ た 。 ご うし た 課題 に 対し 、 国 境 を 越え た 連携 に よる 制約 
メカ ニズム の 強化 が 試み られ る こと に な る 。 

ベト ナム の 事例 お いて は 、 人 ハイ レベ ル の 対話 機関 の 設置 、 公 共 調 達 店 の 新設 、 公 益 通 報 制度 の 確立 
と 告発 者 の 保護 な どの 具体 策 が 講じ られ た 。 ま た ご こ れ に 対応 し て 、JICA 側 に 不正 腐敗 情報 相談 窓口 
が 設置 され 、 日 本 側 の 応札 者 が 不正 な 要求 を 受け た 際 等 に 同窓 口 に 通報 する よう 求め る 文言 が 標準 入 
札 書類 に 盛り 込ま れ て いる 。 


4. 中 国 の 公共 調達 と 対外 援助 に お ける 腐敗 の 「 誘 因 」 と 「 制 約 」 


2002 年 に 公布 され た 中 国 の 政府 調達 法 第 1 条 は 、 そ の 制定 目的 の 一 つが 「 廉 政 建設 を 促進 する た 
め 」 で ある こと を 明記 し て いる 。 中 国 に お ける 公共 調達 は 、 そ の 数 量 と 金額 が いか な る 私 的 機関 と 比 
較 す る こと が で き な い ほど 大 きい こと 、 ま た 公共 部 門 と 私 的 部 門 が 最も 頻繁 に 接触 する 取引 の ステ ー 
ジ で ある こと が 腐敗 の 動機 と な り 、 多 く の 腐 敗 の 機会 を 生み 出し て きた ( 王 入 虎 、2013 : 13)。 対 外 
援助 の 実施 に お いて も 、 公 共 調 達 に よっ て 援助 物資 ・ 役 務 が 提供 され る こと か ら 、 公 共 調 達 の 枠組 み 
か ら 腐 敗 構造 を 描く こと が で きよ う 。 

本 章 に お いて も 、 以 下 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 に 着目 し て 、 中 国 の 公共 調達 と 対外 援助 に お ける 腐敗 
の 誘因 と 制約 要素 を 析出 し て いく 。 


(1 ) 誘因 
① 計 画 経済 期 か ら 連 続 する 行政 と 市 場 の 一 体 性 と ^ 部 門 (系 統 ) 利益 共同 体 ” 
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国務 院 発展 研究 セン ター と 財政 部 が 2013 て 14 年 に 実施 し た 、 全 国政 府 調達 参与 機構 組織 へ の アン 
ケー ト 調 査 結果 に よれ ば 、 政 府 調達 に 存在 する 問題 の 本 質 的 原因 と し て 最も 多かっ た 回 答 は 「 法 規 体 
系 が 不 健 全 で 、 法 律 が 過度 に 調達 手順 を 強調 し 、 政 府 意思 の 体現 が 欠乏 し て いる こと 」 の 56% で あっ 
た ( 地 強 国 ・ 喪 東明 、2014 : 244)。 

政府 調達 法 ・ 入 札 法 の 制定 な ど 、 外 形 上 法 整備 が 進ん で いる よう に 見 える 一 方 、「 過 度 に 調達 手順 
を 強調 」 する に と どまり 、「 実 質 ] 的 に 腐 敗 を 阻止 する と いう 「 政 府 意思 の 体現 が 欠乏 し て いる 」 と 
いう 、 当 事 者 の 現状 認識 が 読み 取れ よう 。 

で は 、「 実 質 」 的 な 効果 を 阻害 し て いる も の は 何 か 。208 件 の 腐敗 事例 を 分 析 し た 国家 預 防 腐敗 局 弁 
公 室 (2011) は 、「 談 合 (中 国語 : 国 酸 , 串本 , 稼 流 半 庄 )」 や 「 結 託 」 が 腐敗 リス ク の キー ワー ド と し 
て 頻出 する 。 そ こ か ら 、 入 札 を めぐ っ て 関係 者 が 談合 ・ 結 託し 、 職 権 を 藩 用 し て 賭 周 を 受け 取る と い 
っ た 構造 が 浮か び 上 が る 。 

その 典型 的 事例 と し て 、2008 年 に 発生 し た 広州 市 政府 調達 セン ター 事件 ! が ある 。 同 セン ター 主任 
が 、 職 権 を 利用 し て 、 小 学校 の 同級 生 が 設立 し た 広州 市 正 陽 入札 服務 セン ター に 多額 の 業務 委託 を 行 
い 、 約 19 万 元 の 賭 周 を 受け 取っ た 事件 で ある 。 

王 居 2009) に よれ ば 、 政 府 調達 代理 機構 職員 の 大 部 分 は 内 部 関係 者 の 家族 で あり 、 同 機構 は 早期 
に は 基本 的 に は すべ て 、 財 政 系 統 の 公務 員 と 親しい 友人 が 関係 する 企業 と 調達 契約 を 結ん で いた 。 ま 
た 、 入 札 評価 専門 家 の 人 選 は 極め て 不透明 で 、 大 部 分 は 専門 性 も 学歴 も な く 、 カ ギ に な る の は 財政 系 
統 と の 関係 で あっ た 。 入 札 評価 専門 家 の 灰色 収入 は 少な く と も 年 間 20 万 元 以 上 で あり 、 高 級 レ ス 
トラ ン 等 で の 接待 が 常態 化し て いる 状況 に あっ た と いう ラ 。 

ご ご で 注目 すべ き は 「 系 統 (部 門 )」 の 役割 で ある 。 仮 説 と し て 、 各 地域 に お いて 「 系 統 」 で つ な 
が る アク ター が 、 そ れ ぞ れ 自 ら の 権限 の 範囲 で 最大 利益 を 追求 し 結託 する "部門 (系統) 利益 共同 
体 ” (図表 4-1) の 構図 を 描く こと が で きよ う 。 

公共 調達 に お ける 主要 アク ター は 、「 監 督 管理 部 門 」「 調 達人 入札 募集 人 」「 集 中 調達 機構 ]」「 入 札 
評価 専門 家 」「 応 札 業 者 」 の 5 者 で ある 。 

腐敗 を 誘引 ・ 制 約 す る 内 心 要素 と し て 、 法 律 を 遵守 し た 場合 と 違法 行為 を 行っ た 場合 の 利益 と コス 
ト の 比較 考 量 が ある と すれ ば 、 法 の 「 形 式 」 を 遵守 し 違法 行為 の 発覚 リス ク を 低下 させ る こと に よ 
り 、 誘 引 が 勝る こと が 想定 で きる 。 そ の 場合 、 最 も 有利 に 働く の が 、 各 アク ター が 同じ 「 系 統 」 で つ 
な が り 、 計 画 経済 時 代 か ら の 信頼 関係 を 共有 し た "部 門 (系 統 ) 利益 共同 体 / が 形成 され て いる 場合 で 
あろ う 。 

ご うし た 公共 調達 全般 に み ら れ る 腐敗 構造 が 、 対 外 援助 領域 の み 例 外 と は 考え 難い 。 加 えて 、 日 本 
の ODA と の 相違 点 と し て 、 中 国 の 対外 援助 に は タイ ド (調達 先 は 中 国 企業 に 限定 ) 条件 が あり 、 発 
注 主体 は 中 国 側 に な る 。 し た が っ て 、 調 達 手続 き は 中 国 側 内 部 で 完結 し て お り 、*“ 利 益 共同 体 "効果 が 
発現 し や すい 仕組 み と な っ て いる と いえ よう 。 


1 中 国 新 周 承 / 州 政府 来 中 心 原 主任 受 車 案件 外 芽 首 次 暖 光 」、2008 年 3 月 5 日 、 
http:/ / wwwr.chinanews.com.cn/ gn/news/2008/03-05/1182643.shtml (2022 年 1 月 26 日 閲覧 
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図表 4-1 ^ 部 門 (系 統 ) 利益 共同 体 ? の 概念 図 
監督 管理 部 門 
上 5 人 
調達 人 入札 募集 人 
委託 
集中 調達 機構 


入札 


、 販売 ン 供 給 業者 (応札 業 


② 対 外 援助 の 特殊 性 一 国外 で の 活動 と 非 公開 性 

① は 、 中 国 の 公共 調達 全般 と 、 無 償 援 助 を 念頭 に お いて 論じ し て きた が 、 次 に 、 対 外 援助 改革 後 、 中 
国 の 対外 援助 の も うー つの 柱 と な っ た 優遇 借款 に 着目 し て みた い 。 

民 遇 借款 に 関す る 規範 文書 と し て は 、1996 年 に 中 国 輸出 入 銀行 が 通知 し た 「 中 国 輸出 入 銀 行 に よる 
中 国政 府 対外 優 明 貸付 業務 取扱 暫定 弁 法 」 ( 弁 法 ) が ある 。 同 弁 法 は 、2000 年 に 大 幅 に 改正 され た 

(改正 弁 法 ) 。 

弁 法 第 4 条 は 、「 優 遇 貸付 は 主 に 中 国 の 製品 ・ 技 術 の 購入 ある い は 専門 家 サ ービス 料 の 支払 い に 用 
い 」 る と し 、 ま た 弁 法 第 10 条 第 2 項 で 「 契 約 に 必要 な 物資 ・ 技 術 或 い は サー ビス が 中 国 か ら 調 達 或 
い は 導入 し た 部 分 は 、 契 約 総額 の 70% を 下回ら な い 」 と 規定 し て 、 中 国 製品 の 調達 を 条件 付け し て い 
た 。 改正 弁 法 に お いて も 、 第 6 条 で 「 中 国 の 機電 製品 、 プ ラン ト 輸 出 プ ロジ ェクト 」 を 主要 な 借款 対 
象 と し て 明記 し て いる 。 

で は 、 そ の 中 国 製品 を 調達 する 主体 は どこ か 。 弁 法 第 7 条 は 、「 中 国 輸出 入 銀行 は 優遇 貸付 を その 
認可 転貸 機構 誤 い は 現地 の 中 外 合 弁 企 業 (以下 「 借 入 人 」 と 称す る ) に 貸付 する 」 と し て いる が 、 こ ご 
の 認可 転貸 機構 は 借入 国 側 政 府 機関 を 指す 。 し た が っ て 、 借 入国 側 政府 また は 中 国 と 現地 側 企業 と の 
合弁 企業 が 調達 人 と な る こと を 示し て いた 。 
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か が 、 こ ご の 弁 法 に は 明記 され て いな い 点 で ある 。 弁 法 第 21 条 は 「 中 国 輸出 入 銀行 及び 借入 人 は プロ 
ジェ クト の 具体 的 状況 に 基づき 入札 或いは 議 定 の 方 式 を 採用 し て 貸付 プロ ジェ クト の サプライ ヤー を 
確定 する こと を 決定 する 」 と の み 規 定 し て お り 、 入 札 等 の 具体 的 方 法 に つい て は 記さ れ て いな か つっ 
た 。 加 えて 、 改 正 草 法 で は 弁 法 第 21 条 を 含め 、 手 続き 関連 条項 が 大 幅 に 削除 され て お り 、 調 達 方 法 
に 関し て は 全く 読み 取れ な い 内 容 に な っ て いる 。 

国際 金融 機関 や 主要 ドナー は 、 借 款 を 行う 場合 、「 調 達 ガ イド ライ ン 」 に 基づく 調達 を 行う こと を 
求め る の が 一 般 的 で ある 。 世 界 銀行 は 「 調 達 ガ イド ライ ン 」 と 「 コ ン サ ル タ ン ト 選定 ガイ ドラ イン 」 
を 定め 、 様 式 の ひな 型 と し て 「 標 準 調達 書類 ] も 整備 し て いる 。 日 本 の 円 借款 事業 に お いて も 、 世 界 
銀行 と 同様 の 世界 標準 で の 調達 ガイ ドラ イン 等 を 定め て いる 。 

他方 、 上 記 の と お り 中 国 の 優遇 借款 プロ ジェ クト が 如何 な る 調達 ルー ル で 実施 され て いる か 公開 さ 
れ て お ら ず 、 中 国 の 公共 調達 制度 の 埼 外 と な っ て いる 可能 性 が ある 。 仮 に そう で あれ ば 、 優 明 借 款 の 
拡大 に 伴い 国境 を 只 い で 新た に 生ま れる 各 し い 数 の 「 援 助 行政 と 市 場 の 接点 」 に お いて 、 腐 敗 の リス 
ク ク も 拡大 し て いる こと が 懸念 され る 。 


(2) 制約 
(① 公 共 調達 関連 法 ・ 対 外 援助 部 門 規 則 の 整備 

中 国 の 公共 調達 制度 の 根幹 と な っ て いる 法律 は 、 前 述 の 通り 2002 年 制定 の 政府 調達 法 と 、1999 年 
制定 の 入札 法 で ある 。 両 法 の 細目 を 定め る 行政 法規 と し て 、 入 札 法 実 施 条 例 が 2011 年 に 、 政 府 調達 
法 実施 条例 が 2015 年 に それ ぞ れ 制定 され た 。 

一 方 、 対 外 援助 関連 部 門 規 則 の 整備 も 習 近 平 政権 下 で 急速 に 進ん で いる 。2014 年 2 月 、 中 央 第 一 巡 
視 組 (後述 ) か ら 対外 援助 の 管理 を めぐ る 課題 を 指摘 され た 商務 部 は 、 部 門 規則 の 整備 を 加速 させ 
た 。 そ の 結果 、 図 表 4-2 で 示す 多数 の 対外 援助 関連 部 門 規則 が 整備 され て いる (岡田 、2021b : 47- 
48、51-52) 。 


図表 4-2 中 国 の 公共 調達 制度 整備 と 対外 援助 改革 関連 法律 お よび 行政 法規 の 構造 


レベ ル 公共 調達 制度 整備 関連 対外 援助 改革 関連 

法律 ・ 中 華人 民 共 和 国 入札 法 (1999) 
(全人代 が 制定 ) ・ 中 華人 民 共 和 国 政府 調達 法 (2002) 

行政 法規 ・ 国 務 院 「 入 札 法 実施 条例 」 (2011) 
(国務 院 が 制定 ) ・ 国 務 院 「 政 府 調達 法 実施 条例 」 (2015) 

部 門 規則 ・ 国 家 発展 計画 委 「 国 家 重 大 建設 プロ ジ ・ 商 務 部 「 対 外 援助 管理 弁 法 ( 試 
(国務 院 機関 ・ 地 | エク ト 入 札 監 督 暫定 弁 法 」 (2002) 行 )」 (2014) 
方 政府 が 制定 ) ・ 国 家 発展 改革 委員 会 及び 10 部 門 共同 ・ 商 務 部 「 対 外 援助 プロ ジェ クト 実施 


「 入 札 ・ 部 間 調 整 メ カニ ズム 軒 定 弁 法 」 
(2005) 
・ 財 政 部 「 政 府 調達 代理 機構 資格 認定 弁 
法 」 (2005) 
・ 財 政 部 「 政 府 調達 非 入札 調達 方 法 の 管 
理 方 法 」 (2014) 
・ 財 政 部 「 政 府 調達 競争 的 協議 調達 方 式 
管理 暫定 草 法 」 (2014) 


企業 資格 認定 弁 法 (試行 )」(2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 援助 セッ ト プ ロ ジェ ク 
ト 管理 草 法 (試行 )」 改正 (2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 援助 物 低 プ ロジ ェクト 
管理 弁 法 (試行 )」 改正 (2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 技術 援助 プロ ジェ クト 
管理 弁 法 (試行 )」 (2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 援助 プロ ジェ クト 調達 
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管理 規定 (試行 )」 (2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 援助 プロ ジェ クト 立案 
管理 規定 (試行 )」 (2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 援助 契約 管理 規定 ( 試 
行 )」 (2015) 

・ 商 務 部 「 対 外 援助 プロ ジェ クト 評価 
管理 規定 (試行 )」 (2015) 

・ 国 際 発 展 協力 署 「 対 外 援助 管理 弁 法 
(意見 募集 稿 ) 」 (2018) 


(出所 ) 筆者 作成 


し か し 、 ご うし た 制約 メカ ニズム に 対し 、 次 の 点 が その 効果 を 減殺 させ て いる こと が 指摘 で きる 。 

第 一 に 、 対 外 援 助 の 「 多 頭 性 ]」 で ある 。 中 国 の 対外 援助 業務 の 管理 機構 は 、 国 家 管 理 機構 、 部 門 管 
理 機構 、 地 方 管理 機構 及び 在外 管理 機構 の 4 層 に 分 ける こと が で きる ( 黄 梅 波 ・ 胡 建 梅 、2011 : 35- 
37)。 国 家 管 理 機構 と し て は 、 中 国 は 伝統 的 に 対外 経済 貿易 担当 部 門 が 対外 援助 を 主管 し て きた が 、 
2018 年 に は 国務 院 直 属 の 機構 と し て 国際 発展 協力 署 が 新設 され た 。 部 門 管理 機構 と し て は 、 外 交 部 や 
国務 院 所 属 の 各 関 係 部 門 も 、 そ れ ぞ れ 所 掌 す る 領域 の 対外 援助 を 担当 し て お り 、 そ の 数 は 20 を 越え 
る と 言わ れ て いる 。 地 方 管理 機構 と し て は 、 地 方 政府 の 商務 主管 部 門 が 商務 部 に 協力 し て 対外 援助 の 
政策 、 規 則 、 制 度 を 執行 し て いる 。 在 外 管 理 機構 と し て は 、 在 外 公館 の 経 商 処 等 が ある 。 

以上 の よう に 対外 援助 の アク ター は 、4 つの 階層 、 中 央 に お ける 20 を 越え る 関係 部 門 と 地方 政府 、 
在外 公館 の 関係 機関 で 構成 され 、2018 年 に は さら に 新設 の 国際 発展 協力 署 が 名 わっ た こと に な る 。 関 
SS なさ それ だ け 援 助 行政 側が 「 多 頭 」 と な 

「 行 政 と 市 場 と の 接点 」 も より 錯 線 する こと に な る 。 

の の 法 体系 に お いて 高位 に 
位置 する 法律 及び 行政 法規 が 制定 され て いな い 。 図 表 4-2 で 示し た よう に 、 公 共 調達 関連 に つい て は 、 
法律 レベ ル で 入札 法 及 び 政 府 調達 法 が 全人代 で 制定 され 、 行 政法 規 レ ベル で は それ ら の 実施 細則 を 国 
務 院 が 制定 し て いる 一 方 、 対 外 援助 関連 は 部 門 規 則 レ ベル の 制定 に と ど ま っ て いる 。 

部 門 規 則 は 、 上 位 法 令 か ら の 委任 が あれ ば その 根拠 が 明確 で あり 、 法 的 安定 性 が 保てる が 、 対 外 援 
助 関連 の 部 門 規則 に つい て は 上 位 法 が 制定 され て お ら ず 、 ま た 公共 調達 関連 法令 と の 関係 性 が 必ず し 
も 明文 化 さ れ て いな い 。 

第 三 に 、「 特 殊 性 」 一 国外 で の 活動 と 非 公開 性 で ある が 、 3 (1) ② の 通り 、 調 達 ル ー ル の 茶 外 を 
形成 し て いる と すれ ば 、 制 約 効 果 が 及ば な いこ と に な る 。 


② 巡 視 組 の 巡視 

中 国 特有 の 制約 メカ ニズム と し て 、 メ 巡視 組 (第 6 章 : 諏訪 論文 を 参照 ) に よる 巡視 が ある が 、 対 外 
援助 に つい て も 2013 年 秋 に 商務 部 が その 対象 と な り 、 厳 し い 指 摘 が な され た <:。 

他方 、 全 人 代 や 審 計 署 (会 計 検査 院 ) の チェ ッ ク 機 能 が 外部 か ら 見 づら い 。 議 会 と いう 公開 の 場 を 
通じ た 和 審議 や 、 行 政 部 門 の 中 の 第 三 者 機関 の チェック に よる 制約 メカ ニズム が どの 程度 機能 し て いる 


2 商 攻 部 新 周 少 公 室 「 中 央 第 一 巡 祝 狙 向 商 考 部 反 僕 巡 祝 情況 」 、2014 年 2 月 17 日 、 
http:/ / fanfu.people.com.cn/n/2014/0217/c64371-24377312.html (2022 年 1 月 26 日 閲覧 ) 
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か 、 検 証 が 必要 で あろ う 。 


メデ イア 

日 本 に お いて 、 不 祥 事 が 発覚 し 追及 され る 端緒 と な っ た の は 、 メ ディ ア に よる 報道 で あっ た の に 対 
し 、 中 国 の メデ ィ ア は 主 に 党 の 処分 を 告知 する こと 、 党 の 方 針 に 従い 「 反 腐敗 キヤ ン ペ ー ン 」 を 担う 
役割 で ある よう に 見 える 。 

他方 で 、 第 4 章 の 朱 健 栄 論文 の 通り 、「 綱 絡 反 腐 」 一 ネッ ト ユ ー ザ ー が ネッ ト 媒 体 を 利用 し た スク 
ー プ 、 ネ ッ ト 世 論 形 成 等 を 行う 大 衆 自 発 型 の 反 腐敗 が 発展 し 、 無 視 で き な い 存在 と な っ て いる 。 

ご うし て 党 に よる 上 か ら の 反 腐 敗 と 、 大 衆 自発 型 の 下 か ら の 反 腐 敗 が 交錯 し つつ 制約 効果 を 発揮 し 
て いる と は いえ 、 基 本 的 に は いずれ も 個別 案件 の 摘発 に と どまり 、 ど こま で 具体 的 な 制度 改善 に つ な 
が っ て いる か は 必ず し も 明らか で な い 。 

また 、 対 外 援助 領域 に つい て は 、 個 別 の 情報 は 基本 的 に 非 公開 で あり 、 不 定期 に 発行 され る 「 対 外 
援助 白書 」 等 を 通じ し て その 概要 を 把握 する し か な い 。 し た が っ て 情報 公開 に よる 制約 効果 に 課題 が あ 
る と いわ ざる を えな い 。 


④ 国 境 を 越え た 連携 

中 国 の 対外 援助 の 特徴 と し て 、 無 償 援 助 に つい て は すべ て 調達 主体 が 中 国 側 に ある こと か ら 、 日 本 
の ODA で 見 られ た よう な 国境 を 越え た ^ 利 益 共同 体 "が 形成 され る 必要 性 は 乏しく 、 具 体 的 な 連携 事 
例 も 確認 で き な い 。 

他方 、 前 述 の 通り 優遇 借款 に つい て は 調達 ガイ ドラ イン が 公表 され て お ら ず 、「 行 政 と 市 場 の 接 
点 」 が 国外 に 及ぶ た め 、 日 本 の 円 借款 と 同様 の リス ク に 晒さ れ て いる 可能 性 が ある 。 中 国 に お いて も 
2011 年 の 刑法 改正 に より 外国 公務 員 贈 賭 罪 が 立法 化 さ れ て いる 。 対外 援助 領域 に お いて 外国 公務 員 贈 
財 罪 が 適用 され た 事例 に つい て は 確認 で き な か っ た が 、 引 き 続 き 注視 し て いく 必要 が ある 。 


5. “一 帯 一 路 : 廉 潔 之 路 ? に 、 日 本 の “失敗 "経験 は 活か せる か ? 
本 章 で は 、 日 本 の 失敗 "経験 が 中 国 に 示唆 する と ころ を 整理 し て みた い 。 


(1 ) 不祥事 の 発生 を 奇貨 と し た 制約 メカ ニズム の 強化 

腐敗 と 反 腐敗 を めぐ る 動態 を 、 管 理 過 程 論 、 政 策 評 価 に お ける PDCA サイ クル の 概念 を 援用 し 、 
図示 し た の が 図表 5 で ある 。 不 祥 事 (Scandal) の 発生 が 状況 を 大 きく 動か し て いる こと が 顎 著 で あっ た 
こと か ら 「5」 を 加え た も の で ある 。 

日 本 の ODA 史 を この PDSCA サイ クル に 照ら せ ば 、 一 巡 目 (賠償 ) で 発生 し た 不祥事 は 「 疑 惑 」 
の まま で 終わ り 、 そ の 構造 は その まま 二 巡 目 (円 借款 ) に 継承 され た 。 二 巡 目 に 発生 し た 不祥事 は 、 
情報 公開 や 第 三 者 機関 か ら の チェ ッ ク 制 度 に より 一 定 の 改善 が 進ん だ も の の 、 四 巡 目 の 不祥事 (円 借 
款 に お ける 外国 公務 員 へ の 贈 由 ) の 再発 を 防止 する こと に 失敗 し て いる 。 
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図表 5 腐敗 と 反 腐敗 を めぐ る PDSCA サイ クル の 概念 図 


団 瑞 中 剛 


団 畑 岡 


不祥事 、 本 聞 、 疑 獄 等 


(出所 ) 筆者 作成 


三 巡 目 (開発 調査 ) に 発生 し た 不祥事 は 、 前 二 者 と 異な り JICA (= 行政 」) が 日 本 企業 (= 市 場 ) 
に 対し 発注 する 権限 行使 (= 接点 ) を めぐ っ て 発生 し た も の で あっ た こと か ら 、 腐 敗 規模 は 小さ か っ 
た が その 衝撃 は 大 きか っ た 。 二 巡 目 と 三 巡 目 の 不 祥 事 が ほぼ 同時 期 に 発生 し た こと と 相 師 つて 、 メ デ 
イア 、 国 会 、 監 督 官 庁 (外務 省 )、 行 政 監察 等 の 「 制 約 ス イッ チ 」 が 次 々 と 入り 、 強 い 圧 力 と な っ て 
組織 的 な 改善 措置 が 行わ れ て いく 大 き な が 転換 点 と な っ た 。 不祥事 の 発生 を 奇貨 と し て 改善 に つなげ 、 
腐敗 の 制約 メカ ニズム を 強化 し た 事例 と いえ よう 。 


(2)「 行 政 と 市 場 の 接点 」 へ の 新た な アプ ロー チー 不 関与 か ら 関与 へ 

日 本 の ODA に お いて 大 規模 な 不祥事 が 発生 し た の は 賠償 及び 円 借款 の 実施 過程 で あっ た が 、 ご これ 
は 主 に 日 本 政府 か ら 相 手 国政 府 に 移転 し た 資金 を 原資 と し て 、 相 手 国政 府 (= 行政 ) が 日 本 企業 (= 
市 場 ) に 対し 発注 する 権限 の 行使 (= 接点 ) を めぐ っ て 発生 し て きた こと を 示唆 する 。 こ ご こ に は 、 立 
場 の 「 強 い 相手 国政 府 (行政 )」 に よる 「 弱 い 日 本 企業 (市 場 )]」 か ら の 収 賭 と いう 、「 搾 取 型 」 の 構 
造 が 見 えて くる が 、 そ の 一 方 で 、 利 益 の シェ ア 構 造 、 す な わ ち 国境 を 中 ぐ * 利 益 共 同体 "が 形成 され た 
側面 も 見 逃がす こと が で き な い 。 ご うし た 構造 の 淵源 は 、1950 年 代 の 賠償 の 制度 生成 に 遡る も の で あ 
3. 太 。 

ご の 繰り 返さ れ た 失敗 に 対し 、 日 本 政府 は 積極 的 に 相手 国政 府 (= 行政 ) と 日 本 企業 (= 市 場 ) の 
接点 に 関与 し て いく 新た な アプ ロー チ に 和 能 を 切る 。 ご の 強い 動 団 と な っ た の も 、 不 祥 事 の イン パク ト 
で あっ た だ 。 
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(3) 外国 公務 員 贈 由 罪 を めぐ る 国際 潮流 へ の 的 確 な 対応 の 必要 性 
外国 公務 員 贈 由 に 対す る 企業 ・ 行 政 側 の リス ク 管 理 意識 の 未成 吾 と 法 整 備 の 遅れ が 、 腐 敗 の 再発 防 
止 の 失敗 に つなが っ た こと が 指摘 で きる 。 発展 途上 国 で の 取引 と いう 特殊 な 条件 の 下 で 、 贈 賭 は 「 商 習 
慣 」 と 正当 化 さ れ 違 法 行為 で ある 意識 が 希薄 に な っ つて いた こと に 加え て 、 日 本 に お いて は 2004 年 に よ 
う や く 外 国 で の 贈 貼 行 為 を 違法 と する 法 整 備 が な され た 。 
国際 潮流 へ の 対応 の 遅れ と 誤り は 、 企 業 に と っ て も 国 に と っ て も 大 き な が 代償 を 払う 結果 と な る 。 こ ご 
の 面 で の 的 確 な 対応 の 必要 性 は 高い 。 


お わり に 

最後 に 、 本 稿 の 冒頭 で 提示 し た 「 問 い 」 に 対す る 暫定 的 な 結論 を 示し て 、 本 稿 を 締め 括り た い 。 

腐敗 の 「 誘 引 ] に つい て は 、 それ ぞ れ 異な る 歴史 的 背景 の 下 で 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 に お いて 一 種 の 
利益 共同 体 7 が 形成 され た こと 、 ま た 発展 途上 国 で の 事業 と いう と 特殊 性 が 腐敗 リス ク を 高め た 点 で 
共通 点 を 有 し て いる 。 

腐敗 の 「 制 約 」 に つい て も 、 公共 調達 関連 法令 等 に よる 制度 整備 が 進ん で いる 点 で は 共通 点 を 有する 
一 方 、 メデ イア ・ 第 三 者 機関 の 役割 、 情報 公開 、 相手 国 側 と の 連携 の 面 で は 異な る 相 貌 を 呈し て いる 。 
また 外国 公務 員 収 財 罪 を めぐ る 国際 潮流 へ の 対応 で は 日 本 が 先行 し た が 、 中 国 に お いて も 2011 年 の 刑 
法 改 正 に より 立法 化 さ れ 、 最 高 人 民 検察 院 も 訴追 標準 を 定め る な ど 、 対 応 を 進め て いる 点 は 共通 し て 
いる 。 

今後 、 い か に 廉 潔 な 「 行 政 と 市 場 の 接点 」 を 定着 さば る た め の 制 度 を 確立 ・ 発 展 さ せ て いく か 、 い か 
に 的 確 に 国際 的 潮流 へ の 対応 を 行っ て いく か な ど 、 日 中 が 直面 する 共通 の 課題 は 少な く な い 。 


* 本 稿 は 、 岡 田 (2021a) (2021b) (2022) の 研究 成果 の 一 部 に 大 幅 な 加筆 修正 を 加え 、 再 構成 し た も の で ある 。 
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第 11 章 
幹部 「 四 化 」 方針 下 の 学歴 腐敗 
厳 善 平 
は じ め に 

邦 小 平 は 1980 年 8 月 の 中 央 政治 局 拡大 会 議 で 、 幹 部 選抜 の 際 、 革 命 化 、 若 年 化 、 知 識 化 、 専 門 化 と 
いう 、 い わ ゆ る 「 四 化 」 方 針 に つい て 自ら の 考え を 体系 的 に 述べ 、 し か も 、 そ れ を 制度 化 さ は せ ね ば な ら 
な いと 強調 し た !。 そ れ を 受け 、 第 12 回 党 大 会 (1982 年 ) で 採択 し た 新た な 党 規約 の 第 34 条 と し て 、 

「 韓 部 の 革命 化 、 若 年 化 、 知 識 化 、 専 門 化 の 実現 に 努め る 」 こと が 記さ れ 、 ま た 、 こ ご この 箇条 は 第 19 回 
党 大 会 (2017 年 ) の 党 規約 で も その まま 残っ て いる 。 「 知 識 化 」 「 専 門 化 」 と は 幹部 の 選抜 や 昇任 の 際 大 卒 
等 の 高 学 歴 を 必須 と する こと を 指す ( 楊 1983 : 程 ・ 劉 1986 : 卓 2001 : 王 2015) 。 

中 共 中 央 弁 公 庁 は 1995 年 に 「 党 政 領 導 幹部 選抜 任用 工作 暫 行 条例 ]」 を 発布 し 、 大 学 専科 (大 専 ) 卒 以 
上 の 学歴 を 持つ こと を 明確 に 求め 、 中 で も 省 ・ 部 級 の 指導 者 ( 領 導 幹部 ) が 大 卒 以上 の 最終 学歴 を 持た ね 
ば な ら な いと し た 。 そ し て 、2002 年 施行 の 「 同 条例 」 で は 地 ・ 局 長 級 以 上 の 高級 幹部 も 大 専卒 以上 の 
学歴 を 持つ べき だ と 高 学 歴 の 要求 が 下位 組織 に 広がっ た 。2006 年 の 「 中 華人 民 共 和 国 公務 員 法 」 の 施 
行 に 伴い 、 修 士 号 、 博 士 号 を 持つ 者 を 招 賜 する 傾向 も 顕著 と な っ た ( 余 ・ 朱 2018 : 林 2021)。 

幹部 「 四 化 」 方 針 の 下 、 高 学 歴 者 は そう で な い 者 に 比べ 、 出世 し や すく 昇任 も 速い 。 計画 経済 期 に 形 
成 し た 人 事 制度 の 中 に 、「 工 人 (ブル カラ ー)」 と 「 幹 部 = ホワ イト カラ ー」 と いう 2 つの 身分 が あり 、 
両者 間 に 給 与 等 の 待遇 が まる で 異な る が 、 身 分 を 決定 づけ る の も 基本 的 に 大 専卒 以上 の 最終 学歴 を 持 
っ て いる か 否 か で ある (人 孫 ほか 1989) 。 

学歴 社会 の 中 、 勉 強し て 大 学 等 に 進み 、 高 い 学歴 を 取得 し よう と する 人 々 の 心理 が あっ て 当然 で あ 
り 、 ま た 、 学歴 を も っ て 出世 し て いく こと は また 、 公正 性 を 重んじ る 現代 的 市 民 社 会 の 姿 で ある 。 と ご 
ろ が 、 ご の 間 の 中 国 で は 高 学 歴 を 得 た 者 の 中 に 、 人 金 権 を 働か せ て 高 学 歴 を 手 に し た 党 政 府 機関 の 役人 
も 数 多く 含ま れる 。 一 時 、 い わ ゆ る 「 学 歴 腐 敗 」 は 全国 的 に 艶 延 し た 。 

ご ご で いう 「 学 歴 腐敗 」 は 、 不 公正 な 手口 で 高 学 歴 を 取得 する こと の 中 国語 で ある 。 腐 敗 は 役人 が 自 
ら の 権力 や 権限 を 私 利 の た め に 利用 する 行為 だ と 理解 する な ら 、 学 歴 腐敗 は 、 役 人 が 様々 な 手段 を 使 
っ て 普通 の 人 に 比べ 容易 に 高 学 歴 を 取得 する こと だ と 定義 で きよ う 。 ご の 場合 の 学歴 腐敗 は 主として 
既存 制度 の 枠 内 で 行わ れる も の で あり 、 規定 違反 の 犯罪 行為 は 分 析 の 対象 外 と する 。 具体 的 に は 、 共産 
党 学 校 ( 党 校 ) が 行う 通信 教育 や 全日 制 大 学 の 開設 する 役人 向け の 「 研 究 生 班 = 大 学院 クラ ス 」 が 挙げ ら 
れる 。 ご の 2 つの どちら も 公 に 認め られ た 高 学 歴 教育 制度 で は ある も の の 、 入学 試験 、 カ リキ ュ ラ ム 、 
授業 ・ 宿 題 ・ 論 文 な と ど に お いて ずさん な 運用 が 日 常 化 し 、 そ こ か ら 取 得 し た 学歴 の 中 身 は 多く の 問題 を 
含む ( 李 2007)。 

「 文 革 」 後 の 深刻 な 人 材 不足 を 和らげ る 狙い で 全日 制 大 学 の 正規 教育 と 併行 し て 、 様 々 な 教育 資源 
を 動員 し 成人 教育 を 拡張 し よう と する こと と 、 知識 化 ・ 専 門 化 と 幹部 任用 や 昇任 を 結び つけ る 幹部 「 四 
化 」 方 針 を 確立 し 人 々 に 勉強 する イン セン ティ ブ を 与え よう と し た こと は 、 優 れ た 考え だ と 評価 で き 
る 一 方 、 行 き 過 ぎ た 学 歴 へ の 拘り に より 、 学 歴 腐敗 が 広範 囲 に 誘発 され た こと も 紛れ の な い 事 実 で あ 
と 人 

学歴 腐敗 に 関わ っ た 主体 は 主として 党 政 府 機関 の 指導 者 や 幹部 職員 で あり 、 党 校 や 大 学 等 の 高等 教 
育 機関 で ある 。 そ の た め 、 ご の 問題 を 真正 面 か ら 解剖 する こと が 難し い 。「 中 国 知 網 」 を 使っ て 関連 情 


+ 部 小 平 「 沈 和 国 家 領 導 制 度 的 改革 」『 部 小平 文選 ・ 第 2 巻 』 人 民 出 版 社 、1994 年 (第 2 版 )。 
2 高等 教育 学歴 証書 電子 登録 シス テム が 本 格 稼働 と な っ た 2001 年 頃 ま で は 、 偽 造 の 学卒 ・ 学 位 証書 の 売買 も 横行 
し た が 、 明 ら か な 犯罪 行為 で ある た め 、 本 稿 で は それ を 分 析 対 象 外 と する 。 
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報 を 探し て みた と ころ 、 学術 雑誌 ( 期 刊 ) の タイ トル に 「 学 歴 腐 敗 」 が 含ま れる も の は 、 2002 年 に 初め て 
1 件 が 現れ 、 そ し て 、2021 年 まで の 合計 も わずか 5 件 し か な いこ と が 分 か っ た 3。 

不 公正 な 手口 で 取得 し た 高 学 歴 を 資本 に 昇任 を 果たし た 者 が 多い と いう こと は 、 真 面目 に 勉強 し て 
正規 の 高 学 歴 を 取得 し た 者 の 多く が 出世 、 昇 任 す る コー ス か ちら 排除 され て いる こと を 意味 する 。 社 会 
的 正義 か ら み て 学歴 腐敗 は 大 き な 問 題 を 内 包 し て いる と いわ ね ば な ら な い 。 

本 稿 の 目的 は 、 筆者 が 中 国 側 の 各種 公式 報道 か ら 拾 い 集 め た 二 次 情報 を 整理 、 分 析 し 、 学歴 腐敗 の 実 
態 を 描き 出し 、 そ の 時 代 背 景 や 発生 メカ ニズム を 検討 する こと で ある 。 具体 的 に は 、 まず 、 幹 部 「 四 化 」 
方 針 を 受け て の 成人 教育 の 急速 な 発展 、 お よび 党 政府 機関 、 事 業 単位 に お ける 高 学 歴 化 の 状況 を 明 ら 
か に する (第 1 節 )。 次 に 、 中 央 党 校 を 頂点 と する 党 校 シス テム の 学歴 教育 に 焦点 を 絞り 、 学 歴 腐 敗 の 制 
度 化 を 、 事 例 分 析 を 交え な が ら 分 析 す る (第 2 節 )。 続 いて 、 大 学院 教育 で 横行 し た 「 権 学 交易 」「 銭 学 
交易 」 の 実態 を 考察 し その 発生 要因 を 分 析 す る (第 3 節 )。 最後 に 、 幹 部 「 四 化 」 方 針 下 に お ける 学歴 教 
育 の 功罪 お よび その 社会 的 影響 を 考え る 。 


第 1 節 高 学 歴 社会 の 形成 と 役人 の 高 学 麻 化 


1.、 人 ロロ セン サス に みる 高等 教育 の 虚実 

表 1 は 改革 開放 時 代 に お ける 高等 教育 の 発展 状況 を 表す も の で ある 。1982-2020 年 の 38 年 間 に お い 
て 、3 年 制 の 大 専 、4 年 制 の 本 科 お よび 大 学院 生 を 含む 「 大 専 以 上 人 口数 」 は 620 万 人 か ら 2 億 1836 
万 人 へ と 35.2 倍 に 増大 し 、15 以上 人 口 に 占め る 割合 も わずか 0.9% か ら 18.9% に 上 昇 し た 。 


表 1 高等 学歴 教育 に 対す る 普通 教育 と 成人 教育 等 の 寄与 率 単位 : 万 人 、% 


大 専 以上 人 口数 @ 


9 


大 専 以上 人 口 の 対 15 歳 以上 人 比 0.9 

大 専 以上 人 口 の 対 前 回 調査 増加 数 (⑪b) 21216 
両 調査 期間 中 の 大 専 ・ 大 学 新卒 者 数 (c) 11489 
成人 教育 等 に よる 高等 学歴 獲得 者 数 (b-c) 9727 
増加 分 へ の 普通 教育 の 寄与 率 (c/b) 54.2 
増加 分 へ の 成人 教育 等 の 寄与 率 ([b-c]/b) 45.8 


出所 : 国家 統計 局 編 『 中 国 統 計 年 鑑 2021 年 』 より 作成 。 


高等 教育 が 急速 に 拡張 し た 背景 に 全日 制 大 学 の 正規 教育 と 成人 教育 が ある ( 厳 ・ 酵 2018)。「 文 革 」 
が 終 遷 し た 翌年 の 1977 年 に 、 全 国 統一 大 学 入試 制度 が 復活 し 、 全 日 制 の 高等 教育 が 正常 化し た 。 学 
生 の 募集 定員 は その 後 増え 続け 、 普 通 高 校 を 卒業 し て 大 学 等 に 進学 する 若者 の 割合 は 2010 年 代 後半 
に 509% 超 に 達し て いる 。 国 家 統計 局 に よれ ば 、1982 年 か ら 2020 年 に か け て 大 専 と 大 学 を 卒業 し た 者 
の 累計 は 1 億 1489 万 人 に 上 り 、 同 期間 に お ける 大 専 以上 人 口 の 増加 分 (2 億 1216 万 人 ) の 54.2% を 占め 
る (寄与 率 )。 

他方 、 成 人 教育 等 で 大 専 以上 の 最終 学歴 を 取得 し た 者 は 全 期 間 中 9727 万 人 で あり 、 大 専 以上 人 口 
の 増加 分 の 45.8% を 占め る と 推計 され る 。 ま た 、 年 代 に より 成人 教育 等 の 寄与 率 が 大 きく 異な る 。 表 
1 に 示さ れる よう に 、2010-20 年 に お ける それ は 29.5% だ が 、1982-90 年 が 63.7%、1990-2000 年 が 


3 「 学 術 腐 敗 ]「 教 育 腐敗 】 が タイ トル に 含ま れる 条件 で 「 期 刊 」 を 検索 し た と ころ 、 そ れ ぞ れ が 412 件 (2001- 
2011 年 の 10 年 間 が 869%% を 占め る )、91 件 (同期 間 が 73% を 占め る ) ヒ ッ ト し た (2022 年 1 月 31 日 、 最 終 確認 )。 
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74.6%、2000-10 年 が 53.8%、 と 改革 開放 時 代 の 前 半 に 成人 教育 等 は 全社 会 の 高 学 歴 化 に 重要 な 役割 を 
果たし た と 分 か る 。 

成人 教育 等 の 拡張 を 年 次 別に 見 た の が 図 1 で ある 。 同 図 は 1977 年 以降 の 進学 率 と 、2020 年 人 ロ セ 
ン サ ス で 捕捉 し た 年 齢 別 高 学 歴 者 数 (大 専 ・ 大 学 ・ 大 学院 ) と 18 歳 人 口数 を 基 に し た 「 大 専 以 上 人 口 割 
合 」 を 比較 し た も の で ある 。 明 ら か な よう に 、 全 期間 を 通し て 成人 教育 等 で 高 学 歴 を 取得 し た 者 が 相 
当 数 に 上 る 。 大 学 教育 の 産業 化 が 始ま っ た 1999 年 まで の 間 、 大 専 以上 人 口 割 合 と 各 年 の 進学 率 と の 
ギャ セ ヤップ は 、 拡 大 の 一 途 を 辿っ た (1984 年 の 5.0% か ら 1999 年 の 18.3%) が 、 そ われ 以降 は 段階 的 に 縮小 
し 、2017 年 に は 3.9% に 低下 し た 。 

筆者 が 大 学 に 入っ た 1980 年 に 、 大 専 ・ 大 学 へ の 入学 者 数 は 28.1 万 人 で あり 、 そ れ を 同年 の 18 歳 人 
品数 で 割っ て 得 た 進学 率 は わずか 1.8% に すぎ な い 。 と ご ころ が 、40 年 が 経過 し た 2020 年 に は 、 筆 者 
と 同じ 1963 年 生ま れ の 7.2%(188.6 万 人 ) も が 大 専 以 上 の 最終 学歴 を 持つ よう に な っ た 。6.7 倍 に 増え 
た ご こう し た 高 学 歴 者 の 圧倒 的 多数 は 、 実 に 様々 な 形 の 成人 教育 や 党 校 教育 を 通し て 学歴 を 高め た の で 
ある 。 
⑳) 図 1 大 学 等 進学 率 と 高等 学歴 保有 者 割合 の 推移 
60 


ーー ギャップ 
ーー 大 学 等 進学 者 の 18 歳 人 口 比 (進学 率 ) 
ーー 生年 コー ホー ト に みる 大 専 以 上 人 口 割合 (2020 年 ) 


50 

40 

30 

20 

[ ア 

上 | 
0 PTT II 


AD の YS GS GS の 
STSS SS 、SP JO SD 、SP 9 


S GS へ GS S < ささ ぐさ へ 
ST SS oO SS GS で TS" SN 
SS SS SS や 


出所 : 国家 統計 局 編 『 中 国 統計 年 鑑 』( 各 年 ) よ り 作成 。 

注 : 進学 者 は 当年 の 大 学 等 の 募集 人 数 ( 招 生 数 )、 大 専 以 上 人 口 は 2020 年 人 ロ セ ン サ ス に お ける 
年 齢 別 最終 学歴 別人 口 、18 歳 人 口 は 1990 年 、2000 年 お よび 2010 年 人 ロ セ ン サ ス に 基づい た 
推計 値 で ある 。 


人 ロロ セン サス で 捉え た 最終 学歴 の 人 数 は 、 回 答 者 の 自己 申告 に よる も の で あり 、 実 際 の 学歴 より 高 
いも の を 申告 し た りす る ケー ス が 一 定 の 割合 を 占め る と 考え られ る 。 その た め 、「 成 人 教育 等 に よる 高 
学歴 取得 者 数 」 は 多少 過大 評価 と な っ て いる 可能 性 が ある *。 た だ 、 そ れ を 差し 引い て 考え て も 、 全 日 
制 大 学 で は な く 、 テ レビ や ラジ オ に よる リモ ー ト 教育 (通信 や イン ター ネッ ト も 含む) で 高等 学歴 を 取得 
し た 者 が 多かっ た と いう 特徴 が 指摘 で きる 。 そ の 中 に 役人 を 対象 と する 党 校 教育 も 含ま れる 。 


2. 役人 の 高 学 歴 化 と 成人 教育 
中 央 お よび 地方 の 党 政府 機関 の 役人 、 各 レベ ル の 人 民代 表 や 政治 協商 会 議 委 
大 卒 は も ちろ ん 、 修 士 号 、 博 士 号 を 持つ 者 が 非常 に 多い ( 李 2016 : 徐 2016)。 習 


員 、 企 業 経営 者 の 中 に 
近 平 国家 主席 が 清華 大 


4 国家 統計 局 に よれ ば 、1984-2004 年 に お ける 大 専 ・ 大 学卒 の 最終 学歴 を 取得 し た 者 (3920 万 人 ) の うち 、 全 日 制 孝 
育 、 成 人 教育 ・ 独 学 試験 が それ ぞ れ 449%%、569% を 占め た 。 ま た 、2004-2015 年 に お ける 大 専 ・ 大 学卒 の 最終 学歴 
を 取得 し た 者 (9774 万 人 ) の うち 、 全 日 制 教育 、 成 人 教育 ・ ネ ッ ト 教 育 の 割合 は それ ぞ れ 639%、379% を 占め る 

( 厳 ・ 酵 2018)。 
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学 の 法学 博士 、 李 元 強国 務 院 総理 が 北京 大 学 の 経済 学 博士 を 持つ て いる こと は 広く 知ら れ て いる 事実 
で あり 、 指 導 者 や 役人 の 高 学 歴 化 を 象徴 的 に 表し て いる 。 趙 ・ 呉 (2016) に よれ ば 、1980 年 代 か ら 2010 
年 代 ま で の 30 余年 で 、 党 中 央 委員 に お ける 大 卒 以上 の 割合 は 409% 程 度 か ら 909% 超 に 上 昇 し た 。 第 18 
回 党 大 会 選出 (2012 年 ) の 中 央 委員 205 名 を 詳し く 分 析 し た 劉 ・ 張 (2014) に よれ ば 、 最終 学歴 が 判明 で き 
る 188 人 の うち 、8 割 近 くも 大 学院 修了 (博士 40 人 、 修 士 101 人 ) と な っ て お り 、 大 卒 者 の 38 人 、 大 専 
卒 以下 の 9 人 より は る か に 多い と いう 。 また 、 省 ・ 自 治 区 ・ 直 轄 市 レベ ル に 関し て は 、 2014 年 7 月 末 、 
党委 員 会 ・ 行 政府 ・ 人 民代 表 大 会 ・ 政 治 協商 会 議 の トッ プリ ー ダ ー、 中 央 省庁 お よび その 直属 機構 な ど 
同 レ ベル 組織 の トッ プリ ー ダ ー を 務め る 204 人 の うち 、 修 士 号 、 博士 号 を 持つ 者 は それ ぞ れ 529%%、 1696 
を 占め 、 大 卒 の 26% と 学歴 不明 の 69% を 大 きく 上 回 つた 、 と いう 報告 も ある ( 湯 ほ か 2015)。 

上 述 し た よう な 職位 に 到達 し た 者 の ほとん ど が 50 歳 代 、 60 歳 代 で あり 、 彼ら が 大 学 や 大 学院 教育 を 
受け る べく 時 期 は 改革 開放 直後 の 1980 年 代 、90 年 代 で あっ た 。 前 述 の 通り 、 そ の 頃 に は 大 学 進学 率 が 
数 パー セン ト に すぎ ず 、 圧倒 的 多数 の 若者 は 中 学校 、 高校 を 卒業 し て 就職 し た 。 つま り 、 この 世代 の 持 
つ 高 学歴 は 、 彼 ら が 社会 人 と な っ た 後に 何ら か の チャ ン ネ ル を 通し て 獲得 し た も の と いえ る 。 

党 政 府 機関 等 に お ける 高 学 歴 の 全体 的 状況 に つい て 、 中 国 総合 社会 調査 の ミク ロ デ ー タ の 集計 結果 
に 基づい て 分 析 す る 。 表 2 は 大 専 、 大 学 お よび 大 学院 と いっ た 高 学 歴 を 持つ 者 が どの よう な 性質 の 部 
門 に 勤め て いる か を 反映 し て いる 。 ご の 調査 が 捕捉 し た 高 学 歴 の 保有 者 は 5584 人 を 数 え 、 全 サン プ 
ル の 33.2% を 占め る 。 彼 ら の 49.89% は 企業 に 勤め る が 、 党 政府 機関 、 大 学 や 研究 機関 と いっ た 事業 単 
位 に 勤め る 者 も それ ぞ れ 9.4%、28.39% を 占め る 。 


表 2 都市 部 に お ける 勤め 先 の 性 質 と 最終 学歴 の 関係 性 ( 特 化 指数 カテ ゴリ ー 別 構成 比 / 全 体 構成 比 ) 
高 学 歴 保有 者 E 規 高等 教 | 成人 高等 教 | 特 化 作 数 / 大 専 | 特 化 係数 / 大 学 | 特 化 係 
人 数 和 0 成人 教育 | 正規 教育 | 成人 教育 | 正規 教育 8 
党 政 府 機関 523 64.5 35.1 0.9 1.2 
勤 | 企業 2780 37.1 25.4 .1 1.0 
め | 事業 単位 1578 62.4 35.9 0| 1.1 
社会 団体 112 38.9 18.7 0.7 0.6 
性 | 自営 業 等 542 10.1 6.7 0.8 0.3 
質 | 軍隊 23 61.3 35.5 .0 3.0 
その 他 26 18.5 10.0 0.6 0.0 
全体 5584 33.2 21.0 .0 1.0 


出所 : 中 国 総合 社会 調査 (2010-15) よ り 筆 者 作成 。 


ご ご こ で 特に 見 て みた い の は 、 性 質 の 異な る 部 門 に お ける 高 学 歴 保有 者 の 分 布 状 況 、 お よび 高 学 歴 の 
中 身 (成人 教育 か 正規 教育 ) に 関す る 特徴 で ある 。 第 1 に 、 党 政府 機関 、 事業 単位 に お ける 高 学 歴 保 有 者 
の 割合 は 共に 6 割 超 で あり 、 全 体 平均 の 3 割 強 を 大 きく 上 回 る 。 高 学歴 化 が 公 的 機関 を 中 心 に 進ん で 
いる こと が 肝 え る 。 第 2 に 、 党 政 府 機関 の 高 学 歴 化 に 、 正規 教育 と いう より も 、 成人 教育 の 方 が 大 きく 
寄与 し て いる 。 具体 的 に は 、 党 政 府 機関 に お ける 両者 の 特 化 係数 は それ ぞ れ 35.1/21.0=1.67、 29.4/ 12.2 
=2.41、 で ある 。 第 3 に 、 大 専 、 大 学 と 大 学院 を 分 け て みる と 、 特 化 係数 が 比較 的 大 きい の は 、 党 政府 
機関 、 事 業 単位 に お ける 成人 教育 (1.5、1.4)、 お よび 大 学院 教育 (1.2、1.1)、 と な っ て いる 53。 

要する に 、 党 政府 機関 で は 高 学 歴 化 が ほか に 比べ 著しく 進ん で お り 、 そ の 高 学 歴 、 中 で も 大 学 や 大 


5 上 厳 ・ 酵 (2018) で は 、 高 卒 以上 の 最終 学歴 を 持つ 者 を 対象 に 、 彼 ら の 属性 や 勤め 先 の 性 質 が 高 学 歴 の 取得 形式 に 
どの よう が 影響 を 与え た か に つい て 計量 分 析 し た 。 そ の 結果 、「 共 産 党員 と いう 政治 的 身分 を 持つ 者 や 、 党 政府 
機関 や 事業 単位 に 勤め る 者 は ほか の 者 に 比べ 、 成 人 教育 を 通し て 大 専 以 上 の 最終 学歴 を 取得 し た 機会 が 多い 」 ご 
と が 分 か っ た 。 
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学院 と いう も の は 主として 成人 教育 に 由来 し た 。 成 人 教育 に よっ た 高 学 歴 者 の 中 に 、 金 権 を 利 か せ て 
学歴 を 得 た 者 は 何 割 を 占め る か に つい て 情報 が な い が 、 後 述 の 党 校 教育 お よび 大 学 等 の 行う 大 学院 通 
信教 育 に 潜 お 構造 的 問題 を 鑑み 、 権 力 と 学歴 腐敗 の 間 に 強 い 関 係 休 が ある と みて よい 。 


3.「 候 的 真 文 先 」 と 学歴 府 敗 

「 文 先 」 と は 卒業 証書 、 学位 記 を 言い 表す 中 国語 で あり 、 全日 制 大 学 の 正規 教育 を 受け て 取得 する 普 
通 の 「 文 鞍 | の ほか 、「 真 的 優 文 寺 ] と 「 優 的 真 文 先 」 と いう 2 つの 表現 も ある 。 前 者 は 偽造 の 証書 を 
旨 し 、 違法 性 を 帯び る た め 、 今 は その 姿 が 市 場 か ら ほ と ん ど 消 えて いる 。 後者 は 、 大 学 等 の 授与 し た 正 
規 の も の だ が 、 制 度 的 に 認め られ て いな い 党 校 学歴 や 、 不 公正 な 手段 で 入学 し た り 真 面目 真 に 勉強 せ 
ず に 取得 し た 大 卒 等 の 証書 を 指し 、 今 日 も 役人 の 昇任 等 の 要件 と し て 有効 性 を 持ち 続け て いる 。 

中 央 組織 部 等 は 2002 年 に 、 党 政府 機関 の 課長 級 (県 級 の 党 書 記 、 県 長 お よび 副 職 ) 以上 の 幹部 職員 、 
特に 成人 教育 で 高等 教育 学歴 を 取得 し た 者 を 対象 に 、 彼 ら の 欄 案 ? に 記載 され て いる 最終 学歴 や 学位 を 
全面 的 に 調査 する キャ ン ペ ー ン を 展開 し 、 不 正 を 自ら 申告 し な か っ た 者 に 対し 厳し い 処 分 を 下す と し 
た ?。 大 学 等 の 高等 教育 機構 が いい 加減 に 学位 を 役人 に 授与 し 、 ま た 、 一 部 の 役人 が 異常 な ほど 高い 学 
歴 、 学位 を 追い 求め 、 時 に は 手段 を 択 ば な いと いう 社会 問題 を 是正 する た めで ある 。 後に 、 中 央 組織 部 
等 は 、 党 中 央 に 「 幹 部 の 学歴 、 学位 調査 結果 に 関す る 報告 ] を 提出 し 、 幹部 職員 の 学歴 、 学 位 に 対す る 
管理 を さら に 強化 、 規範 化す る 意見 を まとめ た 。 全国 各地 の 党 政 府 機関 、 事業 単位 に 勤め る 課長 級 以上 
の 幹部 職員 、 お よび 中 央 が 管轄 する 国有 企業 の 経営 陣 な ど 計 67 万 人 余 を 対象 に 、 そ の 学歴 、 学 位 の 真 
偽 を 調査 し 、 見 つか っ た 1 万 5 千 件 余 の 誤記 入 や 詐称 を 修正 し た 。 問 題 と こなつ っ た ケー ス の 中 に 、 短 期 
研修 コー ス な どの 経歴 を 正規 の 学歴 教育 と 誤認 し た も の 、 働 き な が ら の 社会 人 教育 を 全日 制 教 育 と 記 
入 し た も の 、 学 位 授与 の 資格 を 持た な い 機 関 が 発 行 し た も の 、 偽 造 の 証書 を 悪用 し た も の が 含ま れる *。 

各地 方 で 学歴 詐称 も 多く 報じ し られ た ?。 例え ば 、 河江 省 温州 市 の ある 区 に 勤め る 1297 名 の 幹部 職員 を 
対象 と し た 調査 で は 、 通 信教 育 や リモ ー ト 教育 、 党 校 教育 等 で 高 学 歴 を 得 た 者 の うち 、62 名 の 学歴 が 
認め られ ず 、2 名 の 学歴 は 正真正銘 の 偽物 で あっ た 。 ご の 調査 の 主 な 狙い は 、 学 歴 詐 称 ( 真 的 優 文 先 ) の 
洗い 出し と 処分 で あり 、 党 学 校 の 通信 教育 や 大 学 等 の 開設 する 役人 向け の 「 研 究 生 班 」 を 通じ て 取得 し 
た 「 優 的 真 文 先 」 が 検査 の 対象 か ら 除 外さ れ て いる 。 


第 2 節 党 校 教育 に お ける 学歴 腐敗 


1. 党 校 教育 の 仕組 み 

学歴 腐敗 が 豊 延 する 温床 と し て 党 校 に よる 高等 教育 が 挙げ られ る 。1980 年 代 初め 、 幹 部 「 四 化 」 方 
針 が 確立 し た の を 受け 、 役人 の 研修 を 目的 と する 中 央 党 校 も 、 省 ・ 市 ・ 県 級 の 党 校 か ら な る 全国 的 教育 
シス テム を 利用 し 、 独 自 の 通信 教育 を 開始 し た 。 中 央 党 校 は 1985 年 に 通信 教育 学院 を 開設 し 、 翌 年 に 
学生 の 募集 を 始め た 。1993 年 に 、 中 央 党 校 通信 教育 学院 は 、 省 ・ 自 治 区 ・ 直 轄 市 党 校 の 要望 を 受け 入 


6 個人 の 学歴 や 履歴 を 記載 する 様々 な 証拠 資料 、 勤 務 機 関 の 上 司 等 に よる 当 人 の 勤務 実態 や 思想 的 状況 の 評定 記 
録 を 総称 する も の で あり 、 党 組織 部 や 人 事 部 門 は それ を 管理 する 。 個 人 は 自分 の 欄 案 資料 を 目 に する こと が で き 
な い 。 

Z 「 上 厳禁 在学 歴 文 先 上 弄 虚 作 仮 ]」『 人 民 日 報 』(2002 年 6 月 11 日 付 ) に よる 。 

8 「 一 万 五 干 部 学歴 学位 有 仮 、 有 関 当 事 人 己 被 処理 」『 北 京 青年 報 』(2004 年 7 月 5 日 付 ) に よる 。 

? 「 洒 江 了 賢 海 重 新 審査 干 部 学歴 62 人 学歴 不 被 承認 ]」『 中 国 新聞 網 』(2002 年 6 月 11 日 付 )、「 江 蘇 邦 州 清 査 干 部 学 
歴 、 査 出 82 名 ^ 拓 水 " 官 具 」『 中 国 新 聞 網 』(2002 年 7 月 2 日 付 )、「 我 国 開始 清 査 干 部 学歴 、 弄 虚 作 仮 者 将 被 厳 
処 」『 北 京 晩 報 』(2002 年 9 月 4 日 付 )、「 千 部 学歴 打 仮 、 要 上 厳 査 ^ 仮 的 真 文 先 /」『 南方 都市 報 』(2002 年 9 月 6 日 
付 )、「 我 省 開始 清 理 干 部 学歴 和 学 位 」『 新 華 日 報 』(2002 年 11 月 16 日 付 ) を 参照 。 
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れ 、 省 級 党 校 の 中 に 中 央 党 校 の 分 校 を 設立 し た 。1996 年 に 中 央 党 校 学院 一 省 級 分 校 一 市 級 学 区 一 県 級 
補習 所 と いう ピラ ミッ ド 型 教学 シス テム が 形作ら れ た ( 図 2)。 学費 収入 は 、 学院 が 10%、 分 校 が 159%、 
学区 が 20-259%、 補 習 所 が 50-5596%、 と いう 割合 で 分 配 さ れる 。 党 政府 機関 や 事業 単位 の 幹部 職員 を 中 
心 に 多く の 社会 人 学生 は 全国 統一 の カリ キュ ラム で 履修 登録 し 、 所 定 の 単位 を 取得 し た 者 は 大 専卒 ま 
た は 大 卒 の 証書 を 取得 する 、 と 党 校 に よる 高等 教育 が 制度 化し た "。 

各 級 党 校 を 卒業 し 大 専卒 や 大 卒 、 あ る い は 大 学院 修了 と いっ た 最終 学歴 を 手 に し た 者 が どれ ぐら い 
いる か に つい て 体系 的 な 統計 が 見 つか ら な い が 、 各 種 報道 を 総合 すれ ば 概ね 以下 の よう な 事実 が 判明 
で きる 。①1994 年 以降 、 全 国 に 張り 巡ら せ た 党 校 シ ステ ム の 下 、 年 々 20 万 人 余 の 学生 が 入学 し た 、② 
大 専 ま た は 大 学 の 通信 教育 を 受け た 者 は 2008 年 まで の 累計 で 320 万 人 に 上 る 、 ⑧ 各 級 党 政府 機関 の 指 
導 者 や 幹部 職員 の 多く も その 中 に 含ま れる 『。1994 年 か ら 2008 年 まで の 14 年 間 に お いて 全日 制 大 学 
等 を 卒業 し た 者 が 累計 で 2882 万 人 (国家 統計 局 ) で ある こと を 考え る と 、 党 校 に よる 高等 教育 の 役割 は 
決し て 小さ く は な いと いえ る 。 

党 校 教育 の 性 格 や 位置 づけ に 関し て は 、 中 共 中 央 が 1983 年 5 月 に 「 党 校 教 育 正規 化 の 実現 に 関す る 
決定 」 を 公布 し 、 省 ・ 市 級 党 政 府 機関 の 主要 幹部 が 中 央 党 校 、 県 級 党 政 府 機関 の 主要 幹部 が 省 級 党 校 、 
それ 以下 が 市 級 ま た は 県 級 党 校 で 必ず 研修 を 受け な けれ ば な ら な いと し た 。 ま た 、 党 校 は 党 組 織部 と 
協力 し 幹部 の 選抜 を 行い 、 幹 部 の 短期 研修 か ら 正 規 の 幹部 育成 へ と 党 校 の 役割 を 徐々 に 移行 させ る と 
も 規定 し た 。 ご この 「 決 定 」 で は 、 学 生 の 入学 前 の 学歴 や 入学 後 の カ リキ ュ ラ ム お よび 履修 科目 を 参考 
に 、 所 定 の 試験 に 合格 し た 者 は 、 教 育 部 が 司る 高等 教育 の 学歴 に 相当 する 卒業 証書 を 取得 し 同等 の 待 
遇 を 受け られ る と 明記 し た 。 

それ 以降 、 中 共 中 央 は 数 回 に わた り 党 校 の 活動 を 強化 すべ く 通 達 、 意見 、 通知 、 決定 を 発出 し た が 、 
その すべ て に お いて 党 校 の 授与 する 大 専 、 大 学 、 大 院生 の 学歴 は 教育 部 所 管 の 正規 教育 の 学歴 (国民 教 
育 学 歴 ) と 同等 の 効力 を 持ち 、 大 専 か ら 大 学 へ の 編集 試験 、 司 法 等 の 国家 資格 試験 、 昇 給 、 昇 任 に 際 し 
国民 教育 学歴 と 同じ 待遇 を 受け られ る と 一 貫 し た 認識 を 示し た 。 いう まで も な く 、 ご の 認識 は 幹部 「 四 
化 」 方 針 に 対応 する た め の も の で あり 、 役 人 の 昇任 に 道 を 開い た も の で ある 。 

し か し 、 司法 試験 や 会 計 士 試験 で は 党 校 学歴 が 認め られ ず 、 それ が 原因 で 、 党 校 学歴 の 取得 者 は 党 校 
の 高等 教育 が 詐欺 だ と 裁判 を 起こ し た こと も 各地 で 見 られ た !"。 そ うし た 中 、 中 共 中 央 は 2008 年 9 月 
に 「 党 校 工 作 条 例 」 を 公布 し 、 党 校 学歴 が 国民 教育 学歴 と 同じ 待遇 を 受け られ る と いう 文言 を 削除 し 、 
2009 年 より 大 専 、 大 学 の 通信 教育 を 停止 する と 決定 し た 3。 

ちな み に 、2009 年 以降 、 中 央 党 校 お よび 省 級 党 校 の 持つ 大 学院 通信 教育 (在職 研究 生 ) は その まま 存 
続 し 、 大 学院 の 修了 証書 ・ 学 位 も 旧来 通り 教育 部 に より 認め られ て いる 。2016 年 に 中 央 党 校 は 全国 各 
地 で 22 クラ ス 1000 人 の 募集 定員 を 持つ 。 ほ か に 、 中 央 党 校 と 教育 部 が 認定 し た 14 省 級 党 校 の 修士 課 
程 、 博士 課程 で は 全国 統一 試験 で 学生 を 選抜 し 、 彼ら の 授与 され る 修士 号 、 博士 号 は 全日 制 大 学 の も の 
と 同じ 扱い を 受け て いる 『。 


10 [中央 党 校 叩 停 函 授 学 歴 」『 南 方 週末 』(2007 年 11 月 29 日 付 ) に よる 。 

1 同上 。 

2 「 媒 体 称 党 校 学歴 不 再 享受 同等 国民 教育 待遇 ]」『 南 方 日 援 』(2008 年 10 月 8 日 付 ) に よる 。 
13 [中 国 党 校 学歴 20 年 的 身分 尋 巡 」『 時 代 信 報 』(2005 年 7 月 13 日 ) に よる 。 

4 中 共 中 央 党 校 授 教育 (https:/ / ci.ccps.govm/、2017 年 8 月 17 日 、 最 終 確認 ) に よる 。 
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図 2 党 校 の 通信 教育 (1985-2008 年 ) 
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注 : 人 は 受験 、 授 業 、 学 費 、 学 位 等 の 関係 性 を 表す 。 


出所 : 筆者 作成 。 


2. 党 校 学歴 の 性 質 と 問題 

党 校 の 高等 教育 は 四半 世紀 に わた っ て 320 万 人 も の 高 学 歴 者 を 世に 送り 出し 、 改 革 開 放 直 後 の 人 材 
不足 を 緩和 し 、 党 政府 機関 に お ける 専門 化 ・ 知 識 化 の 実現 に 一 定 の 積極 的 な 役割 を 果たし た と 評価 で 
きる 一 方 、 入 試 の 不 公平 さや 党 校 教育 の 質 的 低 さ 、 人 事 制度 に お ける 党 校 学歴 の 優遇 な ど 学 歴 腐敗 に 
絡 お 問題 も 深刻 で あっ た 。 

国家 教育 委員 会 は 1995 年 7 月 に 党 校 学歴 の 扱い に 関す る 指針 を 示し 、 大 学 の 編入 試験 や 大 学院 入学 
試験 の 出願 要件 と し て それ を 認め な いと 改め て 強調 し た (た だ し 、 1985 年 、 86 年 に 党 校 を 卒業 し た 者 の 
学歴 は 当時 の 国家 教育 委員 会 の 承認 を 得 て い た )。 背 景 に 、 党 校 教育 に 対す る 世間 の 厳しい 目 が ある 。 
沈 校 の 授与 し た 「 文 先 ] は 往々 に 「 五 不 文 先 」 と 抑 さ れ た 。 国家 試験 を 受け ず 、 授業 に 出席 せ ず 、 
宿題 を や ら ず 、 論文 を 書か ず 、 学費 を 自ら が 負担 し なかい 、 と いう の が その 中 身 で ある 。 党 校 の 入学 試験 
は 全国 共通 で は な く 、 地 方 党 校 の 主催 する も の も 形式 的 な も の が 多く 、 試 験 内 容 は 普通 の 大 学 入試 に 
比べ られ な い ほ ど 容 易 で ある 。 党 政府 機関 の 指導 者 や 幹部 職員 の 場合 、 授 業 や 宿 症 は 秘書 等 に よる 代 
行 が 日 常 化し 、 学 費 は 公費 で 馬 うこ と も 常態 化し た ( 李 2007)。 

それ に も か か わら ず 、 人 事 権 を 握る 党 組 織部 や 人 事 担当 は 、 党 中 央 の 決定 を 枠 子 に 党 政府 機関 に お 
ける 幹部 の 選抜 や 昇任 に 際 し 、 党 校 学歴 が 「 四 化 」 方 針 を 満た す 要件 と 認め る だ け で な く 、 正規 教育 の 
学歴 より も 重要 視 す る 傾向 すら ある ( 李 2007)。 


実際 、 都 市 部 で 働く 者 を 対象 と し た 実証 研究 の 結果 に よれ ば 、 ほ か の 条件 が 同じ で ある 場合 、 成 人 教育 で 大 専 
卒 ・ 大 卒 の 学歴 を 取得 し た 共産 党員 と 普通 教育 の 高 学 歴 党員 と の 間 で 年 収 格差 が 有意 に 存在 せ ず 、 ま た 、 党 政府 
機関 で 働く 成人 教育 の 大 専卒 ・ 大 卒 者 は 普通 教育 の 高 学 歴 者 より も 高い 年 収 を 得 て い る ( 厳 ・ 酵 2018)。 こ れ は 党 
政府 機関 で 、 党 校 や 成人 教育 の 学歴 が 普通 教育 に 勝る と も 劣ら な い 効 力 を 持つ こと を 示唆 する 。 
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3. 海南 省 党 校 学歴 不正 事件 

党 校 の 持つ 政治 的 特殊 性 が 故に 、 党 校 教育 の 不 公平 さ が 長 年 正 さ れる こと な く 、 特 殊 な 腐敗 形態 に 
発展 する に 至っ つた 。 全国 各地 で 設立 され た 党 校 は 規定 を 違反 し 金儲け に 走る も の も 珍し く な い 。 一 方 、 
役人 は 党 校 入学 を 昇任 の 階段 と 見 立て 、 低 俗 な コネ づく り に 力 を 注ぐ 悪 習 も 盛ん で あっ た 。 一 部 の 党 
校 が 腐敗 の 現場 と 化し た こと も 広く 知ら れ て いる 。 

党 校 の 抱え る 諸 問題 は 2004 年 7 月 に 表面 化し た 海南 省 党 校 学歴 不正 事件 に 端的 に 表れ て いる 。 海南 
省 党 校 は 元々 大 学院 生 を 募集 し 大 学院 教育 お よび 学位 授与 の 資格 も 能力 も 持っ て いな い に も か か わら 
ず 、 金儲け の 目的 で 1999 年 5 月 に 海南 省 党委 員 会 に 通信 教育 大 学院 の 設置 を 申請 し た 。 許認可 権 を 持 
た な い 海 南 省 党委 員 会 は また 、 複 雑 な 利権 関係 が 絡 お 中 、 翌 6 月 に 設置 申請 を 認め た 。 そ れ 以 降 の 数 
年 間 、 党 校 は 各 級 党 政府 機関 の 役人 を 中 心 に 大 学院 通信 教育 を 行い 、1 人 当たり 2 万 元 以 上 (公費 で 財 
う の が 一 般 的 だ ) の 費用 で 大 学院 修了 の 証書 ・ 学 位 を 授与 し た 。 十 分 な 教育 資源 も 体系 的 な カリ キュ ラ 
ム も な い 中 で 粗末 な 教育 サー ビス を 提供 し 、 実 質 的 な 学位 売買 が 数 年 に わた っ て 横行 し た 。 同 党 校 の 
教師 に よる 内 部 告発 で この 問題 が 発覚 し 大 き な 社 会 問題 と な っ た 7"。 

氷山 の 一 角 に 過ぎ な い 海 南 省 党 校 事件 を 契機 に 、 党 校 に よる 高等 教育 へ の 風当たり が 強く な っ た 。 
全日 制 大 学 の 急速 な 拡張 も あっ て 、 党 校 は 2009 年 に 高等 教育 か ら の 退場 を 余儀 な ひく され た 。 そ うし た 
中 、 よ り 高 い 学 歴 ・ 学 位 を 獲得 し よう と する た め 、 党 政 府 機関 の 指導 者 や 幹部 職員 は 、 大 学 等 の 行う 大 
学院 教育 に 関心 を 移す よう に な っ た 。 


第 3 節 高等 教育 に お ける 学歴 腐敗 


1. 高等 教育 お ける 学歴 腐敗 の 主要 形態 と 特徴 

2000 年 に 、 河 南 省 社会 科学 連合 会 の 機関 誌 『 領 導 科 学 』 第 8 期 に 「 幹 部 の 虚偽 学歴 の 組 し に 待っ た 
な し 」 と いう 論 稿 が 掲載 され 、 大 学 等 が 金儲け の た め に 分 校 を 開設 し 通信 教育 を 拡大 する も の の 、 きち 
ん と し た 教育 が 出来 て いな い 一 方 、 そ うし た 教育 を 通じ て 高 学 歴 を 手 に し た 役人 が 非常 に 多い と 批判 
じ だ た 

大 学 等 が 学歴 腐敗 に 関与 する 報道 が 2000 年 代 以 降 多 く 見 られ 、 役 人 が 権力 を 悪用 し 「 在 職 研究 生 」 
つま り 社 会 人 院生 と し て 入学 し 、 質 的 保証 の な い 学 位 を 取得 する こと が その 典型 で ある 。 大 学 は 、 学費 
収入 を 目当て に 役人 ら を 多く 募集 し 、 ま た 、 権 力 と の コネ クシ ョ ン を 作る た め に 入試 や 授業 で 便宜 を 
供与 し た り も する ず "。 例え ば 、 名 門 の 南開 大 学 で は 、 2001 年 以降 MBA 課程 に 入学 し た 1320 人 の うち 、 
179% に 当たる 225 人 も 元々 受験 資格 を 持つ て いな か っ た こと が 後 の 外部 調査 で 判明 し た "。 以下 、 各種 
報道 を 総合 し 、 高 等 教育 に お ける 学歴 腐敗 の 主 な 特徴 を 整理 する ?。 

第 1 に 、 学 歴 腐敗 が 制度 化し て いる 。 役 人 の 取得 し た 修士 や 博士 は 普通 の 大 学院 で は な く 、 彼 ら の 
た め の 特 設 ク ラス (研究 生 班 )) の も の が 多い 。 中 身 は 疑わ し い が 、 制度 上 と くに 問題 も な い 。 当 該 分 野 


16 | 党 校 学歴 淡 出 、 向 教育 公平 進一 歩 」『 南 方 都市 報 』(2008 年 10 月 8 日 付 ) に よる 。 
7 「 省 党 校 達 規 肥 文 先 数 生来 、 海 南 査 処 文 先 ^ 批 肥 ” 案 」『 中 国 青年 報 』(2004 年 6 月 16 日 付 )、「 海 南 省 党 校 吉 夫 か 
学 案 週 査 」『21 世 旬 色 済 振 道 』(2004 年 11 月 21 日 付 ) に よる 。 
1 劉 富 勝 「 堅 持 零 容 忍 、 打 撃 官 具 学 歴 腐敗 」 (『 検 察 日 報 』2014 年 4 月 8 日 付 ) に よる 。 
9 [高校 捕 文 邊 腐敗 被 査 処 、 発 出 去 的 不 合格 文 先 起 久 弁 ? 」 (新華 社 『 半 月 談 』2018 年 5 月 号 ) に よる 。 
20 [江蘇 副 書 記 痛 圧 ? 学 術 腐敗 *、 要 求 杜 絶 権 学 交易 」『 楊 子 晩 報 』(2002 年 1 月 16 日 付 )、「 政 協 委員 : 官 員 攻 読 学 
位 存在 “ 権 学 交易 " 歪 風 」『 中 国 新聞 網 』(2002 年 2 月 23 日 付 )、「 走 様 的 干 部 知識 化 : ^ 千 部 文 先 ” 成 為 類 風景 」 

『 新 華 網 』(2002 年 3 月 7 日 付 )、「 用 職権 換 取 文 先 : 媒体 指 ^ 秩 学 交易 "的 根子 即 腐敗 」『 中 国 新 聞 網 』(2002 年 3 
月 18 日 付 )、「 権 力 和 金銭 換 文 先 ? ^ 官 員 文 先 腐 敗 ? 必 須 遇 制 」『 人 民 網 』(2002 年 4 月 18 日 付 )、「 評 論 : 警 慢 新 的 
腐敗 現象 : ^ 権 学 交易 "」『 法制 日 報 』(2002 年 4 月 28 日 付 ) を 参照 。 
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の 基礎 知識 すら 持っ て いな く て も 、 ご の 「 仮 的 真 学歴 ] さえ 持て ば 、 昇任 に 必要 な 学歴 要件 が 満た され 
る 。 

第 2 に 、 学 位 の 中 身 に 問題 が あめ る と いう の も 研究 指導 が で き な か っ た た めで ある 。 本 職 に 追わ れ 授 
業 すら 出席 し な い 役 人 が 多く 、 秘 書 が 代わ り に 授業 に 出 て 宿題 を や り 、 ほ か の 人 が 論文 を 代筆 する ご 
と も 珍し く な い ( 李 2007)。 中 央 か ら 地方 まで の 各 級 党 政 府 機関 や 人 代 代 表 大 会 、 政 治 協 商会 議 の 主要 
幹部 の 学歴 、 経 歴 を 調べ て 分 か る よう に 、 彼 ら の 大 学院 に 在籍 する 期間 と 重責 を 務め る 本 職 の 期間 が 
重なる ケー ス が 多く 、 多 忙 な 本 務 を こなし つつ 研究 活動 を も きち ん と 行え る は ず も な い 。 


3 学歴 腐敗 の 構図 


有名 大 学 
校長 等 の 有 
力 者 や 教授 


党 政 府 機関 
の 指導 者 や 
幹部 職員 等 


出所 : 筆者 作成 。 


第 3 に 、 学歴 腐敗 の 背景 に 「 銭 学 交易 」「 権 学 交易 」 が ある ( 図 3)。 大 学 は 大 型 予 算 や 研究 費 を 獲得 す 
る た め に 、 関係 部 門 の 役員 と コネ を 作っ て お く 必 要 が あり 、 また 、 役人 を お 弟子 に 持つ こと を 自慢 する 
大 学 関係 者 も いる ( 馬 2019)。 

第 4 に 、「 位 子 = 昇 任 」、「 票 子 = カ ネ 」 ば か り で な く 、「 面 子 = 虚 栄 心 」 に 拘る 社会 的 心理 は 、 高等 教 
育 に お ける 学歴 腐敗 の 豊 延 を 促し て いる 。 中 身 や 必要 性 は と も か く 、 高 学歴 を 持つ こと が 格好 いい と 
いう 人 多 な 意識 を 持つ 人 が 多い 。 


2. 学歴 と 腐敗 の 関係 

学歴 腐敗 が 役人 の イメ ー ジ を 悪化 し 、 党 政 府 の 公 信 力 を 失わ せ て し まう と いう 指摘 3 は 正しく その 通 
り で あり 、 一 部 の 幹部 が 高 学 歴 ・ 学 位 に 熱中 する こと が 彼ら の 幹部 「 四 化 」 方 針 に 対す る 歪ん だ 理解 に 
起因 し た と いう 中 共 中 央 組織 部 研究 室 の 分 析 (『 領 導 科学 』2002 年 12 月 号 ) も 閣 け る 。 一 方 、 幹 部 の 選 
抜 や 昇任 に 際 し 、 学歴 要件 が 欠か せ ず 、 給料 も 学歴 と 連動 する 以上 、 高 学 歴 へ の 追求 自体 は 理 に 適っ て 
いる 。 また 、 中 国 の 大 学 は 教育 研究 機関 で ある と 同時 に 、 党 政 府 に 依存 し 、 権力 に 従 む ざる を 得 な い 場 
合 も 多い 。 

近年 の 反 腐 敗 キ ャ ン ペ ン の 中 で 、 収 賭 や 横領 の 経済 犯罪 、 党 の 規律 違反 が 原因 で 逮捕 、 起訴 され た 高 
官 は 数 えき れ な い が 、 学 歴 腐 敗 で 職 を 失っ た 者 が ほとん ど な い 。 し か し 、 学 歴 と 腐敗 は 無関係 で は な 
い 。 李 ・ 陳 (2018) に よれ ば 、 第 18 回 党 大 会 (2012 年 ) 後 の 数 年 間 に 摘発 され た 省 ・ 部 級 高 官 142 人 の 学 
歴 は 全体 と し て 高い (博士 48 名 、 修士 66 名 ) だ け で な く 、 大 学 と 修士 と 博士 の 専門 分 野 が 全く 異な る ケ 


21 [ 官 員 読 博 、 仮 多 真 少 」『 中 国 青年 報 』(2010 年 3 月 8 日付) 参照 。 
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ー ス も 全体 の 半 部 以上 を 占め る 。 例 えば 、 天 津 市 政治 協商 会 議 の 元 副 主席 W は 40 年 余 公 安 畑 の 仕事 
を 離れ た こと が な か っ た の に 、 有 名 大 学 の 授与 し た 本 物 の 経営 学修 士 、 工 学 博士 お よび 高級 技師 (教授 
相当 ) の 肩書 を 持つ 。 

金 は 、 全 国 検察 機関 が 公開 し た 2016 年 の 汚職 ・ 賭 周 罪 8133 件 の 起訴 書類 を 分 析 し 、 学 歴 (中 学校 以 
下 、 高 校 、 大 専 、 大 学 、 大 学院 ) と 容 医 内 容 と の 関係 性 を 計量 分 析 し た 。 そ の 結果 、 学 歴 の 高い 役人 ほ 
ど 、 収 賭 を 働く 傾向 が 強い 、 単 独 犯 が 多い 、 罪 名 が 多い 、 収 賭 の 金額 が 多い 、 初 犯 時 の 年 齢 が 若い 、 初 
犯 か ら 摘 発 ま で の 期間 が 長い 、 犯 罪 行 為 を 継続 する 期間 が 長い 、 と いっ た 統計 的 事実 が 判明 し た ( 金 
2019)。 

2009 年 か ら 2015 年 に か け て 摘発 され た 局長 級 以 上 の 高官 50 人 を 研究 し た 部 ・ 李 (2017) で も 、 腐 敗 
役員 と 学歴 の 関係 性 が 指摘 され て いる 。50 人 の 最終 学歴 別 構成 は 大 学 329%、 修 士 549%、 博 士 149% で 
ある が 、 大 学院 学歴 を 持つ 者 の 多く は いわ ゆる 「 在 職 研 究 生 」、 党 校 等 の 通信 教育 を 通じ て 得 ら れ た も 
の で ある 。 

以上 の 分 析 結 果 は 、 起 訴 さ れ た 役人 を 対象 と し た 限定 的 な ちの で あり 、 世 間 一 般 に は 通用 し な い 可 
能 性 も ある が 、 腐 敗 分 子 の 中 に 高 学 歴 で 昇任 を 果たし 、 権 力 や 権限 を 私 利 の 獲得 に 悪用 する と いう 構 
図 が 見 え 隠れ する 。 すなわち 、 高 学 歴 を 持つ こと で 早く 出世 し 高い 官職 に 就く こと の 可能 性 が 高く 、 ま 
た 、 そ の 権力 を 悪用 する 場合 、 学歴 の 低い 者 に 比べ 、 より 大 きい 腐敗 が 発生 する 、 と いう こと で ある 。 


お わり に 

文革 後 、 経済 発展 を 中 心 と する 改革 開放 に 合わ せ 、 党 政府 機関 に お ける 指導 者 や 幹部 職員 の 選抜 、 昇 
任 の 要件 も 変わ っ た 。「 四 化 」 方 針 の 下 、 大 卒 等 の 高 学 歴 が 重要 視 さ れ た 一 方 、 大 学 の 教育 資源 が 限ら 
れ た た め 、 高 度 人 材 の 十分 な 供給 が 出来 て いな か っ た 。 ご うし た 需給 ギヤ ッ プ を 埋め る べく 全日 制 孝 
育 と 併行 し て 、 党 校 教育 、 様々 な 形 の 成人 教育 も 推奨 され た 。 一 時 の 人 材 不足 が それ に より 緩和 され た 
ご と は 、 韓 部 「 四 化 」 方 針 下 の 党 校 教 育 お よび 成人 教育 の 大 き な 成 果 だ と いっ て よい 。 

と ころ が 、 人 事 政 策 に お ける 学歴 へ の 過度 な 重視 を 背景 に 、 権 カ や カネ と 学歴 の 癒着 に 起因 し た 制 
度 的 な 学歴 腐敗 も 深刻 な 問題 で ある 。 党 政府 機関 で 「 仮 的 真 文 先 」 を 資本 に 昇任 し た 役人 が 多く 、 そ う 
し た 原罪 が 消え な い 限 り 、 現 行 行政 の 正当 性 も 疑わ れ ざ る を えな い 。 

学歴 腐敗 は 、 大 学 と いう 学問 の 府 を 汚し 、 学位 に 対す る 信用 危機 を も た らし た だ け で な く 、 普通 の 院 
生 に 比べ 、 役 人 の 学位 取得 は 公正 性 を 著しく 欠い た も の で ある 。 

に も か か わら ず 、 社会 の 学歴 腐敗 を 見 る 目 は 必ず し も 厳し いと は 言え な い 。 中 国 で は 、 学位 論文 は 原 
則 一 般 公 開 と な っ て お り 、 誰 で も 中 国 知 網 か ら 修論 や 博 論 を ダウ ン ロ ー ド する こと が で きる 。 党 政府 
機関 の 指導 者 や 幹部 職員 の 学位 論文 は アク セス の で き な い も の が 多い が 、 あ まり 問題 視 さ れ て は いな 
い 。 庶民 の 世界 で も 中 高卒 を 大 専卒 、 大 専卒 を 大 卒 、 大 卒 を 大 学院 修了 に し よう と する 風潮 が あっ た 。 
学費 さえ 払え ば 通信 教育 等 を 受け て 高 学 歴 の 卒業 証書 を 取得 で き 、 ま た 、 そ れ を 就活 や 就職 の 中 で 利 
用 する こと は 誰 で も 知っ て いる 事実 で ある 。 学 歴 腐 敗 の 大 衆 化 に よっ て 役人 の 学歴 腐敗 が 短 小 化 さ れ 
た 一 面 も 否め な い 。 

時 間 が 経つ に つれ 、 学 歴 府 敗 に 手 を 染め た 役人 も 徐々 に 表 舞 台 か ら 退 場 す る が 、 そ の 期間 は まだ 相 
当 の 年 月 に 上 る と 予想 され る 。 そ の 日 の 到来 を 待た ね ば な ら な いと いう の は 今日 の 中 国 の 実態 で あろ 
うか 。 
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第 12 章 
中 国 建 築 業 界 に お ける 利益 分 配 構造 と 「 腐 敗 』・「 搾 取 」 の 背景 
ー「 包 工 頭 」 の 役割 を 中 心 に 一 
大 島 一 二 ・ う 再 再 
1. は じ め に 
1.1 課題 の 設定 


中 国 の 農村 地域 に お いて 代表 的 と も いえ る 「 腐 敗 ]」・「 搾 取 」 現象 は 、 病 田 雅 晴 (1990) が 指摘 し 
た 「 関 係 (guanxi) 」 (市 場 の 有効 な 作用 が 限定 的 な な か で の 非 市 場 手段 へ の 依拠 を 指す ) を 基礎 
に し た 、 建 築 業 界 の 請負 関係 で あり 、 そ の 中 心 に 位置 する 「 包 工 頭 ] 制度 (| 包 工 頭 」 を 中 心 に 機 
能 する 建築 請負 組織 ) の 存在 が 大 きく 関与 し て いる と 考え られ る 。 

「 包 工 頭 ] と は 、「 関 係 (guanxi)」 を 基礎 と し て 、 農 村 地 域 に お いて 「 農 民 工 」 (農村 出身 出稼 
ぎ 労 働 者 ) を 組織 し 、 主 に 都市 地域 の 建築 会 社 等 か ら 建 築 作業 を 請け 負う 業者 の 総称 で ある 。 一 
般 に 「 包 工 頭 ] は 、 都 市 で は 、「 関 係 (guanxi) 」 を 構築 する た め に 、 建 築 会 社 等 の 関係 者 に た い 
し て 金品 ( 賭 賠 ) を 贈り 、 建 築 作 業 等 を 請け 負う 。 病 田 雅晴 (1990) を 引用 すれ ば 、 ま さ に 「 包 工 
頭 」 と 建築 会 社 等 と の 間 に 「 権 銭 交 易 」 が 成立 し て いる こと に な る 。 ご の 一 方 で 、「 包 工 頭 ] の 地 
元 農村 に お いて は 、「 農 民 工 」 を 地 緑 ・ 血 緑 を 媒介 に 組織 する こと で !、 傘 下 の 「 農 民 工 」 と の 「 関 
係 (guanxi)」 を 構築 する 。 こ うし て 、 都 市 ・ 農 村 の 両 地域 に お いて 構築 し た 二 つ の 「 関 係 (guanxi) 」 
を 基礎 に 、 特 徴 的 な 経済 活動 を 進め て いる 。 

し か し 、 ご の 特徴 的 な 経済 活動 は 、 現 在 の 中 国 社 会 に お いて は 徐々 に 非 合 法 な も の と 位置 づけ 
られ て いる 。 そ れ は 、 前 者 の 都市 に お ける 金品 の 贈与 を 媒介 と し た 「 権 銭 交 易 」 に よる 「 関 係 

(guanxi)」 の 構築 が 、 ま さ に 現代 の 民間 に お ける 「 腐 敗 」 現象 の 典型 で あり 、 さ ら に 後者 の 農村 
に お ける 「 農 民 工 」 と の 「 関 係 (guanxi)」 の 構築 の 目的 が 、「 農 民 工 」 の 賃金 の 一 部 また は 大 部 
分 を 搾取 する 「 中 間 搾取 者 」 と し て 活動 し て いる と 考え られ て いる た めで ある 。 こ ご の 両者 の 位置 
づけ か ら 、 「 包 工 頭 」 を 、 現在 の 中 国 農村 社会 に お ける 「 悪 役 ] (=「 搾 取 の 首謀 者 」 お よび 「 腐 敗 
の 象徴 」) と する 論調 が 増加 し て いる :。 こう し た 論調 を 背景 に 、 2005 年 に 中 国 建 設 部 は 「 包 工 頭 」 
と の 呼称 を 「 労 務 帯 頭 人 」 と 改称 する 通達 を 発し た ( 任 樹 正 ・ 江 立 華 (2017)) 3。 

ご うし た 「 包 工 頭 」 = 悪役 と の 一 面 が 強調 され る の は 、 近 年 、 中 国 の 建築 業界 に お いて 、「 農 民 
工 」 に た いす る 権利 侵害 が 重大 な 社会 問題 と し て 存在 する た めで ある *。 な か で も 大 き な が 問題 は 、 
賃金 の 遅配 と 欠 配 問題 で ある 5。 こ れ が 深刻 な 経済 ・ 社 会 問題 と な る こと に よっ て 、「 三 農 問 題 」$ 


+ 任 樹 正 ・ 江 立 華 (2017) に よれ ば 、 建 築 業 に お ける 「 農 民 工 」 の 総数 は 2015 年 で 約 5,800 万 人 、「 農 民 工 」 
総数 の 21.19% に 達する と され る 。 

^ 「 農 民 工 」 の 賃金 を 支払 わ ず に 逃亡 する 悪徳 「 包 工 頭 」 や 、 何 ら か の 理由 (遅配 等 ) で 逃亡 せ ざ る を 得 な く な 
っ た 「 包 工 頭 」 が 現実 に 存在 する こと は 事実 で ある 。 た と えば 、「 安 役 一 包 工 頭 措 欠 農民 工 工 資 被 逮捕 」『 新 華 
社 』2018 年 12 月 27 日 、「 不 給 農 民 工 発 工 資 ? 遺 個 包 工 頭 被 判 刑 ! 」『 大 衆 日 報 』2021 年 6 月 3 日 な ど 。 

任 樹 正 ・ 江 立 華 (2017) に よれ ば 、 こ の 通達 後 、 建 築 現場 で は 新 名 称 は 定着 せ ず 、 相 変わ ら ず 「 包 工 頭 」、 

「 老 板 」 等 と 呼称 され て いる と いう 。 

3 ご うし た 論調 は 、( 独 ) 労働 政策 研究 ・ 研 修 機構 (2019)、 季 衛 東 (1997) な ど 多 い 。 

> 前 述 の 「 安 徹 一 包 工 頭 拓 欠 「 農 民 工 」 工 資 被 逮捕 」、「 不 給 農 民 工 発 工 資 ? 遺 個 包 工 頭 被 判 刑 ! | な ど は 、 い ず 
れ も 「 農 民 工 」 の 賃金 の 「 包 工 頭 」 に よる 横領 事件 を 報じ し た も の で ある 。 ま た 、 建 築 会 社 の 不法 行為 を 指摘 する 
研究 も 多い 。 た と えば 、 有 段 洛 ・ 古 阪 秀 三 (2009) 等 。 

? 農業 の 低 生 産 性 問題 、 農 村 の イン フラ 整備 の 遅滞 、 農 民 の 低 所 得 問 題 な ど を 主 内 容 と する 「 三 農 問題 ] に つい 
て は 、 大 島 一 二 (2011) で 検討 し て いる 。 
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対策 を 重視 する 中 国政 府 の 対応 が 強化 され て いる ?。 ご の 対策 の 一 つと し て 前 述 の 「 包 工 頭 」 名称 
の 改称 、 さ ら に は 「 包 工 頭 制 度 自体 の 廃止 」 を 提起 する 報道 が 増加 し て いる の で ある 。 

し か し 、 ご こう し た 社会 的 評価 の 一 方 で 、 実 態 と し て 、 中 国 の 建築 業界 に お いて 「 包 工 頭 ] 制度 
が 厳然 と し て 存在 、 維 持 さ れ て いる こと は 明らか で ある 。 今 回 の 山東 省 青島 市 に お ける 現地 調査 
の 成果 に よれ ば 、「 包 工 頭 」 自身 の 多く が 、 か つて 自ら も 農村 出身 で 建築 業 に 従事 し て いた こと が 
確認 され た 。 また 、 農村 出身 で ある が ゆえ に 、 傘下 の 「 農 民 工 」 と 地 緑 ・ 血 緑 で 繋 密 に 結ば れ て お 
り 、 現 在 の 「 農 民 工 」 が 直面 する 生活 苦 、 低 所 得 、 限 定 さ れ た 就業 機会 に た いし て 深い 理解 を 有 
し 、 建築 会 社 等 か ら の 賃金 の 遅配 に 際 し て は 立替 を 行う な どの 行為 も み ら れ た !。 また 、 「 包 工 頭 」 
は 、 金品 の 贈答 を 媒介 と し た 「 権 銭 交 易 」 に よる 密接 な 「 関 係 (guanxi) 」 を 構築 し 、 利 益 を 得 て 
いる こと は 事実 で あっ た が 、 後 述 す る よう に 、 し ば し ば 建築 会 社 等 か ら の 支払 い の 遅 延 に 自ら が 
苦し お 中 間 管 理 者 と し て 、「 被 害 者 ] と いう 別 の 顔 も 有 し て いた 。 は た し て 「 包 工 頭 」 の 実 人 と は 
いか が か な る も の な の か が 。 

そこ で 、 本 稿 で は 、「 包 工 頭 」 制度 を 中 心 に みた 、 中 国 の 建築 業界 に お ける 利益 分 配 構造 と 「 腐 
敗 ]・「 搾 取 」 の 実態 に つい て 明らか に する 。 具 体 的 に は 、 農 村 の 建築 労働 組織 の 実態 、 都 市 の 建 
築 会 社 等 と の 関係 、 農 村 に お ける 「 農 民 工 」 と の 関係 に つい て 、 現 地 調査 お よび 先行 研究 等 か ら 
明らか に し 、 農村 に お ける 「 悪 役 ]」 と し て 、 搾取 、 腐敗 の 象徴 と し て 語ら れる 「 包 工 頭 」 の 現実 の 
姿 を 明らか に し た い 。 


1.2. 現 地 調査 の 概要 
本 稿 に 関わ る 現地 調査 と し て は 、 山東 省 青 島 市 の 「 包 工 頭 」 D 氏 を 対象 と し た ヒア リン グ 調 査 、 
「 農 民 工 」 を 対象 と し た アン ケー ト 調 査 な ど を 中 心 に 3 回 に わた っ て 実施 し た 。 

第 1 次 調査 は 、2013 年 2 月 に 青島 市 〕 県 に お いて 実施 し 、 主要 な 調査 内 容 は 、(① 「 青 島 市 A プ 
ロジ ェクト 」 ? に お ける 「 包 工 頭 」 の 役割 、「 包 工 頭 」 と 建築 会 社 ・「 農 民 工 」 と の 関係 、 労 働 組織 
等 の 調査 、 お よび 、 ②D 氏 傘下 の 〕 県 農村 出身 者 30 名 を 対象 と し た アン ケー ト 調 査 で ある 。 第 2 
次 調査 (2018 年 8 月 )、 第 3 次 調査 (2021 年 5 月 ) も 〕 県 に お いて 実施 し た 。 調 査 対象 は 、D 氏 
を 対象 と し た 追加 ヒア リン グ 調 査 で ある !%。 な お 、 チ ョ ウサ ン サ ン (2014) は 、 ご の 第 1 次 調査 の 
調査 結果 に 基づい た 研究 の 第 1 報 で あり 、 現 在 さ ら に この 追跡 調査 を 継続 し て いる 。 

また 、 ご の 青島 市 に お ける 調査 結果 に 一 定 の 客観 価 を も た せる た め 、 張 糧 梅 (2007) に よる 、 北 
京 市 の 建築 企業 A・B 社 の 調査 結果 を 引用 、 比 較 し て いる 。 ご の A・B 社 は それ ぞ れ 傘下 の 江 菊 省 等 の 
労務 会 社 が 「 農 民 工 」 71 名 を 雇用 し て お り 、 ご の 71 名 が 調査 対象 者 で ある 。 


2. 「 包 工 頭 」 制度 の 歴史 的 展開 と 変遷 


7 直近 で は 、2017 年 に は 「 治 欠 保 支 ( 賃 金 不払い 問題 の 管理 と 支払 い の 保障 ) 三 年 行動 計画 (2017-2019)」 が 中 
央 政府 か ら 発せ られ 、 賃 金 の 遅配 ・ 欠 配 問題 へ の 対応 と 企業 等 へ の 罰則 が 強化 され て いる 。 

3 こう し た 立替 行為 が 、「 包 工 頭 」 の 農村 の 貧困 お よび 就業 難 な ど に 根差し た 一 種 の 「 善 意 ] に よる も の な の 
か 、 あ る い は 「 包 工 頭 」 自身 が 自ら 構築 し た 「 関 係 (guanxi) 」 に 逆 に 拘束 され (一 種 の 自 縄 自 縛 状 態 と 考え ら 
れる )、 今 後 の 出身 地 農村 で の 活動 に 支障 が ある と 判断 し た た め な の か 、 あ る い は その 両者 の 判断 に よる も の な 
の か の 解明 に つい て は 、 さ ら な る 現地 調査 が 必要 と な ろう 。 

3 「 青 島 市 A プ ロジ ェクト 」 と は 、 青 島 市 城陽 区 に お いて 、2008 年 12 月 に 建築 会 社 が 落札 、 着 工 し 、 翌 年 の 
2009 年 12 月 に 完工 し た プロ ジェ クト で ある 。D 氏 は A プ ロジ ェクト の マン ショ ン の 内 装 業 務 と 付帯 する 公園 
整備 部 分 の 一 部 を 請負 い 、 〕 県 農村 出身 の 労働 者 を 雇用 し て 、 約 1 年 間 で 一 連 の 請負 作業 を 完成 し た 。 

1 な お 、 第 3 次 調査 は 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス の 感染 拡大 に より 、 オ ン ラ イン で 補充 調査 を 実施 し た 。 

せ 河北 省 21 名 、 河 南 省 24 名 、 江 蘇 省 21 名 、 安 役 省 2 名 、 湖 南 省 1 名 、 貴 州 省 1 名 、 了 映 西 省 1 名 の 合計 71 
名 。 
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2.1.「 包 工 頭 」 制度 の 歴史 的 展開 
現在 の 農村 に お ける 「 包 工 頭 」 制度 の 歴史 的 な 形成 過程 を 、 そ の 成り 立ち か ら み る と 、 大 別 し 
て 以下 の 歴史 的 な 経緯 が ある と 考え られ る 。 


(1) 解放 前 の 「 把 頭 制 」 ま た は 「 把 頭 包 工 制 」 の 残 深 : 

中 国 の 建築 業界 の 歴史 的 過程 に お いて は 、 建 設 労働 者 の 伝統 的 な 雇用 形態 と し て 、 清 朝 期 か ら 
民国 期 に 存在 し た 「 把 頭 制 」 セ 、「 把 頭 包 工 制 」3 を 無視 で き な い 。 ご の 制度 に お いて は 、 把 頭 ( 親 
方 ) は 多く の 労働 者 を 組織 し 、 搾 取 を 繰り 返し た 。 

ご うし た 制度 を 基礎 と し て 、1980 年 代 の 中 期 以 降 、 中 国 の 建築 業 の 発展 と と も に 、 労 務 請 負 と 
し て 、 類似 し た 成り 立ち を 持つ 「 包 工 頭 」 が 生じ た と する 説 も ある 1。 た だ 、 本 稿 で 述べ る よう に 、 
確か に 現在 の 「 包 工 頭 ] 制度 は 、 賃金 の 一 括 受け 取り な どの 現象 面 で の 類似 点 が み ら れ る も の の 、 
解放 後 の 経済 の 社会 主義 改造 の 展開 を 考慮 すれ ば 、 前 世紀 の 労働 制度 と 直接 に 関連 が ある と は 考 
え に く い 5。 よ っ て 、 本 稿 で は 、「 包 工 頭 」 の 形成 に つい て は 、 以 下 の (2) と (3) の 形成 過程 に 
よる も の が 有力 で ある と 考え る 。 


(2) 国有 建築 企業 を 「 下 海 」 * し た 自営 業者 か ら の 転身 : 

ご れ は 、 主 に 都市 側 か ら の 働き か け に よっ て 「 包 工 頭 」 が 形成 され た プロ セス で ある 。1978 年 
の 改革 開放 政策 の 実施 に よる 経済 の 自由 化 と 国有 企業 の 独立 採算 制 の 強化 は 、 国 有 企 業 か ら の 大 
量 の 「 下 海 」 労働 者 を 生み 出し た 。 彼 ら の 一 部 は 建築 関係 の 自営 業者 と な っ た が 、 そ の 後に 、 も 
と も と 築い て きた 建築 関係 の 人 脈 を 活用 し て 建築 作業 を 請け 負い 、 「 農 民 工 ] を 雇用 し 、 「 包 工 頭 」 
へ の 転身 を 遂げ た と 考え られ る 。 


(3) 農村 の 大 工 棟梁 階層 か ら の 転身 : 

(2②) の 一 方 で 、 農 村 に お いて 形成 され た 「 包 工 頭 」 が 存在 する 。 建 設 部 政策 研究 中 心 課題 組 (2007) 
に よる と 、 現在 の 「 包 工 頭 」 を 形成 する も う 一 つの 重要 な 部 分 は 、 農 村 の 大 工 の 棟梁 階層 (「 領 場 
師 値 ] また は 「 木 匠 師 値 」 と 呼称 され る ) 出身 者 で ある と され て いる 。 一 般 に 中 国 農 村 で は 、 自宅 
の 建築 時 に 農民 が 自ら 建材 を 準備 し 、 建 設 作 業 を 大 工 の 棟梁 に 委託 する 習慣 が あっ た 。 当 初 は 、 
大 工 の 棟梁 は 農村 で 建築 作業 を 請け 負い 、 労 働 者 を 雇用 し て 建築 業務 を 実行 し て いた が 、1980 年 
代 に 入る と 、 都 市 の 経済 発展 と と も に 建築 需要 が 増加 し た こと に 伴い 、 大 工 の 棟梁 が 国有 建築 企 
業 か ら 一 部 の 労務 作業 の 請負 を 開始 し た 。 こ ご うし て 大 工 の 棟梁 に 率い られ た 農村 出身 建築 集団 が 
作業 を 請け 負い 、 都 市 の 建築 会 社 と 関係 を 構築 し 、 あ る 程度 の 成功 を と げた 者 が 「 包 工 頭 」 と 称 
され る に 至っ つた と され て いる 。 


2.2.「 戸 口 制 度 」 下 に お ける 「 包 工 頭 」 制度 の 役割 


12 王 紅 艶 (2015) に よれ ば 、 把 頭 制 は 、 民 国 期 の 炭鉱 、 土 木 建 築 、 港 湾 荷 役 な ど に み ら れ た 労働 請負 制度 で あ 
り 、 包 工 制 、 包 身 制 と もい う 。 把 頭 ( 親 方 ) は 、 経 営 者 か ら 請 け 負 っ た 作業 に 従事 させ る 労働 者 を 同郷 関係 な どの 
ルー ト で 集め 、 一 括 し て 賃金 を うけ と っ た 。 多 く の 場 合 把 頭 は 賃金 の 中 間 搾 取 を 行っ て いた と み ら れ る 。 ま た 戦 
前 の 日 本 に お いて も 中 村 孝 俊 (1944) の 「 把 頭 制 」 に つい て の 研究 が ある 。 

3 馬 学 軍 (2016) な ど が 代表 的 研究 と し て あげ られ る 。 

サ 前 掲 、 季 衛 東 (1997) 等 。 

15 し か し 、 ご の 暫定 的 な 結論 に は 不明 点 も 多い た め 、 こ の 間 に ど の よう な 請負 制度 の 転 変 が めった の か に つい 
て 、 さ ら に 研究 を 進め る 必要 が あろ う 。 

16 国有 企業 を 退職 し て 自営 業者 と な る こと 。 
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周知 の よう に 、1978 年 の 農村 に お ける 改革 開放 政策 の 実施 は 、 大 量 の 農村 余剰 労働 力 を 恋 在 化 
させ 、 ご の 余剰 労働 カ が 建築 業 の 主 な 労働 供給 源 と な っ て いっ た 。 ご うし て 、(2) お よび (3) 
の 過程 で 形成 され た 「 包 工 頭 」 は 、「 農 民 工 」 を 雇用 し 、 業 務 を 拡大 し て いっ た と 考え られ る 。 

ご うし た 状況 の 中 で 、 注 意 を 要する 点 は 、 中 国 の 「 戸 口 制度 」 に よる 都市 ・ 農 村 交 流 の 制約 で 
ある 。1980 年 代 以 降 、 徐 々 に 規制 が 緩和 され た と は いえ 、「 戸 口 制度 」 の 制約 に より 、「 農 民 工 」 
の 都市 に お ける 求職 に は 多く の 障害 が 存在 し 、 求 職 は 容易 で は な か っ た 。 また 、 逆 に 都市 の 企業 
が 農村 で 求人 する こと も 、 現地 農 村 の 労働 事情 に 精通 し て お ら ず 、 こ れ も 容 易 で は な か っ た 。 ご 
の 両者 の 間隙 を 埋め る の が 「 包 工 頭 」 制度 で あっ た と 考え られ る 。 

ご の よう に 、「 包 工 頭 」 制度 は 、 中 国 特有 の 「 戸 口 制度 」 に より 都市 と 農村 が 経済 ・ 社 会 的 に 隔 
離さ れる 中 で 、 前 述 の (2) お よび (3) の 過程 で 形成 され た 「 包 工 頭 」 が 「 農 民 工 」 を 組織 化し 、 
都市 の 建築 会 社 と の 「 関 係 」 を 構築 する こと に よっ て 形成 され た 制度 で ある と 考え られ る 。 つ ま 
り 、「 包 工 頭 」 制度 は 長い 期間 、 中 国 の 「 戸 口 制度 」 に よっ て 隔て られ た 都市 と 農村 を 結節 する 、 
ー 種 の 黙認 され た 制度 と し て 存在 し て きた の で ある 。 


2.3. 建 築 業 の 発展 と 「 包 工 頭 」 問題 の 発生 

現実 に は 、 1980 年 代 の 改革 開放 政策 実施 当初 は 、 「 包 工 頭 」 制度 は 国家 政策 の な か で 奨励 され た 
経緯 が あり 、 ご この 時 期 の 励 が 「 包 工 頭 」 制度 の 発展 を 促進 し た と 考え られ る 。 

つま り 、1984 年 、 国 務 院 の 公布 に より 、 建 設 工 事 の 下請 け 責 任 制 が 推進 され 、 建 築 企業 に お け 
る 雇用 制度 が 改変 され た 。 ご の 時 期 、 国 有 建 築 企業 は 、 固 定 従業 員 を 削減 し 、 労 働 契約 制 を 推進 
し て 、 契約 社員 比率 を 高め る 政策 が 実施 され て いる 。 つま り 、 1980 年 代 に は 、 建築 業 に お いて 「 包 
工 頭 」 を 中 心 と する 請負 制 は 公認 され 、 発 展 を 遂げ た の で ある 。 そ の 後 、 建 築 業 の 請負 制 は 急速 
に 普及 し 、 建築 業 従業 員数 も 、1985 年 1.728 万 人 、1998 年 3.327 万 人 せ せ 、2005 年 4580 万 人 と 急激 
に 増加 し た 。2005 年 数 値 で は 、 こ の うち 「 農 民 工 」 が 3.653 万 人 と 、7?9.896 と 大 部 分 を 占め て い 
る 20。 

その 後 、1990 年 代 後半 か ら 2000 年 代 に 入る と 、 建 築 業 に お ける 請負 制 の 実施 に よる 様々 な 弊 
害 (と くに 賃金 の 遅配 ・ 欠 配 問題 ) が 報道 され 、 そ の 幣 害 を 引き 起こ す 元 凶 と し て 、「 包 工 頭 」 制 
度 が 社会 の 注目 を 受け る こと と な っ た 31。 張 邦 輝 ・ 陳 錠 (2010) に よれ ば 、2007 年 末 の 建築 企業 に 
お ける 「 農 民 工 」 賃金 の 未 支払 額 は 367 億 元 と 、 「 農 民 工 」 一 人 当たり 1.000 元 余 に 達し た と いう 。 
ご うし た 状況 の 下 で 、 当 時 の 政府 が 「 農 民 工 」 賃金 の 遅配 問題 を 問題 視 し た こと を きっ か け に 、 

「 農 民 工 」 の 権利 侵害 問題 が 表面 化し た 。 

ご の 結果 、 建 築 業 に お ける 請負 制 を 規制 する 法制 度 改定 が 進め られ た 。 中 国 の 「 建 築 法 」 第 29 
条 で は 、「 下 請け 業者 は 再 下 請 に 出す こと が で き な い 」 と 規定 され て いる が 、 ご の 制度 改正 ち 、 ご 
の 時 期 に 進め られ た も の で ある 2。 ご の 改定 時 期 に 、 中 国 建設 部 は 2005 年 より 3 年間 か け 、 規 範 
的 な 建築 労務 請負 制度 の 確立 を 図る 計画 を 示し た 。 ご の 際 に 、 前 述 の 「 包 工 頭 」 名 称 の 改称 も 提 


17 と くに 2000 年 代 ま で は 、 都市 地域 に お ける 農村 出身 者 向け の 職業 紹介 は ほとん ど 存 在 せ ず 、 多 く の 場 合 、 地 
緑 ・ 血 緑 を 利用 し た 就業 機会 の 輪 旋 が 主要 な ルー ト で あっ た 。 

19 張 興野 (2001)。 

1 箕 洛 ・ 古 阪 秀 三 (2009) 。 

20 な お 、「2019 年 農民 工 監 測 調査 報告 」 (2020) に よれ ば 、2019 年 の 建築 業 に 従事 する 「 農 民 工 」 数 は 5,437 
万 人 に 達し て いる 。 

人 1 「 農 民 工 」 賃金 の 遅配 ・ 欠 配 問題 に つい て は 、 張 邦 交 ・ 陳 迷 (2010) の 他 に も 、 末 所 (2011)、 李 海 明 
(2011) 等 が 詳し い 。 

22 李 月 ・ 古 坂 秀 三 ・ 金 多 隆 ・ 吉 田 義正 (2004)。 
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起 し て いる 。 さ ら に 建設 部 は 、「 農 民 工 」 は 建築 企業 等 に 直接 雇用 され る べき で 、「 包 工 頭 」 に よ 
る 下請 け を 禁止 する 意向 と 伝え られ た が 、 い まだ 完全 な 実施 に は 至っ て いな い 233。 ご れ は 、 建築 業 
界 に お ける 「 包 工 頭 」 の 役割 が か な り 大 きい た め 、 そ の 存在 を 禁止 する こと は 容易 で は な く 、 禁 
止 す れ ば 建築 プロ ジェ クト の 停滞 、 中 止 に 直結 する か ら で あ ろう 。 

その 結果 、 中 国政 府 に よる 規制 の 対象 は 「 包 工 頭 」 制度 自体 で は な く 、 お し ろ 直 接 的 に 賃金 の 
遅配 ・ 欠 配 問題 の 解決 を 優先 する も の と な り 、 不 動産 開発 デイ ベロ ッ パ ー や 建築 会 社 を 規制 の 対 
象 と する も の に な りつ つ あ る 。 前 掲 、 独 立 行政 法人 労働 政策 研究 ・ 研 修 機構 (2019) で 述べ られ 
て いる よう に 、2017 年 に は 「 治 欠 保 支 (賃金 不払い 問題 の 対策 と 支払 い 保障 ) 三 年 行動 計画 (2017 ン 
2019)] が 中 央 政府 か ら 発せ られ 、 賃金 の 遅配 ・ 欠 配 問題 へ の 対応 と 建築 企業 等 へ の 罰則 が 強化 さ 
れ て いる 。 


3. 建築 会 社 等 か ら 「 包 工 頭 」 へ の 請負 代金 の 配分 一 青島 市 現地 調査 を 中 心 に 一 

さて 、 ご こま で 「 包 工 頭 」 制度 の 歴史 的 形成 過程 に つい て みて きた が 、 つ ぎ に 、 主 に 調査 事例 
か ら 、「 包 工 頭 」 と 建築 会 社 等 と の 間 に 結 ば れ た 「 権 銭 交 易 」 と 「 関 係 (guanxi)」 の 実態 に つい 
て 検討 し て いこ う 。 ご の 調査 か ら は 、 建 築 会 社 一 労務 会 社 つ 「 包 工 頭 」 へ の 請負 代金 の 流通 と 、 
その 逆 方 向 の 金品 の 流れ ( 賭 周 ) が 明らか に な つた 。 


3.1. 青 島 市 A プ ロジ ェクト に お ける 請負 代金 の 配分 

D 氏 に よれ ば 、A プ ロジ ェクト 関係 の 請負 代金 は 約 180 万 元 で 、 内 、 原 材料 費 は 約 126 万 元 
(709%%) で あり 、 労 働 者 の 賃金 部 分 は 約 54 万 元 (309%6) で ある 。 ご の うち 、D 氏 が 直接 に 受け 取 
る 部 分 は 労働 者 賃金 の 部 分 に 限ら れ て いる 。 事 例 地 域 で は 、 建 築 会 社 か ら D 氏 に 支払 われ る 請負 
代金 は 以下 の 3 方 法 で 支払 われ る 。 

ご れ は 小切手 に よる 支払 い (短期 ① と 長期 ⑦))、 お よび (③ 現 金 支 払い 、 で ある 。(① は 、 一 週間 
以内 に 現金 化 で きる も の で あり 、「 包 工 頭 」 に と っ て 好ま し い 受 け 取 り 方 法 で ある 。 も うー つ は 、 
② の 現金 化 に 一 定 の 期間 を 要する も の で ある 24。 現 実に 請負 代金 の 支払 いと し て 、 ど の 方 法 が 用 
いら れる か は 、「 包 工 頭 」 と 建築 会 社 の 力 関係 (ある い は 「 権 銭 交 易 」 の 実態 ) に よっ て 決ま る 場 
合 が 多い 。D 氏 の これ まで の 経験 で は 、(①・(②・(③ の 比率 は それ ぞ れ 約 209%%、3096、5096 で あっ 
CSUY つ 。 

今回 の 場合 で は 、D 氏 は 約 8 万 元 を 受け 取り (事例 地域 で は 賃金 総額 の 約 159% を 「 包 工 頭 」 が 
受け 取る 慣例 が ある )、 残 額 の 約 46 万 元 を 傘下 の 労働 者 に 賃金 と し て 支払 っ つて いる 。 請負 代金 
、 春 節 な どの 重要 な 祝日 前 に 、「 包 工 頭 」 の 請求 に 基づき 、 建 築 会 社 か ら 「 包 工 頭 」 に 支払 われ 
。D 氏 は この 年 の 労働 節 に 14 万 元 、 中 秋 節 に 10 万 元 、 春 節 に 30 万 元 の 合計 54 万 元 を 請求 し 
。 し か し 、 結 果 的 に 実際 に 手 に 入っ た の は 37.5 万 元 の み で あっ た 。 これ に は 以下 の 理由 が ある 。 
(1) リベート の 支払 い の た め 。 事例 地域 で は 賃金 の 支払 い の 際 に 、 建 築 会 社 の 上 司 に 10 万 元 
ご と に 5000 元 を リベート と し て 渡す 習慣 が あり 、 ご の 支払 い に よ り 、 将 来 に わた っ て の 請負 関 
係 を 維持 する 習慣 が ある 。 ま さ に 「 権 銭 交 < 易 ] の 実像 と いえ る だ ろう 。 現 地 の 建築 業界 で は 、 ご 
うし て 構築 し た 「 関 係 (guanxi) 」 を 強化 する た め 、 関 係 者 へ の 金品 の 贈答 (現金 、 健 康 食品 、 た 
ば ご 、 酒 、 茶 未 、 商品 券 等 ) は 常態 化し て いる と いう 。 


rf の 下 


2 建設 部 政策 研究 中 心 課題 組 (2007)。 
2 一 般 的 に 、② は 入金 に は 2 へ 3 カ月 、 長 い 場合 は 5 て 6 カ月 を 要する 。 こ ご の 場合 、 建 築 会 社 は 利子 部 分 を 手 に で 
き 、 ま た 資金 繰り が 楽に かる た め 、② を 選択 する 建築 会 社 は 多い 。 
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(2) 建築 会 社 か ら の 請負 代金 の 遅配 の た め 。(1) の 贈答 慣習 以外 に 、 建築 会 社 か ら の 請負 代金 
の 遅配 に よる 要因 が 大 きい 。 ご の 遅配 に より 、D 氏 は 中 間 管理 者 と し て 苦し い 立 場 と な り 、 傘 下 
の 「 農 民 工 」 と の 関係 維持 の た め 、 や む びな く 自 己 資金 か ら 「 農 民 工 ]」 へ の 支払 い を 行っ た と いう 。 
ご の 支払 に よっ て 、D 氏 は 資金 的 に 苦し い 状 態 に 陥っ た 。 前 述 の か よう に 、 新 聞 等 で 労働 者 に 賃金 
を 支払 わ ず 、 夜逃げ する 悪徳 「 包 工 頭 」 の 実態 が し ば し ば 報道 され て いる が 35、 ご うし た 事例 に は 、 
建築 会 社 か ら の 請負 代金 の 遅配 に よっ て 、 傘 下 の 「 農 民 工 」 に 賃金 を 支払 うこ と が で き な か っ た 
事例 も あっ た の で は な いか と 考え られ る 。 

ご うし て 、 建 築 会 社 か ら の 請負 代金 の 遅配 は 、「 農 民 工 」 を 苦し め る だ け で な く 、 多 く の 「 包 工 
頭 」 も 、 こ の 遅配 に より 被害 者 と し て 苦し お こと に な っ た 。 つま り 、 建築 会 社 と 「 包 工 頭 」 と の 間 
の 「 権 銭 交 易 」 の 実態 は 、 常 に 上 位 の 建築 会 社 に 有利 な も の で あり 、 平 等 な 関係 で は な か っ た と 
ゆい 区 ま う 。 


3.2. 労 働 者 賃金 の 支払 い 方 法 

つぎ に 、D 氏 か ら 労 働 者 へ の 賃金 支払 い に つ いて みて みよ う 。 労 働 者 賃金 の 支払 い 方 は 主 に (1) 
日 払い と (2) 年 末 決 算 の 二 つ の 方 法 に 分 か れる 。 

(1) 賃金 の 日 払い は 燃 雑 な た め 一 般 的 な 支払 い 方 法 で は な い 。 し か し 、 労働 者 不足 へ の 対応 の 
た め 雇 用 する 短期 臨時 工 の 場合 は 、 日 払い で 支給 する の が 一 般 的 で ある 。 

(2) 現地 の 事例 で は 、 建築 現場 ご と に 「 包 工 頭 」 に よっ て 、 監督 (「 包 工 頭 」 の 補助 者 、 作 業 日 
誌 管理 を 担当 する ) が 一 名 配置 され る 。 監督 は 「 包 工 頭 」 の 親戚 で ある 場合 が 多い 。 仕 事 と 監督 
は 現場 で 建設 工事 を 監督 する と と も に 、 労 働 者 の 勤務 時 間 を 記録 する 。 

D 氏 は 、 毎年 春節 直前 を 目途 に 、 建築 会 社 か ら 受 け 取っ た 賃金 を 持っ て D 村 (D 氏 は D 村 出身 ) 
に 戻る 。 傘下 の 労働 者 た ち を 全員 D 氏 の 家 に 集め て 、 監督 が 記録 し た 労働 時 間 ?% に 基づい て 賃金 を 
現金 で 配分 する 。 な お 、2021 年 の 第 3 次 ヒア リン グ 調 査 に よれ ば 、 現 在 、 中 国 農村 に お いて も ス 
マー ト フ ォ ン アプ リ 決 済 が 一 般 化 し て いる た め 、 ご うし た 支払 い に 現 金 を 用 いる こと は な く な っ 
EUV 。 

ご の よう に 、 労働 過程 に お いて 、 現実 に は 「 農 民 工 」 と 会 社 と の 間 に 直 接 的 な 接触 は ほぼ な い 。 
労働 者 は 「 包 工 頭 」 に 頼り 、 賃金 を 得る 。 会 社 も 「 包 工 頭 」 を 通じ て 、 賃金 を 分 配 す る 。 ご の よう 
に 「 包 工 頭 」 制度 は 両者 を つなぐ 、 重 要 な 役割 を 果たし て いる と いえ る 。 


4 . 実 態 調査 に みる 労働 組織 の 実態 
続い て 、 農 村 地 域 に お いて 「 包 工 頭 」 と 労働 者 の 間 に 構 築 さ れ た 「 関 係 (guanxi)」 の 実態 を 、 
青島 市 A プ ロジ ェクト の 労働 組織 の 分 析 か ら み て みよ う 。 


4.1. 青 鳥 市 A プ ロジ ェクト の 労働 組織 

第 1 図 は 青島 市 A プ ロジ ェクト の 労働 組織 図 で ある 。 ご の 図 に 示す よう に 、D 氏 は Q 建 築 会 社 
の 下 に 位置 する X 労 務 会 社 か ら 作業 を 請け 負う シス テム で ある 。 前 述 し た よう に 、1990 年 代 以降 、 
中 国 全 土 で 賃金 遅配 ・ 欠 配 問題 が 深刻 化し た こと に より 、「 農 民 工 」 は 労働 企業 、 建築 企業 に 直接 


2 前 掲 「 不 給 農民 工 発 工 資 ? 遺 個 包 工 頭 被 判 刑 ! 」『 大 衆 日 報 』2021 年 6 月 3 日 な ど 。 

26 調査 地域 の 建築 業界 に お ける 勤務 時 間 の 計算 単位 は 「 工 」 と いう 。 一 日 分 の 労働 に た いし て 「 1 工 」 が 付与 さ 
れる 。 和 傘下 の 労働 者 は 現場 監督 と それ ぞ れ の 記録 を 照合 し 、 毎 月 の 勤務 時 間 を 計算 、 確 認 する 。 労 働 し た 「 工 」 
数 が 明確 に な る と 、 日 給 単 価 を 乗じ て 、 総 額 を 計算 し 、 こ れ か ら 前 払い 金 (月 に 300 元 て 500 元 程度 ) を 控除 
し て 、1 年 分 の 実 支給 額 が 算出 され 、 そ の 場 で 支払 われ る 。 
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雇用 され る べき と の 方 針 が 提起 され た た め 、「 包 工 頭 」 は 正式 に 請負 を 行う こと は 困難 と な っ た 。 
その た め 、D 氏 は X 労 務 会 社 の 名 義 を 借り 請負 を 実施 する シス テム と な っ て いる 。 ご の 際 、 労 務 
会 社 に 1.59% て 296 の 手数 料 を 支払 っ つて いる 。 


第 1 図 青島 市 A プ ロジ ェクト の 労働 組織 図 


Q 建 設 会 社 
X 労 務 会 社 
包 工 頭 D 氏 包 工 頭 A 氏 包 工 頭 Z 氏 
② 
① 
付 建 建 建 
人 筑 策 筑 
1 2 3 
園 階 階 階 
他 装 了 了 
階 
層 
小包 工 頭 Y 氏 小包 工 頭 S 氏 小包 工 頭 C 氏 
労働 者 30 名 労働 者 8 名 労働 者 12 名 労働 者 10 名 


資料 : D 氏 を 対象 と し た ヒア リン グ 調 査 結果 か ら 作 成 。 


4.2.「 包 工 頭 」 直接 雇用 型 組織 

D 氏 か ら の ヒア リン グ 結 果 に よれ ば 、 一 般 に 「 包 工 頭 」 は 建築 会 社 か ら 請 け 負 っ た 作業 を 二 つ の 方 法 
で 完成 させ る 。 青島 市 A プ ロジ ェクト の 場合 は (第 1 図 中 の (①(②) 参 照 ) 、 ( 〇 ひ の D 氏 に よる 直接 雇用 型 組 
織 と 、(② の 労務 作業 の 小包 工 頭 へ の 下請 け 型 組織 (「 小 包 工 頭 ] に よる 又 請け 型 組織 ) に より 完成 され 
て いる 。 

ご の 組織 に お ける 「 農 民 工 」 の 賃金 は 、 基 本 的 に 市 場 動向 と 労働 者 自身 の 技能 に よっ て 決め ら 
れる 。 ご の 各 「 農 民 工 」 の 賃金 水準 に つい て は 以下 の と お り で あっ た 。 傘下 の 労働 者 は 「 雑 用 工 」、 

普通 工 」、「 技 能 工 」 に 分 か れる 。 ご の うち 「 雑 用 工 」 の 90 元 / 日 (2013 年 の 調査 当時 の 金額 、 
以下 同様 ) の 2 名 は 相対 的 に 年 齢 が 高く 、 建 築 現場 の 衛生 管理 ・ 雑 役 を 担当 し て いる こと か ら や 
や 賃金 水準 は 低い 。 も っ と も 多い 「 普 通 工 」 の 賃金 は 110 元 / 日 (15 名 ) と 120 元 / 日 (12 名 ) は 
全体 の 90% を 占め 、 技 術 レ ベル に よっ て 賃金 格差 が 存在 する 。「 技 能 工 」 で ある 140 元 / 日 を 得る 
1 名 は 建築 現場 で 作業 日 誌 管理 業務 を 行う た め 、 賃 金 が 最も 高い 。 呉 書 安 (2013) に よれ ば 、 江 
鱗 省 5 市 の 建築 業 に 従事 する 「 農 民 工 」 の 賃金 は 2011 年 当時 で 「 普 通 工 」 が 87.1 元 、「 技能 
工 」 が 141.5 元 で ある の で 、 青 島 市 調査 事例 と の 比較 で ほぼ 同 レ ベル か や や 高い 水準 で ある 
ご と が わか る 。 

な お 、 近年 、 建築 業界 の 過酷 な 作業 環境 に より 、 建築 業 就業 を 希望 する 若年 層 が 徐々 に 減少 し 、 
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建築 現場 で の 人 手 不足 と 高齢 化 問題 が 顕在 化し て いる 。 そ の た め 、 短 期 臨 時 工 を 雇用 する 場合 が 
増加 し て いる が 、 一 般 的 に は 臨時 工 の 賃金 は 普通 の 労働 者 の 2 倍 程度 と 高く 、 コ スト 上 昇 の 要因 
と な っ て いる 。 


4.3.「 小 包 工 頭 」 へ の 再 下 請け 型 組織 

ご の ① の 「 包 工 頭 」 直 接 雇用 型 以外 に 、 方 法 (② と し て 、「 小 包 工 頭 」 へ の 再 下請 け 型 組織 が あ 
る 。 一 般 に 、 労 務 作業 の 請負 に つい て 、「 包 工 頭 ] は ひと つの プロ ジェ クト に 専念 し て 、 そ れ が 終 
了 し て か ら 、 他 の プロ ジェ クト を 請け 負う の で は な く 、 い くつ か の プロ ジェ クト を 同時 に 請け 負 
う 場 合 が 多い 。 し か し 、 「 包 工 頭 」 が 直接 率い る 労働 者 の 人 数 は (① の よう に 限ら れ て お り 、 すべ て 
の プロ ジェ クト を 同時 に 進行 する こと が 困難 な た め 、 「 包 工 頭 」 は 請け 負っ た 小 規模 な 労務 作業 を 
さら に 下 の 「 小 包 工 頭 」 に 再 下 請け させ 、「 小 包 工 頭 」 は それ ぞ れ 労働 者 を 雇用 し て 仕事 を 完了 さ 
せる の で ある 。 

青島 市 A プ ロジ ェクト の 事例 で は 、D 氏 の 下 の 「 小 包 工 頭 」 は Y 氏 、S 氏 、C 氏 の 3 名 で ある 。 
ご の 3 名 の 小包 工 頭 は 、 全員 農村 出身 の 中 学校 卒業 程度 の 学歴 で 、 学歴 は や や 高い 。 また 、 3 名 と 
も 20 年 以上 に わた っ て 建築 業 に 従事 し て お り 、 豊 富 な 経験 を 有 し て いる 。 

ご の 青島 市 A プ ロジ ェクト の 場合 、 各 労働 者 は 基本 的 に 青島 市 A プ ロジ ェクト の 専任 と な り 、 
異な る プロ ジェ クト 、 異 な る チー ム の 間 の 人 員 流 動 は ほとん ど み られ な い 。 ご これ は 前 述 し た よう 
に 、「 包 工 頭 」 (また は 「 小 包 工 頭 」) と 傘下 の 「 農 民 工 」 の 間 に 強 い 地 緑 ・ 血 緑 関係 が ある た めで 
ある 。 な お 、 「 包 工 頭 」 は 「 小 包 工 頭 」 に 下請 けさ せ た 場 合 に は 、「 小 包 工 頭 」 が 請け 負っ た 代金 の 
2% て 3% を 「 包 工 頭 」 が 徴収 する シス テム で ある 。 


4.4.「 包 工 頭 」 傘下 「 農 民 工 」 の フェ イス シー ト 

ご の 青島 市 A プ ロジ ェクト に お ける 2 種 の 労働 組織 の うち 、 組織 ①) の D 氏 に よる 直接 雇用 型 と は 、 具 
体 的 に は 以下 の よう な フェ イス シー ト を 有 し た 労働 者 か ら 構 成 さ れる (今回 、 組 織 (② の 再 下請 け 型 の 

[農民 工 」 の フエ イス シー ト は 調査 で き な か つた )。 ご の 調査 結果 と 、 前 掲 、 張 旭 梅 (2007) に お いて 実 
施さ れ た 調査 結果 を 比較 し た も の が 、 第 1 表 と 第 2 表 の 「 農 民 工 」 の フェ イス シー ト で ある 。 

まず 、 第 1 表 は 、 フ ェ イ スシ ー ト 中 の 年 齢 構成 を 示し た も の で ある 。 ご の 表 か ら は 、 青 島 
市 の 事例 の 農村 出身 労働 者 は 若干 年 齢 層 が 高い こと が わか る が 、 ご これ は 居 旭 梅 (2007) の 事 
例 が 北京 市 の 大 手 建 築 会 社 を 対象 と し た も の で あり 、 全 国 か ら 雇 用 する 大 企業 で ある こと 、 
それ と の 比較 で 、 青 島 市 の 調査 事例 は 限定 され た 地域 内 で の 求人 で ある こと が 影響 し て いる 
と 考え られ る 。 


第 1 表 青島 市 調査 と 張 旭 梅 (2007) の 調査 対象 者 の フエ イス シー ト の 比較 (年 齢 構成 ) 


青島 市 調査 対象 者 張 旭 梅 (2007) の 調査 対象 者 
年 齢 階層 人 数 (人 ) | 構成 比 (%) 年 齢 階層 人 数 (人 ) | 構成 比 (%) 
20 歳 未満 0 0.0| 20 歳 未満 9 2.8 
20 歳 代 6 20.0| 20 歳 代 31 43.7 
30 歳 代 6 20.0| 30 歳 代 26 36.6 
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40 歳 代 12 40.0 40 歳 代 12 16.9 
50 歳 代 9 30.0| 50 歳 代 0 0 
60 歳 代 3 10.0| 60 歳 代 0 0 


資料 : D 氏 を 対象 と し た ヒア リン グ 調 査 結果 、 お よび 張 旭 梅 (2007) か ら 作成 


な お 、 前 掲 、 呉 書 安 (2013) に よれ ば 、 江蘇 省 の 5 都市 で 実施 され た 建築 業 に 従事 する 「 農 
民 工 」 の 実態 調査 (サン プル 数 4774 人 ) に よれ ば 、 調査 対象 者 の 平均 年 齢 は 44.7 歳 で あり 、 
近年 江蘇 省 に お いて も 建築 労働 者 の 高齢 化 が 著しい と 報告 され て いる 。 ご の 点 か ら 推 測 す る 
と 、 張 旭 梅 (2007) の 事例 より 、 お しろ 青島 市 調査 の 方 が 実態 に 近い と も 考え られ る 。 

ご の 年 齢 構成 の 相違 は 、 婚 如 状 況 に お いて 、 青 島 市 の 調査 事例 で は 既婚 者 比率 が 93.39%、 
張 旭 梅 (2007) の 事例 で は 62.09% と 、 両 事例 と も 既婚 比率 は 比較 的 高い 。 

また 、 第 2 表 は 学歴 を 示し た も の で ある が 、 ご これ も 平均 年 齢 の 相違 が 影響 し て いる も の と 
考え られ る 。 中 国 農村 で は 一 般 に 1980 年 以前 と 、 そ れ 以 降 の 学歴 の 相違 が 著しい こと が 知 
られ て いる 2。 具体 的 に は 、1980 年 以前 生ま れ で は 非 識字 ・ 小 学校 卒業 程度 が 多い の に た い 
し て 、 そ れ 以 降 は 、 中 学校 卒業 ・ 高 校 卒業 程度 と 急速 に 学歴 が 高く な っ つて いる 。 


第 2 表 青島 市 調査 と 張 旭 梅 (2007) の 調査 対象 者 の フエ イス シー ト の 比較 (学歴 ) 


青島 市 調査 対象 者 張 旭 梅 (2007) の 調査 対象 者 

学 歴 人 数 (人 ) | 構成 比 (%) 学 歴 人 数 (人 ) 構成 比 (⑦%) 
非 識 字 2 40.0] 非 識 字 0 0.0 
小学 校 卒 業 程度 15 50.0 | 小学 校 卒業 程度 15 | 
中 学校 卒業 程度 3 10.0| 中 学校 卒業 程度 44 62.0 
高校 卒業 以上 0 0.0 | 高校 卒 業 以上 12 16.9 


資料 : D 氏 を 対象 と し た ヒア リン グ 調 査 結果 、 お よび 張 旭 梅 (2007) か ら 作成 。 


前 掲 の 呉 書 安 (2013) に 掲載 され た 江蘇 省 の 調査 に よれ ば 、「 非 識字 」 と 「 小 学校 卒業 程度 」 

合計 が 42.39%、 中 学校 卒業 程度 が 47.596、 高 校 卒業 以上 が 10.29% で あっ た の で 、 青 島 市 調 
査 と 張 旭 梅 (2007) の 調査 の ほぼ 中 間 に 位 置 す る 結果 で あっ た 。 い ずれ に し て も 、 建 築 業 に 
従事 する 「 農 民 工 」 の 学歴 は 小 中 学 校 卒業 程度 に 集中 し て いる ご こと が わか る 。 現 在 の 中 国 の 
都市 地域 に お いて 、 賃 金 の 高い 職業 に 就業 する こと は 一 般 に 難し い 学 歴 で ある 。 

な お 、 青 島 市 の 調査 事例 30 人 全員 は 建築 業界 で 10 年 以上 の 勤務 経験 が あっ た 。 こ れ に た 
いし て 若干 平均 年 齢 の 低い 張 旭 梅 (2007) の 事例 で は 、 建 築 業 界 勤務 経験 に お いて 、5 年 未 
満 が 2896、5< て 10 年 が 559%、10 年 以上 が 17% と 、 若 干 の 相違 が ある 。 な お D 氏 自身 は 建築 
業界 で 30 年 以上 の 経験 を 有 し て いる 。 つ まり 、 青 島 市 の 調査 事例 の 労働 者 は ほとん ど 「 第 
ー 代 農民 工 」 % で あり 、 こ れ に た いし て 張 旭 梅 (2007) の 事例 に は 若年 層 も 含ま れ て お り 、 出 
稼ぎ に た いす る 考え 方 も や や 異な る も の と 推察 され る 。 


2 大 島 一 二 ・ 山 田 七 絵 (2020) の 第 5 章 で は 山東 省 菜 陽 市 に お ける 農家 調査 結果 か ら 、 そ うし た 年 齢 (生年 ) 
と 学歴 の 関係 を 述べ て いる 。 

飼 「 第 一 世代 農民 工 」 と は 、1980 年 て 90 年 代 前 後に 出現 し た 「 農 民 工 」 の 総称 で ある 。 中 国 で は 1980 年 代 
以降 、 経 済 発展 の 必要 か ら 規 制 が 緩和 され 、 農 村 戸 籍 の まま 都市 部 で 就業 する 「 農 民 工 」 が 一 気 に 増加 し た 。 ご 
の 時 期 の 出稼 ぎ 労 働 者 を 「 第 一 世代 農民 工 」 と よぶ 。 現在 の 出稼 ぎの 担い 手 は 、 そ の 子弟 世代 で ある 「 第 二 世 代 
農民 工 」 で ある 。 
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4.5.「 包 工 頭 」 と 傘下 の 「 農 民 工 」 と の 関係 

建築 関係 の 出稼 ぎ 労 働 者 の 大 部 分 は 主 に 都市 で 働い て いる が 、 居 旭 梅 (2007) 、 李 閣 (2021) な ど に よ 
れ ば 、 彼 ら の 生活 は 、 基本 的 に 地 緑 ・ 血 緑 関係 を 基礎 と する ネッ トワ ー ク の 範囲 に 罰 ま っ て いる と の 指 
摘 が ある 。 さら に 、 奈 未 ・ 買 文 妨 (2009) に よれ ば 、「 同 一 の (建築 ) 班 の 中 で 、 同 一 村 出 身 の 労 働 者 は 平 
均 20 % 程 度 で あり 、「 包 工 頭 」 と 班長 、 班 員 と の 地 緑 ・ 血 緑 関係 は 近い 。 た と えば 、 班 長 の 89% は 「 包 
工 頭 ] と 親戚 関係 に あり 、 279% の 班長 と 「 包 工 頭 ] は 同郷 で ある 。 2796 中 、 同村 が 796、 同郷 ( 鎮 ) 20% 
で ある 。」 と 報告 し て お り 、「 包 工 頭 」 と 労働 者 は 極め て 近い 地 緑 ・ 血 縁 関係 で 結節 し て いる こと が わか 
る 。 ま た 、 李 才 (2021) に よれ ば 、 彼 の 調査 結果 か ら は 、「 農 民 工 」 は 「 包 工 頭 」 を 選択 する 際 、 必 ず し 
も 賃金 水準 に よっ て 選択 する の で は な く 、 地 緑 ・ 血 緑 に よっ て 選択 する 場合 が 多い と 述べ て いる 。 ご の 
ほか 、 程 士 強 (2014) で は 、 地域 外出 身 者 の 多い 地域 で ある 北京 市 海 淀 区 E 鎮 に お いて 、 河北 省 Y 県 出 
身 の 張 氏 が 、1996 年 に 北京 市 を 訪れ 、 内 装 業 を 営み な が ら 1997 年 に 独立 し 、「 包 工 頭 |] と し て 親族 ・ 親 
威 と の 関係 を 基礎 と し て 次 第 に 経営 を 拡大 し て いく 過程 が 詳細 に 述べ られ て いる 。 ご の よう に 、 出身 農 
村 の 地 緑 ・ 血 緑 関係 を 基礎 と する 「 包 工 頭 ]」 ネッ トワーク が 、 都市 に お ける 「 包 工 頭 」・「 農 民 工 」 グル 
ー プ の 業務 の 中 心 で ある こと が わか る 。 

今回 の 青島 市 調査 に よる と 、 調 査 対 象 者 30 名 も 、D 氏 と 深い 地 緑 ・ 血 緑 関係 を 用 し て いた 。D 氏 傘 
下 の 労 働 者 は 、 す べ て 〕 県 出身 者 で あり 、 ご の うち 、F 鎮 D 村 出身 者 が 12 名 ( 姓 は いずれ も D)、F 鎮 
N 村 出身 者 は 5 名 ( 姓 は いずれ も Y)、W 鎮 G 村 出身 者 は 6 名 ( 姓 は いずれ も W) で あり 、 他 の 7 名 は 
] 県 内 の D 村 、N 村 、G 村 以外 の 村 の 出身 で あっ た 。 この よう に 、 ご く 狭 い 範囲 の 出身 者 か ら 構成 され 
て いる ご と が わか る 。 さ ら に 、 30 人 中 、6 人 は D 氏 と 親戚 関係 に あり 、 他 も 出身 地域 で の 知人 、 あ る い 
は 親戚 の 知人 で ある と いう 。 こ ごう し た こと か ら 、 まさ に ご く 狭 い 範 囲 で の 地 緑 ・ 血 緑 を 媒介 と し た 組織 
が 形成 され て お り 、 前 述 し た 張 旭 梅 (2007)、 奈 未 ・ 買 文 (2009)、 程 士 強 (2014) の 指摘 と 符合 し て い 
る 。 


5. まとめ に か えて 

以上 、 先行 研究 お よび 青島 市 で の 調査 事例 を も と に 、「 包 工 頭 」 制度 が 中 国 の 建築 業界 に お いて 
果たす 役割 と 問題 点 を 具体 的 に 明らか に し て きた 。 以 下 要 点 を まとめ て みよ う 。 

1) これ まで 長期 に わた っ て 、 「 農 民 工 」 は 「 包 工 頭 」 を 通じ て 、 建築 業界 の 仕事 を 獲得 し 、 所 
得 を 得 て き た 。 また 、 建築 会 社 は 現地 の 建築 作業 と 労働 組織 の 管理 の ほとん どす べ て を 「 工 頭 ] 
に 委託 し 、 建 設 工事 を 完成 させ 、 労 働 者 に 賃金 を 配分 し て きた 。 こ うし た シス テム は 厳然 と し て 
存在 し て お り 、 現 時 点 で は 、 中 国政 府 の 意向 に か か わら ず 、「 包 工 頭 」 制度 は 都市 地域 の 建築 会 社 
等 と 、 農 村 に お ける 「 農 民 工 」 の 両者 の 間 に お いて 、 欠 か せな い 橋 渡し 役 を 演じ て いる こと が 明 
ら か に な つた 。 

(2) 近年 の 建築 業界 に お ける 大 き な 課 題 で ある 「 農 民 工 」 賃金 の 遅配 と 欠 配 問題 に か ん し て 、 
いく つか の 事実 が 判明 し た 。 「 包 工 頭 ] は 、 遅配 ・ 欠 配 発生 の 張本人 で ある 場合 も 確か に 存在 する 
が 、 彼 自身 も その 被害 者 の 一 人 で ある と いう 事例 も 存在 し て いる 。 こ の こと は 、 す で に 述べ た よ 
うに 、「 包 工 頭 」 が 傘下 の 労働 者 と 地 緑 ・ 血 緑 で 強固 に 結ば れ た 関係 で ある が 故に 、 仮 に 建築 会 社 
に よる 「 包 工 頭 」 へ の 請負 代金 の 遅配 と 未払い が 頻発 すれ ば 、 ま す 人 欠 下 の 「 農 民 工 」 の 利益 を 保 
護 せ ざる を 得 な く な り 、 中 間 管 理 者 と し て 苦し い 立場 に 陥る の で ある 。 し か し 、「 包 工 頭 」 の 資金 
も 決し て 豊富 で は な いた め 、 傘 下 の 「 農 民 工 ]」 賃金 の 立て 替え を 十分 に 行う こと は で き な い 。 こ ご 
うし た 事態 か ら 、 新 聞 等 で 報道 され る 「 悪 徳 包 工 頭 ] が し ば し ば 生ま れる こと に な る 。 今 回 の 調 
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人 査 や 先行 研究 か ら は 、 建 築 業 界 に お ける 「 包 工 頭 」 制度 を 仲介 と する 下請 け 制 度 自身 が 賃金 の 遅 
配 と 未払い 問題 の 温床 で ある と 考え られ る 。 

ご の 点 に つい て 整理 し た も の が 第 2 図 で ある 。 ご この 図 の よう に 、 建築 業界 の 関係 者 を 賃金 遅配 ・ 
欠 配 の 「 被 害 者 」 と 「 加 害 者 ]」 と いう 視点 か ら 仕分 ける と 、 純粋 な 被害 者 は 農村 出身 の 「 出 稼ぎ 労 
働 者 ] で あり 、 一 方 で 純粋 な 加害 者 は 「 不 動産 デイ ベロ ッ パ ー 等 」 の 発注 会 社 と な る 。 さら に 、 そ 
の 中 間 に 「 包 工 頭 ] な どの 中 間 階 層 が 存在 し 、 彼ら は 「 被 害 者 」 と 「 加 害 者 」 の 両方 の 性 格 を 有 し 
て いる 。 

し か し 、 「 不 動産 デイ ベロ ッ パ ー 等 」 も 自己 の 利益 だ け を 目的 と し て 加害 者 と し て 存在 し て いる 
わけ で は な いか も し れ な い 2?。 た と えば 、 景気 動向 や マン ショ ン の 供給 過剰 等 に よる 販売 不振 な ど 
の 要因 も 考え られ る 。 と は いえ 、 ご の 建築 業界 に お ける 請負 シス テム の 最大 の 問題 点 は 、 業 界 と 
し て の 不況 ・ 好 況 等 に よる 大 き な 負 債 が 、 請 負 に お ける 下位 者 に 直接 的 に 転嫁 され る こと で あり 、 
労働 者 の 利益 が 守ら れ な い 構 造 と な か つて いる こと で あろ う 。 


第 2 図 中 国 の 建築 業界 各階 必 に お ける 加害 者 と 被害 者 関係 


不動 産 デ イベ ロッ パー 等 (加害 者 ) 


建築 会 社 (加害 者 ・ 被 害 者 ) 


「 包 工 頭 」 (加害 者 ・ 被 害 者 ) 


了 


「 農 民 工 」 (被害 者 ) 


資料 : 調査 結果 お よび 居 旭 梅 (2007) を 参考 に 筆者 作成 


次 に 、 冒 頭 の 本 稿 の 目的 に 立ち 戻っ て 、 中 国 農村 の 腐敗 ・ 搾 取 の 存在 と 、「 包 工 頭 」 の 役割 に つ 
いて 整理 し て みよ う 。 

ここ まで 調査 結果 を 中 心 に 整理 し て きた よう に 、「 包 工 頭 」 制度 は 、 雄 田 雅 晴 (1990) の 指摘 を 
引用 すれ ば 、 中 国 の 「 戸 口 制度 | と いう 都市 ・ 農 村 関 係 を 隔絶 させ る 特殊 な 経済 ・ 社 会 制度 の も 
と で 、 つ まり 「 労 働 市 場 が 有効 に 作動 し な い 」 (= 都市 地域 に 必要 な 建築 労働 力 が 市 場 原理 で は 十 
分 に 供給 され な い ) 状況 の 中 で 、「 非 市 場 的 手段 へ の 依拠 が 」 必 要 と な り 、 そ の 間隙 を 「 関 係 (guanxi) 」 
で 埋め る 制度 が 形成 され て きた と いう こと に な ろう 。 た だ 、「 包 工 頭 」 は 中 国 農村 に 広範 に 存在 す 
る ご と か ら 、 そ の 既成 の 「 関 係 (guanxi)」 を 維持 強化 し 、 同 時 に 他 の 「 包 工 頭 ] と の 競争 に 生き 
残る た め に は 、 建築 会 社 関係 者 等 へ の 金品 の 贈答 ([ 権 銭 交易 」) が 不可 欠 に な り 、「 包 工 頭 ] 制度 
は 農村 地域 に お ける 「 腐 敗 ] の 温床 て な っ た と 考え られ る 。 


22 た と えば 、 陳 敏 ・ 徐 騰 飛 ・ 張 銭 ・ 郭 帥 鳳 ・ 王 洲 兵 (2020) に よれ ば 、 彼 ら の 調査 結果 か ら は 「 包 工 頭 」 制度 
の 制度 改善 を も た ら す も っ と も 有効 な 方 法 は 、 建 築 会 社 等 の 資本 増強 な どの 資金 力 向 上 で ある と 述べ て いる 。 
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さら に 、「 包 工 頭 」 の 行動 様式 は 、 前 掲 の 現地 調査 で 述べ て いる よう に 、 農 村 に お ける 労働 の 
組織 に お いて は 、「 共 同体 原理 と し て の 血縁 、 地 緑 」 を 媒介 に し て お り 、 さ ら に 都市 の 建築 会 社 と 
の 関係 に お いて は 、「 業 緑 、^ 関 係 ネ ットワーク /」 人 (「 権 銭 交易 」) が 重要 な 鍵 と な っ て いる と 評価 
で きよ う 。 そ の 意味 で は 、 ま さ に 「 中 国 に お ける 腐敗 の 特質 の 一 つ で ある 《 銭 ・ 権 ネッ トワ ー ク 》 
の 成立 」 は 、 農 村 地 域 に お いて は 、 ご の 「 包 工 頭 」 制度 に 集約 され て いる と いっ て も 過言 で は な 
1。 

そし て 、 ご の 「 包 工 頭 」 制度 の 長期 に わた る 存在 は 、 前 述 し た 建築 業界 の 請負 シス テム の 民 習 
の 存在 が あり 、 中 国 に お ける 都市 ・ 農 村 間 を 隔離 する 戸口 制度 の 存在 が 、 都 市 と 農村 の 間隙 を 埋 
め る 重要 な 手段 と し て 「 包 工 頭 」 制度 を 長期 に わた っ て 容認 し て きた 、 あ る い は 容認 せ ざ る を 得 
な か っ た た め と 考え られ る 。 

と は いえ 、 中 国政 府 も 労働 者 保護 の 見 地 か ら 、 ご の 建築 業界 の 請負 制度 に 徐々 に メス を 入れ つ 
つ あ り 、 ま た 、 中国 経 済 の 発展 と 自由 化 の 進展 に よっ て 、「 戸 口 制度 ]」 が 緩み 、 都 市 と 農村 の 間隙 
が 縮小 する に し た が っ て 、「 包 工 頭 」 制度 に も 歴史 的 な 役割 を 終え つつ ある も の と 考え られ る 。 今 
後 、 ど の よう な 建築 組織 が 生ま れ て くる の か 、 そ れ に よっ て 「 包 工 頭 」 制度 は どの よう に 変化 す 
る の か 、 ご うし た 点 に つい て さら に 実態 調査 を 継続 し て いき た い 。 
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訂 章 で も 検討 され た 通り 、 権 力 洪 用 は 腐敗 の 必要 条件 で は あっ て も 、 必 ず し も その す 
べ て が 私 利 、 車 RI RI 
の 腐敗 と 捉え 、 生 命 、 身 体 、 権 利 等 を 明 損する 権力 犯罪 と も 称す べき 権力 藩 用 を 含め 、 
経済 型 腐 敗 以 外 の 腐敗 を 「 法 紀 型 腐敗 』 と 捉え る 立場 か ら 、 第 13 章 「 中 国 に お ける 法 紀 
型 権力 浴用 : その 変容 と 含意 」( 馬 各 ) は その 推移 を 詳細 に 検討 し て いる 

第 14 章 「 脱 構築 され る 習 近 平 の 反 腐 敗 政策 」( 小 疹 華 津 子 ) は 、 き 暫 導 平 政権 に よる 清廉 
な 「 政 商 」 関 係 ( 党 ・ 政 府 な ど 「 官 」 と 業界 ・ 企 業 と の 関係 ) 構築 の 試み を 題材 に 、 な ぜ 
中 国 に お いて 腐敗 の 撲 滅 は か くも 難し い の か と 問う 。 小 鳴 は 、 社 会 王 義 体制 か ら 洲 生 す る 
倫理 ・ 道 徳 と 信教 か ら 派 生 す る 倫理 ・ 道 徳 が 、 法 治 に よる 清廉 な 政 商 関 係 の 構築 を 促進 す 
る と 同時 に 、 時 に 脱 構築 を 促す 磁力 を 形成 し て いる と し て 、 清 廉 な 「 政 商 」 関 係 の 構築 と 
脱 構 築 の せめ ぎ 合 い の 構 図 を 浮き 彫り に し 、 そ の 実態 は 両者 が せめ ぎ 合 う 挿 ら ぎ の 空間 に 
ある と 結論 つけ て いる 。 


第 | 章 で 強調 され て いる よう に 、 廣 敗 学 の 第 一 歩 と し て の 中 国 > 腐 敗 学 に あっ て は 
比較 の 視座 が 不可 欠 で ある 。 と り わ け 、 社 会 主義 と いう 基軸 か ら は I 旧 ソ連 、 ま た 、 ポ ボス 
ト 社会 王 義 と いう 文脈 か ら は ロシア と の 比較 衡 量 が 重要 な ステ ッ プ と な る が 、 第 15 章 
「 プ ー チ ン 期 の ロシア に お ける 汚職 と 反 汚 職 」( 油 本 真理 ) は プー チン 期 ロ シン ア に お け 
る 汚職 と 反 汚 職 を 「 消 極 的 反 汚 職 」 と いう 概念 に より 描き 出し て お り 、 中 国 腐敗 と の 比 
較 に 向け て の 素材 を 提供 し て いる 。 


第 13 章 
中 国 に お ける 法 紀 型 権力 溢 用 : その 変容 と 含意 
馬 嘉 嘉 
は じ め に 


中 国 各 地 の 『 検 圭 誌 』 を 開い て 見 る と 、 共 産 党 幹部 に よる 権力 沙 用 は 大 きく 2 つの カテ ゴリ ー に 分 
けら れ て いる 。 1 つ は 経済 型 権力 沙 用 で 、 一 般 的 に 「 腐 敗 」 と 呼ば れる も の で あり 、 そ れ に 対応 する 検 
察 当 局 の 仕事 は 「 経 済 検索 ] 、 あ る い は 「 横 領 ・ 贈 収 賭 検索 ]」 と いう !。 も う 1 つ は 経済 型 権力 藩 用 以 
外 の 重大 な 権力 溢 用 で ある 。 改革 開放 以前 に お いて ご この カテ ゴリ ー は 「 違 法 乱 紀 ] と 呼ば れる こと が 
多く 、 改 革 開 放 以 降 に は 「 潰 職 ・ 侵 権 」、 す な わ ち 、「 公 職 を 流し 、 権 利 を 侵害 する こと 」 と 呼ば れ 
る よう に な っ て きた 。 そ れ に 対応 する 検察 当局 の 仕事 は 「 法 紀 検 索 ]」、 あ る い は 「 濱 職 ・ 侵 権 検察 」 
と 呼ば れる 。 本 稿 は 後者 の 不正 を 「 法 紀 型 権力 溢 用 」 と 規定 する 。 ま た 、 本 報告 書 全体 の 趣旨 か ら 言 
うと 、 こ れ を 広義 腐敗 の 一 部 で ある と 見 な すこ と が で きる 。 

現在 の 腐敗 研究 は 、 改 革 開 放 後 の 中 国 社会 の 様々 な 側面 の 変化 に 伴う 腐敗 の 増加 に 、 よ り 焦 点 が 当 
て られ て いる 。 ご の 傾向 それ 自体 も ちろ ん 問 題 で は な い が 、 腐 敗 は 改革 開放 以来 、 確 か に 増加 し て き 
て お り 、 注 目 を 集め て は いる が 、 腐 敗 は 共産 党 幹部 に よる 権力 洪 用 の 一 部 で し か な いこ と も 意識 し な 
けれ ば な ら な い 。 改 革 開 放 の 前 後 で 中 国 社会 が 大 きく 変化 し て お り 、 横 領 、 贈 収 馬 お よび 公金 流用 と 
いつ た 一 般 的 な 意味 で の 「 腐 敗 」 を 観察 する の み で は 、 腐 敗 に 対す る 深い 理解 に 達する こと が 難し い 
の で は な いか と 考え られ る か ら で あ る 。 狭義 「 腐 敗 ] に つい て の 理解 を 深め る た め に 、 ご の 2 つの カ 
テ ゴ リ ー の 権力 溢 用 は 同時 に 注目 すべ きも の で あろ う 。 

改革 開放 の 前 後に お ける 腐敗 の 変化 に つい て は 、 多 く の 先 行 研究 が ある 。 そ れ に 関す る 観点 は 、 大 
きく 分 け て 3 つの 見 方 が あめ る 。 ま ず 、Ting Gong (1994) 、 何 留 科 (2002) 、 過 勇 (2007) は 、 改 革 開 
放 以 降 、 そ の 「 改 革 ] に よっ て 腐敗 が 急増 し た と 主張 する 。 彼 ら は いずれ も 、 改 革 開 放 後に 腐敗 が 急 
増し 、 こ の 増加 は 「 改 革 ]」 その も の と 密接 に 関係 し て お り 、 具 体 的 に は 改革 の 下 で の 政策 や 制度 の 変 
化 が 原因 と な っ て 腐敗 の 増加 が も た ら さ れ た と 主張 し て いる 。 第 二 に 、Xiaobo Lt (2000) は 、 改革 開 
放 以 降 、 腐 敗 は 増加 し て きた が 、 よ り 根 本 的 な 原因 は 、1950 年 代 未 期 の 「 組 織 的 変容 」 で ある と 主張 
する 。 改 革 開 放 の 前 後 を 通じ た Xiaobo Li の 研究 で は 、 腐 敗 の 根本 原因 は 、1950 年 代 後半 に 共産 党 幹 
部 が 革命 型 幹部 か ら 官 僚 型 幹部 へ の 転換 に 失敗 し た こと に 起因 する と し て いる 。 彼 は 、 共 産 党 幹部 の 
変質 は 1950 年 代 後 半 か ら 始 まっ た と 主張 する 一 方 で 、 改革 開放 後に 腐敗 が 深刻 化し た こと も 認め て い 
る 。 第 三 に 、 王 雲海 (2003) 、 王 伝 利 (2005) 、Wedeman (2012) は 、 改 革 開 放 以 前 の 腐敗 が 軽微 で 
あっ た と 主張 する 。 彼 ら の 研究 は いずれ も 、 改 革 開 放 前 の 腐敗 は 比較 的 軽度 で あり 、 腐 敗 の 深刻 化 は 
改革 開放 後 の こ と で ある と 主張 し て いる 。 着 眼 点 の 違い は ある が 、 改 革 開 放 後に 腐敗 が 全体 的 に 広 ま 
り 、 深 刻 化し た と いう 点 に つい て は 研究 者 の 間 で 異論 が な いと 言え よう 。 

法 紀 型 権力 藩 用 の 変容 に 関す る 研究 は 、 管 見 の 限り で は 非常 に 少な い 。Kilkon Ko&Cuifen Weng 
(2012) は 、 横 領 、 贈 収 賭 、 公 金 流用 、 不 法 利得 、 脱 税 、 商 標 偽造 な ど を 「 経 済 腐敗 」 に 、 そ し て 渡 職 、 
職権 沙 用 、 職 務 の 民 避 ・ 放 棄 、 和 私 舞 敵 な ど を 「 非 経済 腐敗 」 に 分 類 し た 上 で 、1998 年 か ら 2012 年 ま 
で の デー タ を 分 析 し た と ころ 、1998 年 か ら 2012 年 に か け て 、「 経 済 腐敗 」 は 増加 し 、「 非 経済 腐敗 」 
は 減少 し て いる と 結論 づけ た 。 彼 ら が 定義 し て いる 「 非 経済 腐敗 ]】 は 、 本 稿 で 扱う 「 法 紀 型 権力 藩 用 」 
と ほぼ 同じ 内 容 で ある と 考え られ る 。 し か し 、Kilkon Ko &Cuifen Weng (2012) の 研究 は 、1998 年 か ら 
2012 年 まで の 14 年 間 し か 扱 つ て お ら ず 、 ま た 、 改革 開放 以前 の 状況 に も 触れ て いな いこ と か ら 、 法 紀 


+ 本 稿 は 「 腐 骸 ] を 「 私 利 を 獲得 する た め の 公 権力 の 藩 用 ] と いう 狭義 的 な 意味 を する 用 語 と し て 使用 する 。 
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型 権力 沙 用 の 変容 の 全貌 を 把握 で き て いる と は 言い 難い 。 よ っ て 、 本 稿 で は 、 研 究 対象 を 改革 開放 の 
前 後に まで 広げ 、 そ の 中 で 法 紀 型 権力 沙 用 が どの よう に 変容 し て きた か を 解明 し 、 改 革 開 放 前 後 の 腐 
敗 と 中 国 社 会 に つい て より 深い 理解 を 試み る 。 


1 、 法 紀 型 権力 浴用 の 概要 


「 法 紀 検 圭 ] の 対象 と な る 「 法 紀 型 権力 沙 用 | に 関し て 、 具 体 的 な 内 容 は 時 代 と と も に 変化 を 遂げ 
て き て いる が 、 一 般 的 に 3 つの カテ ゴリ ー に 分 けら れる 。 

(1) 「 市 民 の 身体 的 権利 へ の 侵害 」 (侵犯 公民 人 身 権 利 ) : 殴り 殺し 、 死 に 追い 込む こと 、 虐待 、 殴 打 、 
不法 監禁 、 不 法 捜査 、 脅 威 ・ 威 圧 に よる 強姦 、 強 制 労働 、 そ し て 個人 的 自由 を 様々 な 方 法 で 制限 する 
ご と (「 勉 強 会 」、「 集 中 訓練 ]」 な どの 名 義 で 行動 の 自由 を 奪う こと ) 、 捧 問 に よる 自白 強要 な ど で 
ある 。 

(②)「 市 民 の 民主 的 権利 へ の 侵害 」 (侵犯 公民 民主 権利 ) : 市 民 の 選挙 権 ・ 被 選挙 権 、 信 教 の 自由 、 通 
信 の 自由 な ど へ の 制限 や 侵害 で ある 。(1) と (2) は 合わ せ て 「 侵 権 」 と 呼ば れる 。 

(3③ 「 潰 職 」 : 職権 沙 用 ( 藩 用 職権 ) 、 職 務 の 尼 怠 ・ 放 棄 ( 玩 急 職 守 ) 、 御 私 舞 幣 、 認 告 陥 吉 な ど 、 ま 
た それ ら に よっ て も た ら さ れ た 各種 の 重大 責任 事故 で ある 。「 職 権 沙 用 」 と は 、 国 家 機 関 の 職員 が 権 
限 を 超え て 、 自 分 に 決定 権 ・ 処 理 権 の な い 事 項 を 違法 に 決定 ・ 処 理 し た り 、 規 則 に 違反 し て 公務 を 行 
っ た りす る こと で 、 公 共 財 産 、 国 家 お よび 国民 の 利益 に 重大 な 損失 を 与え る 行為 を いう (天津 市 地方 
志 編 修 委員 会 、2000 : 244) 。「 衝 私 舞 敵 」 と は 、 主 と し て 、 司 法 機関 、 法 執行 機関 、 他 に も 、 税 務 局 、 
商業 検査 ・ 検 疫 部 門 、 学 校 な どの 国家 職員 が 、 私 情 や 私 利 の た め に 法律 ある い は 行政 法規 の 規定 に 違 
反し 、 公 共 財 産 や 国家 利益 を 著しく 損なう 行為 で や る 。 そ の 中 で は 、 司 法 機関 と 法 執 行 機関 の 国家 職 
員 が 主 な 主体 と か つて いる 。 ご ここ で いう 「 私 利 」 に は 、 金 銭 的 ・ 物 質 的 な 利益 の みな ら ず 、「 行 為 者 
や その 親族 ・ 友 人 に 利益 を も た らし 、 あ る い は その 敵 方 か ら 正 当 な 利益 を 奪う こと が で きる 」 行為 も 
飼 まれ る <*。 

中 国 の 『 刑 法 』 に お いて 、 腐 敗 の 罪名 の 総称 は 「 條 汚 賭 周 罪 」 で ある が 、「 法 紀 型 権力 沙 用 」 の 人 罪 
名 の 総称 は 「 潰 職 罪 」 で ある 。 両 者 と も は 国家 職員 の 権力 沙 用 で ある 点 で 共通 し て いる 一 方 で 、 そ れ 
ぞ れ の 特徴 も ある 。 腐敗 に は 、 私 利 (特に 「 財 物 」) の 獲得 と いう 顕著 な 特徴 が ある 。 これ に 対し て 、 

「 潰 職 ・ 侵 権 」 の 特徴 は 、 国 民 の 生命 ・ 財 産 、 公 共 財 産 あ る い は 国家 利益 に 損害 を 与え る と いう こと 
で ある 。 ご の 両者 の 接点 は 、「 御 私 舞 敵 ] と 言っ て よい 。 一 部 の 「 御 私 舞 敵 ] 行為 の 中 に は 、「 私 利 」 
と いう 要素 も 含ま れる が 、「 御 私 舞 敵 」 行為 の 判定 は 、 主 に 国民 の 生命 ・ 財 産 、 公 共 財産 、 国 家 利 益 
に 損害 を 与え た か どう か で 判断 され る 。 例え ば 、 税務 当局 の 職員 が ある 納税 者 か ら の 依頼 を 受け 、5.000 
元 以 上 の 財 物 を 受け 取り 、 不 課税 また は 過少 の 課税 を 行い 、 累 積 10 万 元 以上 の 税収 減 と な っ た 場合 、 
その 犯罪 行為 は 収 財 罪 お よび 御 私 舞 敵 罪 の 双方 に 合致 する も の で ある 。 最 新 の 司法 解 息 に よれ ば 、 ご 
の 場合 、 二 つの 罪名 で 同時 に 起訴 する こと が で きる ( 李 翔 、2013) 。 こ の 例 で は 、 財 賠 額 が 5.000 元 を 
超え て いな けれ ば 、 収 賭 罪 は 成立 せ ず 、 そ の 行為 が 国家 に 損害 を 与え て いな けれ ば 、 稚 私 舞 敵 罪 と し 
て 起訴 され る こと も な いと 考え られ る 。 

「 法 紀 型 権力 沙 用 』 に つい て 、 実 は 、「 腐 敗 ] の よう に より は っ きり と し た 目的 で 定義 する の は 難 
し い 。 幹部 ら は な ぜ 群 衆 に 対し て 乱暴 な 行動 に 出 た の か 、 な ぜ 群 衆 の 通信 の 自由 を 妨害 し た の か 、 な 


^ (百度 百科 : 和 私 舞 弊 
https://baike.baidu.com/item/96E596BE9%8796E796A7968196E89%688969E96E59%6BC968A96E796BD9AA、 
2022 年 1 月 11 日 閲覧 
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ぜ 職 務 の 層 怠 ・ 放 棄 を 行っ た の か 、 と いつ た 問題 に 関し て は 、 そ の 背後 に 共通 する 目的 が ある と は 言 
い 難 い 。 例 えば 、 あ る 警察 官 が 扶 問 行為 を 行う の は 、 単 に その 警察 官 の 機嫌 が 悪かっ た と いう 可能 性 
も 考え られ る 。 ご の た め 、 本 稿 は 、「 法 紀 型 権力 浴用 ] を 「 経 済 型 権力 溢 用 以外 の 重大 な 権力 溢 用 」 
で ある と し て 説明 し て いる 。 

中 華人 民 共 和 国 建国 後 、「 法 紀 型 権力 洪 用 ] は 、「 違 法 乱 紀 」 や 「 法 紀 案 件 」 と 呼ば れ て いた 。1958 
年 以降 、 人 民 公 社 化 と 大 赴 進 運動 の 推進 に つれ 、 基 層 レ ベル で の 「 違 法 乱 紀 」 が 深刻 化し 、 ご この よう 
な 検察 活動 は 「 深 刻 な 違法 乱 紀 検索 」 (厳重 違法 乱 紀 検 圭 ) と 呼ば れる よう に な っ た 。 「 文 化 大 革命 」 
で は 、 検 宗 当 局 の 活動 が 廃止 され て し まい 、 公 式 な デー タ は ほとん ご ど 残さ れ な か っ た 。 改革 開放 後 の 
1979 年 に は 、『 刑 法 』・『 錯 事 訴訟 法 』 が 成立 ・ 施 行 さ れ 、 検 察 機関 が 扱う 「 法 紀 案 件 」 と し て 、 次 
の よう に 規定 され た 。 そ れ は 、「 捕 問 に よる 自白 強要 」 、「 諏 告 に よる 陥 害 ]」 、「 選 挙 へ の 破壊 」、 
「 不 法 監禁 」、「 不 法 管制 ・ 捜 査 」、「 報 復 に よる 陥 害 」、「 不 法 に 信教 の 自由 を 語 奪 する こと 」、 
「 偽 証 に よる 陥 害 」、「 犯 罪 証 拠 の 隠 蔽 」 、「 通 信 の 自由 へ の 侵害 」、「 国 家 機密 の 漏洩 」、「 職 務 
の 憎 怠 ・ 放 棄 」 、「 重 大 責任 事故 」 、「 不 当 な 起訴 ・ 判 決 」 、「 容 疑 者 に 対す る 体罰 と 虐待 」 で ある 
( 隊 西 省 地方 志 欠 入 委 員 会 、2009 : 140) 。 

ご ご で 説明 し な けれ ば な ら な い の は 、1979 年 に 人 民 検 圭 院 が 設立 され て 以降 、 一 般 対 象 の 「 不 法 監 
禁 ・ 不 法 管制 」、「 重 大 責任 事故 ] も 、 検 察 院 が 受け 入れ る 調査 範囲 に カウ ント され て いた 。1997 年 
『 刑 法 』・『 刑 事 訴訟 法 』 が 改正 され た 以降 は 、 国 家 機関 の 職員 の み の 潰 職 ・ 侵 権 行為 を 取り 扱う よ 
うに な り 、 そ の た め に 最高 検 圭 院 は 2002 年 に 「 法 紀 検 索 」 の 正式 な 名 称 を 「 潰 職 ・ 侵 権 検索 」 に 変更 
し た ( 郵 広 宇 、2007) 。 こ ご の 点 に 関し て は 、 後 ほど 詳し く 触 れる 。 


2 、 改 革 開 放 前 の 法 紀 型 権力 浴用 


改革 開放 以前 、「 法 紀 検 索 」 の 具体 的 な 内 容 は 定め られ て いな か っ た 。 例 えば 、1960 年 代 初頭 、 重 
慶 市 の 検察 当局 が 捜査 し て いた 主 な 「 法 紀 案 件 」 に は 、 次 の 9 つが 含ま れる 。 第 1 に 、 次 意 的 に 群衆 
集会 を 開き 、 批 判 ・ 闘 争 を 実施 する こと 。 第 2 に 、 個 人 の 人 格 を 傷 辱 する こと 。 第 3 に 、 個 人 の 自由 
を 制限 する こと 。 第 4 に 、 不 法 捜査 。 第 5 に 、 勝 手 な 監禁 ・ 拘 留 。 第 6 に 、 自 白 を 引き 出す た め に 旨 
り 上 げ て 捕 問 する こと 。 第 7 に 、 勝 手 に 罰則 を 定め る こと 。 第 8 に 、 勝 手 に 勉強 会 を 開く こと 。 第 9 
に 、 人 を 殴っ て 無理 や り 死 な は る こと ・ 死 に 追い 込む こと (重慶 市 地方 志 編 往 委 員 会 、2005 : 230-231) 。 
以下 は 、 毛 沢 東 時 代 の 「 法 紀 型 権力 沙 用 』」 に つい て 、 実 際 の デー タ や 事例 を 用 いて 検証 する 。 


(1 ) 建国 初期 の 法 紀 型 権力 藩 用 
1950 年 5 月 、 中 共 中 央 紀 律 検査 委員 会 の 初代 書記 で あっ た 朱 徳 は 、 当 時 の 「 違 法 乱 紀 ] の 深刻 さ を 


強調 し 、「 各 種 の 強迫 命令 ?、 群 衆 離脱 が 非常 に 深刻 だ 」、「 多 く の 党 員 や 電 部 、 特 に 基層 レベ ル : の 
党員 や 幹部 は 、 訟 意 的 に 人 を 逮捕 し た り 、 殴打 し た り し て いる 」 と 述べ た (中 共 中 央 文献 編集 委員 会 、 


* 「 強 迫 命 令 」 と は 、 幹 部 が 様々 な 仕事 を 割り 当て 、 群 衆 を 強迫 し て それ ら を 完了 させ る こと で ある 。 典型 的 な 
事例 を 挙げ れ ば 、 山 東 省 で は 干ばつ 対策 と し て 各地 で 井戸 掘り キャ ン ペ ー ン を 始め て いた が 、 泰 安 や 膨 州 な ど で 
幹部 た ち は 農民 の 畑 に 行き 、 任 意 に 円 を 描い て 農民 を 強制 し て 井戸 の 掘削 を 進め て いた 。 民兵 に 警備 を 任せ 、 村 
民 を 全員 集中 し 強迫 し て 井戸 掘り を や ら せ た 例 も あっ た 。 更 に 、 人 手 不 足 の た め に 、 幹 部 は 突然 市 場 を 封鎖 し て 
買い 物 に 来 た 郷 民 た ち を 強制 的 に 井戸 掘り の 現場 に 連れ 、 無償 労働 を 強い られ た 事件 むち あ っ た 。 王 瑞 芳 (2001) 。 
^ 群衆 離脱 と は 、 幹 部 や 国家 職員 が 、 群 衆 の 立場 か ら 考慮 で きず 、 群 衆 と 対立 し 、 国 法 や 党 規 に 違反 し て 群衆 の 
利益 や 権利 を 損なう よう な あら ゆる こと を いう 。 

> 「 基 層 レ ベル 」 と は 、 一 般 的 に 県 レベ ル 以 下 を 指す 。 
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1983 : 279-291) 。 

1951 年 、 了 西 省 清 南 市 検 圭 分 回 が 、「 土 地 改革 」 の 中 の 消 南 市 を 含む 8 つの 県 を 重点 的 に 調査 し た 
と ころ 、 縛 り 上 げ や 吊り 上 げ 殴 り 、 捕 問 に よる 自白 強要 な どの 事件 は 、 合 わせ て 641 件 確認 され 、5 
人 が 死亡 し 、202 人 が 負傷 し た と いう 。 ま た 、 殺 川 県 の 検察 署 は 、101 人 の 基層 レベ ル 幹 部 が 食糧 徴収 
の 中 で 239 人 を 吊る し た り 、 了 殴っ た り 、 拘 束 し た り 、 監 覇 し た り し て いた と いう ( 隊 西 省 地方 志 張 箇 
委員 会 、2009 : 141) 。 

1953 年 1 月 5 日 、 中 共 中 央 は 、『 反 官僚 主義 、 反 命令 主義 、 反 違法 乱 紀 に 関す る 指示 』 を 出し 、「 新 
三 反 」 運動 の 実施 を 開始 し た ( 季 寺 勤 、1993 : 33) 。 ご の 「 指 示 」 は 毛沢東 本 人 が 起草 し た も の で あ 
り 、 毛 が こ れ ら の 問題 を 重視 し て いた こと は 明らか で ある 。 当時 の 中 央 組織 部 副 部 長 ・ 安 子 文 は 、「 基 
層 レ ベル で 、 一 番 深刻 な の は 官僚 主義 、 命 令 主義 と 違法 乱 紀 だ 」 と も 述べ た (『 人 民 日 報 』 1953 年 
2 月 10 日 ) 。 こ の 3 つの 懸念 の うち 、 一 般 的 に 、 基層 レベ ル に 行け ば 行く ほど 、「 強 制 命令 」 と 「 違 
法 乱 紀 」 が より 深刻 と な る 。 ご の た め 、「 新 三 反 」 は 、 そ の 年 の 3 月 て 5 月 に 県 レベ ル 以 上 で 「 官 僚 主 
義 ] へ の 検査 と 摘発 を メイ ン と し 、6 月 て 9 月 に 県 レベ ル 以 下 で 「 命 令 主 義 、 違 法 乱 紀 」 へ の 検査 と 摘 
発 を 重点 と し て いた ( 窒 政 民 ・ 周 富 強 、2009 : 50) 。 

1953 年 1 月 30 日 、 新華 社 通 信 の 『 内 部 参考 』 は 、 河北 省 の 基層 レベ ル 幹 部 の 「 違 法 乱 紀 」 の 深刻 さ 
を 暴露 する 記事 を 掲載 し た 。 そ れ に よる と 、「 私 設 法廷 、 措 問 に よる 自白 強要 、 人 を 殴っ て 死な せる 
こと や 死に 追い 込む こと が 和 父 く ほど 発生 し て いる 。 景 海 県 竹 家 村 の 民兵 隊 隊長 で ある 王 仁 武 は 、 私 急 
の た め に 、 4 つの 村 か ら 32 人 の 民兵 を 連れ て き て 、 5 世帯 の 群衆 の 中 で 合わ せ て 19 人 を 殺害 し た 」 、 

「 應 意 的 な 殴打 と 逮捕 が 非常 に 多い 。 徐 水 県 の 34 の 村 の 統計 に よる と 、 97 人 の 村 の 幹部 が 村民 を 殴っ 
て いる 」 (新華 社 通 信 、1953 : 499-504) 。 表 1 は 河北 省 「 新 三 反 」 の 摘発 状況 を 表し て いる 。 最 も 深 
刻 な 項目 は 、 共 産 党 幹部 に よる 群衆 の 身体 的 権利 に 対す る さま ざま が 侵害 で ある こと が わか る 。 


表 1 : 河北 省 「 新 三 反 」 運動 で の 摘発 状況 (1953.1-10 月 ) 


具体 的 な 項目 案件 数 (件 ) 


身体 的 権利 へ の 侵害 

恐喝 強要 

「 反 革命 」 を 底 護 し た こと 

人 を 死亡 させ た ・ 死 に 追い 込ん だ こと 


出所 : 河北 省 地方 志 編 野 委 員 会 (1996 : 250) より 筆者 作成 


( 2) 1958 年 後 の 「 違 法 乱 紀 」 


1958 年 、 人 民 公 社 運動 と 大 躍進 運動 が 本 格 化す る と 同時 に 、 基 層 レ ベル で の 「 違 法 乱 紀 」 が 激増 し 
た 。 ご の 時 期 の デー タ ぜ 事例 は 数 多く 残っ て いる が 、 本 節 は その 代表 的 な ちの の み を 紹介 する 。 
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① 山 東 省 。1958 年 、「 五 風 」 《 が 広まっ た 。3 月 24 日 、 中 央 監察 要員 会 は 中 国共 産 党 中 央 委員 会 に 
出し た 報告 書 に お いて 、1956 年 10 月 か ら 1958 年 1 月 に か け て 、 山 東 省 恵 民 地区 で は 、 県 、 区 、 郷 の 
幹部 ら 計 8458 人 が 、 農 民 の 退社 や 食糧 騒動 に 対処 する た め に 重大 な 違法 乱 紀 や 権利 侵害 を 犯し た と 指 
摘 す る 。 そ の 中 に は 47 人 の 県 レベ ル の 幹部 が 含ま れ て いた 、 と いう 事実 も や 明らか に し た ( 李 雪 勤 、1999 : 
56) 。 

(② 湖 南 省 。1960 年 、 湖 南 省 藻 源 、 来 陽 な ど 5 つの 県 で は 、「 整 党 整 社 、 春 季 生 産 」 運動 の 中 で 、 群 
衆 の 死亡 事件 (殴り 殺し 、 死 に 追い や る こと な ど ) が 数 多く 発生 し た 。 渡 源 、 濃 県 、 醍 陵 、 湘 涼 と い 
う 四 つの 県 の 書記 が 停職 反省 へ と 命じ られ た 。 中 央 調査 組 の 調べ に よる と 、 来 陽 県 全部 の 「 違 法 乱 紀 」 
に 関わ っ た 幹部 は 8400 人 で 、 幹部 総数 の 339% を 占め る 。 38753 人 が 殴ら れ 、 総 農業 人 口 の 79% を 占め 
る ( 趙 半 森 、 郭 俊秀 、1996 : 248) 。 表 2 は 、1963 年 か ら 1965 年 に か け て の 湖南 省 に お ける 「 法 紀 案 
件 」 の 詳細 を 表す も の で ある 。 群衆 に 対し て 私 設 法廷 と 自白 強要 の た め の 捕 問 が 最も 深刻 で 、 全 体 の 
約 半 数 を 占め て いる こと が わか る 。 表 3 か ら 、 当 時 の 「 法 紀 案 件 」 の 約 7 割 が 基層 レベ ル 幹 部 に よる 
も の で ある こと が わか る 。 


表 2 : 湖南 省 1963 年 1965 年 「 法 紀 案 件 」 の 詳細 


私 設 法廷 と 自白 を 引き 出す た め の 捕 問 792 49.04% 
不法 な 逮捕 ・ 拘 玉 142 8.79% 
1963-1965 不法 な 労働 教育 ・ 集 団 訓練 30 1.84% 


違法 な 捜査 ・ 六 金 
その 他 の 権利 侵害 行為 


表 3:1964 年 に 「 法 紀 案 件 」 で 起訴 され た 人 の 内 訳 


年 | 起訴 され た 人 数 | 分 類 | 人 数 比例 | 
国家 職員 126 31.58% 
2 に 基層 幹部 273 68.42% 


表 2・3 の 出所 : 湖南 省 地方 志 編 繁 委員 会 (1996 : 324) より 筆者 作成 


(③ 天 津 市 。 天津 市 1960 年 に 、「 強 迫 命 令 、 違法 乱 紀 」 は 1.056 件 確認 され た 。 基層 レベ ル 幹 部 の 「 人 
を 殴っ た り 吉 っ た りす る こと 、 食 べ 物 を 与え な いこ と 、 捕 問 に よる 自白 強要 、 死 亡 さ せる こと と 死に 
追い 込む こと が 比較 的 に 深刻 だ 」 と 言わ れ て いる 。 交 合 県 1 月 て 9 月 で 、133 件 の 縛り 殴り 事件 が 発生 
し 、9 人 が 死亡 し 、14 人 が 自殺 し た (天津 市 地方 志 編 修 委員 会 、2000 : 243) 。 

④ 湖 北 省 。 1960 年 、 湖北 省 宜 昌 県 病院 の 連峰 管理 区 の 基層 レベ ル 幹 部 に よっ て 、45 人 が 縛ら れ 、 吊 
る され 、 勝 手 に 懲罰 され 、 ま た 、 合 計 202 人 が 、 角 死 さ させ られ 、 死 に 追い 込ま れ 、 あ る い は 病死 させ 
られ た (湖北 省 宜 昌 市 人 民 検 索 院 、2008 : 157) 。 

⑤ 江 西 省 。1960 年 に 、 基 層 レ ベル 幹部 は 、 和 群衆 の 補 盗 や 万 引き な ど に 対処 する た め の 政 策 に 違反 し 、 
党 の 規律 と 国 の 法律 を 無視 し 、 違 法 乱 紀 を 多く 行っ て いた 。 各 地 の 検 察 院 の 調査 に よる と 、 基 層 レ ベ 
ル 幹 部 1742 人 が 、 人 を 殴り 殺し た り 、 死 に 追い 込ん だ り 、 障 害 あ る い は 重症 に 至る まで 殴っ た り し て 


? 「 五 風 」 と は 、「 共 産 風 」、「 誇 張 風 」 、「 幹 部 特殊 化 風 」、「 暗 指揮 風 」 、「 強 迫 命 令 風 」 の こと で ある 。 
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いた と され る 。 そ の 中 で 、167 人 が 殴り 殺さ れ 、977 人 が 死に 追い 込ま れ 、121 人 が 障害 に 至る まで 殴 
られ 、527 人 が 重症 に 至る まで 区 ら れ た ( 『 江 西 検察 志 』 編 繁 委員 会 、1995 : 140-141) 。 


(3) 陳情 "から 見 る 幹部 の 「 違 法 乱 紀 」 


1961 年 に 、 陵 西 省 の 検察 院 が 3.401 件 の 陳情 案件 を 調査 し た 結果 、 幹 部 た ちの 「 違 法 乱 紀 」 を 訴え 
た も の が 一 番 多 か っ た 。 詳細 は 表 4 の 通り で ある 。 


表 4 : 1961 年 陸 西 省 の 陳情 状況 


処理 ・ 対 応 の 結果 
の 内 容 の 
陳情 の 内 容 | 陳情 の 数 (件 ) 逮捕 | 管制 | 剛 争 批判 | その他 


幹部 の 「 違 法 乱 紀 」 1472 38 838 


生産 ・ 生 活 の 困難 917 
刑事 案件 
異議 申し 立て 6 2 7 52 


出所 : 隊 西 省 地方 志 衝 暴 和 要員 会 (2009 : 214) より 筆者 作成 


中 央 政府 の 調査 に よる と 、1958 年 か ら 1960 年 に か け て の 各地 の 陳情 で 明らか に な っ た 事件 の うち 、 
約 8 割 が 事実 で あっ た と いう 。 問題 は 、 政 府 が これ ら の 陳情 に 対し て 、 多 く の 場 合 は 、 群 衆 の 申し 立 
て を 「 関 連 部 署 へ 転送 」 と いう 対応 を 取っ た た め 、 問 題 の 早期 解決 どこ ろか 、 告 発 さ れ た 幹部 の 手 に 
転送 され た こと も あり 、 陳 情 を 行っ た 群 環 が ひど い 報 復 や 迫害 を 受け た 事案 も 少な く な い 。 ご うし た 
中 で 、 実 名 で 陳情 を 敢行 する 人 が 減り 、 匿 名 の 陳情 書 が 増え て いっ た と いう ( 魏 明 銀 、1993 : 147) 。 
1960 年 8 月 、 中 央 監察 委員 会 の 統計 に よれ ば 、1959 年 か ら 貴 州 省 酒 澤 県 、 河南 省 満 川 県 な ど 全 国 の 30 
以上 の 県 委 書 記 や 地 委 書記 が 、 上 級 機関 へ の 情報 封 疫 あるいは 陳情 に 行く 群衆 を 報復 ・ 迫 害する こと 
を 行っ て いた と いう ( 趙 坊 森 、 郭 俊秀 、1996 : 285) 。 


3 、 改 革 開 放 前 後 の 法 紀 型 権力 沙 用 の 変容 : 時 系 列 デー タ を 用 いて 


(1 ) 遇 西 省 の 状況 

改革 開放 の 前 後に お いて より 詳細 な デー タ が 残っ て いる 省 は 少な く 、 ま ず は 隊 西 省 の デー タ を 用 い 
て 改革 開放 前 後 の 比較 を し て みる 。 表 5 は 1950 年 代 の 「 違 法 乱 紀 」 案件 の 統計 で ある 。 改 革 開 放 前 の 
デー タ に は 、1951 /52/53 年 と 1956 年 の デー タ が 含ま れ て お り 、 特 に 1956 年 に つい て は 具体 的 な 内 訳 
が 記載 され て いる 。 表 5 か ら は 、 殺 人 、 傷 害 、 強 切 、 虐 待 な どの 深刻 な 権利 侵害 事件 の 総数 が 1.600 
件 近く に 上 っ た こと が わか る 。 ご これ は 、 当 時 の 幹部 に よる 法 紀 型 権力 藩 用 が 極め て 深刻 で あっ た こと 
を 示し て いる 。 濱 職 の カテ ゴリ ー で 最も 多かっ た の は 責任 事故 (133 件 ) で 、 そ こ に は 、 医 療 事故 、 イ 
ン フ ラ 建 設 事 故 、 工 場 ・ 鉱 山 生産 事故 、 農 業 生産 事故 な ど が 含ま れる 。 


/ 中 国 で 「 信 訪 」 と 言う 。 信 訪 と は 、 公 民 、 法 人 また は その 他 の 組織 が 信書 、 メ ー ル 、 フ ァ ッ クス 、 電 話 、 訪 問 
な ど に より 、 各 級 人 民政 府 ま た は 県 級 以 上 の 人 民政 府 の 業務 部 門 に 対し 、 事 情 を 述べ 、 提 案 ・ 意 見 を 提出 し 、 ま 
た は 請求 を 申立 て 、 関 連行 政 機関 が 法 に より これ を 処理 する 活動 を 指す 。 但 見 亮 (2016) 。 
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表 5 : 1950 年 代 映 西 省 の 「 違 法 乱 紀 」 案 件 統計 表 


年 類別 具体 的 な 項目 件 数 
1951 641s 
1952 738 
1953 953b 

殺人 85 

傷害 211 
権利 侵害 | 強姦 1.008 

央 待 290 

1956 その 他 333 


注 : a は 、 滑 南 な ど 8 の 市 ・ 県 の デー タ 。b は 1 月 10 月 の デー タ 。 
出所 : 隊 西 省 地 方 志 縛 入 委 員 会 (2009 : 141-143) より 筆者 作成 


表 6 は 1979 年 か ら 1989 年 まで の 了 西 省 の 法 紀 案 件 の 統計 で ある 。 法 紀 案件 の 総数 も 1950 年 代 に 比 
べ て 大 幅 に 減少 し て いる 。 特 に 、1956 年 の よう な 深刻 な 「 権 利 侵害 」 は 、 改 革 開 放 後 は 激減 し 、 あ る 
い は 発生 し な く な っ た 。 ま た 、 1 「 通 信 自 由 へ の 侵害 ] お よび 「 選 挙 破壊 」 
の 件 数 は 、 お お よそ 一 桁 C な っ て お り 、 訪 告 ・ 偽 証 ・ 報 復 に よる 陥 害 は 、 減 少 傾向 が 確認 で きる 。 注 
意 すべ き は 、「 不 法 監禁 」 と 「 不 法 管制 」 NE ご れ は 、1979 年 の 『 弁 法 』 ・『 刑 事 訴 
訟 法 』 の 制定 後 、1997 年 の 新 『 刑 法 』 ・『 刑 事 訴 訟 法 』 の 改正 まで は 、 民 間 主 体 に よる 不法 監禁 ・ 
法 管制 が 検察 当局 の 捜査 対象 に 往 ま れ て お り 、 1980 年 代 か ら 1990 年 代 に か け て は 、 経済 ・ 債 務 ラブ 
ル な ど で 民 間 人 や 法人 が 行っ て いた 「 人 質 型 不法 監禁 ・ 不 法 管制 」 が 増加 し て きた か ら で あ る 。 実際 
に は 、 国 家 職員 ・ 共 産 党 幹部 に よる 不法 監禁 ・ 不 法 管制 は 全体 的 に 減少 し て きた *。 最 後に 、「 職 務 の 
由 怠 ・ 放 棄 」 と 「 重 大 責任 事故 ] に つい て は 、 増 加 傾向 に 見 える が 、 全 体 の 件 数 は 多く な い 。 


3 改革 開放 以前 、「 不 法 監禁 」 、「 不 法 管制 」 の 犯罪 主体 は ほとん ど ご 幹部 (政府 機関 と 国営 企業 を 含め て いる ) 
で あっ た が 、80 年 代 に 入る と 、 市 場 経 済 の 導入 に より 、 民 間 に お ける 経済 紛争 が 迅速 に 増え て き て 、 民 間 人 に よ 
っ て 行わ れ た 「 人 質 型 不法 監禁 ・ 不 法 管制 」 が 急増 し た 。 張 智 勇 、 夏 勇 (1989) に よっ て は 、 足 州 省 の 3 つの 地 
方 で の 調査 に よれ ば 、1986-1987 年 に 発生 し た 不法 監禁 案件 に つい て 、 犯 罪 者 が 218 人 いて 、 そ の 中 で 167 人 
(76%) が 国家 職員 で は な い 。 
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表 6 : 1979-1989 年 遇 西 省 法 紀 案件 統計 表 


摘 問 に よる | 語 告 偽証 ・ 報 | 不法 | 不法 | 職務 の 憐 人 ・| 重大 責任 | 通信 自由 へ | 選挙 


1985 112 33 145 
1986 4 22 116 68 134 68 8 101 521 
1987 1 15 100 100 71 117 9 1 83 497 
1988 4 11 122 | 101 71 85 4 6 97 501 
1989 6 11 115 86 49 90 11 2 52 422 


出所 : 隊 西 省 地方 志 多 繁 委員 会 (2009 : 153) より 筆者 作成 


( 2 ) 改革 開放 後 の 全国 の 「 法 紀 案 件 」 デー タ 


改革 開放 前 に は 、 全 国 的 な 統計 デー タ が な い 。 改 革 開 放 後 の 全国 的 な デー タ は 、『 中 国 検 圭 年 鎧 』 
や 『 中 国法 律 年 鑑 』 の 出版 の お か げ で 、 集 め る こと が で きる よう に な っ た 。 以 下 、 改革 開放 後 の 中 国 
全体 の 「 法 紀 案 件 」 の 変化 に つい て 見 て いく 。 

表 7 は 1979 て 1997 年 まで の デー タ で 、 表 8 は 1998 て 2017 年 まで の デー タ で ある 。2 つの 表 に 分 けた 
理由 は 、1997 年 に 『 刑 法 』 と 『 刑 事 訴訟 法 』 が 改正 され 、「 法 紀 案 件 」 の 内 容 に 主 に 2 つの 変化 が あ 
っ つた か ら で あ る 。 

(1) 前 述 し た よう に 、1997 年 の 新 『 刑 法 』・『 刑 事 訴 訟 法 』 の 改正 まで は 、 民 間 人 や 民間 の 法人 に 
よる 不法 監禁 ・ 不 法 管制 が 検察 当局 の 捜査 対象 に 含ま れ て いた 。 1998 年 以降 、 検察 院 が 扱う 不法 監禁 ・ 

不法 管制 の 対象 は 国家 職員 に 限定 され 、 民 間 人 や 民間 の 法人 に よる 不法 監禁 ・ 不 法 管制 は 公安 当局 に 
移管 され た 。 『 中 国 検察 年 凌 1994』 に よる と 、 そ の 時 期 に は 、「909% 以 上 の ケー ス が 経済 的 ・ 民 事 的 
な 紛争 を 理由 と し た 市 民 や 法人 間 の 不法 監禁 ・ 不 法 管制 で ある 。 」 (中 国 検察 年 避 編 輔 部 、1995 : 227) 

(2) 重大 責任 事故 に 関し て は 、 事 件 の 捜査 は 一 般 的 に 公安 局 に 委ね られ る よう に な っ た 。 ご これ は 改 
革 開 放 と 民間 経済 の 発展 に 伴い 、 企 業 の 職員 が 必ず し も 国家 職員 で は な く な っ た た めで ある 。 重 大 責 
任 事故 に 関し て 国家 職員 と 関係 し た 場合 、 一 般 的 に は 「 職 権 洪 用 ]」 と 「 職 務 の 憐 怠 ・ 放 棄 」 の 容疑 で 
捜査 ・ 起 訴 が 行わ れる よう に な っ つた 。 
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表 7 : 1979 ン 1997 年 中 国 の 「 法 紀 案 件 」 統計 


洗 職 権利 侵害 
年 立案 障 務 の 備 | 重大 責任 | 偽証 ・| 描 問 に よる | 不法 | 通信 自由 へ |.。。。 。| 報復 に よる 
区 私 舞 不 | 人 . 放 到 | 事故 | 底 い 立て | 自白 強要 | 監 栓 | の 侵害 | 千 陥 者 | 上 守 
伯 == el 
4000 
5.400 
5,800 余 り 
| 217 | 69 
本 遇 | る 
409 W 27 
1.298 4234 412 AM 
MM 


表 8 : 1998 ン 2017 年 中 国 の 「 法 紀 案 件 」 統計 


職 (件 ) 


0 ー 権利 侵害 と その 他 
な 人 4 御 私 舞 弊 | (件 (権利 侵害 ) 


1998 5,757 1.288 2.869(1.894) 
1999 5,.471 1.247 1.594 


2000 7.930 | 2625 | 1.791 1.8941.682) 


2001 8.819 2.168 2.881 2.025 1.745 
2002 8.542 2.177 2.720 1.963 1.682 

2003 7.609 2.049 2.545 1.509 1.506 

2004 | 7288 1944 | 2590 | 1278 | 1431.595 人 ) | 
2005 6.706 1.883 2.648 955 1.220(1.240 人 ) 
2006 6.549 1.975 2.715 892 967(930 人 ) 
2007 6.871 2.017 2.958 1.057(885 人 ) 


2008 7.240 2.371 se | mi 」 Ce55 が 


2009 7.031 2.262 3.216 
2010 7.349 2.408 3.457 
2011 7.355 2.493 3.615 


2012 8.079 2.960 3.812 し 吉 | sw 


2013 9.247 3.650 4261 638 698 
2014 9.675 3.891 44.156 827 801 
| 3645 | 704 


2015 8.852 3.639 


0 864 
2016 8.060 3210 3337 | e02 | 9 | 


2017 7.425 2.880 3.612 551 382 


表 ?・8 の 出所 : 1980 年 2018 年 『 中 国 検察 年 第 』 『 中 国法 律 年 凌 』 よ り 筆 者 作成 
ご の よう な 変化 の も と で 「 法 紀 案 件 」 に 関す る デー タ の 変化 を 観察 し て お こう 。 ま ず 、1998 年 か ら 


民間 人 や 民間 の 法人 に よる 不法 監禁 ・ 不 法 管制 が 検察 当局 の 統計 に 含ま れ な く な っ た た め 、 権 利 侵害 
の 件 数 は 4000 件 台 か ら 2000 件 台 に 急減 し 、 そ の 後 も 減少 傾向 が 続き 、2010 年 頃 か ら は 数 百 件 に と ど 
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まっ て いる 。 次 に 、「 漬 職 」 と いう カテ ゴリ ー の 再編 後 、1998 年 以前 と 比較 で きる の は 、「 稚 私 舞 弊 」 
と 「 職 務 の 尼 怠 ・ 放 棄 」 と いう 二 つ の 項目 で ある 。 「 稚 私 舞 敵 ] は 1997 年 まで 増加 傾向 に あっ た が 、 
その 後 減少 を 続け 、2017 年 に は わずか 551 件 と な っ て いる 。 「 職 務 の 憐 避 ・ 放 棄 」 は 、1997 年 の 前 後 
で 明確 な 増減 傾向 が 見 られ な い 。 最 後に 、1997 年 に 出さ れ た 「 職 権 沙 用 」 項目 は 緩やか な 増加 傾向 が 
見 える 。 し か し 、 1997 年 以降 の 全体 の 「 法 紀 案 件 」 は 、2000 年 初頭 で 約 8000 件 介 と な っ て お り 、2010 
年 末 で も 約 8000 件 台 と な っ て お り 、 明 確 な 増減 傾向 を 示し て いな い 。 ま た 、「 潰 職 」 と いう カテ ゴリ 
ー の 再編 に よっ て 、1997 年 前 後 の 全体 の デー タ は 直接 比較 する こと が で き な い と 考え られ る 。 


4 、 ま と め 


以上 の デー タ ぜ 事例 を 通し て 、 時 代 の 変化 と と も に 、 法 紀 型 権力 沙 用 の 内 容 も 数 量 も か な り 変 化し 
て きた こと が 分 か る 。 全 体 と し て 、 以 下 3 つの ポイ ント を まとめ る こと が で きる 。 

(1) 改革 開放 以前 の 法 紀 型 権力 溢 用 は 、 共 産 党 幹部 に よる 国民 の 身体 的 権利 へ の 侵害 が 中 心 で 、 そ 
の 数 が 膨大 で あり 、 内 実 も 悪 氏 で あっ た 。 改 革 開 放 後 、1997 年 以前 は 、 法 紀 型 権力 藩 用 と し て 、 御 私 
舞 幣 、 職 務 の 憐 怠 ・ 放 棄 、 重 大 責任 事故 、 扶 問 に よる 自白 強要 、 不 法 監禁 ・ 不 法 管制 、 通 信 の 自由 へ 
の 侵害 な ど が 多く 、1998 年 の 『 和 刑法 』・『 誠 事 訴訟 法 』 改正 後 は 、 職 権 洪 用 、 職 務 の 憐 怠 ・ 放 棄 、 和 
私 舞 弊 、 各 種 権利 侵害 お な ど が 多く 見 られ る よう に な っ た 。 端 的 に 言え ば 、 改 革 開 放 以 前 は 「 侵 権 」 が 
主 だ っ て お り 、 そ れ が 改革 開放 以降 に は 「 潰 職 」 へ と 変わ や っ て きた 。 ま た 、 法 紀 案 件 の 全体 の 件 数 を 
見 る と 、 改革 開放 後 の 全国 で は 5 千 件 台 か ら 2 万 件 台 程度 と な っ て いる が 、 1956 年 に 陵 西 省 で は 2.142 
件 が あり 、 河 北 省 で は 2.202 件 も 発生 し て いる (河北 省 地方 記録 編 繁 委員 会 、1996 : 251) 。 中 国 に は 
32 省 級 行政 区 (23 省 、5 自治 区 と 4 直轄 市 ) が ある こと か ら 、1950 年 代 後半 の 全国 の 法 紀 案 件 数 は 、 
改革 開放 後 の 最 高値 より も は る か に 多かっ た こと は 容易 に 想像 で きる だ ろう 。 

(2) 法 紀 型 権力 洪 用 の 細部 を 見 て いく と 、 改 革 開 放 後 、 共 産 党 幹部 や 国家 職員 に よる 深刻 な 権利 侵 
害 (特に 、 殴 り 殺 し 、 死 に 追い 込む こと 、 虐 待 、 殴 打 、 不 法 監禁 、 不 法 捜査 、 強 姦 、 強 制 労働 な どの 

「 身 体 的 権利 へ の 侵害 」 ) が 大 幅 に 減少 し て きた 。 江西 省 で は 1961 年 に 幹部 に よっ て 167 人 が 殴り 殺 
され 、 977 人 が 死に 追い 込ま れ 、 了 西 省 で は 1956 年 に 600 件 近く の 権利 侵害 案件 が 発生 し た 。 一 方 、 

「 不 法 監禁 」 の 9 割 以上 が 民間 主体 に よる も の で ある と 計算 する と 、1990 年 代 の 全国 の 権利 侵害 案件 
の 総数 は 約 1000 件 て 1500 件 あま り に 過ぎ な い 。 2000 年 頃 以 降 、 こ の 数 字 も 減り つつ あり 、2017 年 に 
は 400 件 を 下回っ た 。 改革 開放 以前 は 、 一 地方 の 権利 侵害 の 件 数 が 現在 の 全国 の 件 数 を 上 回 っ つて いた 
ご と か ら も 、 当 時 の 事態 の 深刻 さ が う か が える 。 

(3) 改革 開放 前 後 の 「 漬 職 」 案件 の 件 数 の 変化 に つい て は 、 改 革 開 放 前 の 体系 的 な デー タ が な いた 
め 、 明 確 な 結論 は 出せ な い が 、 観 察 で きる の は 改革 開放 後 の デ ー タ の み で ある 。 前 節 で まとめ た よう 
に 、 ま ず 、「 和 私 舞 幣 ] は 1997 年 まで 増加 傾向 で 、 そ の 後 は 減少 傾向 が 続い て いる 。 ご の 項目 は 主 に 
司法 機関 と 法 執行 機関 の 職員 に 関す る も の で ある た め 、 ご これ ら の 公職 人 員 に よる 「 御 私 舞 幣 」 は 1997 
年 以降 継続 的 に 減少 し て いる と 結論 づけ る こと が で きる 。 次 に 、「 職 務 の 憐 怠 ・ 放 棄 」 は 、 全 体 と し 
て 1997 年 以前 と 以後 に 明確 な 傾向 を 示し て いな い が 、 1997 年 以降 の デー タ だ け を 見 る と 、 緩やか に 増 
加 す る 傾向 が ある 。 同 様 に 、1997 年 以降 、「 潰 職 」 の カテ ゴリ ー で 新た に 出さ れ た 「 職 権 沙 用 ] が 緩 
や か に 増加 し て いる よう に 見 える 。 こ ご これら の 増加 に つい て は 、 そ の 理由 は 大 きく 分 け て 2 つ あ る 。1 
つ は 経済 発展 に 伴っ て 重大 責任 事故 が 多発 し て お り 、 そ の 中 で 国家 職員 の 「 職 務 の 憐 怠 ・ 放 棄 」 と 関 
連 す る 事故 も 増加 し た か ら で あ る 。 も う 1 つ は 腐敗 (特に 収 財 ) に は 、 し ば し ば 「 職 権 沙 用 ]」 が 含ま 
れる こと が 少な く 、 こ れ も 「 職 権 沙 用 ]」 の 増加 を 促し た と 考え られ る 。 し か し な が ら 、「 職 務 の 憐 如 ・ 
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放棄 ] や 「 職 権 藩 用 」 が 増加 傾向 に あっ て も 、 改 革 開 放 前 に あっ た 大 量 の 権利 侵害 案件 に 比べ れ ば 、 
それ ほど 深刻 さ を 有 し て いな いと 思わ れる 。 合 理 的 に 推測 する と 、 改 革 開 放 以 前 に は 「 職 権 藩 用 ] や 
「 職 務 の 尼 怠 ・ 放 棄 」 が 少な か つた わけ で は な く 、 よ り 悪 質 な 権利 侵害 案件 が 数 多く 存在 し て いた た 
め 、 そ の よう が 比較 的 軽微 な 漬 職 行為 が 当局 の 焦点 か ら 外れ て し まい 、 詳 細 な デー タ 記 録 が 残ら な か 
っ た の だ ろう と 思わ れる 。 


お わり に 


以上 の 分 析 か ら 、 改 革 開 放 の 前 後に お ける 法 紀 型 権力 沙 用 の 変容 を より 詳細 に 把握 する こと が で き 
た 。 全 体 の 件 数 で 見 る と 、 改 革 開 放 前 の ある 時 期 の 件 数 は 、 改 革 開 放 後 の 最高 値 を は る か に 上 回 っ て 
いる 。 改革 開放 前 の 法 紀 案件 の 主 な 内 容 は 「 侵 権 」 で あっ た が 、 改革 開放 後 は 「 潰 職 」 に 変 つた 。1997 
年 に 『 刑 法 』 と 『 刑 事 訴訟 法 』 が 改正 され 、「 潰 職 」 カテ ゴリ ー の うち 「 職 務 の 憐 怠 ・ 放 棄 」 と 「 職 
権 沙 用 ]」 が 緩やか な 増加 傾向 を 示し た が 、 改 革 開 放 以前 の 侵 権 案件 の 数 に は まだ 及ば な い 。 と いう ご 
と で 、 全 体 と し て 、 改 革 開 放 後 、 共 産 党 幹部 や 国家 職員 に よる 法 紀 型 権力 溢 用 の 深刻 さ は 大 幅 に 緩和 
じ た ど と 言え よう 。 

言う まで も な く 、 中 国 で 共産 党 幹 部 に よる 権力 沙 用 が 深刻 な の は 、 根 本 的 な 背景 と し て 彼ら が 党 の 
規律 や 世論 に よる 限定 的 な 監督 し か 受け な いと いう ご と が ある か ら で あ る 。 毛沢東 時 代 も 改革 開放 時 
代 も 、 共産 党 幹部 は 監督 され る こと な く 大 き が 権力 を 行使 し 、 権力 沙 用 は 極め て 広範 か つ 深 刻 で ある 。 
毛沢東 時 代 に は 法 紀 型 権力 溢 用 が 目立ち 、 改 革 開 放 時 代 に は 経済 型 権力 沙 用 が 目立っ つて いる 。 中 国 の 
腐敗 が 深刻 だ と し て 改革 開放 政策 を 非難 する 声 も ある が 、 毛沢東 時 代 に は 腐敗 は 比較 的 少な か っ た が 、 
法 紀 型 権力 沙 用 は 極め て 深刻 で 悪 氏 な もの で あっ た こと は 明らか で ある 。 改革 開放 の 前 後 で 権力 溢 
の 方 式 が 変わ り 、 そ の 深刻 さ が 大 きく 変わ っ た と は 言い 難い 。 

ご の よう に 改革 開放 の 前 後 で 共産 党 幹 部 の 権力 沙 用 の 方 式 が 大 きく 変化 し た こと は 、 彼 ら の 行動 パ 
ター ン の 変化 を 示し て お り 、 そ の 基本 的 な 理由 は 、 中 国 が 階級 闘争 を 中 心 と し て いた 社会 か ら 経 済 発 
展 を 中 心 と し て いる 社会 へ と 徐々 に 変化 し て いっ た か ら で あ る 。 人 々 は 「 思 想 解放 」 を 求め られ 、 個 
人 は 素直 に 物質 的 な 豊か さ を 追求 する よう に な っ た の で ある 。 こ ご の 変化 は 、 共 産 党 幹部 の モチ ベー シ 
ョ ン と 行動 パターン を 大 きく 変化 させ た 。 ま た 、 改 革 開 放 後 は 、 さ ま ざ ま な 階級 的 身分 が 廃止 され 、 
人 々 が 相対 的 に 平等 に な り 、 法 整備 が 徐々 に 構築 され て きた こと で 、 和 毛沢東 時 代 の よう な 法 紀 型 権力 
溢 用 の 発生 が 抑制 され る よう に な っ た と 考え られ る 。 し か し 、 幹 部 の 意識 は 変革 され た も の の 、 彼 ら 
が 手 に し て いる 権力 は 大 幅 に 弱体 化 さ れ て いな いこ と を 認識 し な けれ ば な ら な い 。 
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脱 構築 され る 習 近 平 の 反 腐 敗 政策 
政 商 関係 の 「 脱 釣 」 の 無 意 味 化 と 「 親 清 な 新型 政 商 関係 ] の 「 味 変 」 
小嶋 華 津 子 


1 は じ め に 問題 提起 

中 国 に お いて 、 腐敗 の 撲滅 は な ぜ か くも 難し い の か 。 本 稿 で は 、 習 近 平 政権 に よる 清廉 な 「 政 商 」 関 
係 ( 党 ・ 政 府 な ど 「 官 」 と 業界 ・ 企 業 と の 関係 。 以 下 、 政 商 関係 ) 構築 の 試み を 題材 に 、 ご の 問い に 答 
だ いし \。 

政 商 関係 が し ば し ば 腐敗 の 温床 と て な る こと は 、 世 界 各国 共通 の 事象 で ある が 、 政 商 関 係 が し ば し ば 
汚職 の 温床 と な る こと は 、 世 界 各国 共通 の 事象 で ある 。 「 権 銭 交 易 」 (政治 的 権力 を 握る 「 官 」 が 、 業界 
や 企業 か ら 金 銭 等 の 賭 周 を 受け 取る 代わ り に 、 様々 な 便宜 を 供与 する こと 。 以下 、 権 銭 交 易 ) は 中 国 に 
限っ た 話 で は な く 、 世 界 の 日 常 と 言っ て も 中 国 の 「 権 銭 交 易 」 (政治 的 権力 を 握る 「 官 」 が 、 業 界 や 企 
業 か ら 金 品 を 受け 取る 代わ り に 、 様々 な 便宜 を 供与 する こと 。 以下 、 権 銭 交 易 ) に は 、 そ の 歴史 的 経緯 
を 踏ま え 、 い くつ か の 内 在 的 背景 も ある 。 第 一 に 、 企業 や 業界 の 置か れ て きた 状況 で ある 。 古来 中 国 の 

「 商 ] は 、 「 四 民 」 ( 士 農 工商 ) の 未 端 に 位置 づけ られ 、 安定 的 に 商売 を 行い 利益 を 上 げ る た め に は 「 官 」 
の 護 を 受け る より ほか な か っ た 。 他方 、 中 央 財政 が 限ら れる 状況 下 で 、 規定 外 収入 の 獲得 を 許容 され 
て いた 地方 官僚 に も 、 地元 の 「 商 」 を 財源 と し て 活用 する 動機 が 存在 し た 。 その 結果 と し て 、 両 者 の 間 
に は 共生 と 底 護 に 基づく 非 公式 な 関係 が 形成 され て きた と いう ( 黄 : 12)。 

第 二 に 、 こう し た 状況 は 中 華人 民 共 和 国 成立 以降 、 社会 主義 化 の 過程 で 一 旦 は 解消 され た が 、 計画 経済 
下 で 、 党 ・ 政 府 が 経済 政策 の 立案 か ら 実 施 に 至る あら ゆる 権限 を 掌握 し た こと は 、 国家 が 市 場 経済 へ と 
和 能 を 切っ て 以降 、 財政 自主 権 を 獲得 し た 地方 の 「 官 」 と 「 商 」 と の 間 に 、 共生 と 底 護 に 基づく 非 公式 な 
相互 行為 を 再燃 させ る こと と な っ た 。 市 場 経済 下 の 法 に 基づく 商 慣 行 が 未成 熟 な 状況 に お いて 、 手 中 
に 強大 な 権力 を 保持 する 党 ・ 政 府 は 、 あたかも 企業 経営 者 で ある か の よう に 地元 の 事業 体 を 統括 し 、 経 
済 発展 へ と 遵 進 し た 。 

第 三 に 、 以上 の よう な 経緯 は 、 文化 の 側面 に 着目 し て 論じ し られ る こと も ある 。 すなわち 、 体制 や 政治 路 
線 の 転換 を 経て も 、 変 わら な い 信 学 の 伝統 こそ 、 政 商 関係 を 規定 する 要因 で ある と 捉え る 見 方 で ある 。 
例え ば 妖 学 偉 (南京 大 学 社会 学院 教授 ) は 、 但 学 に 基づく 中 国人 の 行動 原理 の 特徴 と し て 、「 人 情 」 に 
基づく 権力 者 と の 報恩 関係 の 構築 、 権力 者 に よる 近親 者 に 対す る 権勢 や 財 を 配分 を 通じ た 「 面 子 」 の 獲 
得 を 是 と する 伝統 に 言及 し 、 こ ご これ ご こそ が 汚職 を 生む 文化 的 土壌 だ と 論じ し る ( 故 : 199-211) 。 

ご の よう に 歴史 的 ・ 文 化 的 背景 を も ち 社 会 に 深く 浸透 し て きた が た め に 、 汚 職 や 腐敗 に つい て は 、「 経 
済 発展 の た め に 適度 な 腐敗 は 許容 され る べき だ 」、 「 腐 敗 は 経済 発展 の 潤滑 剤 だ 」 と いっ た 言説 も 、 折 に 
触れ メデ ィ ア に 登場 し た 。 例え ば 、2012 年 5 月 に は 、 『 環 球 時 報 』 の 社 論 「 反 腐敗 は 中 国 社会 の 発展 の 
た め の 痢 いで ある 」 を 、「 中 国 の 適度 な 腐敗 は 許容 され な けれ ば な ら ず 、 民 衆 は それ を 理解 する べき だ 」 
と タイ トル を 変え て 転載 し た テン セン ト ・ ネ ッ ト が 、『 中 国 青年 報 』 等 の 批判 を 受け て 謝罪 する 一 幕 も 
あっ た (| 騰 網 就 改 動 『 環 球 時 報 』 社 評 標題 公開 道 鞭 ] http:/ /tech.sina.com.cn/i/2012-05- 
31/15127198310.shtml) 。 

上 記 の よう な 歴史 的 ・ 文 化 的 要因 に より 、 中 国 で は 政 商 間 の 汚職 の 豊 延 が 、 常に 深刻 な 問題 と な っ て 
きた 。 中 国人 民 大 学 国家 発展 ・ 戦 略 研究 院政 企 関係 ・ 産 業 発展 研究 セン ター が 作成 し た 「 中 国 都市 政 商 
関係 ラン キン グ 2017 (完全 デー タ 版 )」 に よれ ば 、1994 ぐ 2016 年 の 2800 余 件 の 副 庁 級 以上 の 汚職 事案 
の 909% が 「 官 」 と 「 商 」 の 癒着 に よる も の で あっ た 。 ま た 、 汚 職 に より 捕らえ られ た 党 ・ 政 府 関係 者 
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一 人 当たり 平均 10 名 の 企業 家 か ら 人 金品 の 提供 を 受け て いた ( 基 ・ 韓 ・ 馬 ほか )。 また 、 党 中 央 指導 者 と 
業界 と の 癒着 に 伴う 汚職 行為 も 後 を 絶た な い 。2013-14 年 の 周 永康 (政治 局 常務 委員 ・ 中 央 政法 委員 会 
書記 ) の 摘発 時 に は 、 百 潔 敏 ( 元 中 国 石油 天然 気 集団 会 長 ・ 元 国有 供 産 監督 管理 委員 会 主任 ) は じ め 周 
を 取り 巻く 石油 利権 関係 者 が 芋づる 式 に 多数 逮捕 され た 。 ま た 、2014-15 年 の 令 計 副 (中 央 委員 ・ 中 央 
書記 処 書記 ) の 摘発 時 に は 、 令 が 牛耳っ て いた 山西 省 の 石 誠 産業 に 群がる 電力 閥 「 西 山 会 」 の 関係 者 が 
軒並み 逮捕 され た 。 

ご うし た 中 、 2012-13 年 に 発足 し た 近 平 政 権 は 、 当 初 か ら 共産 党 内 外 の 綱紀 粛正 と 大 々 的 な 反 腐 敗 
キャ ヤン ペー ン に 精力 を 注ぎ '、「 法 に よる 国家 統治 」 (中 国語 : 依 法治 国 ) と いう スロ ー ガ ン の 下 、 法 治 
建設 を 推し 進め て きた 。 徹底 し た 反 腐 敗 キ ャ ヤン ペー ン に は 、 指導 部 内 の 権力 闘争 や 国民 の 不満 の 解消 、 
汚職 取り 締まり を めぐ る 司法 領域 で の 外圧 へ の 対応 と いう 側面 ちあ る が ?、 そ の 主たる 目的 は 、 法 に 基 
づく 健全 で 活力 ある 市 場 を 構築 する と ころ に ある だ ろう 。 

し か し 、 習 近 平 政権 に よる 清廉 な 政 商 関係 の 構築 に 向け た 取り 組み の 過程 を 振り 返る な ら ば 、 そ こ 
に 観察 され る の は 、 構 築 と 腕 構築 の せめ ぎ 合 い の 構図 で ある 。 腐敗 が 社会 ある い は 人 々 の 精神 に 深く 
根ざし た 深刻 な 問題 で ある と 認識 され て いる が 故に 、 反 腐 敗 に お いて は 、 法治 と いう 基調 に 加え 、 意図 
的 ある い は 無意識 的 に 倫理 ・ 道 徳 に 関わ る 側面 が 強調 され る こと に な る 。 それ は 、 一 方 で は 社会 主義 体 
制 か ら 派生 する 倫理 ・ 道 徳 で あり 、 他方 で は 文化 的 伝統 と り わ け 偽 教 か ら 派生 する 代理 ・ 道 徳 で ある 。 
これ ら の 倫理 ・ 道 徳 が 、 法治 に よる 清廉 な 政 商 関 係 の 構築 を 促進 する と 同時 に 、 時 に 脱 構築 を 促す 磁力 
を 形成 し て いる と 筆者 は 考え る 。 そ こ で 本 稿 で は 、 清 廉 な 政 商 関係 の 構築 の 一 環 と し て 習 近 平 政 権 が 
取り 組ん で きた 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 「 腕 物 ] (切り 離し 。 以 下 、 脱 物 )、「 親 清 ]」 な 政 商 関 係 
の 提唱 を 事例 に 、 法治 の 基調 と 、 上 記 二 つの 倫理 ・ 道 徳 に 基づく 磁力 が 相互 に どの よう に 作用 し て いる 
の か を 論じ し 、 中 国 の 政 商 関係 を 規定 する 構造 を 浮き 彫り に し た い 。 


2 法治 と 共産 党 の 領 導 一 一 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 この 「 脱 多 」 
本 節 で は 、 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 政府 と の 脱 釣 の 動き を 分 析 す る こと に より 、 清廉 な 政 商 関係 の 
構築 過程 に 見 られ る 法治 と 社会 主義 備 理 と の 関係 を 諭し じたい 。 


(① 清 廉 な 政 商 関係 に 向け た 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 脱 釣 

業界 を 舞台 と し た 汚職 を 撲滅 する た め の 手 段 と し て 、 習 近 平 政権 は 、 業 界 団体 ・ 商 会 と 政府 と の 脱 
釣 を 推し 進め て きた 。 中 国 の 業界 団体 は 、 日 本 の 業界 団体 と 同様 に 、 業 界 の 企業 や 企業 家 を 会 員 と 
し 、 業 界 の 利益 を 推進 する 非 政 府 組 織 で ある 。 政 府 と 業界 ・ 企 業 を 取り 次 ぐ パ イプ と し て 、 一 面 で は 
政策 の 実現 に 協力 し 、 他 面 で は 業界 の 利益 を 代表 し て 意見 具申 を する こと な ど が 期待 され て いる 。 そ 
の 数 は 、2014 年 末 時 点 で 約 7 万 団体 に の ぼり 、 国 家 レ ベル の 業界 団体 だ け を 見 て も 、 そ の 会 員 企 業 
は 298.2 万 、 総 資産 額 は 168.8 億 元 に 達し て いた (「 民政 部 有 関 負 責 人 解析 『 行 業 協会 商会 興行 政 機関 
脱 負 総 体 https:/ /news.12371.cn /2015/07/09/ARTI1436391324762802.shtml) 。 こ ご これら の 業界 団体 が 
習 近 平 政 権 下 で 反 腐 敗 の ター ゲッ ト と な っ た の は 故 な きこ と で は な い 。 そ ご こ に は 社会 主義 下 の 計画 経 


1 第 13 期 全国 人 民代 表 大 会 第 一 回 会 議 (2018 年 3 月 ) で 行わ れ た 最高 人 民 検 索 院 報告 で は 、 習 近 平 政権 一 期 目 
の 5 年 間 に 立 件 され た 汚職 官僚 は 25 万 4419 人 ( 含 : 閣僚 級 以上 の 元 幹部 120 人 )、 立 件 に よっ て 取り 戻し た 経 
済 的 損失 は 553 億 元 ( 約 9300 億 円 ) に 達する こと が 明らか に され た (全文 は 「( 両 会 受 権 発布 ) 最高 人 民 検察 院 
工作 報告 」 http:/ /wwwixinhuanet.com/politics/2018Ih/2018-03/25/c_1122587415.htm ) 。 

3 習 近 平 政 権 は 、 諸 外国 (フラ ンス な ど ) の 経験 を 参考 に し な が ら 、 国 内 の 企業 の コン プラ イア ンス を 高め る こ 
と に より 、 ア メリ カ 等 に よる 腐敗 ・ 汚 職 に 関わ る 法 の 域外 適用 に プロ アク ティ ブ に 対応 し よう と し て いる (詳細 
は 、 小 嶋 華 津 子 「 中 国 の 法治 建設 と 対外 関係 ] https:/ / wwwrspf.org/iima/arHicles/kazuko-kojiima_01.html) 。 
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済 体制 が 残し た 負 の 遺産 が ある 。 す な わ ち 、 業 界 団体 の 多く は 、 計 画 経済 体制 の 下 で 肥大 化し た 官僚 
機構 が 、 市 場 経済 化 に 伴い 組織 編成 の 大 幅 な 縮減 を 求め られ る 中 で 、 自 ら の 組織 の 一 部 を 切り 離し 、 
看板 だ け を 付け 替え た ご こと に より 生ま れ た 団体 で ある 。 そ し て こう し た 団体 は 、 自 律 的 な 市 場 ア クタ 
ー と し て 活動 する より も お し ろ 、 政 府 と の 癒着 関係 を 利用 し て 複雑 な 許認可 手続 き 、 環 境 評価 、 安 全 
性 評価 な どの 諸手 続き を 独占 的 に 担い 、 そ の 収入 に よっ て 生き 延び て きた 。 ご の よう な 業界 団体 の 生 
み 出 す 利権 構造 は 、 市 場 経済 化 の 足 柳 に な る と 同時 に 、 汚 職 の 温床 と な っ た 。 法 に 基づく 健全 で 活力 
ある 市 場 の 構築 を 目指 す 習 近 平 政権 に と っ て 、 こ ご これら の 業界 団体 を 行政 機関 か ら 脱 物 させ る こと は 、 
避け られ な い 課 題 だ っ つた の で ある 。 

習 近 平 政 権 が 最初 に 業界 団体 と 行政 機関 と の 脱 惣 を 提起 し た の は 、 政 権 が 市 場 経済 化 に 向け 包括 的 
改革 案 を 示し た 中 国共 産 党 第 18 期中 央 委員 会 第 3 回 全体 会 議 の 「 改 革 を 全面 的 に 深化 する に あたっ て 
の 重大 問題 に 関す る 中 共 中 央 の 決定 」 (2013 年 11 月 ) に お いて で あっ た 。 そ の 後 、 中 共 中 央 弁 公 店 と 
国務 院 弁 公 庁 の 「 業 界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 脱 物 に 関す る 総合 方 案 」 (2015 年 7 月 ) で 具体 的 な 方 
針 と タイ ム テ ー ブ ル が 示さ れ た 。 そ し て 、「 総 合 方 案 」 に 基づい て 、 財 務 、 人 事 、 運 営 の 各 側 面 に お け 
る 脱 釣 政 策 が 整備 され る と と も に 、 政 策 の 実施 に 向け 、 国 家 発 展 改 革 委 員 会 及び 民政 部 を 中 心 と する 
ワー キン ググ ルー プ が 結成 され た 7。2015 年 11 月 か ら は 、 国 家 レ ベル の 業界 団体 438 団体 に つい て 脱 
負 が 試行 され 、 そ れ を 踏ま えて 2019 年 6 月 、 国 家 発 展 改革 委員 会 、 民 政 部 、 中 央 組織 部 、 中 央 機構 編 
制 委員 会 弁 公 室 、 外交 部 、 財政 部 、 人 力 資 源 社会 保障 部 、 国務 院 国有 資産 監督 管理 委員 会 、 国 家 機関 事 
務 管 理 局 の 連名 で 「 業 界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 脱 釣 改革 の 全面 的 推進 に 関す る 実施 意見 ] が 発布 さ 
れ 、 民 政 部 門 の 主導 の 下 で 、 全面 的 な 脱 釣 工 作 が 始動 し た 。 中 央 の 動き に 合わ せ 、 各省 で も 同様 に 、 副 
省 級 ラン ク 以 上 の 指導 者 の 統括 の 下 に 、 組織 部 門 ・ 編 制 部 門 、 発展 改革 部 門 、 民 政 部 門 、 財政 部 門 な ど 
で 構成 され る 工作 組 が 結成 され 、 省 レベ ル の 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 脱 物 が 進め られ た 。 

加え て 、 上 記 の 政策 は 、 ご ご 10 年 以上 に も わた り 議 論 さ れ な が ら とら 実現 し て こ な か っ た 「 中 華人 民 
共和 国 業界 団体 ・ 商 会 法 」 の 制定 に 向け た 動き を 加速 さす る こと に な っ た 。 業 界 団体 ・ 商 会 の 自律 性 
を 確保 する た め の 立 法 に つい て は 、2012 年 3 月 、 全 国 工商 業 連合 会 が 第 11 期 政治 協商 会 議 全国 委員 
会 第 5 回 会 議 で 提案 し た の を 皮切り に 、2014 年 3 月 の 第 12 期 全国 人 民代 表 大 会 第 2 回 会 議 の 会 期中 
に も 陳 愛 蓮 (万 豊 奥 桂 ホ ー ル ディ ング グル ー プ 党委 員 会 書記 ・ 董 事 局 主席 )、 胡 季 強 ( 康 恩 由 グル ー 
プ 董 事 長 ) な ど 61 名 の 代表 が 議案 を 提出 し た が 、 立 法 過程 は 遅 々 と し て 進ま な か っ た 。 劉 俊 海 (中 
国人 民 大 学 商法 研究 所 所 長 ) に よれ ば 、 立 法 化 の 遅れ の 背景 に は 、 業 界 団体 ・ 商 会 が 行政 機関 か ら 自 
律 的 に 活動 する と いう こと に 対す る 懐 医 諭 が あっ た が 、 今 次 脱 物 に よっ て こう し た 状況 は お お お むね 解 
消さ れ た と いう (「 行 業 協会 商会 立法 該 提 速 了 ! 協会 商会 興行 政 機関 脱 多 改 革 全 面 推 開 」 
https:/ /baijiahao.baidu.com / s?id=1637271277334797146&wfr=spider&for=pc) 。 


②) 業 界 団体 ・ 商 会 に お ける 党 の 領 導 

し か し 、 こ ご ご こ ご で 久 意 すべ き は 、 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 脱 釣 が 進め られ る の と 並行 し て 、 業界 
団体 ・ 商 会 に お ける 党 組 織 の 建設 が 進め られ た こと で ある 。2015 年 7 月 、 中 国共 産 党 中 央 組織 部 に よ 
り 、「 行政 機関 か ら の 脱 銘 後 の 国 家 レ ベル の 業界 団体 ・ 商 会 の 党 建 設 工作 管理 体制 の 調整 に 関す る 弁 法 
(試行 )」 が 発布 され た 。 こ れ は 、 党 中 央 直属 機関 工作 委員 会 、 中 央 国家 機関 工作 委員 会 お よび 国務 院 
国有 資産 監督 管理 委員 会 党委 員 会 に 対し 、 国家 レベ ル の 業界 団体 ・ 商 会 に お ける 党 建 設 の 計画 を 立て 、 


? ワー キン ググ ルー プ の 指導 部 は 、 王 勇 (組長 、 国 務 委 員 )、 徐 紹 史 ( 副 組 長 、 国 家 発 展 改 革 委 員 会 主任 )、 李 立 
国 ( 副 組長 、 民 政 部 部 長 )、 若 揚 ( 副 組長 、 国 務 院 副 秘書 長 ) に よっ て 構成 され 、 事 務 所 は 国家 発展 改革 委員 会 
内 に 置か れ た 。 
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その た め の 施 策 を 講じ る と と も に 、 業界 団体 の 党 組 織 に 対す る 教育 、 団体 の 主要 役職 の 人 事 、 清廉 な 政 
治 建設 の 実施 ・ 監 督 な ど を 統一 的 に 領 導 する よう 明記 する も の で あっ た 。 すなわち 、 党 に は 、 業界 団体 
内 ・ 商 会 内 の 思想 面 で の 教育 の みな ら ず 、 党 組織 の 指導 者 自ら が 団体 の 主要 な 役職 に 就任 し 、 団体 ・ 商 
会 内 の 規律 の 強化 を 主導 する こと が 求め られ た の で あっ た 。 

ご うし た 中 央 の 方 針 を 受け 、 各 地 で 業界 団体 ・ 商 会 に 対す る 党 の 領 導 を 強化 する た め の 方 針 が 打ち 
出さ れ た 。 例 えば 、 中 共 深 吉 市 紀 律 検査 委員 会 、 中 共 深 基 市 非 公 有 制 経済 組織 ・ 社 会 組織 工作 委員 
会 、 深 志 市 民政 局 に よる 「 党 の 領 導 を 強め 、 業 界 が 自律 的 に 腐敗 予防 工作 の 領域 の 開拓 を 推進 する こ 
と に 関す る 実施 意見 」 (2018 年 3 月 ) は 、 業 界 団体 ・ 商 会 に 対し て 、 党 が どの よう に 関与 し て いく か 
に 関し 、 具 体 的 な 見 取り 図 を 示し て いる 。 そ の 骨子 は 、 次 の と お り で ある 。 第 一 に 、 各 業界 を 主管 す 
る 行政 機関 の 職員 ある い は 退職 者 が 、 主 要 な 業界 団体 の 党 組 織 に 派遣 され 、 第 一 書記 と し て 業界 の 党 
建設 と 業界 の 清廉 化 に 向け た 工作 を 担う 。 第 二 に 、 業 界 団体 の 党 組 織 の 建設 ・ 整 備 が 完了 し た 後に 
は 、 そ の 党 組 織 の 構成 員 が 団体 の 指導 的 ポス ト を 兼任 し 、 党 規律 検査 委員 会 書記 (ある い は 委員 ) が 
業界 団体 の 監事 ( 長 ) を 兼任 する 。 党 書記 は 団体 管理 層 の 関係 会 議 に 出席 し 、 団 体 の 指導 者 と 党 組 織 
の 指導 者 の 実質 的 一 体 化 を 進め る 。 第 三 に 、 団 体 の 党 組 織 に 、 業 界 内 の 清廉 化 と 信用 シス テム の 建設 
を 担う 「 業 界 清廉 従業 委員 会 」 な いし 「 業 界 自律 委員 会 」 な ど を 設立 し 、 党 組織 責任 者 自ら が 当該 委 
員 会 の 主要 責任 者 を 兼任 する (中共 深 基 市 紀 律 検査 要員 会 ・ 中 共 深 基 市 非 公有 制 経済 組織 和 社 会 組 
織 工作 委員 会 ・ 深 基 市 民政 局 文件 深 紀 発 〔2018〕 1 号 」 
http:/ /www.szpmi.org/portal/article/index/id/827/cid/73.html ) 『。 


⑬) 党 の 倫理 に 対す る 過信 と 反 腐敗 政策 の 無 意 味 化 

以上 の よう に 、 習 近 平 政権 は 、 政 商 関係 の 清廉 化 を 目的 に 、 団体 と 行政 機関 の 脱 移 を 進め 、 両者 の 間 
に 法 や 制度 に 基づく 新た な 関係 を 再 構築 する 一 方 で 、 団 体 の 人 事 や 運営 の 面 に お ける 党 の 実質 的 な 関 
与 を 強め つつ ある 。 ご の 現象 を どの よう に 解釈 すれ ば よい の だ ろう か 。 習 近 平 政権 下 で 、「 党 政 軍民 学 、 
東西 南北 中 の 一 切 を 党 が 両道 する ] と いう 方 針 が 掲げ られ 、 憲法 第 一 条 に 「 共 産 党 の 領 導 は 中 国 の 特色 
ある 社会 主義 の 最も 本 錦 的 な 特徴 で ある 」 と 明記 され た こと 、 さら に は 「 党 の 領 導 ] を 明記 する 方 向 で 
国家 機関 や 主要 社会 組織 の 規約 改正 が 進め られ て きた こと に 氏 み れ ば 、 業 界 団体 に 対し 党 が 影響 力 を 
行使 する こと に 対す る 法 的 制約 は 無く な りつ つ あ る 。 また 、 憲法 学者 で ある 田 飛龍 ( 京 航空 航 天 大 学 
人 文 ・ 社 会 科学 高等 研究 院 副 教 授 ) が 指摘 し て いる よう に 、 政 商 関係 に 関わ る 制度 改革 は これ まで 専ら 
規律 検査 委員 会 を 中 心 と する 党 の 枠組 み に 依拠 し て 進め られ て きた が 、2018 年 に 「 中 華人 民 共和 国 監 
察 法 」 が 制定 され 、 規律 検査 を 行う 党 の 権力 と 国家 監察 権力 と の 融合 が 実現 し た こと に よっ て 、 党 の 規 
範 と 国家 の 法 と の 間 に 存 在 し た 規範 面 ・ 手 続き 面 で の 棚 貞 は 解消 され つつ ある ( 田 : 123) 。 

し か し 、 現実 に は 、 党 と 行政 機関 の 幹部 は 往々 に し て 重複 し て お り 、 切り 分 け は 困難 で ある 。 こう し 
た 状況 下 で 、 行 政 機関 と 脱 移 し た 団体 に 、 一 層 集 中 的 に 政治 権力 を 握り つつ ある 党 の 幹部 を 指導 者 と 
し て 配 す る と いう 方 法 は 、 政 商 関係 を 清廉 化す る た め の 手 段 と し て は 矛盾 を 感じ ざる を 得 な い 。 党 内 
の 腐敗 を 直視 し 、 党 の 規律 強化 と 反 腐 敗 闘 争 を 展開 し な が ら 、 他方 で 、 その 党 に 業界 の 清廉 化 を 託す と 
いう 方 法 は 、 あ る 種 の トー トロ ジー で あり 、 そこ に は 、 党 組 織 や 党員 の 倫理 性 、 廉 潔 性 に 対す る 習 近 平 
政権 の 過信 が ある よう に 思わ れる 。 言い 換え れ ば 、 習 近 平 政 権 は 、 党 の 倫理 や 道徳 杜 に つい て の 性 善 説 
的 発想 に 依拠 し た が ゆえ に 、 法 治 と いう 手段 に よる 腐敗 問題 の 解決 に 向け た 取り 組み を 、 自 ら 骨 抜き 
に し て し まっ た の で ある 。 


8 本 ペー ジ の 最終 閲覧 日 は 2019 年 1 月 31 日 で ある が 、2022 年 1 月 現在 閲覧 で き な い 状況 に ある 。 
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3 法治 と 伝統 的 倫理 「 親 清 」 な 政 商 関係 

法治 の 方 針 に 強力 な 磁場 を 形成 する いま ー つ の 倫理 に 、 伝統 的 な 偏 教 偽 理 が ある 。 本 節 で は 、 習 近 平 
政権 に よる 「 親 清 」 な 政 商 関係 の 推進 過程 を と り 上 げ 、 そこ に 働く 伝統 的 倫理 の 磁場 に つい て 考察 し た 
い 。 


(1⑪ 習 近 平 政権 に よる 「 親 清 」 な 政 商 関係 の 提唱 

百 近 平 は 泊 江 省 時 代 か ら し ば し ば 、 幹 部 は 企業 家 と の 間 に 「 君 子 の 交わ り 」 を 築く べき だ と 述べ ?、 
そこ に 清廉 さ を 求め て きた (君子 之 交 一 " 普 江 経験 ? 的 政 商 貿 鞍 」 
http:/ /wwwrrmzxb.com.cn/c/2018-07-12/2109797.shtml) 。2015 年 3 月 に 開催 され た 博 ア ジア フォ 
ー ラ ム で は 「 政 商 関係 新生 態 : 君子 之 交 相 忘 於 江湖 (江湖 に 相 忘 る )」 分 科 会 が 開催 され た 。 し か 
し 、2016 年 3 月 、 中 国人 民政 治 協 商会 議 第 12 期 全 国 委員 会 第 4 回 会 議 の 中 国民 主 建国 会 、 工 商業 連 
合 会 委員 に 対す る 重要 講話 の 中 で 、 習 が 求め た の は 「 親 」 か つ 「 清 」 な (親しく 清廉 な ) 政 商 関係 で 
あっ た 。 本 講話 の 中 で 、 習 は 幹部 と 企業 家 そ れ ぞ れ に と っ て の 「 親 」 と 「 清 」 を 次 の よう に 論じ た 。 
指導 幹部 に と っ て 「 親 」 と は 、 清 廉 か つ 誠 実に 民営 企業 と 付き 合う こと 、 と り わ け 民 営 企業 が 困難 や 
問題 に 直面 し た 時 に 積極 的 に 動き 、 率 先 し て 奉仕 し 、 実 際 の 困難 の 解決 を 支援 する こと で ある 。 ま た 
「 清 」 と は 、 民 営 企業 家 と の 関係 が 清廉 で 、 純 潔 で 、 偵 欲 な 利己 的 考え を 持た ず 、 権 力 を 用 いて 私 益 
を は か ら ず 、 権 銭 交 易 を し な いこ と で ある 。 民 間 企 業 家 に と っ て 、「 親 」 と は 、 各 級 党 委員 会 ・ 政 府 
部 門 と 積極 的 か つ 主 体 的 に より 多く の 交流 を 持つ こと で ある 。 ま た 「 清 」 と は 、 自 身 を 清廉 に し 、 正 
し い 道 を 歩み 、 規 律 や 法律 を 遵守 し て 企業 を 営み 、 公 明正 大 に 経営 する こと で ある 、 と 人 ( 習 近 平 提 
? 親 “ 清 " 二 字 的 歴史 淵源 」 http:/ /theorypeople.com.cn/n1/2016/0313/c40531-28195149.html) 。 

な ぜ 習 近 平 は 、「 清 」 と 合わ せ て 「 親 」 を 打ち 出し た の だ ろう か 。 ご これ に つい て 先 出 の 田 飛龍 は 次 
の よう に 述べ る 。「 親 」 で あり か つ 「 清 」 で ある と いう の は 政 商 関係 の 弁証法 的 な 調和 の あり 方 で あ 
り 、 権 力 の 法治 化 や 抑制 に 関す る 一 般 的 な 命題 で は な く 、 権 力 の 道徳 的 基盤 、 奉 仕 の 倫理 、 利 益 の 境 
界 に 関す る 高度 な 定義 と 要求 で ある 。 権力 は 単に 法 を 遵守 し 、 法 に より 制約 され る の みな ら ず 、 市 場 
の プレ ー ヤ ー と 近しい 関係 を 継続 的 に 構築 する こと が 求め られ て いる 。 す な わ ち 、 新 型 政 商 関係 の 求 
め る 法治 と は 、 国 家 法 に 基づく 形式 的 な 法治 の 論理 を 超越 し 、 法 規範 の 実質 的 な 倫理 的 論理 に 及ぶ ご 
と に な る 、 と ( 田 : 122)。 形 式 的 な 法治 の みな ら ず 、 よ り 実 錦 的 な 倫理 に まで 及ぶ 政策 を 是 と する 発 
想 は 、 理 や 法 (理性 や 条文 ・ 制 度 ) の みな ら ず 情 に 配慮 する こと こそ が 法 の 理想 の あり 方 で ある と す 
る 信 教 の 伝統 的 考え 方 と 通 底 する も の か も し れ な い ( 奪 : 189-199)。 ま た 、「 清 」 と 「 親 」 の 内 容 
を 、 偽 家 思 想 と 重ね 合わ せ て 統合 的 に 解釈 する 言説 も 数 多く 発表 され て いる 。 例 えば 、 毛 世 英 (遼寧 
社会 科学 院 中 国 の 特色 ある 社会 主義 理論 体 率 研究 セン ター 人 研究員 ) は 、 次 の よう に 論じ る 。 政 商 関係 
に お ける 「 親 」 は 、 偽 学 の 仁愛 思想 の 継承 で あり 、 父 母 に 対す る 呼称 を 超え 、「 民 主 、 和 諸 、 自 由 、 
平等 、 誠 信 、 友 善 ] な どの 社会 主義 の 中 核 的 価値 や 、「 全 身 全 霊 人 民 に 奉仕 する 」 党 の 宗旨 、 さ ら に 
は 「 人 類 運命 共同 体 ] と いう グロ ー バ ル 思 考 を 際立た せる も の で あら ね ば な ら な い 。 ま た 「 清 」 は 、 
公私 を 区 分 し 、 義 を 利 に 優先 させ る 信 学 の 義 利 観 に 繋が る も の で ある 、 と ( 才 : 50-51) 。 同 様 に 、 王 
建 均 (中 央 社会 科学 院 マ ルク スレ ー ニ ン 教 研 部 経済 学 教研 究 室 教授 ) も 、「 親 清 」 な 政 商 関係 を 構築 
する に は 、 政 と 商 の 双方 が 、 偽 商 が 行動 準則 と し て いる 誠信 お よび 義 を 利 に 優先 させ る 精神 を 十分 に 
発 揚 し な けれ ば な ら な いと する (王建 均 「 但 商 文化 興 * 親 清 " 新 型 政 商 関係 的 構 建 」 


2 F 翌 子 』 中 の 「 君 子 の 交わ むり は 、 淡 きこ と 水 の 若 く 、 小 人 の 交わ り は 甘 き こと 酢 の 若 し 」 に 由来 する 。 君 子 の 
交際 は 、 水 の よう に 淡白 で ある が 、 そ の 友情 は いつ まで も 変わ ら な い 。 逆 に 、 小 人 物 の 交際 は 、 ま る で 甘酒 の よ 
うに 甘く 執 的 な 関係 で ある が 、 長 続き し な いも の だ 、 こ と いう 意味 で ある 。 
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http:/ /wwwr.china.com.cn/ opinion/ theory /2018-03 /20/content_50724608.htm) 。 
2) 「 親 清 』 な 政 商 関係 構築 の 現場 


背 反する 「 親 」 と 「 清 」 

し か し 、「 親 |」 で あり か つ 「 清 」 で ある こと は 論理 的 に は 成り 立つ も の の 、 現 場 で の 実践 に は お い 
て は 少な か ら ず 混乱 を も た らし た よう で ある 。 な ぜ な ら 、 中 国 に お いて 、「 親 」 し い 付 き 合 いと は す 
な わ ち 、 助 け 合い 、 便 宜 を 図り 合う 関係 を 意味 する か ら で あ る 。「 親 」 で ある な ら ば 、 便 宜 を 図っ て 
ご そ 情 に 叶う と いう 社会 通念 の O 下 で は 、 自 ず と 人 々 の 善悪 の 意識 と 合法 性 と の 間 に ズ レ が 生じ 、 情 と 
法理 の の 境界 に グレ ー ゾ ー ン が 広がる 。 こ うし て 、「 親 」 は 「 清 」 と 矛盾 を きた す の で ある 。 中 国 の 
メデ ィ ア に は 、 友 人 同士 の 「 親 」 に 基づく 相互 行為 が 違法 行為 へ と エス カレ ー ト し た 案件 が 数 多く 報 
じ ら れ て いる 。 例 えば 、 浅 涯 に 掲載 され た 記事 は 、 そ の 典型 的 事例 と 言え る だ ろう 。2020 年 10 月 、 
馬 建 銘 ( 典 州 市 司法 局 元 局 長 ) が 収 周 罪 で 懲役 10 年 3 ヶ月 の 判決 を 受け た 事例 で ある 。 馬 は 同村 で 
兄弟 の よう に 育っ た 銭 時 果 が 独立 し て 繊維 業 を 興し 事業 を 拡大 し て いく 際 に 、 城 関 鎮 副 鎮 長 と いう 立 
場 で 、 土 地 の リ ー ス に 関し 所 轄 の 村 に 口利き を し た り 、 銭 が 宅地 開発 に お いて 市 の 管理 局 と 揉め た 際 
に も 市 建設 局 局長 と し て 銭 に 有利 な 対応 が と られ る よう 圧力 を か けた り 、 常 に さま ざま な 場 で 銭 を サ 
ポー ト し て きた 。 こ れ に 対し 、 銭 も 、 株 式 市 場 で の 投機 に 関心 を 持ち 始め た 馬 の た め に 、 自 ら の 株 品 
座 と 資金 を 幾度 か に わた っ て 提供 し た ほか 、 次 第 に 腕時計 ・ 募 唆 か ら 家 や 自家 用 車 ま で を 提供 する よ 
うに な っ て いっ た 。 馬 は 、 取 り 調 べ を 受け た 際 、「 私 は いつ も 友情 と いう ベー ル に ば か り 目 を や り 、 
兄弟 の よう に 親しい 友人 な の だ か ら と 自ら を 誠 き 、 不 適切 な 金銭 取引 すら 、 友 人 で ある な ら ば 通常 の 
力添え で ある と 信じ て いた 」 と 述べ た と いう (「 親 清 不 分 権 銭 交易 抜 友情 外 衣 」 
https:/ /m.thepaperen/baijiahao 10456108)。「 親 ]」 に 付随 する 便宜 供与 が 報 思 に 基づく 関係 の 深まり 
に と も な っ て 無限 に 拡大 し 、 合 法 プ 違法 の 境界 を 超え て し まう 事案 は 多い 。 

そし て 、 以 下 に 例示 する よう に 、 情 と 法理 の 間 に 広がる グレ ー ゾ ー ン を 前 に 、「 親 清 な る 新型 政 商 
関係 」 構築 の 現場 に は 、 回 避 、 逸 脱 等 に より 、 当 初 の 意図 と 実際 の 対応 の 間 に ズ レーー「 味 変 (中 国 
語 : 変 味 )」 一 一 の 生ずる リス ク が 高まっ た 。 


② 選 択 的 実施 
ー つ に は 、「 親 」 と 「 清 」 の どちら か 一 方 に 偏向 し 、 も う 片 方 を な お ざり に する ケー ス で ある 。 例 
えば 、 あ くま で も 「 親 」 に 基づく 便宜 供与 関係 を 維持 する た め に 、「 親 」 の 範囲 を 「 親 友 圏 」「 同 学 
圏 」「 老 卿 (同郷) 圏 ] な どの 狭い 範囲 に 限定 する ケー ス が ある 。 そ うす る こと に より 、 便 宣 供 与 に 
伴う 汚職 は 発覚 し に くく な り 、 政 商 関係 が 清康 さか ら 遠 の く リ スク は ます ます 高まる で あろ う 。 
他方 で 、 清 廉 な 関係 が 求め られ 、 反 腐敗 の 圧力 が 加わ る 中 で 、 党 ・ 政 府 幹部 や 行政 機関 の 職員 の 中 
に は 、 企 業 と 関係 を 持つ こと を 極力 回 避 し 、「 親 ] の 求め る 必要 な 協力 も 行わ ず 、「 不 作為 」 を 決め 込 
お 者 も 現れ 、「 不 作為 ] が も た ら す 企業 、 と り わ け 民 間 企 業 の 経営 環境 の 悪化 が 問題 視 さ れる よう に 
な っ て いる 人 (「 変 味 親 清 " 政 商 関係 正 滋 生 : 給 銭 送 礼 親 "/、 不 送 ^ 清 " 
(https:/ /m.thepapercn/baijiahao_12653409) 。 


③ 仔 細 な 規則 の 策定 

次 に 、「 親 」 と 「 清 」 の 両立 を 実践 する た め に 、 極 め て 詳細 な 規定 を 設け る 現象 で ある 。 「 親 」 で ある 
こと が 無限 大 に 「 情 」 の 世界 を 広げ て し まう 文化 的 状況 に お いて 、 法 や 規則 に よっ て 「 清 」 を 達成 し よ 
うと 思え ば 、 そ れ は 必然 的 に 、 非 常に 仔細 に 及ぶ も の と な る 。 例 えば 、2019 年 4 月 に 山東 省 規律 検査 
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委員 会 ・ 監 察 委 員 会 が 発布 し た 「 政 商 交流 を 規範 化し 親 清新 型 政 商 関係 の 構築 を 推進 する こと に 関す 
る 工作 意見 (試行 )) に は 、 党 ・ 政 府 関係 者 の 行動 準則 に つい て 、 詳 細 な ポジ ティ ブリ スト と ネガ ティ 
ブリ スト が 掲載 され て いる 。 

まず 、 ボ ポジティブ リス ト に よれ ば 、 党 ・ 政 府 関係 者 は 、 企業 や 業界 団体 ・ 商 会 の 主催 する 座談 会 ・ 茶 
話 会 ・ 年 会 な ど 各 種 の 公開 商務 活動 、 対 外 的 な 調査 研究 ・ 投 資 や 人 材 の 誘致 (中 国語 : 双 招 双 引 ) ・ プ 
ロジ ェクト や 製品 の 広報 ・ 宣 伝 な どの 活動 に 参加 する 。 また 、 自ら 企業 や 業界 団体 ・ 商 会 を 組織 し て 見 
本 市 ・ 展 示 会 な ど 公 開 の 経済 ・ 外 易 交流 活動 、 様々 な 研修 活動 に 参加 させ た り 、 政府 等 が 主催 する 調査 
研究 視察 や 公聴 会 ・ 討 論 会 ・ 座 談 会 な ど に 参加 を 要請 し た りす る が 、 その 際 に は 公 凶 接待 の 基準 に 基 づ 
いて 業務 内 の 食事 を 手配 し て も 良い 。 企 業 を 個別 訪問 し て サー ビス や 調査 を 行う 際 に は 、 必 要 に 応じ 
て 企業 の 交通 手段 を 利用 し 、 職 員 虹 準 に 準じ て 企業 の 食堂 で 食事 を と っ て も 良い 。 企 業 の 活動 に 関わ 
る 許認可 事項 は 法律 に 基づい て 合理 化し 、 手続 き を 簡素 化し 、 手数 料 を 全般 的 に 標準 化し 、 企業 の 税 費 
負担 を 軽減 する 。 企業 に 調査 協力 を 依頼 する 場合 に は 、 人 身 及 び 財 産 に 関わ る 権益 を 保障 し 、 企業 の 合 
法 的 運営 を 保障 する と と も に 、 企 業 に 関す る 情報 は 企業 活動 へ の 影響 を 考慮 し 慎重 か つ 適切 な 公開 に 
留意 する 。 

ネガ ティ ブリ スト に よれ ば 、 党 ・ 政 府 関係 者 本 人 の みな ら ず 、 配 偶 者 や 子女 及び その 配偶 者 な ど 特 
定 の 関係 者 が 企業 か ら 不 正 に 利益 を 得 た り 、 公 平 な 公務 執行 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 企業 と の 不 
正 な 取引 行為 を 行う こと を 共謀 し た り 黙 認 し た り し て は な ら な い 。 公平 な 公務 執行 に 影響 を 与え る 可 
能 性 の ある 企業 や その 経営 者 か ら 、 贈 答 品 ・ 謝 礼 ・ 商 品 券 や 有価 証券 ・ 株 式 ・ そ の 他 の 金融 商品 な ど 
の 財産 を 受け 取っ た り 、 企 業 と の 取引 や 仲介 業務 を 口実 に 企業 や その 経営 者 か ら 手 数 料 な どの 費用 を 
受け 取っ た り 、 そ の 他 の 便宜 供与 を 受け た り し て は な ら な い 。 本 人 、 配 偶 者 、 子 女 及 びそ の 配偶 者 、 
その 他 の 特定 の 関係 者 の 名 義 で 企業 か ら 供 金 を 調達 し た り 、 融 資 を 受け た り 、 車 や 家屋 を 借り 受け た 
り 、 本 来 所 属 党 ・ 政 府 単位 また は 個人 が 負担 すべ き 費 用 を 企業 また は その 責任 者 に 負担 ささ た り し て 
は な ら な い 。 企 業 ま た は その 責任 者 か ら 、 公 平 な 公務 執行 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 宴会 や 旅行 、 
フィ ッ ト ネ スク ラブ の 利用 、 娯 楽 な どの 手配 を 受け て は な ら な い 。 企 業 か ら 違 法 に 支給 され た フィ ッ 
ト ネ ス クラ ブ の 会 員 証 や 商品 券 を 取得 ・ 所 持 ・ 使 用 し た り 、 企 業 や その 責任 者 か ら 招待 を 受け た り 、 
プラ イベ ー ト クラ ブ に 出入 り し た り し て は な ら な い 。 本 人 、 配 偶 者 、 子 女 及 びそ の 配偶 者 、 そ の 他 の 
特定 の 関係 者 の 名 義 で 非 上 場 企業 の 株 式 や 有価 証券 を 保有 し た り 、 配 偶 者 、 子 女 及 びそ の 配偶 者 、 そ 
の 他 の 特定 の 関係 者 が 、 規 則 に 反し て 企業 の 上 級 ポ スト に 就任 し た り 給 与 を 受け 取っ た り し て は な ら 
な い 。 職 権 を 溢 用 し 、 市 場 経済 活動 に 干渉 し た り 、 企 業 や その 責任 者 の た め に 不適 切 に 便宜 を 供与 し 
た り 、 企 業 の 正当 な 権益 に 損害 を 与え た り 、 企 業 の 具体 的 な 経営 管理 活動 に 干渉 し た り し て は な ら な 
い 。 企 業 に 対し 、 闇 雲 に 検査 を 求め た り 、 資 金 ・ 物 供 ・ 労 力 の 分 担 を 求め た り 、 費 用 ・ 入 金 ・ 寄 付 を 
強要 し た り し て は な ら な い 。 許 認可 及び 監督 管理 、 資 源 開発 、 金 融 融資 、 業 務 委 託 、 土 地 使用 権 の 移 
転 、 不 動産 開発 、 プ ロジ ェクト 入札 な ど に 際 し 、 職 権 を 利用 し て 供 応 を 要求 し た り 、 財 周 を 求め た り 
し て は な ら な い 。 ま た 、 企 業 や 企業 家 と の 付き 合い に お いて 、 不 作為 、 遅滞 、 無 秩序 、 虚 偽 な ご ど 、 党 
規約 や 法規 に 違反 する よう な 行動 を て と っ て は な ら な い (山東 出 台 「 関 於 規範 政 商 交 往 推進 構 建 親 清新 
型 政 商 関係 的 工作 意見 (試行 )」 
https:/ /baijiahao.baidu.com / s?id=1631464990194330576&wfr=spider&for=pc) 。 

ポジ ティ ブリ スト ・ ネ ガ テ ィ ブリ スト の 作成 は 習 近 平 政権 の 推奨 する と ころ で あり 、 関 係 者 の 一 挙 
手 一 投 足 を 規定 する よう な 仔細 な 項目 も また 、 法 治 を 重 ん ず る 習 近 平 政 権 の 意図 に 則 し た も の と 言え 
る の か も し れ な い 。 し か し 、 いか な る 規則 も 、 仔細 に 定め れ ば 定め る ほど 、 規定 外 の 部 分 の 輪郭 が 顕 と 
な り 、 抜け 道 が 生ま れる 。 そし て 、 抜け 道 を ゆく 者 と 、 新た な 規則 に よっ て それ を 規制 し よう と する 者 
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と の 間 に イ タチ ご っ こ が 始 まる で あろ う 。 


(《⑥ わ か りや すい キャ ヤッ チコ ピー の 利用 

仔細 な 規則 と は 逆 に 、 わ か りや すく 単純 化 さ れ た キャ ヤッチ コピ ー を 用 いて 、 人 々 の 倫理 に 訴え か け 
よう と する 動き も 一 部 の 地方 で 見 られ る 。 例 えば 、 洒 江 省 台 州 市 で は 、 党 ・ 政 府 関係 者 に よる 企業 ・ 
企業 家 に 対す る 「 尋 尋 (母親 )」 式 サ ービス が 推奨 され て いる 。 こ れ は 、2018 年 1 月 8 日 、 同 市 党委 
員 会 書記 の 陳 笑 君 が 初め て 提唱 し た も の で あり 、「 親 清 な る 新型 の 政 商 関係 」 を 構築 する た め の 新 し 
い 考 え 方 、 新 し い 道筋 、 新 し い 方 法 を 提供 する も の だ と 自画 自 替 され て いる 。 彼 ら は 次 の よう に 述べ 
る 。「 嬉 尋 」 式 サー ビス は 、 以 前 に 提唱 され て いた 店 員 式 (中 国語 : 店 小 二 ) ある い は お 手伝い さん 
式 (中 国語 : 保 妃 ) の サー ビス に 比べ 、 よ り 真 心 を 込め て 、 無 私 の 精神 で 企業 に 奉仕 する と いう 精神 
に 満ち た も の で ある 。 党 ・ 政 府 関係 者 は 、 母 親 が 周到 に 子供 の 面倒 を 見 る よう に 、 企 業 の 生産 ・ 経 営 
状況 を 包括 的 に 理解 し 、 企 業 が 直面 し て いる 困難 を 把握 し 、 政 府 に 対す る 意見 や 提案 を 求め 、 提 起 さ 
れ た 問題 や 意見 を - つ ー つ 処理 し 、 解 決し な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 起 業 時 の みな ら ず 、 そ の 後 の 企 
業 の 発展 に も 気 を 配り 、 企 業 の 立場 に 立っ て 、 土 地 、 技 術 、 人 材 な どの 調達 に お いて 優遇 政策 を 講 
じ 、 子供 の 健やか な 成長 を 気遣う よう に 、 企 業 の 質 の 高い 発展 に 気 を 配ら ね ば な ら な い 。 企業 の 誘致 
に あたっ て は 、「 頭 皮 を 硬く し (難局 に あっ て も 覚悟 を 決め )、 面 の 皮 を 厚く し (度胸 を 据え て 、 厚 か 
まし く )、 口 の 上 度 を すり 減ら し ( 何 度 も 話し )、 腹 の 皮 を 飼え させ (空腹 に 耐え )、 足 の 皮 を 摩 衝 さ 
せ 」 る ( 足 繁 く 通 う ) 「 五 皮 精 神 」 を 発揮 し て 、 困 難 を も の と も せ ず に 、 万 策 尽く し て 、 企 業 の 回 帰 
駐留 を 引き 末 せ ね ば な ら な い 。 企 業 の 求め を 受け て 初め て 問題 を 解決 する と いっ た 受動 的 な 姿勢 を 改 
め 、「 常 に 心 に か け 、 先 ん じ て 考 え 、 前 も っ て 実行 する ]」 と いう 能動 的 心配 モデ ル に 切り 替え る 必要 
が ある 。 ま た 、 行 政 サ ービス の 質 の 向上 と 手続 の 簡略 化 、 デ ジタル 化 を 推進 し な けれ ば な ら な い 

(「? 尋 婚 式 "服務 構 建 ^ 親 清新 型 政 商 関 係 」 
http: / /yhnews.zjol.com.cn/ yuhuan/system/2018/02/05/030690343.shtml) 。 

すなわち ここ で は 、 政 商 関 係 の 「 親 清 」 の あり 方 が 、 母 親 の 無償 の 愛 に 置き 換え られ て 解釈 され て 
いる 。 そ れ は 明らか に 法治 の 範囲 を 超え 、 倫 理 ・ 道 徳 に 基づく 行動 を 求め る も の で あり 、 情 と 法理 の 
境界 に 広がる グレ ー ゾ ー ン を 一 層 拡 大 する リス ク を 伴う 。 例 えば 、 複 数 の 党 ・ 政 府 関係 者 が 、 管 轄 韻 
門 の 業界 や 企業 に 対し 、 そ れ ぞ れ 困 難 を も の と も せ ず 、 万 策 を 尽く し て 、 母 親 の よう に 対応 し よう と 
し た 場合 、 母 親 同士 の 競合 は どの よう に 解決 され る の だ ろう か 。 ま た 、 多 く の 母 親 が 、 公 的 正義 を 守 
る より も 自ら の 子供 に 寄り 添う 状況 を 想定 する な ら ば 、 有 母親 に よっ て お し うろ 清廉 な 政 商 関係 が 損なわ 
れる こと も ある だ ろう 。 


⑤ 共 通 の 指標 を 用 いた 換 骨 奪 胎 

最後 に 、 共通 の 指標 を 設定 し 、 普及 させ る こと に より 「 親 清 ]」 な る 新型 政 商 関係 の 内 容 が 換 骨 奪 胎 さ 
れる 動き に つい て 論じ たい 。2018 年 1 月 3 日 、 国 務 院 常務 会 議 は 、 諸 外国 の 経験 を 参考 に 、 ビ ジネス 
環境 の 評価 メカ ニズム を 打ち 立て る 方 針 を 示し た 。 ご の 方 針 を 受け て 、 国 家 規 模 あ る い は 地方 レベ ル 
で 共通 の 指標 を 作成 し 、 ラン キン グ を 行う 動き が 生じ た 。 中 で も 、 中 国人 民 大 学 国家 発展 ・ 戦 略 研究 院 
政 企 関係 ・ 産 業 発展 研究 セン ター に よる 「 中 国 都市 政 商 関 係 ラ ン キ ング 2017]」 は 、「 親 (親近 度 )」 と 

「 清 (清廉 度 )」 の 2 種類 の 指標 か ら 全 国 285 都市 の 政 商 関係 の 健全 度 ラ ン キ ング を 示し た も の で あり 、 
注目 を 集め た 。 

ご ご で 重要 な の は 、 本 ラン キン グ に 用 いら れ た 指標 で ある 。 まず 、 ラン キン グ に あたっ て は 、 親近 度 
を 示す 指標 に 60%、 清 廉 度 を 示す 指標 に 409%% が 配分 され た 。 そ の うち 、 親 近 度 を 示す 指標 と し て は 、 
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A) 政 府 の 企業 に 対す る 関心 を 示す 指標 (市 長 ・ 市 党委 員 会 書記 に よる 企業 視察 ・ 企 業 家 と の 座談 の 回 
数 ) に 109% 分 、B) 政 府 の 企業 に 対す る 奉仕 を 示す 指標 (イン フラ 施設 [道路 / 管轄 区 面積 ・ 高 速 鉄道 の 
通過 回 数 ]・ 金 融 サ ービス 【 年 末 の 預 貸 金 総額 /GDP・ 金 融 業 従業 員数 / 総 人 口 ・ 銀 行 支店 数 / 総 人 口 ]・ 
市 場 仲介 サー ビス 〔 弁 護 士 事務 所 総数 / 総 人 口 ・ 会 計 事 務 所 数 / 総 人 口 】・ 行 政 効率 及び デジ タル 化 〔 政 
府 の オン ライ ン サ ービス 項目 お よび 効率 ・ 移 動 政 府 サ ービス 効率 ・WeChat 公衆 号 や 政府 ウェ ブサ イ 
ト 〕 ) に 409% 分 、 〇 企業 の 税 費 負担 を 示す 指標 (企業 の 税収 負担 【 一 定規 模 以上 の 工業 企業 主管 業務 税 
金 / 工 業 生産 値 ・ 増 値 税 / 工 業 生 産 値 〕)) に 10% 分 が 配分 され た 。 また 、 清 謙 度 を 示す 指標 と し て は 、 D) 
政府 清廉 度 を 示す 指標 (摘発 され た 官 員 総数 / 国 家 工 作 人 員数 、 百 度 腐敗 指数 〔 腐 敗 に 関す る ニュ ー ス 
数 〕) に 10% 分 、E) 政 府 透 明度 (行政 の 情報 公開 ・ 財 政 穫 明 度 ) に 3096 分 が 配分 され た ( 量 ・ 韓 ・ 馬 ほ 
か が)。 


以上 か ら 、 次 の 3 点 を 指摘 する こと が で きる だ ろう 。 第 一 に 、 「 親 清 な 新型 政 商 関係 ] の 二 つ の 柱 一 一 
親近 度 と 清廉 度 一 -- の うち 、 親近 度 の 比重 が 大 きく 設定 され て いる こと で ある 。 第 二 に 、 親近 度 を 測る 
指標 と し て 、 交通 イン フラ や 金融 イン フラ の 整備 状況 、 預 貸 金 総額 、 行政 サー ビス の デジ タル 化 な ど 、 
いわ ば 経済 発展 の 程度 を 測る 指標 が 用 いら れ て いる こと で ある 。 第 三 に 、 清廉 度 を 示す 指標 の うち 、 行 
財政 の 情報 公開 な ど 一 般 的 な 取り 組み に 重点 が 置か れ 、 腐 敗 ・ 汚 職 の 程度 に 直接 的 に 関わ る で あろ う 
摘発 され た 党 ・ 政 府 職 員 の 比率 や 関連 報道 の 数 に つい て は 、 全 体 の 109% 分 の 比重 し か 与え られ て いな 
いと いう こと で ある 。 そ れ ぞ れ の 指標 や 比重 が どの よう に 決定 され た の か 、 報 告 書 か ら は 知る 由 も な 
い が 、 そ の 結果 か ら 推 測 す る に 、 お そら く は 、 経済 の 発展 し た 都市 か ら 、 自ら に 有利 な 指標 を 用 いる よ 
う 働 きか けが あっ た の で は な いか 。 あ る い は 腐敗 ・ 汚 職 に 直接 関わ る 指標 を 用い て ラン キン グ を する 
ご と に 対し て 、 何 ら か の 抵抗 が あっ た の で は な いか と 思わ れる 。 

いずれ に せよ 、 ご の よう に 次 意 的 に 作成 され た 指標 及び 比重 に 基づき ラン キン グ が 行わ れ た 結果 、 
2017 年 度 の ラン キン グ 上 位 10 位 は 、 東 発 、 深 赴 、 上 海 、 北 京 、 広州 、 金 華 、 蘇 州 、 温 州 、 政 台 、 長 沙 
と な っ た (見 ・ 韓 ・ 馬 ほか ) 。 そ し て 、 ご ご こ で 用 いら れ た 指標 の 多く は 、 各 地方 に お ける 同様 の 取り 組 
み に お いて も 参照 され 、「 親 清 な る 政 商 関 係 ] と いう スロ ー ガ ン の 達成 を めぐ る 都市 間 競 争 の 基準 を 形 
成 し て いっ た 。 それ は 、 清廉 な 政 商 関係 の 構築 を 柱 と する 「 親 清 な る 政 商 関係 ] に 向け た 取り 組み が 換 
骨 奪 胎 され 、 経 済 発展 を 目指 す 従来 の 競争 に 吸収 され て し まう 過程 で も あっ た 。 


4 お わり に 一 法治 と 倫理 の 交錯 が も た ら す も の 

上 に 論じ し た よう に 、 習 近 平 政権 は 、 長 い 歴史 を 経て 人 々 の 行動 規範 に 深く 根ざし て きた 腐敗 の 問題 
を 克服 する こと を 目指 し 、 さ ま ざ ま な 施策 を 講じ て きた 。 その 際 、 外 在 的 な 法 と いう 手段 に よる 秩序 形 
成 と 併せ て 重視 され た の が 、 内 在 的 な 人 々 の 倫理 観 や 社会 通念 に 訴え る 手段 で あっ た 。 し か し 、 法 と 倫 
理 双 方 に 働き か ける 方 法 は 、 理 論 上 は 相乗 効果 を 生み 有効 性 を 高め うる が 、 政 策 が 実際 され る 現場 に 
お いて は 、 想 定 通り に 進ん で いな い 。 偽 理 観 や 社会 通念 は 往々 に し て 主観 や 恋 意 的 解釈 の 空間 を 伴い 、 
情 と 法理 の 境界 に グレ ー ゾ ー ン を 形成 する か ら で あ る 。 倫理 観 や 社会 通念 に 関す る 議論 に 踏み 込ん だ 
途 端 に 、 法治 を 基調 と する 反 腐 敗 政策 は 、 社会 主義 体制 か ら 派 生 す る 党員 と し て の 倫理 や 、 偏 学 に 基 づ 
く 伝 統 的 倫理 の 意味 空間 に 足 を 取ら れ 、 脱 構築 の リス ク に 晒さ れる 。 例え ば 、 清廉 な 政 商 関係 の 構築 の 
ー 環 と し て 習 近 平 政権 が 取り 組ん で きた 業界 団体 ・ 商 会 と 行政 機関 と の 脱 物 は 、 共 産 党員 の 倫理 性 へ 
の 過信 に 基づく 制度 構築 に よっ て 無 意 味 化し て し まう リス ク に さら され て いる 。 ま た 、「 親 清 な 新型 政 
商 関係 」 を 提唱 し 、「 君 子 の 交わ り 」 を 引用 し て 清廉 な 政 商 関係 を 構築 し よう と し て も 、 情 に 基づき 、 
多少 無理 を し て で も 便宜 を 図る 関係 こそ 「 親 ]」 で ある と いう 社会 通念 の 磁力 の 中 で 、 大 小さ ま ざ ま な が 曲 
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解 、「 味 変 」 が な され 、 逆 に 情 と 法理 の 境界 に 存在 する グレ ー ゾ ー ン を 拡大 させ て し まう 。 さ ら に 、 こ ご 
うし た 訟 意 的 解釈 空間 の 拡がり を 利用 し 、「 親 清 な 新型 政 商 関係 」 の 測定 基準 を 、 経 済 発展 の 論理 の 中 
に 吸収 し よう と する 磁力 も 働く 。「 親 清 な 新型 政 商 関係 ] の 実態 は 、 構 築 と 脱 構築 の せめ ぎ 合 う 揺らぎ 
の 空間 に ある の で ある 。 
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プー チン 期 の ロシア に お ける 汚職 と 反 汚職 
一 中 国 と の 比較 に 向け て 一 


油 本 真理 
1. は じ め に 


ウラ ジー ミル ・ プ ー チ ン は 2000 年 に 大 統領 に 就任 し 、2 期 務 め た の ち 、4 年 間 の 首相 職 を 経て 2012 
年 に 再び 大 統領 に 返り 咲い た 。 プ ー チ ン の 大 統領 再 登板 後 は 、 愛 国 主義 の 強化 や 欧米 を 敵視 する レト 
リッ ク な ど 、2000 年 代 初頭 と は 異な る 状況 に 特徴 づけ られ て いた が 、 そ の 中 で も 、 反 汚職 が スロ ー ガ 
ン の 一 つと され た こと は 重要 な 変化 で あっ た !。 プ ー チ ン は 自ら の イニ シア チ ヴ で 反 汚 職 キ ヤン ペー ン 
に 着手 し 、「 エ リー ト の 国家 化 (Harrromaarraarrrg garrr)」 と いう 独自 の 反 腐 敗 政策 を 打ち 出し た り 、 
さら に は 公職 者 の パー ジ を 行っ た りす る な ど 、 政 権 と し て この 問題 に コミ ッ ト す る 姿勢 を 明確 に 示す 
よう に な っ た 。 これ は 、 中 国 に お いて 、 習 近 平 政 権 下 で 反 腐 敗 キ ヤン ペー ン が 始ま っ た の と ほぼ 同時 期 
で あり 、 ロ シア に お ける 反 汚 職 の 動向 に 対す る 注目 も 高まっ うた の で ある 。 

と ご ころ が 、 プ ー チ ン 大 統領 の 下 で 推進 され た 反 汚 職 キ ヤン ペー ン は 、 そ の 後 反 腐 敗 運 動 が 大 規模 化 
し た 中 国 と は 異な り 、 次 第 に 目立た な いも の に な っ て いっ た 。2016 年 に は 「 パ ナマ 文書 」 に プー チン 
の 友人 の 名 前 が 載っ て いた こと が 明らか に な っ た り 、2017 年 に は ドミ トリ ー・ メ ド ヴ ェ エー ジェ フ 首 相 
の 汚職 疑惑 が 反 体 制 派 に よっ て 取り 上 げ ら れ た り し て 汚職 問題 が 注目 を 集め る よう に な る が 、 政 権 は 
ご うし た 問題 に 取り 合 お うと は せ ず 、 反 汚職 に は 後ろ 向き な 姿勢 を 見 せる よう に な っ た 。 当 初 は 華々 
し く 打 ち 上 げ ら れ た 反 汚 職 は 、 い っ た い ど の よう な が 経緯 を た どっ て この よう な が 結末 に 至っ た の だ ろう 
か 。 

本 稿 で は 、 プ ー チ ン 大 統領 の 下 で 展開 され た 反 汚 職 が どの よう に 始ま り 、 ま た いか な る 経過 を た ど 
っ た の か を 改め て 振り 返る 。 その 際 に 、 本 研究 に お いて は 、 指導 者 自身 の モチ ベー ショ ン が 高く な く て 
も 、 外 発 的 な 圧力 に より 反 汚 職 が 開始 され る こと これ を 本 研究 で は 消極 的 反 汚 職 と 呼ぶ に 伴 
う 様 々 な 力学 に 注目 する 。 この 状況 下 に お いて 、 確か に 政権 は 反 汚 職 を 推進 する が 、 政権 の イン セン テ 
ィ ヴ が それ ほど 強い わけ で は な いこ と か ら 、 反 汚職 は それ を 推進 する 方 向 作 と 、 そ の 範囲 を 限定 し よ 
うと する 動き の 二 面 性 に 特徴 づけ られ る 。 そ の 結果 と し て 、 反 汚職 の 活動 は 往々 に し て 中 途 半 端 な も 
の と な る の で ある 。 本 研究 の 試み は 、 単なる パフ ォ ー マ ンス と も 言い 切れ な い 側面 、 ま た 、 それ ゆえ の 
難し さ に も 光 を 当て る こと を 可能 に する 。 

プー チン 期 の ロシア に お ける 反 汚 職 キ ヤン ペー ン は 単なる パフ ォ ー マ ンス に 過ぎ な いと 考え られ て 
きた こと も あり 、 そ の 経過 を 正面 か ら 扱っ た 研究 は 一 部 の 例外 を 除く と それ ほど 多く な い (Krastev and 
Inozemtsev 2013, Sharafutdinova 2016, Chen 2018, Pavlova 2020) 。 そ の 中 で も 反 汚 職 の 経過 に 迫 ろ う 
と し て いる 重要 な 研究 と し て 、 中 国 と の 比較 を 行っ た Chen (2018) を 挙げ る こと が で きる 。 同 論文 に 
お いて は 、2012 年 以降 の ロシア と 中 国 の 汚職 プロ セス を 比較 し 、 中 国 の 反 汚 職 を 「 攻 撃 的 ]、 ロ シア の 
反 汚 職 を 「 守 備 的 」 と 特徴 付け て いる 。 本 稿 は この 構図 を 念頭 に 置い た うえ で 、 近年 の 比較 政治 学 に お 
ける 議論 も 踏ま えな が ら 、 ロ シア の 反 汚 職 を 規定 し て いた 力学 を より きめ 細か く 明 ら か に する こと を 
目指 す 。 


1 プー チン は 、 再 登板 前 は 汚職 問題 に 対し て あま り 独 自 の 取り 組み を し て いな か っ た こと が 指摘 され て いる 
(Holmes 2012) 。 


184 


人 47277070 


以下 、 第 2 節 に お いて 、 消極 的 反 汚 職 は いか な る 力学 に 特徴 づけ られ て いる の か に つい て 考察 する 。 
その うえ で 、 プ ー チ ン 期 の ロシア に お ける 反 汚 職 キ ヤン ペー ン の 背景 (第 3 節 ) 、 そ し て その 実際 の 内 
容 (第 4 節 ) を 明らか に する 。 結論 に お いて は 、 全 体 の 議論 を まとめ た うえ で 、 中 国 と の 比較 に つい て 
も 若干 の 検討 を 加え る 。 


2. 権威 主義 体制 下 に お ける 消極 的 反 汚職 


腐敗 と の 戦い は どの よう な 国 に と っ て も 容易 で は な い が 、 ロ シア の よう に 、 民 主 的 な メカ ニズム が 
働き に くく 、 政 権 に 対す る 監視 の 目 が 届か な い 権 威 主 義 国家 に お いて は より 一 層 困 難 な 課 題 で ある と 
言え る 。 ご うし た 国家 に お いて は そもそも 、 少 数 の 権力 者 が 国家 の 要 所 を 押さ え 、 腐 敗 し て いる <*。 腐 
敗 の 取り 締まり は 自ら の 首 を 絞め る こと に ほか な ら ず 、 場 合 に よっ て は エリ ー ト の 離反 を も 招き か ね 
な いこ と か ら 、 政権 に と っ て その よう な リス ク を 冒す イン セン ティ ヴ は 弱い 。 さら に 、 抑圧 的 な 政治 体 
制 が 構築 され て いて 反 体 制 派 や 市 民 か ら の 圧力 も か か り に くい た め 、 ご こう し た 政権 の 姿勢 が 黙認 され 
や すい 。 

も っ と も 、 権威 主義 体制 で ある か ら と 言っ て 、 反 汚 職 が 全く 行わ れ な いわ け で は な い 。 特に 、 反 汚職 
は 敵対 する 勢力 を 抑圧 する た め の 政 治 的 な 武器 に な りう る こと か ら 、 政 治 指導 者 に と っ て 都合 が よい 
面 が ある 。 革命 や クー デ タ ー の 直後 に 反 汚 職 キ ヤン ペー ン を 実施 する こと が ある が 、 これ は 、 政治 指導 
者 が 反 汚 職 を 一 つの 理由 と し て 自ら に 反対 する 勢力 を 追い 落と そう と する モチ ベー ショ ン に 特徴 づけ 
られ て いる と 考え られ る の で ある (Gillespie and Okrhlik 1991)。 ま た 、 た と え こ の よう な モチ ベー シ 
ョ ヨン が それ ほど 強く は な か っ た と し て も 、 政 治 規律 の 強化 な ど と いっ た 観点 か ら 指導 者 が 反 汚 職 に 熱 
意 を 燃やす こと も 当然 あり うる 。 ご の よう な が 場合 の 反 汚職 の 推進 の され 方 に つい て は 、 近 年 の 研究 で 
は 権威 主義 体制 で ちあ る こと が プラ ス に 働く と の 指摘 も ある 。Carothers (2020) は 、 権 威 主 義 的 な 手法 
と し て 、 権力 の 集中 、 ト ッ プ ダウ ン の 統制 、 体制 の プロ パガン ダ を 挙げ て いる 。 ひと た び 指 導 者 が 強い 
イン セン ティ ヴ を 持つ に 至っ た 場合 に は 、 お し ろ 、 その 権力 基盤 が 集中 し て いれ ば いる ほど 、 そ れ を 決 
然 と 遂行 し や すい と いう 側面 が ある こと は 確か に 理解 し や すい 。 Carothers は この 議論 を 進め る 過程 で 
中 国 の 習 近 平 下 の 反 腐敗 を 事例 と し 、 権 威 主 義 的 な 手法 を も っ て 反 汚 職 キ ヤン ペー ン が 推進 され た 様 
子 を 明らか に し て いる 。 指 導 者 が 反 汚 職 の 推進 を 進め る 場合 に は 、 権 威 主義 体制 と 反 汚 職 は 親和 性 が 
高い 面 ち ある の で ある 3?。 

それ で は 、 指 導 者 の 熱意 が 十分 で は な い 場 合 に は 反 汚 職 が 推進 され に くい と いう こと に な る の だ ろ 
うか 。 一 般 論 と し て 、 権威 主義 体制 下 に お いて は 監視 の 目 が 弱く 、 政権 の 行動 を 制約 する こと は 生じ に 
くい と 言え る が 、 指導 者 に 対し て 圧力 が か か り 、 反 汚職 を 進め ざる を 得 な く な る こと は ある 。 汚職 問題 
に 関し て は 、 ま ず は 、 国 際 レ ヴェ エル か ら の プレ ッ シ ャ ー と いう 側面 が ある 。 例え ば 、2005 年 12 月 に 発 
効 し た 国連 腐敗 防止 条約 は 大 多数 の 国 で すでに 批准 され て お り 、 そ の 批准 に 伴っ て 国内 で も 改革 が 行 
われ て いる 。 さら に 、 国際 機関 が 定期 的 に モニ タリ ング を 行う ケー ス も あり 、 これ も 政権 に と っ て の 一 
定 の 圧力 と な る 。 また 、 国内 か ら 圧 力 が か か る こと も あり うる 。 世界 の 様々 な 国 で 指導 者 や 政府 高官 の 
汚職 に 対す る 反発 が 一 つの きっ か け と な っ て 抗議 運動 や 政権 の 崩壊 に 至っ て いる こと か ら も 明らか に 
な る よう に 、 汚 職 は 一 般 の 人 々 の 怒り を 買い や すい テー マ で あり 、 野 党 か ら の 突き 上 げ が 無視 で き な 
く な る こと が ある 。 この よう な が 形 の 反 汚 職 を 、 本 稿 で は 消極 的 反 汚 職 と 呼ぶ こと に する 。 こう し た 反 汚 


2 ご うし た 構図 に つい て は 、 例 えば 、Bueno de Mesquita et.al (2017) を 参照 。 

3 Fisman and Golden (2017) は 、 権 威 主義 体制 に お いて は 、 汚 職 の 難 延 が 野放し に され る ケー ス も 、 ま た 指導 
者 が 並々 な ら ぬ モチ ベー ショ ン で その 捕 発 に 取り 組 び ケー ス も あり 、 そ の 沙 差 が 非常 に 大 きい 点 に 特徴 が ある と 
論じ て いる 。 
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職 は 二 つ の 相反 する 力学 に 特徴 づけ られ る こと に な る 。 一 方 で 、 政権 は 、 国際 レヴ エル か ら の 、 ある い 
は 国内 か ら の 庄 力 が か か る こと か ら 、 反 汚職 を 実施 し な いわ け に は いか な く な る 。 そ の プロ セス で は 
エリ ー ト か ら の 反発 も 生じ うる が 、 それ で も 一 定 の コミ ッ ト メ ント は 目指 され る 。 その 一 方 で 、 民主 的 
な メカ ニズム が 十分 に は 働か な い 以 上 、 政 権 が どの 程度 真剣 に 反 汚職 に 取り 組ん で いる の か の 監視 は 
不 十分 に な ら ざ る を 得 な い 。 そ の た め 、 政 権 は 反 汚 職 の 実施 に 際 し 、「 本 丸 」 に 切り 込ん で 政治 体制 を 
不安 定 化 させ か ね な いよ うな 反 汚 職 は 徹底 し て 回 避 し よう と する *。 ご の よう な 相反 する ヴェ エク トル を 
行っ た り 来 た り し な が と 実施 され る 反 汚 職 は 矛盾 に 満ち た も の に な る と 考え られ る 。 


3. 反 汚職 に 着手 され た 背景 


プー チン 大 統領 登場 後 の ロ シア に お いて 、 汚 職 は 極め て 深刻 な 課題 と な つて いた 。 ロ シア に お ける 
汚職 に は 文化 的 な 側面 、 ま た ソ連 時 代 の 政治 ・ 経 済 体制 や 第 二 経済 の 影響 、 ま た ソ連 月 壊 後 の 経済 改革 
な ご ど 、 様 々 な 要因 が 指摘 され て お り (Karklins 2005, Stefes 2006, Holmes 2006)、 そ の 歴史 的 な 根 は 深 
い 。 その 中 で も 、 現在 の ロシア に お ける 汚職 の あり よう に 直接 的 な 影響 を 与え て いる の が 、 ソ連 月 壊 後 
に 、 そ れ ま で 一 体 化 し て いた 政治 と 経済 を 切り 分 ける プロ セス が 始ま り 、 例 えば 私 有 化 な ど を めぐ っ 
て 様々 な 汚職 が 生み 出さ れ た と いう 点 で ある 。 プ ー チ ン 大 統領 の 登場 後 も 、 政 治 と 経済 の 癒着 に 起因 
する グレ ー ゾ ー ン は きわ め て 広く 、 様 々 な 汚職 の 温床 と な っ て いた こと が 指摘 で きる 。 

これ ら の 構造 的 な 問題 に 加え 、 プ ー チ ン 期 の ロシア に 特有 の 特徴 と し て は 、 ビ ジネス と の 関係 に お 
ける 国家 の 力 が 強化 され る よう に な っ た 点 が 挙げ られ る (安達 2016)。 これ を よく 示す の が 、 プー チン 
の サン クト ペテルブルグ 時 代 か ら の 取り 巻き の 人 々 が 重要 な 企業 の 取締 役 会 な ど に 任命 され る よう に 
な っ た こと で ある 。 さ ら に 、2000 年 代 に 入る と 財政 状況 が 改善 し た こと も あっ て 収奪 の 機会 も 増え る 
よう に な っ つた 。 特に 、2000 年 代 に 入る と 、 公 共 調 達 に 際 し て の キッ ク バ ッ ク (orxkar) の 増加 が 指摘 さ 
れる よう に な っ た (Ledeneva 2013) 。 こ れ は 典型 的 に は 国家 や 国営 企業 な どの 調達 の 際 に 実際 の コス 
ト よ り も 高い 価格 で 発注 し 、 そ こ か ら 得 られ た 利益 を 受注 し た 企業 側 か ら 受 け 取 る と いう も の で ある 。 
ご うし た グレ ー ゾ ー ン の 存在 は 、 税 金 の 非 効率 な 執行 、 そ し て 、 公 職 者 の 不正 蓄財 を 導く こと に な っ 
た 

ご うし た 事態 に 対し 、 政 権 は 何 の 対策 も し て ご なか っ た わけ で は な い 。 特に 、2000 年 代 後 半 に は そ 
の 動き が 本 格 化 し た こと が 知ら れ て いる 。 そ の 直接 的 な きっ か け と な っ た の は 国際 規範 の 受容 で あっ 
た 。 ロシア は 、 そ の 代表 的 な 枠組 み で ある 国連 腐敗 防止 条約 に 2003 年 に 署名 、2006 年 に 批准 し た 。 同 
条約 の 批准 に より 国内 の 法制 化 も 進み 、 国 際 規 範 の 需要 は ロシア に お ける 汚職 取り 締まり に も 影響 を 
与え た の で ある 。 その 時 に 大 統領 で あっ た メド ヴェ エー ジェ フ は 「 汚 職 と の い 」 を 一 つの スロ ー ガ ン と 
し 、2008 年 に は ロシア に お いて は じ め て の 腐敗 防止 法 が 制定 され た (も eaepa4pgpr sakon 2008) ?。 品 
シア に お いて も 汚職 問題 に 取り 組 ち うと する 機運 は 確か に 現れ た 。 

と ご ころ が 、 メ ド ヴ ェ エー ジェ フ 大 統領 に よっ て 推進 され た 反 汚 職 の 試み は 、 結 果 と し て は 不 十 分 な も 
の に と ど ま っ た (Wilson 2015)。 メ ド ヴ ェ エージ ェ フ 大 統領 時 代 に 、 汚職 の 温床 と な かっ て いた 様々 な 問題 


4 ご れ は 、Gillespie and Okruhlik (1991) が 「 現 職 に よる クリ ー ン アッ プ (Incumbent cleanup)」 と 規定 し て い 
る 力学 と 重なる も の で ある 。 

5 た だ し 、 ロ シア に つい て は 国際 規範 に 対す る 独自 の 立場 が 指摘 され て お り 、 反 汚職 に 関し て も 国際 レヴ ェ エル の 
規範 が その まま 受容 され た わけ で は な い (Malksoo 2015, 157) 。 特 に 大 き な 注 目 を 集め た の は 、 国 連 腐 敗 防止 条 
約 を 批准 し た 際 の 国内 法制 化 の 対象 か ら 同 条約 の 第 20 条 (不正 な 蓄財 ) を 除外 し た と いう 点 で あっ た 。 こ ご の 点 
に つい て 、 政 府 は 不正 な 薔 財 の 刑事 罰 化 は 「 無 罪 推定 の 原則 」 に 抵触 する か ら と 説明 し た が 、 ご の 立場 に は 異論 
も ある ( 油 本 2020)。 


186 


人 47277070 


点 が 明る み に 出 た こと 、 また 、 解決 の 方 向 性 が 示さ れ た こと は 事実 で あっ た 。 し か し 、 ご の 時 期 に 導入 
され た 各種 の 制度 は 実効 性 を 担保 する 仕組 み を 欠い て お り 、 公 職 者 が その 地位 を 利用 し て 利益 を 獲得 
する と いう 2 状況 に は 解決 の 糸口 が 見 えな か っ た の で ある 。 ご の 時 期 に 導入 され た 資産 公開 制度 な どの 
不備 に つい て は メド ヴェ エージ ェ フ 大 統領 自身 も 認め る と ころ で あっ た (Ninenko 2012) さら な る 改革 
の 必要 性 は 認識 され て いた も の の 、 メ ド ヴ エ ー ジ ェ フ の 任期 が 終わ り に 近づく に つれ 、 そ の 現実 味 は 
薄れ て いっ た 。 

メド ヴェ エージ ェ フ 大 統領 下 で の 反 汚 職 は 、 汚 職 と いう 現象 に 対す る 一 般 市 民 の 関心 を 高め た 面 が 指 
摘 で きる 。 特に 2010 年 頃 か ら は 、 こ うし た 社会 情勢 を 反映 する 形 で 、 汚 職 問題 が し ば し ば 政治 問題 化 
する よう に な っ て いた 。 ロシア で は 2000 年 代 後半 か ら 反 体制 派 グ ルー プ が 活発 化す る よう に な り 、 そ 
の 中 で も 反 汚 職 が し ば し ば トピ ッ ク と し て 取り 上 げ ら れ た 。 特 に 、 ブ ロガー と し て 活躍 し て いた アレ 
クセ イ ・ ナ ヴァ リ ヌ イィ は 反 汚 職 を 旗 Eh と し て 厳し い 政 権 批判 を 繰り 広げ た こと が 知ら れ て いる (Lassila 
2016) 。 こ ご これが より 一 層 先 鋭 化し た の は 、2011 年 12 月 4 日 の 下院 選挙 後に 、 選挙 不正 疑惑 に 端 を 発し 
た 抗議 運動 が 起こ っ て 以降 の こと で あっ た 。 抗 議 運動 が 全国 に 広がり 、 ま た その 規模 も 大 きく な る 中 
で 、 反 体制 濁 の プレ ゼン ス は 増し て いっ た 。 こ ご の こと は 、 そ の 3 か 月 後に 予定 され て いた 大 統領 選挙 
に お いて 再選 を 目指 し て いた プー チン に と っ て は 憂慮 すべ き 事 熊 で あっ た 。 

プー チン に よっ て 反 汚 職 が 開始 され た の は 、 ま さ に 抗議 運動 が 盛り 上 が りつ つ あ っ た 時 期 に お いて 
で あっ た 。 プ ー チ ン は 、 下 院 選挙 か ら 2 週間 後 の 12 月 19 日 、「 エ ネル ギー 労働 者 の 日 」 の イベ ント に 
お いて 、 国 有 エ ネル ギー 企業 の 経営 陣 の 半数 が 汚職 に 手 を 染め て いる と 発言 し 、 オ フシ ョ ア 取 引 を 不 
可能 に する た め 、 全 て の 国有 企業 指導 部 の 収入 を 管理 する と の 提案 を 行っ た (Kasswrrn r ap. 2012) 。 
ご の 時 は まだ メド ヴ エ ー ジ ェ フ が 大 統領 を 務め て いた が 、 そ の 任期 は ほとん ど 終 わり に 近づき つつ あ 
り 、 彼 の イニ シア チ ヴ で ある と は 考え に くい 状況 で あっ た 。 ここ に 、 プー チン 独自 の 反 汚 職 の 試み が 始 
まっ た と 見 る こと が で きる 。 


4. 反 汚職 の 経過 


プー チン 大 統領 に よっ て 開始 され た 反 汚 職 は 、 基 本 的 に は エリ ー ト に 対す る 統制 の 強化 を その 主 た 
る 内 容 と する も の で あっ た 。 以下 に お いて は 、 プー チン 期 の 反 汚 職 を 、 法制 度 の 整備 、 そ し て 公職 者 の 
パー ジ 、 別 働 部 隊 を 通じ た 統制 、 の 三 つ の 側面 か ら 検 討 する 。 


(1 ) 法制 度 の 整備 


ご の 時 期 に 行わ れ た 制度 変更 と し て は 、 まず 、 資産 公開 制度 の 厳格 化 を 挙げ る こと が で きる 。 ロシア 
に お いて は 2010 年 か ら 資 産 公 開 制 度 が 実施 され て いた が 、 申告 され た 財産 や 収入 に 関す る 情報 の チェ 
ッ ク 体 制 に 不備 が あり 、 こ れ を 改革 する 必要 性 が 議論 され て いた 。 ご これ を 解決 する た め の 方 策 と し て 
注目 を 集め た の が 、 収 入 の みな ら ず 支出 に つい て も 申告 を 義務 付け る と いう も の で あっ た 。 ご の アイ 
ディ ア に つい て は 2011 年 春 に プー チン 首相 (当時 ) に より 言及 され て いた が 、 法 案 の 準備 は スム ー ズ 
に は 進ま な か っ た 。 同 法案 の 策定 に 向け た 準備 は 同年 末 の 抗議 運動 の 盛り 上 が り の 中 で 急速 に 進み 、 
メド ヴェ エー ジェ フ 大 統領 が 任期 の 終わ り に 提出 し た 法案 が 、 2012 年 12 月 、 プ ー チ ン 大 統領 の 下 で 改正 
され た の で ある (eaepaapsmpr aakon 2012) ?。 ご の 法 改 正 に より 、 人 資産 ・ 収 入 に 加え 、 過 去 三 年 間 の 
収入 を 超え る 大 き な が 支出 の 申告 が 義務 付け られ る こと に な っ つた 。 


6 ご の 法案 改正 の 経緯 に つい て は 油 本 (2020) を 参照 。 
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また 、2012 年 の 夏 に は 、 プ ー チ ン 大 統領 に よる 目玉 反 汚 職 政策 が 打ち 出さ れ 、 ご これ が 翌年 まで か か 
っ て 実現 され た 。 これ は 、 海外 の 銀行 口座 を 持つ こと を 禁止 する と いう 法律 の 制定 で あり 、 これ は 「 エ 
リー ト の 国家 化 」 と も 呼ば れる も の で ある 。 これ は 、 政府 高官 ら が 不正 に 蓄財 を し 、 さ ら に は その 財産 
を 海外 に 逃避 させ て いる と いう 批判 を 意識 し た も の で あっ た 。 プ ー チ ン が 、 ご の 法案 へ の 支持 を 呼び 
掛け た 際 に 「 ロ シア の 国家 の た め に 働く 者 は ロシア に 自ら の 資金 を 置い に お か な けれ ば な ら な い 」 と 
述べ た こと は 、 ま さ に ご の 点 を よく 示し て いる (ITyrrrm 2012b) 。 ご の よう な 形 で の 統制 は 、 プー チン 
の 大 統領 三 期 目 に 顕著 に な っ た 愛国 主義 の 強化 と いう 文脈 と も 符合 する も の で あっ た 。 

ご これら の 反 腐 敗 政策 は 、 いずれ も 二 面 性 に 特徴 づけ られ て いた 。 一 面 で は 、 政権 は これ ら の 政策 の 策 
定 に 際 し て 決 然 と し た 態度 を と っ て いた こと が 指摘 で きる 。 ロ シア に お いて は トッ プ ダ ウン で 物事 が 
決め られ る と いう イメ ー ジ も 強い が 、 法案 に よっ て は そう な ら な いこ と も し ば し ば ある 。 特に 、 こう し 
た エリ ー ト に 対す る 統制 強化 の 案件 は 、 政 策 決定 者 で も ある エリ ー ト ら か ら の 反発 が 強い こと か ら 、 
政権 は これ を 「 押 し 切る 」 必要 に 迫 ら れる の で ある 。 他 面 、 政権 が この よう に し て 推進 し た 反 汚職 政策 
に は 様々 な 不備 が あっ た こと も 事実 で あっ た 。 特 に 、 反 汚職 政策 の 実効 性 を 担保 する た め の 仕 組み が 
不足 し て お り 、 そ も そ も 有 効 な 反 汚 職 対策 に は な りえ な い 法 案 で ある こと が 指摘 で きる 。 

ご の 二 面 性 が 特に 目立つ 形 と な っ た の は 「 エ リー ト の 国家 化 ] で あっ た 。 この 改革 に 対し て は 、 メド 
ヴェ エー ジェフ 首相 ら か ら あ まり に も 絞め つけ 過ぎ る と 公職 者 の な り 手 が いな く な る と いつ っ た 異論 が 出 
る に 至り 、 法案 の 審議 は 紅 余 曲折 を た どる こと に な っ た (Aburamoto 2019) 。 ご うし た 状況 の 中 で 、 政 
権 は 法案 を 通す た め の 努 力 を 惜しま ず 、 最 終 的 に は プー チン 自身 が 年 次 教書 演説 の 際 に 支持 を 呼び 掛 
ける と い ジ ラ 形 で 合意 形成 を 図っ た ?。 そ し て 、2013 年 2 月 に 大 統領 に よっ て 法案 が 提出 され 、5 月 に 連 
邦 法 が 成立 し た の で ある (eaepa4snsrz aakosr 2013)。 と ころ が 、 同 法 の 内 容 は 骨抜き に され て いた 。 
まず 、 当 初 は 銀行 口座 に 加え て 不動 産 も 禁止 する と いう 案 が 議論 され て いた が 、 一 筋 縄 で は いか な か 
つた 審議 プロ セス を 経て 、 そ の 範囲 が 限定 的 に な っ た 。 具体 的 に は 、 銀行 口座 が 禁止 対象 と な り 、 不動 
産 に つい て は そこ か ら 除 外さ れる こと に な っ た の で ある 。 不 動産 の 所 有 が 許さ れる 以上 は 各種 の 支払 
い の た め に 現地 の 口座 が 必要 に な る こと か ら 、 不 動産 の 除外 は 同 法 の 実効 性 を 弱め て いる 面 も 指摘 で 
きる 》。 そ れ に 加え て 、 様 々 な 抜け 道 が 残さ れ て いた こと も 指摘 で きる 。 確 か に 、 同 法 が 成立 し た こと 
に より 、 一 部 の 公職 者 が ロシア へ の 資金 移動 を 発表 し た り 、 職 を 辞し た りす る ケー ス は あっ た が 、 遠い 
親戚 の 名 義 に 変更 する こと な ど は 可能 で あっ た (Beaowocrrr 2013) 。 政権 は こう し た 抜け 道 を 塞ぐ こと 
に それ ほど 熱心 で は な か っ た の で ある 。 

資産 公開 制度 に つい て も 同様 の 二 面 性 を 見 て 取る こと が で きる 。 同 制度 を めぐ っ て は 「 エ リー ト の 
国家 化 ] に 対し て 観察 され た ほど 強い 反発 は な か っ つた も の の 、 その 成立 に は 長い 時 間 を 要 し て お り 、 ご 
れ を 進展 させ る た め の 合意 形 成 が 容易 で は な か っ た こと が 示唆 され る ( 油 本 2022) 。 その 一 方 で 、 困難 
な プロ セス を 経て 策定 され た 制度 は 不 十 分 な も の に と どまり 、 野 党 の 議員 ら か ら 再 三 提言 さ れ て いた 
不正 区 財 の 刑事 罰 化 は 実現 し な か っ た 。 支 出 を 申告 対象 と する と いう アイ ディ ア は 同 制度 を めぐ る 議 
論 の プロ セス で 登場 し 、 次 第 に 議論 の 中 心 に な つて いく が 、 支 出 を も 申告 対象 と する こと が 汚職 の 防 
止 に どの よう に 寄与 する の か と いう 点 に つい て は 曖昧 な 形 で し か 議論 され て いな か っ た 。 不正 蓄財 の 
刑事 罰 化 を めぐ っ て は その 後 も 野党 陣営 を 中 心 に 様々 な 形 で 政治 争点 化 が 試み られ た も の の 、 政 権 ・ 
与党 側 は これ に 応じ よう と は し な か っ た 。 お し ろ 、 一 度 は 制度 を 上 厳 格 化 し た こと を 逆手 に と っ て さら 
な る 制度 変更 を 阻 も うと し た 面 も 指摘 で きる 。 


? ご の 大 統領 教書 演説 に お いて 、 プ ー チ ン は 、 議 員 ら に 向け 「 あ な た 方 は 気に入ら な いで し ょ う が 、 ご の 法案 を 
支持 し て くだ さい 」 と 訴え た (Tyrrra 2012b) 。 

8 筆者 に よる トラ ンス ペア レン シー・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ ロ シア の メン バー か ら の 聞き 取り 。2018 年 3 月 15 
日 。 
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( 2 ) 公職 者 の バー ジ 


反 汚 職 の 実施 、 と り わ け 、 エリ ー ト に 対す る 締め 付け の 強化 と いう 観点 か ら 見 逃 せ な い の が 、 公職 者 
の パー ジ で ある 。 ご の 点 に つい て は 、 プー チン 期 に お いて は 一定 程度 の 進展 が あっ た 。 その 中 で も 特に 
知ら れ て いる も の と し て 、2012 年 11 月 に は 国防 大 臣 の セル ジュ コ フ が 軍 資 産 の 売却 に 関わ る 汚職 を 理 
貼 に 更 送 され た ?。 セ ル ジ ュ コ フ の 更 送 は 、 彼 が プー チン の 取り 巻き の 一 員 で あっ た こと も あっ て 大 き 
な 衝撃 を 持っ て 受け 止め られ た 。 そ れ 以 外 に も 、 連 邦 政府 の 大 臣 や 数 名 の 知事 ら に 対す る 刑事 訴追 が 
行わ れる な ど "、 一 定数 の 高位 の 公職 者 が 、 汚 職 に 関わ る 様々 な 理由 で パー ジ さ れ た (Sharafutdinova 
2016, 12-13) 。 こ れ は 、 反 汚職 を 前 面 に 打ち 出し て いた メド ヴェ エー ジェ フ 期 と 比較 し て も 際立っ て お り 、 
プー チン が 真剣 に 反 汚 職 に 取り 組 ち うと し て いる 姿勢 を 示す も の と 受け 止め られ た 。 

また 、 先 に 触れ た エリ ー ト に 対す る 統制 強化 の 法制 度 整備 に 伴う パー ジ も 行わ れ た 。 ご の 観点 か ら 
特に 重要 な 制度 変更 と な っ た の が 、 公 職 者 の 腐敗 に 関す る 法律 違反 に よる 解雇 一 一 「 信 頼 の 失墜 に 伴 
ラ 解 雇 (yorbHenwe ceascyTpaTo!noBepa)」 と 規定 され る 一 を 導入 し た 2011 年 11 月 の 法 改正 で 
あっ た (eepabnsiM sakon 2011) !。 ご の 理由 で 解雇 され た 公職 者 は 2012 年 か ら 2015 年 の 間 で 1200 
人 近く に の ぼっ た (Muarpya 2016)。 さら に 、 2017 年 に は こう し た 公職 者 が 再度 国家 機関 に 職 を 得る こ ご 
と を 防ぐ た め 、 解 雇 さ れ た 公職 者 の 名 前 を 解雇 か ら 5 年 に わた っ て リス ト に 載せ 、 公 表す る 法 改正 が 
行わ れ た ( む enepasnbiM sakon 2017) 。 法 律 に 様々 な 不備 が 残っ て いた こと は 事実 で ある が 、 エ リー ト 
に 対す る 制度 的 な 統制 は 強化 され た の で ある 。 

し か し 、 結論 か ら 言 えば 、 一 連 の パー ジ は 広がり に 欠け て いた 。 プー チン は 、 比較 的 早い 段階 で 公職 
者 の パー ジ に 対す る 熱意 を 失っ た と 分 析 さ れ て いる 。 セル ジュ コ フ を 除け ば 、 プー チン の イン ナー・ サ 
ー ク ル に 属す る 人 々 は ほとん ど と 無傷 で あっ た 。 ご この間 に 多く の 高位 の 公職 者 ら が 野党 活動 家 ら に よっ 
て 隠し 財産 の 保有 が 暴 か れる な ど し て 攻撃 を 受け て いた が 、 そ うし た 人 々 が パー ジ の 対象 と され る ご 
と は な か っ た 。 ま た 、 汚職 に 関す る 法律 違反 に よっ て 失職 し た 公職 者 は 2018 年 9 月 か ら 2022 年 1 月 
12 日 時 点 で 2018 年 9 月 以降 の 累計 で 3079 人 と な っ て いる が 、 連 邦 大 臣 な ど 、 権 力 の 中 枢 に いる と 考 
えら れる 公職 者 は 含ま れ て いな い (Peecrp 2022) “。 結局 の と ころ 、 汚職 の 摘発 は 選択 的 に 行わ れ 、 権 
力 の 中 枢 に メス が 入る こと は な か っ た と 言え る 。 


(3) 別 働 部 隊 を 通じ た 統制 
ご の 時 期 に は 様々 な 方 法 で エリ ー ト を 統制 する 試み が 展開 され た が 、 そ の 特徴 の 0ー つ と し て 、 統 制 


に 際 し て 別 働 部 隊 が 用 いら れ た と いう 点 を 挙げ る こと が で きる 。 政 権 は 確か に 自ら 反 汚 職 へ の コミ ッ 
トメ ント を 表明 し 、 様 々 な 施策 を 実施 し た が 、 そ れ と 同時 に 、 全 ロシア 人 民 戦 線 (O6rrepoccrckrr 


5 セル ジュ コ フ が 更 送 され た 背景 要因 と し て は 、 国 防 大 臣 と し て ラディ カル が な 軍 改 革 を 行っ て きた 経緯 か ら 、 エ 
リー ト に 多く の 敵 を 作っ て いた ご こと が 指摘 され て いる 。 ご の 点 に つい て は 小泉 (2016) を 参照 。 

0 連邦 大 臣 と し て は 、2012 年 に 農業 大 臣 の エレ ー ナ ・ ス クル イィ ニク が 捜査 の 対象 と な っ て いた 。2016 年 に は ア 
レク セイ ・ ウ リュ カエ フ 経 済 発展 大 臣 が 逮捕 され た 。 ま た 、2015 年 か ら 16 年 に か け て は 、 サ ハバ リン 州 、 コ ミ 共 
和 国 、 キ ー ロ フ 州 の 行政 府 長官 が 汚職 を 理由 と し て 訴追 され て いる 。 

1 具体 的 に は 、 利 益 相 反 を 防止 また は 解決 する た め の 措 置 を 講じ な いこ と 、 収 入 ・ 資 産 等 の 申告 を 行わ な か っ た 
り 、 虚 偽 の 申告 を 行っ た りす る ご と 、 企 業 活動 へ の 有償 で の 参加 、 外 国 の 非 営利 団体 へ の 参加 の 場合 に 解雇 の 対 
象 に な る と 規定 と され た 。 

+2 2022 年 1 月 の 段階 で 最も 多い カテ ゴリ ー は 議員 で 、 全 体 の 4 割 近く を 占め る が 、 そ の 多く は 地方 自治 体 レヴ 
エル の 議員 で ある 。 
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apoan5rt bpogr (以下 、 人 民 戦 線 )) と いう 組織 を 利用 する こと に より 、 政 権 が 全面 的 に 関わ る こと 
を 回 避 し よう と し た の で ある "。 人 民 戦 線 は 、 も と も と は 2011 年 5 月 に 結成 され た 組織 で 、 プ ー チ ン 
の 大 統領 選挙 出馬 に 向け 、 プ ー チ ン に 対す る 支持 を 固め る た め に 結成 され た 。 同 組織 は 不 人 気 に 陥 つ 
て いた 与党 「 統 一 ロシア 」 と は 異な る 路線 を 採用 し 、 エリ ー ト に 対し て 批判 的 な 態度 を 取っ て いた こと 
も あり 、 政 権 に と っ て は 反 汚 職 運動 の 役割 を 担い むせ る の に 都合 の よい 組織 で あっ た 。 

人 民 戦 線 は 初期 の 段階 か ら エ リー ト の 統制 を 強化 する 方 向 性 で 様々 な 活動 を 行っ て いた 。 同 組織 の 
比較 的 早い 時 期 に お ける 活動 と し て 、「 エ リー ト の 国家 化 」 に 関す る 法案 の 作成 を 挙げ る こと が で きる 。 
先 に も 触れ た と お り 、 同 法案 の 策定 は 一 筋 縄 で は いか な か っ た が 、 ここ で 人 民 戦 線 は 、 観測 気球 と し て 
の 役割 を 果たし た 。 当初 、 エリ ー ト に 対し て 上 厳し い 統制 を か ける 内 容 の 法案 は 、 下 院 議員 と な っ た 人 民 
戦線 の 活動 家 に よっ て 準備 され た 。 政権 は 、 人 民 戦 線 の 最も 上 厳し い 案 に 対す る 反応 を 見 な が ら 、 その 後 
次 第 に 妥協 を し て いく 形 で 法案 を 策定 し て いっ た 。 ま た 、 人 民 戦 線 は 公職 者 の パー ジ に も 一 役 買っ て 
いた 。 特に 、 人 民 戦 線 は 知事 に 対し て 攻撃 を 加え て お り 、 知事 が 辞任 や 解任 に 至っ た ケー ス の うち いく 
つか に 関し て は 、 そ の 背後 に 人 民 戦 線 の 活動 の 影 絡 び あっ た こと が 知ら れ て いる 。 

上 記 の 活動 に 加え 、 人 民 戦 線 は 独自 の イニ シア チ ヴ で エリ ー ト に 対す る 統制 の 強化 を 試み た 。 まず 、 
2013 年 秋 に は 公共 調達 の 監視 を 主たる 内 容 と する 「 公 正 な 政府 調達 の た め に (3a secrrpre sakyrrkr) 」 
と いう プロ ジェ クト が 始動 し 、 一 般 の 人 々 か ら の 通報 を も と に 調査 を 行う スキ ー ム が 作ら れ た 。 また 、 
より ポ ピ ュ リ ス ト 的 な 色彩 を 持つ も の と し て 、 国 営 企 業 等 で の 贈り 物 や 公職 者 の 高級 車 購入 な どの 監 
視 を 挙げ る こと が で きる 。 人 民 戦 線 は 、 「 殴 沢 指数 (ImAekc pacrowrrreasnocrr)」 な る 指標 を 作り 、 定 
期 的 に 、 行 政府 等 の 調達 に お いて 過度 に 牙 沢 な も の が 購入 され て いな いか を チェ エック し 、 発 見 し た 場 
合 に は その 金額 を ラン キン グ に し て 発表 し て 批判 する と いう キャ ン ペ ー ン も 行っ た 。 ご この よう な プロ 
ジェ クト は エリ ー ト に 対す る 直接 的 な 統制 と し て も 機能 し た 面 が ある 。 

別 働 部 隊 を 通じ した エリ ー ト の 統制 も また 、 政権 が 一 歩 引 く 形 で 、 し か し 反 汚 職 は 推進 する と いう 、 二 
つの 異な る ヴェ クト ル を 両立 さ は よう と する 試み の あら われ で あっ た と 見 る こと が で きる 。 別 働 部 隊 
を 用 いる こと に より 、 政権 は 自ら 手 を 下さ ず に 反 汚 職 を 行う こと が で きる 。 も ちろ ん 、 同 組織 が プー チ 
ン の 支持 母体 で ある こと は 明白 で あり 、 政 権 が 直接 手 を 下 し て いな いと 主張 する こと に は 無理 が ある 
が 、 それ で も 、 政権 自身 が 行う わけ で は な いこ と で 、 クッ ショ ン を 置く こと が 可能 に な っ て いた 面 は あ 
る 。 また 、 別 働 部 隊 の 利用 は 反 体 制 派 か ら の さら な る 批判 を 防ぐ と いう 意味 も あっ た 。 人 民 戦 線 が 行っ 
た 公共 調達 の 監視 は 反 体制 濁 の プロ ジェ クト と その 内 容 が 酷似 し て お り 、「 横 取り 」 の 批判 を 受け た が 、 
ご の 役割 を 別 働 部 隊 が 担っ た こと に よっ て その 批判 を か わし や すく な っ た 面 も ある 。 


ご こま で 、 本 稿 で は 消極 的 反 汚 職 に 起因 する 力学 に 注目 し な が ら プ ー チ ン 体 制 下 の 反 汚職 の 経過 を 
明らか に し て きた 。 本 稿 で は 、 特に この 時 期 に 試み られ た エリ ー ト の 統制 、 公職 者 の パー ジ 、 また キャ 
ン ペ ー ン 方 法 を 取り 上 げ て 検討 を 行っ た が 、 こ の いずれ の 領域 に お いて も 、 政 権 の 試み が 二 つ の 相反 
する 力学 に 特徴 づけ られ て いた こと が 示さ れ た 。 一 方 で 、 政権 は 、 時 に は エリ ー ト か ら の 反発 を 受け な 
が ら も 熱心 に 反 汚 職 を 推進 し よう と し た 。 その 一 方 で 、 反 汚 職 の 範囲 は 限定 的 で あり 、 様々 な 不備 を 残 
すこ と に も な っ た 。 す な わ ち 、 反 汚職 へ の 取り 組み が 熱心 に 展開 され た も の の 、「 本 丸 」 に 切り 込む こ 
と は 回 避 さ れ た の で ある 。 プ ー チ ン 期 の 反 汚職 は 次 第 に トー ンダ ウン し て いく こと に な っ た が 、 こ れ 
は 当初 か ら 埋 め 込 まれ て いた 帰結 で あっ た と も 言え る 。 


13 以下 の 記述 は Aburamoto (2019) お よび 油 本 (2022) に 基づい て いる 。 
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し か し 、 留 意 が 必要 な の は 、 こ れ が 単なる パフ ォ ー マ ンス と も 言い 切れ な い 面 が あっ た と いう 点 で 
ある 。 本 研究 か ら は 、 政 権 が 反 汚 職 を 推進 する に あたっ て は エリ ー ト か ら の 抵抗 に 直面 し た の に も か 
か わら ず 、 それ を 何と か 回 避 し よう と 様々 な 努力 を 重ね た 様子 が 明らか に な る 。 それ に 加え て 、 曲がり 
な り に も 制度 が 作ら れれ ば 、 そ れ が 一 定 の 抑止 力 と し て 働く 面 も 指摘 で きる 。 実 際 に 、 資 産 公開 制度 
は 、 公 職 者 の 行動 に 一 定 の 制約 を 与え て いる と の 指摘 も ある (Szakonyi2021)。 た だ し 、 一 連 の 反 汚 職 
が 汚職 の 削減 に 寄与 する の か どう か に つい て は 慎重 な 検討 が 必要 で ある 。 特 に 、 こ れ が 汚職 の 削減 と 
いう より は さら な る エリ ー ト へ の 攻撃 の 道具 と し て 機能 する 可能 性 も 十分 に ある 。 

本 稿 で 行っ た 検討 は 、 中 国 と の 比較 に つい て 考え る うえ で も 示唆 的 で ある 。 既存 の 研究 に お いて 、 ロ 
シア は 中 国 に お ける 反 汚 職 へ の モチ ベー ショ ン の 強 さ と は 対極 に ある 事例 と し て 位置 づけ られ て きた 。 
本 稿 で 明らか に し た ロシア に お ける 反 汚 職 は 、 野 党勢 力 の 活動 や 国際 規範 と の 関係 な ど と いっ た 外 発 
的 な 圧力 に よっ て 突き 動か され る 形 で 行わ れ 、 消極 人 性 に 特徴 づけ られ て いた と 言え る 。 これ は 、 指導 者 
が 熱心 に 反 腐敗 を 主導 し て いる と 考え られ て きた 中 国 と の コン トラ スト を 改め て 確認 する も の で ある 。 
し か し 、 ロ シア の 事例 か ら 明 ら か に な る こと は それ だ け で は な い 。 プ ー チ ン の 下 で 試み られ た 反 汚 職 
と その 帰結 は 、 反 汚職 を 実施 する こと の 政権 に と っ て の 難し さ を 示 す も の で も ある 。 中 国 と ロシア の 
それ ぞ れ の 反 汚 職 現 象 を より よく 理解 する た め に は 、 反 汚職 現象 の 多面 性 に 目 を 向け 、 比 較 を 積み 重 
ね て いく 必要 が ある 。 


参考 文献 

・ 日 本 語文 献 

安達 祐子 (2016)『 現 代 ロ シア 経済 : 資源 ・ 国 家 ・ 企 業 統治 』 名 古屋 大 学 出版 会 。 

油 本 真理 (2020) 「 腐 敗 防止 の 国際 規範 と ロシア ーー 公 職 者 の 資産 公開 制度 を 事例 と し て 」『 国 際 政 治 』 第 199 号 、 
33-48 頁 。 

油 本 真理 (2022) 「 プ ー チ ン 期 の ロシア に お ける 反 エ リー ト 主 義 と その 限界 一 全 ロ シア 人 民 戦 線 の 活動 に 注目 し て 
ー」『 立 教 法学 』 第 106 号 、 近 刊 。 

小泉 悠 (2016) 『 軍 事 大 国 ロ シア : 新た な 世界 戦略 と 行動 原理 』 作 品 社 。 


・ 英 語文 献 

Aburamoto, Mari “The Politics of Anti-corrupton Campaigns in Putm's Russia: Power Opposition, and the All- 
Russia People's Front” Ez7ope-4s7z 5fzg7es 71 (3): 408-425. 

Bueno de Mesquita, Bruce, and Alastair Smith (2011) 77e Dzc7zfor's 月 zz の boo WW7y Bgd ego7o7 75 7josf 47zogys 
Good Po/zcs, Public Affairs ( 四 本 健二 ・ 浅 野 宜 之 訳 (2013) 『 独 裁 者 の た め の ハ ンド ブッ ク 』 亜紀 書房 ) . 

Carothers, Christopher (2020) “Takimg Authoritarian Anti-Corrupton Reform Seriously” Je7spec7oes 7 Po/77Cs, 
First View 1-17, doi:10.1017/S51537592720001371. 

Chen, Cheng (2020) “What Ts behind Anti-Corrupton? A Comparison of Russia and China” Co の 7757 7 の Pos た 
Co7777777757 5 の 7es, 53 (4): 155-176. 

Fismar, Ray and Miriam A. Golden (2017) Corrupton: What Everyone Needs to Know Oxford University Press 

(山形 浩生 ・ 守 岡 桜 訳 (2019) 『 コ ラプ ショ ン : な ぜ 汚 職 は 起こ る の か 』 慶応 義塾 大 学 出版 会 ) . 

Gillespie, Kate and Gwenn Okruhlik (1991) “The Political Dimensions of Corrupton Cleanups: A Framework for 
Analysis,”" Co77p の 7 の e ocs, 24 (1): 77-95. 

Holmes, Leslie (2006) Koie Sed7 Co77g の 7 Pos た co77777777577 777 Meo77De7g77577, Duke University Press. 

Holmes, Leslie (2012) “Corruption in Post-Soviet Russia ” Gopg/ CZ7zoe, Pegce の Secz77, 24 (2): 235-250. 

Krastev Ivan and Vladislav Inozemtsev (2013) Putm's Self-Destructon: Russia's New Ant-Corruption Campaign 
will Sink the Regime” Fo7e7g7 4 衣 放 s, Junme 9 2013. 

Lassila, Jussi (2016) “Aleksei Navalnyiand Populist Re-ordering of Putm 's Stability” Eope-4s 刀 Sges 68 (1): 118- 
137. 

Ledeneva Alena (2013) Cg ヵ Rss ん oge77z7se2: 57sfe7p, Povoe7 efcoo7Ks g7 の 77707777 Gooe77772Ce,。 Cambridge 


191 


人 47277070 


University Press. 

Malksoo, Lauri (2014) Rsszg ヵ 4pp7ogc7es 7 777fe777g77 の 7 2o Oxford University Press. 

Ninenko, Ivan (2012) "Russia's Anti-corruption Predicament: Reforms, Activism and Strugghng Leaders” 
Co774 必 77077 7C: Pgpe7 5e77es 077 CO7774707 779 4777cO7774 の 7077 Po/7cy 15. 

Pavlova Elena (2020) “Corrupt Governance: Self-defeatimg Anti-corruption Rhetoric and Imtiatives in Russia," ero 
Je7spec が 7oes 28 (2): 205-222. 

Sharafutdinova, Gulnaz (2016) “Regional Governors Navigatng through Putn's. Third Term. On the Wave of 
Patriotism through the Troubled Waters of the Economy” Rzssz7 Po777cs, 1 (4): 372-397. 

Stefes, Christoph 量 . (2006) U7zgersg7 の go Pos た Soojef 要 g775777075: Co774 の 07 Co774s7o7 g77 C77e7fe77577,。 Palgrave 
Mcmillan. 

Szakonyi, David (2021) “Indecent Disclosures: Antcorruption Reforms and Politcal Selection,” 47e7jcg7 /04777g7 
の Po7zcg7 Scjezce, Early View https:/ / doi.org/10.1111 / ajps.12646. 

Wilson, Kenneth. (2015) “Modernizaton or More of the Same in Russia: Was There a Thaw′ Under Medvedev?/ 
Drop/e7s の Pos た Co77777777577, 62 (3): 145-158. 


・ ロ シア 語文 献 

Beaowocrr (2013) Or Pe4akrrrr: /leHbrrt BbIODa4rt POArtHY / / Beaoocrrr 20 aBrycra 2013 r, 
https:/ /wwwr.vedomost.ru /newspaper/ articles /2013 /08/20/dengi-vybrali-rodinu. 

Kaspwrrr, lvrrTPrYt rr AD. (2012) ITYTrrm pa3raaAe4 KOPDYITIYIEO TL CeMGYErbI Ort3HeC B Te4O 牙 OTDaCAT / / 
Beaowocrrr 20 aekaop 2011 r. 

Mrrgrpya (2016) B Poccrrr 6yaer co34aH PeecTD Ar YBO4eHFbIX B CB 久 3YT C YTDPATOYT 4OBGDT 提 / / Mrrgrpya: 
orrrra4pHprYt car, 25 agrycra 2016 r, https:/ /mintrud.govru/1abour/ public-service / 1382m=y 

ITyrrrr, Baaarrwrrp (2012a) TIerep6yprckrrY Me※4YHaDOAHprM 9KOHOwrrreCKrY 中 Opyw, 21 rrrorrg 2012 r, 
ITpesraer Poccrr, http: / / kremlin.ru/ events/ president/news/15709. 

ITyrrrr, Baaarrwrrp (2012b) Ilocaarre IIpesraenra Deaepaaprrowy CoOparrrto, 12 aekaOpz 2012r. ITpesrraerr 
Poccrr http: / / kremlinru/events/ president/news/ 17118. 

Peecrp (2022) Peecrp artr, yBo4eHrHbrx B CB3Y C yTPaTOM AOBeDr / / ToccayokOa, 
https:/ / gossluzhba.govru/reestr. 

Q①eaepaaprprM aakoH (2008) ①eaepaaprrpr aakoH or 25 aekaopg 2008 r. Ne 273-①3 <O 〇 rporrrBoaeYcrBrr 
kopPYnnrmt> / / C3 P①, Ne 52, Cr. 6228. 

む ①eaepaaprprM aakoH (2011 ) ①eaepaaprpryt 3akor or 21 oOpg 2011 r. Ne 329-①3 < 〇 Becerrrrr rraweHeHrrYt B 
OTAe4pHbIe 3aKOHO4aTe4prrpIe aKTpr PoOccrrYtCkoYt ①e4eDarTrtrr B CB 氏 3YT C COBeDITIeHCTBOBaHTIeM 
TOcy4aPCTBeHHOTO YITTDaBAeHY B OO4aCTY TPOTYBOAe 攻 CTBYII KODPYHrrrr> / / C3 PO, Ne 48, Cr. 6730. 

む ①eaepaaprprM aakoH (2012) ①eaepaaprprM aakon or 3 aekaOpg 2012 r. Ne 230-①3 < 〇 korrrpoae 3a cooTBeTCTBrteM 
PacxoAOB 4rtr, 3aMerTratOrrrX TOCY4aPCTBeHHple 4OKHOCTY, II HbTX ATT TX 4OxOoAaM> / / C3 P①, Ne 50, Cr. 
6953. 

①eaepa4pHbrYt 3aKOH (2013) ①eaepaAaprprYt 3aKOH Or 7 Ma 2013 r. Ne 79-①3 < 〇 3arrpere OTAe4pHbIM KaTeTODTIZM 
ArITI OTKD5rBaTb TI MeTb CdeTa (BK4aApr), XDartTb HaAYTTFIre AGHe 玉 HbIG CDeACTBa II ICHHOCTTT B HOCTDaHHbTx 
amkax, PacToaoxKeHrrprx 3a TDe4e4aMTT TeDDrtTODrtrt PoccrrYrcko 玉 ①eAeDarrrrrr, BAaAeTb (LA) 
Toap3oBaTpC YIOCTDaHHbrMr 中 HaricOBprMr rrHCTDPyMenTawry / / C3 P, Ne 19, Cr. 2306. 

Q①eaepaaprrpr aakoH (2017) ①eaepaaprrprM 3akoH OoT 1 riOag 2017r. Ne 132-①3 <O 〇 Briecerm4 芝 3weHeHrIY B 
OrAe4pHbIe 3aKOHO4aTe4prHpIe aKTpr PoccrrYtCkoY ①e4eDarrrt B TaCT Da3MeTTIeHTTT B TOCY4APCTBeHHOT 
THDODMartYTOHHOY CrICTeMe B OO4aCTTT TOCY4aDCTBeHHO 下 CAY2KObI CBe46HTIYT O TDITMeHHTITT B3bICKaHHTI B BLAG 
YBO4pHeHTT B CB 名 3YT C YTDaTOIT 4OBeDT 名 3 COBeDITIeEHIe KODDYIITIYTOHFbIX ITDABOHADYTTIeHTIYT> / / C3 P む No 


27, Cr. 3929. 


192 


権 ・ 圏 ・ 銭 : < 中 国 > 腐敗 学 か ら 腐 敗 学 へ 
廉 政 研究 会 * 


処 を 選ば ず 、 時 を 選ば ず 、 ど こ に あっ て も 、 い つ で も 、 著 な 不正 行為 は 横行 し て いる 。 ヒ ト の 
常 で あろ うか 、 何 人 で あろ うと も この 誘 天 に 打ち 元 つ こと は お むつ か し い 。 

ご の 意味 で 、 腐 取 と は どの 国 に も 、 ど の 時 代 に も 見 られ る いわ ば フツ < の 現象 で ある 。 ご の 腐 
敗 現象 を 現代 中 国 に 発生 し て いる 特異 な 政治 経済 社会 現象 と し て 限定 する な ら ば 、 中 国 腐敗 と は 
どの よう に 捉え られ る べき か 、 何 が 、 ど こ で 起き て いる の か 、 ど の よう に 捕まえ る か 等 を 解明 し 
よう と 本 報告 書 は 各 草 に お いて さま ざま な 試み を 展開 し て きた 。 各 章 の 考察 を 確認 する 形 で 、 中 
国 腐敗 に 関す る 核心 問題 を 以下 に 掲げ る 4 つ に 集約 し 、 そ の 検討 を 行う こと で 本 書 の 終章 と し た 
い 。 


【Q1】 腐敗 を どう 定義 する か ? 


本 書 で は 、 第 1 章 以 来 、 腐敗 行為 を 「 公 権力 に よる 私 的 利益 の 追求 」 と 定義 し て きた が 、 果たし て これ で 十分 な 
の だ ろう か ? 腐敗 を 公権力 の 藩 用 に 限定 する こと は 、 政府 官 員 に よる 汚職 、 漬 職 行為 に 限定 する こと と な り 、 社 会 
全体 の 不正 を 看過 する こと に な り は し な いか 。 私 企業 内 の 各種 権限 の 藩 用 も 腐敗 行為 と 腹 人 区 す べき で は な いか 。 
談合 、 裏金 、 口 銭 、 キ ッ ク バ ッ ク 、 帆 周 等 の 私 企業 間 の 不正 な 取引 は 、 取 引 コ スト と し て 企業 会 計 に 算 人 され る も 
の の 、 市場 メカ ニズム の 歪み を も る たらす も の と し て 広義 府 敗 に 加え る べき で は な いか 。 日 本 に お ける 「 み な し 公務 
員 ] と いっ た 規定 も 参考 に する な ら ば 、 腐 敗 は どの よう に 定義 きれ る べき か ? 


ご の 問い は 、 < 中 国 > 腐 敗 学 と いう われ われ の 腐敗 研究 の スコ ー プ と 方 法 に 直結 する いわ ば 前 提 
と な る 出発 点 で ある 。 こ れ は 、 第 一 に 、 腐 敗 行為 の 主体 ・ 当 事 者 を どの よう に 理解 する か に 関わ 
る 。 腐敗 主体 を 大 な り 小 な り の 公権力 を 手 に し た 官 員 、 公 務 員 に 限定 する の か 、 そ れ と も 官 員 の 
腐敗 に 関わ る も う 一 方 の 当事者 と し て の 民間 人 の 諸 行 為 を も 腐敗 行為 と し て どこ まで 弓 弾 すべ き 
か 、 更 に は 、 民 間 人 同士 の 私 企業 間 の ビジ ネス 取引 を も 広義 腐敗 と し て 捉え る べき か と の 問い に 
置き 換え る こと が で きる 。 も う ラー 歩 進め る な ら ば 、 お 歳暮 、 お 中 元 あ る い は 飲食 場面 へ の 誘い と 
いつ た 、 あ る 特定 の 影 絡 カ 、 パ ワー を 持つ (と 看 仔 し た ) 友人 知己 へ の 接近 も 邪 な 意図 を 隠し 持 
つ 限 り 、 腐 敗 と 称し 得る の で は な いか 。 中 国 固有 と も いう べき ギフ ト ・ カ ルチャ ー (= 贈り 物 文 
化 ) の 伝統 それ 自体 に も 、 腐 敗 の 芽 を 箱 う こと が 可能 で ある 。 

し か し な が ら 、 腐 敗 に よって も た ら さ れる 被害 対象 は 一 様 で は な い 。 私 企業 間 の 談合 、 裏 金 、 
口 銭 、 キ ッ ク バ ッ ク 、 賭 周 等 の 不正 な 取引 、 すなわち , ビジ ネス 商業 上 の 腐敗 の 被害 は 主 に 取引 
先 、 株 主 、 企 業 所 有 者 の 利益 、 権 利 あ る い は 市 場 メ カニ ズム の 歪み や 浪費 な ど で あ り 、 被 害 の 対 
象 、 範囲 は 具体 的 か つ 限 定 的 で ある 。 これ に 対し 、 公権力 の 腐敗 は 、 前 者 と は 異な り 、 公共 福祉 、 
公共 財産 、 公 共 道徳 な ひど が 損なわ れる こと と な り 、 こ れ ら は 工 然 と 区 分 され る べき で あろ う 。 


また 、 第 二 に は 、 「 権 力 ]」 へ の 理解 如何 が 関係 する 。 「 権 力 ] を 国家 機関 、 政府 等 公 的 組織 に お け 
る 公 的 に 農 与 され た 「 公 権力 」 と 同様 に 各 私 企業 組織 に お いて 各 ボ ポス ト に 与え られ た 決定 権限 、 
決裁 権限 ある い は 方 針 執 行 権 等 を も 「 権 限 」、「 民 権力 」 と し て ヨリ 広範 に 理解 する こと も 可能 で 


1 本 稿 は 、2022 年 11 月 7 日 ZOOM 形態 で 開催 し た 廉 政 研究 会 で 討議 し た 内 容 に 基づき 、 ご これ を 最終 的 成果 と し 
て と り ま と め た も の で ある 。 
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あろ う 。 人 間 関 係 に お いて 、 能 力 の 優劣 ある い は 出自 の 相違 等 か ら 目 に 見 え ぬ 上 下関 係 感覚 が 生 
じ 、 そ れ が 関係 に 等 置 され 、「 私 権力 」 と 化す こと も し ば し ば で は ある 。 

これ ら か ら は 、 ヒ ト の 営み 、 社 会 の 営 為す べ て を 腐敗 の 眼差し で 観察 する こと に な る 。 腐 敗 は 
時 空 を 超え て 、 ま さ し く 遍 く 存 在 す る こと と な り 、 腐 敗 研究 と は 、 森 縮 万 象 の 社会 全 範囲 を 対象 
と する 広 表 無限 大 の 途 載 も な い 作 業 と な ら ざ る を 得 な い 。 

し か し な が ら 、 本 書 で は 腐敗 一 般 を 対象 と する 腐敗 学 を 素描 し た 序章 を 受け て 、 第 1 章 で 分 析 
対象 を 現代 中 国 に 生起 する 腐敗 現象 に 特定 する こと で 、< 中 国 > 腐 敗 学 の 検討 を 行う こと と し た 。 
従っ て 、 本 書 が 中 国 腐敗 を 考察 対象 と 限定 する < 中 国 > 腐 敗 学 を 目指 す 限 り に あっ て は 、 や は り 腐 
敗 行為 を 「 公 権 カ に よる 私 的 利益 の 追求 」 と する 定義 に 何ら 変更 を 加え る べき 理由 は 見 当たら な 
いこ と に な る 。 


但し 、 も ちろ ん 、 現 代 中 国 社 会 に あっ て は 、 あ ら ゆ る 不正 行為 、 不 公平 現象 が 難 延 し て いる ご 
と か ら す れ ば 、 中 国 腐敗 に 分 析 対 象 を 限定 し て 考察 し よう と する < 中 国 > 腐 敗 学 に お いて は 、 いく 
つか の 固有 の 久 意 が 必要 で あろ う 。 

その 第 一 は 、 腐 敗 の 可視 性 の 限界 で ある 。 われ われ が 分 析 旭 上 に 載せ る の は 、 中 国 側 公 的 機関 

(中 央 紀 律 検査 委員 会 、 最 高 検 圭 院 、 国 家 監察 部 、 中 国政 務 興 情 監 測 中 心 等 ) か ら 公表 され る 腐 
敗 事 案 報告 ある い は 人 民 網 、 新 華 網 、 政 法論 壇 、 領 導 決 策 信 息 等 メデ ィ ア に よる 腐敗 関連 の 事件 
報道 に よる デー タ 資 料 で あり 、 こ れ ら は 遍 く 存 在 す る 中 国 腐敗 現象 の 氷山 の 一 角 を 示す に 過ぎ な 
い 。 い わ ば 目 に 見 える 《 顎 腐敗 》 と いっ て も よい 。 こ れ に 対し 、《 潜 腐敗 》 と も いう べき 不可 視 、 
不可 触 の 不正 行為 の 散 延 が これ ら 可 視 化 され た 腐敗 事案 、《 誤 腐 敗 ) の 後 景 と し て 存在 し て いる 。 
況 し て や 、“ 党 紀 国 法 “ と 並列 視 す る 詩 に 象徴 され る よう に 、 これ ら 「 見 える 化 」 され た 腐敗 ケー ス 
と て その すべ て が 刑法 上 の 刑法 犯罪 事業 と は 限ら な い 。 第 4 章 で 詳細 に 検討 され た 腐敗 高官 の 落 
馬 現 象 に は 党 紀 律 違 反 案件 が 数 多く 含ま れ て いる 。 第 13 草 で 見 た 「 違 法 乱 紀 ] と 呼ば れる 「 演 
職 ・ 侵 権 ]、 す な わ ち 、「 公 職 を 汚し 、 権 利 を 侵害 する 」「 法 紀 型 権力 沙 用 ] は そう し た 広義 腐敗 の 
ー 部 で ある (第 13 章 ) 。 


第 二 の 留 意 は 、 こ の 腐敗 定義 に お ける 公 的 権力 を 行使 し 、 私 的 利益 を 條 る 「 公 務 員 ] の 取り 扱 
いで ある 。 日 本 に お ける 「 み な し 公務 員 ] と は 、 公務 員 で は な いも の の 、 職務 内 容 が 公務 に 準ずる 
公益 性 お よび 公共 性 を 有 し て いる も の や 、 公 務 員 の 職務 を 代行 する も の と し て 、 刑 法 の 適用 に つ 
いて 公務 員 と し て の 扱い を 受け る 者 を いう 。 こ れ を 参照 する な ら ば 、 現 代 中 国 に あっ て は 、 果 た 
し て どこ まで が 「 公 務 」 員 な の か 。 「 中 華人 民 共 和 国 公職 人 員 政 務 刀 分 法 」 (2020 年 制定 ) 第 七 〇 
条 、「 中 華人 民 共 和 監 察 法 」 (2018 年 ) 第 十 五 条 等 に よれ ば 、 共産 党 機関 、 政 府 機関 、 人 代 機 関 、 
政 協 機関 、 法 紳 機 関 (監察 、 検 圭 、 法 院 )、 人 民団 体 機関 、 軍 機関 、 国 有 企 業 指導 部 、 一 部 事業 単 
位 に 属す る 人 々 が 「 公 職人 員 」 と 規定 され て いる 。 い わ ば 、① 国 家 の 行 政 編制 に 属す る 党 と 政府 
の 機関 、 公 有 セ クタ ー 企 業 、② 半 官 半 民 的 性 格 の いわ ゆる 「 事 業 単位 ]、③ こ れ ら と 業務 関係 を 有 
する 民間 組織 (私 営 企業 な ど ) が 現代 中 国 に お ける 政治 腐敗 の メイ ン ・ ア クタ ー と し て 措 定 され 
る 。 彼 ら に よっ て 巻き 込ま れる 、 な いし は 彼ら を 腐敗 へ と 誘う 、 贈 由 者 に 代表 され る 民間 セク タ 
ー の 人 々 が いわ ば この 腐敗 ドラ マ の 助演 者 と な り 、「 腐 敗 圏 ] が 形成 され る 。 こ れ が 権 ・ 銭 ネッ ト 
ワー ク (第 1 章 ) で あり 、 政 商 関係 に お ける 業界 団体 ・ 商 会 (第 14 章 ) 等 か ら 構 成 さ れる 「 腐 敗 
圏 ] で ある 。 な お 、 こ ご の 助演 者 に つき 、 中 国 刑法 163 条 は 、 民 間 人 、 す な わ ち , 公司 、 企 業 の 工 
作 人 員 が その 地位 を 利用 し て 、 他 人 の 財産 を 不法 に 収受 し 、 あ る い は 他人 の 利益 を 求め た 場合 、 
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「 公 司 、 企 業 人 員 受 周 罪 」 と し て 規定 し て お り 、「 も う 一 方 の 当事者 」 ど ころ か 腐敗 の 主体 行為 者 
と され て いる 2 ぐ 。 


第 三 に 、 こう し た 腐敗 ネッ トワ ー ク の 背景 因 と な る 関係 網 sz7zxzxozzgo、 すなわち , 地縁 、 血縁 、 
同窓 、 戦 友 な ど に 基づく 社会 的 ネッ トワ ー ク か ら 成 る 「 人 情 ze 社会 」 ? の あり よう に も 十分 
留意 する 必要 が ある こと は 殴 言 を 要 し な い 。 見 返り を 期待 する 贈答 文化 、 あ る い は 官 本 位 主 義 、 
権力 を 崇拝 視 する 伝統 文化 が 肘 され る こと な き 特 権 を 生み 出し 、 《 潜 腐敗 》 と も 称す べき 不可 視 
的 な 制度 的 腐敗 の 温床 と な る 。 こ ご これ ら が 構造 化 さ れる こと に より 成立 する の が 上 述 の 「 腐 敗 圏 」 
で ある 。 

か くし て 、 腐 敗 行為 を 「 公 権力 に よる 私 的 利益 の 追求 」 と 定義 し 、 限 られ た デー タ 資 料 に 依拠 


し 、《 記 腐 敗 》 の 分 析 を 行う と し て も 、 そ の 際 に は 、 決 し て これ ら の 留意 点 を 蔵 ろ うに し て は な ら な 
いで あろ う 。 


【Q2】 中 国 に お ける 「 腐 敗 バ ラド クス 」 を どう 理解 すべ きか ? 


現代 中 国 に お ける 腐敗 の 狙 狐 と 高 成長 の 持続 の 同時 成立 は 、 開 発 論 等 の 伝統 的 知見 か ら は パラ ドク ス 視 され る 
が 、 果たし て これ は 至 当 だ ろう か 。 腐敗 類型 を 略奪 型 と 開発 型 に 二分 し 、 後者 類型 で は パラ ドク ス た り 得 ず と の ウ 
ィ ー ド マン 解釈 は 育 定 され る の か 。 両 者 の 併存 も 瞬間 風速 的 事態 と し て 、 時 間 経過 に より いずれ か 一 方 が 運 減 す 
る と いう 単なる 一 時 的 現象 な の だ ろう か 。 現 代 中 国 で 観察 され る 事態 は パラ ドク ス な の か ? 


ご の 問い に 応え る 際 の 第 一 の ポイ ント は 時 間 の 取り 扱い で ある 。 本 書 で は 、 そ れ ぞ れ 経 済 成長 、 
政治 発展 、 社 会 発展 、 反 腐敗 と 腐敗 と の 関係 等 を 中 国 の 腐敗 パラ ドク ス と し て 掲げ た (第 1 章 ) 
が 、 い ずれ も 時 間 経過 に より 解消 され 得る 一 時 的 バ パラドクス 現 象 と 理解 する こと も で きる 。 例 え 
ば 、 経 済 が 成長 し 、 豊 か さ が ひ と びと に 均等 に 配分 され た 結果 と し て 、 ひ と びと の 意識 が 公正 に 
ヨリ 目覚 め て 行く な ら ば 、 そ の 温床 と な る 土壌 が 次 第 に 失わ れ 、 最 終 的 に は 腐敗 も 姿 を 消す こと 
に な る の か も 知れ な い 。 現 時 点 観察 され る 社会 発展 と 腐敗 の パラドクス も ひと びと の 意識 の 高 ま 
り に より 次 第 に 解消 され 、 ウ ィ ー ド マン の 経済 発展 パラ ドク ス も 、 成 長 に より 略奪 型 か ら 次 第 に 
開発 型 へ と 移行 する こと に より 解消 され る 。 と いう の も 、 腐 敗 に 関す る 逆 U 字 仮説 も 、 ピ ー ク に 
至る まで の 間 が パラドクス と され る に 過ぎ ず 、 現 在 時 点 を 観察 する の み の わ れ わ れ の 眼 に は それ 
が 愉 も パラ ドク ス の よう に 映 ぜ られ る の みな の か も 知れ な い 。 将 来 に は バラ ドク ス 視 する 必要 の 
な い 時 点 が 招来 され る こと と な る 。 

と り わ け 現 代 中国 の 腐敗 環境 が 今日 の 時 代 情 況 に 強く 制約 され た も の で ある こと か ら す れ ば 、 
時 間 経 過 に 伴う 制約 条件 の 変化 は 重視 さる べき で あろ う 。 例え ば 、 第 12 草 で 検討 され た 農村 の 包 
頭 工 は 、 中 国 特有 の 戸籍 制度 が 大 きく 影響 し た 「 徒 花 」 と いう 性 格 を 有 し て お り 、 包 頭 工 制度 の 
改革 に は 戸籍 制度 の 改革 が 必須 で あり 、 こ ご の 進展 が 進 び な ら ば 包 頭 工 を めぐ る 腐敗 ・ 搾 取 が 減 


2 な お 、 民 間 部 門 の 贈 収 賭 に 対し て は 、 例 えば 、ASEAN 諸国 で は 、 イ ンド ネシア 、 フ ィ リ ピン 、 タ イ な ど 規 定 
の な い 国 も ある が 、 ブ ルネ イ 、 カ ン ボ ジア 、 ラ オス 、 マ レー シア 、 ミ ャ ヤンマー、 シ ン ガ ポー ル 、 東 ティ モー ル 、 
ベト ナム が 禄 則 規 定 を 設け て いる (国連 アジ ア 極 東 犯罪 防止 研修 所 (UNAFEI) .『 東 南ア ジア 諸国 の 汚職 防止 法 
制 』,2021)。 ア ジア 各国 が 民間 部 門 の 贈 収 賭 を 規定 する 法律 を 整備 し た 背景 に は 、2003 年 に 採択 され た 国連 腐敗 
防止 条約 (世界 189 力 国 が 批准 、 日 本 も 2017 年 受諾 ) の 第 21 条 が ある 。 

3 姓 学 偉 (南京 大 学 社会 学 系 ) は 中 国 に お ける 人 情 、 面 子 と 権力 の 再生 産 過 程 を 「 情 理 」 社会 に お ける 社会 的 交 
換 と し て ビビ ッ ド に 描き 出し て いる ( 姓 学 偉 著 、 朱 安 新 ・ 小 嶋 華 津 子 編 訳 『 現 代 中 国 の 社会 と 行動 原理 一 - 関 
係 ・ 面 子 ・ 権 力 』 岩波 書店 , 2019) 。 
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し て 行く で あろ うこ と も 期待 され る 。 ま た 、 上 恵 農政 策 以 前 の 中 国 農村 で は 、 自 助 努 力 に よる 発展 
と 安定 を 求め ざる を 得 な い 農 村 ガ バナ ンス 体制 で あっ た た め 、 あ る 程度 の ^ 以 権 謀 私 "も やむ な し 
の 「 容 認 さ れる コス ト 」 と され る 結果 、 一 見 パラ ドク ス の よう に 見 えて も 実は パラ ドク ス で は な 
か っ た 。 だ が 、 腐 敗 を ビル トイ ン し た 成長 や 農村 振興 の 時 代 は 終 知 し た (第 7 章 )。 農村 政策 の 変 
化 、 農 民意 識 の 変化 (権利 意識 の 高まり )、 土地 収用 補償 金 な ど 個 人 の 利益 に 直接 か か わる 案件 ( よ 
り 強 く 権利 意識 を 刺激 する 案件 ) の 出現 等 々 、 時 代 環境 が 変化 し た の で あっ た 。 

逆 に 、 時 間 経 過 が 見 えて は いな か つっ た 腐敗 バラ ドク ス を 露呈 する 可能 性 も ある 。 腐敗 に よる 損 
失 規 模 が 可視 化 、 数 値 化 され に くい た め 、 腐敗 が 獲 狼 する 中 で の 高度 成長 も 、 実は 「 砂 上 の 楼 閣 」 
で あっ た と いう 危う さ を 免 れ 難い か ら で あ る (第 10 章 )。 腐 敗 高 官 の 潜伏 な ら ぬ 腐敗 その も の の 
潜伏 で は ある が 、 そ うし た 腐敗 に よる 損失 が 明らか に な る の は 、 少 な く と も 数 年 後 、 場 合 に よっ 
て は 数 十 年 後 か も 知れ ず 、 そ の 時 点 で は 既に 腐敗 と の 因果 関係 を 明らか に する こと は 至難 の 業 で 
ある 。 


翻っ て 、 そ も そ も の 問い は 、 腐 敗 と は どの よう が 機能 を 有する 現象 な の か 、 と いう 点 に ある 。 
腐敗 と は 、 例 えば 、 経 済 成長 を 促進 する 現象 な の か 、 そ れ と も 腐敗 に は 発展 を 阻 得 する 何ら か の 
要素 が 豚 胎 され た も の な の か 。 実は 、 ミ クロ 、 マ クロ の 実証 で は 、 必 ず し も 腐敗 パラ ドク ス は 確 
認 さ れ て は いな い 。 成 立 する 場合 も あれ ば 、 成 立 し て いな い ケ ー ス も ある か ら で あ る 。 

ご の 関連 で は 、“ グ ッ ド ・ ガ バナ ンス "と いう 調 の 狼 み に 條 い 、 腐 敗 を 「 よ い 腐 敗 oo co77 ゆ fo7」 
と 「 悪 い 腐 敗 pz co7yzzfo7| と 区 分 し て みる の も 参考 と な る か も 知れ な い 。 つ まり 、 腐 敗 行為 に 
よっ て 得 ら れ た "収益 "を 腐敗 者 個人 が ひと り 懐 に いれ る の み で 周囲 に な ん ら の 便益 を も た ら す こ 
と な く 、 当 該 個 人 の 欲望 充足 の み に 消 費 さ れる と すれ ば 、 そ れ が 略奪 型 腐敗 で あり 、「 悪 い 腐敗 」 
で ある 。 これ に 対し 、 腐敗 "収益 "を 自ら の ボ ポケッ ト に 入れ る に と とどまら ず 、 ひと びと に も 配分 し 、 
公共 目的 に それ を 用 いる 結果 、 公共 の 秩序 、 安寧 、 発展 が ち も た ら さ れる の が 「 よ い 腐 敗 ] と な る 。 
開発 型 腐敗 と は 「 よ い 腐 敗 」 の 一 類型 と 捉え る こと も 許さ れ よ う 。 と は いう も の の 、 そ の 分 配 が 
一 族 郎党 その 他 「 関 係 網 ]」 に よっ て 構成 され る 「 腐 敗 圏 ] の 狭小 な 範囲 に と ど ま る 限り 、 また 腐敗 
“収益 "の 使用 方 向 が 私 的 レベ ル に と ど ま る 限り 、 当然 それ を 十 全 の 「 よ い 腐 敗 ] と は いう こと は で 
き な い 。 


従っ て 、 腐 敗 パ ラド クス と いう 把握 は 、 腐 敗 の ある 側面 を 浮か が び 上 が ら せ 、 比 較 の 視点 を 得る 
上 で は 有効 な 概念 装置 と は いえ る も の の 、 二 項 対立 的 に 捉え る あま り 事 態 を 短 小 化し か ね な い 。 
“清水 壇 里 不 養魚 ” (= 清 い 水 に 魚 は 住め な い ) と いう 保 言 に も 示さ れる 通り 、 腐 骨 に は 欲望 解放 へ 
の イン セン ティ ブ が 腔 胎 され て いる 。 パ ラド クス と いう 否定 的 な 調 を 超え て 、 先 ず は 腐敗 行為 の 
有する イン セン ティ ブ と ディ スイ ン セ ン テ ィ ブ を 丹念 に 解明 する こと が 課題 と な ろう 。 


【Q3】 中 国 に お ける 腐敗 / 反 腐敗 の 特質 は どこ に 見 出さ れる か ? 


腐敗 と は 、 国 ・ 地 域 を 選ば ず 、 時 間 の 新旧 を 問わ ず 、 時 空 を 超え て 汎 通 的 に 観察 され る 現象 で は ある が 、 中 国 腐 
敗 は 他国 事例 に 比 し て どこ が どう 違う の か 。「 腐 敗 の 中 国 モ デル 」 と で も いう べき 特殊 な 性 格 が 見 出さ れる も の な 
の か 。 中 国 腐 敗 に 対し て は 発展 途上 要因 、 社会 主義 体制 要因 、 行政 機能 の 未 発現 と いう 国家 シス テム 要因 等 さま ざ 
まな 視座 が 措 定 で きる が 、 果 た し て 中 国 の 腐敗 / 反 腐敗 の 特質 を どこ に 見 出す べき か ? 


これ を 考え る 際 に は 、 中 国 腐敗 現象 の 形態 的 特性 と それ を も た ら す こと と な る 要因 の 両者 に 分 
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解す る こと が 必要 で あろ う 。 

中 国 に お ける さま ざま な 腐敗 行為 の 形態 特性 と し て は 、 先 ず は “ 以 権 謀 私 "お よび * 以 権 代 法 * が 
挙げ られ て いる (第 1 章 )。 前 者 は 、「 権 カノ 権限 を 以 て 私 を 謀る 」 と いう 権力 の 藩 用 に よる 私 的 
利益 ・ 利 害 の 超 法 規 的 追及 ・ 獲 得 と いう 形態 面 の 特性 で あり 、 後 者 は 腐敗 行為 者 が その 権力 を 以 
て 超 法 規 的 自由 を 獲得 し 、 法 的 訴追 可能 性 の 夫 外 に 身 を 置く と いう 事態 で ある 。 い ずれ も 権力 の 
溢 用 を 特徴 視 し た 中 国 的 表現 で は ある が 、 必 ず し も 中 国 固有 の 事態 と は 言え な い 。 

一 方 、* 以 権 謀 私 "の 具体 的 側面 と し て 第 4 草 で は 以下 の 6 点 が 指摘 され て いる 。 す な わ ち , ①) 
腐敗 潜伏 官僚 の 届 層 、(2) 超 多額 の 腐敗 額 、G) 量 刑 に お ける 厳 信 主義 、(④ 集 団 腐敗 、5) 官 商 結託 事 
委 (高級 官僚 と 国営 企業 ・ 民 営 企業 の 長 の 腐敗 事案 、 特 に 2000 年 代 以降 )、(6⑥ 諸 任 早々 か ら の 腐 
敗 着手 で ある (第 4 草 )。 こ れ ら は 高官 腐敗 事案 か ら 「 中 国 的 特徴 」 と し て 別 出 され た も の で 、 実 
際 の と ころ 、 他 国 ・ 地 域 に お ける 腐敗 事例 に 同 趣 の 事態 を 見 出す こと は むつ か し い 。 殊 に 、「 帯 病 
提 抜 ]、 す な わ ち , 腐敗 し つつ も 潜伏 し 、 出 世 の 階 段 を 上 が る 高官 と いう 「 半 ば 制度 化し た 」「 潜 
規則 (= 隠れ た ルー ル ) の 存在 が と り わ け 中 国 的 な 特徴 と し て 浮上 する 。 

そし て 、 更 に は 、 習 近 平 の 反 腐 敗 キ ヤン ペー ン に は 、 大 衆 の 腐敗 革 延 に 対す る 不満 を 背景 に し 
た ポ ピ ュ リ ス ト (= 人 気取り ) 政策 と いっ た 側面 に 加え 、 こ れ を 政治 的 に 利用 し 、 闘 争 化 する こ 
と で 、 政 敵 を 攻撃 し 、 自 ら の 政治 的 地位 強化 を 図る と い ラ 政治 的 側面 も 色 濃 い 。 反 腐敗 に 含ま れ 
る 政治 聞 争 と 派閥 閣 省 で あり 、 反 腐敗 が 政治 間 争 と 政治 動員 の 重要 な ツー ル と 化し て いる 点 は 極 
め て 中 国 的 な 特徴 で あろ う 。 

また 、 図 1 は 、 ネット 上 に 流出 し た 対外 皿 
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し 6。。 | 


易 部 長 、 対外 経済 信 易 部 長 、 同 部 党 組 書記 を - 、 還 還 昌 間 
勤め 、 全 人 代表 (第 11 て 13 期 )、 党 中 央 委員 書 幸 喚 
(第 12、13 期 ) に まで 上 り 詰 め た 処 拓 杉 の 洗 理 費 
報酬 明細 (2017 年 1 月 分 ?) を と り ま と め 壮 皿 = 
図示 し た も の で ある 。 1924 年 生 の 93 歳 の 退 | 還 生 抽 机 | 


職 者 の 報酬 と し て の 5 万 元 と いう 月 収 額 は 電話 〒 真  g 拓 形 (1985-1990) 元 外 経 賀 部 部 長 の 
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中 国 公務 員 (30 歳 前 後 ) の 平均 5000 元 程度 2 2017 年 1 月 収入 49250 元 

に 較べ 10 倍 余 と 七 き の 声 が ネッ ト 上 に は 溢 生計 

れる 一 方 で 、 中 央 委員 まで 動 め た 高級 幹部 と ーー 
し て は 少額 で は な いか と の コメ ント も 寄せ に 斑 車 補 貼 

られ た 。 生 活 補 填 が 2 万 5000 元 と 報酬 の 半 』 墓 記 補 | 

分 を 占め る まで の 退職 高官 の 退職 ライ フ と | 縛 寺 計 凍 時 

は 如何 な る も の な の か と の 嘆 息 も あっ た 。 邊 和 宮 和 小 計 


真 偽 の ほど は さて 措 く と し て も 、1992 年 
リタ イア し た 葬 拓 杉 に その 後 も 「 離 休 費 」 超 1 万 元 が 国家 支給 され 、 上 且つ ほぼ 同額 の 1 万 元 近く 
の 「 離 休 補 貼 」 が 所 属 機関 か ら の 補填 と し て 継続 的 に 30 年 近く も 支給 され 続け て いる と いう 事態 
は 区 く し か な い 。 ご これ が 不当 な 便宜 供与 な ら ざ る 報酬 支払 規定 等 に 基づく 合法 的 な 支払 いで ある 
と すれ ば 、 な お 一 層 の 驚 層 で ある 。 

描 っ て 、 こ れ ら と て も 、 実 は 昇進 規定 、 賞 入 規 定 、 報 酬 支払 規定 ある い は 紀 律 違反 に 関す る 懲 


る い は 藩 用 が 龍 り 通る まで に 厳密 さ を 欠き 、 導 意 的 な 運用 を 可能 と する まで に 曖昧 な も の に と ど 
まっ て いる が ゆえ で は な い の だ ろう か 。 渡 職 行為 等 不 行 跡 が 明らか な (ある い は 、 そう 嘱 か れる ) 
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人 物 の 悪評 を 不問 に 付 し た まま その 抜 択 、 昇 進 、 昇 格 を 審議 する 人 事 プ ロ セ ス 自 体 、 尋 常 で は あ 
り 得 な い 。 直ちに 何ら か の "身体 検査 "、 す な わ ち , 身 許 調査 等 が 始動 され る の が 通常 で は な い だ ろ 
うか 。 ま た 、 在 任 中 の 功績 が 如何 に 大 で あっ た と し て も 、 退 職 者 に 対し て 現職 者 報酬 レベ ル を 遅 
か に 上 回 る 超 高 額 支 給 を 継続 的 に 行い 得る も の だ ろう か 。 況 し て や 、 腐 敗 を 「 借 口 」 と し て 首尾 
よく ライ バル の 政治 的 生命 に と ど め を 刺す た め に は 如何 な る 制度 規則 が 必要 だ ろう か 。 や は り そ 
ご に は 「 制 度 の 緩み 」 な いし は 「 緩 い 制 度 ] の 存在 が 有 静 わ れる こと な る 。 

ご うし た 制度 の 聞 組 あるいは 「 曖 昧 な 制度 」 規定 に 着目 し 、 ヨリ 展開 させ た の が 「 曖 昧 な 空間 」 
と いう 指摘 * で ある (第 7 章 、 第 8 章 )。 第 7 草 は 、 村 レベ ル の " 微 腐 敗 ?Y を めぐ っ て 、 村 幹部 が 個人 
の 裁量 で 村内 の 資源 や 村民 の 利益 に か か わる 問題 を コン トロ ー ル で きる 「 灰 色 空間 」 を 曖昧 な 領 
域 ・ 奈 地 と し て 指摘 する 。 人 大 間接 選挙 に お ける 買収 事件 に 基づき 、 選 和 挙 に お ける 腐敗 の 原因 と 
メカ ニズム に 迫っ た 第 8 章 で も 、「 曖 昧 な 空間 」 の 存在 が 別 出さ れ て いる 。 それに よれ ば 、 本 来 は 
党 が 議席 ポスト 分 配 を 設計 通り に 行い 、 権 威 を 高め る た め に 設置 され て いる 推薦 ・ 協 議 ・ 決 定 と 
いう ブラ ッ ク ボ ックス が 贈 由 者 に よっ て 利用 され 、 市 人 大 主席 団 と 市 ・ 県 連 工 委 、 影 響 カ の ある 
市 人 大 代表 を 買収 し て 目的 を 達成 する スペ ー ス へ と 転換 され て いる (第 8 草 )。 


次 に 、 そ うし た 形態 特性 を 受け て 、 次 に な すべ き 検 討 が 、 こ れ ら 現象 の 形態 特性 を も た ら す ご 
と と な る 要因 面 か ら の 考察 で ある 。 一 般 に 不正 行為 が 延 し 、 腐 敗 の 狂 狼 を も た ら す 要因 と し て 、 
発展 途上 要因 、 社 会 主義 要因 、 資 本 主義 要因 そし て 文化 伝統 要因 の 4 つの 位相 を 措 定 し た (第 1 
間 ) が 、 果 た し て どの 位相 が 中 国 的 特徴 を な し て いる の だ ろう か 。 ノ ー メ ンク ラ ツ ー ラ ある い は 
権 貴 集団 と も 称 さ れる 特権 層 は 社会 主義 の 体制 要因 で あり 、 行 政和 失 陥 、 す な わ ち , 近代 化 、 ネ イ 
ショ ン ・ ビ ル デ イ ング の 遅滞 に 伴い 、 発生 する 行政 上 の 特権 も 権力 沙 用 を も た ら す 。 金儲け 主義 、 
金銭 至上 主義 を も 禅 に 有 胎 する 資本 主義 の 悪し き 影響 も 否定 は で き な い 。 

と な る と 、 い ずれ の 要因 も 上 述 の 中 国 腐敗 の 形態 特性 を 顕在 修 さ せる も の と 見 られ 、 こ れ ら す 
べ て が 相互 に 関連 し 、 錯 雑 な 相互 作用 の 結果 と し て 現代 中 国 の 腐敗 特性 を も た らし て いる 。 そ の 
中 で も 、 よ り 大 き な イ ン パ クト を 持つ も の と し て ここ で は 文化 伝統 要因 を 特筆 し た い 。 上 述 の 制 
度 の 叩 緩 あめ るい は 「 曖 昧 な 制度 ] の 発生 も 、 行 政 機能 の 未 発現 、 ル ー ル 依拠 意識 の 択 如 の 産物 で 
ある 以上 に 、 歴 史 的 に 蓄積 され た 官 本 位 主 義 、 権 力 至 上 主義 等 の 文化 伝 続 あ る い は 習俗 に よっ て 
支え られ て いる か ら で あ る 。 


結論 的 に は 、 中 国 腐敗 の 延 を 単 一 の 要因 に よる 単純 事象 と 看 散 すこ と は むつ か し い 。 字 義通 
り 、 複 数 の 要因 位相 か ら 独 特 の 形態 を 示す 極め て 錯 雑 な 現象 で ある 。 従 っ て 、 現 代 中国 の 腐敗 現 
象 と は 、 イ ン フ ォ ー マ ル な 文化 伝統 と 規範 に 駆動 され た 各個 人 が 、 フ ォ ー マ ル な が 制度 の 曖昧 さと 
歪み の 間 を 縫っ て 権力 を 用 い 、 諸 個人 間 の 相互 行為 の シス テム と し て 「 腐 敗 圏 」 を 構造 化し 、 そ 
れ が 私 的 利益 を 追求 する 不正 行為 と し て 顕在 化し た も の と し て 把 捉 する こと と し た い 。 ご これ を 現 
代 中 国 の 腐敗 特性 と し て 《 権 ・ 圏 ・ 鐵 シ ンド ロー ム 》 と 称す る 次 第 で ある 。 


4 ご の 「 曖 昧 な 制度 」 と いう 分 析 概 念 は 、 加 藤 弘之 『 中 国 経済 学 入門 「 曖 昧 な 制度 」 は いか に 機能 し て いる か 』 
(名 古屋 大 学 出版 会 、2016) に 拠っ つて いる 。 加藤 弘之 ・ 神 戸 大 学 経済 学研 究 科 教授 は 、 本 廉 政 研究 プロ ジェ クト 
の コア メン バー の 一 人 と し て 、「 曖 昧 な 制度 」 を 提起 し 、 腐 敗 問題 の 解析 を 行なっ た (同書 第 8 章 「 第 8 章 腐 
敗 の 政治 経済 学 「 曖 昧 な 制度 」 が も た らし た 成長 と 腐敗 」) が 、2016 年 8 月 30 日 暦 を 前 に 逝去 し た 。 敢 え 
て 交 許 に 特記 し 、 彼 の 貢献 に 深 甚 の 感謝 を 捧げ る と 共に 冥福 を 祈り た い 。 
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【Q4】 習 近 平 の 腐 骸 / 反 腐敗 政策 は 中 国 に 何 を も た ら す こと に な る の か ? 


反 腐 敗 、 す な わ ち , 腐敗 撲滅 の 特効薬 は あり 得る の か ? それ は 中 国 に 適用 可能 な ぉ の な の か ? 現状 の 腐敗 反 
腐敗 政策 が その まま 進行 し た と する な ら ば 、 そ の 結果 と し て どの よう な 中 国 が 出現 する こと と な る の か ? 腐敗 の 
ヨリ ー 層 の 夢 延 ある い は 習 近 平 の 反 腐敗 政策 の ヨリ 一層 の 徹底 に よっ て 、 中 国 に は どの よう な 変化 が 招来 され る 
こと に な る の か ? 


習 近 平 政 権 が 進め て 来 た 反 腐敗 キャ ヤン ペー ン に は 、⑪) 腐 敗 と いう 、 決 し て あっ て は な ら め ぬ 社 会 
的 不正 を 編 す と いう 本 来 あ る べき 施策 、(2) 腐 敗 に 対す る 大 衆 的 不満 を 先取 り し た ポ ピ ユ ュ リスト 傾 
向 、 そ し て 政治 的 ライ バル 追い 落と し の 政治 的 ツー ル 等 の さま ざま が 側面 が 看 取 さ れる 。 

「 一 強 」 体制 と 称 さ れる よう な 毅 石 な 権力 基盤 が 整う な ら ば 、G) の 政治 的 側面 か ら の 必要 性 は 
低減 する で あろ うし 、0(②) の 民意 支持 調達 も 補完 的 な 役割 に こ ど ま る こと と な ろう 。 そ の よう な が 情 
況 に 至る な ら ば 、 こ ご これ まで の よう な 大 型 キ ャ ン ペ ー ン 、 政 治 運動 と し て の 腐敗 撲滅 、 反 腐敗 の 激 
し い 動 き は 沈静 化し 、 本 来 の 1) の 側面 に 集中 する こと も 予想 され る 。 

各国 事例 を 見 る まで も な く 、 一 般 に 腐敗 対策 と は ①) 不 正行 為 へ の 監視 、(2) そ れ が 明らか と な っ 
た 際 の 摘発 ・ 処 罰 、 そ し て 背景 と な る 深層 因 と し て の ひと びと の 意識 改革 の 3 次 元 に 尽く され 
る 。 これ まで の 泊 近 平 反 腐 敗 闘 争 が (2) の 厳格 化 措置 を 中 核 に 据え た も の で あっ た こと か ら す れ ば 、 
今後 は 1)、G) へ と シフ ト す る で あろ う 。 光 も 、 こ の 関連 で は 、 党 上 員 を 対象 と する 巡視 制度 は 従来 
か ら の ⑪) の 方 向 を 端的 に 示す も の で あっ た 。 中 央 紀 律 検査 委員 会 と 中 央 組織 部 の それ ぞ れ が 組織 
し た 巡視 組 に 党 中 央 の 権威 が 与え られ た の が 中 央 巡視 組 で あり 、 中 央 巡視 組 の 巡視 お よび 再 巡 視 
(「 回 頭 赴 」 と いう ) が 習 近 平 の 反 腐 敗 闘 争 の 有力 な ツー ル で あっ た (第 5 草 ) 。 

また 、 “ 網 民 ”、 一 般 民 衆 を 主体 と し 、 イ ンタ ーネット 機能 (チャ ヤッ ト 、 ミニ ブロ グ な ど ) を 活用 し 
て 汚職 腐敗 活動 の 抑制 を 目指 す 「 綱 絡 反 腐 」] は リー シャ ヤル メデ ィ ア を 通じ た 新た な 監視 、 摘 発 の 
方 向 を 示し て いる (第 6 間 )。 果たし て 、 こ の 「 網 絡 反 腐 」 が 、 市 民 の 眼差し に よる 監視 監督 強化 
と いう レベ ル を 超え て 、 捕 発 段階 まで 民間 主導 に 辿り 着く ご こと が で きる の だ ろう か 、 そ れ と も ICT 
(情報 通信 技術 ) を 縦横 に 駆使 し た 中 国 的 パ ノ プ ティ コン 世界 の 完成 が その 帰結 と な り は し な い 
だ ろう か ?。 メデ ィ ア 、 と り わ け 官 主導 の 色 濃 い 中 国 の ネッ トバ ー チ ャ ル 空 間 が 権 カ サイ ド て 市民 
と の 間 の "言説 主戦 場 ?/ と な っ て いる こと か ら す れ ば 、 直 ち に 好ま し い 結 果 が 得 ら れる こと は 望み 
得 な いと し て も 、 上 記 Q) の 方 向 に 沿う も の で ある こと は 間違い な い 。 

更に は 、 ご の 市 民 の 眼差し に よる 監視 監督 強化 の 「 網 絡 反 腐 ] を 一 歩 進 め て 、 各 地 に 貼り めぐ 
され た CCTV (監視 カメ ラ ) に より あら ゆる 行動 把握 を 行い 、 こ れ と 個人 の ショ ッ ピ ング 等 物 財 ・ 
サー ビス 購入 等 に 関す る 金融 情況 を 結合 し 、AI (人 工 知能 ) に よる アル ゴリ ズム 解析 を 通じ て , 
例え ば 各 人 の 「 腐 敗 ス コア 」 を 算定 する と すれ ば 、 諸 個人 レベ ル の 腐敗 行為 を 徹底 的 に 監視 する 
こと も で きよ う 。 これ に より 、 公職 人 員 の あら ゆる 行為 の 透明 性 を 高め 、 ヒ ト 、 カネ 、 モノ の 動き 
が 徹頭徹尾 捕捉 され る 結果 、 腐 敗 実行 の ハー ドル は か つて な い 規 模 に 高まる 。 ま さ し く 中 国 的 パ 
ノブ ティ コン 世界 が 出現 する 日 こそ が 、 腐 敗 の 徹底 制圧 の 成功 を 宣言 する 日 で あろ う 。 


5 現代 中 国 に あっ て は 、 ベ ン サ ム 、 フ ー コ ー 以 来 の パ ノ プ ティ コン の 上 に 、 世 界 を リー ド す る デジ タル 技術 を 社 
会 実装 し た 究極 の デジ タル ・ パ ノ プ ティ コン 世界 が 構築 され よう と し て いる 。 ベ ン サ ム の 説く パ ノ プ ティ コン と 
は 「 監 視 さ れ て いる と の 意識 」 に 基づく “一 望 監視 施設 ^ の 意 で ある が 、 ご これ を 発展 させ た ミシェル ・ フ ー コ ー 

は 、 人 は 身体 と 精神 の 内 部 か ら 社 会 に 適合 し た 主体 と し て 形成 され 、 権 力 か ら の まな ざし を 意識 し 、 権 力 を 内 面 
化す る と し て 「 自 発 的 服従 」 概念 を 提起 し た 。 リ アル タイ ム の 監視 シス テム と 5G 通信 速度 の ハイ スペ ッ ク ( 高 
解像度 、 高 フレ ー ム レー ト ) な 映像 に 加え て の AI に よる 顔 認証 、 声 紋 認証 シス テム は ひと に 「 自 発 的 服従 」 を 
迫る まさ し く 人 ハイ パー・ デ ジタル ・ パ ノ プ ティ コン 世界 と いっ て よい 。 
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そもそも 、 前 述 し た 通り 、 現 代 中 国 に お ける 腐敗 現象 が 複数 の 要因 位相 か ら 発生 ・ 虹 延 し 、 特 
異な 形態 を 示す 極め て 錯 雑 な 現象 で ある 限り に お いて 、 そ の 発生 要因 と し て の 発展 途上 過程 、 社 
会 主義 体制 、 資 本 主義 要素 そし て 文化 伝統 要因 を 超越 し な い 限り 、 腐 敗 の 撲滅 は 不可 能 事 で あろ 
う 。 近代 化 を ヨリ ー 層 推し 進め る こと で 、 発 展 途上 位相 を 超越 し 、 本 来 あ る べき 行政 機能 を 発現 
させ る と 共に 旧来 の 人 硬直 し た 社会 主義 体制 を 変革 し 、 権 力 の 藩 用 を 可能 と する 「 曖 昧 な 空間 ]」 を 
極小 化す る こと で 全 き 市 場 シ ステ ム の 運用 を 図る こと 、 す な わ ち , 市 場 改 革 と 政治 体制 改革 の 一 
層 の 展開 が 求め られ る 。 こ れ な くし て は 、 腐 敗 は 中 国 を 角 み 続け る で あろ う 。 

この 意味 で は 、 腐 敗 症状 に 対し て 即効 力 が 期待 され る 特効薬 は 存在 し な い 。 上 記 の さま ざま な 
対症 療法 を 続け る し か な い の で ある 。 


で は 、 腐 敗 症状 に 対す る 対症 療法 の 継続 は 中 国 に な に を も た ら す こと に な る の で あろ うか 。 

先ず 、 上 記 (3 の 政治 的 ツー ル と し て の これ まで の 習 近 平 の 反 腐 敗 運動 の 展開 を 総括 し て お く な 
ら ば 、 民 事 ・ 刑 事犯 罪 と し て の 汚職 案件 を 低下 させ た の は 確か で ある 。 いわ ゆる 「 作 風 」 と 称 さ れ 
る 政府 官 貞 の 業務 態度 の 改善 、 綱 紀 粛 正 に も 一 定 程 度 貢 献 し た で あろ う 。 政 府 官 具 お よび 民間 の 
関係 者 に と っ て も 、 贈 収 賭 な どの 汚職 行為 へ と 誘う イン セン ティ ブ 以 上 に 腐敗 に 手 を 染め る こと 
の ディ スイ ン セ ン テ ィ ブ が 上 上 昇 し 、 実 行 ハ ー ド ル は 確実 に 高まっ た 。 更 に は 、 長 老 を 含む お 対抗 勢 
力 を 封じ 込め 、 結 果 と し て 習 近 平 へ の 権力 集中 を 加速 させ 、 最 高 指導 者 と し て の 習 近 平 の リー ダ 
ー シ ッ プ を 強化 する こと と な っ た の も ほぼ 間違い な いと ころ で あろ う 。 党 支配 の 正統 性 の 補強 に 
も 大 い に 寄 与 し て いる 。 

と は いえ 、 完 全 無 欠 の 無敵 無比 の 権力 基盤 な ぞ あ り 得 な い 6 こ と か ら す れ ば 、 な お 一 層 の 権力 強 
化 の た め の 政 治 的 ツー ル と し て の 反 腐 改 に は 引き 続き 依存 せ ざ る を 得 な い 。 ま た 、 習 近 平 政権 が 
いわ ば 人 金 看板 と し て 来 た こ と も あり 、 反 腐敗 、 腐 敗 撲滅 、 廉 政 建設 と いう 万 人 が 否定 する こと の 
で きぬ 「 口 号 」 を 捨て 去る こと は 容易 で は な い 。 

翻っ て 、 作用 ある と ころ に は 必ず 反作用 が 生ま れる 。 ご うし た 反 腐 敗 の 大 き な " 成 果 " は 、 摘発 ・ 
打倒 され た 腐敗 グル ー プ の 報復 を 呼び 覚ます こと と な る 。 ま た 、 幸運 に も 今回 摘発 ・ 打 倒 を 免れ 
た 腐敗 グル ー プ に あっ て は 発覚 を 恐れ る 危機 感 ゆ え 相 互 の 結束 を 強め 、 そ の た め の 新 た な 腐敗 す 
ら 生 み 出 し か ね な い 。 人 を 隠蔽 する た め に 更に 新た な 殺人 を 繰り 返す シリ アル ・ キ ラー (連続 
殺人 犯 ) の 出現 と いう 「 腐 敗 と 反 腐 敗 の パラ ドク ス 」 で ある 。 

また 、 冒頭 2) に 記し た ポピュリズム に あっ て は 、 庶 民 が 日 常 的 に 接する 役所 や 病院 等 に お ける 
「 官 僚 主 義 ] へ の 不満 も 緩和 され つつ あり 、「 紅 包 」 と 呼ば れる 各種 つけ 届け ある い は 直接 の " 関 
係 " 構 築 の た め の 飲 食 そ の 他 の 「 接 待 」 機 会 も 簡素 化 さ れつ つ あ る 。 か くし て 習 近 平 の 反 腐 敗 は 、 
大 衆 の 喝 来 を 浴び る 反面 、 胡 錦 潮時 代 ま で に 得 ら れ て いた 物質 的 な か インセンティブ が 減る こと か 
ら 、 官 僚 組 織 の 勤労 意欲 の 低下 が も た ら さ れ 、 官 僚 集団 の サボ ター ジコ 現象 、 消 極 的 抵抗 も 顕在 
化し 始め て いる 。 

同時 に 、 官 僚機 構 の 度 心理 と 政治 的 硬直 性 の 度合 いも 増し て お り 、 反 腐敗 政策 の 推進 に よっ 


6 2022 年 10 月 開催 の 第 20 回 党 大 会 に お ける 党 規 約 の 改正 に お いて 、 当 初 報じ られ て いた 《 天 人 徐 坊 》、《 両 條 克 
立 》 の うち 、 前 者 こそ 採択 され た も の の 和 習 近 平 へ の 個人 的 忠誠 を 党員 に 義務 つけ る 後者 が 採 択 され る こと は な か 
っ た 。“ 党 主席 *、^ 人 民 領 補 ”、“ 習 近 平 思想 ” も 採 択 され て いな いこ と か ら す れ ば 、 党 内 に お ける 一 定 の 批判 勢 
力 の 存在 が 予感 され る 。 況 し て や 、「 体 調 不良 」 と され る 胡 錦 潮 の 主席 団 か ら の “退席 ” は 何やら 類 烈 な 宮廷 ドラ 
マ の 存在 を 示唆 し て いる 。 加 えて 、 四 通 橋 事件 (10 月 13 日 ) 等 は 反 習 近 平 の 社会 的 意識 の 存在 、 大 衆 彼 乱 の 可 
能 性 すら 須 わ せる に 十分 で ある 。 
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て 、 現 象 と し て の 腐敗 こそ 抑制 され た も の の 、 統 治 機構 全体 に は 「 政 治 的 腐食 」 と も 言う べき 現 
象 が あら わ に な りつ つ あ る 。 と いう の も 、 習 近 平 の 反 腐 敗 と は 昌 「 恐 怖 ]」 に よる 封じ 込め で あ 
り 、「 劇 薬 」 で あっ た か ら で あ る 。 

腐敗 症状 に 対す る 対症 療法 の 継続 の 帰着 と し て の ガバ ナン ス 装 置 の 「 腐 食 」 は 、 果 た し て 現 レ 
ジー ム の 融解 、 溶解 、 そ し て つい に は 崩壊 へ と 繋が る の で あろ うか 。 そ れ は 、 前 述 し た 腐敗 対策 
の 監視 ・ 摘 発 ・ 心 理 改 造 の 3 ツー ル を どの よう な ウェ ー ト で 展開 する か 、 一 に その バラ ンス に 係 
つて いる 。 


揮 尾 な が ら 、 残 され た 解明 すべ き 和 命題 と 今後 の 課題 に 触れ る こと で 筆 を 拉 く こと と し た い 。 

随所 で 言及 し た 通り 、 最 大 の 課題 は 腐敗 の 持つ 本 来 機能 の 解明 で ある 。 腐 敗 は 経済 成長 、 社 会 
発展 、 政 治 発 展 の それ ぞ れ に 対し て どの よう な イン セン ティ ブ と ディ スイ ン セ ン テ ィ ブ を 有 し て 
いる の か 、 こ れ を 各 発 展 段 階 別に 炎 り 出す こと が で きれ ば 、 そ れ ぞ れ の 次 元 に お ける 腐敗 の 作用 
を 詳細 に 描き 出す こと で 、 バ ラド クス 情況 の 解明 に も 迫る こと が で きる で あろ う 。 特 に 、 政 治 体 
制 の 交替 ある い は 急激 な 経済 成長 と それ に 伴う 社会 変動 等 大 規模 な 構造 変動 が 出現 する 移行 期 に 
あっ て は 、 多 様 な 制度 、 機 能 、 価 値 意識 が 併存 する た め 、 腐 敗 現象 も さま ざま な 相 貌 を 示す こと 
と な り 、 その 解明 は と り わ け 重 要 で ある 。 そこ か ら 、 腐敗 の 本 来 的 な 機能 が 明らか と な る な ら ば 、 
ひと は な ぜ 腐 敗 す る の か 、 本 性 悪 の ゆめ えな の か 、 そ れ と も 善き サマ リア 人 を も 腐敗 さ せる 悪 き 環 
境 ゆ えな の か 、 腐 敗 学 の 根本 命題 に 迫る こと が で きよ う 。 

も うー つの 大 き な 課 題 は 、「 制 度 の 緩み ] な いし は 「 緩 い 制 度 | を も た ら す こと な る 「 曖 昧 な 空 
間 」 の 発生 メカ ニズム と プロ セス お よび その 時 間 的 変化 の 解明 で ある 。 大 き な 利 益 を も た ら す ご 
と と な る 権力 を めぐ っ て 「 腐 敗 園 ] と も いう べき ネッ トワ ー ク が どの よう に 形成 ・ 維 持 さ れる の 
か 、 そ の 「 腐 敗 圏 」 は 利益 、 権 カ を めぐ る 各種 制度 の 創出 、 運用 に 対し 、 ど の よう な 働き か け を 行 
う の か 、 な ぜ そ の よう な 放 埼 、 窓 意 が 曖昧 な まま な ん ら 没 肘 を 受け る こと な く 角 り 通っ つて し まう 
の か .… まさしく 地域 研究 と し て の 中 国 研究 の な すべ き と こ ろ は ここ に あり 、< 中 国 > 腐 敗 学 の 目指 
す と ころ で ある 。 ご ここ に < 中 国 > 腐 敗 学 か ら 腐 敗 学 へ と 至る 道筋 が 示さ れ て いる 。 

(文責 鞭 田 雅晴 
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